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故 横川 定 博士 略歴 
明治 41 年 岡山 医学 専門 学校 卒業 
明治 44 年 台湾 総督 府 医学 校 講師 , 病理 学 , 解剖 学 , 法医学 を 担任 
大 正 6 年 Metagonimus に 関す る 研究 に より 医学 培 士 の 学位 を 受 く 
大 正 8 年 台湾 総督 府 医 学 専門 学校 教授 病理 学 殊 に 寄生 忠 学 に 関す 
る 研究 調査 の た め , 英 , 米 , 瑞 の 各国 及 均 及 へ 留学 
大 正 9 年 ジョ ンス ホプキンス 大 学 公衆 保健 及び 衛生 学校 優待 員 と し 
て 招 職 研究 
昭和 4 年 刀 Ze/zgy の SO222422 2277S の 発育 史 に 関す る 研究 に より 東京 
帝 大 ょ り 理 学 壇 士 の 学位 を 受 く 
昭和 6 年 勅 任 待遇 
昭和 11 年 台北 帝国 大 学 教授 
昭和 22 年 終戦 と と も ぁ に 帰 朝 , 東京 都 中 野 区 野方 町 1 の 679 に 居住 
( 庄 . 故 横川 博士 の 業績 並び に 経歴 の 詳細 に つい て は 
東京 医事 新 誌 喜 寿 記 念 論文 “ 余 が 寄生 忠 学 研究 の 五 
十 周 年 回 顧 , 昭和 29 年 一 30 年 を 参照 きれ た い ) 


本 学会 名 准 会 只 横川 征 博士 
昭 和 31 年 6 月 25 日 逝 示さ きれ まし た 
長 悼 の 意 を 表し ます 
昭和 31 年 6 月 
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第 2 の 回 総 会 概 況 


日 昭和 31 年 4 月 6, 7, 8 日 
場 国立 公 来 衛生 院 講堂 
長 宮 有川 米 次 
薩 1 日 4 月 6 日 (午前 8 時 開会 ) 
開会 の 辞 宮 有川 会 長 
演説 ~1<26( 午 前 ), 76<102 (午後 ) 
示 説 27<75 
評議 員 会 正午 より 
絵 会 議事 午後 1 時 
第 7 回 桂 田 賞 授賞 式 (財団 法人 寄生 虫 奨励 金 ) 
受賞 者 永吉 康 六 (串間 市 国民 健康 保険 直営 診療 所 ) 
「 狗 虫 の 墓 延 及び その 分 布 に 関す る 生物 学 的 研究 」 
* 第 3 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法人 東京 寄生 虫 予防 協会 ) 
受賞 者 沢田 田 (奈良 学芸 大 学 教授 ) 
「 橿 原 条 虫 の 発育 史 に 関す る 研究 」 
第 2 日 4 月 7 日 (午前 8 時 開会 ) 
演説 - 103<127.( 午 前 ), 177~182 (午後 ) 
示 説 、128^176 
特別 講演 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 皿 部 長 小 宮 義 
「 釣 虫 と 鍋 虫 症 」 
25 周 年 記念 講演 一 研究 の 思い 出 等 一 (講演 順 ) 
座 長 宮川 米 次 
講演 者 中 川 幸 庵 , 武藤 昌 知 
小林 晴 治 郎 , 安 藤 売 
吉 団 貞 雄 ( テ ー プ レコ ュー ダー) 
第 3 日 4 月 8 日 (午前 8 時 30 分 開会 ) 
遇 遇 症 に 関す る シン ボ ジ ウ ム 


北 苦 


座 長 、 MP 夢 
遇 虫 駆虫 薬 の 薬理 小 林 芳 人 
人 体感 染 実 験 松 村 久吉 
胆道 虫 症 本 矯 上 表 
胃 占 昌 症 松 村 竜 雄 
急 症 の レン トゲ ン 像 横 左 順 
遇 虫 症 の 免疫 森下 哲夫 
答 生 虫 性 アレ ルギー に 関す る シン ボ ポジ ウム 
座 長 宮 有川 米 次 
基 正 
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負 量 菩 F 才 夫 
若 菜 病 石原 国 
住 血 吸 下 艇 浦 三郎 
松島 住 血 吸 了 田 . 都 江 , 浜本 六 二 
肺 吸 由 横川 款 雄 
夫 状 自 岡 部 潜 洋 
本 本 。 人 宮 崎 一 郎 


閉会 の 辞 宮川 会 長 
合同 懇親 会 午後 5 時 30 分 か ら 
日 本 寄生 虫 学会 創立 25 周年 記念 持 別 公開 講演 会 


日 時 4 月 10 日 (午後 1 時 ) 
会 場 朝日 新聞 社 講堂 
語 会 松 林 久 吉 
挨 _ 抽 宮 有川 米 次 
講師 「 問 中 に つい て 」 森 下 昔 

「 多 由 に つい て 」 小 宮 義 才 

「 暴 昌 に つい て 」 赤木 勝雄 
挨 朱 水 野 俊夫 


文化 映画 「 サ ント = ン 」 日 本 新薬 株 式 会 社 提供 
「 佐 久間 ダグ ュ 」 岩波 映画 作品 


総会 に 於 ける 決議 事項 


次 期 医 学会 絵 会 分 科 会 長 赤木 勝雄 
. 次 期 寄生 虫 学会 総会 会 松 崎 義 周 
3. 規約 第 5 条 に ょ り 新 ら た に 次 の 5 氏 を 評議 員 と し て 追加 委嘱 す 。 (ABC 順 ) 
本 吉 ま 石原 国 伊 藤 二 郎 
加 紛 六 郎 田 中 英 雄 
寄生 皿 学 会 創立 25 周年 記念 文献 集 出 版 に つき , その 編集 を 下記 の 諸氏 に 依 嘱 す 。 
寄生 虫 一 般 (寄生 虫 卵 検査 , 手技 等 ) 小宮 義孝 (編集 主任 ) 


線 虫 類 一 一 馴 虫 、: 東 

ー 一 銘 虫 , 東洋 毛 様 線 下 小林 晴 治 郎 

ー 刺 虫 赤木 勝雄 

ー 一 額 口 虫 , 鞭 虫 , 各 虫 , 旋 毛 虫 等 宮崎 一 郎 

ー 一 座 状 虫 久 米 精 治 ,。 佐 々 学 
吸虫 類 小 宮 義孝 伊藤 二名 
条 遇 類 岩 田 正俊 , 沢 田 男 
原虫 類 松 林 久 吉 
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な お , 各 研 究 機関 に あつ て は , その 主任 が 研究 機関 貞 の , また 研究 機関 に 属 せ ざる 者 に あつ て は , 
各 人 の 寄生 虫 に 関す る 文献 お な よび その リス ト を 本 部 に 送付 の こと 。 
5. 寄生 虫 学 会 を 費 増額 の 件 。 上 記 25 周年 記念 文献 集 の 出版 事業 と 関 肌 し , 現行 会 費 年 額 800 円 を 
昭和 32 年 度 よ り 1000 円 に 増額 す 。 


第 1 条 
第 2 条 
第 3 条 


第 4 条 
第 5 条 


第 6 条 


第 7 条 
第 8 条 
第 9 条 
第 10 条 
第 11 条 
第 12 条 


第 13 条 
第 14 条 
第 15 条 
第 16 条 
第 17 条 
第 18 条 
附 則 


〔 寄 生 昌 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 人 第 2 区 


日 本 荷 生 昌 学 会 規約 


本 会 は 日 本 寄生 皿 学 会 と 了 す る 。 
本 会 は 寄生 虫 及 び 寄 生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る を 目的 と する 。 
本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行う 。 
学術 絵 会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 
機関 雑誌 を 発行 する 。 
会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 韓 事 会 の 承諾 を 経て 入会 する る の と する 。 
会 に 次 の 役員 を お く 。 
会 長 1 名 評議 員 若干 名 幹事 6 名 総会 電 事 1 名 
会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 韓 事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 
評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総会 幹事 は 絵 会 の 事務 に あたる 。 
会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
幹事 は 評議 員 の 互選 に よ ょ つて 定め る 。 総会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 
会 長 及 び 総 会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 韓 事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但し 重任 は 妨げ な い 。 
本 会 に は 名 誉 会 員 を 置く こ と が 出来 る 。 名 誉 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 絵 会 に 於 て 推 源 す る 。 
本 会 は 絵 会 の 決議 を 経て 地方 部 を 設け る 事 が 出来 る 。 
会 計 
本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 800 円 と する 。 
地方 部 会 は 都会 費 を 別に 微 履 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に 於 て 定め る 。 
会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 失う 。 
名 誉 会 員 は 会 費 を 免除 せら れる 。 
会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 之 と する 。 
本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ れ ば 変更 する こと を 得 な い 。 
1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品 川 区 上 大 崎 予 防衛 生研 究 所 内 に お く 。 
2. 本 会 は 衛生 昆 皿 学会 と 緊 な 連 撃 を 保つ て 運営 する こと ヽ す る 。 
3. 本 会 及び 衛生 昆虫 学会 員 は 互 に 学会 に 出席 し て 研究 発表 を 行 う 資格 を 有する 。 





第 13 条 の 件 に つき , 昭和 32 年 度 よ り 1000 円 に 増額 され る こと が 第 25 回 ( 昭 31) 総会 に お いて 決議 され 


だ な 


第 15 条 の 件 に つき , 会 費 未納 の 猫 予 期限 を 2 ヵ年 と する こと が 第 23 回 ( 昭 29) 総会 に お いて 決議 され 
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明和 31 年 6 月 (1956)〕 
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藤 浪 鑑 贅 島 清太郎 
石 橋 松 蔵 神保 孝太 郎 
者 上 滞 川 村 麟 也 
長 与 ヌ 郎 内 藤 和 行 
田 宮上 頁 仁 山田 信一郎 
名 誉 会 員 安 藤 売 小林 晴 治 郎 
長 野 寛 治 中 有川 幸 
横 川 定 吉 田 貞 
会 長 宮川 米 次 
維 会 幹事 小 宮 義孝 佐 々 
幹 事 小宮 義孝 松 林 . 久 
佐 々 学 山 下 次 
評議 員 赤木 勝雄 阿部 康 
種田 憲太郎 細 川 修 
石原 国 石井 信太 
板 垣 四 郎 伊 藤 二 
加 納 六 郎 小林 芳 
本 科 . - 沈 松 林 久 
宮崎 一 郎 森下 
新 美 大 四郎 大 越 
大 閑 南 三郎 尾 崎 佳 
沢 田 利 貞 杉浦 三 
田 中 英雄 谷 川 久 
山 下 次 郎 
座 務 委員 本 部: 
北 支 部 : 大 林 正 士 ( 北 大 獣医 ) 
東 支部 : 本 部 兼任 
西 支 部 : 伏 見 純 一 ( 阪 大 微 研 ) 
南 支 部 : 石 井 洋 一 ( 九 大 寄生 虫 ) 
日 本 医学 会 評議 員 小宮 義孝 
ク 連絡 員 石 崎 達 
学術 用 語 審議 会 委員 小宮 義孝 
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稲 田 竜 吉 
桂 田 富士 郎 
宮島 幹 之 助 
鈴木 彼 
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第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及 び 会 長 


第 1 回 
第 2 回 
第 3 回 
第 4 回 
第 5 回 
第 6 回 
第 7 回 
第 8 回 
第 9 回 
第 10 回 
第 11 回 
第 12 回 
第 13 回 
第 14 回 
第 15 回 
第 16 回 
第 17 回 
第 18 回 
第 19 回 
第 20 回 
第 21 回 
第 22 回 
第 23 回 
第 24 回 
第 25 回 


開催 地 
東京 市 
大 阪 市 
京都 市 
名 古屋 市 
福岡 市 
東京 市 
犬 阪 市 
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東京 市 
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岡山 市 
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昭和 30 年 
昭和 31 年 
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1. ア /2sog2z22 の eZgZe2 感染 マウ ス に 於 ける 原虫 の 消長 に つい て ・………・ 嘉藤 量 平 ( 阪 大 ・ 歯 ・ 微 研 )・…・ 
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18. 


総 会 帝 題目 多 
特 別 講演 


釣 最 症 ・… バ ーー ドド ドド トレド ッ ッッ ッッ トッ トッ 2 トッ ッッ 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 長 小宮 義孝 ・… 


演説 


日 本 に 於 ける トキ ソプラ テラ スモー ジス に つい て 3③) 余 等 の 分 離し た 人 系 鶏 系 の 免疫 学 的 異同 並 に その 
化学 療法 に つい て 
DOC 宮川 米 次 , 永 堀 善 作 , 宮川 逸郎, 篠原 進 , 石 若 大 三 , 田沼 息 正 , 美田 秀夫 , 〇 稲 神 寿 志 


(東生 病院 ) …………… バ ドド ドド に 
九州 で を た トキ ソプラ ズ マ 症 の 1 例 ・… バ ーー ドド ドド 平岡 輝明 ( 九 大 ・ 寄 生 昌 )…: 


有 ト リコ モー ナス の マウ ス 腹 膝 感染 に 及ぼ す 細 菌 , 其他 の 同時 接種 物 の 影響 


を て 久保 田 一 彦 (済生会 ・ 婦 人 科 )・… 
7yc ん oy の 2S 22g2 の 77S の 解 精 系 に 及ぼ す 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 影響 に つい て ・・ 岡 六 孝 ( 群 大 ・ 衛 生 )・… 
ア 7c ん oO%2s が が 5 の 渡 銀 法 陽 生物 質 の 検討 ババ ーー ドド ーー 野村 弘 (農大 ・ 寄 生 和 昌 )・…・ 

トリ コモ ー ナ メス 三種 の 呼吸 代謝 比較 ・ ト トド ドド ドド ツー 浅見 敬三 (農大 ・ 寄 生 昌 )… 


マウ ス に 於 ける 7 ァ yygxosozzZ g2 が の 7ezse の 原 株 復帰 と 抗原 構成 と の 関係 


6 ・ 〇 福 喜 多重 光 ・ 中 林 敏 夫 ・ 猪 木 正三 ( 阪 大 ・ 微 研 )・… 
大 腸 ベ テ が の 夫人 に 短い Ma … ト 部 講 也 C 北 研 )… 


寄生 虫 の 病害 作用 に 関す る 研究 (1 ) 肝 蜂 の 病害 作用 に つい て 


を 〇 谷口 守男 C 日 大 ・ 農 獣医 ) 中 島 三 夫 , 山崎 英明 C 日 本 化 薬 )…・ 


東北 海道 に 於 ける 寄生 貝 病 の 実態 調査 (3) 
十勝 に 於 て 発見 し た ヒメ モノ アラ ガイ と , 其 附 近 部 落 に 於 ける 乳牛 の 肝 蜂 感染 状況 に 就 て 


くい で や も ゃ と タ も ャ る 〇 市 岡 朝 薦 , 渡辺 英夫 , 中 島 正夫 , 伊藤 盤 (帯広 畜 大 ) 山口 博司 ( 和 帯広 家畜 保健 )・… 


ア sezgezoZczS 22270 ケ 7 の セル カリ ア 及 び メ タ セ ルカ リア , 特に その 発育 に つい て 


生生 和 た も を る か みあ た 太 あき お な を とか な 〇 伊藤 二郎 , 稲垣 電 己 ( 静 大 ・ 保 健 学 )…・ 
豊川 流域 の 横川 明 最 に つい て バド ドド トト トド トッ トッ トッ ーッ ・ 加藤 俊一 (中 部 ・ 寄 生 昌 ・ 予 協 )・…・ 
横川 吸虫 の 組織 化学 的 研究 ・…………… Le ‥ 〇 有岡 寿 , 三浦 守 ( 衣 大 ・ 寄 生 虫 )・・…・ 
四国 に 於 ける 肝 吸 虫 の 研究 (1) ・… 山 口 富 雄 , 〇 村上 邦 平 , 坂本 芳 久 , 西本 真 士 夫 ( 徳 大 ・ 病 理 )・… 


犬 肺 吸 虫 症 の 肝 脈 管 了 の 形態 学 的 研究 一 肺 吸 虫 被 酔 幼 虫 感染 に よる 血管 の 変形 


… ・ 細川 修治 , 〇 高橋 一 郎 (山口 医大 ・ 病 理 )… 
新潟 県 の 肺 吸 昌 症 …・……・… 〇 大 稚 正 満 , 伊藤 淳一 平野 多 開 , 中 川 電 子 。 浅利 譲 ( 新 大 ・ 医 動物 )…・ 


肺 吸虫 症 治療 に 関す る 実験 的 研究 (3 ) エメ チン 単独 及び 2. 3 薬剤 併用 反復 療法 の 治療 効果 


すす て キチ と ミン イジ イト スイ イイ トッ エイ トト ナナ 宮川 三男 , 〇 田中 信 , 中 瀬 勝 ( 徳 大 ・ 第 2 内 科 )・…・ 


肺 吸 虫 症 の 治療 剤 に 関す る 研究 (1) 肺 吸虫 脱 本 幼虫 に 対す る 各種 薬剤 の 効力 テス ト に つい て 


・ 横 川 宗雄 , 〇 大 島 智 夫 , 吉村 雇 之 , 木 畑 美 知 江 ( 公 衛 院 )・… 


日 本 住 血 吸虫 卵 の 集 卵 法 


veeesvsewseves 杉浦 三郎 , 大 田 秀 浄 , 〇 佐藤 重 房 , 清水 清久 , 小宮 山 正助 , 秋山 洪 雄 (山梨 医 研 )…・ 


肝 バ イオ プシ ー に よ つ て 診断 し 得 た 日 本 住 血 吸虫 症 と シス ト 度 内 反応 と の 比較 考察 


・ 吉住 好夫 , 渡辺 浩 見 。 〇 織田 卓 五 郎 ( 久 留 大 ・ 吉 住 内 科 )・…・ 
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・45 


・16 


・46 
・46 


・47 
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・49 
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・52 
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日 本 住 血 吸 昌 症 の 沈降 反応 に 関す る 研究 ・……………………… 


エキ ノコ ツク ス 感 染 試験 特に 感染 動物 に 於 ける 包 取 形成 に つい て 


人 や 近 〇 大 林 正 士 , 山下 次 郎 , 近野 誠二 (北大 ・ 獣 医 ・ 寄 生 眼 )・… 
Actamer に よる 鶏 条 息 駆 昌 試 験 ババ バド ーー ーー 沢田 勇 (奈良 学芸 大 ・ 生 物 )・… 


線 虫 類 の 組織 化学 的 研究 ( 1 ) 特に 仮面 性 脂質 に つい て 


る るる な oe の も o で oe 〇 宇野 広治 , 板垣 栄 , 三浦 洋一 C 弘 大 ・ 病 理 )・… 


説 
鳥類 に 於 ける 7gzo/2szsg 感染 実験 (1) 十 姉妹 及び 鵜 に 於 ける 7oxoZ/2sZ 感染 実験 


中 


あか の さか る 辻 昭二 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 


三種 の 寄生 昌 ア メー バ 及 び 自 由 生活 アメ ー バ の 体内 物質 の 研究 


墓 心 洞 標本 に 依る 検索 ・<・…・・・・・< で < 森口 和 賀 年 ( 諾 大 ・ 寄 生 昌 )・… 
赤痢 アメ ー バ と 歯 獣 アメ ー バ の 交叉 免疫 反応 ・……・…………・ 金子 信 , 〇 佐藤 礼 治 ( 諾 大 ・ 寄 生 虫 )・… 


赤痢 アメ ー バ の 少数 虫 体 接 種 に ょ る 培養 及び それ に 及ば す 随 伴 細菌 の 影響 


人 あきる か の 後藤 千代 ( 慶 大 ・ 寄 生 和 虫 )・… 
の 6 の Z ggi の 78S の 生存 に 対す る 随伴 細菌 死 菌 体 の 影響 ・・……… 鈴木 啓之 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・… 


色素 に よる 7 の ヵ gzosoyzZ go が 4 の 7exse の akinetoplastic 型 出現 機 詩 に 関す る 遺伝 学 的 考察 


ea 猪木 正三 ( 阪 大 ・ 微 研 )…・ 
アァ yz の S の が 6 の C72 が (に 依る 2, 3 の 免疫 反応 に 就 て の ーー ドド 高田 季 久 ( 阪 大 ・ 微 研 )・…・ 
eszZ7 の の oz の 2g が 7 の 電子 顕微 鏡 的 形態 (8) ・………………・ 〇 中 西 鍵 一 , 西 義 美 ( 販 大 ・ 微 研 )・…・ 


トリ コモ ナス の 研究 (1) 7' gggz27s,。 7. ees, 及び 7. gz2e の 試験 管 及 び 生 体内 培養 時 


の 葬 間 に 毅 で くい く ド ここ て で こく の くも で な が も So な で さく も る の さる な な る る 馬場 弘志 ( 慶 大 ・ 寄 生 由 )…・・ 


Sg の zz-77e7Z が ex Test の 特異 性 有無 に 関す る 研究 (2) 


各種 7zcAozozgs (こよ る 実験 的 感染 動物 に 就 て バー…… 阿部 道夫 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
zzc ん ozzoZS 7 及び 7. ん ogwzzzfs の 生存 に 対す る 随伴 細菌 死 菌 体 の 影響 篠原 隆 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
膝 ト リコ モナ ス 増 殖 に 伴う 培地 内 窒素 の 動き に 就 て 上 ーー ムー ーー スー………・ 伊 従 茂 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
zzcozox2S の デ ソ シキ リボ 核酸 の 虫 体 分 布 *・・……・…・ 〇 浜田 義雄 , 岡本 清 ( 阪 大 微 研 ・ 武 田 研 )・…・ 
利根 川 流域 の 肝 吸 虫 に 就 て て 1) で で ドド 柳沢 利 喜 雄 , 〇 西 三郎 ( 千 大 ・ 公 衛 )・・…・ 
脳 肺 吸虫 定 の 病理 組織 学 的 研究 … バ ババ ……………・ 〇 細川 修治 , 下 司 孝 磨 (山口 医大 ・ 病 理 )・…・ 
肪 吸虫 症 の 沈降 反応 … バ トド ーーーーー…ー… ーー 伊東 仁 孝 (久留 大 ・ 寄 生 虫 )・… 


肺 吸虫 (PzxzgozzzzS 2 の 576772 の の 体外 飼育 (2) 脱 腸 幼虫 (ezcys/2 ze72ce7C の 7 が 26) の 2 の ZZ の 


に お ける 発育 状況 ・……・… の バー……・ 〇 横川 宗雄 , 大 島 智 夫 , 木 畑 美 因 江 ( 公 衛 院 ・ 寄 生 虫 )・ 


徳島 県 下 河 貝 子 に 寄生 する 16 種 セル カリ ア の 形態 及び 分 布 


ーー 〇 清水 稔 , 宮川 三男 (徳島 大 ・ 第 2 内 科 )・…・ 
日 本 住 血 吸 眼 の 酸素 消費 量 ・…… バ ・・ ドド トー ト ・・ く ーーー で os< 下村 実 (久留 大 ・ 寄 生 虫 )… 
日 本 佳 血 吸 症 の 集団 治療 ・…・ ト トバ ーー ーー・ 〇 太田 秀 浄 。 佐 藤重 房 (山梨 医 研 )-… 


エキ ノコ ックス 感染 試験 , 特に 犬 体内 虫 体 の 発育 


人 〇 山下 次 郎 , 大 林 正 士 。 近野 誠二 (北大 ・ 獣 医 ・ 寄 生 虫 )…・ 


30 年 度 津軽 地方 に 於 て 経験 し た 多 房 性 エキ フラ コッ クス の 92 例 


の やき 仙人 〇 宇野 広治 , 密 田 英 造 , 三 上 正俊 (弘前 大 ・ 病 理 )・…・ 


千 小 条 虫 の 代謝 と 関す る 研究 (7) 


か やら や の の くる る の もら SaS る る る の る の な 守屋 商 二 , 〇 福島 淳 仔 , 磯 川 貞和 , 福田 正道 (大 阪 市 大 ・ 医 動物 )・…・ 


(8 ) 


ーー……・ 松 瀬 也 (久留 大 ・ 寄 生 虫 )… 
縮小 条 虫 の 人 体 寄生 に つい て OCT YE ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ さま 大 林 基 衛 (東北 ・ 寄 生 虫 ・ 予 協 )・ se 
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7 50. 京都 府下 一 農村 に 於 ける 寄生 息 問 題 て 7)・… バ ーー ドー 藤井 満 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )…・73 
57 51. 東京 電気 通信 局 管内 職員 の 釣 昌 感染 状況 と その 疫学 的 考察 
ーー 〇 春田 孝 正 , 山内 一 長 , 谷 茂 , 難波 入 ( 東 京 電通 局 ) 柳 沢 利 喜 雄 , 矢島 ふき ( 千 大 ・ 公 衛 )……・74 
58 52. 勝田 市 を 中 心 と する 職業 別 釣 虫 並び に 昌 澤 浸 状 況 
ミキ 柳沢 利 喜雄 ( 千 大 ・ 人 衛 ), 〇 梅谷 勇一 , 兼光 浩一 (日 立 ・ 水 戸 病院 )…・75 
53. 管理 され た 給食 下 に 於 ける 顕 虫 感染 ・ ト ーー ル ーー ニー トス トー ドド ドド ーッ 玉井 太郎 (日 医大 ・ 内 科 )・・・76 
59 54. 殿 尿 内 卵 か ら み た 魚 虫 の 疫学 的 考察 ・t… バ て … で ーー 〇 森下 薫 , 西村 猛 ( 阪 大 ・ 微 研 )・…・76 
| 55. 学童 の 学年 別 より 見 た 顕 下 卵 受精 , 未 受精 の 検出 事 に つい て ・…・…・ 武田 正義 (中 部 ・ 寄 生 虫 ・ 予 協 )…・77 
56. 句 虫 の 経 気道 感染 に 関す る 研究 (2) 下 卵 の 鹿 換 的 性 状 特に 虫 政 と 土壌 と の 関係 に つい て 
POPOYPYY TTY で PP や た た た POOL た CCCCCPOOCOCCOOCCC に CC いし いこ し こし こし 中 山 くに 子 ( 了 予 研 ・ 寄 生 昌 )・…・77 
60 57. 顕 虫 子宮 内 卵 の 発育 及び その 抵抗 性 に 関す る 研究 (2) 各種 濃度 ホル マリ ン 浸 漬 後 の 豚 顕 昌 子宮 
内 人 部位 卵 の 発育 経過 に 関す る 研究 ・……… ミー ト レ ポ レ オレ アツ ツー・ 斎藤 敏昭 ( 子 研 ・ 寄 生 虫 )・‥・78 
61 58. 加 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す ナシ アン ・ ア ツテ イド の 影響 … バ ーー 柳沢 十 四 男 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )・…・78 
61 59. 名 虫 個体 の サン トニ = ニン 耐性 (サン トニ ン 抵 抗 性 の 問題 3 ) 
OCPLYTP で と ミサ ミト すす YK 小宮 義孝 , 石崎 達 " 〇 久 津 見 且 彦 ( 予 途 ・ 寄 生 点 )・…・79 
62 60. 虫 卵 の 電子 顕微 鏡 学 的 研究 ( 2) ・ ト バー……・ 分 山 志郎 , 〇 羽田 野 邦 和 (内 大 ・ 寄 生 虫 )…・79 
62 61. 頭 虫 脱 殻 仔 虫 の 無菌 的 飼育 実験 バト ーー トー りーー ル ーーー ドド ーー 問 川 身 典 ( 慶 大 ・ 寄 生 束 )・…・・80 
62. 脳 に 及ぼ ば す 魚 虫 体腔 液 の 影響 ・… ヘ こ ーー トー オル トル ー ル て トー 和 6 ドド ドー 山本 好 明 ( 阪 大 ・ 微 研 )・‥・80 
63 93. 遇 虫 吐出 に つい て cw が メ な Ye og … 横 田 策 ( 京 府 大 ・ 川 井内 科 )・・・81 
68 64. 釣 虫 の 不 受精 卵 に つい て ・ … 〇 武川 藤吉 郎 , 吉 仲 武 仁 , 松尾 悦郎 (横浜 市 大 ・ 寄 生 東 )…・・82 
64 65. 問 虫 駆虫 剤 の 研究 PPPPTEEP ……… 三原 唐 太 郎 , 其他 (横浜 市 大 ・ 寄 生 豆 )・…・82 
66. 釣 虫 駆 昌 剤 の 研究 … ーー ・……・ 吉 仲 武 仁 , 其他 (横浜 市 大 ・ 寄 生 虫 )・…・84 
"64 67. 四 塩 化 テ エチ レン を 下剤 ぬき で 投与 する 釣 虫 駆除 法 (3 ) 
人 体 諸 臓 器 に 対す る 影響 … ーーー ーー………・ 吉 田 幸 雄 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )・…・85 
*⑯ 68. 四 塩 化 エ チレ ン に よる 駆虫 後に 見 る 残存 釣 昌 の 運命 に 就 て …・…・…・………* 財 津 吉 憲 (門司 市 ・ 開 業 )・…・85 
*65 69. 瓦 培養 法 に よる 釣 虫 仔 由 発生 数 と スト ー ル 法 に よる 多 虫 卵 数 と の 関係 に 就 て 
ee ー … 柳 沢 利 吉雄, 〇 藤 縄 和 聴 , 水野 哲夫 ( 千 大 ・ 信 衛 )・…・86 
70. 釣 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す 酸 素 の 影響 に 就 て て 1) ・…・…・………・ 柳沢 利 喜雄 , 〇 大 津 父 ( 千 大 ・ 人 衛 )……・86 
" 71. 釣 虫 卵 継続 観察 の 一 方 法 に つい て (1 ) ・…・ 柳 沢 利 喜 雄 , 水野 白 夫 , 〇 方 波 見 重 兵衛 て 千 大 ・ 信 衛 )・…・87 
誠 72. 釣 虫 卵 の 幣 化 条 件 に 関す る 研究 ・… バ ーーーーーー… ・‥ 島 居 達 生 (大 阪 市 大 ・ 小 田内 科 )・…・88 
* 芝 73. 有機 農 薬 に 対す る 釣 仔 昌 の 抵抗 性 に 就 て () ・ ・ … 武 田 勝 実 ( 岡 大 ・ 平 木内 科 )・…・・88 
74. 東洋 毛 様 線 虫 及び 釣 虫 の 経 皮 感 染 実 験 の Evans Blue に よる 観察 ・‥・・…・ 帖佐 博 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・…・89 
La 75. 寄生 性 蜂 虫 類 の 組織 化学 的 研究 (3 ) 釣 虫 仔 昌 体 の 組織 化学 的 研究 ・………・ 山 口 正 ( 慶 大 ・ 寄 生 上 虫 )・…・89 
・70 演 説 
*71 
<71 76. 虫 体 壁 筋 細胞 の 位相 差 顕 微 鏡 所 見 ・ ー… ・ーーー 石川 道雄 (名 大 ・ 解 前)・…・90 
77. Psz の 虫 体内 分 布 … ーー ババ … 〇 羽田 野 邦 和 , 内 田 健一 , 藤本 滋 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )・…・91 
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ー ・ 松 本 晋三 , 井 廻 邦男 , 〇 半沢 久 次 郎 , 佐藤 戻 美 ( 蓄 慮 大 ・ 林 内 科 )・…・91 
.。72 79. 駐 線 学 的 に みた 胃 内 誤 虫 症 の 2, 3 の 臨床 的 並び に 実験 的 研究 
・ … 〇 奥田 興 , 吉田 号 , 萩原 忠 文 日 大 ・ 比 企 内 科 )・…・・92 
・73 80. 実験 的 虫 症 の 病理 FPPTYTP FT … 谷 田 未 高 , 〇 岡村 一 郎 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )…・93 
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〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 征 2 号 


遇 虫 の 感染 度 と 飛 境 調査 上 トバ ババ ………ー ド ドド ドド 森山 和典 (森山 寄生 研 )・… 
栄 半 の 虫 感染 に 及ぼ す 影 響 … ふ バト …… バ ドド ドド ドド 柳 堀 宮 与 志 ( 千 大 ・ 衛 生 )・… 
犬 急 虫 感染 に お ける 犬 の 年 齢 の 影響 …… バ … バ バー ドド ドー 野田 亮二 (大 府 大 ・ 農 ・ 獣 医 )・…・ 
富山 県 中 新川 郡 に お ける 魚 虫 , 釣 上 虫 の 分 布 と 芝 便 処理 の 問題 ・・…・… 佐藤 淳 夫 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )・…・ 


農村 に 於 け Neoess 上 虫 の 撲滅 に 関す る 研究 て 3) 


層 尿 処理 部落 に 於 ける 釣 虫 駆 除 効果 に つい て … 柳 沢 利 喜 雄 。 〇 内 田 昭夫 , 小関 芳 昌 ( 千 大 ・ 公 衛 )・…・ 
hentrnd 人 8 (特に 釣 昌 ) 研究 に 就 いて て 1)・……… ド ……… 小牧 訪 夫 (宮崎 保健 所 )・…・ 


釣 虫 駆虫 剤 服用 後に 於 ける 釣 虫 の 寄生 状況 と 形態 に つい て 


oo ・ 中 村 逸 衣 , 〇 三浦 悟 楼 , 好 井 敏昭 (大 阪 医 大 ・ 内 科 )・… 
RS eo で Peerwesrermo チ の cwt う 牟田 口 利 幸 (三井 鉱業 所 )・… 


特殊 森 境 下 に 於 ける 寄生 上 調査 成績 に つい て (3 ) 


釣 束 Carrier の 症状 並 と 血液 所 見 ・… バ ババ ーー・・・……・ RW 石塚 達 (枚方 市 民 病院 )・… 


釣 虫 Carrier の 研究 (8) 五井 保健 所 管内 に お ける 部 落 住民 の 血液 検査 た つい て 


PHP 山田 義男 , 〇 五 十 履 和子 ( 五 電 保健所) 柳沢 利 喜 雄 。 矢島 ふき , 町 田 喜 一 ( 千 大 ・ 公 衛 )・…・ 


釣 虫 Carrier の 了 臣 床 的 研究 ( 2 ) 一 般 症状 , 食 血 , 血清 7-Globualin 及び 焦 性 ブ ド ー 酸 の 消長 


を 〇 石崎 達 , 佐藤 澄子 , 久 津 見 崎 彦 , 小林 昭夫 , 安田 一 郎 , 小宮 義孝 ( 巴 研 ・ 寄 生 虫 )・ 


釣 孔 Carrier の 臨床 的 研究 (3 ) 釣 貝 寄生 の 農民 労働 力 に 及ぼ す 影 和 


・ 石崎 達 , 〇 佐藤 浴 子 , 久 津 見 晴彦 。 小林 昭夫 , 安田 一 郎 , 小宮 義孝 ( 務 研 ・ 寄 生 虫 )・ 
多 昌 症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 ・ バ バー スー トド トド ト < トッ トッ ッッ ッッッ ッッ ーッ て 中 塚 銀 太 ( 岡 大 ・ 平 木内 科 )・・ 


実験 的 移 昌 症 に 於 ける 肝臓 機能 に つい て ・・ バ バー ムー トド トド ドド < トト トッ トト て て て 原 敬 造 ( 群 大 )・・ 


釣 虫 体 成 の 家 束 血液 像 並 に 肝 機 能 に 及ぼ す 影 響 に つい て の 実験 的 研究 


1 才 和 な あ の の 高柳 義男 (東北 大 ・ 黒 川内 科 )・… 
釣 虫 に 因 る 異 味 症 の 研究 …・・・………・ 〇 浅田 順一 , 梶 房子 , 青 景 金 吾 , 越知 難 一 (日 本 寄生 虫 研 )・ 


若菜 病 に 関す る 研究 (5) 実験 的 移 虫 人 体 経口 感染 に つい て (2 ) 


アタ ペペ ャ 9 か っ すか のみ 光井 圧 太郎 ( 九 大 第 2 内 ) 飯 野 治彦 (若松 市 立 病院 ) 〇 川嶋 弘 ( 三 井田 川 病院 )…‥ 
釣 到 卵 肌 化 に 関す る 研究 (5 バド ド トト トト <<< ト ッッ <・ こ こと ここ 須永 徹 (大 阪 医大 ・ 内 科 )・ 
釣 虫 仔 束 に 関す る 研究 (6 ) 堆肥 中 に お ける 成熟 仔 虫 の 行動 一 基礎 実験 ・…・ 原田 文雄 (神奈 川 衛 研 )・… 


釣 虫 の 仔 昌 培 養 法 の 吟味 に つい て (1) 瓦 培養 法 と 濾紙 培養 法 の 比較 


PPPPPCEKLEPYCECEYEKLEKSKRARRRRAA。 〇 大 野 俊雄 ( 都 交通 局 病院 ) 柳 沢 利 喜 雄 , 矢島 ふき ( 千 大 ・ 公 衛 )・ < 


釣 虫 仔 虫 の 無菌 的 培養 法 


CO 原田 義道 , 〇 伊藤 敬吾 , 三 上 義昭 , 松島 正 東 , 宮武 明 一 , 野田 良 吉 (鳥取 大 ・ 第 2 内 )・… 
犬 釣 虫 の 生体 外 飼育 て 1) ee 〇 安 怒 岡 一 男 , 佐藤 温 重 , 小宮 義孝 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 )・・ 


第 2 日 
演説 


釣 虫 の 「 固 有 宿 主 腸 管 」 外 発 育 に 就 て ・ ト トト ーー ムー 楠 正 知 (大 阪 市 大 ・ 小 田内 )・… 
eeekczeere4oooloh の oe の る の .o の 9 の o の ao@oeioeo の ee の e 松田 鎮雄 (広島 ・ 寄生 息 e 予 協 )・ es 
風 虫 の 疫学 に 関す る 研究 C 1 ・・ ト トト ーー スス トー トト トード トド < トト ッッ ッッ トッ ここ 川本 谷 二 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )・… 
暁 中 の 精 虫 の 形態 学 的 検索 並 に 交尾 に つい て の 考察 ババ ……………・ 鎌田 為 夫 (日 本 医大 ・ 内 科 )…・ 
時 東 卵 の 構造 に つい て ーー トト ーー ドー ドド トト トト トト レッ ッッ トト て ・ く ・ で て 森山 貞 信 (神戸 擁 済 会 病院 )・… 


実験 動物 の 内 部 寄生 虫 に 関す る 研究 (2 ) 特に マウ ス に 寄生 する Sy ヵ Azczg go の ye/gf2 に つい て 


ee easee 高田 敦 徳 , 林 滋 生 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 )・・ 


「 ピ ペラ テラ ヂ ン 」 に よる 獲 虫 駆除 並 に 駆虫 効果 判定 に つい て 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


遇 還 還 還 還 CCPREERE 岩田 隆 , 〇 伊藤 学 , 小竹 宙 美子 熊谷 睦 , 奥村 和夫 , (日 本 医大 ・ 内 科 )… 
8 110. ピ ペ ラ ヂ ン 読 導体 の 駆虫 効果 (2 ) 
2 守屋 商 二 , 〇 福田 正道 , 磯 川 頁 和 , 福島 淳 仔 , 岡 幹 鍵 ( 大 阪 市 大 ・ 医 動物 )・…・114. 
111. 新 駆虫 化学 薬品 の 研究 (4 ) フル フロ ー ル の 殺虫 駆 点 作 用 ・・・ 〇 星 直 利 , 酒井 威 ( 都 衛生 局 予 防 斉 )・…・115 
112. 顕 虫 駆除 に 関す る 臨床 的 研究 (1) カイ ニン 酸 又 は サン トニ = ニン 単独 並 に 併用 に つい て 
本 北本 治 , 高原 義 , 〇 高山 久 郎 , 阿部 定 生 , 岡田 周子 , 田中 静 司 , 田中 正 ( 伝 研 臨床 ) 石 崎 達 ( 予 研 )・…116 
113. ルイ ロン 酸類 似 化合 物 の 駆 上 作用 | に つい て バー ルート ーー ドド ーー 田村 三郎 (藤沢 薬品 )・・116: 
2 114. T. M. 法 に よる 顕 虫 駆除 効果 の 判定 ……・……・…・ 〇 森下 哲夫 , 馬淵 正樹 , 鈴木 誠 (岐大 ・ 寄 生 由 )・…・117 
5 115. 集団 駆虫 の 研究 ・・ seeeees PCOPCFP ど YY ます ます まで ます ます 2 その 他 (横浜 市 大 ・ 寄 生 虫 )・…・117 
116. Pe (2 ドド ドド 分 島 整 , 〇 保阪 幸男 , 小津 茂 弘 (埼玉 ・ 衛 研 )・・118 
8 117. 非 経口 的 に 投与 し た 敵 虫 卵 の 運命 に つい て ・ バ ーー ムー スス ポト u セ ドド 柳井 富夫 ( 阪 大 ・ 微 碗 )・・119 
118. デリ サン に よる 顕 下 卵 殺 滅 試験 に つい て ( 1 ) ・・・ 〇 木村 静子 , 木村 真 次 , 小 財 勲 ( 京 府 大 ・ 衛 生 )・…・120 
ン の 119. 殿 尿 中 に 於 ける 草子 油 の 殺 卵 作用 (2 上 ドド 〇 国井 喜 章 , 池内 まき 子 ( 農 技 研 )…・120 
120. 殺 卵 剤 の 研究 ( 2. ・・…・…・ ト ドド ドド ドッ 松村 竜 雄 , 〇 寺尾 央 一 郎 ( 群 大 ・ 小 児 科 )・・・121 
ま 121. 有 東 台 口 中 の 新しい 終 宿主 に 関す る 実験 的 研究 ・…・… バ バド 白井 充 (久留 大 ・ 公 衛 )・…・121 
122. 日 本 に お ける 顕 口 虫 の 分 布 *・・…・ 〇 宮崎 一 郎 , 大 鈴 正 満 , 北村 良彦 , 小宮 義孝 , 森下 哲夫 , 森下 
02 薦 , 長 花 操 , 山口 富雄 , 塚本 超 夫 , 岡部 浩 洋 , 岡村 一 郎 , 北村 精 一 , 片 峰 大 助 ( 魚 口 虫 研究 班 )・…… 122 
02 123. ラン ソン 標 虫 仔 虫 の 豚 体 内 移行 速度 に つい て ・……………… 大 塩 行夫 (千葉 農 技研 ・ 家 畜 )・…123 
09 124. 豚 肺 虫 定 に 関す る 研究 (1 ) Me7gs7zoxgy7xs eoggfs の 中 間 宿 主 及び 肺 及 び 肺 昌 症 の 墓 延 に つ 
1 の YK ミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ すま すき 〇 磯田 政 恵 , 加藤 寿 次 日 本 獣医 大 )・ ・12 飼 
08 125. 琉球 八重 山地 方 の ハブ ロ ネ ー マ 症 の 疫学 に つい て 
0 大 塚 任 , 〇 加納 太郎 , 大 志摩 朋 , 小林 準 三 , 高橋 登 ( 東 医 歯 大 ) 佐 藤 孝 慈 , 林 滋 生 ( 伝 丁 ・ 寄 生 昌 )・・124 
126. 鹿児島 県 に 於 ける 糸状 息 症 の 商学 的 研究 (3 ) 
YNS 〇 阿部 康男 ( 鹿 大 ・ 寄 生 虫 ) 米 沢 藤 士 ( 鹿 大 ・ 第 二 内 科 ) 指 宿 英 造 (県 立 大 島 病 院 )・…・124 
105 127. 自衛 隊 に 於 ける 糸状 遇 症 ( 2) 上 パー ドド ドド ドッ 伊集院 武 女 (長崎 陸自 衛 )・125 
で ( 示 説 
106 128. 自然 界 に 於 ける 釣 虫 寄生 数 の 季 筋 的 変動 より 見 た る 釣 虫 の 寿命 に 関す る 一 考察 
ove eooc る eeeoeoocoe る eo の る へ の oo の の の で る ゃ 〇 野田 昇 , 鳥居 達生 , 松本 恒夫 , 楠 正 知 (大 阪 市 大 由 小田 内 科 )・…・125 
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.112 136. 釣 虫 症 の 皮 内 反応 に 就 て (て protein ドド 〇 相沢 利 一 , 新井 蒸 子 ( 群 大 ・ 衛 生 )・…・130 
137. 釣 虫 体 抗原 で 免疫 せる 家 兎 血清 と 該 抗原 と の 沈降 反応 に 就 て 柳沢 利 喜 雄 , 〇 片桐 優 ( 千 大 ・ 会 衛 )・…130 
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朝鮮 に 於 ける 牛 オ ンコ セル カ 症 (Ozcocezcg gg の soz7 Cleland 錠 Johnston を 病原 虫 と する ) 







関す る 抽 計 くく べ だ 2 さこ の こない eo < ot が 2 ある えさ 36 一 色 於 昔 四 郎 ( 大 府 大 ・ 獣 医 )・‥・14& 


演 説 


フイ ラテ リヤ 症 の 臨床 生化 学 的 研究 , 血清 蛋白 , 鉄 , 銅 等 の 変動 に つい て 
人 すか ゃ っ eow こ の ゃ wowree さ pwroowew 〇 門田 光二 郎 , 枝 屋 富 一 ( 鹿 大 ・ 第 一 内 科 )・・ 


フイ ラリ ヤ 症 の 治療 に 関す る 研究 ・……・…・・…・ 〇 佐藤 八郎 , 米沢 藤 士 , 福島 英雄 , 尾辻 義人 , hi 


奥野 泡 , 上 提 選 男 , 要 真 一 朗 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 )・ バ バー ニー トド oo 。 


系 状 昌 症 の 化 的 療法 に 関す る 研究 (2 ) 

Diethylcarbamizine の 吸収 と 排 注 に つい て ーー 藤巻 博 教 (長大 ・ 風 研 ・ 臨 床 )・ 
ゥ 骨 の 体内 に 於 ける バン クロ フト 系 状 虫 幼虫 の 発育 に 及ば す 高 温 の 影響 並び に 発育 限界 温度 に 就 い て 

の oooe ちの る を る を る 人 生 が の 名 全 胡 の を の の 盆 人 96: 6.eie: 伝 か 浴 ep eee we る あ ek 全 さ る を る asie 外山 寛 樹 (鳥取 大 ・ 公 衛 )・・ 
遇 体内 に 於 ける フイ ラリ サブ ア 幼虫 の 発育 , 生存 に 及ぼ す 温 度 の 影響 (4 ) (総括 ) 


0 の Pe er or ret 大 森 南 三 郎 (長大 ・ 風 研 )・…・ 
夏 君 に 関す る 研究 (3 ) 夏 君 の 実 能 調査 成績 ・……………… 〇 石原 豆 雄 , 上 野 計 (家畜 衛 試 )・ 


誌 上 発表 


朝鮮 牛 か ら 見 出し た C/ogZzzz 2eszo77 (Marotel 1912) の 形態 学 的 観察 
0 一 色 於 功 四 郎 (大 府 大 ・ 湯 医 )… 
日 本 産 肝 蜂 の 鑑別 に つい て ……… バ バー ドド <*<< ッ ッッ トッ < くく ッッ < ャ ッッ 東風 弘 (大 府 大 ・ 獣 医 )・・ 


瀬戸 内 海中 国 地方 海域 の 半 峨 水産 魚類 に 於 ける 研究 …・…・…・……・・…・…・ 青 景 金 吾 (日 本 寄生 虫 研 )・… 


槍 形 吸虫 卵 の 一 過 性 に 人 体 と 証明 せ CN た る る 三 例 及 び 基 の 成因 に 就 いて 


きせ を せめ 9 ちの 人 人 浅田 用 一 , 梶 房子 , 越智 香 一 (日 本 寄生 由 研 )・… 


四国 産 沢 艇 に 寄生 せる メタ セル カリ ア の 一 新種 4e/zcezcg7 が 2 so を exs7S (に 就 い て 


Me 伊藤 二郎 ( 静 大 ) 中 瀬 勝 (徳島 大 ) 横 川 宗雄 ( 信 衛 院 )・… 


一 実験 の 縦 隔 膜 に 於 ける 肺 吸 虫 (P2zggozzzzeS 7 の が Sezezs7s Chen) 卵 の 栓 塞 に 起因 する 病変 像 


1 00 の の RA 一 色 於 薫 四郎, 富村 保 (大 府 大 ・ 獣 医 )・… 
肺 吸 虫 の 単数 寄生 に 関す る 研究 (1 ドド 横川 宗雄 , 吉村 雇 之 , 大 島 呑 夫 ( 公 衛 院 )・… 


糞便 内 肺 吸虫 卵 の AM 年 法 に よる 検出 法 の 検討 表面 活性 剤 と 落 液 比重 と の 関係 
です で で FFP で で です すす すす YK アナ テト ミエ ミエ ミエ ミ よさ と 大 島 告 夫 , 吉村 世 之 , 横川 宗雄 (会 衛 院 )・・ 
日 本 住 血 吸虫 病 の 治療 に 関す る 研究 (4 ) Sb の 解毒 実験 PR 


る 体内 臓器 Sb 量 の 変化 に 就 い て ・ 上 バー ハート ッ レ ー ド ドド ドド に 小沢 農 三 (国立 甲府 病院 )・ 
船底 落 料 に よる 宮入 具 の 殺 上 内 に 就 い て て 1) ・…………・ 杉浦 三郎 , 大 田 秀 浄 , 清水 清久 (山梨 医 研 )・ 
無 釣 条 虫 体内 に 於 けり る コリ ン 頓 粒 の 分 布 に 就 い て ・ い ・……… ド eee 植 谷 功 (大 阪 弘 済 院 病院 )・… 
青森 県 に 於 ける マン ソン 孤 虫 の 一 例 ・… ぐ ドド 北畠 栄 太郎 , 一 戸 実 ( 弘 大 ・ 病 理 )・… 
眉 条 虫 O み zo72ezz2 ZZxZZ が 6 の 第 一 中 間 宿 主 内 の 発育 …・…・…・ 震 田 正 俊 , 山口 知子 (奈良 学芸 大 )・… 
ーー か VO02 さ 2 ea アッ > いく ca 野田 亮二 (大 府 大 ・ 獣 医 )… 

. 法 に よる 魚 取 免 商 の 研究 ・… バ ババ トッ ッッッ ッッッ 馬淵 正樹 (岐大 ・ 寄 生 虫 )・… 
ピ ペ ラ ジン に よる 明 虫 駆除 成績 ・…・・ ト ドー トド ドド 川本 谷 二 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )・・ 


< 


一 小学 校 に 於 ける 3 年 9 ヶ月 に 理 る 顕 眼 の 駆除 成績 


た か か か が みか で か ま の か たま 4 川本 徐 二 , 吉田 幸雄 , 三谷 和合 , ト 部 昭 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )・… 


カイ = ニン 酸 並 びに 関連 化合 物 の 駆虫 作用 に 関す る 研究 (6) 
カイ ニン 酸 , w 一 アロ カイ ニン 酸 よ り 誘 導 さ れる メチ ルケ トン 体 に 依る 顕 虫 駆除 成績 
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A. 釣 虫 の 形態 と その 生態 





(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 生 








1. 鈴虫 の 分 類 学 的 な 地位 , 2. 釣 虫 の 体制 の 特徴 , 3. Habitat に ける 釣 昌 の 生 前 (a. 釣 虫 


の 行動 , b. 釣 虫 の 吸血 , c. 釣 虫 の 栄養 , その 代謝 と 代謝 産物 ), 4. 


釣 虫 の 飼育 , 5. 釣 虫 卵 と その 


発育 , 6. 釣 虫 仔 虫 と その 生 (a. 釣 虫 仔 虫 の 形態 , b. 感染 仔 虫 の 行動 , c. 感染 仔 虫 の 代謝 (感染 仔 


虫 の 代謝 産物 ), 7. 銘 虫 卵 宮 よび 仔 虫 の 抵抗 性 , 
感染 実験 ,b. ジグ ビニ ・ ア メリ カ 両 釣 虫 の 感染 , c. 体内 移行 の 問題 , d. 要約 ), 9. 物 虫 の 生存 期間 と 


その 増殖 。 
B. 釣 虫 感染 と 釣 虫 症 


1. 本 邦 に お ける 釣 躍 感染 者 の 分 布 , 2. ヅ ビ ニ 釣 虫 と アメ リカ 釣 虫 と の 分 布 , 3. 釣 虫 保有 者 と 発 
佑 虫 定 と 釣 虫 性 貸 血 , 
7. 釣 虫 症 発現 の 諸 要 約 (a. 仔 虫 の 体内 移行 と 成虫 の 寄生 , b. 個体 の 栄養 状態 , 特に 鉄分 , 蛋白 , ビ 


症 者 と の 割合 , 4. 釣 虫 症 , その 了 臨床 症状 , 5. 


タ ミ ン な ど , c. 免 症 と アレ ルギー) 
C. 駆虫 と 予防 対策 


1. 鍋 虫 の 駆虫 と 釣 虫 症 の 治療 , 2. 予防 措置 と し て の 集団 訳 虫 , 3. 
東 , b. 尿 尿 , 土壌 中 の 東 卵 , 仔 虫 の 殺 滅 , c. 再 感染 の 直接 防止 対策 , d. 食 錠 と 栄養 状態 の 改善 ) 4. 


行政 措置 と し て の 予防 対策 


及 。 銘 虫 の 形態 と その 分 類 

1. 釣 虫 の 分 類 学 的 な 地位 
人 体 寄 生 の 釣 虫 種 と し て は アメ リカ 釣 虫 (ecgZo ァ 
の 2622C の 2S), ジ ビ ニ 釣 虫 (4zcy7os7ozg の zo の ez/e) お 
よび ブラ ジル 釣 虫 (4zcy/os7ozzg 6ZgzZ77ezze) の 38 種 が 
あげ られ る が , と の うち 最後 の も の は 本 邦 に お いて は た 
ご 一 度 九 州 に お いて その 人 体 寄生 事例 の 報告 ある の み で 
ある 。 アメ リカ 釣 虫 は 新大陸 (アメ リカ 州 ) の 釣 虫 と 二 
われ , わが 国 え は 比較 的 新しく 渡来 し た も の と 考え られ 
て いる が , 現在 で は 本 邦 の 在 来 種 た る ツ ビ ニ 釣 虫 と 互 に 
入り まじ つて 広く 人 体 寄生 を 見 て いる 。 イヌ 釣 虫 (4z- 
c%os7 の が の C の 222) は 本 邦 の イヌ 。 ネコ に ふつ うに 見 
られ る 種 で ある が , ツ ビ ニ 釣 虫 と 同じ く Ancylostoma 
種 に 属し , 実験 的 目的 に ヒト の 釣 昌 の 代用 品 と し て きわ 


8. 


め て し ば し ば 使用 きま れ て いる 。 け だ し 如 上 の 釣 虫 は 宿主 
特異 性 (host specifcity) が 強く 非 固有 宿主 に は 感染 困 


第 1 表 分 類 学 上 に お ける 魚 虫 の 地位 


感染 仔 昌 の 宿主 へ の 侵入 と 感染 (a. 犬 釣 虫 の 


6. 釣 虫 性 貸 血 の 発生 機転 , 


その 予防 対策 (a. 冬期 集団 朋 





Phy1. 

Ord. 

Fam. 
Subf. 


Genus Ancylostoma 


Subf. 
Genus Necator 


Nemathelminthes 

Strongyloidea 

Ancylostomidae 
Ancylostominae 


用 cy/ の s7 の 2 の 0e7@ 
cy/Os/ の 2 の C の 2472227772 
Necatorinae 


人 ecg/2Z 2677C の 24S 





( 16 ) 











* 宿 主 
& 染 困 
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難 な た め , ヒト に 対す る ヒト 釣 虫 の 影響 を イヌ 対 イ ヌ 釣 
東 の それ を 以 て 比 論 する 意図 を 以 て の 故 で ある 。 本 篤 の 
目的 は , ヒト 釣 虫 に 関し た と と で は ある が , 実験 的 に ヒ 
ト 釣 虫 を 以 て し て は 行い が た い 場 合 も 多々 ある の で , そ 
うし た 場合 に は , イヌ 釣 虫 の 成績 か ら 比 論 な いし 推定 す 
る と と と する 。 

以上 3 種 の 釣 虫 は 分 類 学 上 か ら は ひと し く Phyl. 
Nemathelminthes, Order Strongyloidea の Fam. 
Ancylostomidae に 属す る ( 表 1 ) 。 Strongyloidea に 
属す る 線 虫 天 に は , 家畜 寄生 の それ が か な り 多 く , それ 


第 2 表 Strongyloidea に 属す る 寄生 線 虫 
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ら の 主 な も の は 4 Fam. 18 Genus に 包 撰 され て いる 
( 表 2 ) が , いま と れ ら の 家畜 寄生 近 緑 線 虫 天 の うち , そ 
の 生活 史 の 判明 し て いる 主 な も の の 生態 を 表示 する と 第 
8 表 の 如く で ある 。 す な わ ち その 大 多数 は 消化 管 に 寄生 
し て 吸血 性 で あり , その 終 宿主 え の 感 染 は 自由 生活 型 の 
フィ ラリ ア 型 仔 虫 (第 3 期 仔 虫 ) に より 生じ , 主として 
経口 感染 で ある が , また 経 皮 的 な 感染 を 行う も の も あ 
る 。 そ し て 経口 感染 の 場合 に お いて も る , 仔 由 は 宿主 の 組 
織 内 移行 (migration) を 行う も の が 圧倒 的 で ある 。 か 
よ ょ うな 一 般 的 な 特質 は , 比較 生物 学 的 な 見 地 か ら す る 釣 
虫 の 生態 の 推測 上 の 手 掛 り と し て 意味 が あ 
る 。 





Fam. Strongylidae 





2. 釣 虫 の 体制 の 特徴 





全う 釣 昌 の 体制 の 一 般 は 成 書 に 記載 され て いる 
toe の で その 記載 は を し ,。 と と で は その 特殊 
G. Triconema 
MA 十 pe な 機能 た る 吸血 と の 関連 に お ける 形態 的 な 特 
mern: 和 0 微 を 注意 し て お くに 止め る 。 後 ほど 触れ る よ 
G. Syngamus ( 開 嗜 虫 ) 'Subf. Ancylostominae うに , その 宿主 た る ヒト え の 影 響 と いう 関連 
Fam. Tricostrongyiidae G. Ancylostoma に お いて の 釣 虫 の 生態 的 な 特質 は , その 吸血 
G. Tricostrongylus ( 毛 様 線 虫 ) G. Agriostoma 作用 に ある 。 吸 血 機能 と の 関連 に お ける その 
G. Nippostrongylus Subf. Necatorinae 形態 的 な 特徴 は , 宿主 組 織 え の 唆 着 の 役割 を 
G. Haemonchus ( 胃 虫 ) G. Necator な す 口 裏 の 特殊 な 構造 と , 唆 着 の た め の 直 接 
Fam. Ancylostomidae ・・・・ G. Bunostomurm 器官 と し て の 歯 小 な いし 歯 板 の 存在 で あり , 
Fam. Metastrongylidae で . Uncinaria 更に 口 胡 に つ さ く 強 力 な 食道 の 存在 で ある 。 
G. Metastrongylus ( 肺 虫 ) G. Globocepharus いま 各種 線 虫 類 の 食道 の 形態 を 検討 し て みる 
で . Dictiocaulus G. Gaigeria 





と ( 図 1 参照 ) , 吸血 性 寄生 虫 の 食道 は 概 し 








第 3 表 釣 東 


居 。 : 導 種 の 生音 





blood infection (larva) 








habitat acid en PS mmigr4tion 
F. Strongylidae 
Strongylus 大 - 腸 十 十 ー(C?) 十 ( 腸 壁 ・ 血 管 ) 
Triodentoph. ヶ 十 十 ー(?) 二 ( 及 壁 ) 
Triconema ヶ キ 填 ーー で 5?) キキ ( 人 
Oesophagos 十 十 ー(?) 士 ( を ) 
Stephanurus 菅 周 脂 肪 租 織 ? キキ 十 十 ( ヶ ) 
Syngamus 上 先 差 ? 十 ーC?) キ 
F. Tricostrongyjidae 
Trichostrongylus 十二指腸 ・ 小 腸 十 ?) 十 て 十 ( 腸 壁 , 肺 ) 
Nippostrongylus て 十 圭 十 ( を ) 
Haemonchus 胃 十 キ ー る 
F. Metastrongylidae 
Metastrongylus 肺 ? 十 ー(?) 十 (小腸 長 ・ 肺 ) 
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第 1 図 Nematoda の 食道 の 型 
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し て 強大 で あり , その 拡張 に ょ より 口 雪 内 に 陰 圧 を 生じ う 
る 如く に , 又 そ の 収縮 こよ り 食 道 に 吸入 血液 を 排出 移行 
せしめ る が 如く 構造 され て いる 。 か よ ょ うな か 食道 の 構造 と 
連関 し て 腸 始 部 に お ける 弁 の 存在 (森下 ( 哲 ) 1955)" は 
注目 に 価 す る 。 な お , 口 胡 に つ ゞ き 食 道 に 並行 する 2 対 
の 腺 体 は 人 の 目 を 惹く 存在 で ある が , その 機能 は 必ず し 
も 明 で な い 。 

8. Habitat に お ける 釣 虫 の 生態 

a. 銘 虫 の 行動 

釣 虫 の habitat は 腸管 と り わ け 小 腸 の 上 部 位 が 多 
い 。 釣 虫 は と と で 小腸 壁 に 着 し て た え ず 吸血 を し て い 
る と 考え られ て いる 。 が , R.S. Wells (1981)? お よび 
西 (1984)) が イヌ 釣 に つい て 直接 観察 を 行 つ た と こと 
ろ に よる と , 必ず し も そう で は な く 。 吹 着 し た り 離 れ た 
り ,。 と いう 状態 で 存在 し , 時 に は 数 時 間 唆 着せ ず に 腸 壁 
を 隻 代 し て いる 場合 も ある (Wells)。 し か し 離れ て か ら 
再び 着 する まで に 要する 時 間 は , 一 般 に は それ より 
も 爺 か に 短 か く , 西 に よれ ば 平均 約 1 分 52 秒 で あり , 史 
着 より 吸血 開始 まで の 時 間 は 平均 2 分 28 秒 ご あつ た と い 
う 。 

釣 虫 が 粘膜 に 着 する 場合 の 体勢 は , その 後 体 部 を 粘 
膜 に 接触 きせ て 折り 曲げ , と れ を え と し て 前 体 部 を 伸 
長 し 口論 を 腸 の 半 毛 中 に さ し と む 。 と の 場合 毛 の 存在 
が 唆 着 を 容易 に し て いる も の の 如く , た と えば イヌ 釣 下 
を イヌ の 舌 上 に 位置 する と , 着 し よう と いう 動作 を 反 
復 す る が , 史 着 に は 成功 し な い 。 

b 釣 虫 の 吸血 」 

多 下 が 吸 血 す る 習性 を 有する と と は 明 で , 例え ば イヌ 
釣 虫 体 を 全 血 中 に 投入 し て お く と 。 そ の まま で 吹 着 する 
と と な し に 吸血 する 。 た だ し 吸血 の 速度 は 喧 着 時 に 比 し 
て 遅い 。 着 時 に お ける 方 が 吸血 速度 は いち じ る し く 大 
で ある 。 史 着 し て 吸血 を 開始 する と 食道 部 が 電動 を 始め 


SssxS の め ぬ 
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る の で よく 分 る 。 と の 捕 動 は か な り 繁 で 1 分 間 に 120 
ー 150 回 を 算 す る 。 吸血 機構 は ま づ 食道 を 拡張 , 同時 に 
食道 と 腸管 と の 間 の 弁 を 閉鎖 し , と の 部 に 陰 圧 を 作 つ て 
吸血 する 。 次 いで 食道 を 収縮 , 同時 に 前 記 弁 を 開き 吸血 
液 を 腸管 に 導入 する 。 腸管 が 血液 で 充 さ れる と 肛門 部 を 
開い て 之 を 外界 に 排出 する 。 肛門 より の 血液 排出 は 間 忠 
的 か つ ほ ば ぼ 規則 的 で あつ て , 西 に よれ ば その 排出 回 数 は 
平均 1 分 間 に 1.86 回 で ある 。 

釣 虫 は 吹 着 吸血 時 に 単に 血液 ば か り で な く 。 た と えば 
腸 粘膜 破片 等 る 消化 管内 に 取り 入れ る が , 摂取 物 の 大 部 
分 は 血液 で ある 。 西 は イヌ 釣 虫 に つい て 実験 的 に 肛門 排 
出血 液 量 を 測定 , その 結果 か ら , と れ が 24 時 間 史 着 吸 箇 
する も の と 仮定 し , その 1 匹 の 総 吸血 量 を 平均 0.144cc 
と 算定 し た ( 表 4 参照 ) 。 別 に 釣 虫 1 忠 寄 生 に よる 口 斉 
周 弄 より の 血液 流出 量 を 24 時 間 平 均 0.216cc と 算定 し , 
その 1 匹 寄 生 に よる 血液 損失 総量 を 平均 0.860cc に 及ぶ 
と な し , 吸血 盛 な る も る の に あつ て は 24 時 間 の 損失 血液 総 
量 は 0.7cc に 達する と な し て いる 。 こ と れ は 滴 数 に し て 約 
14 滴 に 当る 。 も つと ゃ Foster ら (1984)? は 西 の と の 
数 字 は な し ろ過 大 で あつ て 実際 に は イヌ 釣 虫 平均 1 日 当 
り 0。1cc 位 と 見 積 つ た 方 が 良い と 云 つ て いる 。 











第 4 表 
4%cy/os7 の 2 C の 72 の 吸血 量 ( 
( 西 , 1933) 
釣 由 数 平均 1 分 の 平均 24 時 間 排 最大 能力 の 東 
排出 回 数 出 平均 血 量 cc の 排出 血 量 cc 
5 1.800 0.184 0.392 
10 1,259 0.124 0.247 
4 1,350 0.152 0.222 
10 1,153 0.109 0.243 
9 1,228 0.151 0.270 
38 1.228 0.144 0.265 





c. 釣 虫 の 栄養 , その 代謝 と 代謝 産物 

以上 b に 示し た と と ろ は 凡 て イヌ 釣 虫 に つい て の 成績 
で ある が , ヒト 釣 虫 の 場合 に お いて も その 吸血 は , 着 
お よび 着 粘膜 に お ける 出血 像 , 潜血 反応 な どか ら 容 易 
に 推定 で きる し , また その 吸血 量 も イヌ 釣 虫 の 場合 に ほ 
ぼ 大 同 小 異 で あろ うと と は 想像 し うる 。 か よう に 釣 由 の 
寄生 時 に お いて , その 摂取 物 が 専ら 血液 で あ る 以上 , そ 
の 中 の 何 物 か が 釣 虫 の 栄養 及 た る と と に は 疑い な い が , 
然 ら ば その 成分 の 何 物 が , 如何 に し て 消費 され る の で あ 
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第 5 表 4zcy/os7ozz2 c27224472 の O。 消費 量 (柳沢 ) 756 
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O。 ん / 乾 燥 量 mg/ 1 時 間 





種 類 
4cy/os7oz の 8 ゞ 混合 | 5.8 (8.5)* 
C の 2277224772 8 ゞ 混合 0.5 タ glucose 添加 | 7.1 (18.0)* 
(Krebs-Ringer 液 中 ) $ 二 5.7 (ca. 1.1/1 個体 / 時 ) 
@ 5.6 (ca. 3.3/ 1 個体 / 時 ) 


37*C 





RPM 27477S 
scg727Z go777 
4scgzZ2S 7 の 7 の 7 の es 


(37?C) 





(von Brand 7/52 より) 


Ne 748 





成 東 6 8 
成 昌 2.5 Rogers /48 
小 下 0.42 Laser /44 
0.59 
) Adam /32 
ゃ 0.32 
小 弄 0.82 
/ 
大 玩 0.33 ! 氏 rueger /36 





* は 幼 若 氷 ( 成 点 の 約 人 体長 ) 


ろう か 。 右 に つき , 上 記 Wells は , 血液 が 消化 管内 に 
滞留 する 時 間 が 前 述 の よう な 短期 間 で は , 血液 中 の 簡単 
に 拡散 し うる 物質 が 利用 され うる に 過ぎ な いで あろ うと 
な し , 血液 中 の 酸素 等 の 利用 を 示唆 し て いる 。 若 し そう 
で ある と すれ ば , 釣 虫 の 代謝 の 形式 は 好 気 性 Caerobic) 
の 方 式 に も し た が う も の で な けれ ば な ら な い 。 と の 点 に 
関し て 当 研 究 ミ ※ の 柳沢 (1956, 未 発表 ) は , 試験 的 に イス 
釣 を ワー ル ブ ル グ 検 圧計 に か け , その 酸素 消費 量 を 測 
定 し た 。 そ の 結果 は 表 5 に 示す ご ど と く で , 区 虫 或 虫 体 乾 
第 2 図 4zcy/gs7ozz2 cg の 72422 O。 の 消費 (37?C) 
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燥 量 単位 中 の 1 時 間 当 り の 酸素 消費 量 は 5.6- 71. Al 
で , 魚 昌 の それ より は 和 進 か に 大 で あり , 同じ く Stron- 
gyloidea に 属す る : ん 7 カカ os7zgzgy7zs 77S の それ に ( ほ 
ぼ 匹 散 す る 。 そ し て と の 飼育 液 中 に ブドウ 糖 を 添加 する 
と その 酸素 消費 量 は 増大 する ( 図 2) 。 と の と と か ら 見 
る と 釣 虫 は , 酸素 を 直接 に 消費 し つつ 少く と る 血液 中 の 
ブドウ 糖 を 酸化 , これ を エネ ルギー 源 と し て 使用 し て い 
る と と が 推定 で きる 。 し か ら ば 。 そ の 際 使 用 する 酸素 源 
は 何処 か ら 求 め て いる の で あろ うか 。 表 6 は 家 間 動 物体 
部 位 に お ける 酸 否 有 太 を 示し た も の て ある が 。 と れ 
に ょ る と 動 , 静脈 血 中 の 酸素 分 圧 に 比 し て 。 小腸 内 の そ 
れ は 著しく 低い 。 と すれ ば ,。 か つて ,。 Wells が 想像 し た 
よう に 。 と の 場合 の 酸素 供給 源 も むし ろ と れ を 血液 と 求 
め る と 解 し た 方 が 。 より 妥当 で あろ う 。 
第 6 表 家畜 動物 体 各部 位 の O。 含有 量 
部 位 | 0 分 圧 | 研 究 者 





肺 胞 内 | 106 mmHg | 

動脈 血 内 | 100 1 

静脈 血 内 | 40 一 50 | Campbell 1931 
租 織 : 棒 | 20 一 40 | 

小腸 内 | 0<6 犬 , 馬 , 和牛, Tappeiner 1883 











な お , 釣 虫 の 生体 に 及ぼ ば す 影 響 の 基本 的 要素 の 一 つと 
し て その 代謝 産物 が 問題 に な る が , 現在 まで の と と ろ で 
は , 之 に 関す る 知見 は 殆ど な い 。 
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4 . 釣 虫 の 体外 飼育 

釣 虫 の 体外 飼育 は その 生態 , と り わ け 代 謝 関係 , 各種 
駆虫 剤 作用 機転 な どの 研究 に 先行 する 欠く べから ざる 基 
磯 条件 で ある 。 し か る に 之 に と 関す る 研究 は 最近 の 松本 
1955)? の 報告 以外 に 之 に 接し な い 。 当 研究 室 に お いて 
安 維 岡 (1956)? は , イヌ 釣 虫 を 種々 の 濃度 に ブドウ 糖 を 
添加 し た Krebs Ringer bicarbanate 液 中 に 飼育 し , 
図 3 の ご と き 成績 を 得 た 。 すなわち 之 に よる と 0.5 一 
1.0 タ に ブドウ 糖 を 添加 し た 場合 が 概ね その 生存 日 数 か 
長く , と り わ け そ の 0.5 多 添加 時 の \ の 事例 に あつ て は 
最長 20 日 以上 生存 し て いた 。 

第 3 種々 の 濃度 に 世 共 糖 を 加え た IKrebs 

Ringer bicarbonate 液 中 に お ける 犬 釣 
東成 虫 の 生存 期間 (温度 28"C) 
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また Krebs Ringer Bicarbonate 液 で 種々 の 濃度 に 
稀釈 し た イヌ 血清 中 で こと れ を 飼育 する と , 100 多 血清 , 
75 名 血清 , 50% 血 清 で は その 生存 期間 に 有意 差 は 認め ら 
れず , 75 血 清 で $ は 最長 28.5 日 , 平均 22.2 日 。 Y は 最 
長 45.5 日 , 平均 84.2 日 の 生存 期間 を 示 し た 。 更 に 血清 に 
血球 を 加え た 場合 に は その 生存 期間 は いち じ る し く 延 長 

第 4 Krebs Ringer bicarbonate 液 で 種々 


の 濃度 に 稀釈 し た 血清 中 で の 犬 釣 虫 成虫 の 
生存 期間 (温度 28"C) 
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第 5 図 


由 (店 了 加 点 六 中 に お ける 犬 釣 虫 成虫 の 生存 期間 
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章 を 上 谷 と (y 賠 運 揚 を # ナ 毅 全 


6 、\ 
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十 血球 28 て 
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2 本 


レ ( 約 60 日 ) , と の 間 雌 雄 の 交尾 を 示す も の も あり , ま 
た 飼育 開始 8 週 後 ご な お 多数 の 正常 卵 を 産 し て いる も 
の も 見 受け られ た 。 ( 図 4, 5)。 


5. 銘 虫 卵 と その 発育 
釣 虫 卵 の 発育 に は 適温 (10C~30 で ) , 適 湿 が 必要 で 


ちり, また と の 発育 は 好 気 的 条件 の 許 こ お いて の み 行 わ 
れる が , 釣 虫 卵 の 酸素 消費 量 に 関す る 知見 は な い 。 釣 東 
卵 発育 可能 の た め の 芽 の 範囲 は 比較 的 広い (中 3 一 8, 
中 条 (1951)7? 。 釣 虫 卵 に 関し 不 受精 卵 の 存在 する と と は 
さい きん Beaver (1952)" が 初め と れ を 確認 し , その 後 
わが 国 に お いて も 23 の 研究 者 (森下 ( 哲 ) ら ", 1955 
・ 松 崎 ら ちゆ, 1955) に より 論議 され て いる が , 勿論 と れ は 
すでに 変性 途上 の も の で 発育 〈 卵 割 ) は 行わ な い 。 前記 
安 羅 岡 ら の 釣 虫 飼育 経過 中 に も , 不 受精 卵 と 思わ れる も 
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の が , 正常 卵 に 混 じ て 産 誠 さ れ て いる ( 図 6) 。 
ラプ ヂ チ ス 型 に まで 発育 し た 仔 虫 は 卵 毅 を 破 つ て 角 
化し , 脱皮 成長 し て フィ ラリ ア 型 の 仔 虫 , いわ ゆる 感染 
仔 則 と な る と と は , すでに よく 知ら れ て いる 。 ラ プ ヂ チ 
ス 型 仔 虫 の フィ ラリ ア 型 え の 成長 に 関し て は , 前 者 が 殿 


第 7 表 犬 多 虫 感染 仔 虫 無菌 培養 





1. 殿中 多 虫 卵 の 無菌 化 
1) 飽和 食塩 水 速 沈 浮 渡 法 
2) 上 澄 を と り , 蒸溜 水 に て 数 回 洗う 
3) 沈 湾 に White's solution を 加え 25 分 間 減 菌 
4) 滅菌 蒸溜 水 に て 6 回 洗う 
White's solution 


HgCl。 0.25g 
NaCl 6.5 g 
HCI 1.25ml 


95 ethanol 250ml 
dist. water 750ml 
2. 培養 法 
スト レプ トマ イシ ン , ペニシリン を それ ぞ れ per 
ml, 1007, 100u. 加え た 50 C.E.E, Tyrode 's 
solution を 3cc づつ 三角 フラ ス ュ に 分 注 。 それ 
て 滅菌 釣 虫 卵 を 加え て , 綿 栓 後 , さら に 硫酸 紙 で 
口 を 才 い , 28"C フ ラン 中 に 入れ る 。 約 48 時 間 
お き に 3 回 うえ か え , 操作 は すべ て 無菌 的 に 行 つ 
= 
Brewer's modified “Thioglycollate medium 「「, 
nutrient agar plate 各 3 本 づつ に 培養 の 終了 後 
牙 養 液 を 0.2 ml づつ 加え, 387C フラ ン 器 に 

入れ て 試験 する 。 





第 8 表 犬 多 虫 感染 仔 虫 の 無菌 培養 成績 (佐藤 澄子 ) 

















1 天 - ょ : 環 
番 0 リャ 弄 ャ ゴア 本 人 
= 人 仔 昌 体長 平均 (6 休 長 平 
ち ( 百 分 率 ) 〆) ゴ ( 
% 479.5 
50 め CEE 38.0 (424 .7 一 520.6) 
219.9 
Tyrode 0 Ce 
328.8 
208.2 
記 yrode 0 _  qe4. 人 を 292.9 
_467.2 330.2 
タク CPPE 12.5 (4g8.4 一 493.2)(232.9-411.0)(ー) 
3 Tyrode 0 227.4 


(191 .8 一 246.6) 


に 557.6 
境 養 (506.9616.5) 


121 


中 の 栄養 分 。 と り わ け 細 菌 そ の 他 を 摂取 する と 云わ れ て 
も いる が , 最近 Weinstein (1953)! は イヌ 釣 虫 卵 を 用 
い , と これが 無菌 的 培地 中 に お いて も フィ ラリ ア 型 仔 虫 に 
まで 発育 する こと を 発表 し て いる 。 私 た ちの 研究 室 に お 
いて も 佐藤 ( 澄 ) (19856, 未 発表 ) は Weinstein の 追 
試 を 行い 。 これ が 無菌 的 培養 に 成功 し て いる 。 た だ し 後 
者 の 事例 に あつ て は , Weinstein の 場合 に 比 し て フィ ラ 
リア 型 仔 虫 形成 率 は 若干 低い よう で ある 。 ( 表 Y, 8) 

6. 釣 虫 仔 虫 と その 生態 

4. 釣 虫 仔 虫 の 形態 : 釣 虫 仔 虫 の 体制 に 関し て は す 
で に 松崎 (1981)? の 詳細 な 記載 が ある の で と れ を 略す 
る 。 た だ フィ ラリ ア 型 仔 昌 に あつ て は 口腔 は すでに 閉 さ 
れ , し た が つて 酸素 お よび 水分 な どの 如き 体 表 より 容易 
に 侵入 し うる 可能 性 を 有する 物質 以外 の 栄養 物 は 之 を 摂 
り 得 ざる 体制 に な つて いる 点 を 注意 する に 止め て お く 。 
また 同型 他 虫 に お ける 被 輸 の 附 着 が , 感染 まで の 仔 由 防 

第 9 表 釣 虫 仔 虫 の 運動 に 及ぼ す 温 度 の 影響 


各 温 度 に お ける 釣 虫 仔 虫 の 頭 端 提 動 
10 回 に 要する 時 間 ( 安 羅 岡 ) 





温度 頭 部 10 回 振動 に 要する 時 間 








で CO) 平均 Log 標準 偏差 
15 ーー ーー ーー 
16 29.0 1.46 10.41 
17 19.1 1.28 4.97 
18 16.6 1.22 4.16 
19 14.7 1.16 2.52 
20 12.5 1.10 2.92 
21 11.3 1.05 2.33 
22 9.9 0.99 1.12 
23 8.2 0.91 1.67 
24 7.7 0.89 1.72 
25 7.0 0.85 1.43 
26 6.3 0.85 1.83 
27 5.8 0.76 1.89 
28 5.1 0.71 1.54 
29 4.0 0.60 0.93 
30 4.1 0.60 0.88 
31 3.5 0.54 0.42 
32 3.2 0.51 0.51 
33 3.5 0.54 0.89 
34 3.3 0.52 0.51 
35 3.0 0.48 0.48 
36 3.3 0.52 0.62 
_37 ッ ーー ーー こ ーー 





人 ンー 
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准 アウ 柚 
15[。 

由 Y=2 216 -0.9545X 

j9 1.0F 
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す 

3 多 

時 05 し の 

山 

人 サ 

4 

* ブ 

AO) 
才 度 ( て ) 
護 の 役割 を どれ だ け 果 す も の か , 0 
他 の 何ら か の 積極 的 な 役割 を 果 し う る も の か どう か に 関 
し て は 殆ど 不明 で ある 。 
b. 感染 仔 虫 の 行動 : 感染 仔 虫 は 適温 下 に お いて は 体 


, か た ちの 


を 左右 に 交互 に 動か し て 蛇行 前 進 運 動 を 行う 。 私 た ち C 
導 売 2 寺本 (90) は 水中 に お ける イヌ 絢 広 の 行 
APD 
まで の 間 に あ つ て は 上 単位 時 間 に お け と の 器 了 動 回 
eu ご と 。 ( 表 9, 図 
7 )。 慢 度 15'C 以 下 で は 運動 は 極め て 緩慢 と な り ま た 387 
C 以 上 で は 運動 は 義 繝 状 と な り 正規 性 を 示さ な く な る 
感染 仔 昌 は 水中 に 居 ら な い 場 合 で も 水 の 薄 層 が 体 表 を 
覆 つ て いる 状態 を 必要 と する 。 と れ は 一 つ に は その 呼吸 
上 の 便 定 の た め と も 解 さ れる が , 一 つ に は その 行動 上 の 
問題 で も あろ う 。 

感染 仔 虫 の 行動 半径 に 関し て は 北山 , 若松 て 1951", 
原田 (1958, 1954)⑤9。 な どの 業績 が ある 。 いま これ 
を 総合 し て 考察 する に , 釣 虫 の 感染 仔 虫 は 前 述 の 如き 状 
態 下 に あつ て は その 水平 移動 距離 は 28 て て 29C に あつ て 
最長 86cm で , 5cm 内 外 の も の が 泌 も 多い 。 垂直 移動 距離 
は 土壌 中 に あつ て は 低温 時 ( 9.118.9'C) に は 地表 みか 
ら 最 高 1zcm ま で 潜入 する が 高温 時 に は 約 そ の リ 』。 に も 達 
せ ず 適 湿 下 に あつ て は むし ろ そ の 大 部 分 は 地表 に 存在 す 
る 。 空 中 に 拉 け る 垂直 移動 距離 は , 植物 葉 茎 登 雑 を 指標 
と し て 高温 時 (26'C) に は 40cm ま で に 達する が 。 地 上 3 
ー 4 cm まで の 登 横 数 が 牙 も 多い ( 図 8 ) 。 

c. 感染 仔 の 代謝 : 前 記 の 如く 感染 仔 虫 の 体制 は 酸 
素 。 水 な ど を 除い て その 他 の 栄養 物質 の 体内 摂取 を 許容 
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第 8 図 釣 皿 感染 仔 虫 の 行動 範囲 
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も の の 如く で ある 。 と すれ ば 感染 仔 虫 が 宿主 に 対 
する その 感染 成立 に いた る まで の エネ ルギー は も つぼ ぱら 
人 2 私 た ちの 研究 

で 佐藤 ( 温 ) (1956, 未 発表 ) は , イヌ 銘 虫 感染 仔 束 
AA その 腸管 細胞 内 に 豊富 に 
存する いわ ゆる 栄養 題 粒 と 呼ば れ て いる も の は 脂質 で あ 
る と と を 確 め た 。 脂質 は 腸管 細胞 の みな ら ず 筋 統 維 内 そ 
の 他 あ ら ゆ る 細胞 中 に 存する 。 か よう な 仔 虫 を 27C で 島 
育 を つづ ける と 細胞 内 の 肪 質 は 尊 次 減少 し , 飼育 後 約 $⑳0 
日 で こと れ は 殆ど 消滅 する 。 と れ ら の 仔 虫 の 死滅 が 概ね 飼 
育 後 80 て 40 日 で ある と と を 思い 合わ せる と き は , 釣 帳 民 
染 仔 昌 は その 体内 に 蓄積 する 脂質 を 好 気 的 に 消費 し て 以 
て その 感染 成立 に いた る まで の エネ ルギー 源 と する と の 
推定 か ら 容 易 に 行い うる (福本 , 1955⑦ を 参照 ) 。 
な お 感染 仔 虫 の 代謝 産物 に し て は 委 明夫 
7. 釣 由 卵 お よび 仔 昌 の 抵抗 性 
釣 虫 の 感染 防止 の 問題 と 関連 し て 特に 注目 され る の 
は , 釣 虫 卵 お よび 仔 虫 の 温度 お よび 薬剤 に 対す る 抵抗 性 
ご ある 。 一 般 的 に 釣 虫 卵 , 仔 虫 と も に 低温 高温 に 対す 
る 抵抗 力 は 弱い 。 例 えば 富士 田 ら (1951) ゆ や にょ よれ ば , そ 
の 抵抗 力 が アメ リカ 釣 虫 より も 強い と 云わ れる ツ ビ = 人 
虫 仔 昌 で. 一 5 で C, 24 時 間 眠 露 で 大 部 分 の 仔 虫 は 死亡 


( 22 ) 
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し , 同 40'C 以 上 の それ で 仔 虫 は 完全 に 死滅 する 。 ま た 最 第 10 図 b ヅ ビ ニ = 釣 虫 卵 へ の 各 薬 剤 の 接触 温度 
近 当 研究 室 の 小林 らち (1956, 未 発表 ) が ツ ビ =。 ア メリ 条件 の 人 造 い に も と づく 腕 効力 差 
ヵ 病 交 取 の 卵 に つい て 低温 昌吉 試験 を : 行 つた 結果 ( 較 人 




















































































9 ) に よれ ば , 一 5 て 連続 虹 露 の 場合 に は 両 種 虫 卵 と も 
9 時 間 で 完全 に 死滅 する が , , 十 5'C の それ で アメ リカ 
釣 眼 卵 は 30 時 間 後 に は 完全 に 死滅 する に 反し , ツ ビ = 釣 42908 
良 の それ は 0 で 昌 露 72 時 間 後 で も 商 ほ その 相当 部 分 が 角 | 7"C | 
化 能力 を 示し て いる 。 同様 の 関係 は 両 種 感 染 仔 間 に も "| 還 較 20C 1 
を 認め られ る 。 10090 5 
「 第 9 図 低温 (5 一 +5*C) 時 に ける 移 seoo 
昌 卵 生存 遇 化 率 4900] ピロ > 
3000 ] |] ・ 
ea 2900 は 
に 1909 ひ 1 
和 W 
約 5oo 1 
信 40o 1 
の 教 300 | 
か 1 200 " 
ん \WA b | 5 | 
0 3 6 8 5 i8 21 Ne 29 30 36 42 48 2 100 村 29 ン ーー の 2 。 
訂 紳 詩 時 0 シー タク 
に 対 釣 虫 卵 の いわ ゆる 「 条 卵 剤 ] と 称せ らち れる も の に た 対す 
ば ぱら る 抵抗 性 は 其 下 卵 の 場合 と ひと し く , 接触 メデ ィ ゥ ム ガ 子 油 , 亜 硝酸 ツー ダ , 二 和 化 談 素 , ネオ ヂ クロ ン 等 の 
研究 貼 。 の 差 上 お よび 接触 温度 の 如何 に よっ て 異 っ て くる 。 図 "に 10C 及 び 20 で で 接触 メチ イ ウ ム を 変え て 8 日 間 連 続 
他 限 10, 11 は 当 教 室 の 小林 ら (1955) や が ツ ビ ニ 釣 虫 卵 を , 浸漬 し た 場合 の 殺 卵 効果 を 示し た も の で ある (と の 図 で 
宮 に OS Wo 音 数 は 対数 表示 ) 。 こ と れ に よれ ば 低温 に 比 レ 
の ヘミ ーーー て 高温 の 方 が 析 し て 条 卵 効果 が 高く , 特に 二 硫化 炭素 「 
内 (上 : 尿 1 : 5 中 : 亜 帝 開 ケー ゲ の み 尿 : 水 お よび 草子 油 は 虫 卵 の 薬剤 直接 々 触 時 に 比 し て メデ イ ウ 
の 1 : 5) 10?, 202C, 3 日 ス へ が 殿 尿 混合 物 な る と き は , その 殺 卵 力 が 著しく 低下 す 
和 3 る 。 そ の 理由 は 展 尿 の 存在 に 基 因 する 細菌 の ウレ アー ゼ 1 
ね 錠 記 コ 10 リー ア を 生じ , と れ が 草子 油 お よ 
っ se 較 20c “ び 硫化 庁 素 の 1 都 と 結合 し て し まう た め と 考え られ [ 
て 旗 3000 邊 | ke | 
wa |] 目 | 8・ 感染 仔 の 宿主 え の 侵入 と 感染 ' 
と ( 「 和 由 の 感 人 良 の 宿主 に 対す る 特 作 の 性 (taxi) ' 
ト /eoo] 「 は 認 め ら れ な いよ う で ある 。 む し ろ そ の 動作 Ckinen | 
ま | 目 上 | esis) の 条件 差 の 方 が 関係 が ある よう で ある 。 」 
っ 送 人 eo 6 ye し て は 
性 2 上 F ・ 諸説 が な あつ て 必ず し も その 見 解 か 一 致し て いな い 。 し か 3 
9 1 | ] 目 | し 釣 良 の 圧 有 宇 え の 侵入 実 内 の 結果 を も つて 直ちに 
る oo ユー 上 Ne Ne を と と に は 危険 が 伴う 。 と の 点 5 
_ 重箱 る * 区 し: を 考慮 に 入れ て 廊 献 を 披 ず る に , 江口 (1943)% の イヌ 
に 対す る イ Weoonw に 価 す る 。 
( 23 ) 
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4. イヌ 釣 虫 の 感染 実験 第 10 表 虫 の 経口 投与 人 体 実験 (大 場 , 1929) 

氏 は 気管 切断 イヌ に イヌ 釣 上 仔 虫 を 経度 的 に 感染 せ し 
内 忠 卵 検出 

て , その 気管 切断 部 に 多数 の 仔 を 認め , 同時 に 服 彼 検 者 銘 昌 種 別 投与 仔 東 数 = で の 周 












































































管内 に も 2 多 の 割合 で その 成 昌 を 認め た 。 ま た 気管 , 食 9 錠 4 og 50 6 週 

道 共に 切断 し た イヌ に 仔 貝 を 経 食道 感染 せしめ る と , そ 本 し に 0 7 ヶ ( 捕 養 ) 
の 大 多数 は 腸管 内 に 認め られ る 。 ま た 小腸 の 1 部 の 両端 2 本 

を 切り 離し て 時 置場 た 作り , 他 は 経 合 し た イヌ に 仔 東 9 km 湯 。 

を 経 友 的 に 感染 し た 場合 に は , その 鐘 合 小腸 内 に 18 多 の も 本 ・ 

w @6 3@7 ん 50 7 ヶ ( 幸 養 ) 

割合 で 成 上 を 認め た が 小腸 量 置 場 に は 下 体 を 認め ず , ま 

た 経口 感染 を 行う と 前 者 に 約 80 の 割合 で 成 昌 を 認め 員 第 11 表 同一 人 の 左足 (A.d) , 右足 (N.a) 
置場 に は 之 が 認め られ な い 。 小腸 叶 置 場 に 直接 仔 昌 を 注 同時 感 栄 蝶 家 試験 (永井 , 1956) 
射す る と , と の 部 に 26 多 の 割合 に 成虫 を 認め , 別に 終 合 av 
小腸 に ゃ も 8 多 の 割合 で 成 昌 を 検出 し た と いう 。 発疹 の 出現 状況 

以上 の 氏 の 実験 か ら 推定 され る と と は 。 イヌ 釣人 Fr モー 
の イヌ に 対す る 感染 は 径 口 , 経度 と も に 成立 する が , 経 

口 時 の 方 が 感染 成立 の 比率 は 高い 傾向 か ある と と 。 また 本 中 48 すす 本 村 村 キキ 慎 盾 一 
経 友 感 染 時 に あつ て は 主として 肺 特 飛 を 経由 し て の それ isoa 放 0 ん 
で ある が , 時 に 肺 循 己 を 経由 し な い 場 合 あ あり うる と と で . 体内 移行 の 問題 
で ある 。 な お 噴 置 場 へ の 仔 虫 注射 時 に , 縫合 小腸 部 に も 釣 昌 仔 虫 が 経過 的 に 侵入 する 場合 に は , これ が 宿主 の 


成虫 が 認め らち れ る と と は ,。 少 く と も 注射 仔 虫 の 1 部 か 体 体内 移行 Cmigration) を 行う こと に は 問題 な い が 。 経口 
内 移行 を 行 つ た と と を 推測 せしめ る 。 と の 点 に 関し て は 感染 村 に お いて と れ ら 仔 虫 が 体内 移行 を 行う か 否 か と い 


後 で 触れ る 。 うと と は 従来 あま り 問 題 と され て いな い 。 し か し 実は と 
b ツ ビ ニッ アメ リカ 山区 昌 の 感染 第 11 図 釣 下 感染 経路 の 推定 様式 


ヒト 釣 虫 の 感染 経路 に 関し て は 従来 論議 の 的 た る の 鍋 
が ある 。 し か し その 固有 宿主 た る ヒト に 対す る 直接 感染 
試験 事例 は むし ろ 少 い 。 そ の 経口 投与 人 体 試験 事例 と し 
て は 大 場 て 1929) や の 成績 が ある ( 表 10) 。 氏 は ツ ビ ニ , 
アメ リカ 両 釣 虫 感染 仔 虫 を 各 被 検 者 別に 投与 し 6 7 週 
後に 被 検 者 尿 内 に 固有 の 虫 卵 を 検出 し て いる 。 右 に よれ 
ば 両 釣 虫 仔 虫 と も に 経口 感染 は 成立 する 。 経 皮 感 染 に 関 
し て は さい きん 永井 (1956) は , 同一 和 被 検 者 の 左足 に ツ 
ビニ 釣 虫 , 右足 に アメ リカ 釣 虫 仔 虫 の 各 同 数 づつ の 感染 
虹 露 試験 を 行 つ て いる 。 そ の 結果 両 種 釣 虫 は いづ れ も 友 
唐 内 に 侵入 し , 侵入 部 位 に ひと し く 皮 膚 炎 を 生ずる と と 
を 確 め た ( 表 11) 。 と の 場合 皮膚 より の 侵入 は 脂 腺 , 汗 
腺 , 毛 斉 壁 な ど を 通じ て 行わ れる 。 氏 は 皮膚 炎 の 発生 如 
何 を 問題 に し て いる の で , 被 検 者 の 検便 , 駆虫 に よ つ て 
成虫 体 の 寄生 の 確認 は 行 つ て いな い が , と の 場合 感染 が C Meca、 gzer7cA4gs 
成立 し た で あろ うと 推定 し て も 良い で あろ う 。 又 最 近 永 
吉 (1956, 秋 信 に ょ る ) は , 右 両 種 釣 虫 を 用 いて ヒト え 
の 感染 試験 を 行い 。 そ の 結果 アメ リカ 釣 虫 は 経口 に 比 し 
て 経 皮 感染 の 方 が 感染 が 成立 し 易く , 之 に 反し て ツ ビ ニ 
釣 虫 の 感染 の 主 道 は 経口 的 で ある と 云 つ て いる 。 


A. Ax lostzwa C ん ん (64201 
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) れ は 免 商 , アレ ルギー の 成立 と 関連 し て 重要 な 問題 た り を 模式 的 に 図示 すれ ば 図 11 の ど と く で ある 。 す な わ ち 両 
再 うる 。 ヒ ト 釣 の 経口 感染 時 に お ける その 体内 移行 の 有 3 種 と も に その 固有 宿主 に 対し て 経 皮 , 経口 いづ れ の 感 
週 - 無 は 目下 の と と ろ 不 明 で ある 。 た だ レイ ヌ 釣 過 の イヌ え 梁 経 路 を も 取り うる が , と の 場合 に お ける 感染 成立 の 害 

の 経口 感染 時 に お いて , 仔 虫 は 一 旦 腸 管 壁 内 に 移行 し , 合 か ら 見 れ ば , 生物 学 的 Cbiologica)) に は Necator は 
開 ) し か る 後 再 び 腸管 内 に 現われ て 来る と いう 注目 すべ き 報 。 経 友 が , Ancylostoma は 経口 か 主 道 と 見 散 さ れ 得 よう 。 

告 を 森下 ( 哲 ) (1955)" が 行 つ て いる 。 イ ヌ 釣 虫 が ツ ビ た だ し 生態 学 的 (ecological) に は 地方 , 地区 に に よりこ 
差 ) = 釣 虫 と 同じ く Ancylostoma に 属す る と と , お よび の 反対 の 場合 の と と も 有り うる こと と は 当然 で も や つて ,。 そ 


き 巻 ) Strongyloidea に 属す る 線 虫 類 の 生活 史 の 判明 し て いる れ は 生物 学 的 な 感染 を 左右 する 生態 学 的 な 諸 条件 (外部 
ーー も の の 殆ど が その 仔 虫 の 体内 移行 が 存在 する ( 表 3 参照 ) 的 諸 条 件 , 例え ば 生活 条件 。 感染 の 旧 露 の チ ヤ ンス な 











と と か ら 考 えて みれ ば , ヒト 釣 虫 も 経口 感染 時 に は , や ど ) の 差異 に よる 。 云わ ば 生物 学 的 な 感染 を スク リー ン 
は り 体内 移行 (腸管 壁 内 ) を な す と 推定 する 方 が 愛 当 で する 生態 学 的 な 条件 の 有無 ・ 存 在 に よ つ て 規定 され る 。 
・ あろ う 。 9. 釣 虫 の 生存 期間 と その 増殖 
d 要約 宿主 腸管 内 に お ける 釣 虫 の 生存 期間 は 大 約 5 年 位 と も 
15 こと で 以上 の 3 種 の 釣 昌 の その 固有 宿主 え の 感染 様式 7 年 以上 の 場合 も ある と も 到 わ れ て いる が, 感染 が く 
: 第 12 表 a 東 北 ・ 中 部 
ャ 調査 県 名 調査 地 人 AN 人 者 
の 宮城 宝 江 村 380 38.7 鈴木 他 未 
経口 岩 洛 町 350 ) 5 計り < 3 > 33 8 < 30 ヶ 示 
と い 逢 隈 村 247 40.9 M > 6 > 2 14 < 377 ヶ 未 
W 大 塩 村 284 17.2 ヶ 未 
筆 調 村 2122 17.4 32 : 5 : 1 373 > 13 ヶ 未 
生 出 村 248 17.3 ヶ 末 
金 ヶ 瀬 村 1230 37.7 23 : 80 : 85 798 <4481 鈴木 1956 
モ ケ ヶ 宿 村 351 7.4 湯田 他 未 
六 郊 村 237 25.7 ヶ 未 
自 五 市 7 : 8 : 10 32 < 87 湯田 1956 
光 山 梨 甲府 市 198 : 8 : 2 1184 > 51 佐々 木 他 1952 
ア A77814 20.4 
全 県 ”B40380 20.1 志村 1955 
C99040 1.3 
長 野 協和 村 4184 37.7 し 間 李 等 9 才 352 > 31 柳沢 他 1951 
平賀 村 3178 34.4 加藤 1950 
静 岡 東 益 津 村 76 22.3 534 > 4 沢田 他 1948 
初 伺 286 34.7 稲垣 1954 
富 山 釜 ヶ 滑 村 1073 51.7 147 : 40 : 51 2573 > 779 佐藤 他 1952 
か 。 新 川 村 417 58.7 2348 <4861 鳥 田 1951 
入 尾 町 2613 39.0 92 : 3 : 0 今 園 他 1953 
新 潟 小国 村 33 : 0 : 0 松崎 他 1951 
石 川 若山 村 1047 25.6 伊藤 1952 
愛 知 岩 津 町 3696 35.2 田島 他 1954 
春日 井 市 (68) : (15) : (17) 田島 他 1954 
9 名 古屋 市 (81) : ( 3) : (16) 武田 1955 
上 郊 村 272 32.5 田島 他 1954 
232> 23 吉 田 1955 
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第 12 表 b 開 東 

感染 率 EE yr こい 報 千 者 
PE 也 : 

11.6 す 

23.6 : 6 

59.6 : を 

33.6 : * M 

39.3 : を FR 

29.4 : : 

64.3 

51.7 

23.5 

34.1 

56.0 








31.7 21 : 


下 
ミ 
四 
基 


芝 


> 
ど ! 

計 
ご エ 


し 党 普 着 則 呈 眉 田 題 旦 落 
斗 斗 斗 斗 結 肖 党 


中 槍 本 上 則 机 革 ボ 器 剛 筆 


53.3 凍っ 64< 524 


2015<13485 河井 他 1952 

松崎 他 1951 
486< 5127 小宮 他 1952 
2076<11395 1955 
517< 2695 


101< 245 
317< 969 
117< 406 
556< 2523 





松崎 1951 
原田 他 1951 
ク ヶ 
松崎 1952 
山田 1951 
78< 374 小宮 山 1954 
原田 他 1951 


ん 
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第 12 表 c 近 鱗 ・ 中 国 




















0 
ーー と 放 提 . 和 。 衝 。。 
as 京都 左京 区 359 。 11.1 189 > 0 吉田 1955 
こ 野原 町 1085 15.7 27 > 0 ヶ ヶ 
向 日 町 220 25.5 朝 2 ヶ ヶ 

長 岡 町 285 12.6 18 > 0O ヶ を 
0 久御山 町 152 27.6 310 > 108 ヶ ヶ 
を 慣 詞 村 99 30.3 蒲 。 1952 
0 佐賀 村 213 25.8 1145 > 11 ヶ と 
大 阪 大 阪 市 1192 > 0 西村 
で 兵 庫 広野 村 690 15.8 東生 . 2283 > 24 豆 林 1953 
了 本 広 村 329 38.3 89 : le 
て 粟 賀 村 925 15.6 人 >. ま 和 Se 1097 > 1 ヶ 1954 
奈 佐 村 1098 21.1 吉田 1955 
本 岡 山 光政 村 1225 25.8 ' 鈴木 他 1955 
本 浅 田 村 868 12.6 ヶ ヶ 
7 広 島 下 瀬戸 村 3209 23.1 浅田 他 1952 
芦 田川 城 1149 28.8 24 : 39 : 145 ヶ 1955 
ge 走 鳥 404 17.3 ヶ 1955 
6 島 根 松江 市 677 36.3 283:10: 0 外山 他 1955 
Pe 出雲 郷 村 143 24.5 9。 5 6 ヶ ヶ 
っ 島 取 米子 市 0 : 84 : 11 長 花 他 1954 
」 富 益 村 416 23.1 285 > 20 外山 1955 
054 山口 平 郡 村 980 10.9 「 897 > 24 江口 1953 
の | 宇治 市 508 20.9 1⑳ : 1 0 392 > 13 ヶ ヶ 
0 9 
954 り 返し 生ずる 場合 に あつ て は , 新 に 感染 し た 虫 体 の 産卵 。 厚生 省 で 年 集計 し た も の が ある 。 そ れ に よる と さい まき 
951 の ビー ク は 感染 約 6 PSteeos と の と と か ら す ん の 全国 釣 虫 感染 者 百分比 は 全国 総 検便 者 対 4 5 と 
955 れ ば , 銘 刺 墓 延 地 に あつ て は 釣 虫 の 大 部 盆 の も の の 生存 な つて いる 。 し か し と の 比率 は 仔細 に 検査 を 施行 し た 場 
953 期間 は 恐らく は 1 カ年 以内 で あろ うと 云 われ て いる 。 ( 合 に 比 し て 少 き に 失 す る よう で ある 。 全国 保健 所 , 衛 研 
いい Chandler,, 1955)'。 な どの 日 常 検査 と し て の 検便 方 法 は 。 主 と し て 直接 塗 抹 
ecc \* ま ヒト 久 虫 * 1 匹 の 産卵 数 を 大 約 5.000 ~ 20,000 標本 同時 1 ~ 3 枚 検査 の 結果 は 
い 個 と し , こと れ が 約 800 日 間 産 卵 を つづ ける と すれ ば , そ  。 は 云い が た い 。 
2 の 生存 中 の 総 産卵 数 は 150 ア ー 600 万 個 に 達する 。 一 方 。 終戦 後 , 米 軍 406 部 隊 総 合 医学 研究 所 と 隆 研 と 共同 し 
は 釣 虫 墓 延 地 に お いて は その 大 部 分 の 地 に あつ て その 住民 て ,。 AMS 四 法 で 本 邦 の ほぼ 全国 的 な 検便 を 施行 し た 時 
ヶ の 感染 率 お よび 感染 量 は ほぼ 平衡 状態 に ある と 見 られ の 成績 に よれ ば , 青 森 , 北 海道 を 除い て 最低 福井 (18.12 ) 
951 る 。 仮り に その 感染 量 が 年 ベ 培 増す る と し て も , 釣 虫 が 最高 鹿児島 (70.02%) で あつ た 。 (寒冷 地 た る 北海 道 は 
951 その 宿主 に 寄生 し て 成虫 と し て 生存 し うる も の の 数 は そ 1.922, 青森 は 7.9%) 。 
ヶ の 産卵 数 の 2 X 2 X ( 150 万 ~ 600 万 ) 分 の 1, す な わ いま 最近 諸家 の 各地 で 集 卵 法 を 用 いて 調査 し た 成人 層 
952 ち 約 40 150 万 分 の 1 に すぎ な い 。 の 検便 に よる 釣 東 感 染 率 を , 調査 人 員 150 名 以上 の も の 
ag B. 釣 虫 感染 と 銘 虫 症 に つい て 取 ま と め て みる と , 表 12 (a 一 の の ご と く で あ 
ee 1. 本 施 に お ける 釣 下 感染 者 の 分 布 る 。 

本 邦 に お ける 釣 了 虫 卵 保 有 者 の 広汎 な デー タ と し て は , すなわち 東北 地方 で は 鈴木 餅 。 湯 田 ⑫ ら の 宮城 県 に 


ー 主として 和 保 健 所 , 衛生 研究 所 な ど で 行 つた 検便 成績 を お ける 調査 が 詳細 で ある が , 7.4~40.9 欠 を 示し て お り , 


( 27 ) 
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調査 県 名 調査 地 1 感染 率 Ad 導 ・ = 選 合 ・Na ンプ er 報 告 者 
高 知 出 田 町 1515 _17.8 21 : 20 sz 3 353< 362 折 本 他 1955 
高 知 市 生か: 作 村上 1954 
徳 鳥 井内 谷村 131 16.0 山口 他 1953 
西 和 谷山 村 307 6.8 ヶ ヶ 
端 山 村 258 11.2 ヶ ヶ 
香 川 一 谷 村 849 15.9 鈴木 他 1955 
財 田 村 3129 52.8 40 : 4 4 645> 109 正木 他 1953 
鹿児島 上 伊 集 村 379 37.6 有 司 1950 
東 市 来 町 499 14.2 ヶ ヶ 
南 草 牟田 町 596 29.5 2180 > 1598 宮崎 1948 
2 244 5.3 岡村 1953 
中 之 伺 18.3 18.3 ヶ の 
宮 崎 大 鳥 269 49.4 12 : 63 : 18 648< 3057 小村 1952 
南那珂 郡 19676<72692 永吉 1652 
福 島 町 243 30.5 2 > っ 53. 部 376< 4929 新 門 1951 
大 分 北山 田村 115 60.8 32 : 0: 0 285> 0 岡部 他 192 
飯 田 村 202 50.0 331 > ク ヶ 
中 有川 村 161 31.3 34 : 1 0 93> 1 ヶ 1954 
大 稚 村 150 33.3 次 > 少 .。 0 179> 6 の ヶ 
由布 川村 635 28.3 346> 73 ク 1955 
長 崎 小佐 々 町 574 21.0 59 : 9 : 6 168> 27 ヶ 1953 
福岡 久留 米 市 87 : 4 5 15663 > 2772 古賀 1951 
大 牟田 市 234 12.8 牟田 口 1955 
肖 羽 郡 1786 39.8 229 : 62 : 57 1942> 492 ヶ ヶ 
足 碧 村 118 51.7 時 ょ 前 * 0 ヶ ヶ 
た ち が 娠 手 で の 経験 ( 未 発表 ) も 80 内 外 を 示し て v の 大 分 に お ける , 牟田 口 % の 福岡 に お ける 調査 が 地域 
た 。 関東 地方 で は 柳沢 , 水野 ゆ の 群馬 に お ける 調査 と 原 的 に 比較 的 詳し い が , 前 者 は 28.8ー60.82, 後者 は 12.8 
田 9?。 松崎 ??29 その 他 の 神奈 川 に お ける デー タ が 詳し 51.7 多 を 示し て いる 。 
eS に KMNSr0A いま 以上 を 通 覧 する と , 精密 な 検査 さえ 施行 すれ ば , 


2.8ー21.92 で や や 低 目 で ある 。 と の 後者 の 場 人 


に お ( 


る 低 素 な 地区 は 主として 海岸 地方 の 漁村 で ある いう 点 
ネ 


その 他 埼 玉 , 千葉 , 東京 。 茨城 な どの 主として 
の 発 的 な 調査 の 結果 は 20.2 て 82.4 と 高 率 を 
示し て いる 。 


中 部 地方 で は 山梨 の 志村 や の 広汎 な 調査 が ある が , そ 


れ に よ ょ る と A, B 地 区 で は 平均 約 20 多 ,。 C 地 区 (平均 気 
温 8 PT 
長野 , 静岡 , 富山 
て 58.7 多 

中 国 地方 
と か な り 高 率 を 見 る 。 


yh。 ッ ー + ょ > 
と な つて る 3 


り , その 他 
和 知 , 福井 な どの 調査 で も 22.3 

。 双 近 畿 地 方 で は 11.1 一 88.8 多 , 
て は 10.986. 3 多 , 四国 地方 で は 6.8ー52.8% 
また 九州 地方 に お いて も 岡部 *“" 


で 1。7 欠 と 
, 石川 , 


1 
を 示 レ て いる Oo 
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高緯度 の 寒 褒 地 は 別 と し て , 本 邦 の 農山 村 に お ける 銘 下 
の 感染 等 は 平均 し て 2080% な いし それ 以上 と 推定 し た 
方 が より 正 鈴 を 得 た 推定 と 見 区 す と と が で きよ ょ う 。 

2. ツジ ビニ 釣 虫 と アメ リカ 釣 虫 と の 分 布 

ツ ビ ニ 釣 虫 は 本 邦 に 古く 存在 し た も の で ある が , アメ 
リカ 釣 虫 は 元 来 他 より 移入 され た も の で ある と 云わ れ て 
いる 。 し か し 現在 で は と の 両 種 は 多かれ 少 か れ 互 に 混 り 
合 つ て 存在 し て いる 。 一 般 高 緯度 寒冷 地帯 (た と え ぼ 
長野 , 山梨 ) お よび 積雪 地帯 (例え ば 富山 ) は ツ ビ = 殺 
虫 が 優先 的 と も 云わ れる いる が, 失 ど ち る 六 と う で な い 地 
区 も 存在 する 。 

釣 虫 感染 の 年 齢 別 比 は 


一 般 に 幼少 年 期 より は 青 , 北 年 
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6 0 ま まま まあ 「 半 名 生 
感染 率 の 比 

期 の も の に 多く , また 男女 で は 前 者 の 方 が 一 般 に 感染 素 
が 高い 。 と の 点 と 関 太 し て は , 一 般 に 学校 生徒 の 検便 に 
比 し 青 壮 年 の それ は 邊 集 技術 的 な 困難 が ある 点 を 考慮 に 
入れ て , 若 し 学 齢 幼少 年 の 感染 率 か ら 青 壮年 の それ が あ 
る 程度 正確 に 行う こと が 出来 れ ば 便利 で ある と の 考 が 生 
じ て く る 。 し か し 成年 層 (15 又 は 20 一 60 才 ) と 年 少 者 層 
(6 ~14 才 ) と の 釣 東 感染 率 の 比 き えと つて 仔細 に 検討 し 
て みる と , その 状況 は アメ リカ 釣 由 優 占 地区 と ツ ビ = 釣 
邊 優先 地区 と で は 異 る 。 すなわち 前 者 で は 一 般 の 感染 素 
が 低く な る に つれ て その 比 は 増大 する 傾向 が ある が , 後 
者 に ああ つて は 一 般 感染 等 の 高低 に か か わら ず そ の 比 は 
ー 定 で ある 如き 傾向 を 有 し て いる 〈 図 12) と と は 注目 に 
価 す る 。 こ の 点 に 関し て は 稿 を 改め て 触れ る 。 
8. 釣 虫 保有 者 と 発症 者 と の 割合 
釣 虫 保有 者 の 凡 て が 発症 する と は 限ら な い 。 一 般 的 に 
云え ば , 例え ば 釣 虫 症 の 重要 な る 発症 の 1 つと し て の 貧 
血 の 出現 は , 寄生 虫 数 が 一 定 度 ま で 多く な れ ば 之 と の 間 
に 相関 が 認め られ る (Hill, Andrews, 1942⑤。 図 18)。 
し か し た と えば その 一 つの 症状 で ある 異 味 症 の 発症 の ご 
と き は 必 ず し も ゃ 寄生 躍 数 多少 と は 関係 が な い (浅田 
1956)%。 か つて 私 た ち ( 小 宮 ら , 1952)⑰ は 埼玉 の 基地 で 
医師 に か つか て いな い 釣 邊 感染 者 に つい て 調べ , その 全 
数 の 70% 以 上 が 何ら か の 自覚 症状 を 有 し , 又 血 色素 量 70 


第 12 図 成年 者 層 と 年 少 者 層 の 欠 虫 感染 率 の 比 
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作 を た を ま : た 生生 衣 者 

多 以 下 の も の か 14 多 存在 する と と を 知 つ た 。 ま た 石崎 ら 
(1955)%⑲ の 同様 の 調査 で は 血色 素 量 70% 以 下 の も の は 13 
(アメ リカ 釣 昌 ) な いし 202 ( ツ ビ ニ = 釣 ) で あつ た 。 
寄生 虫 数 と 臨床 症状 に つい て は 宮川 C1948)7 は ツ ビ = 
釣 虫 の 場合 に は 寄生 数 が 30 匹 以上 に な れ ば 明 に 著 明 な 症 
状 を 呈す る と 云 つ て いい る が , と れ は 臨床 的 な 事例 の 場 
合 を 意味 し て いる と 思わ れる 。 さい きん 大 和 鶴 (1954)?② は 


第 13 図 東 卵 数 と 血色 素 量 と の 関係 (Andrews, 1942) 
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第 13 表 釣 虫 症 患 者 及び 保有 者 自覚 症 分 類 (@) 



















































患 者 保 有 者 
人 夫 山 崎 石原 他 中 尾 片田 基 根 5 
、 中 種 か に 5 26 半 AT 
さて ーー ai ek トー ル 2 も 
人 員 
療 状 132 94 34 111 41 46 47 86 
敗 芝 15 45 55 50 29 15 34 30 
神 頭痛 ・ 頭 重 8 / 40 6 36 7 26 19 
視力 障 九 11 
耳 鳴 2 9 12 6 5 7 19 
難 職 12 
神 経 痛 2 25 2 2 
系 知覚 異常 12 2 2 
不眠 症 2 19 6 9 15 17 2 
循 動 俊 ] 47 64 37 42 20 15 16 
上 ら 切れ / 21 55 41 2 7 
貧血 顔貌 29 64 8 5 
系 胸 内 圧 追 感 の 
明 24 18 13 15 
系 路 11 12 7 2 
ラ 外 皿 異常 Eee 間 Cy 
泌 尿意 頻 数 4 0 11 4 
尿 多 尿 3 0 
系 濁 濁 尿 4 0 





ツ ビ ニ 釣 虫 の 場合 に は $ で は ETPG。, 2000 以 上 , \ で は 第 14 図 8km マ ラッ ン 成 績 と 釣 虫 寄生 の 有無 (柳沢 ) 
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1000 以 上 で 貧血 が 出現 する と 報じ て いる 。 と の 場合 の 推 [| ]c 
定 中 数 は 前 者 で 2030 区 後者 で 10~15 匹 で ある 。 99g 83 計 
の 8 9 eo ト は ) 萌 
し か し 一 見 臨床 症状 が 現われ て いな く と も ある い は 貧 ーー 
血 の 前 段階 と し て 綱 状 赤血球 の 増加 が 認め られ た り , 負 9 ぶ 
入試 験 で の 脈 提 数 の 正常 人 に 比 し て の 増大 が 現われ た N 
り , な いし は 長 距 離 疾 走 時 に その 記録 が 劣 つ た りす る と 40 ト NN 上 
と ( 図 14) が 報 ぜ られ て いる (柳沢 , 1954%。 石崎 ら , N と 
1955)% と と は 注目 に 価 す る 。 その 一 方 展 内 に 釣 東 卵 を 39 N N 
検出 し さえ すれ ば , その 時 の 革 床 症状 を 直ちに 釣 下 寄生 ) N N に 
に 帰せ し め る と いう 了 臨床 的 な 速 困 は 之 を 警戒 する 必要 が N W を 
・ あ る 。 1oL N N 
4. 銘 虫 症 , その 臨床 症状 メ N N ' 
釣 虫 症 の 自 他 覚 症状 と し て は , 神経 系 , 循環 系 , 消化 30 今 以内 40 今 以 委 50 今 恨 明 
器 系 続 お よび 会 身 系 の 諸 障害 な ど が 見 られ る が と れ は 主 に まな 放 お た 人 きた ま 2 し 
と し て 和 損 血 お よび 之 に 基く 随伴 症状 *, 神経 症状 お よび 消 * 釣 虫 性 浮腫 の 原因 に 関し て は , こと れ は 全 蛋 白 に 対す る 図 
化 吉 障害 ( 表 17 相関 有無 に 注意 ) に 要約 され うる 。 表 や 区 に 関し て いる CVieab. 19872ZainalP 1940)  』 ド 
18, 14 は さい きん 諸家 (山崎 , 195579 : 石原 他 , 19527! さす 28 り 間接 的 に は 失血 貧血 の 随伴 症状 と 考 の : 





(30 ) 
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第 13 表 釣 虫 症 患 者 及び 保有 者 自覚 症 分 類 多 (⑪) 































ーー ここ 瑞 峰 有 有 栖 軍 大 人 : 職 華 : 林 石崎 小宮 
症状 本 テ ca 奉 瞳 . 不 、 豚 、 不 時 . 二 勝 -- メ = -: ネ あ - 信 4 選 
咽頭 異常 感 9 3 
胃 痛 32 18 24 11 
_ 胃 部 不 人 感 31 8 9 
消 。 胸 ゃ や ひけ 2 27 16 5 28 
明 気 2 28 13 2 
悪 中 4 19 24 委 
化 中 吐 1 2 7 6 
了 腹 痛 23 14 21 40 54 29 19 27 
異常 酸 酵 8 17 2 15 19 ( 腹 只 ) 
和 。 作 秘 12 10 5 4 4 
下痢 軟便 2 17 18 20 8 + 
食 思 不振 6 37 15 38 46 
異 味 症 8 
四 下肢 脱力 感 29 9 
脆 腸 筋 痛 7 
肢 下 肛 メ 浮 遼 10 24 5 7 2 
月 経 不 順 7 
全身 人 怠 40 48 55 38 49 22 11 24 
ム 後 親 19 40 4 20 
N 易 疲 労 29 20 19 
四肢 冷却 16 4 
削 痩 31 5 29 
身 語 北 1 31 12 4 
次 沖 5 1 
無 症状 10 0 0 0 0 11 26 
8 
入院 (入院 ) 


中 尾 ら 19537② : 片田 らち 。 19547② ・ 石崎 ら , 19559 : 小宮 
ら 。 1952)%%) が 釣 虫 症 患者 お よび 釣 虫 保有 者 に つい て 調 
信 し た 自 他 覚 的 臨床 症状 を 分 類 し た も の で あり , 表 15 は 
森永 (1954)7%。 石原 らち (1952) や の 調査 た も と づき 久 邊 
症 患 者 の 主訴 に つき 分 類 を 行 つ た も 

5. 釣 虫 症 と 釣 虫 性 個 

釣 虫 性 錦 血 が 釣 息 症 の 中 核 的 な 主要 症候 で ある こと は 
明 で ある 。 が , 釣 虫 性 損 血 の 出現 が 必ず し ゃ 寄生 虫 数 と 正 
し く 比 例 し て いな いと と は , 前 記 Hill,Andrews(1942? 
図 19 参 照 ) の 図 を 見 て も 究 え る 。 と り わ け EPG 4000 以 
下 の 軽 感染 者 に つい て と の 感 を 深く する 。 と の AndrewS 
の デー タ は アメ リカ 釣 虫 に 関し も の て の で ある が , ツ ビ 


に - 生 レン 2 
に のめる や 


(31 ) 





= 釣 虫 に 関し て の それ を 山崎 (1954)7 ゆ , 石崎 ら (1955)%9 
の 成績 より 図示 し た も の が 図 15 で ある 。 右 の 山崎 の 事例 
は 病院 で 取扱 つた ツ ビ ニ 釣 虫 症 患 者 石崎 ら (1955) の 
それ は 野外 に お ける 釣 息 保有 者 に つい て (アメ リカ 釣 
は ツ ビ ニ 釣 虫 に 換算 ) で ある が ,. と の 図 を 見 て も 寄生 
虫 数 80<40 匹 以上 に な れ ば 寄生 虫 数 と 血色 素 量 と の 間 に 
は 相関 が 認め られ る が , 寄生 虫 数 20 匹 以下 の 場合 に あつ 
て は 全く 之 が 認め られ な い 。 と の 場合 同一 地域 の 健康 者 
の 血色 素 量 の 対 が 得 ら れ て いな い の で , 寄生 虫 数 20 匹 
以下 の 貧血 発現 者 (例え ば 血色 素 量 70% 以 下 の も の ) の 
招 血 が 果して 釣 虫 性 の も る の で ある か ,。 それ と ゃ 農村 に お 
いて は いわ ゆる 健康 者 と いえ ども と の 程度 の 筆 血 事例 が 
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第 14 表 釣 虫 症 患 者 及び 保有 者 の 他 覚 的 臨床 検査 所 見 (病院 来院 者 ) 多 (⑬) 


者 保 有 者 





間 和 0 回 ー ツ 症 
ーー 寺田 他 中 尾 他 森永 北山 石 他 石 時 他 












































き 種 ッ セ ニー 不明 7 不全 不明 ダ き 生 デー 
血色 素 量 70 多 以下 65C20) 41 74 23) 65Q1O7) 85(289) 20(46) 13(42?) 
箇 示 硬 球 350 万 以下 52(58) 74 (23) 11Q07) 72(296) 
好 酸 球 10 多 以上 32(19) 79 24) 87C49) 24 (120) 50(46) 36(4?) 
疲 想 状 球 10 以 上 平均 値 14.9 を 47(87) 32 (47) 
血清 ?- グ ロブ リン 7: 著 増 (⑦) 著 増 増 加 
必 肥 大 9 Q02) 18 130) 82C34) 2(46) 2 (47) 
循 心 雑 音 7 (320) 26 (130) 4 (49) 2 (47) 
ea 14 (46) 5(4⑰) 
環 肺動脈 第 2 音 元 進 7 (320) 13 (130) 
独 楽 音 14(102) 24(320) 27 (130) 2 (46) 2 (47) 
系 最高 血圧 低下 33(7?0) 36(40) 84(37) 9(46) 0 Q0) 
浮 放 8Q02) 7(320) 10 (130) 0 (46) 0 (46) 
第 14 表 釣 虫 定 愚 者 及び 保有 者 の 他 覚 的 臨床 検査 所 見 (病院 来院 者 ) 多 (b) 
32 っ 山崎 俊幸 岩田 他 中 尾 他 森 永 擬 山 石崎 他 石崎 他 
ゼー Wa 〇 事業 本 直美 束 半 お eks 3 
肝 腫 31(102) 27(320) 55(33) 34Q30) 0(46) 0(46) 
尿 ウ ロビ リノ ラー ゲン ( 填 ) 2.6C39) 18(320) 37(35) 
了 ( せ ) 85 ( 13) 
塩化 コバ ルト 異常 70 ( 20) 88 (8) 
遇 2 ス え 反 応 ( 十 ) 23 ( 13) 
高 田 反 応 ( 土 ) 5(102) 12 (17) 65 (17) 
B. S. PP. 騰 延 14102) 20C5) 14GQ①⑪5) 
能 クン ケル 反応 ( 十 ) 0 25 (12) 
局 尿酸 合成 障害 25 (る 3) 20 (18) 
アデ ヅル ビン S 反 応 ( 十 ) 39 (31) 
床 浴 重 ( 寺 ) 31 02) 88 (33) 93 (56) 
ッ ー ン 氏 試 験 異常 50(82) 
証 1. 重圧 は 平均 血圧 と 比較 し た 場合 


2. 欄 内 の ( ) 内 は 調査 人 員 





存在 する も の で ある か は 明 で な い 。 ま た 右 が 釣 虫 性 の も 
の で ある と する な ら ば , 貧血 を 発現 し な いも の と の 間 の 
諸 要 約 の 差 は 那 辺 に ある か と いう と と も 必ず し ゃ 其 で な 
い 。 と れ ら の 点 に 関し て は 将来 の 再 検討 が 必要 で ある 。 
6 . 釣 下 性 貧 の 発生 機転 
釣 邊 牲 辻 血 の 成因 に 関し て は 従来 種々 の 学説 が あつ た 


が , と れ ら は 現在 で は いわ ゆる 失血 説 を その 主因 と する 
も の と , 同時 に 釣 虫 の 産出 する 毒素 関与 を も 重視 する も 
の と の 二 派 と 大 別 し え られ る 。 前 者 は 主として アメ リカ 
諸国 の 研究 者 に よ つ て 唱え られ て いる 。 と れ ら の アメ リ ! 
カ 学 派 の 研究 の 発 痛 は ま づ Wells 1931)? お よび 西 (19 
84)? の イヌ 釣 虫 の 吸血 に 関す る 観察 を 以 て 初 ま り 、 つづ 


( 32 ) 
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第 15 表 釣 虫 症 患 者 主訴 分 類 




























本 1 
k 定 
で きま 昭 29 昭 27 
ここ 不明 不明 
Be 77 人 94 人 
線 。 改 9 22 10 
頭 痛 及び 頭重 12 8 
。 視力 障害 2.6 
定 只 2.6 
胸 痛 5 
系 。 在 痛 4 
衝動 3 36 23 
環 候 切 れ 8 
系 委 硬 顔 殊 9 5 
明 3 
石原 氏 : 鳥取 大 学 
\ 杯 永 氏 : 鳥取 県 三朝 温泉 研究 所 
鈴虫 単独 寄生 上 


いて イヌ を 用 いて イヌ 釣 虫 の 質 析 に 関す る 実験 が Sua- 
rez (1983)77。 Cruz (1934)③。 Road ら (1934)7②。 
Foster(1936)%% な ど に より 行わ れ , と り わ け げ 駆 虫 を 行わ 


釣 虫 症 患 者 
第 15 図 仁 保 有 者 の 血色 素 量 と 下 体 数 


o 山崎 
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! - 3 45670690 2⑳ 90050 の 09%MD 2 着 0 
な く と ゃ 単に 鉄剤 を 投与 する だ け で 貧血 が 復 する と い 
うと 確 め , その 成因 を 失血 に 基く 鉄 欠 称 に よる も の 

と な し , 貧血 の 生成 に 何等 毒素 の 存在 を 仮定 する 必要 な 

し と 云 つ て いる 。 一 方 み と 相 な らん で 釣 取 性 貧 碧 は 失血 

時 に 見 ら 


る 招 血 と 同様 低 色素 性 , 小 血球 性 で あつ て , 

















いい 
な ed 
3 
月 経 不順 5 
下肢 腕力 感 33 3 
下 肘 浮 5 1 
全 身 俺 意 17 16 
信和 伯 6 
肩 肖 2 
PP 間 3 
盗 汗 ょ 。3 
3 肖 痛 14 
財部 不備 感 2 
消 胸 や け 2 
昨 5 
 。 
腹 部 膨満 8 
便 秘 9 1 
系 下痢 軟便 1.3 3 
食 思 不 振 13 4 
上 挫 味 症 5.2 





(33 ) 


骨髄 の 造血 機能 は むし ろ 涼 進 し て いる と いう 研究 が 行わ 
れ , 失血 説 鉄 欠 乏 説 を 支持 し て いる 。 と れ ら と 前 後 し て 
その 後 欠乏 は 単に 鉄 の み で な く , 同時 に ビタ ミン , 和 蛋白 
の 欠乏 が 筆 血 の 成因 と し て 干 与 し て いる と いう 研究 が 行 


第 16 表 釣 虫 性 押 の 出現 と EP.G( ヅ ビニ 欧 虫 ) 











(大 玲 , 1954) 
性 貧血 出現 時 の E.P.G 推定 虫 数 
$ 2000 以上 20>30 
“ 1000 以上 10 一 15 
われ て お り (TFoster ら 1932%0。 1985%%?) : Pena Chava- 


rra ら , 19359?9 ・ Viella ら 。1937 : Otto ら , 194099 : 
Payne ら , 1940 の ・Zainal ら , 1940) さら に 蛋白 欠乏 
食 は 釣 虫 性 免疫 を 失わ せる と まで 唱え て (Donaldson 
ら , 1946)% い る 。 (〈 表 18) 。 

右 に 対し て 例え ば Vogel (ドイ ツ , 1952)"" な ど は , 
如 上 の アメ リカ 学派 の 研究 結果 に も と づく 失血 鉄 久 乏 説 
を 全面 的 に 育 定 し つつ も , な お 毒 素 の 関与 を も 否定 は で 
き な い と の 意見 を 有 し て いる 。 

釣 虫 性 損 血 の 成因 と し て 釣 虫 性 毒素 の 関与 を も 想定 し 
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自覚 症状 と 虫 数 及び 血液 と の 関係 ( ヅ ビ = 97 例 ) 山崎 























第 17 表 
隊 循環 器 症 状 疲 ダ 俺 怠 消化 器 凌 状 神 経 症状 
8 ー - 義 2 ーー 尊 2 
ic) 定 + 定 + 定 + 定 
1m 以 上 RF 湯 : 1 半 あ ps の 
50 一 100 5 2 . 開 5- 2 本 。 人 まま: 
11 一 50 14 12 1 人 12 14 9 17 
2 EE 21 36 19 38 28 29 14 43 
赤 300 万 以下 12 3 相 6 19 相 3 12 件 
衣 300-400 万 21 17 jp 20 間 6 22 12 26 
数 。 400 万 以上 " 衝 6 3 寺 10 5 ' ぁ 12 13 3 22 
好 20% 以上 和議 2 3 3 2 4 人 
3 10 一 20 ダ 17 10 き 11 16 12 15 11 16 
数 10 以下 人 20 25 17 28 8 37 





第 18 表 釣 虫 性 貸 可 の 成因 に 関す る 研究 
(アメ リカ 学派 ) 





・ 衣 物 虫 の 吸血 に 関す る 研究 
Wells (1931) 
西 共 憲 (1934) 
2。 釣 虫 を 行わ な く と も 鉄剤 投与 で 貧血 が 尺 復 する 
と いう 研究 
SuareZ 
Cruz (1934) 
Roads et al. (1934) 
Foster et al. (1934) 
Foster et al. (1936) 
3. 釣 虫 性 所 血 は 低 色 素性 , 小 血球 型 性 で 骨 押 の 造 
血 機能 は 元 進 し て いる と いう 研究 


(1933) 


Cruz (1933) 
Pena chavarra et al. (1935) 
Roads et al. (1935) 


4. 栄養 状態 , 特に Vitamin, 夏 白 欠乏 食 が 貸 血 の 
出現 に 重要 な 関係 あり と する 研究 
Foster et al. (1932)(1935) 
Pena chavarra et al. (1935) 


Viella et al. (1937) 
Otto et al. (1940) 
Payne et al. (1940) 
Zainal et al. (1940) 


5. 蛋白 欠乏 食 は 釣 昌 性 免疫 を 失わ せる と いう 研究 
Donaldson et al. (1946) 

で て いる 説 は ,。 上 記 ア メリ カ 学 派 に 対し て 云わ ば 日 本 学派 

と も 称す べく 。 主として 本 邦 の 諸 学 者 に よ つ て 衣 持 され 








て いる 。 釣 虫 性 損 血 成 生 に 毒素 の 関与 を 想わ し め る 実験 
的 研究 と し て は , 古く は 宮川 らち 1983)" 成 績 が ある 。 大 
ら は イス ヌ に イヌ 釣 虫 を 大 量感 染 せ しめる と 。 早 き は 感染 
後 8 て 4 日 に し て か な り 著 明 な 貧血 が 現われ , 又 感 染 
7 17 日 の も の で 顕著 な 招 血 を 発現 し て いる 事例 を 剖 見 
する と 明 に 急性 肛 睡 像 を 示す 有 臓 の 肥大 ( 約 2 倍 ) が 認 
め ら れる 。 と の 筆 血 と 有 眉 竹 と の 発現 は 虫 体 が 未だ 吸血 を 
開始 し な い 以 前 に も 認め られ る の で あつ て , と れ は 明 に 
虫 体 の 産出 する 毒素 の 作用 に も と づく も の で ある と な し 
て いる 。 も つと も ゃ も と の 場合 の 紹 血 は 急性 錦 血 で あつ て , 
多く の 釣 虫 症 患 者 に 認め られ る 慢性 の それ と は 多少 趣 を 
Ao 

た 北山 ら (1950)% は 釣 虫 体 よ り 催 貧 性 物質 を 抽 測 
策 し て いき 2 が と れ に 関し て は 再 検討 の 必要 が あ 
る 。 た だ 氏 ら が 釣 由 性 招 血 患者 の 血清 に 催 加 血 作用 を 朗 
の 衣 持 する 。 右 と の 関連 に お 

\ て 江口 ら (1950, 1952)%?99 は 釣 虫 性 錦 血 と 綱 内 系 機 
oN 


第 19 表 釣 虫 性 貸 血 に 毒素 の 関与 を 想わ せる 研究 


宮川 1 人 
石井 4 (21014 日 ) 
清水 2 ) 急 急性 衣 の 鐘 現 

2) 績 咽 遇 者 ら 男 消 の 仙 貸 占 作 用 
区 950) 1 人 は と し て 人 
三好 (1952) 血 を 生ずる 要約 が 成立 


野田 (1950) |1 ) 犬 釣 叱 人 中 培 開 液 の 催 貧 血 作 用 
庄 田 (1954) |1 ) 釣 昌 症 愚者 胃液 催 貧 血性 物質 あり 


mw 


1 


MM 

















(34) 
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機能 と 関係 し て 招 血 を 生ずる 要約 が 成立 する と な し て い 少 い 場 合 は 網状 赤血球 の 増加 は 認め られ な い が , 前 者 の 
る 。 ま た 野田 (1950)%%%% は イヌ 釣 虫 仔 虫 培養 液 に 催 季 ーー 
血 作 用 を 認め , 片田 (1954)%% め は 釣 虫 症 患 者 に 催 損 血 性 ある 。, が ,。 それ は と も か く と し て , と と で は 一 応 , 如 

一 物質 が 存在 する と な し て いる ( 表 19) 。 こ と れ ら いわ め ゆる Py 本 


な 日 本 学派 の 諸 研 究 の 結果 を 考慮 に 入れ て 考え て みれ ば , する 。 
ょ し 毒素 その も の は 未だ こと れ を 抽出 , 検証 は し て いな い . 仔 虫 の 体内 移行 と 成 昌 の 寄生 
も の の , 久 虫 性 損 血 の 凡 て が 単に 失血 と 基 因 する 鉄 久 乏 釣 下 寄生 に も と ずく その 機械 的 障害 は , 釣 虫 症 発現 に 
に よ ょ る も の だ と は 考え られ ず , むし ろ 釣 虫 性 考 素 の 関与 し て は 本 質 的 な も の で は な い 。 釣 虫 症 の 発現 に は 寄生 


的 存在 を 想定 すべ き で あろ う 。 た だ し 実験 的 な 釣 虫 の 体 虫 体 に よる 召 素 的 物質 の 生産 と 吸血 に よる 失血 的 要素 と 
内 移行 時 に お ける 急性 貧血 の 成因 と , 吸血 釣 虫 の 持続 的 が 考え られ る が , 前 者 に つい て は 未だ 明確 な 証明 を 欠い 
存在 時 に お ける 筆 血 と を 一 応 区 別して 再 検討 を 行う 必要 て いる と と は 既 記 の と お り で ある 。 息 体 の 生産 物 に 関し 
が ある 。 若 し 毒 素 の 関与 を 想定 する と すれ ば , それ は 釣 て は , 物 て と の も の の 毒素 作用 と 同時 に , 之 が 人 体 組 織 内 
東 の 産出 物 (代謝 産物 ) で な けれ ば な ら ず , か つか か る 移行 過程 の 如何 を 充分 注意 する 必要 が ある 。 か か る 見 地 
産出 物 が 直接 組織 内 に 存在 する 場合 と 腸管 内 に 存在 し こと みかみ ら すれ ば 釣 虫 寄生 時 に お ける 釣 昌 生産 物 は , た と え そ 
れ が 吸収 され る 場合 に お いて は , 生体 の これ に 対す る 態 の 仔 齋 が 体内 移行 を 行い つつ ある 場合 の それ と 成虫 寄生 























度 は 著しく 異 り うる か ら で あ る 。 時 の それ と が 理化 学 的 に 同一 物 で ある と し て も , < 
で 験 3 別して 考え る 必要 が ある 。 け だ し 仔 虫 体内 移行 時 に ま 
人 て Hu その 守る 
数 こ し , その 腸管 寄生 時 に お いて は 生産 され た 物質 は 一 旦 吸 
8 ーー 軸 収 と いう 過程 を 経た 後 宿主 の 組織 内 に 移行 する か ら で あ 
見 万 人 台 万 台 万 台 万 台 以上 一 30 以下 る 。 さ き に あげ た 宮川 ら (1933)% の 実験 的 釣 虫 感染 早期 
" 認 PE に 急性 招 血 が 発現 する と いう 事実 も , と の 間 の 問題 を 示 
由 を Pi 2 SBT So - 確 計 富 錠 喫し て いる 。 
明 に 肝 触 知 と ッッ 66 25 33 を 40% 63% 33 を な お , か か る 見 地 か ら す れ ば , 仔 束 の 体内 移行 な いし 
な し 2 の 成 昌 の 腸管 寄生 と 免 疲 な た いし レア レル ギー と の 関係 如何 と 
S な お 。 貧血 に 限ら ちず 広く 釣 虫 症 の 場合 に か よう な 毒素 云う 問題 も 極め て 興味 ある 問題 で は ある 。 
馬 を の 関与 を 想定 せしめ る 事実 は 臨床 的 に も 少く な い (例え b 個体 の 栄養 状態 , 特に 鉄分 , 重 白 ,. ビ タ ミ ン な ど 
ば 腫 腫 , 肝 機 能 障 害 の 存在 な ど , ( 表 14, 19, 20 参 照 ) 釣 虫 症 発 現 を 条件 づけ る 個体 的 因子 と し て は ま づ その 
抽 測 が , と の 問題 に 関す る 詳細 は と と で は 割愛 する 先天 的 な 体質 的 素因 , な いし と れ に 関 看 し て 自律 性 神経 
が あ 7. 釣 虫 症 発現 の 諸 要 約 系 統 の それ が 考え られ る が , これ と 発症 と の 関係 に 関す 
を 釣 虫 が 寄生 し た か ら と て 直ちに 釣 虫 症 が 発現 する と は る 研究 は な お 殆ど 未踏 の 分 野 で ある 。 
に お 限ら な い 。 釣 昌 症 の 発現 を 宿主 と 寄生 虫 の 関係 と いう 見 後天 的 因子 と し て の 栄養 状態 の 不良 ,. とりわけ 鉄分 , 息 
系 機 地 か ら 見 れ ば , その 基本 的 条件 と し て , 第 1 に 宿主 の 個 白 な いし ビタ ミン の 不足 が 釣 昌 症 特に 貧血 の 発現 を 早め 
内 体 的 (素因 的 お よび 後天 的 ) 条件 の 如何 , 第 2 に 寄生 限 る と いう と と は , 多 東 性 損 血 の 主因 を 鉄 多 逐 と する 説 と 
究 の 種別 , 寄生 虫 数 , 寄生 持続 期間 な どの 如何 , 第 3 に 寄 関 し て , 主として アメ リカ 学派 の 研究 者 に より 唱 導 さ 
一 夫 生 に よる 宿主 の 反応 , 適応 状態 の 如何 等 が 問題 と な る 。 れ て いる (Otto お よび Landesborg, 19409, Payne お 
この 点 に 関し て 当 研 究 室 の 石崎 ら (1956, 未 発表 ) は , ょ び Payne, 19407,。 Donaldson お よび Otto, 1946%) 
「 釣 虫 寄生 を 総合 的 に 一 つの 持続 的 な スト レス と 考え と れ 本邦 に お ける と の 分 野 の 研究 は 尚 お 用 々 た る も の で ある 
失 対す る 人 体 の 殺人 適応 な いし 抽 朱 作用 と いう 見 地 か ら が , と の 問題 は 後述 の 釣 昌 症 の 予防 対策 と 関連 し て 重要 
し て と の 研究 を 行い つつ ある が , それ に よれ ば 例え ば 寄 な る 意義 を 有する 。 
『 生 数 が 一 定 の 場合 に 貧血 の 発現 し て な いも の は 網状 赤 血 c. 免疫 と アレ ルギー 
前 ef り , その 発現 を 認め な いも の で は そう し た 釣 虫 の 免疫 の 問題 , と り わ け そ れ と の 再 感染 の 問題 に 


ーー= と が な い 。 又 貧血 の 発現 せ ざ る も の に お いて は 虫 数 が 関し て は , 戦中 か ら 戦 後に か け て 主として Otto ら を 中 


(35 ) 
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Kerr, 氏 . B. (1936, 1938) 4%cy7. cZ. 
Otto,G.F. et al. (1939) を 

Otto, G. F. (1939) ヶ 
Otto,G.F. (1941, 1942) ヶ 
Sheldon, A.G. et al. (942) ん ecg7. 2726 ゲ 。 
Otto, GEF. (1948) 42zcy/、c の が 。 
永井 光 (1955, 1956) cy/. gz の 7. 





ぶし で 友 り 上 げ られ て いる ( 表 和 の 94010D497 
Otto な この 問題 を イヌ に ヒ イ メ 釣 由実 的 に 感染 せ レ 
め て 研究 し て いる が , それ に よる と イヌ に イヌ 釣 虫 仔 虫 
を 実験 的 に 少数 か ら 初め て 一 定 間隔 で 感染 せしめ る と と 
の イヌ は 釣 虫 症 の 発現 を 見 ず し て 最終 投与 仔 虫 数 20 万 位 
に 達する 。 し か し 同 腹 の イ ヌ に 1 時 に と の 最終 投与 散 の 
20 万 の 仔 虫 を 与え る と 約 2 週間 後に 貧血 を 生じ て 死亡 す 
る 。 剤 見 し て 有 みる と 1 て 5 万 の 遇 体 を 検出 する が 前 者 の 
イヌ の 虫 体 寄生 数 は その 約 100 分 の 1 以下 で ある 。 ま た 
虫 数 と 投与 間隔 を 調整 し 被 検 イヌ に 貧血 が 生ずる が 生 

し うる 程度 の 連続 的 感染 を 行う と 比較 的 早い 時 期 に 
Crisis が 来 り , 虫 体 は 自然 に 排出 され イス は 健康 を 取り 
戻 し, その後 1 回 に 100 万 の 仔 虫 を 投与 し て も 著 明 な 貧血 
を 現 わ さ な い 。 氏 は か よう な 現象 を , これ は 免疫 され た 
イヌ の 血清 中 に は 抗体 を 生じ , 仔 虫 は 体内 移行 の 途 次 で 
と れ に 捕 足 され その わ づ か 少数 が 腸管 内 に まで 到達 し て 
その 寄生 を 確立 する の で あろ うと 云 つ て いろ る 。 し か し 
一 方 Sheldon ら (1942)"9 は アメ リカ 釣 昌 に つい て 
Serles 現象 を 検 し 。 その 発現 は それ ほど 著 明 で は な い 
と 云い , 永井 (1954, 1955)"% は ツジ ビ ニ 釣 虫 に つき 同様 
に と 之 を 検 し , 同時 に 免疫 イヌ の 血清 の ガン マー・ グ ロブ 
リン 中 に 抗体 を 証明 し て いる 。 た だ し と の 抗体 物質 が 直 
ち に 仔 貝 殺 滅 物 な いし は 仔 虫 の 体内 移行 防 細 力 その も の 
と は 考え られ な いと な し て いる 。 とれ ら の 諸 問 題 に つい 
て は , 未だ 尚 如 研 究 す べき 林 多 の 諸点 が 存在 する わけ で 
ある が , 何れ に も せよ , 宿主 が イヌ た る 場合 に は その イ 
ヌ 釣 虫 の 最終 的 な 感染 成立 を 阻止 する 免疫 状態 が 発現 す 

る と と は 以上 の Otto の 研究 成果 に よ つ て 明 で ある 。 だ 
か ら , も レイ ヌー イヌ 釣 に お いて 見 られ た 免 商 の 発現 
が , ほぼ ば 同じ 程度 に ヒト ー ヒ ト 釣 虫 の 場合 に 対し て も 発 
現す る と すれ ば , その 予防 対策 上 に お いて も ,。 充分 この 
問題 を 考慮 に 入れ る 必要 が ある 。 

釣 虫 の アレ ルギー に 関し て は , こと れ は 別途 その 問題 と 
し て シン ポジ ウ eS 
する 。 





[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 呈 





C. 駆虫 と 予防 対策 
・ 釣 虫 の 駆虫 と 釣 虫 症 の 治療 
eee 
EE 
つた た だ け で は それ が な か な か 人 復 し が た い 場合 が あ 
る 。 一 方 た と え 駆 虫 を 施行 し な く と も 鉄剤 投与 お よび そ 
の 他 栄 養 状 態 の 改善 を 行う こと に より 貧血 を 中 心 と する 
釣 虫 症 を 著しく 改善 し えた と いう 実例 , 実験 も 存在 す 

一 方 釣 息 感染 者 ( 釣 虫 保有 者 ) の うち 釣 虫 症 の 明か な 
示し て いる も の の 数 は , わが 国 に お いて は 比較 的 

多く は な い 。 し か し その 間 に 釣 虫 症 発 現 の 一 歩 手 前 と い 
う ス レス レ の 線上 に ある も の が 可 な り 広 汎 に 存在 する と 
と を 重視 すべ き で ある 。 

元 来 駆虫 は 銘 虫 症 の 治療 行為 の 重要 な る 一 部 で も ある 
と 同時 に , また その 感染 源 の 根本 を 絶つ と いう 意味 に お 
いて 予防 行為 と を な りう る 。 と れ な 集団 駆 下 が 也 防 対生 
の 重要 方 策 の 1 つ で あり うる と と の 基礎 で ある 。 だ か らち 
予防 対策 の 徹底 と いう 見 地 か ら 見 れ ば 釣 息 感染 者 の 全部 
を 駆虫 の 対象 と する と と が 望ま し い 。 

と の 点 に 関し て ,。 主として アメ リカ 学派 の 考え 方 で は 
ある が , と と に 免疫 的 概念 を 導入 し , 駆虫 は むし ろ 銘 刺 
症 患者 に 局 限 し て 之 を 行う と いう 意見 が ある 。 他 の 釣 束 
症 未 発現 の 釣 虫 保有 者 ( 保 虫 者 ,。 Carrier, Trager) は 
駆 昌 の 対策 と は し な い 。 と れ ら の も の は あたかも ゃ 例え ば 
結核 感染 者 と 同様 , むし ろ そ の 免疫 力 に ょ り 釣 虫 症 の 人 
現 を 阻止 する た め に 有利 で ある と いう の で ある 。 と の 考 

え 方 の 根底 に は 実は 釣 虫 は 絶滅 出来 ず ま た 釣 虫 の 再 感 業 
は 免れ 得 な た いと いう 前 提 (仮説 ) が ある 。 け れ ど ゃ 実際 
に は 北米 合衆国 の 北部 で は 釣 虫 は ほとん ど 絶 滅 し て お り 
現に 釣 虫 淫 浸 の は な は だ し い 東 南ア ジア の か つて の 植民 
地 な いし 植民 地 的 語 国 に お いて も 。 その 平 防 対策 の 役 謀 
如何 で 釣 虫 を 絶滅 し えな いと 断言 は ご き な い 。 そ れ に ヒ 
ト 移 束 の 外 の 間際 内 あ 際 の 0 

が 現状 で は ある 。 

上 Mt 和え で 本 放 に お いて 人 人 

この その 定期 的 な 駆 昌 の 実施 と いう 問題 と な る と , と 
mA か か ao 駆 昌 施 
行者 の 数 と あま り に も 広汎 な 被 駆虫 者 数 と の アン バラ ン 
で ある 。 と の 点 を 如何 に 解決 すべ きか , と いう 
肖 題 は 将来 の 重要 課題 ご で は ある が , 巳 む を 得 ざ る 暫定 措 
慎 と し て , 基点 的 に 和 上 発 現 者 たい し 比較 的 


者 (例え ば 検便 時 に お ける 直接 疹 抹 標 木 虫 卵 陽 性 者 ) を 
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優先 する と いう 手 も 考 えら れる 。 と の 場合 に は その 手続 第 17 図 茶 地 区 に 於 ける 釣 虫 撲滅 野外 実験 
き は 結果 と し て は 前 の アメ リカ 学派 の や り 方 に 外見 上 大 成績 (吉田 他 1956) 
その 体 一 致す る , が 考え 方 は 根本 的 な 点 で 異 る 。 !2 
を 行 2 予防 措置 と し て の 集団 駆虫 de 
ま 電 集団 駆 昌 の 施行 は それ 自体 と し て 予防 的 な 効果 を も た 4 ーーー 中 多才 人 計 
びそ ら す 。 す で に 駆虫 が 感染 源 の 根本 を 除去 する も の で ある 8 
する 以上 , これ を 集団 的 に 施行 すれ ば その 効果 が 大 と な る は ) 
在 す 月 明 の 理 で ある 。 予防 措置 と し て の 集団 駆 中 は , これ を 5 5 
ー 定 地区 に お いて 全 地域 的 に 。 か つ 定 期 的 に 行う と と に 。 まぁ 3 
1] か な ょ つて へ の 効果 を より 大 な らし め う る 。 け だ し と れ を 地 を 2 ! 』 
較 的 城 的 , 定期 的 に 施行 する と と に ょ より, その 地域 内 の 総 昌 / PE 
『 と い 数 は 密 次 激減 し , し た が つて 単位 展 尿 中 含有 卵 密度 は そ 人 8 2 0 02 5 3 34 5e り 7894 
人 # 
る と れ だ け 笑 薄 と な り , 他 の 詳 条件 お 必着 せら れ な た く と も 再 
8 感染 の 危険 が それ だ け 激 減 す る か ら で あ る 。 まり 1 カ月 半 に 1 回 の 割合 で 駆 中 を 行い 感染 等 を 零 と 
Wh 第 16 図 群馬 郡 名 久田 村 抱 於 ける 狗 虫 陽 性 ま に き さ げ kh 後者 の 事例 で も 学 章 に お いて 年 間 
5 対策 者 率 月 別 推移 (柳沢 1954) 5 ko ポ り と こ れれ また その 釣 貝 感染 を 皆無 な ら し め 
2 1! て いる 。 と の 位 の 程度 に 頻繁 に 駆虫 を 実施 すれ ば 当該 地 
に 3 英 城 の 釣 上 は 皆 無 に な し うる と いう 事例 で ある 。 
| 
に 第 18 図 冬季 集団 駅 虫 に よる 釣 虫 感染 率 
po の 低下 (小宮 等 ) 
I4 
ら 銘 素 時 の 光 汰 er 検 を 
釣 上 人 ゃ 塗 閑 張 - 
r) は 幸 6 50 ト し 
別 え ば ネー 「 
か | 時 
E の 発 2 7 9 』!0 42 1 2 34 567 7 の り N | [| 呈 
- の 考 1953 告 195 和 4 等 まっ 旧 
感染 IN | W 
も 実際 3. その 防 対策 員 
っ ] 
て お り 急 虫 の 予防 対策 は 本 邦 の 現状 か ら 出発 すれ ば , これ を N 
の 植民 4 り Na る に ( は 集団 駆虫 対策 を その 中 , b と と - す JO ト N N 
の 徹底 べき で あぁ あ , 同時 に その 直接 の 感染 源 た る 殿 尿 , 土壌 * N 
し に の 中 の 打 汰 和 。 再 感染 の 直接 防止 対策 , 釣 中 ュー リ ュー トー ルート レート トー 
とい る 症 発 現 の 1 つの 防波堤 と し て の 農村 に お ける 食餌 と 栄養 9 と 
状態 の 改善 対策 の 同時 実行 が 希 ま し い 。 k 
本 を 稿 4.) 冬期 集団 駆 下 第 22 表 冬期 集団 駆虫 に ょ る 感染 量 の 低下 
と 。 二 地域 的 な 集団 駆虫 が 釣 虫 予防 対策 と し て 根幹 的 な 方 策 (小宮 1953) 
眼 施 四 と すれ ば , その 反復 に よ つ て 果して 釣 取 を 絶 減 し うる か ーー FT を で ? 理生 
パラン うか と いう と と が か まつ 問題 と な る 。 会 地域 に 徹底 的 に ーー 半 栓 財 組 排出 数 で 
と いう 集団 駆虫 を 反復 施 行 し た 試験 事例 と し て は 。 柳沢 内 田 年 101 3212 32:1 30 
ーー テ ら 1) お 。 『 圭 ) 和 が 2 る 
暫定 拉 に Ayaef ek W 9 第 3 年 度 3) 47 56 1.2、 : 
数 寄生 図 17) 。 いづ れ $ も 感染 率 は 比較 的 低い 事例 に つい て て は ( 昭 28) p) 21 21 1.0 





め る が 。 前 者 は 1953 年 に 8 回, 1954 年 6 月 まで に 4 回 。 “ご ご 凍 IE 
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第 23 表 下剤 ぬき 四 塩 化 エ チレ 3 テト レン レン) 投与 に よる 知 虫 朋 虫 時 の 陰 転 率 
Q956) 小宮 等 Q956) 
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実験 地 京 者 京都 京 者 埼玉 千代 田 群馬 大 胡 
1 二 人 se 4.5g 2 回 閣 4.5g 1 日 年 齢 球 1 日 

ve 3 回 分 服 3 回 分 服 

対 象 織 。, 大 壮大 計 人 | 小 ・ 中 学生 

検 査 人 員 43 15 37 230 52 

除 転 人 員 16 7 28 68 38 

陰 転 率 37.1 め 46.7 多 75.7 め 29.5 74 め 

第 24 表 下剤 ぬき 軸 析 化 エ チ 、 レ Mk テト レ abe る 副作用 の 調査 

実 験 者 吉 田 等 q956) 小宮 ' 殖 (1956) 

実 験 地 区 京 . 都 京都 京都 埼玉 千代 田 閉 馬 大 胡 
3 量 品 頓 4.5g 2 回 頓 4.5g 1 日 年 齢 球 1 日 

投 楽 . 量 4.5g 1 回 頓 5.4g 1 回 意 ( 計 9.0g) 3 回 分 服 3 回 分 服 

対 象 _ 8 計 : 大 成人 成人 小 ・ 中 学生 

調 査 人 員 69 162 77 242 64 

頭 痛 ・ 頭 重 54(74. 2②) 148(91.2) 41(53.3) 93.7) 1929. 7 の 

あま 0 0 0 20(8.2) 12(18.7) 

酵 い 32(46.4) 82(50.5) 21(27.3) 6(2.5) 3C 4.7) 

悪 心 11(15.8) 47(29.0) 9(11.7) 6(2.5) 0 

星 吐 0 7C 4.3) 2 2.6) 1(0.4) 0 

腹 痛 11(15.8) 3119.1) 4( 5.2) 0 0 

下 痢 9(13.0) 17(10.5) 1 1.3) 0 0 

俺 意 _24(34. 8 84(S1. 8) 13(16.9) 0 0 

, 実際 に 当 つ て は , 釣 東 予防 対策 と し て 集団 駆虫 を 2 回 の 集団 駆虫 の 施行 は , 駆虫 剤 が 適切 も の で あり か つ 


に 年間 に わた つて 実施 する と ほとん ど 不可 能 その 使用 法 が か ん た ん で あり さえ すれ ば 実際 上 継続 し て 
で は ある 。 し か し 釣 虫 の 集団 駆虫 に 当 つ て その 実施 時 期 行い うる も の で ある 。 
を 厳冬 期 に 選ぶ と き は , 厳冬 期 に は 釣 虫 卵 , 仔 虫 と も に 駆虫 剤 に 関し て は 昨年 度 本 会 の シン ポジ ウム に お いて 
越し 難い か ら そ の 予防 対策 と し て の 価値 は 最も 効果 的 述べ た (小宮 , 1955)?) の で と と で は その 詳細 は 之 を 省略 
> 090 する 。 が , 特に 集団 駆 中 時 に お ける 操作 の 簡易 よこ と と を 
唱 導 し た と と ろ で ある 。 私 た ち は か つて , か よう な を 条 期 も 考慮 に 入れ る と , 下剤 ぬき 簡易 集団 駆 昌 の 方 式 が 推奨 
集団 肥 の 反復 施行 が どの 程度 の 予防 効果 を 生生 され る 。 と の た め に 駆虫 剤 た と し て は 四 酸 化 エ チレ ン ( テ 
を モデ ル 部 落 こ お いて 野外 試験 的 に 試み て みた ( 小 呈 トレ ン ) お よび 1 ブロー ム ・ ナ フト ー ル (2) (ウォー 
ら 。1953? : 図 18, 表 22)。 と の モ テル 部 半 は 開始 前 ミン ) が 便利 で ある 。 表 28。 24 は 吉田 ら C1956)? お よび 
は 直接 塗 抹 標 木 同時 3 枚 検 査 で 全 住民 の 釣 虫 感染 率 が 約 私 た ち が 右 則 剤 用 いて の 下剤 き 集団 昌 時 の 険 転 
70 多 近 か つ た の で ある が , それ が 3 カ年 の 3 回 の 冬期 集 お よび 副作用 の 結果 ご ある 。 と の 場合 四 酸 エチ レン を 用 | 
団 駆 虫 施行 の 結果 同じ く 塗 抹 法 検査 で 約 1422 (飽和 食塩 いて も , 下剤 使用 時 に 比 し て 排 息 状況 , 駆虫 効果 ( 陰 転 
水 浮 漠 法 で 約 882) に 引下げ えた 。 な お と の 場合 排 虫 数 率 ) と も 変り な く , か つ 副 作用 は , 規定 薬剤 量 を 1 日 3 
は 初 年 度 は 1 人 当り 約 32 匹 で あつ : ocn 目 に は 同 回 汰 増 方 式 作 服 に よる と さら に 著しく 軽減 し うる ( 小 
約 1 匹 と な り , 排 虫 数 か ら 推 し て その 感染 量 (寄生 総 虫 宮 , 1956)"。 
数 ) は 約 30 分 の 1 に 引 さ げ ら れ た と た 本 な な る 。 年 間 1 b. 殿 尿 , 土壌 中 の 虫 卵 , 仔 虫 の 殺 減 
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尿 尿 中 に 混在 する 釣 虫 卵 を 前 者 を 下 肥 と し て 使用 する 
以前 に 予め 殺 滅 する 方 法 も , 釣 虫 感染 予防 対策 の 基本 的 
な 一 つ で ある 。 こ の 目的 の た め に は 特に 農村 向き と し て 
厚生 省 式 改良 便所 装置 , 尿 尿 分 離 式 装 置 便所 な ど が 考案 
され て お り , また いわ ゆる 化学 的 殺 卵 剤 の 応用 等 の 提案 
が 行わ れ で いる 。 し か し 現在 まで の と と ろ で は , 前 者 は 
前 者 の 普及 度 は 遇 お きわ め て 小さ く 。 か つ そ の 管理 面 の 
技術 と 農民 の その 運営 心理 と の 間 に 若 干 の ズレ が あり , 
後者 は な しろ 未 だ 試験 研究 の 段階 に ある と 云い えよ う 
(小宮 , 1955?。 b. を 参照 ) 。 

土壌 中 の 虫 卵 。 仔 虫 の 殺 減 に 関し て は , 古く は 稲 留 
(1982)? は 石灰 密 素 の 搬 布 が 効果 あり と な し て いる が , 
と れ を 実際 に 応用 し て 行 つ た 野外 試験 事例 は な い 。 現在 
当 研究 室 で も 安田 ( 未 発表 ) が 各種 殺 卵 剤 , 殺虫 農薬 等 
に つい て 銘 奥 仔 虫 殺 滅 試験 を 行い つつ ある が , 特に 和 卓 効 
ぁゃ る も の は 未だ 見 当ら な い 。 

c. 再 感染 の 直接 防止 対策 

釣 の 生物 学 的 な 人 体 侵入 経路 に つい て は , すでに B 
7 に お いて 触れ た と と ろ で ある 。 し か し 本 邦 農村 に お け 
る その 感染 の 実際 と し て は 経度 の それ が 主たる よう で あ 
る 。 と の 場合 その 感染 の 「 場 」 は , 概括 的 に は 主として 
畑 で ある 。 が , 具体 的 に は その 作 種 , 施肥 の 如何 な どの 
農業 経営 的 条件 に より , 地区 的 に 頻発 感染 の 「 場 」 が 異 
りう る 。 表 25 は 永井 (1956)?? が 釣 息 性 皮膚 炎 の 発生 地点 
に 関し て 調査 し た 成績 ご ある が , と れ に よれ ば 釣 息 性 上 
帳 炎 発生 , すなわち 多 息 感染 の 場 は , ある 地区 で は 主 と 
し て 或 菜 畑 , 桑畑 で あり , ある 地区 で は ナス 畑 で ある 。 
時 と し て は ナシ 畑 で ある 地区 も 存する 。 そ し て 実際 の 再 
感染 防止 の た め に は , ま づ 各地 区 毎 に か よう な 主たる 感 
染 の 「 場 」 を 確 め る 必要 が ある 。 

第 25 表 釣 虫 感染 の 場 ( 永 井 , 1956) 
地 区 調査 例 皮膚 導 発生 の 場 





1 鞍 柔 陸 ナ タ 司 栗 モ 
CS 

- 畑 畑 畑 畑 畑 畑 1 シ 

玉 , 比企 , 高坂 56 (41)C10) 1 0 0 1 0 
東京. 南 多摩 12 0 0 ⑦) 1 0 0 1 
茨城 , 新治 , 志 築 22 4 2 1 ⑲) 2 0 1 
茨城 , 那珂 , 小瀬 16 (?⑦) 0 2 1 0⑤ 2 0 





釣 昌 感染 の 時 期 は , 仔 虫 の 生物 学 的 な 性 状 , お よび 至 
適 仔 貝 環境 条件 か ら 云 つて も , 主として 温暖 多湿 の 候 で 
ある べき は 明 で ある 。 

私 た ち が 埼 玉 県 で 行 つた 再 感染 の 調査 の 結果 で は ( 小 
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宮 ら ,1953)? 再 感染 は 6 ~ 9 月 の 間 に 行わ れ て いる 。 感 
染 の 主たる 場 が 判明 し , 感染 時 期 が 明 と な れ ば , 経 皮 的 
再 感染 防止 対策 は 自 と 明 で , 要 は その 裸 度 の か か る 感染 
の 場 え の 直接 < 触 を 防ぐ に ある 。 経口 的 な 再 感染 防止 対 
策 は 概ね 中 の それ に 準ずる わけ で ある か ら , と と で は 
それ を 省略 する 。 

d. 食餌 と 栄養 状態 の 改善 

釣 虫 感染 お よび 釣 息 症 発現 の 身体 的 条件 と し て 特に 
鉄 , 蛋白 。 ビタ ミン 類 の 不定 が 指摘 され て お り , 一 方 本 
邦 農村 に お ける と れ ら 諸 成 分 の 低位 な る 傾向 が 存する 以 
上 , その 公共 的 な 予防 対策 と し て と の 問題 が 取上げ られ 
る べき と と は 当然 で ある が , と と で は とれ を 指摘 する に 
止め て お く 。 

4 . 行政 措置 と し て の 予防 対策 

さき に の べた よ ょ うに , 本 邦 に お ける 釣 息 感染 者 の 比率 
は ふつ う 一 般 に 考え られ て いる より ゃ 和 途 か に 大 きい 。 い 
ま と れ を 農村 人 口 の み に 限る と し て も , 之 を 約 8500 万 と 
し て 約 1000 万 人 が 之 に 感染 し て いる 。 そ し て その うち 労 
働 力 の 損耗 の ある も の を 10 狗 と 見 て (小宮 ら , 1952)%5。 
その 労働 力 の 損耗 率 を 内 輪 に 3 割 と 押え て も , 年 間 こ と れ 
に よる 経済 的 な 損失 は 約 180 億 円 に 達する 。 更に 加 血 加 
者 を 感染 者 の 202 ( 表 13 参 照 ) と 見 て その 総 人 員 200 万 
人 , 1 カ年 の 治療 費 を 最 底 100 円 と する も その 年 間 総 額 
20 億 円 , 合計 約 200 億 円 と いう 最小 限 の 数 字 が 求め られ 
る 。 ( 表 26)。 

第 26 表 釣 虫 に よる 経済 的 損耗 (概要 ) 
農業 人 口 約 35000 鈴虫 感染 者 1000 万 人 
労働 力 の 損耗 ある も の 10 








労働 力 の 損耗 率 3 割 の 
1 ヵ年 の 労働 日 200 日 180 億 円 
1 日 労働 単価 300 円 
氏 血 患者 を 感染 者 の 20 と を し で 
b と し て oz 人 | この 経済 的 損失 
1 ヵ年 の 治療 費 100 円 20 億 円 
計 200 億 円 


釣 虫 症 は 農業 経営 と 密接 と 連関 し て , 云わ ば 現下 わが 
国 の 農業 労働 に 内 在 し て 存在 する 。 そ の 点 よ り 見 れ ば 銘 
虫 症 は 純然 た る 農民 の 職業 病 で ある 。 と の 意味 に お いて 
は 何ら か の 方 法 に より , 公 的 な 予防 措置 , 経済 的 扶助 な 
いし 補償 と いう こと が 必要 で あろ う 。 釣 感 染 お よび 銘 
虫 症 に よる 農民 の 精神 的 , 肉体 的 苦悩 を 一 応 考 慮 の 外 に 
お く と し て も , その 年 間 200 億 余 に お よぶ 経済 的 な 損耗 
は , 現在 で は その まま 作 散 的 に 直接 個々 の 農民 家族 の 頭 
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上 に の し か か つて いる 。 釣 虫 症 の 問題 が 本 邦 農業 経営 上 
か ら 云 つて も ーー つの 重要 な 社会 問題 た る 所 以 で ある 。 
小宮 ,1955, Cc. 参照 ?) 。 

公共 的 な 釣 虫 症 の 予防 対策 の 強力 な 推進 は , 同時 に 強 
力 な その 行政 的 措置 の 方 向 を 指向 する 。 が , と の 点 に 関 
し て は と と で は 詳 述 の いと ま が な い 。 た だ と と で は , 近 き 
将来 に お いて , 健康 保険 の 対象 と し て の 釣 息 駆虫 の 取扱 
の 改善 と 何ら か の 社会 保障 の 対象 と し て の 多 邊 感染 の 問 
題 が 立法 的 に 取り 上 げ ら る べき と と と 同時 に , 現実 に 釣 
虫 感染 の 予防 対策 の 行政 的 根幹 た る べき 寄生 虫 予防 法 お 
よび その 関連 改善 の た め の 立 法 的 措置 が 早急 か つ 強 力 に 
実行 に 移さ る べき こと と の 急務 を 指摘 する に 止め て お く 。 


終り に 本 講演 の 機会 を 与え を 下さ つた 会 長 宮 川 米 次 博 
士 に 深謝 する と 同時 に , 本 講演 に 当り 種々 手 伝 つ て 頂い 
た 当 研 究 室 諸 氏 お よび その 他 の 諸 賢 の 労 に た いし て 講 
意 を 表す る 。 
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1. ア 772szog2zz22 の eZgZez 感染 て 
ッ ス に 於 ける 原虫 の 消長 に つい て 


大 阪 大 学 医学 部 口腔 外科 学 教室 
微生物 病 研究 所 
嘉 藤 量 王 
The behavior of parasite in the white 
mice imfected with ヵ /2s22 の ZZ の eZg7e7. 
Ryohei KKato 


ア /zsog272 の ergef は 研究 室 で ご も つと ゃ 容易 に 入手 
し うる マウ ス 及 び ラ ッ テ に 感染 する の で , 今後 マラ リヤ 
原虫 の 種々 な 研究 に 新 し い 分 野 を 拓く も の と し て 期待 さ 


れれ 


以下 , 私 は ア /Zszzo の zz の eZge7 eo 
基礎 的 実験 研究 を 行 ひ 。 いさ さか の 成績 を 得 た の で 報告 
する 。 


実験 方 法 は 先 づ 感染 マウ ス ょ より 塗 抹 標 本 を 作り , 赤 血 
球 1.000 個 に 対す る 被 寄生 血球 数 を 計算 し た 。 つい で マ 
ウス 尾 端 或 は 預 部 切断 より 得 た 血液 を 減 菌 生理 的 食塩 水 

中 に し ば り 出 し て , 稀釈 血液 を 作り , と の 稀釈 血液 の 血 
来 濃度 を 算定 し た 。 こ れ ら 二 者 ょ り 稀釈 血液 中 の 被 寄生 
血球 数 を 計算 し , 0.2cc 中 に 所 用 の 濃度 が 得 ち られ る や う 
に 適宜 稀 舟 し て ,。 マウ ス 腹 腔 内 に 接種 し た 。 

実験 成績 


2 や FY39 和 CCI 50 視 
こ 5 個 以上 の 確実 な 原虫 を 発見 原虫 の 出現 


一 万 個 の 原虫 # が の BR 4 土 0.88 
め る 。 、 す 検定 に よ ! り , 成績 の EF 値 は せ 5 少 水 準 より 小 
い 。 従 つて , 種々 な 理由 で 潜伏 期日 数 に 変動 は ある が 
共通 の 母 集団 か ら の 抽出 変動 と 考 へ る 事 が 出来 る 。 

2。 原虫 接種 量 を 10'101010?10 と 順次 稀釈 し , 接種 
し た 時 の 潜伏 期 平均 値 は , 装 竹 量 こ の 間 に = ミー0.64※ 
二 6.74 な る 回 帰 直線 を えがく 

3。 潜伏 期間 (原虫 出現 期間 ) と 死亡 迄 の 日 数 と の 間 

。 一 定 の 回 帰 直 線 は 存在 し な い 。 

4。 Pasmodium の 出現 周期 的 変 此 に は 
ー 定 の 関係 を 見 出す Mo 来 な か つた 。 

5. 被 寄生 血球 の 変 1 > 日 数 の 経過 する に つれ 洒 炎 上 


( 太 ( 


有 連 す る 。 死亡 前 に は 最高 , に 達 , て の 率 は 10 多 て 8380 の 





用 本 稀釈 液 1 cc 中 薬剤 含量 は 50mg, 
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説 要 旧 


間 に あ る 。 


6. 赤血球 の 変化 は 著 明 で ある 。 接種 後 一 週間 頃 に 急 


速 に 下降 する 。 最低 の 赤血球 数 は Y7 万 で ある 。 
2. 日 本 に ける トキ ツ ッ フ プラ スモ 
ー ジ ス に つい て (3③) 
余 等 の 分 離し た 人 系 鶏 系 の 免疫 学 的 暴 
同 並 に その 化学 療法 に つい て 


東生 病院 
宮川 米 次 , 氷 堀 蓄 作 , 宮川 放 了 , 篠原 進 
石 若 大 三 , 田沼 息 正 , 美田 秀夫 , 租 旨 欄 志 


On the Toxoplasmosis in Japan. ( 3 ) 
Imrnunity and therapy. 
Y. Miyagawa, Z. Nagahori, IT. Miyagaw3, 
S. Shinohara, D. Ishiwaka, 
耳 . Mita, 耳 . Inagami 


トキ ソプラ スマ の 人 系 と 鶏 系 が 同一 で * 
又 ト キソ プラ スマ を マウ ス 人 感染 せ し め , スル フ オ ン ア 
ミド に より 治療 し 得る か 否 か に つい て 報告 する 。 

免疫 反応 

実験 材料 。 既往 の 病 系 8 系 中 2 系 は 人 , 系 1 系 は 鶏 
で ある 。No. 1 は 人 脳 水腫 髄 液 を マウ ス 接 種 陽性 で 85 日 
経過 後 腹水 小 体 陰性 の も の 。 

No. 2 も 同じ く 簡 液 マウ ス 接種 陽性 で 150 日 経過 俊 険 
性 の も の , No. 3 は 病 鶏 脳 材料 を マウ ス 接 種 陽性 で 71 昌 
経過 後 小 体 陰性 の も の , 再 接種 病 系 は 人 未 2 系 で , No.26 
は 仙 液 8 号 9 代 マウ ス 継 代 陣 性 , No. 31 は 髄 液 号 12 代 
マウ ス 継 代 陽 性 の も の 。 

実験 方 法 と 成績 , No. 1, 2, 3 の 既往 3 系 と 対照 に 
26 号 接種 , 10 日 目 腹水 採取 鏡 検 し た 所 , 対照 陽性 で 既 侍 

8 系 陰性 な の で 380 日 後 21 号 を 既往 3 系 と 新た な 対照 に 接 
種 9 日 目 腹水 採取 検 鏡 し た 所 対照 陽性 だ が 既往 8 系 は 陰 
性 だ つた 。 よ つて 交叉 免疫 成立 し 。 人 , 鶏 糸 は 同一 と 遇 


ーー ュー ーー 
考 す る 。 


Y. Tanuma, 


ra 
や か ど ビ 。 か , 


る 


泊 )】 
実験 材料 , 使用 病 系 は 人 系 髄 液 8 号 マ ウス 11 代 以上 継 
人 薬剤 は 第 一 製薬 の 102% テ ラジ アジ ン (サル 
ァ ダイ アジ ン ) 注射 液 1 cc を 減 菌 蒸溜 水 19cc に 稀釈 便 
本 液 0.1cc を 体重 
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以上 継 
(サル 
耳 釈 使 
を 体重 








胡 和 31 年 6 月 (1956)] 


ス に 注入 し た も の を 体重 60kg の 人 に 摘 算 
する と (に な る 。 普通 本 剤 は 人 に 1 回 2g1 日 6g 使 


実験 方 法 , 使用 マウ ス を 5 和 群 に わけ 1 群 対照 , 2 群 0 
.lcc, 3 群 0.2cc, _4 群 0.8cc, 5 群 0.6cc を 病 系 接種 
2 週 目 腹水 に 小 体 確認 後 注入 治療 し た 。 各 群 共 Y, 11, 
15, 18, 22, 26 日 毎 腹水 採取 鏡 検 し 所 見 を 判定 し た 。 
実験 成績 1 群 全 例 陽性 , 2 群 は 2 週 目 陽性 な の で 15 日 
目 よ り 0.2cc に 倍加 し 22 日 目 小 体 陰性 , 3 群 は 2 週 目 陰 
性 , 4, 5 群 は 3 週 目 陰性 で その 後 何れ の 治療 群 か ら も 
小 体 出現 せ ず 対 照 と 差 が ある 。 以上 5 群 マ ウス 体重 は 大 
差 な い が 体重 増加 割合 は 8 群 が よ か つた 。 

結論 

免疫 反応 に 於 て 本 小 体 は 接種 化 一 定期 間 経 過す れ ば 免 
記 が 成立 し 久 交叉 免 疫 成 立 に より 人 系 鶏 系 は 同一 種 に 属 
する も の と 思考 し ます 。 小 体 を マウ ス に 接種 レ し スル ファ 
ダイ アジ ン の 一 定量 を 注入 する 事 に ょ り 小 体 の 消失 を 認 
め 小 体 の 消失 し た マウ ス は 体重 の 増加 が よ ょ かつ た 。 

( 加 ) ( 慶 大 , 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
R 耳 株 を か けた マウ ス に サイ アジ ン を 投与 し て も 虫 体 
の 増殖 を 多少 押え る と 云う 程度 で マウ ス の 死 を ま 広 か れ 


1 > ン 


プリ ルーペ と ナー1 
レ 6 プ 2 二 


の は マ "o 


3. 九州 で も た トキ ッ プ ラズ マ 症 
の 1 例 


九州 大 学 医学 部 寄生 東 学 教室 
玉岡 輝 明 


A case of toxoplasmosiS in Kyushu. 
Teruaki Hiraoka。 
我が国 に 於 て ゎ 近 来 Toxoplasmosis に 対し 大 い に 関 
心 が 持た れ て 来 た が , 未だ その 症例 は 少く , 唯 宮川 氏 等 
が 報告 し て いる 他 は , その 確実 な 報告 は な く , 他方 動物 
ょ り は 狗 , 犬 , 猫 , 肖 , より 検出 れ さ て いる 。 私 は 長崎 
に 於 て , 患者 科 液 より 虫 体 を 検出 出来 た の で その 病状 , 
及び 分 離し た 虫 体 に つい て 報告 する 。 
患者 は 4 歳 の 女子 で , 昭和 三 十 年 八 月 五 日 突 然 忠行 し 
て いる の に 両親 が 気付 いた が , 発熱 , 踊 吐 , 頭痛 等 は 何 
等 無く その 日 より 9 日 目 に は 全く 運動 不能 で 寝返り す 
ら 出来 ず 9 月 2 日 長崎 大 学 医学 部 小児 科 に 入院 し た 。 発 
病後 54 日 後 や つと 手 を 引か れ て 数 米 歩く 様 に な つた が , 
再び 75 日 目 に は 運動 不能 , 寝返り も 出来 ず 。 182 日 目 
に 一 人 で 歩行 出来 る 様 に な り , 以来 蘭 炊 回復 し 現在 で は 
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数 米 走 る 様 に な つて お る 。 

体格 は 普通 で , 血液 像 に 異常 は な く , ワッ セル マン 反 
応 , 陰性 。 村田 反応 , 陰性 。 脳 背 髄 液 で は 細胞 数 が 病状 
の 変化 と 共に 69< 3 の 間 を 増 戒 し , 糖 は 多少 増加 し て い 
る 他 に 異常 は な か つた 。 頭 部 の レン トゲ ン 像 に 於 いて , 
側 脳 室 後 角 部 に 石灰 化 像 が か み ら れ , 左側 側 脳 室 は 異常 な 
形 を 成 し て いる 。 

Sabin-Feldman Wye-test は , 患者 , 両親 , 兄弟 共 
に 陰性 で あつ た 。 双 家 庭 で は , 犬 , 猫 を 飼育 し , 偶然 か 
も 知れ ぬ が , 患者 は 特に 犬 を 可愛 が つて いた こと と は 興味 . 
ある と と で ある 。 

虫 体 分 離 所 見 で は , 髄 液 の 即時 鏡 見 に より Toxopla- 
sma 様 小 体 を 検出 し た 。 形 は 半月 形 で 核 は 判別 出来 な 
か つた 。 他 方 マウ ス 腹 膝 内 接種 に より , 下 体 分 離 に あて 
た が , 第 一 代 よ り 相 当 多く の 虫 体 が 遊離 し , 又は 細 肥 内 
に 見 出さ れ , その 大 き さ は 6 て 3x 3 み ー 1.54 で , 
形態 的 に 成 書 に 書い て ある 7ozo が /Zszg go 及び R 
一 耳 株 7ozo が 2szz2 go と 比較 し て , 全く 同一 で を . 
つた 。 双 毒 力 は 現在 まで 24 代 継 代 し て いる が , 高まる 
傾向 は みち られ な い が , 腹水 の 貯溜 は 多く , 細胞 の 浸出 も 
多い 。 

以上 の 如く 愚 者 髄 液 よ り 7ozoZ/2s2 goz972 を 検出 
し た の で , その 症状 , 及び 條 離 し た 虫 体 に つい て 報告 し 

( 加 ) ( 九 大 ・ 和 寄生 虫 ) 宮 崎 一 人 郎 

3 例 の 患者 を 追加 する 。 第 2 例 は 21 歳 の 男 , 第 3 例 は 
生後 8 カ月 の 男 , 第 4 例 は Y 歳 の 男 。 い ずれ も 髄 液 か ら 
病原 体 を 証明 し て いる 。 第 8 例 は , は つき り し た 原因 な 
く , 突然 死亡 し た 。 と の 研究 は 開始 後 , まだ 日 が 浅い 
が , 九州 に は 多い よう に 思わ れる 。 

( 加 ) ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 松 林 久 吉 

東京 附近 で 40 数 例 の 脳 水 腫 患 者 より 虫 体 の 分 離 を 試み 
て いる が 未だ 成功 し て いな い 。 唯一 例 , 脳 の 切片 標本 中 
より pseudocyst を 見 出 し た け で ある 。 九州 地方 に は 
Toxoplasma の 人 体感 染 が 多 い の で は な いか と 思わ れ 


や ぐっ o 








4. 腔 トリ ュ モ キー ナス の マウ み ス 用 
腔 感染 に 及ぼ す 細 菌 , 其他 の 同 
時 接種 物 の 影 故 


済生会 病院 ・ 婦 人 科 
久保 田 一 疹 


The effect of simultaneously inplanted bacteria 
and some substances upon the intra-Deri- 
toneal infection of mice with 
プア c の 2702274S の の 77272S。 

氏 azuhiko IKubota. 

と に 有 ト リコ モー ナス と 諸 細菌 と の 関係 に 関し て 研 
究 し て 来 た 。 今回 膝 「 ト 」 の マウ ス 腹 膝 感染 に 及ぼ す 細 
菌 , 其他 の 同時 接種 物 の 影響 を 観察 し た の で 報告 する 。 
実験 動物 は DD 系 マウ ス 1158 匹 , 供 試 細菌 は SZz. gz- 
プ と ZS, OZ7Z。 の 7 の zes。 S72. 2e220/777cS, 万 co77。 カ 7 の 077, 
Corynebacterium No. 51, Doederlein*s bacilli, アァ o- 
7ezS 2Zg677S, 剤 其他 の も の は 忠 体 浸出 液 , 死 虫 体 浮 
遊 液 , SZz. gzzezs の 死 菌 体 浮遊 液 , クロ ナ ト ー ル , 50 
%% ブ ドー 糖 液 , 0 藻 土 , 活性 記 で ある 。 之 
等 の $ ゃ の を 同時 接種 し て , 膝 「 ト 」 単独 接種 の 場合 と の 
me と 。 

私 の 実験 に 於 て 膝 「 ト 」 単独 接種 の 場合 に は 感染 を 惹 
SPP なり 接種 由 体 数 100 万 以上 を 必要 と 
し た 。 即ち 50 万 で は 既に 感染 は お こら な い 。 双 感染 が お 

つた か どう か を 録 察する 時 期 は 問題 と な る 。 凌 衝 人 2 
週間 目 と 4 週間 目 と で は 感染 率 が 約 V。 と な る 。 即ち 時 

間 の 経過 と 共に 一 度 感染 し た も の で る 自然 治癒 し て し ま 
ふと 云う と と が 考え らら れる 。 

本 実験 で は 接種 虫 体 数 1 00 万 , 50 万 , 25 万 と し , 之 等 
拉 お 加 物 を 加え た 。 双 接種 後 2 週間 目 に 枚 
レ 。 感染 の 有無 を ! し ら べ た 。 

之 等 添加 物 を 加 へ た 場合 で も 発 来 する 病 型 は 膝 「 ト 
単独 接種 の 場合 と 同様 で 腹水 発生 , 肛 瘍 形成 型 に 分 ける 
こと が 出来 る 。 還 二 の の きま 多 で す に 
活発 な 多数 の 生息 体 を 認め る 。 臓 瘍 型 に 於 も 時 に 腹水 を 
認め る と と が ある が 之 は 太尾 ご ある o 

wmwyas : 加 へ た 場合 に は 接種 虫 体 数 50 万 。 い た 

で る 腫 「 ト 」 の 感染 を お と さ しめ る と と が 出来 る 。 
Pb SZz. gzZezS, 万 . co 等 は 著 明 , 薬剤 其他 
の も の で は クロ ナ ト ー ル , ブ ド ー 糖 液 , レ 線 , 休 若 土 , 


括 性 炭 等 は 著 明 で ある 。 
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添加 物 の 存在 意義 に 関し て は 明解 を 期 し て は いな 
eSeocwe2 和 ーー 
に する 。 
発 来 する 病 
今後 の 研究 に 待ち 


に 関し て 其 発生 機 序 の 程 は 不明 に し て , 
た いと 処 う フ 。 


5. ZZzcZoyz の 2 の S の 2g22427S の 解 
糖 系 に 及ぼ す 副 腎 皮 質 ホ ん モ 
ン の 影響 に つい て 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
岡 還 孝 


中 目 


6. ZZzcZozzo2 の S 722Z2S の 渡 銀 
法 陽性 物質 の 概 対 


慶 大 医学 部 ・ 和 寄生 虫 学 教室 
時 村 弘 


Studies on a rod-shaped body detected by 
silver stain method in co の ZS 777S。 


Hiroshi Nomura。 


7. ZZS を 材料 と し て , 鍼 銀 法 陽性 を 示す 小 器 宮 及 
びそ の 分 再 像 , 構成 物質 等 を 検討 し , 更に 固定 液 , 染色 
液 の 種別 に ょ る 第 様 な 小 器 宮 出現 の 有無 及び 優劣 を 追求 

7. zz が s は 届 殺 し た 直後 の 「 ハ へ ハムスター」 の 新鮮 な 
盲腸 内 容 か ら 得 た も の を 使用 し た 。 鍼 銀 は Romanes 銀 
法 に 従い , 一 般 形 態 並 びに 分 裂 形 態 に 関し て は Heiden- 
hain 鉄 へ マト キシ リン 染 色 に ょ つて 比較 検討 し た 。 金 
て の 由 体 は 棋 の 上 仙 に 控 状 捕 造 と し て 選 お 的 に 欠き 

る 小 器 宮 が 認め られ , blepharoplast と 

みち ら 発し て 基 条 と 平行 し 核 後 端 に 長く 延び て いる 。 か か 
る 小 器 宮 は 先 人 の 報告 を 総合 する と Sa body に 
一 致す る よう で ある 。 其 の 他 虫 体 個 体 に ょ り 波動 膜 が 北 
銀 陽性 を 示す も の も 展 々 認め られ た 。 鍼 銀 法 に よる paz 
rabasal body の 分 裂 像 は 従 列 に よる も の で あつ た 。 デ プ 
方 の parabasal body が 新生 され る よう な 像 も 認め らち 
れ た が , と れ は 分 裂 経過 中 に , parabasal booy と 同様 
に 染 出す る 小 体 が 三 本 認 め ら れ 内 1 本 短 少 な も の が 展 々 
観 窪 され る と と か ら 理 定 出来 , 同時 に 短 少 な 小 体 は pas 
rabasal body と は 異 る 他 の 小 器 宮 と 推定 され た 。 多 銀 
され る 小 体 は Mallory の 焼 モ リブ デン 酸 へ ヘマ トキ シリ 
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ン 法 , Azann 法 , Sudan 是 法 , Osmic 酸 法 , Sudan 
black 法 の 染色 に 陽性 を 示し た と と か ら 考 擦 し 繊維 様 な 
袋 の 中 に 脂質 が 充満 され て いる ソー セー ジ 様 の 構造 で 構 
成 さ れ て いる も の と 考え られ た 。 元 来 parabasal body 
は Heidenhain 鉄 へ マト キシ リン 染色 で は 特殊 な 固定 剤 
に よら な けれ ぼ ぽ 認 め ら れ な いと 記載 され て きた が , 銭 銀 
法 及 び Delafield 染色 に 就 い て , Bodian'*s fixative No. 
1. Carnoy's fiuid, Carnoy's acetic alchol, Buffered 
Formalin, Alcohol Formalin Acetic, Serra's fuid, 
20 Acetic acid, Schaudinn'"s fnid, Muller*s fuid, 
Zenker's Huid, Aceton, 100 Alchol, Osmic acid, 
の 18 種 の 固定 剤 を 使用 し た 結果 , parabasal body は い 
づれ の 固定 液 こ に よ つ て も 全て 陽性 に 染 出し , 中 で も Bo 
dian, Schaudinn の 両者 が 最良 の 様 で あつ た : 。HHeiden- 
hain 鉄 へ マト キシ リン : 染 色 に 就 い て は 以上 の 固定 剤 の 
内 8 種 を 用 いて 検討 し た が 何れ も 陰性 で あつ た 。 para- 
basal body の 機能 に 関し て 現在 迄 新陳代謝 に 関与 する 
小 器 宮 で あら うと 想像 され て いる が , 本 実験 に 於 て その 
機能 に つい て は 全く 把握 する と と が 出来 な か つた 。 


7. トリ ュ モ キー ナス 三種 の 呼吸 
代謝 比較 


慶 大 医学 部 ・ 寄 生 躍 学 教室 
浅 見 敬 三 
On the respiratory metabolisrm of co- 


720 の ZS の の 2775,、 7。 oe/zS and 7. gg/77z26. 
Keizo Asarmni 


人 体 寄生 の 7zc ん ozozgs 9gg72 の 78S。 和牛 の 7. げ oe/xs, 
家 信 の 7. gg//zzge の 三種 は 何れ も 宿主 に 明白 な 病害 を 
与 へ る も の と し て 重要 で ある 。 之 等 は 形態 的 生理 的 に 
多 の 酷似 点 を 有 し Pe は 未だ 充分 な 比較 
検討 が 行 は れ て いな い 。 双 之 等 三種 に 共通 な 特長 は 他 の 
種 と 異 り , PRNeeeaemrsiyseos 演 

は 三種 の 無菌 培養 株 を 用 ひ て 呼吸 代謝 に お ける 二 三 の 
点 の 比較 を 行 つ た 

生育 培地 の 種類 , 株 の 古 さ , 増殖 時 期 等 の 諸点 が 呼吸 
測定 実験 で は 大 き な 影響 因子 と な り 得 る と と が 知ら れ て 
いる 。 此 の 実験 で は , 7. ア oezs, 7. gg777zge は mH 7.0 
の チ ス テイ ン ブ イ ヨン 血清 培地 で 継 代 し た 株 を , チ ス テ 
イン を 除い た 同上 培地 で 増殖 せしめ て 実験 に 供し , 7. 
29g674s で は 相 5.6 の チ ス テイ ン ブ イ ヨン 血清 培地 で 
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継 代 , 増殖 させ て 用 ひ た 。 株 は 何れ も 100 代 以上 継 代 し , 
断 様 な 培地 に 充分 に 馴れ 切 つ た も る の で ある 。 夫々 の 培養 
48 時 間 後 の 虫 体 を Krebs Ringer phosphate buffer で 
$ 回 遠 沈 洗 光 し , 培地 成分 を 可 及 的 に 除去 し た 。 

測定 は 型 の 如く ワー ル ブ ル グ 検 圧計 を 用 ひ た 。 酸素 吸 
収 測定 で の 容器 内 容 は , 主 宣 に トリ コモ ー ナ ス の 世 . 
R.B 懸 濁 液 1.6ml, 側室 に M/10 ブ ド ー 糖 0.2ml, 副 
室 に 102KO 耳 0.2ml を 入れ た も の で ある 。 恒温 柄 温 
度 は 87.5C と し た 。 

先 づ 夫 々 の 呼吸 至 適 貞 域 を 求め た 。 そ の 結果 〒. v. で 

と 6 の 間 , 7. な 7. gg が 7 一 8 の 間 で 

大 へ 最大 の 酸素 を 示 し た が , 之 は 夫々 の 種 の 培地 内 
増殖 の 至 適 貞 に 略 々 一 致す る 。 が の neet の . 
で は 中 6.0, 7., 7.g. で は 中 7.0 の .R. B 液 を 使 
用 する と と > ゝ し た 。 

7. の . の 酸素 吸収 を 虫 体 数 と の 関連 に お いて 測定 し た 
所 , tr し 
7. の. と 7. 及び 7. ヵ . と 7.g. の 夫々 の 組 で 同一 
上 体 数 て の 酸素 収 を 比較 し た 所 , 7. 2 ヵ . が 最大 で 7.. 
7. g. は 之 よ り 分 低い 値 を 示し た 。 

7. の. の カタ ラー ゼ に つい て は 一 定 し た 結論 が 未だ 得 
られ て いな い 。 ワー ル ブ ル グ 検 圧計 を 用 い , 理 。O。 を 基 
質 と し て 之 の 分 解 に よ つ て 生ずる O 量 を 測定 し た 所 , 
7. . に 最も 高い カタ ラー ゼ 活 性 が 見 られ , 7. gg は 之 
に 次 ぎ 7.2. が 最も 低い 結果 と な つた 。 之 に ょ つて 7. ヵ . 
に も カタ ラー ゼ の 存在 する と と が 分 つた が その 活性 を 三 
者 で 比較 する と , 夫々 の 生理 的 環境 例 へ ば 増殖 至 適 培地 
の 好 気 嫌気 度 と 関連 し て いる と と が 分 る 。 


8. マウ ス に 於 ける 7 ケル カ 274 の SO の 72 の 
gg2 の 672Se の 原 株 復 廊 と 拓 原 
構成 と の 関係 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
訪 坪 多重 光 ・ 中 林 敏 夫 ・ 猪 木 正三 


Relations between the revertions of 
relapse types to the original and 
the antigenic constitution. 
Shigemitsu Fukukita, Toshio Nakabayashi, 
Shozo Inoki 


原 株 Q よ り 再 発せ る 変異 株 民 は 一 段階 に て 原 株 に 人 復帰 
する 変異 方 向 性 が うか ゞ は れる 。 併 し 実際 観察 され る 衝 
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帰 機 放 に お いて は 一 段階 で 復帰 せ ず , 他 の 変異 株 を 仲介 
と し て 二 段 階 で 原 株 復帰 する 場合 が 相当 多く 見 られ る 。 
と の 説明 は 未だ 十分 なる 知見 を 得 て い な い が , 今回 私 は 
凝 塊 反 応 , 抗体 型 判定 , NR method を 用 いて , 変 
異 株 中 に Q 抗 原 の 存 在 を みとめ , 変異 株 中 に も 単 一 な る 
抗原 型 と Q 抗 原 を 含む 複合 的 な る 抗 原型 の ある 事 よ り 本 
原虫 の 抗原 構成 に 単 一 抗原 系 と 複合 抗原 の 系 統 を 推定 ! 
.、 た 。 即ち 変異 株 R の 単 一 抗原 系 と は 凝 塊 反 応 で 抗 民 血清 
に 十 , 抗 Q 血 清 に 一 , screening method で 治癒 マウ ス 

R に Q 原 虫 が , 治癒 マウ ス Q に 原虫 が 夫々 感染 する 事 
か ら , と の R は Q⑳ と は 異な る 抗原 型 を 有する 単 一 抗原 系 
で , 概ね 一 段階 で 原 株 に 復帰 する 。 複合 抗原 系 は 変異 株 
中 の 抗原 の 性 状 に より 主 ・ 潮 在 抗原 系 と 主 ・ 一 抗原 系 
に 分 けら れ , 前 者 は 凝 塊 反 応 で R 原 虫 が 抗 民 血清 に 十 , 
抗 Q 血 清 一 , で ある に 拘ら ず 治 癒 マ ウス ER に 原虫 が 感 
染 せ ず 。 治 瘍 マウス Q⑳ に RR 原 虫 が 感染 する 事 か ら 民 原虫 
内 に 潜在 的 に @ 抗 原 の 存 在 が みとめ られ る 。 主 ・ 副 抗原 
未 は 凝 塊 反 応 で ER 原虫 は 抗 民 及 び 両 血清 に 十 , 変異 株 中 
に Q 抗 原 の 存在 が 明らか で , な お screening method で 
治 瘍 マウ ス R に こ Q 原 虫 が , 治癒 マウ ス Q に RR 原 虫 が 夫々 
感染 せ ず 。 以上 複合 抗原 系 で は RR 原 虫 内 の 抗原 存在 の 
た め 一 段階 の 原 株 復帰 は 行 は れず 段階 以上 で 原 株 復帰 
す 。 私 は 変異 株 R。, R。, R」。, R,。 で 上 述 の 抗原 構成 の 
成績 を 得 て い る 。 

次 に 本 原虫 の 各 抗 原 系 統 に つい て 原 株 復帰 の 成績 を 示 
す と, 単 一 抗原 系 で は 78 例 中 0 例 実に 95. ya 
株 復帰 率 を 示し て いる 。 主 ・ 潜 在 抗原 系 は 41 例 , 主 
抗原 系 は 17 例 共に 全部 二 和 以 上 で 折 株 Q 和 放し - ia 
階 の 復帰 は 見 られ な い 。 以上 の 結果 変異 株 が 一 段階 で 原 
株 Q@ に 復帰 する の は 単 一 抗原 系 の 変異 株 で あり , 二 段 階 
以上 で の 復帰 は , 複合 抗原 系 の 場合 で 変異 株 中 に 副 次 的 
に Q 抗 原 が 存在 する た め , 上 直ちに と 原 株 に 復帰 出来 ず , 他 
の 単 一 抗原 系 の 変異 株 を 仲介 と し て 原 株 に 復帰 する ぇ 
と 考え る 。 


9. ー (CME 
する 隊 人 細菌 群 の 影 故 


。 北里 研究 所 寄生 昌 部 
ト 部 講 也 


Infiuences of concomitant bacterial fora 


upon the cultivation of 2/2z7272422 CO77。 
氏 inya Urabe 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 区 


豚 糞 便 か ら の 大 腸 バ ラン チチ ヂ ウ ム ュ 継 代 培 養 は 可能 で あ 
る の に , 之 を モル モッ ト , ラッ テヒ に 感染 きせ た 下 体 の 長 
期 に わた る 培養 は 困難 で ある と 云わ れ て 居る 。 と の 原因 
が 主 に 随伴 細菌 群 の 影響 に ょ る と 思わ れ た の で , モル 農 
染 束 体 の 培養 培地 へ この 原虫 本 来 の 宿主 で ある 豚 の 腸 内 
細 商 群 を 添加 し, 又 豚 及び 人 の 腸 内 細菌 24 時 間 培 養 を 行 
つた 培地 へ 之 等 虫 体 を 移 殖 する 事 に ょ り 継 代 培養 の 能 理 
の 増殖 能 を 対照 群 と 比較 検討 し た 。 実験 動物 に は バラ テ 
ンチ ヂ ウ ム に 極め て 感染 し 易い モル モッ ト を 用 い , 開腹 
手術 に より 直接 盲腸 内 へ 培養 点 体 浮 遊 液 5 cc を 注入 し , 
7 20 日 後に わた り 適 当 に 必殺 し て 盲腸 内 容 に お ける 束 
体 の 増殖 を 確 め た 後 , それ より 1 匹 に つい て Balamuth 
培地 4 cc 5 本 宛 48 時 間 継 代 培 養 を 行い , 同時 に 豚 腸 内 細 
菌 0.5cc を 添加 し て 試験 群 と し , 対 5 本 と 比較 し た 。 
次 いで 豚 及 び 普 通 健康 人 の 腸 内 細菌 24 時 間 培 養 Bala- 
We 
と 比較 し た 。 更に , 半 腹 時 に 予め 盲 妥 部 試験 空 素 を 行っ 
て 自然 感染 し て 時 る モル モッ ト か ら も その 内 容 に つい て 
同様 の 操作 を 行い , 之 と 実験 感染 の 場合 と を 比較 し た 。 
実験 感染 モル 24 匹 中 , 18 匹 か ら 継 代 培養 し た 結果 , 何 
れ も 3 て 4 代 で 中 体 ! 死 濾し た 。 そ と で 他 の 5 匹 に つい 
て 須 腸 内 細菌 添加 法 を 行 つた 結果 , 対照 群 は 2, 8, 
11, 9, 7 代 迄 増殖 を 示し た の に 対し , 試験 群 は 何れ の 
系 列 に お いて も より 長期 に わた る 継 代 培養 が 可能 で あつ 
こ 。 更に 又 , 6 匹 に つい て 同 条件 の 豚 及 び 人 腸 内 細菌 培 
地 各 5 本 宛 に 感染 虫 体 を 投入 移植 し た 所 , 合計 各々 30 本 
の 中 , 対照 群 は 4 代目 5 本 で 絶え た が 人 細菌 培地 で は 6 
代目 迄 増殖 し , 豚 細菌 培地 で は 6 代目 11 本 , 7 代目 Y 本 が 
増 玖 を 示 め し 10 代 以上 に わた り 増 殖 を みた も の 4 本 を 六 
へ た 。 双 , 自然 感染 モル 6 匹 に つい て も 同様 の 培養 方 法 
を 行 つ た が と の 場合 , 豚 細 菌 培 地 と 対照 群 培地 の 帳 体 培 
美 成績 は と ゃ に 4 代 迄 , 人 細菌 培地 培養 に お いて は 38 代 

迄 で 虫 体 は 死滅 し た 。 

以上 の 結果 か ら 次 の 事 が 要約 され る 。 即ち , 大 腸 ズ ラ 
ンチ チ ヂ ウ ム の 継 代 培養 に は 豚 の 腸 内 細菌 群 が 最も 好適 で 
あり,。 人 及び モル モッ ト の それ に ょ る 5 代 以 上 の 培養 は 
殆 ん ど 不 可能 , 又 自 然 感染 虫 体 より も 実験 感染 虫 体 の 方 
が 増殖 能 が 蘭 盛 で ある が 10 代 以上 に わた り 増 殖 を 示し た 
も の は 少数 で あつ た 。 

それ 表 に 。 実験 感染 小 動物 内 容 か ら の 虫 体 培 養 に 際 
し , 之 に 本 来 の 宿主 で ある 豚 の 腸 内 細菌 を 泊 加 する な らち 
ば , その 長期 継 代 培養 は 比較 的 容易 と な る 事 が 推 祭 され 


(48 ) 
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10. 答 生 虫 の 病害 作用 に 関す る 研究 
(1) 
肝 蜂 の 病害 作用 に つい て 


日 本 大 学 農学 部 獣医 学科 
谷口 守男 ・ 山 崎 英明 
日 本 化 薬 株 式 会 社 
中 島 三 夫 


Pathological studies on the 
parasitic disease 
(1) Liver fuke disease 
Morio Taniguti, Hideaki Yamazaki, 
Mituo Nakajima 


和牛 肝 星 の 病害 作用 を 究明 する 目的 で 届 場 より 得 た 新鮮 
な 牛 肝 星 を 2022 食 塩水 溶 液 と な し と の 毒性 を 検 す る た め 
体重 2560g の モル モッ ト に 静 注 ( 100 中 /kg) する と モ 
ル モ ッ ト は 呼吸 困難 状態 を 呈し つ ゝ 注射 後 5 10 分 以内 
に 稲 死 し た 。 解剖 し て みる と 肺 の 強力 な る 気 腫 , 出血 
( 点 状 ・ 斑 状 ) と 腹膜 下 出血 が 著 明 で あつ た 。 和牛 肝 星 液 
か ら エ ー テ ル と エチ ー ル アル コー ル (99) を 用 いて 脂 
質 ・ 蛋 白 ・ 精 の 3 分 層 を 得 この 分 層 を 用 いて 次 に 示す 実 
験 を 実施 し た 。 

1。 家 束 血球 5 及び 1 多 に 於 て 粗 肝 星 液 は 落 血 性 を 
示し , 分 選 部 分 に 於 て 糖分 層 が 最も 溶血 性 強く 次 で 脂質 
で 和 蛋 白 分 層 は 溶血 性 が 弱 か つ た 。 

2。 Schwartzman 型 皮 膚 反応 で 肝 蜂 は アレ ルギー 作 
用 を 有する こと と を 立証 し , 特に 精製 分 許し て 得 た 蛋白 禄 
分 は その 作用 が 最も 強く 出現 し た 。 

9。 肝 蜂 は アレ ルギー 様 作用 ( 抗 元 の み の 作用 ) を 有 
する と と を Schultz-Dale 法 に よ つ て 認め た 。 と の 作用 
は 抗 元 の み に よ つて 起 る 作用 で ラッテ 出 腸管 に 対し て 
は , 腸管 の 収縮 を 起 さ ず 従 来 ヒ スタ ミン 様 と の 言葉 で 表 
現さ れ た 作用 で ある 。 

4。 Schultz-Dale 法 に よ ょ つて 肝 蜂 が アレ ルギー 作用 
を 有 し , 復 白 分 層 が その 作用 を 強力 に 示す と と に つい て 
再 確認 し た 。 

と の 肝 蜂 アレ ルギー は 受身 感 作 即 ち 肝 星 寄生 牛 の 血清 
を も つて し て を 成立 する 。 

5. 肝 明 の アレ ルギー 様 作用 , アレ ルギー 作用 は 抗 ヒ 
スタ ミン 剤 で ある レス タ ミ ン で 完全 に 阻止 得る と と を 
立証 し 得 た 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 ) 森 下 哲 夫 
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肝 蜂 成分 と 肝 蜂 飼育 液 と の 間 に は 化学 的 に 異 る も の が 
あり , 肝 台 定 の 究明 に は これ ら の と と も 考慮 する 必要 が 
ある 。 


11. 東北 海道 に 於 ける 寄生 息 病 の 
実態 調査 〈3) 
十勝 に 於 ける 乳牛 の 肝 感 染 状況 に 就 て 


帯広 畜産 大 学 
市 岡 朝 玉 , 渡辺 英夫 , 中 島 正夫 , 伊藤 表 
帯広 家畜 保健 所 
山 ロ 博 司 
幕別 町 農 共 
右 田 時 


Parasitological studies in 
the eastern part of Hokkaido. 
(3) An. epidemiological survey in Tokachi. 
T. Ichioka, 耳 . Watanabe, M. Nakajima, 
KK. Ito, M. Ishida, H. Yamaguchi 


肝 軽 症 は 北海 道 に 於 て も 道 南 地方 に は 以前 か ら そ の 発 
生 を 認め られ 近年 は 宗谷 , 北見 , 根室 , 日 高地 方 に も 発生 
の 報告 が ある が 十勝 に 於 て は 殆 ん ど 見 開 し な い 。 然るに 
昭和 30 年 3 月 十勝 の 幕別 町 明野 の 一 農家 の 乳牛 一 頭 が 明 
か に 肝 双 症 状 を 呈し 由 卵 検査 に より これ を 確認 し た こと 
を 知り 現地 調査 を 試み た 。 と の 家 の 中 の 飼養 管理 状態 は 
同 家 の 裏 の 湿地 帯 の 湧 水 を 集め た 小池 の 水 を 与え て 居 
た 。 と の 湿地 帯 に モ フ ア ラガ イ を 多数 見 出し た が ヒメ モ 
ノア ラガ イ に 就 て は 目下 調査 中 で ある 。 と の 肝 軽 発生 地 
明野 を 中 心 と し 附近 部 落 乳 牛 118 頭 に つい て 同年 10 月 中 
旬 こ 肝 蜂 感染 の 実態 を 調査 し た 。 診断 法 と し て 74 頭 に つ 
いて は 小野 氏 皮 内 反応 (以下 皮 内 反応 と 略称 ) 及 渡辺 氏 息 
卵 検査 法 (以下 虫 卵 検査 と 略称 ) を 併用 し 他 の 39 頭 に つ 
いて は 虫 卵 検査 の み を 行 つ た 。 そ の 成績 は 前 記 74 例 中 皮 
内 反応 陽性 47 例 (63.51 22) に 反し 虫 卵 検査 陽性 は 僅か 
に 3 例 (4.052) に 過ぎ な い 。 由 卵 検査 の み の 39 例 は 陽 
性 2 例 (5.182%) で あつ た が 特に 健康 異常 を 訴え る 和牛 3 
頭 に 対 し 皮 内 反応 を 試み た と と ろ 何 れ も 陽 性 で あつ た 。 
以上 成績 に ょ り 皮 内 反応 と 虫 卵 検査 の 結果 を 比較 する 
と 皮 内 反応 は 著しく 高 率 で 束 卵 検査 は 低 素 で ある 。 大 し 
て と れ と 同様 の 傾向 の 報告 が 北海 道 に 於 て 1 ~ 2 発表 さ 


れ て 居る 。 こ と の 点 に 関す る 実際 の 検討 は 今後 更に 季節 別 
に 精細 な 観察 を 行う と 共に 中 間 宿 主 の 発見 と その 生物 学 
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的 研究 を 進め 究明 する 予定 で ある 。 
- き て 本 誰 各 地 に 発 年 する る 和牛 の 肝 双 症 の 被害 は 甚大 で * 
る に 拘 2 こ 於 て は 殆 ん ど そ の 被害 が 問題 に さ , 

て 居 な る に 現地 調査 の 成績 は 以上 の 通り で あり 更 


ー eevweewdaAcOPPo 二 生生 
る と と は ほ は 無 症状 
肝 蜂 感染 牛 の 相 当 多い と と が 推定 され る 。 耐 し て と れ が 


豚 に 可 な り 高 率 に 肝 蜂 寄生 を 実証 し て 


北海 道 の 肝 軽 感染 の 実際 で あり 皮 内 反応 の 陽性 に 現れ < 
所 以 で も あろ う 。 肝 軽 以外 の 寄生 虫 と し て は 和牛 こく し ち ぢ 
うず , 和牛 虫 , クー パー 毛 様 線 虫 , 牛 稔 転 朋 虫 , 和牛 腸 結 
節 虫 , 拡張 条 虫 , ベネ デン 条 虫 , 騰 星 , 双 口 吸虫 の 寄生 
を 認め た 。 


12. sezgezozc2S 722270Z の セ 
ルケ カリア 及び メタ セル カリ ア 
特に その 発育 に つい て 
静岡 大 学 保健 学 教室 
伊藤 二 度 , 租 垣 光 己 


Redescription of cercaria and inetacercaria 
of sezezozc/zS 2 の 7 の ア , GSpDecially of the 
development of its metacercari2 
(Heterophyeidae)。 

Jiro Ito, Masami Inagaki 


昌 際 の あみ すり ア 凌 の ネ ク テ キル 近 す ア 引 症 内 の 
それ ら と 甚だ し く 酷 似 し , その 和 鑑別 は 相当 の 経験 を 要 す 
。 依 つて 筆者 等 は , セル カリ ア 及 び メ タ セ ルカ リア の 
形態 を 出来 る 限り 詳細 ご 観 察し て 横川 昌 と の 角 別 に 便 
な らし め た 。 モ ルカ リア は 静岡 県 田方 郡 地 方 に 産 する 河 
見 子 か ら 得 ,。 メタ セル カリ ア は に 実験 室内 で 金魚 に 感染 モ 
し め て 得 た 。 
モル カリ ア の 形態 は 略 々 高橋 (1928) の 記載 に 一 致す 
る が , 次 の 8 点 MR 加え 得 た 。 第 一 は , 排 港 型式 
だ 不明 で あつ た が , . 今 回 の 欠 察 に 丈 電 和 
SWWs =24 と 決定 する 事 が 出来 
更に 之 は 次 の メタ セル カリ ア の 時 期 に る 全く 不 秦 で あつ 
た 。 第 二 は , 所 詩 口 の 数 は 高橋 に ょ る と 内 側 か ら 3, 
4 5, 9 10, と され , 山口 (1988) に よる と 3, 
4,。 9 と され て いた が 今回 の 観察 ご で は 8, 4 て 6, 8 て 
11 で あり , 最 内 層 の 口 苑 の み が 大 体 一 定 で 8 本 で ある 事 
が 明か と な つた 。 第 三 は , 従来 感覚 毛 が 5 対 と され て 居 
た が 新た に 5 対 を 加え る 事 が 出来 た 。 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 第 


叱 の セル カリ ア を 金魚 に 感染 せしめ , 本 寺前 
目 。 1, 8, 5, 7, 10, 14, 21 日 目 の 各 時 期 に お ! 
ES 
の それ と 容易 だ 鑑別 出来 る 様 に し た 。 その 要点 を 記す 
と , 第 1 日 目 で は 体 は 所 主 空 胞 状 の 変態 期 に ある が , 詳 
細 に 観 窒 する と 半 セ ルカ リア の 時 期 の 器官 が 殆 ん ど 残 っ 
て 居 た 。 第 3 日 目 で 既に 案 丸 が 鉛 察 され , 第 5 日 目 で ロ 
球 消 失 , 裸 丸 下降 , 卵巣 出現 と な り 第 Y 晶 目 て 眼 点 清 
た 。 排 浴 訓 粒 出現 , 産 門出 現 と な つた 。 第 10 日 目 で は 
子宮 , 貯 精 要 , 卵 形成 腔 等 が 出現 し , 更に 丸 内 に 精子 
形成 認め られ 始め た 。 第 14 日 目 人 至り 暗く メタ ヤ ルカ 
リア と し て の 形態 が 完成 され , 貯 精 妻 内 に 運動 性 の 精子 
が 移行 し 始め , ee 
し て 居る の が 認め られ た 。21 日 目 に 至り , ら て 本 吸 和 
CSC 
育 過程 を まとめ て 見 る と , 主 な 点 は 排 港 系 形式 は 不変 で 
ある 事 , 排 浴 裏 内 の 吾 粒 は 7 日 目 に 至 つて 始め て 出現 す 
る 事 , 生殖 器 管 の 発育 は 概して 雄性 先 部 の 如く で ある 事 , 
志 丸 の 原 基 は セル カリ ア 時 期 の 腹 吸 盤 直 後に あり , 之 が 
次 第 に 下降 し て 体 後 端 の 両側 に 位置 する 事 等 が 明か と な 


と 


プチ (: 
13 豊川 流域 の 横川 骸 虫 に つい て 
愛知 県 衛生 部 防疫 課 
百 井 一 政 
中 部 日 本 寄生 中 予防 協会 
加 藤 俊 一 


Studies on 7e72goZ272744S の を の 8 の 477 
of the Toyokawa basin. 
Ichiro Momoi, Toshikazu Kato 


寄生 虫 の 保有 素 は 全国 的 に みて 和 精 減少 し つ ゝ ある が 地 
区 的 に は 肝 チ ヂ ス , 横川 吸虫 等 も 今 商 相当 間 延 し て いる ょ 
うに 思 は れる 。 か か る 見 地 か ら 我 は 昭和 27 年 秋 愛 知 県 

豊川 流域 の 横川 吸虫 の 墓 延 状 況 を 調査 し 先 に 
其 の 後 の 調査 状況 を 報告 する 。 厚生 省 防疫 課 の 調査 に 依 
> と 横川 吸虫 の 全国 保有 率 は 昭和 27 年 が 0.0885, 28 年 
は 0.01282 で 27 年 と 比較 する と 約 !/』 弱 の 減少 で 29 年 が 
0.01892 と な つて お り 28 年 より 策 上 廻 つ 
る 。 当 協会 調査 の 愛知 県 平均 は 昭和 26 年 が 0.0136 , 
27 年 が 0.01632, 28 年 は 0.015922, 29 年 が 0.02042, 30 年 
が 0.0196 多 で 全国 と 大 差 は な いよ うに 思 は れる 。 
昭和 27 年 我々 が 調査 し た 愛知 県 豊川 流域 の 墓 延 地 区 三 


告 し た が 


て いる よう て あ 
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は な い が 赤 色 を 呈す る 。 


昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


ヶ 町 村 平 均 保 有 素 は 8。 MM を ol 
は 6.43%% で 前 回 の 調査 より 1.72% の 減少 を 見 る に 至 つた 
が し か し 其 の 間 に 前 回 の 検査 直後 町 村 当 局 に 於 て は 横川 
級 虫 の 予防 対策 に 全力 を 注ぎ 保 卵 者 全員 に 駆虫 薬 を 服薬 
は し め 更 に 保健 所 で 後 検便 を 実 旋 し た と き は 大 部 分 の ミ 
の が 陰性 で あつ た ょ よう で ある が , 我 く の 今回 の 結果 が 前 
回 の 保有 率 と 比較 し て 著しい 差 の な い の を 見 る と と れ は 
時 的 な 減少 で は な いか と 思 は れる 。 商 由 卵 の 大 き さ を 
出 定 し た 処 0.027 呈 0.035mmx 0.017mmー 0.020mm で 
平均 0.0811mm X0.0189mm で 策 大 型 に 見 られ た の は 検査 法 
が 落 抹 法 に よ つ た 為 標本 を 作製 する 際 指 頭 で 材料 を 押し 
拡げ る 内 係 上 虫 卵 が 押え られ て 大 きく な つて いる も の と 
考え られ る 。 
() (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 浅 田 順 一 
広島 県 府中 市 の 某 会 社 の 職員 内 家族 が 横川 吸虫 の 意外 
に 濃厚 な る 感染 を 受け て いる 事実 を 確認 し た 。 即 検査 人 
員 157 名 中 職員 41.822, 家族 28.92% に 虫 卵 を 検出 し た 。 
面 し て 其 の 寄生 数 最大 1456 条 も 認め た 。 


14. 横川 吸虫 の 組織 化学 的 研究 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
有岡 格 , 三浦 守 


Histochemical studies on / ル 7e7Zgo7222274S の を の g20 の 7 。 


Hisasi Arioka, Mamoru Miura 


横川 吸 上 セ ルカ リア (以下 「 セ ] と 略記 ) 及び メタ セ 
ルカ リア (以下 「 メ タ 」 と 中 記 ) に 就 いて 多糖 体 , 酵素 
等 を 組織 化学 的 に 検索 し た 。 

1) ei 
消化 試験 を 併用 し た 。 固 定 は Carnoy 氏 液 及 び Gendre 
の 液 を 用 ひ た 。「 メ タ 」 で は 口 吸 盤 附近 及び 前 体 部 に は 
比較 的 少 い が , 中 央 部 か ら 後 体 部 に か け て , 大 小 の 類 粒 状 
並び に 塊状 に 認め られ る 。「 セ 」 で は 体 部 及び 尾部 共に 
者 明 に 反応 する が , 後 体 部 に 存在 する 粗大 な 塊状 染 着物 
質 は 星 液 試 験 後 も 依然 反応 する 。 尾 部 及び 前 体 部 特に ロ 
中 盤 附 近 の 染 着物 質 は 消失 し て いる 。 

2) 0.052 タ トル イ ヂ ン 青 に より 「 セ 」 の 口 吸 盤 先 適 部 
に 著 明 な メタ クロ マジ ー を 起す 冠状 の 器官 が 存在 する 。 
これ は 染色 液 の 吊 7。0, 4.1。 2.5 の 何れ で も 著 明 に し 
て , チオ ニン に ょ つて も 赤 紫 色 を 示し , メチ ル 緑 に は 染 
ら ず , ピロ ニン で は 淡 染 する 。 双 浜 崎 氏 石 炭酸 フク シン 
ヨード 法 で は Te, Cu, Cr 合 剤 固定 の も の で は 鮮明 で 
Feulgen 反応 は 陰性 で ある 。 と 
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の 様 な 対 状 の 器官 は 成 肛 せ る 「 セ 」 に の み 認 め ら れ , 未 
熟 の も の に は 存在 し な い が ,・ 略 々 咽頭 の 高 さ で 眼 点 の 精 
々 内 側 に , 同様 に 反応 する 1 対 の 腺 様 器官 が あり , これ 
みか ら 細 管 が 口 部 に 向 ふ 状態 が 観察 出来 る る の も ある 。 
3) 酵素 と し て 酸性 フォ スラ ファ ター ゼ が 「 セ | の 腺 細 
胞 群 及び 其 排 洪 管 に 陽性 で , 成 誤 せ る 「 セ 」 で は Go- 
前 桂 和 和 の アン モニ ア 銀 法 共に 4 本 の 
排 港 管 に 著 明 に し て , 腺 細 胞 群 で は 不定 で ある が , 幼 若 
の も の で は 排 洪 管 は 銘 ん ど 反 応 陰 性 で , 腺 細胞 群 に の み 
現れ る 。 こ と の 部 の 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ は 「 セ 」 の 死後 
ME の 。 「 メ タ 」| で は Gomorl の 硫化 鉛 法 
より 排 浴 裏 内 串 粒 が 著 明 た 黒色 を 呈し , 対照 る 同様 に 
反応 し , 武内 等 の アン モニ ア 銀 法 で も 陽性 を 示す 。 多 
KGssa の 硝酸 銀 法 , Roehl の へ マト キシ リン 法 , 保田 氏 
法 等 も 陽性 を 示す が , 岡本 等 の Alizarin S を 用 ひ た 
Ca の 直接 , 間接 法 共 に 陰性 で , 次 亜 泊 度 酸 アル カリ 
法 及 び Titangelb を 用 ひ た IMg 証明 法 は 共に 陽性 を 示 
し , 各種 鑑別 法 を 施行 し た 結果 は Mg の 呈 色 反応 に 一 致 


する 。 
( 問 ) (名 大 ・ 解 前 ) 石 川 道雄 


Toluidinblune に よる 異色 染色 像 と , Gomori 陽性 像 
と の 間 に 相 関 関係 は あり ませ ん か 。 
( 答 ) 
現在 衝 直 接 の 関係 を 
あり ます 。 


つか ん で は 居り ませ ん が 検討 中 で 


(金沢 大 学 ) 吉 村 和裕 之 

① Toluidin 青 の cercaria の metachromasy 染 
色 性 物質 に つい て 低 分 子 DNA で ある と いう 決定 に 対し 
て は 猫 mucoprotein 系 の も の も 考え られ ます し 最近 の 
研究 で は 後者 の 物質 か ら な る 特別 な 機能 を 有する 器官 で 
ある と の 説 が 行 は れ て いま す が そ の 点 を お 同 

⑨ アア zzggoZ222S 6S7e72 の 72 の cercaria (に つい 
て 同様 の 興味 ある 知見 を 得 て 居り 追 つて 報告 致し た く 買 
つて いま す 。 

( 答 ) 

① ピロ ニン に 対し て は 淡 染 致し て 居り ます 。 低 重 合 
の DNNA で は な いか と 云う 線 で 現在 検討 中 で ある 。 


レ た い 。 
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15. 四 國 に むけ る 肝 吸 下 の 研究 


徳島 大 学 医学 部 病理 学 教室 
山口 富雄 ・ 村 上 邦 王 ・ 坂 本 芳 久 ・ 西 本 眞 士 夫 


Studies on C/ozozc/zS SsZZe2S2S in Shikoku 
Island 

Tomio Yamaguchi, Kunihira Murakarni, 

Yoshihisa Sakamoto, Mashio nishimoto 


四国 に お ける 肝 吸 虫 の 確実 な 証明 は , 1912 年 , 小林 晴 
治郎 博士 に より , 徳島 県 下 の 吉野 川 お よび 勝浦 川 で と 
た モツ ご か ら , 被 要 幼 虫 証明 の 報告 が ある に すぎ な い 。 

われ われ は , 1955 年 8 月 か ら 1956 年 8 月 の 間 , 香川 県 
吉 座 いた 灯 剛 の と 


地帯 に 重点 を お いて 調査 を す > め て きた の で , その 結果 
を 報告 する 
1) 徳島 県 


板野 郡 大 津村 の 全 地 区 に わた つて 採集 し た モツ ゴ 8385 
中 311 (92.52) に 肝 吸 虫 被 宴 幼 虫 を 証明 し , 1 尾 当り 
0 人 工 消 化 に より , 6 g の ぁ る の に 998 で 

こ 。 板野 郡 北島 町 の モツ ゴ ご に は , 65 中 55 (84.6 多 ), 
ト / ee 792 中 7 (7.6 2) と それ ぞ れ 被 栓 幼虫 を 
見 出し ,。 その 他 に , 徳島 県 南部 の 那賀 郡 坂野 町 で と れ た 
モツ ゴブ に も ゃ , 38 中 1 (2.6 多 ) に 証明 し た 。 

住民 の 糞便 検査 成績 で は , 鳴門 市 撫養 高校 生徒 400 名 


eu 
は , 鳴門 市 , 大津 , 松茂 , 川内 , 堀江 の 各市 町 村 で あ 
る 。 また, 松茂 村 の 各 年 齢 層 に わた る 981 名 中 67 名 (7. 


2 2) に 虫 卵 を 認め , 30 歳 台 が 18.12 で 最高 を 示し た 
な お 。 大 津村 内 の 二 地 区 で は , 55 名 中 14 名 (85.4 
で , 中 で も 吉永 地区 は 40.62 に 虫 卵 を 見 出し た 。 そ の 他 
に , 県 南 の 富岡 西高 等 学校 生徒 628 名 中 1 名 に , 確実 に 
現地 で 感染 し た と 考え られ る も の を 証明 し た 。 

板野 郡 で と れ た モツ ゴ を イヌ 6 頭 に あたえ た と と ろ , 
宮 検 に より , すべ て に 忠 体 を 肝臓 か ら 証明 し , 約 100 尾 
た えた も の で は , 25,000 匹 以上 に 及ぶ 多数 の 下 体 
を 証明 し , 松茂 村 産 の フナ 1 尾 を 試 信 させ た イヌ に も , 
成東 を 見 出し た 。 

2) 高知 県 = 

高知 市 東郡 の 東 崎 お ょ び 上 高須 ご で とれ 
郡 伊野 困 枝 川 ご で と れ た モツ ご 4 お よび 
肝 吸 息 幼 昌 陰性 で あつ た 。 

3) 愛媛 県 


Ra 
を あ 


た モツ ご ゴ 14, 高岡 
フナ 8 は は 。 と | 信 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


周 桑 郡田 野村 産 の フナ 2 を 検査 し て 陰性 。 

以上 の よう に , 今日 まで の 調査 か ら 徳島 県 下 に は 。 予 
想 以 上 に 濃厚 な 肝 吸 虫 の 浸 淫 地 の ある と と を 確か め る と 
と が 出来 た 。 な お , 四国 各地 に も , 同様 な 浸 淫 地 の 存在 
が 考え られ , 目下 検索 を 続行 中 で ある 。 


( 問 ) (熊本 ・ 寄 生 虫 ) 岡 村 一 人 郎 
1) 徳島 大 学 で の 解剖 例 中 の 肝 吸 邊 症例 を お 教 へ 願い 
だ も り \。 


2) 多数 寄生 犬 例 の 肝 所 見 は いか が で し た か , お 教 へ 
願い た い 。 

( 答 ) 

1) 約 130 体 中 4 体 。 


16. 犬 肺 吸 虫 症 の 肝 脈 管 系 の 形態 
学 的 研究 
肺 吸虫 被 糧 幼虫 感染 に よる 血管 の 変形 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 
細川 修治 ・ 高 橋 一 度 


Morphological studies of the hepatic vascular 
syStem in dog's paragonimiasisS. On changes 
of the hepatic blood vessels due to infection 
with the metacercariae Of ZZg の 7427274S 
2 の の S7677742477 . 


Shuji Hosokawa, Ichiro Takahashi 


昭和 80 年 11 月 , 第 11 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支 部 大 会 
で 肝 の 合成 樹脂 鋳型 標本 検査 成績 を 発表 し , 其 の 席 上 , 
犬 肺 吸虫 症 に 於 ける 幼 チ スト マ が 門 脈 系 に 依る 肝 内 移行 
ぅ 想像 され る と 発表 し た 。 此 度 , 連続 切片 標本 に 依り 組 
織 学 的 に 肝 (特に 門 脈 ) を 検査 し た の で 其 の 成績 を 報告 

検査 は 前 発表 と 同様 に 生後 約 4 ヶ月 迄 の 体重 5.0 kg 
以下 の 雑 犬 を 用 い , 肺 吸虫 被 糧 幼虫 を 50 て 100 個 投 与 し 
て , 約 1 一 2 週間 後に 放 血 , 居 殺 し , ベル リン ブラ ウ を 
適当 量 混 じ た 5 多 ゼ ラチ ン 溶 液 を 速 に 門 脈 内 に 注入 し た 
後 , 10 タ ホル マリ ン 薔 液 で 固定 し た 。 固定 後 , 肝 を 信 葉 
別に し て 夫 等 を 適当 に 切断 し , 断面 を 実体 顕微 鏡 で 欠 宗 

し 。 先 の 合成 樹脂 鋳型 標本 の 所 見 を 参考 に し て 幼 ヂ スト 
マ が 脱出 し た と 考え られ る 部 分 を 切除 し , それ の 連続 切 
片 標本 を 作製 し て 詳細 に 鏡 検 し た 。 

検査 成績 

門 脈 の 周囲 は 好 酸 球 , 好 中 球 の 浸潤 が 閉 明 で あり , 
門 脈 壁 の 胡 粗 化 が 認め られ た 。 門 脈 が 幼 チ スト マ に より 
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宰 通 され た と 思わ れる 部 位 で は グリ ソン 氏 珍 に 細胞 浸 
潤 , 出血 等 が 認め られ た 。 併 し 血管 藤 か 容 通 され た 状態 
は 著 明 で は な い が 門 脈 に 注入 され た ゼラ チン が 鐵 接 の 虫 
道内 に 流入 し て いる の を 認め た 。 正道 に 就 い て は 直線 的 
な も の は な く , 屈曲 し て 多種 多様 の 形態 を 呈し , その 部 
に は 細胞 浸潤 , 出血 を 認め た 。 虫 道 の 短 か いも の は 全般 
に 細胞 浸潤 が 出血 より 著 明 で ある 。 下 道 の 長い も の で は 
脱出 し た と 考え られ る 門 脈 附近 は 細胞 浸潤 , 出血 等 が 認 
め ら れる が , 虫 体 の 近く で は 細胞 浸潤 ょ り も 出血 , 壊死 
の 方 が 著 明 で ある 。 但 し 東 道 外 の 息 体 周明 に は 細胞 浸潤 
が 強い 。 虫 道 に 於 ける 肝 細 胞 は 圧 排 され , 配列 異常 を 来 

し 変性 壊死 に お ち 入 つて いる も の も 認め られ た 。 商 , 息 
道 の 直 径 は 0.18 て 0.68mm で あつ た 。 肝 被 膜 面 近 くに 進出 
し た 幼 チ スト マ は 必ず し ゃ 直ちに 肝 よ り 脱 出せ ず し て 被 
膜 面 に 平行 に 被膜 下 を 遍 行 し , 其 の 後 , 肝 和 被膜 面 に 向 つ 
て 脱出 せん と する 状態 を 示し て いる 例 を 認め た 。 先 の 合 
式 樹脂 鋳型 標本 に ょ る 検査 に 続き , 此 の 度 の 組織 学 的 検 
査 で は 血管 の 変形 , 周囲 の 組織 像 , 虫 道 , 虫 体 の 状態 か 
ら 犬 肺 吸虫 症 に 於 ける 幼 チ スト マ の 感染 に 当り 門 脈 氷 に 
ょ る 肝 内 移行 の 考え を 更に 強め た 次 第 で ある 。 


17. 新潟 陵 の 肺 吸 忠 症 


新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
大 鶴 正 満 ・ 伊 藤 淳一 ・ 下 野 多 開 
中 川 具 子 ・ 浅 利 譲 


ParagonimiasiS in Niigata Prefecture. 
Masamitsu Otsuru, Juniti Ito, Tamon Hirano, 


Akiko Nakagawa, Yuzuru Asari 


eo 明治 か ら 大 正中 葉 に か 
- Baelz, 二階 堂 , 相馬 , 沢田 , 川村 , 川崎 ら に よ 
っ て 次 々 に 流行 地 が 発見 され た が , 何れ も 山間 の 健 地 に 
位置 し ,。 主として サワ ガニ の 食用 に よ ょ る も の で あつ た 。 
, 横川 ( 宗 ), 大 島 , 平野 , 中 川 ら は 荒川 の 河口 港 で 
江津 市 , 次 で 焼 接 の 高田 市 に も 本 症 の 流行 の 存在 
する こと を 明か に し た 。 1954 年 以降 , 著者 ら は と の 新 し 
見 出さ れ た 地区 に 加え て 前 記 の 旧 流 行 地区 の 現況 を 知 
> 各種 の 調査 を 実施 し て きた 。 今日 まで に 直江 津 ・ 
MR 区 の 中 学 生 20206 名 に \ て 本 症 皮 内 反応 を 行 
い ,。 陽性 者 1.5 ( 疑 陽性 者 0. に また 陽性 者 の 34.6 
多 に 本 虫 卵 を 証明 し た 。 こ とれ ら の 陽性 者 に は , 自 , 他 覚 
的 な 征 状 が 無 な いし 軽微 な 者 が 多い の で ある が , 諸 臨 
床 検査 の 結果 , 対照 者 に 比べ て 比 肺活量 の 減少 , 好 酸 
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球 , アー グロ ブリ ン の 増加 を 証明 する こと が 出来 た 。 旧 

流行 地 で ある 七 谷 ・ 大 蒲原 , 中 魚沼 及び 今井 の 3 地区 の 
一 般 住民 に つい て 度 内 反応 を 実施 し た と ころ , それ ぞ れ 
0.6 少 , 6.5 多 及び 83.622 の 陽性 素 を 示し , これ ら 陽 性 
者 の 大 部 分 は 40 歳 以上 の 高 年 齢 者 で . し か も 殆ど 大 正中 
葉 以前 の 本 症 既往 者 と 推定 され た 。 また 分 布 モ クズ ガ 
ニ , サワ ガニ に メタ セル カリ ア の 寄生 事 が 極め て 低 率 で 
ある と と な どか ら , これ ら の 旧 流 行 地 で は 現在 流行 が 大 
体 終息 状態 に ある と 判断 され た 。 以 上 の 肺 吸虫 症 は , も 
と より ウェ ステ ルマン 肪 吸虫 に よる も の で ある が , 興味 
和 se 
22) に , 恐らく 大 平 肺 吸 虫 と 同定 され る 肺 吸虫 が 発見 

れ た 。 な 同島 の 両津 市 小 中 学生 552 名 に つい こ 皮 内 反 
お で 3 名 の 陽性 者 ( 疑 陽性 2 名 ) が 検出 され た 。 佐 
渡 は 動物 分 布 上 特異 な 点 が 少な な い の で > 肺 吸虫 症 に 


ぉ プー な ど 


つい て も 今後 諸般 の 疫学 的 調査 を 進め て ゆ も り で あ 
( 加 ) (公衆 衛生 院 ) 横 川 宗 本 


肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 は 肺 吸 虫 症 治癒 後 も 長期 に 一 
陽性 に 出現 致し ます が , 私 の 行 つ た Bentnite Po 
っ Rapid Floc. Test 及び Complement-Fixation-Test 
で 8 年 か ら 30 年 の 例 で は すべ て 陰性 を 呈し 

こおり ます 。 和尚 肺 吸虫 の 種類 に 関し て で あり ます が , 玩 
岡 県 下田 附近 の 刈 , 及び 沖縄 の 豚 (国吉 真 英 氏 採集 ) よ 
り 肺 吸虫 の 皮 郊 は すべ て 群生 し て お り 大 平 肺 吸虫 の 特徴 
を 備え て お り ま 8 より 
和 され: た 人 の 克 2 乃至 3 本 宛 群 生 し る も 

の が 大 部 分 で あり まし た 。 以 上 追加 下 し ます 。 

( 加 ) 大生 放 ) 宮 崎 一 郎 

大 平 及 吸 虫 と 思わ れる も の が , だ ん だ ん 各地 か ら み つ 
か る と と は 非常 に 興味 深く 思わ れる 。 鹿児島 県 摩 摩 郡 の 
f タチ 27 頭 中 の 1 頭 に も 大 平 肺 吸虫 が 発見 され た 。 ( 席 

北原 教授 か ら の 依頼 に ょ り 同 定 ) 。 

2 こ マ レー 大 学 の Sandosham 教授 が ア Zzggo7zz- 
22S 2 の CGC の 6 n. SD. と し て 報告 し た も の は ア . zees/e ヶ - 
4 の シノ ニム と 考え る 。 (実物 を 欠 察 し た 結果 に 


よる 。) 
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18. 肺 吸 息 症 治療 に 関す る 実験 


的 研究 (3) 
エメ チン 単独 及び 2. 3 薬剤 併用 反復 療法 の 治療 効果 


徳島 大 学 医学 部 第 2 内 科学 教室 
富川 三男 ・ 田 中 佑 ・ 中 瀬 勝 
Experimental studies on the treatment of 
paragonimiasisS. (3).、 The effect of 
therapies by emetine hydrochloride 
alone and some drugs in 
combination with it. 
Mitsuo Miyakawa, Susumu Tanaka, 


Masaru Nakase 


吾 々 は 肺 吸虫 症 に 対 し て , より 効果 的 治療 研究 の 為 , 
エメ チン , サル ファ (以下 ェ . 了 サ .) 剤 併用 療法 の 検討 を 
行い , 併用 例 に エ . 臓 器 内 濃度 の 高まる 事 を 見 出し た 。 更 
に サ . 剤 以外 の 薬物 と し て アル ミゲル (以下 ア .) を 用 い 

て 俳 用 を 行 つ た が , 之 の 例 も エ . 肺 内 濃度 の 高まる 事 を 知 
つた 。 肺 吸虫 症 に エ "、 攻 和 生 で あれ る 才 穫 の 弐 生 の 
ェ エ . の 併用 は エ . 肺 内 濃度 を 高め て , より 有効 で あら 2 
事 が 推論 され る 。 そ と で 吾 々 は 肺 吸虫 感染 犬 を 用 いて 
エ . 単独 , エ . . 及び ェ . ア . 併用 の 実験 的 治療 を 反 
梓 長 期間 実施 し た 。 

実験 方 法 は 各 例 共 1 クー ル を 10 日 一 9 日 と し て 8 日 , 
24 日 , 12 日 の 休 薬 日 を 加え て 計 4 クー ル 行 い 4 タール 終 
了 翌 日 層 殺 し て 治療 効果 を 検討 し た 。 薬物 量 は 人 体 普通 
量 を 犬 体重 に 換算 し て 用 いた 。 治療 効 果 の 判定 は 明 ら ヵ 

な 虫 論 より は 母 虫 を 取り 出し 37 生理 的 食塩 水中 で 運動 
する か 否 か に より , 又 病 理 組織 標本 を 作製 し て 検討 し 
た 。 

1) エ . 単 独 使用 犬 で は 虫 卵 は 最後 まで 陽性 で あり , 
肺 剖検 所 見 で は 虫 裏 数 10 個 中 5 個 は 治癒 し た も の で 半数 
に 於 て 治癒 し た 。 

2) ェ . サ -. 併 用 第 1 例 は 虫 卵 は 第 ee 
性 と な り , 剖検 結果 肺 に は 明らか な 虫 衣 は 認め られ ず , 
組織 標本 検討 の 結果 8 個 の 治癒 し た 虫 裏 を 認め 肺 吸 息 症 
は 全治 し て 居 た 。 

3) ェ . サ <. 併用 第 H 例 は 虫 卵 は 最後 まで 陽性 ご で あつ 
た 。 肺 で は 虫 王 14 個 中 6 個 は 治癒 し た も の で あり 一 部 治 
癒 と 判定 し た 。 之 等 サ . 剤 併用 例 の 臓器 内 ェ . 濃 度 を 比較 
し た が 肺 内 濃度 は 第 1 例 > 第 例 > ェ . 単 独 と な つて 居 
り 治 癒 成績 と 関係 ある も の と 思わ れ , 
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4) ア . 併用 第 T 例 は 虫 卵 は 第 クー ル 終 了 後 中 途 ょ 
り 陰性 と な つた 。 肺 所 見 は 治癒 し た 虫 裏 Y 個 を 認め 全治 
し て いた 。 

5) ア . 俳 用 第 H エ 例 は 虫 卵 は 最後 まで 陽性 で あり 肺 所 
見 で は 10 個 の 虫 電 中 6 個 の 治癒 し た 虫 裏 を 証明 レー 部 治 
癒 と 判定 し た 。 ア ・ 併 用 例 の ェ . 肺 内 濃度 も 第 1 例 > 第 1 
例 > エ . 単独 で あつ て 肺 内 濃度 と 治癒 成績 と 関係 が ある 
よ ょ うに 思わ れ た 。 以 上 各 治 療 例 の 結果 を 総括 する と エ . 
単独 で も 反 覆 療法 は 一 部 治癒 の 成績 が 得 ら れ 有 効 で を 
る 。 エ ・ サ . 併用 例 は 一 部 全治 , 一 例 一 部 治癒 で 甚だ 有効 
で あつ た 。 エ ・. ア <. 併用 例 は 一 例 全治 , 一 例 一 部 治 韻 で 
れ 又 極め て 有効 で あつ た 。 エ . 了 。 及 び エ . ア - 併 用 例 共に 
全治 し た 例 に エ . 肺 内 濃度 高く 治癒 成績 と 関係 が ある 様 
に 思わ れ た 。 エ .・ ア ・ 併 用 例 は エ . サ < 併用 例 に 比べ て 副 作 
用 少な く 肺 吸虫 症 治療 に 適し た 新治 療法 と 思わ れる 。 

( 加 ) (徳島 医大 第 2 内 科 ) 宮 川 三男 

われ われ は エメ チン 肺 内 濃度 を 検討 し て , エメ チン * 
アル ミゲル 併用 療法 を 実施 し た が , 次 に エメ チン 以外 の 
薬剤 で 息 体 に 対 し て 何等 か の 作用 を も つと 考え られ る 薬 
利 間 ちえ バト ョ ン 糧 >- ア うー ルッ の が まま ど の 肖 
療法 を 実施 し た 。 

1) スペ トニ ン 単 独 療法 

スパ トニ ンプ ロキ ロ 20mg 内 服 10 日 間 を 1 クー ル と し $ 
クー ル 実 施 し た 。 剤 検 で 虫 細 数 12 う ち 治癒 1, 彰 孔 形成 
1 , 不 治 癒 10 で 殆 ん ど 無効 と 判定 し た 。 

2) エメ チン ・ ア クリ ノー ル 併 用 療法 

アク リノ フー ルプ ロキ セ 1.4mg 内 服 ,。 エ メチ ン 注 射 を 10 
日 間 実施 し た 。 下 裏 数 は 10 で うち 無 虫 虫 裏 1, 有 下 虫 
9 (運動 母 虫 16, 不動 母 虫 2 ) で あつ た 。 本 法 は 副作用 
多く 双 効 果 も 充分 で な く 臨 床上 用 ひ 難 い 。 

8) エメ チン ・ ジ ゲサン 佐用 療法 

ジ ゲ サン プロ キロ 9 中 内 服 , エメ チン 注射 を 4 クー ル 
施行 (エメ チン ・ ア ルミ ゲル 併用 療法 と 同じ ) 2 クー ル 
目 よ り 下 卵 陰性 と な つた 。 判 検 で 虫 裏 数 9, 治癒 虫 圧 
7, 彰 孔 形成 1, 未 治癒 1 の 良好 な 成績 を 得 た 。 エ メチ 
ン ・ ア ルミ ゲル 佐 用 療法 無効 の 場合 に サン トニ = ニン 併用 療 
法 を 用 うる と と は 有効 で ある と 思わ れる 。 


(54 ) 
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19. 肺 吸虫 症 の 治療 剤 に 関す る 
研究 (1) 
肺 吸 脱 要 幼 東 に 対す る 各種 薬剤 の 交 力 テ 


スト に つい て 


公衆 衛生 院 
横川 泉 雄 ・ 大 島 稿 夫 ・ 吉 村 誌 之 ・ 木 環 美 知 江 


Studies on the treatment of paragonimi2SiS。 
(1) In vitro screening test Of drugs 
against excysted metacercariae. 
Muneo Yokogawa, Tomoo Oshima, 
Hiroyuki Yoshimura, Michie Kihata 


さき に 寄生 躍 学 雑 誌 4 巻 4 号 に 発表 し た 如く 肺 吸虫 脱 
腔 仔 虫 を invitro に 208 日 の 長期 に わた り 生 存 , 発育 せ 
し むる 事 と 成功 し , 卵巣 , 寧 丸 , 子宮 等 , それぞれ の 形態 
的 特徴 を 具 え る っ に 至 つた と と を 確認 し た 。 そ と で と の 
飼育 法 を 用 いて 主として 脱 裏 直後 の 幼 昌 に つき と りあ え 
rue て in vitro の 殺虫 性 を 検討 し た 。 
< ヂ ウ ム は 血清 ( 猫 ) を 4 多 glaucose Tyrode 氏 液 で 倍 
に 稀釈 し た も の を 用 い 血 球 は 加え な か つた 。 血清 を 加え 
な いと 効 昌 の 薬剤 抵抗 性 は 低下 する 傾向 か ある 。 幼虫 5 
匹 を 一 群 と し て 小 試験 管 中 に 2 cc の メ ヂ ウム 中 に 87C に 
飼育 し Pe き 工 Ts。 並び に 工 D。。 を 算出 し て その 
効果 を 比較 し た 。 提 度 1 万 倍 で で 72 時 間 以 内 に 殺虫 性 の 見 
っ > れ な か つた る も の は Supatonin, Piperazin, Gentiana 
violet, Carbarsone, Sulfon-amid, 及び Terramycin 
Erythrocin, Fumagillin 等 の 抗生 物質 で あつ た 。 Stib- 
unal は 1 万 倍 で 89 時間, 10 万 倍 で は 死亡 し な い 。24 時 
間 世 Ds は 11,500 倍 で ある 。 以 上 に 比較 し て Emetime, 
Atebrine, Chloroquine は 殺虫 性 が 極め て 顕著 で , 殊 に 
Atebrine 及び Chloroquine (Resochin) は 24 時 間 で 30 
て 40 万 倍 の 殺虫 性 が あつ た 。 








ーー 

Stibunal | 39 | 11.500 7,000 

Emetine | <20 22 230.000 250,000 

Atebrine | マ <19 マ <20 323.000 420,000 

Chloroquine.。 | 1 <20 389.000 470.000 
| 


(Resochin ) | 





Atebrine 及び Chloroquine 両者 間 の 殺虫 性 の 相 異 
は 閉 百 f レ いも の の と は 思 は れ な い 。 
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猫 に 感染 せしめ て 50 日 目 の 成 昌 を 用 い 血 清 , 血球 加 4 
2 glucose Tyrode 氏 液 で Chloroquine の 殺虫 性 を 同 
時 に 検討 し て 見 る と 48 時 間 の LD。。 は 4 万 14 倍 で 幼 昌 の 
場合 の 約 7』。 で あつ た 。 (と の 場合 対照 飼育 し た も の は 
約 8 ヶ 月 生存 せしめ 得 て い る 。) と の 薬剤 効果 検定 法 は 
材料 入手 , 試験 方 法 が 容易 で あり , 個体 差 が 少く 再現 性 
に 富ん で お り , 従来 唯一 の 特効薬 と し て 知ら れ た Eme- 
tine や 高度 の 殺虫 性 を 示す 点 か ら 須 吸 虫 症 治療 剤 の スク 
リー ニン グ テ ス ト と し て 利用 出来 る る の と 思 は れ , 和尚 
Emetine の 他 に in vitro の 殺虫 性 で は 逢 か に 強力 な 抗 
マラ テリ ア 剤 の 一 種 が 見 出 され た の は 興味 ある 成績 で あ 


の な 


20. 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 集 卵 : 
山梨 医学 研究 所 
杉浦 三 了 , 大 田 秀 浮 , 佐藤 重 房 , 清水 清久 
小 富山 正助 , 秋山 澄 雄 
A concentration technic for the demonstration 
Of Sc/zS/S の 2 の 76 の の 72C72 GEgS in feceSs. 
Saburo Sugiura, Shujo Ota, Shigefusa Sato, 
Kiyohisa Shimizu, Shosuke Komiyarma, 
Sumio Akiyama 
日 本 住 血 吸虫 病 の 確定 的 な 診断 は 愚者 の 便 中 より 由 
卵 を 検出 する 事 に あり , 其 の 検査 方 法 も 直接 卒 抹 法 , A 
M 8 自 法 及び 基 の 変 法 , 負 化 法 等 種々 ある が , 何れ も 一 
長 一 往 が あつ て 未だ 適 確 な 検査 法 と は 言え な い 。 1955 年 
W. Blagg 等 は 「 原 了 虫 , 央 虫 卵 の 検索 の た め の 新 ら し い 


集 卵 法 | と し て , MTTC 即 ち , Merthiolate-iodine- 
0 待 9 こ 。 本 法 は 主 と 
し て 原虫 類 の 検索 に 用 いら れ て いた 、 問 時 


ea 
我々 は 本 法 に 従い 次 の 薬液 を 処方 し , 旧来 の 二 ・ 三 の 遇 
卵 検査 法 と を 比較 研究 し , 其 の 結果 を 得 た の で 発表 す 


わっ 。 
デジ o 


薬液 処方 

M 液 第 1 液 第 2 液 
マー ゾ ジニ テニ 5 ルイ 
了 e 1g M 液 200cc ル 液 一 
局 ガ テル 500cc 蒸溜 水 250cc 
アセ トン 100cc 25cc 
エ オ ジン 2g nr 5cc 
以上 蒸溜 水 を 加え て 


全量 を 1000Ccc と する 
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実験 方 法 は , 壮 便 約 1g ( 母 指 頭 大 ) を 中 試験 管 に 
り , 次 の 他 の 試験 管 に 第 1 液 を 9.4cc と り , 此 れ に 第 2 
液 を 0.6cc 混 和 レ し , 速 か に 叱 れ を 華 便 に そ ゝ > ぐ 。 良く 
箸 に て 携 排 し た 後 ガ ー ゼ 1 枚 に て 濾過 し , 濾液 を 15 cc 
の 遠心 沈 激 営 に 受け , 此 れ に エー テル 2 cc を 加え , 管 
口 を 押え て 烈 し く 振 緒 し , 2 分 間 放 置 後 史 れ を 1 分 間 
1600 r.p.m. 遠心 沈 湯 す る 。 遠心 沈 激 後 上 層 の エー テ 
ル ・ 糞 便 層 を 上 清 液 と 共に 速 み や か に 捨て 去り , 管 底 の 
沈 深 の すべ て を スラ イド グラ ス 上 に 取り , カバ ー グ ラス 
を 被 つ て 鐘 検 する 。 

実験 成績 は 次 表 の 通り 。 


表 1 日 本 佳 血 吸 虫 卵 検出 実数 者 の 比較 (81 例 ) 





寄生 者 3 枚 9 枚 AMS 
実 数 塗 球 決 鞍 抹 法 目 法 “FC 


81 例 27 例 58 例 64 例 64 例 








証 寄生 者 実数 は 直接 氷 抹 法 , AMS 自 法 , MIFC 
に よる 陽性 者 の 総実 数 を 示す 


表 2 一 般 寄 生 昌 卵 検出 実数 者 の 比較 (115 例 ) 
日 虫 * 負 虫 東毛 功 愛 映 末 鞭 虫 暁 虫 


( 例 ) ( 例 ) ( 例 ) ( 例 ) ( 例 ) ( 例 ) ( 例 ) 
半生 者 30 26 19 36 39 105 2 
さ 二 ka9 夫 人 3 科 時 3 
信二 、 湯 導 > 京 委 は UEEE 3 9 天 5E 
六 0 る 1 280 09 ェ 
MIFC 23 25 19 34 28 105 








誕 寄生 者 実数 は 直接 塗 抹 法 , AMS 自 法 , MIFC 
に よる 陽 生 者 の 総実 数 を 示す * 日 本 住 血 表 中 





表 3 食塩 浮遊 活 と MIFC の 比較 Q20 例 





日 虫 釣 東毛 上 受 項 未 総 上 





半生 28( 例 ) 45( 例 ) 21( 例 ) 61( 例 ) 40( 例 ) 93( 例 ) 
会 挟 0 33 10 50 人 


MIFC 28 42 18 56 39 91 





計 寄生 者 実数 は 食 浮 , MIFC に ょ る 陽性 者 の 総 
実数 を 示す 


結語 MTEFC に よる 日 本 住 血 吸虫 虫 卵 の 検出 事 は A 
MS 邊 法 と 同 程度 で あり , し か も ゃ 操作 上 か ら 見 れ ば 知 か 
に 簡易 化 さ れ , 費用 も 約 半 額 で あり , 実用 価値 が ある と 
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思わ れる 。 他 の 寄生 息 卵 検出 素 も 9 枚 直 接 塗 抹 法 ,。 AM 
S 邊 法 より 好成績 を 示し , 久 釣 束 卵 , 東洋 毛 様 線 虫 卵 の 
検出 素 は 飽和 食塩 水 浮遊 法 よ り 好 成績 を 示し た 。 し か し 
本 法 に よる 実験 例 数 も 少 い の で , 今後 も 追試 験 を 試み た 
いと 思う 。 又 原虫 類 の 検索 を も 試み た いと 思う 。 


( 問 ) ( 新 大 医 動物 ) 伊 藤 淳一 

AMS 量 法 , MTTEOC 法 は 検査 で は その 沈 潜 の すべ て 
を 鏡 検 し た の か 。 

( 答 ) 


沈 溶 の すべ て を スラ イド , ガラ ス 上 に と り 鏡 検 致し ま 


レ た 。 


21. 肢 マ イオ プシ ー に よ つ て 診断 し 
得 た 日 本 住 血 吸虫 症 と シス ト 
皮 内 反 應 と の 比較 考 祭 


久留 米 大 学 医学 部 吉住 内 科学 教室 
吉 佳 好夫 ・ 渡 辺 浩 見 ・ 織 田 卓 五 了 


Observations on the Schist-skin-test relating 
to the schistosormiasiS 1aDOnica 
determined by liver biopsy. 

Yoshio Yoshizumi, iromi Watanabe, 
Takugoro Oda. 


[ 緒言 日 本 住 血 吸虫 症 の 皮 内 反応 の 一 つた る 成東 
東 体 浸出 液 に よる 皮 内 反応 の 診断 的 価値 は , 従来 主 と し 
て 検便 に よる 診断 を 基準 に な され た 。 我々 は 肝 バ イオ 
プシ ー に よ ょ つて 得 た 肝 小 片 を 直ちに 載せ グラ ス に の せ 圧 
迫 検 鏡 し 。 了 虫 卵 を 発見 する 方 法 が 検出 素 が 高い と 思 は れ 
る の で , と の 方 法 に よる 診断 を 基準 に 皮 内 反応 の 価値 を 
検討 し た 。 

I 実施 方 法 反応 液 は 我 が 大 学 寄生 虫 病 学 教室 で 製 
せる も の で , 成虫 虫 体 を Coca 氏 液 で 浸出 せる も の ゝ 1 

万 倍 液 を 用 いた 。 と の 0.1cc を 前 腫 皮 内 に 注射 し 15 分 後 
に 判定 し た 。 判定 は 発赤 と 丘疹 に つき 二 通 り 行 つた 。 発 
赤 の 場合 は 経 30 叫 以上 ( 世 ), 2029m ( 填 ), 10 て 19mW ( 
士 ),5~ 9 画 ( 士 ), 0 一 4 画 (一 ) と し , 左 疹 の 場合 は 
経 20mm 以 上 ( 世 ),15 て 19mm ( 廿 ),10 て 14 叫 ( 十 ), 7 て 9 
mm ( 士 ), 0 一 6 画 (一 ) と し た 。 症例 は 浸 淫 地 より の 一 
般 患 者 196 例 を 用 いた 。 対照 群 は 浸 淫 地 に 無関係 と 思 は 
れる 九 大 入院 患者 及び 我 が 外 来 と 入院 患者 の 内 か ら 厳 な 
る 問診 に より 感染 機会 を 有 し な か つた と と 明らか な 者 を 
選ん だ 。 


( 56 ) 





に . 
口 < 


健康 : 
性 症 
と の } 
為 , 
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』 実施 成績 発赤 に ょ る 判定 で は , 196 例 中 ( 廿 ) 
以上 の 群 129 例 で 内 卵 陽 性 者 112 例 (86.8 多 ) に 及ぶ 。 
( 十 ) の 群 37 例 中 22 例 (89.4%), ( 土 ) の 群 12 例 中 4 例 
(39.8),( 一 ) の 群 18 例 中 4 例 (22.2%) に 卵 陽 性 で あ 
っ > た 。 双対 照 郡中 ( 症 ) 1 例 , ( 十 ) 2 例 , ( 土 ) 4 例 が あ 
っ た 。 双 丘疹 に よる 判定 で は 196 例 中 ( 十 ) 以上 の 群 
は 121 例 で 内 卵 陽 性 例 は 109 例 (90.02%) に 及 ん だ 。 
( 土 ) の 群 47 例 中 28 例 て 859.5%), (一 ) の 群 28 例 中 5 例 
(17.1%) に 卵 陽 性 で あつ た 。 対 照 群 中 ( 十 ) 1 例 , 
( 土 ) 8 例 が あつ た 。 

IM 考案 及び 総括 我 < は 日 本 住 血 吸虫 症 の 診断 に 肝 
バイ オプ シー を 利用 し , と の 方 法 に よる 診断 を 基準 に , 
日 本 住 血 吸虫 浸 淫 地 よ り の 一 般 患 者 196 例 に つき 皮 内 反 
応 の 価値 を 検討 し た 。 

&. 発赤 と 丘疹 に よる 二 種 の 判定 を 行 つ た が , 発赤 判 
定 で は 経 20mm 以 上 , 丘疹 判定 で は 経 10mm 以 上 の 場合 何れ 
ぁ 肝 バイ オプ シー で 約 90%% に 卵 を 証明 し , 感染 者 と 考え 
て 良い 。 

b. 発赤 1019mm。 丘疹 7 ~ 9 m の 場合 は 何れ も 急激 
に 卵 陽性 率 が 減じ , 且つ 両 判定 に 於 いて 略 等 し い 卵 陽 性 
率 を 示 し た 。 非 感染 者 を 含む な と 思 は れる 。 

c. 本 反応 陰性 の 場合 も 必ず し ゃ 感染 を 否定 し 得 な 
い 。 と の 点 は 商 検 計 要 する 。 

d. 発赤 と 丘疹 と の 相互 関係 は , 大 体 一 致す る 様 だ が 
尚 検討 の 後 報告 する 。 

終り に 御 指導 御 援助 を 賜 つ た 久留 米 大 学 寄生 息 病 学 教 
室岡 部 教授 並び に 教室 員 各 位 に 深 席 す る 


22. 日 本 住 血 吸虫 症 の 沈降 反 應 
に 関す る 研究 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
松 瀬 埋 也 


Studies on precipitin reaction for 


) 


schistosorniaSiS jaDOriCurn. 
Mikiya Matsuse 


日 本 住 血 吸 虫 寄生 に ょ り , 宿主 動物 に 抗体 が 産生 せら 
こと は , 免疫 学 的 に は 種々 の 方 法 で 研究 され 多数 の 
生か ある 。 私 も 本 症 に 沈降 反応 を 試み , 本 症 急 性 症 は 


健康 者 及び 他 の 寄生 虫 疾 患 よ り 特異 的 な 反応 を 示し , 慢 
性 症 で は その 力 価 が 生々 低下 し て いる と と を 報告 し た 。 
この 抗体 産生 機 序 は 未だ 不明 で ある の で と れ を 追求 する 
為 , 感染 家 兎 より , 成熟 日 虫 雄 及び 其 , 


並び に 虫 卵 を 取 
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り 出し , 正常 家 各 3 頭 宛 夫々 , 門 脈 糸 血管 内 に 注入 し 沈 
降 素 産生 状況 を 観察 し た 。 な お , 雌雄 混合 抗 血清 , 雄 抗 
血清 及び 虫 卵 抗 血清 を 作り , 力 価 を 測定 し た 。 

1) 抗原 , 第 4 報 ま で に 用 いた と 同一 抗原 で ある 。 す 
な わ ち , コカ 液 浸 出 上 清 で ある 。 

2) 成虫 , 虫 卵 の 分 離 及 び 注 入 法 。 

日 本 住 血 吸 虫 感染 家 兎 より 無菌 的 操作 の も と に , 可 及 
的 早期 に 10 隻 ,25 隻 及び 50 隻 を 取り 出し , 雌雄 別 々 に な し レ 
数 回 減 菌 生 理 的 食塩 水 で 洗い , これ を 中 等 度 の 輸血 針 を 
つけ た 注射 器 内 に 生理 的 食塩 水 と と も に 入れ , 正常 家 各 
に 注入 し た 。 下 卵 は , 肝臓 の 貝 卵 結節 の 多い 部 分 を 細 切 
し , 乳鉢 で 磨 砕 後 滅菌 生理 的 食塩 水 と と も に 2 枚 の ガー 
ゼ で 濾過 し , その 濾液 1 滴 中 に 虫 卵 5 一 6 個 含 む 様 に 
し , 之 を 25, 個 50 個 及び 100 個 を 注入 する 。 抗 血清 の 作 
製 は 上 記 抗 原 の 10% 浸 出 液 1.5 こ 2.0 cc を , モル モッ ト 
の 腹腔 内 に 2 日 毎 , 6 回 注射 し 最後 の 注射 日 より 7 日 目 
に 全 採 箇 し た 。 

3) 雄 を 注入 し た 家 兎 の 例 で は , 寄生 数 に は 関係 な 
く 。 約 1 週間 前 後 よ り , 400 倍 と な り , それ 以後 は 力 価 
の 上 昇 を みな か つた 。 

4) 雌 の み を 注入 し た 家 各 で は , 最高 価 が 21 日 目 に 16 
00 倍 の 力 価 を 示 し た 。 

5) 下 卵 を 注入 し た 例 で は , 注入 後 10 日 目 に 1600 倍 で 
最高 価 を 示し た 。 

要約 すれ ば , 虫 卵 だ け の 注入 例 が 一 番 早期 に 且 最 高 の 
力 価 を 示し 抗体 の 産生 の 大 き な 割 合 は 昌 卵 の 新陳代謝 産 
物 万 至 は 毒素 様 物質 に よる と 考え られ る 。 

6) 各々 の 10%2 浸 出 液 の 抗 血清 で は , その 免疫 原 と は 
銀 論 反応 を 起す が , 日 虫 虫 体 雌 雄 混合 浸出 液 が , 3 種 の 

本 斉 い 力 便 を 示し た 。 と れ は 。 全 陣 純生 


で な い の で 当然 で あろ 2 


23. 縮小 條 目 の 人 体 和 寄生 に つい て 


東北 寄生 虫 予防 協会 
大 林 基 衛 


The infection of 万 yyze74 の /6 の ZS 
722222227 in Tman. 


Motoe Obayashi 


本 条 虫 の 固有 宿主 は 主として 旧 族 , 即ち 家 渦 , 七郎 
単 。 二 十 日 肖 等 と みな され て いる が 近 来 便 の 寄生 虫 検 
條 に て 本 条 虫 卵子 を 人 体 より 検出 する と と は 決 し て 稀 で 
は な く , 又 駆 虫 , 再 検 査 等 に より 本 上 虫 の 人 体 自然 感染 を 
認め た 報告 は 内 外 の 文献 に 少く な い 。 
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私 は 昭和 28 年 8 月 より 81 年 2 月 迄 , 長野 県 , 神奈 川 
県 , 宮城 県 に お いて , 総 人 員 359988 名 の 寄生 虫 卵 検査 を 
行い , 47 名 (0.018 多 ) を 検出 し た 。 と の 内 19 例 に 本 虫 
寄生 を 確認 し , 内 5 名 より 母 虫 計 6 条 を 採取 し た 。 商 本 
虫 卵 は 往々 一 過 性 に 認め られ る 場合 多 し と され て いる 
OO 

あり , 又 本 虫 の 人 体 寄生 期間 が 非常 に 短期 日 で ある と 
思 は れる 事実 を 見 た の で 報告 する 。 

本 条 虫 卵 の 検出 され た 内 訳 は 長野 22 例 , 神奈 川 21 例 , 
宮城 4 例 で , 幼児 , 小学 生 が 最も 多く 38 例 を し め , 中 
5 
駆除 正体 を 採 。 性 別 で は 男子 に 多く 31 例 で 女子 は 
16 他 で あっ た 。 六 林 に ょ る 検出 状況 は 生活 程度 の 上 流 
層 2 例 , 中 流 層 23 例 , 下流 層 22 例 で 必ず や 生活 程度 の 低 
い 家 庭 に の みみ 多い と は 限 つ て いな い 。 農家 非 農 家 別 で は 
大 差 な く , 年 度 別 検出 状況 は 昭和 28 年 16 例 0.0222, 29 年 
ee 01, 830 年 12 例 0.00722, 81 年 0 で 次 第 に 減少 
レ て いる 。 

本 虫 の 検出 され た 47 例 の 内 , 8 日 て 60 日 に 再 検 を 行 
い , 再び 取 卵 を 検出 し た も の , 16 例 中 14 例 で , 別に 5 例 
に 対し カマ ラ を 用 いて 駆虫 を 行 つ た 所 , 全 例 に 計 6 条 の 
母 虫 を 採取 し た 。 


氏 名 性 別 年 齢 卵 検出 より 駆 虫 有 数 長き 
虫 ま で の 日 数 
山岸 〇 子 女 6 歳 8 日 条 18cm 
佐 O 芳 〇 男 10 11 2 26.28 
佐 〇 英 〇 男 12 11 ま - . 商 
普 〇 善 〇 郎 男 54 2 和 
小 O 〇 敬 〇 郎 男 9 34 # : 製 


更に 再 検 に て 陽性 の 内 6 例 に 引続き 検査 を 行 つ た 所 , 
前 検査 より 6 10 日 に 自然 陰 転 し た も の 2 例 , 21<80 日 
1 例 , 31 一 60 日 2 例 , 65 日 目 1 例 で ご あり, 最短 3 日 最長 
65 日 で 全 例 陰 転 し た 。 尚 これ ら の 外 に , 6 ヶ月 ~ 1 年 の 
間 に 再 検査 を 行っ た も の は 全 例 陰性 で あつ て , 以上 の 実 
験 か ら 本 条 虫 の 人 体 寄 生 期間 は 極め て 短期 日 で も る こと 
が うか が われ る 。 

( 加 ) (日 本 寄生 昌 病 研究 所 ) 浅 田 順 一 

縮小 条 虫 卵 を 検便 に 於 て 多数 経験 報告 され ま し て 興味 
を 以 て 医 承 し ま し た 。 か > ゝ る 例 に 就 て 人 体感 染 に 関し 何 
か 機転 を 体験 し て 居 ら れ > ば 承り 度 し 。 私 共 は 本 条 虫 の 
人 体感 染 12 例 の 駆虫 例 を 得 て 居 り ま す 。 こ と れ 等 の 例 症 よ 

り 此 の 条 虫 の 人 体感 染 機 計 に 就き 南京 豆 , 及 吊 柿 ( 干 柿 ) 
に 発生 する 甲虫 の 一 種 及 殻 虹 の 一 種 に 属す る 幼虫 に 実験 





〔 和 寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 与 


的 , 自然 的 に る 本 条 虫 の cysticercoid の 成育 する 事 を 


確認 し た 事 を 六 に 追加 する 。 


24、 エキ フュ ックス 感 試 験 , 特に 
感染 動物 に 於 ける 包 下 形成 に つい て 


北海 道 大 学 農学 部 獣医 学科 寄生 虫 学 教室 
大 林 正 士 ・ 山 下 次 度 ・ 近 野 誠二 


On experimental infectton of Echinococcus, 
especially the development of hydatid 
cySt in infected animalS. 
Masashi Ohbayashi, Jiro Yamashita, 
Seiji KKonno 

漂 洲 産 細 羊 の 単 胞 性 肝 包 上 虫 を 材料 と し 諸 動物 に 感染 試 
験 を 実施 し た 。 実験 的 に ““ 包 貝 砂 ”" を 犬 に 蝶 ま せ て 一 c- 
OcOccgS g7 の 24/ の sgS 寄生 を 確認 . その 虫 体 細 振 材料 と 
糞 か ら 集 め た 虫 卵 を 細 羊 ・ マ ウス ・ ラ ッ テ ・ リ ス ・ 野 渦 
に 与え , 細 羊 ・ マ ウス に 於 て 包 虫 形成 陽性 成績 を 得 た 。 

マウ ス 20 匹 を 用 い , 111 日 目 に 剤 検 。 2 例 に 包 虫 を 確 
認 し た が , 1 例 は 肝 に 2 個 , 腹腔 に 渡 離 し て 1 個 , 他 は 
胸腔 に 洪 離 し て 1 個 , 何れ も 直径 10mm の 透明 液 を 容れ た 
球状 単 胞 性 包 虫 で あり , 包 貝 台 は 定型 的 で , クチ クラ 層 
は 50~ て 604 の 厚 さ を 有 し , 頭 節 形成 な く , 肝 組 織 に は 反 
応 性 変化 が 無 か つ た 。 

細 羊 は 112 日 及び 115 日 目 に 各 1 頭 剖検 , 共に 直径 約 
1 咽 の 包 貝 巣 多数 を 2 例 の 肺 と 1 例 の 肝 に 発見 , 肺 殊 に 
右 肺 に 多発 し て いた 。 此 時 期 に は , 包 虫 は Echinococcus 
polymorphus の 形態 を 己 に 示し て お り , クチ クラ 層 の 
厚 さ 10~15 み , 周囲 性 に 薄い 結合 織 性 外 台 が か り ン バ 球 を 
伴 つ て 取 巻 き , や ゝ 進む と 外壁 内 層 の 細胞 群 に 崩壊 が 起 
り 均 質 な 一 層 と し て 壊死 層 が 形成 され る 。 

次 いで 1 頭 を 410 目 に 沖 検 し た が , 病巣 は , 肺 ・ 肝 ・ 
牌 に 合計 40 個 以上 発見 され , 肺 殊 に 右 肺 に 密 玩 し , 直 公 

2 15 忠 。 肝 の 包 上 虫 は 小さ い が 外壁 の 発達 高度 で あつ 
た 。 壊死 層 は 厚 味 を 増し 面 も 腰 原 線維 の 侵入 を 伴い , 展 
々 石灰 化 巣 を 認め 得る 。 ク チク ラ 層 は 20 一 404 に な り 
実質 層 は 平静 で 頭 節 形成 は 未だ 無い 。 名 陸 一 導 が 名 
の 一 部 か ら 外 側 に ヘル = ニア 状 に 膨 出 する 像 が 展 々 所 見 さ 
れ た (所 調 外 生 娘 胞 ) 。 

要する に 細 羊 体内 の 包 東 発育 は 極め て 緩徐 で あり 宿主 
側 結合 織 形 成 反 応 が 強い 。 同期 に マウ ス で 10 咽 , 細 羊 で 
1 咽 と いう 事実 が それ で あり , マウ ス で は 周囲 性 組織 反 
応 は 殆ど 認め らち れ な い の で ある 。 
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他 の 中 間 宿 主 動物 体内 で 単純 且つ 迎 速 な 発育 を 示す 場 
合 に 比べ て , 細 羊 体内 で の 発育 が 異 つ た 態度 を 示す 事 は 
当然 で ある が , 局所 性 膨 出 を 繰 返 す こと に よ つ て 虫 体 は 

複雑 に 多 型 化 する に 至る 。 上 述 壊死 層 の 出現 も 羊 例 で 
目立つ た 所 見 で ある が , 文 ブ に よる と 豚 実験 成績 で は か 
ゝ る 事 頃 は 記載 され て いな い 。 又 豚 で は 細胞 性 反応 の 主 
役 を 好 酸 球 が 演ずる と 記さ れ て いる が , 今回 の 細 羊 例 で 
は 相当 初期 か ら リ ン パ 球 に よ つ て 行わ れ て いる 。 

以上 演者 等 は , 中 間 宿 主 動物 の 種類 が 異 る と , 包 虫 発 
育て 組織 反応 に 差 が 現われ る と いう 興味 ある 事実 を 知 つ 


た の で” あ 
た の て みあ や o 


25. Actamer に よる 負 條 忠太 虫 試験 


奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
沢 田 男 
On the experirment for the removal of 
chicken tapeworms by Actamer. 
ISsamu Sawada 


間 に 寄生 する 条 上 虫 の 駆除 に 関す る 研究 は アメ リカ に 於 
て 2, 3 行わ れ て いる が , 未だ 試験 の 域 を 脱 せ ず 完 全 な 
る 駆 束 薬 の 完成 は 今日 見 られ な い 。 こ うし た 事情 の も と 
に 演者 は アク タマ ー Actamer (2, 2/-dihydroxy-3, 3, 
5, P-tetrachlorodiphenylsulfde) を 投与 し て 橿原 条 忠 
の 駆虫 試験 を お と こない, 見 る べき 結果 を 得 た の で 報告 す 
る 。 ア クタ マー は 白色 の 粉末 で 従来 殺菌 剤 と し て 使用 さ 
れ て いた 。 

投与 方 法 鶏 の 体重 1 Kg あたり アク タマ ー 約 100mg の 
で , 24 時 間 の 絶食 後 ,。 オブ ラー ド に 包ん で 服用 させ 

成績 第 1 実験 . 5 羽 の 鶏 に Y >20 匹 の 成熟 凝 裏 尾 下 
を 試食 させ , 1649 日 後に 80mmr ず つの アク タマ ー を 投与 
し た 。 その後 3 て 5 日 を 経て か ら 5 羽 の 鶏 の 小腸 を 切開 
し て 条 和 虫 の 寄生 を 調査 し た 結果 , No.2 の 鶏 の み に 1 条 
の 成 条 上 の 寄生 を 見 た 以外 は すべ て 用 部 か ら 虫 体 が 切断 
され て 頭 餅 の み を 残し , その 頭 人 節 か ら 再 生 し た 平均 12。8 
て 55.2mm の 幼 条 虫 の み が 寄 生 し て いた 。 

第 2 実験 5 羽 の 鶏 に 10 匹 ずつ の 凝 襲 尾 虫 を 8 日 の 間 
隔 を お いて 計 20 匹 ずつ 試食 させ た 。 そ し て 第 1 回 の 凝 要 


尾 虫 投与 後 85 日 目 , 第 2 回 の 凝 裏 尾 虫 投与 後 17 日 目 に , 5 

羽 の 夫々 の 鶏 に YOmg の アク タマ ー 投 与 , 続い て 11 日 後に 

No.5 を 除く 4 羽 の 鶏 に 再度 70Omg の アク タマ ー を 投与 
し た 。 そ の 後 10 日 間 鶏 を 飼育 し , 層 殺 後 小腸 内 を 調査 し 


層 ) ・ 基 底層 ( 最 内 層 


(59 ) 
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た 。 その 結果 , No.3 を 除く No.1, No.2, No.4 の 
鶏 は いづ れ も 条 和 虫 の 寄生 が 見 られ な か つた 。 No. 3 の 基 
に は 4 条 の 再生 し た 幼 条 上 虫 の 寄生 が 見 られ た 。 和尚 1 回 だ 
け ア クタ マー を 投与 し た No. 5 の 炊 は 途中 で 犬 の 為 に 殺 
され た の で 小腸 内 を 調査 し た と と ろ , 1 条 の 再生 幼 条 虫 
の 寄生 が 見 られ た に 過ぎ な か つた 。 

考察 第 1 実験 の 結果 アク タマ ー は 殆 ん どす べ て の 醒 
原 条 虫 の 頭 節 を 残し , 有 昭 部 か ら 息 体 を 切断 さす 作用 が を 


第 2 実験 の 結果 か ら は アク タマ ー を 3 回 連続 投与 する 
と , 1 回 の 投与 で 残さ れ た 頭 節 まで も 殆 ん ど 完 全 に 駆除 
出来 る と と が 判明 し た 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

条 虫 の 駆虫 効果 の 判定 は T. M. 法 が 用 いら る べき きゃ 
の と 信ずる 。 


26. 線 是 類 の 組織 化学 的 研究 (1 ) 
特に 仮面 性 脂質 に つい て 
弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
宇野 広治 ・ 板 垣 栄 ・ 三 浦 洋 一 
Histochemical study on the Nematoda (1 )、 
Especially about masked lipid. 
Hiroharu Uno, Sakae Itagaki,。 Yoichi Miura 


目的 : 線 虫 類 の 組織 化学 的 研究 の 一 部 と し て , 仮面 
MRAE 導 cs 
で 脂質 並び に 類 脂質 が 殆 ん ど 証明 され な い 角 皮 を 追求 

レ た 。 

材料 と 方 法 : 材料 は 人 間 に 寄 生 す る 顕 虫 ・ 釣 虫 ・ 鞭 
虫 ・ 皮 昌 で , ホル マリ ン 或 は アル コー ル で 固定 し た も の 
で ある 。 パ ラフ ィ ン 或 は カー ボワ ックス 包 埋 で , 帳 体 の 
横断 と 縦断 切 刻 を 作 つ た 。 染色 は S B B を 純 ア ルコ ー ル 
に 1 溶解 し た 液 で 1 日 染め る 法 (EE) と , 8S BB を 70 
多 ア ルコ ー ル に 1 多 浴 解 し た 液 で 30 分 染め る 法 (e) に 
ょ つた 。 双 前 処置 に 用 いる 除 面 剤 を 色々 工夫 し た が , 主 
と し て 1 多 過 マン ガン 酸 カ リ 液 (KK) を 用 いた 。 双 比較 
の 為 に , その 他 の 染色 も 行い , 更に 位相 差 装置 ・ 偏 光 装 
置 も 利用 し た 。 

成績 : 便宜 上 k-e 法 と 了 E 法 に ょ る 成績 を 述べ る 。 染 
色 度 を 志 。 填 。 十 , 士 , 一 と する 。 

咽 虫 ・… 検 査 の 結果 , 角 皮 を 皮質 層 (小泉 の 外 被 皮 上 
と 外 辺 層 に 相当 ? ) ・ 実 質 層 (中 層 ) ・ 嫌 色素 層 ( 和 帯状 
に 大 別 し た 。 皮質 層 に 更に 上 






160 


中 ・ 下 ・ 最 下 の 4 層 に 分 けら れる 。 上 層 は k-e 又は EE で 
叫 に 染まり , 更に 仮面 性 脂質 は 濃淡 を な し て 3 層 を な 

し , 複雑 な 構造 を 示す 。 こ と れ は 耳 ・E 染 色 等 で は 観察 出 
来 な い 。 中 層 は 填 に 染まる 。 下層 (佐藤 ・ 朝 倉 の レン ズ 
層 ) は 外 凸 ・ 内 凹 の 2 層 の 構造 を 示し , 凸 層 は 十 に , 凹 
層 は 一 に 染まる 。 最 下層 は 士 一 土 で ある 。 実質 層 は 十 。 
嫌 色 素 層 は 3 層 で , EE 又は gk-e で 士 。 基底 層 は 圭 。 獲 皮 
質 層 の 下層 の レン ズ の 前 後に 一 致し て , 体長 軸 こ 直角 の 
方 向 に , 微弱 陽性 の 線 が 見 られ る ( 輸 節 状 の 線 ) 。 

釣 虫 ・…・ 皮 質 層 の 上 層 は 2 層 で , 表層 は k-e 又 也 で 十 
ー 土 , 内 層 は 一 。 中層 は k-e で 十 , EE で 一 。 下 層 は 一 。 
実質 層 は k-e で 十 , EE で 一 。 嫌 色 素 層 の 上 面 は k-e で 
土 , BE で 一 で ある 。 と の 層 を 中 間 層 と 仮称 し て みた 。 嫌 
色素 層 は 土 。 基底 層 は 革 。 輸 節 状 の 線 は 明瞭 。 

鞭 虫 ・… 皮 質 層 は 単純 な 8 層 で , 上 層 は gk-e 及び EE で 
十 , 中 層 は 一 , 下層 は k-e で 十 土 , EE で 土 で ある 。 実 
質 層 は k-e で 十 。 嫌 色 素 層 の 上 面 は k-e と 世 で 十 土 。 
嫌 色 素 層 は 土 。 基底 層 は 圭 。 輪 人 節 状 の 線 は 明瞭 。 

暁 虫 ・・ 皮 質 層 は 単純 な 2 層 で , 上 層 は k-e と E で 
世 , 下層 は 一 。 実質 層 は 十 。 嫌 色素 層 は (一 ) 。 基底 層 
は 志 。 輸 節 状 の 線 は 明瞭 。 

店 語 : 線 昌 類 の 角 皮 内 に は 好 S B B 性 の 仮面 性 脂質 
が 多分 に 認め られ , その 分布 状態 を 検 す る と , 角 皮 の 構 
造 が 詳細 に 観察 出来 る 。 


27. 鳥類 に 於 ける Toxoplasma 
感染 実験 (1) 
姉妹 及び 炊 に 於 ける Toxoplasma 感染 実験 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
辻 昭 二 


Experimental toxoplasma-infection in birds(1)。 
Experimental toxoplasma-infection in 
bengalles and chickenS. 

Shoji Tsuiji 


十 姉 妹 及び 鶏 を 用 いて Toxoplasma 感染 実験 を 行 つ 
た 。 十 姉妹 は 成長 せる も の で , 使用 数 は 22 羽 , 鶏 は 遇 化 
後 10 日 乃至 20』 位 の 幼 鶏 で , 使用 数 は 84 羽 ご あつ た 。 接 
種 材 料 と し て は , マウ ス 継 代 に ょ り 保 存 さ れ て いる 民 耳 
株 を 用 いた 。 

接種 に 用 いた Toxoplasma は 重症 感染 マウ ス の 腹水 
を 小 菌 生理 的 食塩 水 で 適宜 に 稀釈 し た 液 に 含ま れ た も の 


C 60 ) 
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で , 虫 体 数 は Thoma の 血球 計算 盤 を 使 つ て , 同一 液 に 
就 て 3 回 計算 し , その 平均 値 を と つて 決定 し た 。 

接種 方 法 は 十 姉妹 22 羽 に 就 て は すべ て 腹腔 内 接種 法 , 
間 に 就 て は その 12 羽 に 腹腔 内 接種 法 , 22 羽 に 脳 内 接種 法 
を 行 や 

死亡 し た 或いは 殺し た 鳥 尼 体 に 就 て は , その 脳 , 肝臓 
及び 腹水 を と つた 。 腹水 は 減 菌 生理 的 食塩 水 2 cc で 腹 散 
内 を 洗 敬 し , 再び 2 cc を 吸引 し て 得 た 稀釈 液 で ある 。 脳 
及び 肝臓 は , 略 々 10 倍 容量 の 滅菌 生理 的 食塩 水 を 加え 
て , エム ル ジ ョ ン と し た 。 こ と れ ら を 直接 鏡 検 し て , 由 体 
の 有無 を 調べ , 更に 各々 の 0.5~1.0 cc を 健常 マウ ス 腹 
腔 内 に 注射 し た 。 と れ ら の マウ ス の 状態 を 観察 し つ ゝ 1 
ー 2 週 後に 殺し て 肝 及 び 腹 水 を 検 し , 虫 体 を 認め ぬ 時 
は , それ ら を 第 2 代 の マウ ス に 接種 し た 。 か > ゝ る 継 代 を 
5 代行 つて , 和尚 息 体 を 認め ぬ 場 合 を 一 応 不感 染 と 認め 
成績 及び 結果 は 以下 の 如く で ある 。 即ち , 十 姉妹 で は 
22 羽 中 8 羽 に 感染 を 証明 し た 。 と の 8 羽 中 , 7 羽 は 接種 
役 8 て 18 日 の 間 に 死 亡 し , 他 の 1 羽 は 40 日 後に 殺す 迄 , 
病 的 状態 を 示さ な か つた 。 双 , 明 体 か ら 上 直接 虫 体 を 認め 
た も の は 6 羽 で ある 。 下 体 数 30,000 以下 の 少量 を 接種 
し た 12 羽 中 感染 し た の は 僅か 1 羽 で , 面 も これ は 自然 死 
亡 を 来 さ な か つた 。 鶏 に 於 て は 腹腔 内 接種 を し た 12 羽 で 
感染 を 証明 し た も の が 僅か 2 羽 で ある に 対 し, 脳 内 接種 
を 行 つ た も の で は 22 羽 中 14 羽 と 評 う 比較 的 高い 感染 事 
を 示し た 。 

鵜 に 於 て 両方 法 を 通じ て 云え る と と は , 感染 し た も の 
は , すべ て 接種 後 , 比較 的 短 時 日 で 死亡 する 事 で , 26 晶 
生存 し た 1 例 以外 は すべ て 8 日 以内 に 鑑 れ た 。 又 , 鶏 慣 
体 よ り 直 接 , 虫 体 を 認め た の は , 腹腔 内 法 で 感染 し た 2 
羽 中 1 羽 , 脳 内 法 で 感染 し た 14 羽 中 2 羽 で あつ て , 十 姉 
妹 に 比 し て 尼 体 より の 直接 検出 率 は 低 度 で あつ た 。 大 部 
分 は マウ ス 継 代 に より 感染 を 証明 し た も の で ある が , 感 
染 し て いた も の は , すべ て 初代 マウ ス に 虫 体 が 出現 し 
た 。 初代 に 現れ ず 第 2 代 以 後 の マ ウス に は じ め て 虫 体 を 
認め た も の は な か つた 。 鶏 で は 息 体 接種 量 の 多 宴 が 感染 
の 難易 に 関係 する と 云う こと と は 認め られ な か つた 。 
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28. 三種 の 寄生 性 アメ ー バ 肥 が 自 REN エル ゴト キシ ン 前 処置 で は 作用 態度 が 明 上 膝 で な 
由 生 清 企 アメ ー ズ の 体内 物質 の 研究 次 に 想像 され る 低級 近 発 性 用 酸 及び 核酸 を 実験 した 
暮 心 洞 房 標 木 に 依る 検索 所 , その 作用 は 被 検 流 の 作用 と 相似 的 で あつ た 。 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 以上 か ら 今 回 抽出 し 得 た 作用 物質 は 種々 の 抑制 作用 物 
森口 千賀 年 質 か ら 成 つて 居る と 思わ れ , 比較 的 耐熱 性 且つ 酸性 或 は 


酸性 に 安定 な 物質 で 心筋 に 直接 作用 する 物質 で , その 作 
用 は 低級 揮発 性 脂 酸 及び 核酸 (CR. N. A) に 相似 的 で 


Studies on the intra-cellular substances of 
parasitic and free-living amoebae by 


use of heart preparation of toad. 2 
Chikatoshi Moriguchi 29. 赤痢 アメ ュー と ェ 和 再 上 ア メ 
赤 疾 アメーバ , 二 核 ア メー バ ,。 歯 上 ア メー バ 及 び 自 由 ー バ の 交 駐 免 疫 反 應 
生活 性 アメ ー バ CNacgleria と 思わ れる ) の 各々 アメ ー 慶 大 医学 部 寄生 是 学 教室 
バ の 和 虫 体 を 集め , 遠心 沈 湯 法 に より て 生理 的 食塩 水 で 透 金子 信 ・ 佐 藤和 治 
明 に な る ま て 水洗 し , 管 底 の 米粉 上 層 面 より 1 cc を 残 【 
に 9 cc 無水 アル コー ル を 加 へ ,。 8 日 間 室 温 で 強 振 湯 を Cross immunization experirment of 万 7 の 6 の の 
て 浸出 し た 。 子 め 目盛 つき 遠心 管 に 於 て 虫 体 数 を 2S7o/y7cg amd 万 7222 の 6 の の 277 の 74S 
定 し て 置い た 。 浸出 後 は アル ユール を 水浴 上 で 完全 に Makoto Kaneko, Reiji Sato 
燕 発 さ せ 水 分 の 蒸発 に よる 不足 分 を 補正 し た 後 , 中 値 を 赤痢 アメ ー バ 及び 歯 態 アメーバ は 寄生 する 場所 は 異 る 
測定 し た 。 之 を 被 検 流 と し 直ちに 暮 心 に 作用 させ た 。 対 全 Ao 著者 は 此 の 二 


昌 液 は 各 ア メー バ の 夫々 の 共 棲 細菌 の み 培 養 し た も の か 種類 の アメ ー バ で 免疫 し た 家 束 血清 を 以 て , その 免疫 性 
ら 被 検 液 の 製法 の 時 と 全く 同様 操作 を 以 て 作製 し た 。 注 の 異同 を 研究 し た 。 

人 速度 及び 液 量 も 一 定 し て 行 つた 。 免疫 原 は 培養 息 体 を 生 現 的 食塩 水 で 洗 敬 し て 出来 得る 
間 心 洞 房 標本 で 各 対 賠 液 で は 殆 ん ど 無 作用 で あつ た が 限り 共 棲 細菌 を 除去 し た 5 倍 県 濁 液 を T 回 目 0.5cc, HH 

彼 検 液 の 虫 体 数 1600 万 /cc に 相当 する 対照 液 で は 極 く 僅 回 目 1.0ce, 征 回 目 1.5cc, IVY, V 回 目 2.0cc づ つ 5c 
か の 抑制 作用 が 認め られ た 。 し か し 之 は 被 検 流 の 抑制 曲 7 日 毎 に 5 回 耳 静脈 より 注入 し た 。 


線 に 半 べ れ ば 明らか 6 と 微細 な も の で あつ た 。 米粉 内 に か 歯 龍 アメーバ に 依る 免疫 に は 家 兎 5 頭 を 用 いた 。 5 頭 
ゝ る 抑制 物質 が 含ま れ て 居る の で あろ う 。 の 家 兎 は それ ぞ れ 注入 部 に 発赤 を 呈し , 一 部 は 後に 壊死 
寄生 性 アメ ー バ で は 何れ も 抑制 作用 が 見 られ た が , 自 に 至 つた も の も あつ た が , 死に 至る る の は 無く , 総 て 5 
由 生活 性 アメ ー バ で は 全く 作用 が な か つた 。 赤痢 アメ ー 回 の 免 商 の 操作 に 堪え た 。 

バ で は 了 虫 体 数 60 万 /cc 以上 で 二 核 アメ ー バ , 歯 上 肖 ア メー 赤痢 アメ ー バ の 免疫 に は 8 頭 の 家 兎 を 用 いた 。 1 頭 は 


\Y で 100 万 /cc 以上 で 抑制 作用 を 示し た 。 そ れ 以 下 で は 注入 後 強直 性 痺 織 を 起 し 問 る な く 死 亡 し た 。 又 他 の 2 頭 
作用 で あ つた 。 次 に 中 値 で 衝 被 検 流 は 対 周 に 比べ て 酸 Mk じ 耳 の 大 部 が 脱落 し , 眼 人 炎 


性 た 示し 由 体 の 増加 に 従 つ て 下値 は 低下 する 傾向 に あつ 生じ 後に 死亡 し た 。 他 の 5 頭 に も 大 同 小 異 の 炎症 は 

た 。 但し 自由 生活 性 アメ ー バ で は その 傾向 は 見 られ ず , 音 死 を 認め た が 滞 く 死 を 免れ た 。 
歯 陀 アメ ー バ で は 実験 回 数 が 少な か つた 為 か 明瞭 で な か か くし て 何れ の アメ ー バ も 5 回 免 商 し て 5 回 注入 後 Y 
だ 。 日 で 採血 し 血清 を 得 た 。 

寄生 性 アメ ー バ の 抑制 物質 を 更に 検討 する 為 め , 加熱 この 血清 を 用 いて immobilization test を 行 つ た 。 
100'C10 分 , 20 分 , 及び 還 血 清 数 滴 を 行 つ た が , 何れ の test の 方 法 は 次 の 6 通 で ある 。 
被 検 液 ご で も 加熱 10 分 で は 未だ 抑制 作用 が 残り , 20 分 で 消 1。 赤痢 アメ ー バ 抗 血清 と 赤 導 アメーバ 。 
失 し た 。 馬 血清 添加 で は 変化 が な か つた 。 比較 対 賠 実 験 2。 赤痢 アメ ー バ 抗 血清 と 歯 上 ア メー バ 。 
で アモ チル ヒヨリ ン , ヒス タ ミ ン と 比較 し た が 被 検 流 で 3。 此 靖 アメーバ 抗 血清 と 歯 獣 アメ ー バ 。 
は アァ アトロピン に 影響 な たく 作 用 し , 副交感 神経 に 無関係 で 4。 歯 務 アメ ー バ 抗 血清 と 赤痢 アメーバ 。 
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5.。 健常 家 兎 血 清 と 赤痢 アメ ー バ 。 

6. 健常 家 兎 血清 と 歯 眼 アメ ー バ 。 

以上 の 様 な 組合 せ で test し た 処 , 赤痢 アメ ー バ 抗 血 
清 と 赤痢 アメ ー バ で は 30 分 後に 約 502% 位 に 円 形 化し た ア 
メー バ を 認め , 歯 眠 アメ ー バ と 歯 記 アメーバ は 1 時 間 後 
に 67 多 位 に 不動 化 虫 体 を 算 し た 。 併 し 赤痢 アメ ー バ 抗 血 
清 と 歯 馬 アメーバ , 歯 瞬 ア メー バ 抗 血清 と 赤痢 アメ ー バ 
で は 殆ど 反応 を 認め な か つた 。 即ち 前 者 が 1 時 間 後 に 20 
22, 後者 が 1 時 間 後 に 162 位 に 不動 化 ア メー バ を 認め た 
に 過ぎ な い 。 健常 家 兎 血清 で の 対照 は 何れ も 1 時 間 後に 
320 多 以下 で あつ た 。 

以上 の 実験 か ら 考え る に , 赤痢 アメ ー バ と 歯 記 アメ ー 
バ は 何ら 共通 し た 免疫 性 を 有 し な いと 思 は れる 。 


30. 赤痢 アテ メー マ の 少数 虫 体 接種 
に よる 培養 及び それ に 及ぼ ぎす 
随伴 細菌 の 影響 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
後 藤 千代 


Cultivation of 万 z7gzzoe の 2 72sZo/y7co by the 
inoculation of a small number of 
amoebae and the inffuences of associated 
bacterial fora upon the cultivation. 
Chiyo Goto 


赤痢 アメ ー バ の 発育 増殖 に 及ぼ す 随 伴 細 菌 の 影響 に 就 
て は 既に 幾多 の 報告 が ある が , 増殖 可能 な アメ ー バ の 虫 
体 最 少 接種 量 に 関す る 報告 を 見 な い の で , 其 実験 を 試 
x。 随伴 細菌 と の 関係 を 観察 し た 。 

実験 方 法 及 び 材 料 。 使 用 赤 導 アメーバ は 随伴 細菌 と し 
て ア gzg cg7z 1 株 と 万 scZeZc/zZ co72 2 株 と を 持つ て 
いる 。 培地 は Balamuth の egg yolk infusion me- 
dium に 0.5 多 に pepton を 加え た 液体 培地 を 用 いた 。 
- 培 地 を A, B の 2 群 に 分 け , A 群 は 随伴 細菌 を 予め 24 時 

削 培 養 増殖 させ た も の , B 群 は 無菌 の 培地 と し た 。 之 等 
に 培 開 アメ ー バ の 1 個 有色 数 十 個 を 接種 し て それ が 増 
し 得る か 否 か を 検討 し た 。 此 様 に 少数 の アメ ー バ を 取る 
に は カバ ー グ ラス を 小さ く 割 り , 其 上 に アメ ー バ 培養 液 
本 Ne 
毎 , 培地 に 投入 し た 。 保存 株 の 随伴 細菌 中 に し て い 
な い S72 ヵ y/oc。 gz7eS。 C7. 此 e/c27, JAN 67740- 
ye SZze が 7. が 7 が S 等 も 夫々 単 一 に , 又 は 2 種 3 種 

て 同様 に 泊 加 増殖 させ て 其 影響 を 観察 し た 。 
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実験 成績 。A 群 の 培地 で は アメ ー バ 数 18 位 で 増殖 する 
ゃ の も あり 25 ケ で 全 例 増殖 し た の に 対し B 群 の 培地 で は 
80 ケ で は じ め て 増殖 が 見 られ た 。SZz の Zy/oc. ZZezS, C/. 
此 e/c72」 S77e の 7。 ん 2e7720/y72C74S、 ⑤776 の 7. の 72472S を 単 一 
に 添加 し た 培地 で は SZz ヵ Zy/ocogc. の 7eS が 最も よく 増 
殖 を 助け 以下 の の. e7c4z7, S7ze が 7. AZey07y72C24S。 S77e- 
克 . 97 の 2zS の 順 で あつ た 。 細菌 の 2 種 或 は 3 種 混合 泊 
加 の 場合 も 之 に 準じ て 増殖 し , 単 一 添加 の 場合 より は 3 
種 混合 添加 の 場合 に 増殖 は 高度 で あつ た 。 


31. 万 2722oe の 2 g272g2 の 2 の 72S の 生 
存 に 対す る 随伴 細菌 死 菌 体 の 影 故 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
葵 木 啓之 


Effects of heat -killed bacterial cells upon 
the survival of 万 2727z06 の 2 g722g7 の の 72S 
Keishi Suzuki 


万 . gzg2g7s の 随伴 細菌 を 熱処理 死 菌 体 と し 培地 に 
加 へ , アメ ー バ の 生存 状態 を 観察 し た 。 即ち 随伴 細菌 
4ezo の 2c7e7 の eZ の ge6S, 太 gc777xS sz の 77s, ルル czoccozzs 
e の es の 3 種 を , 1) 混合 死 菌 体 , 2 ) 混合 細菌 
の 凍結 融解 濾液 , 3 ) 単 一 死 菌 体 の 各 段 階 に 分 け , 之 等 
= 夫々 液体 部 1 cc 中 penicillin 5000u, colistin 5000u の 
濃度 を 含有 し て いる Dobell-Laidlow 培地 に 加 へ , 死 苗 
体 を 加 へ な い 培 地 を 対 照 と し て アメ ー バ を 均等 に 移植 し 
日 を 追 つ て アメ ー バ の 生存 状況 を 比較 観察 し た 。 

[予備 実験 〕 colistin の 万 . ggzzg7fs に 対す る 影 
この . ggzgzzg7zs の 随伴 細菌 は , 以前 の 実験 で stre- 
ptomycin を 使用 し た 為 抵抗 を 有 し , penicillin と strep- 
tomycin の 併用 で は 細菌 の 発育 を 阻止 出来 ず そ の 為 pe- 
nicillin と colistin の 併用 に より , 細菌 の 発育 を 阻止 し 
た 。 従 つ て 予備 実験 で 液体 部 1 cc 中 penicillin 5000u, 
colistin 5000u の 濃度 で アメ ー バ に 何等 影響 の な い 事 を 
確 め て か ら 本 実験 を 行 つた 。 

[本 実験 〕 1) 3 種 混合 死 菌 体 の 影響 。 

実験 群 の 平均 アメ ー バ 生存 日 数 8.2 日 , 対照 1.75 日 で 
両者 間 の 生存 日 数 差 1.45 日 に 有意 の 差 を 認め 。 アメ ー パ 
の 状態 も 死 菌 体 を 加 へ た 方 が 対照 より 良好 で あつ た 。 

2) 38 種 混合 細菌 凍結 表 解 潤 液 の 影響 。 

実験 群 の 平均 生存 日 数 2.55 日 , 対照 1.92 日 で 両者 間 の 
生存 日 数 差 に 有意 の 差 を 認め られ な か つた : が , 培地 内 の 
アメ ー バ の 状態 は 策 々 実験 群 の 方 が 良好 と 思 は れ た 。 
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3) 単 一 死 菌 体 の 影響 。 


1 4.2eyogezes: 実験 群 の 平均 生存 日 数 2。 56 日 , 
対照 1.69 日 で 生存 日 数 の 差 は 0.87Y 日 で あり , 両者 間 の ア 
メー バ の 状態 は 実験 群 の 方 が 良好 で あつ た 。 

Il 7.sz の Zs: 之 は 実験 群 , 対照 共に 差 は な く , 

と の 死 菌 体 で は アメ ー バ の 生存 に 影響 が 認め られ な 


M 77 eZ2e み 27s: 実験 群 の 平均 生存 日 数 8.44 日 , 
対照 1.78 日 で 両者 の 生存 日 数 差 は 1.71 日 (有意 ), ア メー 
バ の 状態 も 対 よ り は 人造 か に 良好 で あつ た 。 

以上 の 成績 より . gzgzzg72s の 随伴 細菌 の 死 菌 体 は 
アメ ー バ の 生存 に こ 良 い 影響 を 与 へ , 且つ 細菌 の 種類 に ょ 
り 影響 が 異な る 。 双 随伴 細菌 の 凍結 工 解 濾液 で は, アメ 
ー バ の 生存 が 死 菌 体 を 加 へ た も の ょ より 悪 か つ た 。 そ の 事 
は アメ ー バ が 細菌 を 摂取 する こと と に 党 い 意義 が ある と 思 
は れる 。 然し な が ら 死 菌 体 の 有 み で は , アメ ー バ の 増殖 を 
礁 持 す る こと は 出来 な か つた 。 

32. 色素 に よ る ZZy カ 72 の SO の 7 の 
gg7272e72Se の akinetoplastic 型 出 
現 機 診 に 関す る 遺 偉 学 的 考 仁 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
猪 木 正 三 


Genetic study on the origin of akinetoplastic 
form of 7. gg の 7e7Se 8DDGarrimg im rmOuSe 
after treatment with certain dyeSs. 
Shozo Inoki 


7 ァ y カ 2 の so の 722 767 (に 感染 し た マウ ス に と 
や Acridine 系 色素 を 投与 する と parabasal body ( 副 
基体 ) を 欠い た 型 , 即ち .akinetoplastic 型 が 出現 する 事 
実は , 既に 1910 年 Werbitzki に よ つ て 発見 され て いた 
が , その 出現 機 序 に 就 いて は , 今日 未だ 定説 見 な い 。 
この 問題 を 細胞 質 遺 伝 学 的 立場 か ら 明 か に せん と し て 本 
宝 験 を 壇 、 企 て : か っ 

人 原 下 は 凍 基 休 を 


Pyronin 


ゃ つた Welcome 株 その 単 個 原虫 


を 純系 DDN マ ウス に 接種 継 代 し た 所 詩 純 系 株 を 用 い 
か > ゝ る 接種 感染 マウ ス に Pararosanilin, Trypa- 
favine 其他 の 薬剤 を 性 射 し , 注射 前 及び 注射 後 80 分 毎 
に 採血 , 沙 抹 標本 を 作製 レ メ ル ク 製 ギー ム ザ で 染色 し 
た 。 交 標 本 に 就 い て は 原虫 500 個 を 数 え , その 中 の aki- 
netoplastic 型 (以下 ak 型 ) を 算出 し 平均 百分率 を も 
と め た 。 特に 副 基 体 を 明 朋 に 示す た め に 染色 液 の 稀釈 に 
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は 中.0 の 鐵 酸 緩衝 液 を 用 い , 展 々 1.0 NHCI 水 , 
60'C, て 前 処置 後 染色 し た 。 得 ら れ た 成績 を 総括 すれ ば 
次 の よう で ある 。 

1。 純系 7 ァ y カ gzoso22 の gg が 2 の ese は 純系 DDN マ て 
ウス に 就 いて 常に 0.4 多 前 後 の ak 型 出現 率 を 示し , 且 
つ そ の 事 は 継 代 に よ ょ つて 変ら ちな か つた 。 

2。 Pararosaline (2.0 mE, 5.0m, 10mg。 20mg, 30 
mper kilo), Trypaflavine (1.0 m セ , 2.0m セ , 3.0m 
per kilo) 投与 例 に 於 いて は , ak 型 は 注射 後 90 分 前 後 
ょ り 著 明 な 増加 を 示し , 270 分 後に 於 いて は 約 802 の 出 
現 加 を 示し た 。 

3。 薬剤 を 投 近 し な い マ ウス に 於 ける 分 裂 前 期 原 昌 の 
和志 さ , 平均 2.64 で ある が , 上 記 色 素 投与 
例 に 於 いて は 注射 前 後 ょ り 瀬 次 減少 し た 。 

4。 量 基 体 の 接近 と ak 型 の 増加 と は 一 定 の 関 左 を も 
つ で いた 。 

5。 数 種 の 抗生 物質 , Nitromin, Colchicine, 其他 の 
薬剤 は 何れ も ak 型 誘発 に 対 し て 無効 だ つた 。 

6. 以上 の 事 か ら , ak 型 の 出現 は 核 突然 変異 原虫 
(Spontaneous mutant) の 色素 に よる 海 汰 (Selection ) 
の 結果 で は な く , 色素 の 直接 の 作用 に ょ る 誘発 の 結果 と 
えら れる 。 “ 

33. 7 ァ y カ 7 の SO の 72Z CZ27 に 依る 
2, 3 の 免疫 反 秦 に 就 て 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
高 田 季 久 


On the immunological reactions Of 
アァ ルカ の ZZ0S の 72 の CZ2Z7。 
Suehisa Takada 


サシ ガメ より 分 離 し た の カ Zzoso2 CZ22 (ご つい 
て , その 生物 学 的 性 状 の 基礎 的 知見 を 得る た め 種 々 の 鈴 
察 を 行 つ て いる が , その 一 部 は す で ) に 第 24 回 総会 及び 
近 き 支部 会 に 於 て すでに 報告 し た 

今回 は 主として , 3 種 の 免疫 反 応 , 即ち , Agglome- 
ration (Agg), Trypanolysis (上 ), 及び Riekenberg 
1 (CR 一 民 ) ww ウサ ギ 及 び マ ウス の 免疫 血清 に つ 


\ て 行い , 其 の 結果 を , 比較 検討 し た 。 そ の 概要 は 次 の 
Mo 
1) Agg 及 び 上 は マウ ス 抗 血清 より ウサ ギ 血 清 の 方 が 


その titer が 高く , 前 者 は 精々 20 倍 以下 で ある に 反し 後 
者 は 256~512 倍 で な を 陽性 を 示 し た 。 双 凝 塊 の 様相 は 
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7. ggye の ese 等 の 菊花 状 の 定型 的 な もの と は 異な り , 
や ゝ 不定 型 で , 鎖 状 に 多く が 連なる 様 な 状態 も 見 られ 
/ こ 。o 

2) エミ 一 R は 必ず し も ゃ 免疫 価 に 比例 せ ず , マウ ス の 新 
鮮血 清 が , 最も 強く , マウ ス の 古い 抗 血清 (72 時 間 以上 
の も の ) に 補 体 を 加え た も の が , 之 に 次 ぎ , 家 兎 血清 を 
用 いた 場合 は , 割合 に 寺 く 日 不定 あっ た 。 と の 点 本 民 
ーR は 単なる , 抗体 , 補 体 及び 血小板 の み の 反応 と は 考 
えら れず , 他 に 何 か の 要因 が 伏 在 する か の 様 に 考え ら # 


た ー 
/ こ o 


3) 3 種 の 反応 は , 先ず Agg が お こり , 次 いて R - 
R が , 最後 に 工 , の 順 で 割合 に 短 時 間 の 間 に お こる 様 で 


コ > に 
め の め つ 人 た だ た 。 


34. esZzz272Z の の 202272 の 電子 


題 微 負 的 形態 (3) 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
中 西 健 一 ・ 西 姜 美 


On the fine structureSs of es/2 の 7272 の の 740 の 77 
as shown by electron microScoDGe. 
氏 . Nakanishi. Y.。 Nishi 


私 は 昨年 , 京都 に 於 ける 第 24 回 日 本 寄生 邊 学会 総合 に 

お いて ,。 es 太 z27Z の oZ02227 の 寺 毛 は , 数 本 の 幅 約 50 
mz の 繊維 の 束 よ り 成 り , 更に 薄膜 で お お われ て いる と 
発表 し た 。 そ の 後 同じ 材料 を 用 いて , 超 薄 切片 法 に ょ ! 
鞭毛 の 横断 面 像 が 得 ら れ , 鞭毛 構造 を 一 層 明 ら か に する 
と と が で きた 。 即ち 鞭毛 を 形成 する 織 維 は 合計 10 本 認 
られ , と の うち 1 本 が 中 心 と な り , その 周囲 に 残り の 9 本 
が 大 体 等 間隔 を な し て , 輸 状 に 配列 され , 薄膜 で お お わ : 
て いる 。 と の 輸 状 に 配列 され た 9 本 の 繊維 の 内 側 は , 外 
側 に 比 し 電子 線 に 対す る density の 高い こと , 及び 繊 維 
が 大 体 等 間隔 で 輪状 に 並ん で いる と と より , 9 本 の 組 維 
の 内 側 と 外側 と で は , 組織 に 違い の ある と と が うか が わ 
れる 。 ま た と の 輪状 に 配列 し た 9 本 の 繊維 に ょ つて 描か 
れる 円 の 直径 は , 概ね 200m 前 後 で ある 。 以 上 の 鞭毛 
構造 は Hamilton 等 (1952) が 見 た ZzzecZ2277 の 7 と 772 
の cilia に 似 て いて , まこと に 人 興味 が ある 。 使用 し た 電子 
顕 微 鏡 は , 日 立 製作 所 製 了 6 型 , 加速 電圧 50KV の も 
の , ミク ロト ー ム は 日 本 ミク ロト ー ム 研究 所 製 選 U 型 , 
ナイ フン は 硬質 ガラ ス 破 片 で ある 。 


\ つ 





〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


35. トリ ュ モ ナス の 研究 (1 ) 
7. 2gg722775。 7。 oe7zs 及び 7. gg/722e の 
試験 管 及 び 生 体内 培養 時 の 形態 に 就 て 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
馬 場 弘志 


Studies on tho morphologies of zzc ヵ oy の 79 
26g72 の 77S, 7 . oe7s 2nd 7. gg//7e 
growing in vitro and in vivo. 
Hiroshi Baba 


上 記 8 種 の Trichomonas (以下 T. と 略称 ) の 試験 
で メ び マウス 詳 生 失 区 養 時 の 形態 及び 多糖 類 の 分 布 を 銀 
察し た 。 即ち , 7. ggzg77s A 株 , 7. げ oe/zs Abe 株 
(と も に 純 培 養 100 継 代 以 上 ) 及び 7. ge が xge ] 株 

( 純 培 養 40 継 代 以 上 ) を 用 い 。 前 者 を 浅見 培地 (中 


5.6 ), 後 二 者 を 変 法 浅見 培地 CH の み を 7。.0 に し た も ゃ の) 
- 48 時 間 培 養 し て 得 た 昌 体 及び 之 ら を 毎 cc 360x10? 
200x10。 400x10* 以 上 を 含む 培養 液 1.0cc を マウ ス 


の 腹腔 内 に 接種 し て 得 た 腹水 又は 肝 肛 瘍 内 虫 体 を 実験 に 
供し た 。 形態 観察 に は Heidenhain's iron-hematoxylin 
法 (Schaudinn 及び 
field*s hematoxylin 法 (osmic acid vapor 固定 ) 及 
び Mallory's phosphomolybdic acid hematoxylin 法 
(Schaudinn, Helly 及び Zenker 固定 ), を , 多 精 類 染 
色 に は Hotchkiss. Mc. Manus 法 (Carnoy 及び bwr 
ffered formalin 固定 ) を 行い , 更に 変 法 omanes 
(87?C の アン モニ ブ ア 銀 溶液 中 に 48 時 間 ) 及び protein 
silver 法 (と も に Bouin, Schaudinn, Helly 及び Zen- 
ker 固定 ) に よる 銭 銀 を 行 つ た 。 虫 体 計測 は Heiden- 
hain 染色 (Schaudinn 固定 ) 標本 で 長 サ (鞭毛 を 除 ヾ 
虫 体 前 端 部 一 軸 索 突出 部 後 端 ) 及び 巾 ( 沈 動 有 を 除く 最 


osmic acid vapor 固定 ), Dela- 


大 横 径 ) を 測 つ た 。 
結果 : 
アア . 2ggg267S で は 長 さ に 関 し て の みみ (in vitro<in 


vivo), 7. oefzs で は 長 さ , 由 と も に (in vitro く in 
vivo),7. gg772zge で は 長 さ , 巾 と も に (in vitro>n 
vivo) で , 培養 虫 体 と 動物 体内 虫 体 と の 間 に 差 が 見 られ 


= 
7 この O 


核 周囲 及び 軸 索 に お ける 多糖 類 の 分 布 の 多 宴 を in 
tro 及び in vivo の 順に 示せ ば , 7. ggzzg72S ( 十 , 
士 ),7. 7oes ( 圭 , 填 ), 7. gge ( 志 , 世 ) で あつ 


/ こ 。 
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貝 体内 鍼 銀 陽性 物質 は 伴 基 体 と 思わ れ , 之 は .Mallory 
染色 で 青 染 し た が , それ ぞ れ の 間 に は 形態 的 特長 を 認め 
が た か つた 。 鞭毛 は どの 場合 で も 節 状 連鎖 と し て 鐵 銀 さ 
れ , 鞭毛 の 舌 敵 は どの 場合 で も 球状 に 鍼 銀 され た 。 


36. Sgz-/e/ の 227 Test の 特 


異性 有無 に 関す る 研究 (1) 
各種 Trichomonas に よる 実験 的 感染 動物 に 就 て 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
阿 部 道 夫 


On the specificiy of Sabin-Feldman dye test. 
(1I). Dye test with sera of mice which 
were experimentally infected with 
several species of trichomonads. 
Michio Abe 


本 教室 に 於 て 継 代 保存 きれ て いる 7Zzcozzozgs プア の e_ 


7zs Abe 株 (以下 , T. と 略称 ),。 7. gz が ze 1 株 , 
7. gggg7zs A 株 の 3 原虫 を 用 いて , それ 等 に 依る 実験 
的 感染 動物 が Sabin-Feldman Test に 対し て 如何 な る 
態度 を と る か を 実験 し た 。 
動物 に は 実験 用 マウ ス 〈 非 純系 ) を 使用 し , 前 記 Tri_ 
chomonas 原虫 を 夫々 了 虫 体 数 と し て 約 95X10 110※ 
10, 550X10* 前 後 を 含む 培養 液 を 腹腔 内 へ 接種 し て 
染 さ せ た 。 継 代 の 為 の 培養 に は , 7. gggzz27 が s は 浅見 培 
地 , 他 2 原虫 は 同 培地 か ら 塩 酸 シ ステ イン を 除き 若干 変 
法 し た も の を 用 い , 培養 後 48 時 間 , 非 洗 敬 の 息 体 を 使用 
し た 。 Sabin-feldman test の 操作 は 原則 と し て 原 法 に 
従い 。 Toxoplasma suspension 作成 上 の Toxoplasma 
昌 体 に は , マウ ス に 継 代 され て いる R 理 株 を 。 遠 沈 に て 
2000 回 転 1 回 洗 藻 後 使用 し , `Accessory factor は その 
都度 , 輸血 協会 より 入手 し た 血液 を 血清 分 離し , 予備 試 
験 を 行 つ て 実験 に 供 し 得る 事 を 予め 検査 し て か ら 使用 し 
た 。 商 実験 用 マウ ス は 非 純系 で ある 為 , と の 点 最大 の 注 
を 払 つ た 。 即ち 此 等 実験 用 マウ ス の 中 か ら 度 々 , 選択 
50 様似 し , 終 て Sabin-Felqdman test 陰性 な る 所 
か ら 此 等 の マウ ス の 中 に は 大 体 自然 感染 の 存在 し な い 事 
を 確認 し て か ら 実 験 を 進め て 行 つ た 。 
実験 は 4 群 と し , 1 群 は 対照 で 他 3 群 は 上 記 8 原虫 に 
よ ょ る 夫々 の 実験 群 と し た 。 実験 群 に 於 て は , 大 体 3 週 層 
以上 生存 し た マウ ス に 於 て , 腹腔 内 の 著 明 な る 病 的 所 見 
即ち 肝臓 瘍 を 認め 。 該 病巣 に 夫々 の Trichomonas 原虫 
を 証明 し 得 た る の の み に 就 て Sabin-Feldman test を 行 
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つた 。 そ の 結果 , 対 14 例 総 て 陰性 , 並 に 実験 群 第 2 
(15 例 ), 第 3 (16 例 ), 第 4 (17 例 ) 総 て 陰性 で あつ た 。 
Miihlpfordt (1951) は Sarcosporidia に より , Awad 
(1954) は 7. 9ggzzg/zs, 7 ァ y の 0s の 72 C7427 (こよ り で て 
れ 等 の 実験 的 感染 動物 が Sabin-Feldman Test に 対し 
陽性 に 反応 し 得る 事 を 報告 し て いる が , 現在 まで の 私 の 
実験 で は , 既 述 の 如く 総 て 陰性 に 終り , 此 等 の Tricho- 
monas の 実験 的 感染 動物 に 於 て は , Sabin-Feldman 
Test に て 反応 し 得る 如き 抗体 が . 産 生 さ れ 得 る と は 思 は 

れ な い 様 に 考え られ る 


37. 7Zzc ヵ gz の 222S 76727 々 及び ア 
og22224S の 生存 に 対す る 
随伴 細菌 死 菌 体 の 影響 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
篠 原 議 


The infuence of the heat-killed associated 
bacteria on the survivals of 
アア. oz277S 4nd 7. 7eZ。 


Takashi Shinohara 


随伴 細菌 加熱 死 菌 体 が 原虫 の 生存 に 及ぼ す 影 響 に 付い 
て は , 主として と れ ま で 赤痢 アメ ー バ に 付い て 実施 ほれ 
て 来 た 。 即ち Jacob は 二 種 の 細菌 を 使用 し , 了 L. 
Karlsson は 一 種 の 細菌 を 以 つ て , 何れ も る 抗生 物質 に 依 
, 其 の 随伴 細菌 発育 阻止 の 培地 内 で , 赤 導 アメ ー バ の 
ii て いる 。 本邦 に 於 て は 
森 が 歯肉 アメ ー バ を 以 つ て , 人 奏 液 加 ロ ッ ク 液 塔 地 を 使 
用 し , 悲観 的 意見 を 述べ て いる が , 遠藤 は zzcAozzozgs 
7exg* で , 低い redox を 維持 し 得る 様 な 培地 を 利用 し 
二 種 の 随伴 細菌 加熱 死 菌 体 浮 遊 は , 対 に 比較 し 良好 な 
結果 を 認め て いる 。 他 方, 7cAozzozZs oz227S( に 関 レ 
て , 此 の 種 の 実験 報告 は 少な い 様 に 思 は れる 。 私 は 田辺 , 
千葉 培地 を 基本 培地 と し て , 之 に 抗生 物質 の スト レプ 
トマ イシ ン 及 び ペ ニシ リン を 使用 し , 随伴 細菌 の 増殖 を 
阻止 し , 更に 随伴 細菌 体 を 生理 的 食塩 水 に て 未 心 洗 敬 し 
之 を 加熱 処理 し た 死 菌 体 を 添加 し 837 で に 放置 し て , 毎日 
対照 群 と 比較 観察 し た 。 7. 7ezgz で は 30 例 実施 し , 其 
の 生存 平均 日 数 差 は 0.6 日 , 7.42zzzzzs で は 49 例 こ て , 
共 の 差 は 0.4 日 を 示 め し た 。 商 , 生存 日 数 の 差 を 見 る と 
tenax で は 80 例 中 17 例 て 56.6), hominis で は 49 錠 中 
23 例 (47) に 於 て , 対照 に 比較 し て , 生存 の 延長 を 
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認め た 。 面 し 生 ら , ア メー バ に 関す る 諸家 の 報告 の 如き ~ 
台 著 な 差 を 認め る 事 は 出来 な か つた 。 と れ は , Tricho- 
monas が アメ ー バ に 比 し て , 固形 物 摂取 の 機能 が 時 盛 
で な いと と , 及び 田辺 , 千葉 培地 と 云う 試験 培地 が 単に 有 
機 的 栄養 素 と し て 非 働 性 馬 血 清 の みか ら 成 立 し て 居り , 
みか ゝ る 状態 を 補足 する 意味 で の 強力 な 還元 性 系 体 を 欠い 
て いた と 云う , 諸 条 件 を 考慮 すれ ば 秋 明 され 得 よ う 。 同 
時 に 若 し か ゝ る 諸 条 件 が 或 る 程度 迄 満足 され る な ら ば , 
加熱 死 菌 体 の 栄養 的 意義 , の い と き 私 の 場合 , 生存 日 数 

の 延長 は 多少 趣き を 変化 させ る と 

沿 本 実験 で hominis Wa が tenax より 成績 不良 = 
認め られ た 理由 と し て , 種々 な 生化 学 的 , 生物 学 的 差異 
が 起因 する もの と 考え られ る 。 


38. 膝 ト リュ モナ ス 増 殖 に 人 5 
培地 内 窒素 の 動き に 就 て 


慶 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
伊 従 茂 


に 
と ゝ 思う 。 


On the quantitative changes of variouS 
nitrogenS in the cultivation of 
ア . 2gg777S 
Shigeru TIyori 


腰 ト リコ モナ ス が 馬 地 内 で 増殖 する 際 に , 彼 白 質 を ど 
の 程度 分 解 利 用 する か を 知る 為 に , 培地 内 の 看 白 窒素 , 
残余 窒素 , アミ ノ 酸 窒素 , アン モニ ア 窒 素 の 量 的 変化 を 

ーー トー し の 教室 で 浅見 地 に 継 代 
純 培養 し て 居る 腔 トリ コモ ナス B 株 を 用 いた 。21 本 の 浅 
見 培地 に per cc 約 1.0000 の 0 接種 し , 毎日 と の 中 
ょ り 3 本 づつ を 取り Thoma 計算 盤 に て 生存 東 体 数 を 算 
定 し , 2000r.p.m. 10 分 間 遠 沈 後 上 清 を 取 つ て , 衝 種 窒 
素 の 定量 を 行 ひ 平均 値 を 求め , 同時 に 予め 対照 と し て 用 
意 さ れ た 了 虫 体 き と 摘 織 し カ 生地 る 末 を : も 同時 に 定量 し 平 
均 値 求め, その 差 を 求め た 。 

本 実験 に 使用 し た 各種 室 来 の 
Biuret 法 , 残余 窒素 は Rappaport 法 


定量 法 は , 独白 窒素 は 
アミ ノ 酸 窒素 は 
Naphthoquinone 法 ,。 アン モニ プア 窒素 素 は Conway 微量 
拡散 比 色 法 で ある 。 実験 は 夫々 同一 窒素 に 付き 2 回 又は 
それ 以上 を 行 つ た が , 何れ も 同様 な 結果 を 得 た 。 実験 成 
績 は て その 1 例 を 示す 。 

者 白 窒素 東 体 数 は 接種 後 3 日 目 ( 
107cc に 達する が , それ 記 鼻 白 窒素 は 測定 誤差 範囲 内 の 
動き ほし か 見 られ な か つた 。 3 日 目 以後 生存 虫 体 数 か 減 ず 


こ - maximum 120※ 
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7 日 目 に は 対照 に 比 し 47.2mg 
て 息 体 周囲 の 凝固 蛋白 


る と 共に 和 蛋白 窒素 も 減じ 。 
の 減少 と な る が , こと れ は 主 と し 
の 沈 湯 に よる も の と 思 は れる 。 

残余 窒素 接種 後 3 日 目 虫 体 数 が 57<10 り cc を 示す 頃 
ょ り 増 加 を 示し , 3 日 目 虫 体 数 の maximum 101※10! 
/cc に 於 て 24.Y7mg 條 の 増加 と な る 。 以 後生 存 虫 体 数 の 減 
少 に 従い 次 第 に 増加 する 。 

アミ ノ 酸 窒素 3 日 目 虫 体 数 が maximum 102 メ 10cc 

- こ なる 時 5 中 人 加 の 増加 と な る が ,。 それ 迄 は 殆 ん ど 増 加 し 
た い 。 4 日 目 以後 は 生存 上 人 数 の 江 少 と 共に 次 第 と 増 
し , Y 日 目 に は 18.8mg 人 の 増加 と な る 。 

アン モニ ア 宣 素 虫 体 数 が maximum 106x10cc に 
gi る 迄 は 測定 誤差 範囲 内 の 動き し か 見 られ な か つた 

> 以後 生存 虫 体 数 の 減少 する に つれ て 増加 し , 7 日 目 

に は 2。.6m 吊 細 の 増加 と な る 。 

以上 の 成績 ょ りこ の 培地 に 於 て は , 虫 体 が 盛ん に 分 裂 
し 下 体 数 が maximum に な る 迄 の 時 期 に 於 て は , 蛋白 
質 の 分 解 は 極め て 僅か な る の で ある と 考え られ る 。 生存 
虫 体 数 の 減少 に 伴う 残余 窒素 , アミ ノ 酸 窒素 , アン モ = 
ア 密 素 の 増加 は , 主 に 死滅 上 体 の 分 解 に よる も の と 思 は 


39. 7ZzcZo22 の 22S の デ ソ キシ リ 
ポ 核 酸 の 時 体 分 布 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 


浜 田 義 雑 
武田 薬品 株 式 会 社 研究 課 
岡 本 清 


On the desoxyribonucleic acid in several 
strains of the Trichomonad. 


Yoshio Hamada, Kiyoshi Okamoto 


本 実験 の 目的 = 主眼 点 は 原虫 (トリ コモ ナス ) 虫 体 の 
DNA は その 種 に よ つ て 特異 性 が ある か と いう と と で あ 
> 。 高等 動物 で は , ee る を 

- 般 に は 認め られ て も いる か ら 。,。 原虫 の 細胞 内 DA を 


定量 し て みる と と は , 租 の 区 分 同定 基準 を きめ る に 


に き 関 連 し て 興味 ある 問題 と 思わ れる 。 

実験 に は 純 培 養 の トリ コモ ナス 3 種 (7. ggzzg/zs = 
トリ コモ ナス 性 腫 炎 愚 者 より 分 離し , 形態 的 に 免疫 学 的 
に その 特性 を 具 え た も の と その マウ ス 通 過 型 で 原 株 と は 
形態 的 に 異 り 」 免疫 学 的 に は むし ろ 7. 7oefzs と 近似 し 
て いる が 面 も 原 株 と も 共通 の 反応 を 示す も の 及び 7. 

















/cc 
| し 
加 


f 


) キ 
に ご 
1 








厄 和 31 年 6 月 (1956)〕 





efxs) を 材料 と し た 。 

核酸 の 抽出 は 過 塩 素 酸 を 用 いる Schneiqer 法 に 準じ 
標準 DNA は ミノ ファ ー ゲ ン 製 (=6.37 多 ),RNA は 
武田 製 (P= Y.5%%) を 用 い , 夫々 標準 曲線 て CDN A は 
610 mz, RNA は 700m) を 描き , これ に ょ よ つ て 求め 
る 値 を 得 た 

と の 結果 。 7. の. マウ ス 通 過 型 (7. 2. var. 1099) を 
# ぉ -bouillon て 養 し て , 各 時 間 に お ける 増殖 度 を みる と 
恒常 的 な 曲線 を 示す 。 こ と これ と 共に こと の 際 の 原虫 1 個 あ た 
り の DNA-P も 3.8710-8y/cell を 平均 値 と する か な り 
恒常 な 雪 値 を 得る こと が で きる 。 こ と の よう に 培養 時 間 に 
ょ っ て DA-P 量 は 変 ち な いと と が 分 つた の で , 原虫 
の 増殖 極 期 の 48 時 間 培 養 原虫 の DNA-P を 測定 し た 。 
これ に よる と 7. gggzz7 が s 原 株 で は 1.58 10-cell と 
たり, 77.7oe7zs で は 5.49 メ 10 -37/cell な る 計算 値 が 得 ら 
れ た 。 また 7. ア oezs で の 8 株間 の 差異 は な い 。 そ し て 

培養 原虫 より 生体 内 原 昌 の 方 が 約 2 何 の DNNA を 含む が 
RNA は 培養 原虫 の 方 が 多く , ニン う で 生 
体内 原虫 は 培養 原虫 の 約 * あり , 極め て 興味 深い 。 

* た マウス 生体 内 原 東 D NA- や 導 は 誠 叶 価 の 日 数 
5 日) に 拘わら ず 恒 淀 で あつ て , と れ ら の 事実 より , ト 
リュ コモ ナス の DA は 種 に よ つ て 特異 性 が ある と 云え よ 


8 一 アザ グ ア ニ ン は テト ラ ヒ メ ナ と 同様 に トリ コモ ナ 
ス え の 増殖 も 抑制 する 。 と の 時 の /。 阻害 量 0.125 mg/cc 
を 初回 より 入れ て 培養 する と , と の 時 の DNNA-P, ER 
NA-P 及 び DNA/RNA は 特に 対照 に 比較 し て 影響 あ 
る と は 云え ない が , マウ ス を 用 いる 実験 や 高 濃度 の 8 一 
に よ ょ る 影響 に つい て は 更に 検討 を 要する 。 











メ 10-8/cell 

DNA-P | RNA-P | DNA/RNA 
in vitro 3.37 | 33.78 | 10.02 
n vivo 6.65 11 .24 | 天 a 9 


(7. 2. var. 1099) 









40. 利根 川 流域 の 肝 吸 是 に 門 い て 
(1) 

千 大 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 富 雄 ・ 西 三 中 
千葉 県 佐原 保健 所 
中 野 委 


Researches on liver-fHuke (C/ozozc/zS sz72622S2S) 
in the Tone river area. (1 ) 
Rikio Yanagizawa, Saburo Njshi, 
Toshi Nakano 


千葉 県 佐原 保健 所 管内 利根 川 流域 一 市 四 町 旧 一 市 四 町 
四 村 を , 1955 年 10 月 末 よ り 1956 年 3 月 末 に 互 り , 調査 


よー 
ブ o 


調査 方 法 は , 前 記 市 町 の 小学 校 27 校 中 , 流域 14 校 を 選 
定 し , 六 年 生 児童 及び , その 家族 の 検便 を 行う 。 検 便 方 
法 は , 稀 塩 酸 ・ エ ー テ ル に よ ょ る 集 卵 法 , 標本 24 <32m 1 
枚 乃 至 2 枚 を 鏡 検 す 。 

彼 検 査 人 員 2496 名 , 肝 吸 虫 卵 腸 性 者 338 名 , 肝 吸 虫 卵 
陽性 率 13.322 な り 。 旧 市 町 村 別 に は 〇 倉 村 47 名 中 11 名 陽 
性 28.42, 〇 島村 151 名 中 34 名 22.522, 橘 村 314 名 中 65 
名 20.722, 小 〇 川町 420 名 中 82 名 19.5 多 , 〇 崎 町 314 名 中 
65 名 8.22, 佐 〇 市 1415 名 中 89 名 7.8, 〇 川町 64 名 中 
4 名 6.822 た り 。 年 齢 別 東 卵 陽 性 率 を 見 る に 男女 に 差 を 
認め られ ず , 男女 合計 に て は , 5 歳 問 隔 に て , 0 歳 一 4 
歳 1.1 多 以下 8.7 多 , 5.2 , 12.9 多 , 16。7 狐 , 14.5 
22, 15.9%, 26.22, 27.522, 26.2 多 40.02, 60 歳 以 
上 385.522 な り 。 投 検 査 者 の 年 齢 構成 を 見 る に 相当 の 歪 が 
ちり , 10 一 14 歳 群 が 異 常に 多く 862 名 , 以下 5 一 9 歳 群 
324 名 , 40 一 44 歳 183 名 , 45 一 49 歳 群 160 名 , 最低 25 一 
29 歳 42 名 の 順 な り , よ ょ つて 東 卵 陽性 率 を 被 検査 地域 の 人 
口 構成 に より 灯 正 する に , 旧 橘 村 に て は 被 検査 者 314 名 
中 65 名 20.722 の 下 卵 腸 性 率 は , 同 地域 人 口 5274 名 に 対し 
推定 陽性 者 1885.1 名 推定 陽性 素 26.322 と な り , 旧 〇 崎 町 
披 検査 者 228 名 (年 齢 不明 を 除く ) 中 80 名 18.222 の 陽性 
率 は 同 地域 人 口 8526 名 に 対し 推定 陽性 者 580.4 名 推定 陽 
性 率 16.52 と な る 。 
以上 の 太り 。 上 記 計 地域 に 於 いて は 用 上 が 

に 浸 淫 し , その 刺 卵 陽性 率 は 18.8 妃 至 は それ 以上 と 


れる 。 


の MM 


ョ 洗 


V 
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41. 脳 肺 吸 虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 
細川 修治 ・ 森 渉 ・ 下 司 幸 麻 


Patho-histological study on the cerebral 
ParagonirmiaSiS. 
Shuji Hosokawa, Susumu Mori and 


Takamaro Yeshi 








[寄生 虫 学 雑 誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 馬 


索 し た 成績 を 発表 する 。 

病巣 は 皮質 か 皮質 下 に あり , 腫瘍 様 外観 を 呈し 粗大 数 
粒状 で 脳 軟 膜 は 黄色 を 呈し 波動 が ある 。 割 面 は 壊死 巣 散 
在 し 軟 泥 状 乾 酷 物質 が あり , 外側 に 肉 宰 及 び 被 膜 が 囲 締 
す 。 鏡 検 上 中 央 に 壊死 物質 及び 卵 散 在 し , 中 間 に は 卵 集 
合 し 巨 細 胞 , 肉芽 組織 , 結合 織 が ある 。 外層 に は プラ ス 
マ 細 胞 , 汐 巴 球 , 好 酸 球 , グリ ア 細 胞 等 の 浸潤 か ある 。 
好 酸 球 は 案外 少な い 。 シ ヤル コラ テイ デン 結晶 体 は 好 酸 球 
の 変性 崩壊 の 時 期 に 認め られ る 。 偽 結節 は 初め 卵 を 中 心 



























































































































































肺 中 昌 の 脳 寄生 例 の 手術 例 , 剖検 例 9 例 を 夏 集 し て 検 "に 好 酸 球 を 主 と する 浴 出 質 の 型 を と り , 次 いで 増生 炎 の 
表 1 messe ( 共 の 1 ) (高知 県 町 還 病 院 例 ) 
本 任 年 | 生 | 手 | 邊 | | 位 | 是 | 寿 | | 大 | 息 | レ シラ | 油 細胞 | 備 
| | | ec | い 補 
4 こし | 年 、、W 和 本 | 1 人 ME 光 大 概 | 好 
負 別 | 秋 | 症 | 術 | 過 | | 慣 | 球 || = に ui 時 | 計 | 
后 | | 明 3 昭 4| 約 | 右 半 身 不随 | 左 後頭 部 | | 死亡 
福 8 二 四 1250 | 78 |3. 5| 鞭 肉 | 
の 部 メ rmlemycrks) 
原 年 日 定 日 月 章 の 痛み 皿 :OO%)Kー) 1.4 | 巣 用 | 
| 了 昭 9| | 左上 下肢 運動 |2so | 直後 回 2-8 | | | 治 宏 
|*l0| 陣 8 ーー 加 m| 未 点 、 半 条 。 調教 KGDKHDK+NGD 
本 | | | 隊 加 大 症 。 ON) タ 二 お | 
に | 現 央 5| 」 | 諾 上 下 有 運 和 5 | 直 後 可 部 |6.5| 語 3 治療 
保 |$|28| 障 國 月 際 音 mm 本 未 各 | 隊 困 旬 共 C+KHDK+OK+)KD 
本 | | | 年 首 昌 年 限 痛 ・ 最 0Q2%) | 岳 け ト ー オ トー - 北 uo 
と We 1 遇 補 IIV 一 IX 胸 手術 後 下 且 
市 | | 前 隊 5|2 府 le 陰 腹 外 | 9 | 内 放 
原 | | 用 許 朋 年 2 | 隊 生 pg | 6 
1 1 本 た B キュ 」 諾 後頭 部 | 小 差 | 石灰 沈 基 
導き 導 半 不了 200 | 児 | 本 お 著 明 
| 8 | 19|15 3016 際 - 革 N 5 結節 ほぼ 大 三 【ー)K) 
es 1 | = | 言 語 | e - 
eo 半生 9 skauieal 軸 生 | gk 院 則 も 涼 間 | | 科 江 姜 _ 
| | . 表 叶っ | s 際 疾 | | 放 後頭 部 | へ モジ デ # 
玩 」 | | 肺 天 中 “ 半 才 不随 | | 謙 放 | 隊 内 | ン ( 寺 ) 
| e | 15 交 5114 | | | し 。 | 邦 KーK+)C+)K+)K ま ) 
wa |8 進 科 | 年 | は 交 | 。 に 還 呈 詳 
oo | | 也 左 天 芋 発 作 | | 左 前頭 頭頂 | | 
で | 胡 | 呈 導 意識 不明 部 内 軟 
医 和 | 和 4。 Jachson 型 束 140 | | 昌 | 落 節 孝 化 
大 mm (ー) | 本 吉 (-)GDGHD| K よ ) 
例 2 二 8 1 tio Conjugae H。 O ( 十 ) w 
1 頃 | 月 記 右 口 大 , 右手 | 腔 | 
< ふ 浴 靖 東 に 進行 | | 
| | | 還 左上 肢 間 代 性 | 右 頭頂 側 頭 | | | ER 間 の 2 
ka 
補 | 8 | 5| 21 252| 8 | 諾 顔面 間 代 企 Imml| (一 ) | 玉 用 | | 左 KK+K+)| ド K+】 
ク | | に | = 年 日 | | 近 妨 還 。O つ | 腫 | | | | 
| 、 け 5 前 | ik do | さき | 
人 | 4 本 4 属 | | | 呈 呈 内 | | 
カ | ] | 2 
時 9 すま よき 1 トッ 1 の ょ こ らき 隊 半 に 了 May ! (+) 
例 | 前 | | 月 | 用 障 得 | bw : ト ) 
( 68 ) 
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肺 吸 
に 。 本 











昭和 31 年 6 月 1956) 





表 2 脳 肺 明 虫 症例 病巣 位置 
* 市 原 例 1IV B.W. 以下 硬 膜 外 9cm 腫 癒 
春 骨 後 方 に 位 す 
上 下部 論 腫 状 中 部 固形 





表 3 脳 肺 肺 吸虫 定 脳 内 虫 卵 の 大 いさ (9 例 続 合 ) 
( 表 そ の 1) 





型 を と る 様 に 思 れ る 。 虫 体 の 脳 内 侵入 に 就 いて は 不明 の 


点 が 多い 。 病巣 が 後頭 葉 に 多い と と , 右 が 左 よ り 多 いこ 


ト は 下 体 の 頭蓋 内 侵入 に 対 し て 特殊 な 条件 が ある 如く 思 


を さ 


ea 


れる 。 


42. 肺 吸 虫 症 の 沈降 反 應 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
伊 東 仁 孝 
Studies on Precipitin reaktion for 
ParagonirmiaSiS. 
Masataka Ito 
信昌 症 愚者 上 清 太 び , 本 虫 浸出 液 免疫 動物 抗 血 清 普 
-, 本 下 感 染 動物 血清 を 用 いて , 箇 吸 虫 抗原 及び , 他 種 





- 合 で 液 で 浸出 し 


( 69 ) 
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寄生 虫 抗原 に 
的 に 反応 を 示す と 
る 。 1) 免 用 に は 10%「 ウ 」 肺 吸虫 生理 的 食塩 水 浸 出 
液 を 用 いた 。 和 免疫 に は , 正常 家 兎 を 用 い , 2 日毎, 毎回 


対す る 沈 了 反 応 を 試み た 結果 , 本 症 に 特異 
と を 経験 し た の で , その 大 要 を 報告 す 


2 da 7 回 注射 し , 最終 回 か ら 7 日 経過 後 全 採 血 し 
, 抗 血清 を 得 た 。 

2) 感染 動物 血清 は , 犬 に 実験 的 に 「 ウ 」 肺 吸虫 メタ 
セル カリ ア 30 個 以上 を 喰 せ し め , 2 ヶ月 以上 経過 後に 採 
血 し た 。 

3) 反応 用 抗原 に は , 肺 吸虫 乾燥 虫 体 を 1 : 100 の 割 
こも の を 用 いた 。 人 昌 抗 原 

と し て , 肝 吸 束 , 日 本 住 血 吸虫, 肝 蜂 及び , 上 豆 の 成虫 
か ちら 同様 操 作 で 得 た 。 

4) Pe 血清 は , 大 分 県 大 分 川 流域 で 感染 し , 東 
卵 の 証明 され た , 治療 前 の 15 例 か ら 採 箇 し た 。 対照 と し 
て 健康 者 間 間 梅 雪 患 者 , 肺結核 症 患 者 。 日 本 住 血 吸 
起 症 患者 , 計 60 例 か ら 採 血 し た 。 

5) 反応 術 式 は , 抗原 減量 法 に よる 重層 法 を 用 い , 俳 
さて 沈降 反応 の 「 場 の 形 」 も 検 し た 。 

6) 免疫 家 兎 血清 , 感染 犬 血清 及び , 肺 吸虫 症 患 者 丈 
清 は , 「 ウ 」 肺 吸虫 成東 抗原 に 対し て 特異 的 に 反応 す 
る 。 殊 に 肺 吸虫 症 患 者 血清 の 場合 は 全 例 に 800 以 上 の カ 
価 を 示し た 。 

?) 健康 者 に 対し て は , 殆 ん ど 陰 性 で あつ た が , 数 例 
に 弱 い 力 価 を 示し , 価 は 400 倍 で あり , 本 症 と の 剛 

- は 可 成り の 差 を 認 

8) 本 症 と 別 を 要 ナ る 及 結 本目 者 押 消 で は 。 特に 
強い 反応 を 示さ な か つた 。 

9) 肺 吸 息 症 血 清 に 対す る 肝 吸 束 及び 日 本 住 血 吸 東 抗 
原 で は 弱い 類 属 反 応 を 呈す る が , 肝 星 及び , 顕 虫 抗原 で 
は 全く 陰性 で あつ た 。 

和 agr* すれ ぱ ば , 肺 吸虫 肖 浸 地区 並 に , 疑 は し い 個 

に 対す る 肺 吸虫 Coca 液 浸 出 液 上 清 に お いて , 800 倍 
か 上 の 力 価 を 沈降 反応 に 示す 時 は , 一 応 肺 吸虫 症 を 疑 
い , 再三 の 路 療 検査 を 要する 。 和尚 今 後 抗原 の 改良 を 試み 
追求 する 予定 で 8 め る 。 
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43. 肺 吸 虫 (ZZZgo72222227S 
2 の の S7eZ ヶ 227 ) の 体外 飼育 (II) 
脱 寒 幼虫 (excys7eZ 2e/2cezC の 7776) の 7 の 77 の 
に お ける 発育 状況 
国立 公衆 衛生 院 ・ 寄 生 忠 研究 室 
横川 宗雄 ・ 大 島 智 夫 ・ 木 箇 美智 江 


Studies to maintain excysted metacercariae 
Of ZZ の 22727274S 2 の @SZ ら 772 の 227 772 の 777 の . 

II) Development of excysted metacercariae 
maintained for 203 days 22 2277 の 0. 
Muneo Yokogawa, Tomoo Oshima and 
Kihata Michie 


痢 者 等 は 肺 吸 虫 脱 裏 幼 昌 を 獲 の Tyrode 稀釈 血清 中 に 

猫 の 赤血球 浮 涯 液 を 加え た medium 中 に 入れ て 37C で 
飼育 し た 結果 202 日 を 経過 する も 商 生 存 し , 然 か る 脱 
直後 の 昌 体 の 大 き さ に 比べ る と 5 倍 以上 の 大 き さ に 達 ! 
明か に 成長 発育 の みみ られ る と と は , 既に 報告 し た 通り で 
ある 。 

著者 等 は これら 3 匹 の 虫 体 を 飼育 開始 後 208 日 目 に 10 
2 ホル マリ ン 水 で 圧 平 固定 し , Delafielqd Haematoxylin 
染色 を 行い 。 内 部 臓器 の 分 化 発 育 の 状況 を 観察 し た の で 
その 結果 に つい て 報告 する 

圧 平 固定 時 の 3 匹 の 東 体 の 体長 及び 体 幅 は 次 の 通り で 


3 


No. 1 No. 2 No. 3 
体長 2.740mm 3.085mm 3.950mmW 
体 幅 1.128m 1.800mm 1.84m 
主要 臓 徐 に こみ る に , 腸管 は 成 中 に お ける と 同じ 
く 既 に 明か に , 第 1, 第 2 及び 第 8 の 和 曲 を 示し て い 


る 。 宣 丸 は 体 の 中 央 より や ゝ 後方 , 腸管 の 第 2 婦 曲 の 下 
行脚 と 第 8 婦 曲 の 上 行脚 と の 間 に 形 成せ られ る 角 内 に お 
いて 左右 相対 し て 位 し , 左 宰 丸 は 6 ケ , 右 峯 丸 は 5 ケ の 
指 状 突起 を 形成 し て いる 。 卵巣 は 体 の 中 央 より 策 々 後方 
CFP 

, 短 根 状 の 6 葉 の 突起 が み ら れ る 。 子宮 は 矢 張り 体 の 
内 り 和 く ガ ビ 半 と 炒 し ご が する 2 だ 


姓 曲 し た 管 NM し て 認め , 膨大 な 朗 状 部 の 形 
成 及 び 卵 の 形成 は 認め られ な い 。 3 その 始 部 が 卵 形成 
腔 に 始ま り , 球状 に 芝 曲 走行 > 末端 が 腹 吸盤 俊 方 正 


中 線上 に ある 生殖 門 に 開口 し て いる の を 追求 出来 る 。 以 
上 の 如く 脱 斉 直後 の 幼虫 に は 未だ 何等 分 化し た 器官 を 認 
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め 得 な か つた が , in vitro で 208 日 の 飼育 期間 中 に 略 
ぼ 成 虫 に 近い 形態 的 特徴 を 備え た 各 器 官 が 形成 され て い 
om し 得 た 


44、 徳島 騒 下 河 具 子 に 寄 生 す る 16 
種 セ シカ リア の 形態 及び 分 布 


徳島 大 学 医学 部 第 2 内 科学 教室 
清水 稔 ・ 宮 川 三男 


Distribution and Morphology of 16 Species 
Cercaria in Sez2SZ/COS カ 27 の 72 の e77774 の 
in Tokushima Prefecture. 
Mitsuo Miyakawa, Minoru Shimizu 
oe Me る 河上 由子 寄生 の セル カリ ア ( 以 下 「 モ 」) 

て 検索 を すゝ め 16 種 の 「 セ | を 検出 し た 。 と の 
中 , PS 1 り 第 種 に 至る Y 既知 種 の 形態 は 
家 の 報告 に 一 致す る 。 


第 1 種 : 横川 メタ ゴ ニ ム スス 第 2 種 : SZ2zo- 
So226 2722 の 7226 |「 セ | は 共に 失 に 広く 分 布 し 各 
河川 流域 に て 常に 検出 され , 平均 寄生 率 は 前 者 5.7 


ャ 


2, 後者 0.8 多 で あつ た 。 2 0 小林 氏 の 剣 尾 「 セ 」 
群 A 種 で 勝浦 川 0.822, 吉野 川 0.32, 那賀 川 , 鮎 喰 川 
に 夫々 0.1%% 検 出さ れ た 。 第 4 種 : 小森 氏 の 短 尾 「 セ ] 
君 B 種 で 鮎 喰 川 0. Mi 大 吉野 川 0.3, 那賀 川 で 0.1 多 
検出 され た 。 第 5 種 : 小林 氏 の Cystophora 郡 「 セ モ 」 A 
種 で 旧 吉 野川 2.5%, Ia 1.9 那 賀川 0.82, 桑野 虎 
0.6 多 , 勝浦 川 で 0.122 検出 され た 。 第 6 種 : 肺 吸 旧 

| で 那賀 川 0.86, 勝浦 川 , 鮎 喰 川 で 夫々 0.062 検 
2 れ た 。 第 7 7 種 : 小林 氏 無 尾 「 モ ] B 種 で 吉野 川 に で 
0.3 多 検出 され た 。 第 8 種 : 棒状 突起 , 包 誠 部 , 尾部 ょ 
りな る 「 セ 」 で 包 裏 部 は 長径 0.07 メ 短 径 0.05mm。 レ ヂ ア 
(以下 「 レ 」) は 体長 2.5x 体 巾 0.5mm (以下 , 体長 , 価 
巾 , mm を 略す ) の 長 紡 鍵 形 を 呈す る 。 吉野 川 に て 0.1 機 
出さ れ た 。 第 9 種 : 有 尾 「 セ モ 」 で 0.85x0.25 の 棒 円 形 を 
呈し , 両 吸 盤 及 く Pe 有 し , 腸管 に は 光 輝 ある 内 容 
物 を 寄れ て いる 。 レ | は 0.75x0.25 の 編 鯉 形 を 星 す 
る 。 園 瀬 川 1.6%, 吉野 1.4 狐 , 鮎 喰 川 で 0.5 多 検 測 
され た 。 第 10 種 : 有 尾 有 眼 「 セ ] で 0.15X0.08, 尾 は 先 
ぇ 太く 短 毛 を 有する 。「 レ 」 は 0.8x0.2 の 長 椿 円 形 を 
呈し 緩 漫 に 運動 する 。 吉野 川 で 0.2% 検出 され た 。 第 
11 種 : 有 尾 「 セ 」 で 0.70.2 の 長 権 円 形 を 呈し 両 吸 胡 
を 有する 外 , 体 部 に 4 条 の 結 模 様 を 有する 。「 レ 」 せ は 大 
きく 1.7x0.4, 内 に 多数 の 「 セ 」 を 容れ て いる 。 鮎 喰 用 
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< て 0.62% 検 出さ れ た 。 第 12 種 : 有 尾 「 セ 」 で 0.2x0。 
13, 5 両 胡 盤 を 有 し , 一 見 体内 粗 繕 で 輝 いて 見 える 。「 レ ] 
は 0.7x0.15, 先端 細く 尾 端 生々 太 き 長 紡 鍵 形 を 呈す 
吉野 川 に て 0.1 多 検出 され た 。 第 18 種 : 棒状 突起 , 
硝子 様 の 包 誠 部 , 尾部 及び 紐 状 体 よ りな る 「 セ 」 で 包 誠 
部 は 0.15X0.13, 棒状 突起 は 包 有 辻 部 より 弾 発 的 に 出入 り 
する 。「 レ 」 は 2.5x0.8 , 尾 端 失 鋭 な 紡 鍵 形 を 呈し 緩 漫 
た 運動 を 行 4 - て 0.2%% 検 出さ れ た 。 究 14 種 : 
前 種 に 類似 そる か で 包 斉 部 , 尾部 より な 
。 る も 紐 状 体 を 欠如 し , つ 包 斉 部 が 前 種 よ り 大 きく , 
0.19x0.11, 内 容 粗 和 な る yk 異 る 。「 レ | は 8.0X0.7, 
先端 積 々 円 く 尾 端 失 鋭 な 紡 鍵 形 を 呈す る 。 那賀 川 に て 
0.5% 検 出さ れ た 。 第 15 種 : 無 尾 「 セ ] で 0.2X0。06, 
長 PE 吸盤 及び 排 洪 井 を 有する 。 「 レ 」 は 
x0.25, 長 円 筒 形 を 呈し 緩 漫 と 運動 する 。 吉野 川 に 
- 0. 時 され た 。 第 ら 「 セ 」 で 0.18 0.06, 
前 種 に 類似 せる 長 棒 円 形 を が 本 種 で は 口 吸盤 の み 
し レ 。 且つ 「 レ 」 が 人 圧 常 cs pr <0.3, 細長 き 円 


- 有 
『 
人形 を 呈す る っ 著 賀 ) 則 , - 01. 多 人 出 さ 】 れ , だ 。 
45. 日 本 住 血 吸虫 の 酸素 滑 費 量 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 昌 学 教室 
下 村 二 


Studies on the oxygen Consumption of 

Sc/ZS7 の SO の 7 の の 0727C2272 

Minoru Shimormur る a 
Warburg 栓 圧計 の 容器 容積 18.51cc を 用 い , 虫 体 は 
宮入 上 中 よ ょ り 採 取 し た セ モル カリ ア を 家 兎 に 感染 せ し め 。 約 
月 答 計 で て 直ちに 門 脈 及 腸 問 膜 静脈 より 無菌 的 に 
摘出 し た 。 即ち 容器 の 主 室 に は 0.5% 加 糖 リンガ ー 氏 液 
( 信 六 糖 0.5 g, NaC1 0.85g, KCI 0.02g, CaCF 
0.02g を 蒸溜 水 100cc に 溶解 せしめ た る も の ) に 日 本 住 
血 吸 虫 の 成熟 抱合 せる 雌雄 虫 体 10 隻 を 加え た も の を 2.5 
cc と HH 7.4 の M/15 焼 酸 緩 衝 液 0.5cc を いれ た も の を , 
副 室 に は 呼吸 に こ ょ ー 和 CO 吸収 の た め 20 多 の 兵 
OH 落 液 を 0.3cc い れ た 容器 を 水温 37.5C の 恒温 槽 に い 
れ て 約 10 分 間 の 了 備 振 導 の 人 1 分 間 約 114 回 の 振 湯 回 数 
PC は -60 分 まで 測定 し , 測定 後 24 時 間 Jesiccator 
に て 乾燥 し た も の を 乾燥 虫 体重 量 と し て 1 中 あ た り の 酸 
AA を 測定 し た 測定 の 結果 は 0.5 名 加糖 リンガー 
氏 液 中 の 日 本 住 血 吸虫 で は 水温 が 87.5C の 時 1 時 間 の 酸 
素 消費 量 は 乾燥 虫 体 1 本 に つき 8.1Al で あつ た 。 又 時 
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間 の 経過 こと も な う 酸 素 消費 量 は 1 時 間 ま で は 単位 時 間 
に 於 て ほ ゞ 同 量 で あつ た 。 


46. 日 本 住 血 吸虫 症 の 集 園 治療 


山梨 医学 研究 所 
太田 秀 浮 ・ 佐 藤重 房 


Studies on the mass treatment of 
Sc/2s7 の Ss の 222S2S 7 の 227C の . 
Shujo Ota, Shigefusa Sato 


富士 川治 岸 の 日 本 住 血 吸 虫 有毒 地 の 発生 に つい て 第 15 
回 東日本 支部 大 会 に て 発表 し た が , その 発生 地 原 村 は 有 
示 地 の 最 南端 より 15.5km 程 隔離 され た 土地 に て , 発生 
し た 愚者 も 日 本 住 血 吸 虫 症 に 対し て の 治療 を 1 回 も 受け 
た と と の な い 者 の 有 み で , 集団 検便 ( 塗 抹 9 枚 ) に て 発見 
され た 患者 112 名 に 対し, 昭和 29 年 4 月 25 日 より 6 月 9 
日 に 互 り , Stibnal, Fuadin, Stimon に より 集団 治療 を 
大 し 。 副作用 及び 治療 成績 を 得 た の で 報告 する 。 併せ 

- 本 症 の 自覚 症状 及び 肝臓 肥大 の 状態 も 調査 し た の で 報 


ーー ルー 
可 う や o 


1。 今回 発見 され た 愚者 の 自覚 症状 は 106 名 中 全身 備 
意 82 名 (30.18 ) 粘 血 便 4 名 (8.7722), 以 外 は 殆 ん ど 
無自覚 の 者 で 66 名 (62.26 22) あつ た 。 

2。 肝臓 肥大 は 118 名 の 排卵 者 中 60 名 (53.09 多 
触 知 し , 硬く 触 知 する 者 は 60 名 中 44 名 (78.38 %) : を 占 

3。 と れ ら の 患者 に Stibnal (72 名 ),Fuadin (80 名 ), 
Stimon (10 名 ) に より 治療 を 行い , Stibnal は 20 回 隔 
日 , Fuadin, Stimon は 15 回 隔 日 を 1 クー ル と し , 注射 

> 量 は Stibnal は 15 歳 以下 は 平 236cc, 16 歳 以上 は 平 
hy 328~368 cc, Fuadin は 21 歳 以上 に 平均 62.6ー68.0 
381 一 66 大 に 平均 67.6cc 注 射 し た 

4。 1 クー ル を 終了 し た 者 は Stibnal ( AT2 名 中 6 名 。 
Fuadin は 80 名 中 18 名 , Stimon は 10 名 中 8 名 で あつ 
た 。 他 は 副作用 の 為 中 目 

5。 副作用 の 発現 注 和 回 数 は Stibnal は 10 回 まで に 
85.1822, Fuadin は 10 まで に 全 例 , Stimon も 同様 
10 回 まで に 発現 を 。 

6。 副作用 と し て 2 Fuadin, Stimon いずれ 
も 全身 供 怠 , 食 然 不振 , 関節 痛 , 悪心 , 蹴 吐 , 頭痛 を 多く く 
訴え , 特に Fuadin は 悪心 , 吸 吐 を 訴え る 者 が 多 か つ 
た 。 副作用 の な いも の は Stibnal 72 名 中 11 名 (15.2 
),Fuadin は 1 名 ゃ な く , Stimon は 10 名 中 1 名 に す 


cc, Stimon に 
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ぎ な か つた 。 双 副 作用 の 強度 別 は 各 れ も 填 世 が 過半 数 に 
認め られ た 。 

7。 副作用 の 持続 時 間 は 2448 時 間 が 多く , 一 時 的 な 
も の は 咳 歌 の み で あつ た 。 ( 咳 歌 は Stibnal の みみ) 

8. 治療 終了 1 ヵ月 後 の 検便 成績 は Stibnal 65 名 中 63 
名 (96.92 多 )。 Fuadin は 18 名 中 17 名 (94.44 ), 
Stimon は 9 名 中 全 例 の 陰 転 成績 を 得 た 。 

47. エキ ノラ ュ ッ クス 感 試 験 , 特 
に 犬 体内 忠 体 の 発育 
北海 道 大 学 農学 部 獣医 学科 寄生 虫 学 教室 
山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 誠 二 


On experimental infection of EchinococcuS, 
especialiy the development in dog. 
Jiro Yamashita, Masashi Ohbayashi, 
Seiji 氏 Konno 


涯 洲 産 細 羊 の 肝臓 に 寄生 し た 包 虫 の 胞 坦 内 に 多数 遊離 
し た 頭 節 を 集め , 生理 的 食塩 水 で 3 回 洗 敬 後 小犬 5 頭 に 
投与 し , 16 日 目 に 2 頭 , 35 日 目 , 185 日 目 , 875 日 目 に 
各 1 頭 を 章 見 し , 多数 の 導 粒 條 虫 を 得 た 。 な お 生前 芝 便 
検査 ここ りこ と れ ら の 犬 の 中 1 頭 は 48 日 目 , 他 は 60 日 目 に 
糞便 内 に 初め て 虫 卵 が 認め られ た 。 今回 は こと れ ら 各 期 の 
虫 体 の 発育 程度 を 比較 提示 し た 。 体長 は 16 日 目 0.72~ 1 
(平均 0.98) 画 , (以下 括 紀 内 は 平均 値 を 示す ) 85 日 目 
2 ~8.85 (2.76) m, 135 日 目 3.2 て 4 (8.69) 中 , 3 
75 日 目 6.4ー9.2 (7.76) 中 で か な り の 差 が 認め られ , 
特に 185 日 目 と 875 日 目 の 差 が 著しい 。 額 体 部 の 直径 は 
16 日 目 68~88 (76.8) ヵ , 35 日 目 96ー116 (108.4) ム 
185 日 目 100 て 120 (112),375 日 目 182 て 180 (168.4)z 
で , と れ 欠 185 日 目 と 875 日 目 の 間 の た 異 が 著しい 。 
頭 部 の 釣 は 大 型 , 小型 か 交互 に 2 列 に 並び , 大 型 の も 
の は 16 日 目 21.8~27.5 (24.9) ム , 35 日 目 32.5 て 35(33), 
185 日 目 8540 (36.9) ム , 375 日 目 87.5 て 42.5 (89.9) 
小型 の も の は 16 日 目 17.522.5 (20.8) A, 85 日 目 20 
24.5 (22.4) , 135 日 目 3540 (36.9) ム , 375 日 目 25 
<32.5 (27.9) ヵ , で ある 。 吸盤 は 16 日 目 88 一 100 ※80 一 
92 (92x88)*z, 35 日 目 96104 ※88~104 ( 101.2 メ 
91) ム 。 185 日 目 112ー124 メ 100 ~124 (118.8 ※ 
112.4) , 375 日 目 128160 ※ 120~152 .( 140.6 
メ 187。2 ) ヵ ,。 で ある 。 

生殖 器 の 発育 は 16 日 目 で は 痕跡 的 に 止 り , 85 日 目 の も 
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の で は 最終 節 は 老 熟 直前 ( 虫 卵 は 未完 成 ) の 形態 を 具 
え , 185 日 目 の も の で は , 最終 片 館 は 老 吾 し , その 前 節 
は 未だ 生殖 器 の 発育 は 悪く , 375 日 目 の も の で は 完全 な 
成熟 片 節 と 老 熟 片 人 節 を 有 し て いる が , 他 の 片 人 節 の 生殖 器 
は 未だ 極め て 幼稚 で ある 。 375 日 目の下 体 を 多数 検 す れ 
ば , 老 熟 片 飾 の 子宮 の 形態 に は 変異 が 見 られ , 浅い 凹凸 
を 有する 対 状 の も の , 凹 入 の 著しく 深 い , 寧ろ 宇 曲 する 
か の よ ょ うに 見 える 子宮 を 有 す も の が ある 。 怒 成熟 片 餅 に 
於 て は 子宮 は 通常 棒状 を 呈す る が , 時 に 多数 の 繕 れ を 示 
す も ゃ の が ある 。 と れ は 恐らく 発育 の か な り 進ん だ も の 
で , 老 熟 諸 節 に 於 ける 子宮 型 へ の 移行 途中 の 形態 を 示す 
も の で は な いか と 考え られ る 。 


48. 30 年 度 津軽 地方 に 於 て 経験 し た 
多 房 性 エキ フュ ッ クス の 2 例 


弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
宇野 広治 ・ 窪 田 英 造 ・ 三 上 正俊 


Two caseS Of 万 c/2 の COCC24S の 7 の 6 の 7277S which 
WerG 6 の @76C6 の in TSugaru arG4 
in fiscal year 1955. 
Hiroharu Uno, Eizo Kubota, 
Masatoshi Mikami 


過去 1 年 間 ("56 年 3 月 ) に , 当 教室 で 検査 し た 臨 
床 材料 中 か ら , 2 例 の 多 房 性 エキ ノコ ックス を 経験 し た 
の で 報告 する 。 

例 1 M. M. ro 男 , 農 。 

臨床 事項 年 前 に 犬 肉 を 食べ た 事 が ある 。 双 昨年 
2 
x こ くく な つた 。 昭 和 80 年 9 月 か ら 右 季 助 下部 痛 ・ 全 身 
稚 熱 感 ・ 食 後 吸 吐 ・ 路 療 増加 ・ 咳 蹴 等 が 現れ , 弘 大 松永 
内 科 に 入院 し た 。 胸 部 文 線 写真 で 左 に 2 コ , 右 に 4 コ の 
境界 鮮明 な 結節 性 陰影 を 見 た 。 肝 は 正中 線 で 4 横 指 触 
れ , 凹凸 不平 で あつ た 。 肝癌 の 疑 診 の 下 に 肝 の 塞 刺 を 行 
い (10 月 5 日 と 25 日 ), 組織 学 的 検査 で 多 房 性 エキ ノコ ッ 
クス と 診断 が つい た 。 3 価 ア ンチ モン 剤 を 投与 し た 処 , 
肝 腫 は 縮 少 の 傾向 を 示し た が , 肺 の 陰影 は 不変 で あつ 
た 。 て その後 患者 は 希望 退院 し , 現在 生存 し て いる と 言 

組織 学 的 所 見 : 鏡 下 所 見 は 二 回 と も 大 体 同 じ で あつ 
た 。 滞 慢 性 に 増殖 し , 且つ 硝子 化 と 壊死 の 傾向 の 強い 肉 
塞 組 織 内 に , 嫌 色素 性 の 角 皮 が 認め られ た 。 と れ は 大 小 
種々 の 裏 胞 を 思 は せる 形 を 示す 。 頭 餅 ・ 釣 を 見 な か つた 
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が , 多 房 性 エキ ノコ ックス と 診断 し た 。 肺 の 陰影 は 転移 

と 考え た 。 

例 2 以 . T. 57 歳 , 女 , 農 。 

臨床 事項 : 数 年 前 か ら 胃 下垂 の 治療 を 受け た が 好転 
し な い 。 昨年 か ら 年 に 2 <3 回程 , 上 腹部 の 不快 感 ・ 食 
欲 不振 等 を 強く 感じ る 様 に な つた 。 手術 前 1 カ月 か ら 食 
後 上 腹部 の 食物 停滞 感 ・ 不 快感 ・ 食 後 中 吐 を 伴う 様 に な 
つた 。 昭和 81 年 1 月 弘前 市 某 医院 で 手術 し た 。 

E 術 所 見 : 胃 の 下垂 は 軽度 で あり , 疹 痕 も 幽門 狭 宗 

な い 。 肝 の 左 葉 の 表面 に 局 在 し た 約 梅 実 大 の 腫 問 が あ 
り , と れ を 切除 し た 。 

腫 問 の 肉眼 的 所 見 : 腫 約 は 4 x3.5 > 8cm 大 で , 比 
載 的 硬く , 外 表 は 凸凹 不平 で , 割 面 に は 数 コ の 互 に 連結 
し た 庫 胞 が 認め られ る 。 概 壁 は 白色 で , その 厚 さ は 紙 様 
か ら 3 mm 位 を 示す 。 双 井 胞 の 内 容 は 水 様 の も の も あつ 


組織 学 的 所 見 : 大 小 種々 の 裏 胞 が 認め られ る 。 枝 壁 
は 殆 ん ど 硝 子 化 し た 結合 組織 で ある が , 脂肪 化 と 壊死 や 
強い 。 角 皮 は 極め て 不明 腰 で ある が , 猫 認 め ら れ , 丸石 
灰 化し た も の も ある 。 頭 館 ・ 釣 を 見 な い が , 多 房 性 エキ 
ノニ ックス と 診断 すべ きも の と 思 2。 

括 : 42 歳 男 の 肝 の 欠 刺 材料 と , 57 歳 女 の 肝 の 手術 
材料 を 検査 し て , 共に 多 房 性 エキ ノコ ックス と 診断 し 
た 。 但 し 頭 節 と 釣 は 認め な か つた 。 猫 2 例 共 に 胃腸 症状 


が 強 か つ た 。 
49. 和 小 條 虫 の 代謝 に 関す る 研究 (7) 


大 阪 市 立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
守屋 価 二 ・ 引 島 淳 仔 ・ 磯 川 貞 和 
編 田 正 道 
Studies on the metabolism of 万 ye の 76 の ZS 4 の 74 の . (7) 
Shoji Moriya, Zyunji Fukushima, 
Sadakazu Isokawa, Masamichti Fukuda 
小 条 虫 体内 カル シウム 量 は 新鮮 虫 体重 量 の 約 5 多 , 
乾燥 重量 の 約 252% に 達する 事 に つい て は 既に 報告 し た 。 
体内 カル シウム が 主として 所 謝 「 石 灰 小 体 」 と し て 存在 
する な ら ば , 本 小 体 は 虫 体 の 生存 上 重要 な 役割 を 演じ て 
いる 事 が 想像 出来 る 。 
我々 は 条 和 虫 の 石灰 小 体 の 本 体 を 究明 し て , 今日 迄 に 次 
の 結果 を 得 た 。 
壮 小 条 虫 及び 無 釣 条 虫 で は , 石灰 小 体 は 皮 層 に は 存在 
> ず , 簡 層 特に 筋肉 組織 の 部 分 に 存在 し て いる 。 耐 し て 
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両 条 虫 で は , その 形態 に 差 が 認め られ る 。 

両 条 中 で は コハク 酸 脱 水素 酵素 能 も 髄 層 特 に 筋肉 組織 
部 分 で 最も 活 湊 で ある 。 従 つて 若 し, 本 小 体 が 高 分 子 物 
質 で あつ て カル シウム が イオ ン 状 態 で 存在 する な ら ぱ , 
本 小 体 が 条 虫 の エネ ルギー 代謝 に 直接 関大 性 を 持つ 事 も 


想定 され ,(1) コハク 酸 脱 水素 酵素 作用 に 負 の 影響 を 与 


へ る 。 (2 ) DPNase 作用 を 加速 し て オキ ザ ロ 酷 酸 の 薔 
積 を 阻 各 す る 。 (3 ) DPNH。- チ トク ロー ム 恒 元 酵 素 の 
反応 速度 を 調節 する と と が 考 へ られ る の で ある 。 

一 方 , カル シウム が 無機 の 化合 物 と し て 小 体内 に 存在 
する な ら ば , (1) 組織 細胞 内 に 於 ける 酵素 型 の 分 散 状 
態 に 非 特異 的 影響 を 与え る 。 (2 ) 環境 一 の 変 動 に 対 し 
て 虫 体 を 護る 為 の 緩衝 剤 的 役割 を 演ずる と と が 考え られ 


る っ 


50. 京都 府下 一 農村 に 於 ける 和 寄 
生 下 問題 (7 ) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
藤 井 満 


On the intestinal helminthes in a village 
of Kyoto Prefecture. 
Mitsuru Fu 

京都 府 船井 郡 西本 梅村 字 天 引 ( 現 ・ 園 部 町 字 天 引 ) に 
於 ける 頭 虫 感染 の 問題 に つい て 昭和 30 年 1 月 より 31 年 2 
月 迄 の 成績 を 報告 する 。 但し 駆虫 は 80 年 1 6 月 の 間 は 
行 は ず ,。 以後 毎 検便 後に 行 つ た 。 

1) 顕 虫 感染 率 は 10 月 迄 は 6 月 (50.9%) を 最高 と レ 
既 ね 46ー502% の 間 に あ る が , 12 月 (28.122) に 著 減 し , 
31 年 2 月 に は 最低 (24.62) と な つた 。 

2) 陽 転 率 は 30 年 2 月 (41.8 め ) 8 月 及び 10 月 (38.3 
22 の に 高く 4 月 (16.82%) 12 月 (12.2) 31 年 2 月 (18.8 
22) に 低い 。 

3) 陰 転 率 は 2 ~ 6 月 は 概ね 20% 前 後 で ある が 8 月 ょ 
り 次 第 に 上 昇 し , 12 月 に は 53.9 多 , 81 年 2 月 に は 64.3 狐 
と な つた 。 

4) 連続 陰性 者 率 は 30 年 10 月 迄 は 85ー41% の 間 に あ る 
が , 以後 急 に 上 昇 し 831 年 2 月 に は 56.6% と な つた 。 連続 
陽性 者 率 は 80 年 4 月 を 最高 (42.022) と し 10 月 以後 急 に 
低下 し て 831 年 2 月 に は 12.8% と な つた 。 

以上 1) て 4) の 成績 より し て 当 部 落 に 於 ける 駆 昌 及び 感 
染 了 予防 策 は 30 年 10 月 以後 急激 に その 効果 を 現 は し て 来 た 
ゃ の と 推 祭 され る 。 土壌 中 顕 虫 卵 の 検査 た つい て は 畠 20 
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ケ ヶ所) 道路 7 ケ所 を 選び , 毎月 同一 箇 
を 採り 重 ク ロー ム . 酸 ソー ダ 液 で 浮 流 法 


ケ所 (5 月 以後 26 ケ 
折 よ り 土 約 40cm* 
を 行 つた 。 

5) 土壌 中 台 虫 卵 総数 の 1 ヶ所 平均 6 10 月 に は (2.2 
て 7。2 ) 低く , 2 月 68) 11 月 (84.8) に 高く , 以後 減 
上 し て 381 年 2 月 に は 7.2 と な つた 。 仔 虫 包 蔵 卵 の 平均 数 
も 大 体 同じ 経過 を 辿 つ て 居る 。 

6) 総 発育 率 は 6 月 (149) 9 月 ( 175) 4 他 
の 月 は 概ね 200 以 上 あり , 夏季 に も 余り 低く な い 

7) 改良 便所 の 設置 は 30 年 3 月 以後 急激 に 進み , 5 月 
cm 之 を 28 征 ーー (CA),29 年 5 月 
(B), 9 月 (CC),30 年 3 月 て D), 4 月 (EE), 5 月 (T), 
設置 12 戸 ( 0 ) kn け 3 た 。 土壌 中 虫 
生 卵 の 1 ヶ所 平均 数 を 上 記 各 群 別 ! 比較 し - と 眠る と 。 』 
ー エ の 人 衝 群 は 何れ も 完成 後 数 ヶ月 以内 に 著しく 減少 し 
互 の 間 に 差 を 認め 難く な つた が , 未 群 に て は 季節 的 に 著 

(増減 し , 7 月 (3.0) は 厳 低 で , 晩秋 一 冬期 に は 著 
増し て 30 年 2 月 ( 155.2) は 最高 で ある 。 尚 C 群 で は 完 
成 後 問 も な く 8 に 入り, 他 和 群 程 速 に 減少 し な か つた が , 


303 下 6 月 < と の 差 < を 認め な し * 程 度 に 巡 減 少し 
得 べ 。 

3 より し て , 改良 便所 は 土壌 中 の 句 虫 卵 を 
少 せ * この 感染 ど 了 ! 防 す る に は 非常 に 有効 で ある 


が , 較 に こそ の 効果 を 期待 する に は 春乃 至 初夏 の 頃 に 設置 
する の が 適当 と 思 は れる 。 面 し て 過去 2 年 来 検便 駆虫 の 
反 衝 に よる も 容易 に 4026 以下 に 下 ら な か つた 顕 昌 感染 
が , 80 年 10 月 より 意 激 -2 少し た の は , 部 落 内 の 大 多数 
の 家 に 改良 便所 が 設置 され , 貞 中 の 眼中 卵 が 音 明 に 減 
少 せ る 結果 に ょ る と 思 は 】 レ っ 
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51 * 東 馬 京 電気 通 信 局 管 * 内 職員 の 
釣 是 威 菜 状況 と その 疫学 的 考 祭 
東京 電通 局 
還 ーー 茂 ・ 難 波 冬 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 
Moe ・ 矢 萬 ふき 
Studies on infection of the hookworm about 
the Telecommunication Employees in 
Tokyo Telecommunication Bureau. 
Takamasa Haruta, Kazunaga Yarmmauchi, 
Shigeru Tani, Yuzuru Nanba, 
Rikio Yanagisawa, Fuki Yajirma 


昭和 30 年 10 月 より 12 月 に り , 東京 電気 通信 局 管内 職 
員 の 内 , 約 4000 名 を 対象 と し て , 糞便 に よる 寄生 貝 久 和 人 

を 行 つ た 。 検査 対象 は 大 部 分 が 20 歳 より 60 歳 の 男子 て 
職種 は 事務 系 統 及び 現場 作業 員 を 含ん で 居り , 太子 は 4 の 
数 で あつ た 。 検査 方 法 は 硫 苦 加 飽 和食 塩水 浮 蓄 法 に よる 
集 卵 法 1 本 値 と し , 採 便 に 当 つ て は 予め 配布 し た 調査 款 
に 職種 , ea 過去 7 年 用 0 の 細 住地 及 es 業 経験 の 
有無 等 を 記 入 きせ +。 被 検便 と 同時 に 提出 させ た 。 検査 実 
数 は 1688 名 で あり , 顕 虫 卵 腸 性 者 141 名 (8.4 め ) 外 
卵 陽 性 者 82 名 (4.9 %), 東洋 SS 性 才 者 218 名 ( 
12.92), 鞭 虫 卵 陽性 者 285 名 (18.922) で まき 

此 の 内 , 釣 虫 卵 陽性 者 に つき 再度 採 便 し , 半紙 に よ る 

仔 由 塔 養 法 を 行い , 上 竹 交 を 行 つ た 結果 , アメ リカ 殺 
上 単 独 寄生 46 名 ツ ビ ニ 釣 虫 単独 寄生 28 名 , アメ リカ 番 
es と ツ ビ ニ 鉛 息 の 混合 寄 4 生 3 名 , 全 表 不 生生 5 名 で ぁ * 

仔 虫 数 の 少な いも の が 多 か つ た 。 

Moe と 職場 家庭 に 於 いて の 土壌 と の 接触 の 有 
無 に つき 疫学 的 考察 を 行 つ た が , アメ リカ 釣 虫 保有 者 は 
93.5 に 土壌 と の 関連 (家庭 に 於 いて 農業 経験 を 有する 
か , 職場 に 於 いて 土壌 に よ ら 治 染 の 歓 人 る を 有する ) 

らら れ た が , ツ ビ ニ 銘 息 保 有 者 で は 21.4%2 が , 東洋 毛 
可 有 で は 49 が 土壌 と の 関連 が 認め られ な か つ 
た 。 又 , アメ リカ 銘 息 保有 者 の 農業 経験 を ye 首 の う 
ち , 過去 に 肥料 まけ を 経過 し た と 訴 へ た 者 が , 34 名 中 18 
名 (88.2) あつ た が , ビニ 釣 息 保有 者 で は Mo 
名 ( 5.9%) で 。 自覚 症状 を 訴 へ た 比率 は , ジ ビ 
ニ 釣 虫 保有 者 の 方 が 。 アメ リカ 釣 虫 保有 者 より も 多 か つ 
た 。 従来 , 感染 経路 に つい て ( よ , ツジ ビニ 釣 虫 , 東洋 毛 様 
線 虫 は アメ リカ 釣 虫 に 比 し 経口 感染 が 多く , 父 , アメ リ 
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呈 和 31 年 6 月 (1956)〕 


い 


カ 釣 虫 は 他 の 二 者 に 比 し 経 皮 感 
, 土壌 と の 接触 が 者 人 在 人 , 従 つて 寄生 種 は 


と 三 は 電 て 


「 ま 


ツ ビ ニ 釣 下 が ア メリ カ 釣 虫 よ り 多 い 。 し され て 居る が , 今 
で あ り * 都会 生活 


者 と 云 へ どき 


回 の 結果 は 以上 の 事実 を 育 定 す る も の 
。 職場 々 は 家庭 に 於 いて - Pf 
る 者 は アメ リカ 移 下 保有 者 相当 数 ある 事 が 分 つ 
52. 腔 田 市 を 中 心 さ する 職業 別 
狗 皿 並 びに 昭 是 浮 浸 秩 況 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜雄 
立 ・ 水 戸 病院 
梅谷 盟 一 ・ 倒 先 浩一 
On the hookworm and ascaris incidence in 
view of the professional distinction 
centrally in Katsuta city area. 
Rikio Yanagizawa, 
Yuichi Umetani, Koichi Kanesaki 


溢 城 県 勝田 市 の 工業 (金属 工業 ) 306 名 , 農業 319 

名 , 商業 308 名 , 及び 日 立 市 の 鉱業 ( 含 銅 硫化 鉄鉱 の 山 

] 立 鉱山 で 採鉱 を 主 に や つて いる ) 0 る の 邊 和 

業 別 の 釣 虫 並び に 顕 虫 の 淫 浸 状況 を 調査 報告 する 。 検査 

計 集 は 。 何れ も 満 16 以 上 の 男女 ご, 松 在 時 期 は 。 昭和 

29 年 6 月 昭和 80 年 11 月 , 検査 方 法 は , 工業 及び 農業 

に 流 法 1 本 値 で 行い , 併せ て 銘 下 卵 保 

に 対し て 瓦 培養 を 行 つ た 。 商業 及び 鉱業 は , 沙 抹 法 

1 TK 硫 苦 加 食塩 水 浮 渡 法 1 本 値 及 び 瓦 培養 の 三 検査 
と 振 つ だ 。 

2 職業 別 寄生 和 虫 卵 保有 状況 釣 虫 卵 保 有 率 に 於 い 
こ は , 第 1 表 に 示す 如く , 農業 は , 工業 , 商業 及び 鉱業 
り 高 率 で 22 検定 に より 5 以下 の 危険 率 で 有意 の 
差 が 認め られ る が , 工業 , 商業 及び 鉱業 の 各 職 業 間 で は 


(4 し て 店 





有意 の 差 は 認め られ な い 。 
照 下 卵 保有 率 に 於 いて は , 農業 は , 工業 , 鉱業 及び 商 


業 より 高 率 で , ダ 検索 よ り 。 村 の 本 末吉 
の 危険 率 で 有意 の 差 が 認め られ る が , 工業 は , 鉱業 と 
は 検定 に より 大 ほな く 。 南 よ の 半 に は 
多 以 下 の 危 険 率 で 有意 の 差 が 認め られ る 。 鉱業 と 商業 と 
の 間 に は , 有意 の 差 が 認め られ な い 。 

( 2 ) 培養 成績 培養 成績 は , 第 2 表 の 如く で ある 。 
即ち 農業 , 商業 , 工業 の 順に アメ リカ 種 が 多く み ら れ , 
鉱業 は や ゝ ツジ ビニ = 種 が 多い 。 何れ の 職業 に 於 いて も , 両 
種 の 混合 は 少 い 。 双 , 平均 発生 仔 虫 数 より みれ ば 軽 感染 


者 が 多い 。 


第 2 表 培養 成績 (1g 瓦 二 養 ) 
「 ヅ 」 二 「 ア 」 平均 発生 


革 開 デア ビー 各 スキ カ 緑 。 - 半 「 全 証 拉 
工業 38.88 め し ョ 44.44 る 16.66%( で 0 
半 業 る 4.87 ー 90.24 を に 4.87%( て 送 
商業 人 23.52 を 中 76.47 0 ( く っ 
鉱業 54.16 多 41.66 ダ 4.16 タ (て E 


(3 ) 検査 法 別 寄生 虫 卵 保有 状況 商業 に 於 ける 釣 虫 
卵 保 有 率 は , 塗 抹 法 3 名 (0.992), 集 卵 法 20 名 (6.60 
22), 次 抹 法 と 集 卵 法 と の 俳 用 20 名 (6.6022), 培養 法 17 名 
(5.6122), 集 卵 法 と 培養 法 と の 併用 26 名 (8.58%) で ぁ 


鉱業 に 於 ける 釣 昌 卵 保有 素 は , 沙 抹 法 1 名 (0.88 め ), 
集 卵 法 16 名 (5.2822), 塗 抹 法 と 集 卵 法 と の 併用 16 名 (5. 
2822), 培養 法 24 名 (8 9222), 集 卵 法 と 培養 法 と の 併用 28 
名 (9.2422) で ある 。 商業 , 鉱業 と も に 集 卵 法 は , x* 答 
定 に より , 5 2 以下 の 危険 率 で 有意 の 差 を も つて 沙 抹 法 
に まさ り , 集 卵 法 , 培養 法 及 び 集 卵 法 と 培養 法 と の 併用 の 


第 1 表 職業 別 寄生 虫 卵 保有 率 ( 硫 苦 加 食 塩水 浮 渡 法 1 本 値 に よる ) 


対象 人 員 保 卵 者 更 卵 


に 業 。 306 (085%) (28 め ) 
業 319 (55。17 を ) (36.99% 2) 
商業 303 (24.42) Q5.84%) 
鉱業 08 (38.99%) (20.29%) 


釣 昌 卵 。 厨 





時 虫 錯 


東洋 毛 様 線 は 
卵 鞭 虫 卵 


29 16 27 

(9.48 を ) (5.23 多 ) C 8.82 め ) 
4 9 1 

(23. 2 と ) C 1.25 め ) C 2.82 め ) ( 0.31 ゝ 

20 4 9 
C 6.60 め ) C 1.32) C 2.97) 

16 2 47 
(5.28 タ ) (0.66) 5.51) 
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三 者 間 に は , 有意 の 差 が な い 。 商業 に 於 ける 顕 虫 卵 保有 
率 は , 塗 抹 法 70 名 (28.18 2), 集 卵 法 48 名 (15.84 ), 沙 
抹 法 と 集 卵 成 と の 併用 74 名 (24.42 多 ) で ある 。 鉱業 に 
於 ける 顕 虫 卵 保有 率 は , 塗 抹 法 86 名 (28.88 ), 集 卵 法 
68 名 (20.79 多 ), 沙 抹 法 と 集 卵 法 と の 併用 93 名 (30.69 
多 ) で ある 。 商業 , 鉱業 と も に , x, 検 定 こ より , 5 多 以 
下 の 和 危険 率 で 沙 抹 法 は 有意 の 差 を も つて , 集 卵 法 に まさ 
芝 紗 抹 法 と 集 卵 法 と の 併用 と の 間 に は 有意 の 差 が な 

。 剖 鉱業 に 於 いて は , 坊 内 及び 塊 外 作業 者 間 に は , 釣 
Pa こ 有 意 の 差 は な く , 塊 内 感染 は な いと 考 へ ら 


れる 


e ノ o 


53. 管理 きれ た 給食 下 に 於 ける 
遇 虫 感染 


日 本 医科 大 学内 科 
玉 井 太 郎 
The infection of ascaris under the supplying 
with food in a hospital. 
Taro Tamai 


我々 は 名 虫 の 居 な い 村 を 作る た め に 山形 県 の 一 農村 坂 
野辺 の 集団 駆虫 を 実施 し て 来 た が , 駆虫 を する 一 方 再 感 
染 が あつ て 容易 に 全員 陰性 に する 事 は 出来 な い 。 教室 の 
山田 , 和田 の 成績 も 同様 で ある 。 再 感染 に は 次 の 二 つ の 
因子 が 重要 と 考え られ る 。 即ち 感染 機会 と , 感染 し や す 
ある 。 列 引 訂 寺 二 十 池 半 半 の 給 寺 入 
こ 主 に 前 者 を 追肥 し 興味 ある 成績 を 得 た の 


「 ちあ = アア 
いた ち ] 


院 患 者 に 就 い ~ 
で 報告 する 。 
昭和 29 年 1 月 より 81 年 3 月 迄 の 間 89 名 に つい て 見 る に 
院内 で 感染 し た と 思わ れる 者 11 名 18 件 で あり , 11 名 中 4 
名 は 入院 時 に も 虫 卵 を 保有 し て 居 た 。 再 感染 者 は 陰 転 よ 
り 陽 転 の 期間 は 2 3 ヶ月 が 多い 。 下 卵 陽 転 の 時 期 は 1 
月 より 9 月 迄 で ある か ら 感 染 の 時 期 は 11 月 より 翌年 7 月 
上 
2 ) 調理 中 (3 ) 食物 摂取 時 (4 ) 塵 換 に よる 感染 に 分 
け て 見 る に , (1) に は 生野 菜 , 漬物 , 患者 の 持ち 込む 
隊 半 あ が 捕 閑 の げ だ 放 時 更 れず 。 年 
の 土 中 に 虫 卵 を 発見 し の 電 な 
な ら ず , 占 者 の 持ち 込む 中 や , 巣 子 , オ コワ , ボタ モチ , 
果物 (イチ ご 未 検 ), > ジュー ス 等 で 虫 卵 を 証明 出来 な い 。 
( 2 ) に は 炊事 婦 の 爪 垢 中 に 虫 卵 を 証明 する 。 これ は 
午 孝 等 の 土 中 の 虫 卵 に 原因 する か , 炊事 婦 自 ら の 保有 す 
ら 東 卵 に 原因 する らし い 。 次 に (8) で ある が 患者 の 爪 
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垢 中 に も 顕 虫 卵 を 証明 し , これ は 自ら 保有 する 虫 卵 か , . 
は 溶 震 と 共に 行わ れる 花 の 移植 の 時 の 土 中 の 虫 卵 に 原 
因 す る らし く 後 者 は 仔 虫 期 罰 で ある 。 (4 ) の 塵 丘 より 
の 感染 を 見 る に 鹿 換 , 廊下 の 砂 等 の 中 に は 虫 卵 を 証明 出 
来 な か つた 。 
結論 
1) 管理 され た 給食 下 の 顕 虫 感染 を 見 る に 調理 人 及び 
給食 され る 人 の 爪 垢 内 の 虫 卵 よ り 感染 する 機会 が 多い 。 
2) 爪 垢 内 に 入る 貝 卵 源 は 自身 の 保有 する 虫 卵 及 び 野 
菜 に 附 着 し た 土 か 「 土 いじ り 」 を し た 土 に あり , 前 者 が 
主 を な す と 考え られ る 。 
54. 殿 尿 内 卵 か ら み た 昭 虫 の 疫 
学 的 考察 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
森下 医 ・ 西 村 猛 


Epidemiological investigation of 4sc2z2S 
7 の 7 の 7es infection based on eggS 
in nightsoil. 

氏 aoru Morishita, Takeshi Nishimura 


余ら は 1950 年 以来 大 阪 市 内 波 取 尿 尿 内 の 顕 虫 卵 に つい 
て 種々 な る 観察 を 行 つ て いる が , それ に 基 い て 顕 虫 の 疫 
学 的 考察 を 行い , 興味 ある 事実 を 見 出し て いる 。 

1950 年 に 於 ける 人 金 市 肖 取 尿 尿 内 の 同 虫 卵 数 は , 1 cc に 
つい て 平均 937.8 で あり , うち 受精 卵 は 812, その 発育 
可能 卵 率 は 72.122% で あつ た 。 今 こ と れ を 市 の 周辺 部 と 中 心 
部 と に 区 分 し て みる と , 卵 数 は 前 者 で 1049.7/cc, 後者 で 
625.8/cc と な り , 中 心 部 に 於 ける 感染 の 低い こと を 示 
レ し て いる 。 

次 に 1952 年 に は 市 内 数 地区 に つい て 1 年 を 通じ て 観察 
し た が , 周辺 部 ・ 中 心 部 共 卵 数 及び 未 受精 卵 率 に 於 ご 一 
定 の 動揺 を 示し て いる が その 意味 づけ は むつ か し い 。 只 
発育 可能 卵 率 は 両 地域 共 夏期 に 低く , 8 月 に 最低 と な つ 
て いる の は 明らか に 気温 に 関係 し て 居る と し て 良い 。 
さて か か る 卵 数 が 今日 計 に どの よう に 推移 し て 来 た か 
を 知る た め に , 同一 地域 の 同一 季節 に 於 ける 材料 を と つ 
こ 卵 数 , その 性 状 に つい て 考察 し た 。 と の 観察 の 出 公 
点 で ある 1950 年 に 於 ける 卵 数 は 本 観察 の 対象 地区 で 
1001.8 で ある が , 以後 1952 年 , 1953 年 に は 夫々 145.0/cc 
及び 285.0/cc と な り と の 両 年 の 数 は 大 差 な い が , 1950 
年 に 比較 する と 明らか に 減少 し て 居り , 更 ら に 1955 年 に 
は 55/cc と 劇 減 し て いる 。 今 市 内 小学 児童 の 顕 束 卵 検出 
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率 を みろ る に , 1950 年 に は 66.12 で あつ た が , 1952 年 46.4 
の の , 1953 年 38.2% と な り , 1955 年 に は 19.38 多 を 減少 し , 
上 の 卵 数 の 消長 と 良く 一 致し て いる 。 興味 ある の は 未 受 
精 卵 の 態度 で , 卵 数 の 減少 に 従い , 逆 比 的 に 増加 し , 19 
50 年 に は 総 卵 中 14.42% で あつ た の が , 1955 年 に は 72.8 多 
と 著しく 増加 し , 感染 濃度 の 低下 を 物語 つて いる 。 

上 記 の 如く , 1950 年 以後 単位 尿 尿 中 の 卵 数 は 著しく 減 
少し て いる が, 全市 か ら 波 出さ れる 卵 の 絶対 量 は 何 う か 
, 当初 の 1950 年 に は 全市 1 日 の 波 取 量 は 1 万 石 
で あ 事 2 拉 1 cc 中 の 卵 数 9837.8 と し て 1.,691,706,7 
0600 と かっ た 。 閣 ゃ に 陸生 導 
減 し た が 小 取 量 が 1 万 7 千石 と 増加 し て いる の で 
の 綴 数 は 168。665.565.000 と な つて いる 。 と の 卵 数 は 
当初 の も の に 対 し 90% の 減少 と な り , その うち 受精 卵 数 
の ス を みる と 実に 97.7 多 の 減少 と な る が , 尚且 つ 総 卵 数 
の 極め て 多い の は 波 取 量 の 著しい 増加 が 原因 し て 居る ミ 


ん (フー 考え られ る 。 


55. 学童 の 学年 別 よ り 見 た 遇 忠 卵 
受精 , 未 受精 卵 の 概 出 季 に つい 


中 部 日 本 寄生 躍 予防 協会 
武 田 正 義 


抄録 な し 


56. 名 是 の 経 気道 威 柴 に 関す る 
研究 て 2) 


虫 卵 の 塵 換 的 性 状 特急 虫 卵 と 土壌 と の 
関係 に つい て 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
中 山 く に 子 


Studies on the experimental ascaris infection 
through respiratory truct. (2) The aerosol- 
jike physical properties of ascaris eggs with 

special reference to relation with soil. 
Kuniko Nakayama 


上 虫 卵 が 水中 落下 速度 の 面 か ら み て , 気 腰 質 と し て の 
性 状 を も つて いる と と は , 第 一 報 に 報告 し た 通り で ある 
が , 今回 は と の 顕 虫 卵 と 土壌 と の 附 着 状 態 を 観察 し た の 
で , その 成績 に つい て 述べ る 。 
実験 材料 





b) 六 原 B。(1 一 0.5m。 0.5 一 0.25m 
0.1 一 0.02mm, 0.02 一 0.002m) 
2. 豚 台 虫 卵 (人 工 腸 液 と 5 日 間 30'7C に て 浸漬 し た も 
の ) 
3。 ビニ ー ル 球 (直径 80 ミ クロ ン 比重 1190) 
実験 方 法 及 び 実 験 結果 


ま 。 才 擦 。 六 原 Ai(1>0.5mm。 0.5 一 0.25m) 


実験 1。 上 記 の 土壌 を 各々 2 g 宛 シヤ ー レ (直径 約 5 
cm) に 入れ , 顕 虫 卵 浮 漠 液 (1 cc 中 に 約 1500 個 の 虫 卵 を 
含有 する よう に 稀釈 ) を 2 cc 宛 均 等 に 搬 布 し て 室温 と 5 
関大 婦 し た の ち 議 [16 間 デフ で で 

- 対 する 下 卵 附 着 数 を 観察 し た 。 B。 (1 0.5 画 ) で 

は 本 に 和 
は 2 個 , 同じ く 2 粒 に は 3 個 , so 
( 0.5~0.25mm) で は 89 粒 に は 附 着せ ず , 10 粒 に は 1 個 
1 粒 に は 2 個 附 着 し て いた 。 A」 * これ 
E 得 た 。 尚 , B。 (0.02~0.002 画 ) は , 遇 虫 卵 の 全 表 面 
に 殆ど すき 間 の な いよ ょ うに 附 着 し て いた 。 
実験 2. 実験 1. と 同様 に 搬 布 し た サン プル (シヤ ー レ 
は 直径 約 1.5cm, 深 さ 約 1cm の も の を 使用 ) の 土壌 が シ 
ヤー レ の 壁 に 附 着 し て いな い 中 央 部 を 静か に 取り , 各 虫 
卵 に つい て 観察 し た と ころ , 土壌 え の 附 着 率 は , B。 (1 
て 0.5 中 ) は 922, B,。 ( 0.5 て 0.25m) は , 91 多 , Ai( 1 
< て 0. 5) は 98 多 , Ai ( 0.5~0.25 叫 ) は 97 多 で あつ 


あこ 


実験 3。 土壌 の 4」(1<-0.5 画 ) 2 g を シヤ ー レ に 
取り , 殆ど 等 し い 稀 息 度 と し た 虫 卵 。 ビニ ー ル 球 , 土壌 
粒子 ( 0.1-0.02 叫 ) の 浮 洪 液 を 2 cc 宛 均 等 に 搬 布 し た 
と と ろ , 土壌 100 個 に つい て の 附 着 総数 は , 束 卵 > 土 . 
壌 > ビニ ー ル 球 の 順 で その 比 は 約 5 : 2 : 1 の 割合 で あ , 


ーー 


7 さら 


7 
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57. 魚 虫 子宮 内 卵 の 発育 及び その 
抵抗 性 に 関す る 研究 (2 ) 
各種 測度 ホル マリ ン 浸 濱 後 の 豚 顕 虫 宮内 各部 位 

卵 の 発育 経過 に 関す る 研究 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
齋 際 敏昭 


Study on the development and resistance of 
3SCariS eggs from the uterus of 4sc2zzs 
sZ777/Z Duj, (Swine ascaris)。 (2) The 
development of pig ascariS eggSs from 
YariouS Dart of the uterus after immrner- 
sing them into formalin solution 
of variouSs concentration. 

Toshiaki Saito 


私 は 各種 濃度 の ホル マリ ン 液 中 に 保存 し た 虫 子宮 内 
二 が 保存 期間 に よる その 発育 能 を 系統 的 に 探索 せん と し 
こ , 豚 虫 体 を 各種 濃度 の ホル マリ ン 中 に 浸漬 , 一 定期 
閣 後 その 子宮 内 卵 を 培養 し その 発育 経過 を 観察 し た 。 
その 低温 時 (10'C) に お ける 成績 に つい て みる と 。 豚 
環 虫 子宮 内 卵 は その 何れ の 部 位 の も の を も る 問 は ず , 各種 
ポル リン に 一 定期 間 浸漬 する と き は , 対 周 に 比 し 
その 濃度 2 内外 で その 仔 虫 形成 率 は 一 時 抑制 され る 
が 再び と れ は 上 昇 同 5 附近 Me 高 に 達する 。 し か し そ 
の 度 は ホル マリ ee が 上 昇 す た が つて 次 第 に そ 
の 束 は 低下 し , つい に - 定 濃度 に こ お い て その 他 形 成 は 認 
られ な し な る 。 1 尚 , 高湯 時 (28'C) に お ける 成績 を 見 
る 3 浸漬 期間 一 ヶ月 直後 に を いて は , 1022 ま で は 殆 ん 
常 単細胞 卵 な る も 1522 以 上 に を いて 全 べ て 単細胞 変 
*a soyrps 抽 で あつ た 。 商 28 で で 培養 2 週 後 に お い 
て. 衝 K。 2 で は 932, 5 及び 102 で は 4 多 仔 虫 形 成 卵 
を 生 じ た 。 浸 潰 期間 ニケ 月 直後 に お いて は , 1 多 に お い 
て は 発育 期 卵 472 .( 単 細胞 2 2 分 裂 卵 88% 桑 概 期 7 2) 
変性 卵 ( 頼 粒 形成 ) 5322 ( 桑 棋 期 202 照 時 期 7 2 仔 虫 26 
22), 5 2 に お いて は 発育 期 卵 Y 2 (単細胞 1 分 裂 卵 6 
22) 変性 卵 (上 粒 形成 ) 932 ( 和 桑 概 期 482 昭 昧 期 1422 仔 
虫 81%) で 10% 以 上 に お いて は 全 べ て 変性 卵 で あつ た 。 
次 に , 浸漬 期間 三 ケ ヶ月 直後 ご は, 1 2 に お いて は 発育 期 
卵 852 (分 裂 卵 1 桑 概 期 1 2 仔 虫 882) 変性 卵 ( 頼 粒 
形成 ) 652 ( 和 桑 概 期 87 昭 昧 期 4 2 仔 昌 2422) で 5 多 以 
上 に お いて は 全 べ て 単細胞 頼 粒 形 成 卵 で あつ た 。 
次 に , 子宮 各部 位 内 虫 卵 に 関し て の 仔 虫 形成 率 の 状況 
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は , 子宮 上 部 に いた る 卵 ほ ど 一 定期 間 一 定 濃度 ホル マリ 
ン 浸漬 時 に お ける 仔 虫 形成 率 が 低く 特に ホル マリ ン 濃 度 
が 上 昇 す る に し た が つて 又 ー 定 各 濃 度 ホ ル マ リ ン 浸 漬 の 
場合 に お いて は , その 浸漬 期間 の 延長 する に し た が つ -~ 

その 仔 虫 形成 率 の 低下 の 度合 が 著しい よう で ある 。 とれ 
葵 らく は , すでに , 豚 上 虫 子宮 各部 位 に お ける 卵 の 培養 
発育 経過 に 関す る 研究 に お いて C の べた よ うに , 子宮 下部 
内 卵 に 比 し て 上 部 内 卵 に いた る ほど 未完 成 卵 が 多く , し 
た が つて それ ら の 薬剤 お よび 之 に 対す る 浸漬 期間 の 延長 
に 対す る 抵抗 性 が 弱い と いう た め に 基く の で あら う 。 


598. 員 是 卵 の 発育 に 肥 ば す シ アン * 
アァ アッ ア イド の 影 装 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
柳沢 十 演 
Effects of 氏 -cyanide and Na-azide on the 
development of ascaris ov3. 
Toshio Yanagisawa 

占 虫 卵 が 其 の 発育 に 相当 の 酸素 を 必要 と し て いる 事 は 
既 に Brown 及び Huff 多 Boell 等 に より 報告 され て 
居る が , 筆者 は 抗 代謝 物質 で ある 表 CN 及び NaN, 
に よる 上 虫 卵 の 代謝 の 抑制 を 検 し よう と し た 。 之 は 直 
接 に は O。 消費 量 の 抑制 を 見 る 可 き で ある が Oz 消費 抑 
制 の 結果 起 生 する で あろ う 発 生 (分 裂 ) の 抑制 と 云う 点 
より 鈴 察 を 行 つ た 。 各種 濃度 の KCN, NaN。 溶 液 を メ 
ジウ ム と し た 息 卵 培養 (30C) を 行 つ た 結果 二 薬 剤 共 
- MI10* 二 の メジ ウム 中 で は 境 養 4 週 に 到 る も 仔 虫 は 
全く 見 られ ず , IM/10* で は 二 薬 剤 共に 対 辿 の 仔 貝 形成 
率 (2 と 殆ど 差 は 認め られ な か つた 。 次 に 一 定時 間 
各種 濃度 の 0 生 卵 を 浸漬 (30C) し 薬剤 除去 
後 , 正常 メゾ ウム て 培養 (30'C) し て 見 た 。 7 日 浸漬 群 
で は , KCN N MO 迄 仔 虫 形成 は 見 られ ず 。 M/10! で 
は 対照 と 差 な たく, NaN。 M/10! 迄 仔 虫 形成 な く , M/10: 
で 殆ど 対 照 と 差 を 認め な か つた 。 但し NaN。 の 有効 無 
効 の 限界 濃度 附近 で は 甚だ 多数 の 分 裂 異 常 卵 が 見 受け ら 
れ た 。 3 日 浸漬 群 で は , KCN M/10 で も 既に 培養 後 4 
週 で 102 以 上 の 存 虫 を 見 濃度 の 減少 と 共に 存 虫 形成 率 は 
上 昇 し た 。 之 に 反し NaN,M/10 で 培養 後 4 週 で 仔 則 約 
702 以 上 の 形成 を 見 る も M/10: M/10: の 夫々 で は 20% 
以下 仔 下 で あり M/10* で 始め て 対照 と 差 な い 程 の 仔 昌 
が 観察 され た 。 更に 高 濃度 の NaN, 溶液 で 同一 浸漬 条 
件 で 虫 卵 発育 た 見 る と 1 mol- り 」。 mol の 間 で は 濃度 の 上 
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昇 と 共に 仔 虫 形成 率 も 減少 し て 行 つ た 
M/10 で 発育 抑制 能 が 上 昇 する 理由 を 探究 する 為 に 各種 
緩 衡 液 を 用 いて NaN。 の 溶液 の 中 を 補正 し 中 =11 一 8 の 
間 に 於 て NaN, M/10: 液 の 虫 卵 発生 抑制 能 を 検 し た 所 
溶液 の 中 =89 以上 の アル カリ 側 に 於 て は その 抑制 
カ が 激減 する 事 が 判明 し た 。 又 中 =7ー5 の 間 に 於 て は 
抑制 力 は NaN。 の 濃度 こ に 比 例 し NaN, は 中 性 より 肥 酸 
性 に 於 ける メジ ウム 中 で 有効 に 作用 する 事 も 明らか と な 
つた 。 事実 NaN。 の 作 種 濃度 の 水溶 液 の 員 を 測定 する 
と M/10 以上 で は 中 =10 の 価 を 示し た 。 

以上 の 結果 より 虫 卵 は , 代表 的 呼吸 阻止 剤 で 
KCN, NaN, に より 相当 強力 に 発育 を 阻止 され , 特に Na 
N, は 他 の 生物 に さけ る と 同様 に 中 性 又は 弱 酸性 側 に 於 
て 有 効 で ある 事 が 判明 し た 。 筆者 は 更に 完 際 の O。 消費 
に 及ぼ すみ 之 等 薬剤 の 作用 を 現在 追 夫 中 で ある 。 


59. 凡 是 個体 の サン トニ ン 耐 性 
(サン トニ ン 抵 手 の 問題 3 ) 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 
小宮 義孝 ・ 石 崎 遅 ・ 久 津 見 晴 疹 


Individual resistances of 4scg7zs szz/72 in 
Santonin solution (The problem of 
Santonin resistance of ascariS. 3.) 
Tatsushi lshizaki, 
Haruhiko Kutsumi 


親 2 回 の 報告 で 宿主 に 


Yoshitaka Komiya, 


ょ つて Santonin 投与 に 際 し て 
臨 末 的 に 宿主 側 の 要因 が 之 に 関 
係 の ある と と を 報告 し た 。 今回 は 句 虫 の 側 に 抵抗 性 の 差 
異 が か ある か 否 か を し ら べ た の で 報告 する 。 
he かい 六 か な の こ 保温 し た 0.9522 NaC1l 
て 持ち か えり , 82?C の 昧 卵 器 に 格納 し て 実験 し 


穫 液 を 0・ 9522 NaCI1 液 と し , これ に Santonin を 


xJ ル と 志す と と が あり 。 





了 あ で 液 及 び 5 X10~* 液 を 作 つ た 。 液 量 1 隻 当 


り 100cc と し , 直径 2.5cm, 長 さ 50cm の 硝子 管 容 器 に 入 
前 窟 し て 性 正規 前 進 運 動 周期 , 体重 

( 実 2 」 測定 し 

角 察 方 法 は 体 g 及 の : 運動 型 玉 と し 。 投入 直後 , 5, 


10, 15, 20, 25, 80, 35, 40, 45, 50, 60, 90, 120, 


150。 180, 210, 240, 270。 300 (分 ) 及び 24 時 間 


の 22 回 に 観察 し た 。 


採取 当日 の 顕 虫 で 10~* 液 に 入れ た も の 78 隻 , 5 x10* 
採取 2 日 目 の 句 過 で 10~* 液 に 入れ た 


そ と で MM/105- 


(29 ) 






29 隻 , 合計 181 隻 で ある 
1。 Santonin 10-* 江 中 て は は 全 融 虫 が 影響 を 受け て 正 
規 前 進 運 動 消失 し , 7022 が Santonin 特有 の 巻き 型 を 示 


レ た 。 


2。 3 隻 (8.8 ) だ け 特 に 強い 抵抗 の も の が あり , 
前 進 運動 消失 遅く , 回 復 早 く , し か も Santonin 巻き 型 
を 示さ な か つた 。 そ し て 完全 に 避 復 し た 

3。 正規 前 進 運 動 の 停止 時 間 を みる と , 即時 停止 ? 略 
602%, $ 略 402% で 両者 間 に 有 意 差 (5 2 危険 率 ) あり , 
$ の 方 が 抵抗 が 強い 。 停止 時 間 の 遅延 し た も の で は 周期 
と 停止 時 間 の 間 に 正 相関 が あつ た 。 

4。 Santonin 巻き の 寛解 は 5 時 間 後 の 観察 で , 正規 
前 進 運 動 停止 の 遅延 し た も の の 方 が 寛解 率 が 大 きい 

5.。 Santonin 巻き を 示さ な い 頭 虫 は Santonin に 対 
し 特に 耐性 の 強い も の と 弱い も る の が ある 。 

6. 2 日 目 の 弱 つた 魚 点 で は 大 部 分 が 正規 前 進 運 動 即 


時 停止 , 半数 が Santonin 巻き , 5 時 間 後 の 観察 で 復 
例 な し 。 

7. メ 10-* 液 で は 半数 が wc 無 影響 で , 影響 の あ 
た を At Santonin 巻き は 無く , 即時 停止 率 低 く , 避 


復 数 か 多い 。 


60. 咽 虫 卵 の 電子 題 微 鎧 学 的 研究 (2 ) 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
分 山 志 了 ・ 列 田野 邦 和 


Electro-microscopic studies on ascaris-eggS (2) 


Siro Wakiyama, Kunikazu Hadano 


電子 顕微 鏡 が 医学 の 分 野 に 導入 され て 日 商 北 い が , そ 
し 相当 に 新 し い 知見 を 出 し て 細胞 学 的 に 貢献 し て 居り, 
ひい て は 之 が 光学 顕微 鐘 と の つなが り に お いて 診断 や 治 
音 の 面 に 利用 され ん と し つつ ある 。 和 吾 々 は 寄生 虫 卵 の 構 
造 を 電子 顕微 鏡 を 通じ て 観察 し , 今 迄 の 知見 に 補遺 を 加 
え 様 と 試み て 居る が , 事 志 の 如く な ら ず 超 薄 切々 片 の 作 
sn 対 の 存在 する 事 を 痛感 し て いる 。 し か し 和束 

に こ 角 顕 昌 卵 の 最も 初歩 的 超 薄 切片 作製 に 成功 し た の 
, と の 方 面 に 未だ 殆 ん ど 業 下 の な い 今日 , 何 か の 参考 
に こ な ろ うと 考え 示説 する 。 

成績 は 現在 の 所 , 蛋白 膜 は 電子 顕微 鏡 的 に 無 構造 で あ 
る が , その 厚 さ , 波状 の 型式 は 子宮 の 部 位 に よ つ て 大 い 
に こ 異 り , 一 般 的 に 王 え ば 受精 成熟 卵 で は 整然 と し て 存在 
する と と は 光学 顕微 鏡 に よる 今 迄 の 知見 と 同じ で ある 。 
卵 疫 は 既に 光学 頭 微 鎧 や 位相 差 頭 微 鏡 で 知ら れ て 居る 多 
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・ 層 構 造 を 検索 せん と し て 居る が , 如何 な る 理由 か 非常 に 
厚く 観察 され (2 て 5 84 層 の 特異 な 構造 を 示す 
場合 (恐らく 受精 卵 ) と , 非常 に 薄く 観察 され (0.8 て 
0.5 ) 極め て 複 離 な 波状 構造 を 示す (波長 0.5 て 0.6 め 
場合 (恐らく 未 受 精 卵 ) と が あ る 。 卵殻 内 の 構造 は 本 だ 
全く 詳 に し 得 な いと 云 つ て いい が , 小さ い の は 直径 0.2 
< て 0.4 の 小 頼 粒 , 1.1 て 1.4 の 中 題 粒 。 2 て 2.6 ヶ の 
粗大 頸 粒 と の オス ミウ ム 酸 固定 題 粒 の 存在 が 知ら れる 
と の 粒 の 分 布 , 粗 密 , 天 粒 内 の 構造 等 は 受精 , 未 受精 
卵 の 成熟 度 と 関 削 ある も の の 如く 考え られ る が , 詳細 は 
未詳 で ある 。 今後 切片 作製 の 技術 , 固定 法 の 改良 等 を 研 
究 し , 次 の 機会 に 検討 し た いと 思う 。 

商 今 迄 の 術 式 を 参考 迄 に 示せ ば , 材料 は 豚 占 下 の 子宮 
を 十 等 分 し , 用 側 より 夫々 第 1 部 位 一 第 10 部 位 に 分 類 し 
た 。 固定 は 2 タオ スミ ウム 酸 と 中 7.4 の 妖 酸 衝 液 等 分 液 
て 氷室 内 4 時 間 固 定 , 水洗 , 脱水 後 , n-buthylmetha- 
crylate 又は それ と methylmethacrylate を 4 : 1 の 
割合 で 混合 し た も の で 包 埋 , 日 本 ミク ロト ー ム ス 製 超 ミ ク 
ロト ー ム と 超 ミ クロ トー ム 用 ナイ フ 又 は ガラ スナ イフ た 
用 いて 0.02<0.05 の 超 薄 切 < 片 を 得 , 之 を 電子 線 又 は 
酷 酸 アミ ル で 包 埋 剤 を 除去 し た 後 , 明石 電子 顕微 鏡 ( 加 
速 電圧 50K V 直 接 倍率 500 こ 11,000x) で 銀 察 し , harq 
process 乾板 に その 像 を 撮影 , 之 を 更に 写真 用 引 伸 機 に 
より 28,000 倍 て 210,000 倍 に 迄 拡大 し て 観察 し た 。 


61. 昭 虫 脱穀 仔 虫 の 無菌 的 飼育 実験 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
問 川 身 典 


Experiments on the survival of excysted 
ascariS larvae in the sterilized condition. 
Michisuke Toikawa 


虫 の 仔 虫 を 宿主 体外 に 於 て 飼育 する こと は 古く か と 
行わ れ て いる が 貞 , 至難 に 属す る 。 犬 昌 卵 に 比 し 困難 
と 云わ れ て いる 豚 顕 虫 卵 の 人 工 骨 化 を 行い 適当 な る 種々 
の 飼育 液 肉 に 脱 殻 仔 虫 を 入れ 生存 期間 及び 発育 に 関し て 
飼育 実験 を 行い 次 の 成績 を 得 た の で 報告 する 。 東 卵 は 無 
菌 的 操作 の も と た 豚 上 虫 の 子宮 腫 部 1 > 1.5cm よ り 受 精 
卵 で ある と と を 確認 し て 取出 し , 28 で の 遇 卵 器 内 で 試験 
管内 滅菌 水 申 培 養 を 行 つ た 。 Stoll の 試験 管 に 直径 5 画 
内 外 の 硝子 玉 を 15 て 20 ケ 入 れ 綿 栓 を 施し 減 菌 し た 中 に 
培養 後 3050 日 を 経過 し た 仔 虫 包 蔵 卵 を 入れ て 硝子 玉 の 
動く 程度 に 5 一 7 分 間 振 導 す る 。 硝子 玉 の 磨 擦 に より 卵 
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殻 に 機械 的 損傷 が 与え を られ る の で 仔 虫 は 70 て 80 多 位 脱 殻 
遇 化 し た 。 と の 人 工 脱 殻 角 化 仔 虫 を 種々 な る 人 工 合成 寺 
育 液 に 入れ 観察 し た 。 飼育 温度 は すべ て 87'C で 行い 操作 
は すべ て 厳重 な る 無菌 的 の も と に 行 つ た が , 念 の 為 に ペ 
ニシ リン 10.000u/cc。」 ストレプト マイ シン 10 mg/cc を 泊 
加 し た 。 尚 , 実験 中 の 無菌 試験 は thioglycollete 培地 
に より 行 つ た 。 

(1) 0.4 多 , 0.522, 0.6 多 , 0.72, 0.8 史 , 
0.922, 1.022 の 各種 食塩 濃度 の 飼育 液 中 で は 0.52% の 
き の が 生存 日 数 14.5 日 で 最長 で あつ た 。 

( 2 ) Ringer 液 , Locke 液 , Tyrode 液 , Ringer- 
Dale 液 の 各種 生理 平衡 液 中 の 仔 虫 の 生存 期間 は Ringer 
液 の 9.3 日 が 良好 で あつ た 。 

(8) Ringer 液 に 衛 罰 糖 0.12 の 添加 で は 6 日 で あ 
つた 。 Ringer 液 十 入 敬 精 0.1 を 基本 合成 液 と し , こ 
れ に 各種 栄養 分 を 添加 し た 結果 は アス パラ ギン 酸 0.007 
2 で 2 日 , グル タ ミ ン 酸 0.007 多 で は 3 日 , vitamin 
C 0.008 學 で は 10 日 , vitamin C, 0.00522 で 4 日, 肝 
未 0.005 多 で 4 日 , 塩酸 シス テイ ン 0.008 多 で 10 日 , 寒 
天 0.008 多 で 9 日 , ペ プ ト ン 0.008%% で 5 日 の 生存 期間 
で あつ た が 仔 虫 の 発育 は 殆 ん ど 認め られ な か つた 。 

(4 ) 人 血清 3 cc 中 で は 4 日 で 平均 体長 2044 が 246 
z に 平均 体 幅 18z が 14.54 に 発育 し た 。 

(5) 以上 の 成績 より 人 血清 , Ringer 液 , Fermi- 
cks solution, ペ プ ト ン , 次 惹 糖 , yeast extract, vita- 
min B,, vitamin C 等 を 種々 な る 濃度 に 加え た 8 液 , 
液 , R 液 , エ 液 , 液 の 合成 飼育 液 を 考案 し て 観察 し 
た 。 生存 日 数 は 8S 液 16 日 , エ 液 22 日 , エ 液 830 日, 液 1 
日 , R 液 82 日 で あり , 明瞭 に 発育 の 跡 が 認め られ る 生存 
を し て いて ! 仔 虫 の 発育 は 最長 の R 液 で 始め の 平均 体長 

2364 の も の が 267 に , 平均 体 幅 18.8&4 が 16.4 に た 
り , 明らか に 発育 し た と 考え られ る 計測 値 が 得 ら れ た 。 


62. 上 忠 体腔 液 に よる 脳 組 織 変 
化 に 就 て 

大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 東原 昌 学 部 
山 本 好 明 


On the pathological changes in the brain 
due to body fid of AscariS. 
Yoshiaki Yamamoto 


虫 に より 惹起 され る 脳 の 変化 を 検討 する た め に 豚 
顕 虫 体腔 液 を 直接 脳 内 に 注入 し 組織 的 研究 を 行 つ た 。 
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体腔 液 は Seitz 濾過 器 を 通し て 無菌 と し た 。 対照 に 
用 いた アメ リカ 釣 虫 抗原 は 102% の 虫 体 湿 量 を 含有 する ょ 
うに 生理 食塩 水 を 加え て 泥 状 と な し , 凍結 融解 後 遠 心 し 
た 上 清 で あつ て 0.012% に マー ゾ = ニ ン を 加え た 。 体腔 液 に 
ょ る 感 作 方 法 は 主として 能 働 性 感 作 で 一 部 非 働 性 感 作 を 
行 つ た 。 組 織 標本 は フォ ル マ リ ン 固 定 , パラ フィ ン 包 埋 
を 行い , へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 重 複 染色 及び Mahon 
氏 租 髄 博 染色 を 行 つ た 

豚 占 昌 体 膝 液 に ょ る 感 作 後 同 液 0.1cc の 脳 内 注射 を 行 
つた モル モッ ト の 脳 組織 に は 充血 が 顕著 に 起り 神経 細胞 
の 核 膨 化 , 融解 , 騰 縮 及 び chromotolysis, 腔 胞 形 成 が 
現れ , neuronophagia, satellitosis が みみ られ , 神経 膨 
細胞 の 増殖 , 脱 和 髄 現 依 , 小 円 形 細 胞 浸潤 が 起 る 。 こ れ ら 
の 変化 は 注射 5 時 間 後 より ゃ 24 日 後に 著しい 。 

誠 座 が エル セット 例 半 の 潮 符 和 二 生計 で 半 
後 脳 に は 僅 に 充血 が み ら れ , 神経 細胞 核 濃縮 が 処 々 に 起 
ら が 脱 和 所 見 は 無い 。21 日 後に は 充血 が 著 明 で ある が 神 
経 細胞 の 変化 , 脱 和 髄 現象 , 神経 膨 細 胞 の 増殖 は 感 作 動物 
に 比較 し て 造 に 軽度 で ある 。 

アメ リカ 釣 息 抗原 0.1cc を 無 感 作 モ ル モ ッ ト の 脳 内 に 
注射 すれ ば 21 日 後 脳 に は 充血 が み ら れ 神経 膨 細胞 の 増殖 
が ある が 神経 細胞 の 変化 , 脱 科 所 見 は 極め て 軽微 で あつ 
て 体液 注射 に よる 変化 と は 明 腰 に 区 別 さ れる 。 体腔 液 に 
る 感 作動 物 に アメ リカ 釣 虫 抗原 を 注射 し た 場合 に も 同 
じ く 変化 に 乏しい 。 従 つて 体腔 液 は 脳 組織 に 対し て 特異 
的 に 作用 する も の と 考え られ る 。 

以上 の よう に 上 顕 虫 体腔 液 の 脳 内 注射 は アメ リカ 釣 息 抗 
原 の そ れ に 比較 し て モル モッ ト の 脳 に 強い 変化 を 生じ , 
体 脳 液 こ よる 感 作動 物 に 注射 し た 場合 は 特に 顕著 な 変化 
が み ら れ る が 幸 死 , 広範 囲 の 出血 は 現れ ず 既 に 報告 し た 
体腔 液 に ょ る 皮膚 及び 肺 の Arthus 現象 に 比較 すれ ば 脳 
の 反応 は 軽度 で ある 。 


63. 凡 是 吐 上 用 に つい て (1) 
自 験 1 症例 


京都 府立 医科 大 学 川井 内 科 
横 田 矯 
On ascaris vomiting (1 ) 12 cases 


Of our eXDerienCe. 
Minoru Gokota 


復 雑 で 客 易 に 捕捉 し 難い 上 虫 症 の 臨床 症状 の うち 
誰 も 異論 の な 


New な heart 


(81 ) 
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の 臨床 を 訪れ る 愚者 に , この 既往 歴 を も つも の が か な り 
多い 。 

我々 は , 昭和 25 年 以来 その 症例 の 間 集 に つと め て 来 た 
が , と > に, 我々 が 自ら その 現場 に 居合 せ て 経験 し た 顕 
虫 吐出 12 例 に つい て , その 了 臨床 症状 , 吐出 鮮 虫 の 性 状 等 
を 記載 し て お きた い 。 

自 験 12 症 例 の 吐出 上 虫 18 隻 は , $ 7 隻 , * 6 隻 で , $ 
が や > ゝ 多い ょ よう で ある 。 

その 体長 , 体重 は , 5.9cm の 幼 若 雌 虫 1 隻 を 除い て , 
^ は 12.6 一 27.9cm。 0.4 こ 3.1 g,。 ? は 21.6 一 29.9cm, 
2.0 て 6.1 g で , その うち , $ に は 15m 記 の 比較 的 小さ 
いも の が 多 か つ た 。 

そし て それ か ら の 顕 虫 は , 何ら 外観 上 病 的 標 微 を 示さ 
ず , 又 40 で 前 後 の 温 生 理 的 食塩 水中 に 授 ず る と , 活 深 な 
運動 を 示し た 。 

吐出 時 の 状況 は , 

1) 不快 感 を ま 伴 つ て 咽頭 部 に 出現 し て 摘み 出さ れ た 場 
合 ,。 1 例 ?21.6cm 

2) 殆ど 苦痛 な く , 又 殆 ん ど 吐 物 を 伴わ な いで 吐出 さき 
れ た 場合 4 例 812.6cm。 18.8cm。 * 5.9cm。23.1cm 

3) 中 吐 と 共に 吐出 され た 場合 

3) モル ヒネ 注射 後 貴 吐 が あつ た 場合 。 2 例 $ 
13。4cm。 15.3cm 

b) 魚 虫 が 原因 が 中 吐 が 起 つ た の で は な いか と 考え ら 
れる 場合 。 5 例 (6 隻 ) 322.1cm。 24.2cm。 27.9cm,。 
25.8cm。 27.9cm。29.9cm こ の 場合 は 比較 的 長大 な も の が 
多い よう で ある 。 

以上 の よう に 分 類 さ れる 。 小泉 が , 吐出 と いう の は 幼 
若 限 の 場合 に いえ る と と で , 成熟 虫 の 場合 は 摘み 出す こと 
と が 多く ,。 吐出 と いう 表 理 は 当 を 得 な た な いと いつ て いる の 
は 必ず し も 当ら な いと 思わ れる 。 

上 記 の 12 例 の うち , 4 例 で は 吐出 の 前 又は 後に 於 て 糞 
中 虫 卵 が 陰性 で , 従 つ て 吐出 と 保有 量 と は 無関係 と い 便 
うと と が いえ る 。 又 これ ら は 上 単 性 寄生 の 公算 が 大 で ある 
と と は 一 考 を 要する と 思う 。 

騙 従 来 吐出 の 既往 を 持つ 人 は , 比較 的 苦痛 な く , 又 展 
々 吐出 する 。 そ の 人 < の 身体 状況 が , 虫 を “上行 " さ 
せる 素因 を な し て いる の で あろ う 。 と の 問題 に つい て 
は , 現在 行 つ て いる 或 る 地域 集団 に 於 ける 吐出 経験 の 調 
査 と 共に , 別に 報告 する 用 意 が ある 。 
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64. 多 虫 の 不 受精 卵 に つい て 


横浜 市 立 医科 大 学 寄 生 虫 学 教室 
武川 藤吉 尋 ・ 吉 仲 武 仁 ・ 茂 木 邦雄 


Sudies on the unferilitzed hookworrm eggS. 
〒T. Takekawa, 下 . Yoshinaka, Kunio Mogi 


昭和 29 年 11 月 の 日 本 寄生 虫 学 会 で 松崎 教授 が アメ リカ 
釣 虫 の 不 受 精 卵 の 第 1 例 を 報告 し た が その 後 本 教室 に て 
本 年 8 月 迄 に 4 例 発見 し た の で と ゝ に 合せ て 報告 する 。 

第 1 例 , 山田 勝久 , $, 22 歳 , 発 見: 昭 , 29, 3, 
28, アメ リカ 釣 息 感染 後 118 日 目 に 排卵 , 開始 卵 : 卵 
殻 薄く 卵 , 細胞 黄色 変性 , 収縮 , 駆虫 : アメ リカ 雌 釣 
虫 1 隻 : (写真 1 葉 ) 

第 2 例 , 椎野 すみ 子 , \380 歳 , 横浜 市 , 発見 : 昭 
30, 3, 25, 昭 30, 9 迄 に Y 回 検便 し 中 5 回 不 受精 卵 陽 
性 , 排卵 数 : 1 日 2772 ヶ (推定 雌 釣 虫 寄生 1 隻 ), 卵 : 
長径 61 ヶ -64z 短 形 86-39。 淡 黄 色 変性 , 粗大 , 微細 
粒 , 空 泡 を 有する も の 多 し 。 駆虫: 雌 釣 虫 1 隻 , 頭 部 
消失 の た め 種 別 不詳 , (写真 8 葉 ) 

第 8 例 , 小林 昭 利 $15 歳 , 茨城 県 桂 村 , 【 発 見 : 昭 
31, 2 , 27, 昭 29, 9 以降 6 回 検便 し , 最終 回 に 不 受精 
卵 陽 性 。 本 村 の 釣 虫 寄生 者 は 多め ん ど ア メリ カ 釣 虫 に て 本 


例 も 該 釣 虫 と 思わ れる 。 





寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


卵 : 長径 604-Y5z, 短 径 85 ヵ -40z, 黄色 変性 , 細胞 
は 分 裂 状 を 呈す る も 変性 過程 に あり , 単細胞 で ある 。 
(写真 1 葉 ) 

第 4 例 , 広木 常 男 , $ 9 哉 , 茨城 県 桂 村 。 

発見 : 昭 31, 2, 27。 

第 5 例 , 矢 萩 政勝 。 $, 川崎 市 。 

発見 : 昭 31, 3, 6。 

(以上 5 例 共 便 瓦 培養 こ て 感 染 仔 虫 陰性 ) 


65. 顕 虫 応 虫 剤 の 研究 


横浜 市 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
三原 廣 太 了 , 其他 


Studies on the anthelmintics for ascariS. 
Yotaro Mihara and others 


我々 は 二 十 二 年 以降 各種 虫 駆虫 剤 に つい て 極め て 多 
数 の 効果 判定 並 に 副作用 に つい て 調査 し た 。 之 を アス カ 
リド ー ル 製剤 と サン トニ ン 並 に サン トニ ン ・ 海 人 草 合 剤 
に 分 け て 表示 する と 次 の 通り と な る 。 何れ も 副作用 少く 
安心 し て 服用 し 得る る の の み で ある 。. 

副作用 と し て は アス カリ ドー ル 剤 で は 悪心 (47%), 頭 
痛 (41%%), 腹 痛 (8422) 多く , サン トニ ン 並 に 海草 と 
の 合 剤 で は 腹痛 , 頭痛 ( 重 ) が 多 か つ た 。 























No.1. アス カリ ドー ル 剤 (横浜 市 ) 
薬品 名 対 象 | 例 数 | 陰 転 数 投薬 基 | 下剤 | 期日 
八尾 小 16 年 355 319(89) | 5cc(Asc 250 mg) (一 ) | 26.6 月 
ア 千田 中 1-3 年 78 61(78 多 ) ヶ ヶ 26. 6 月 

ス 田 表 山 小 1 一 6 年 117 79(98 め ) ヶ | ヶ ヶ 
2 高 峰 村 一 盤 361 180(50 め ) | ヶ ヶ 27。 1 月 
和 宮 谷 小 1<6 年 | 1.006 762(76) | 4cc(Asc200 ヶ ) ヶ 26. 6 月 
液 上 小 国 中 1<3 年 156 114(73) ヶ ク 26. 7 月 
公 西 ・ 中 1 っ 3 年 290 167C58 多 ヶ ヶ 27.12 月 
へ 高 叶 中 1 一 3 年 52 33(64 を ) ヶ ヶ 27. 1 月 
ア | 富谷 小 を を 6 年 | 479 | 27157 め ) ク ヶ | 28.5 月 
カ 衝 尾 小 4 6 年 224 148(66) ヶ ヶ 28. 7 月 
に 小 16 年 180 | 13847 を ) | ク ヶ | 29.7 月 
粘 城野 小 1 一 6 年 125 80(64 を ) | 3cc(Asc150 ヶ ) ヶ 26. 7 月 

5 | 久 尾 小 1<6 年 386 | 25065 め ) ク 有 が 
2 田 麦 山 小 1 一 6 年 159 118(74) ヶ ヶ 27. 4 月 
cg 田 小 1 一 6 年 133 87(65 ) ク ヶ 27。 8 月 
了 宮 谷 小 1<6 年 775 369(48 め ) ク ヶ 27. 9 月 
大 道 小 15 年 517 269(52% ) ヶ ヶ 27 .10 月 
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数 | 陰 転 数 | 投 楽 。 量 期 上 
富 谷 小 4ー6 年 | 298 130(43 め ) "3cc (Asc 150mg) (一 ) 28. 1 月 
| 同 1-3 年 | 414 234(57 多 ) ヶ ヶ 28. 5 月 
| 幸 谷 小 1 一 6 年 | 139 87(63) ク ヶ | 29.1 月 
テ ュ | 村 村 中 1- 年 | 2%4 58(78 7cc (Asc 280 ヶ ) ヶ | 30.7 月 
すき 桂 村 小 4-6 年 | 175 136(78 め め ) 6cc(Asc240 ヶ ) ヶ ヶ 
が 同 . 1-3 年 | 229 169(74 め ) 5cc(Asc200 ヶ ) ヶ ヶ 
『。 | 村岡 小 1<6 年 | 132 | 10983) ク ヶ | 27.7 朋 
ル 、 | 宮谷 小 1 っ 年 | 398 214(65 を ) | 4cc(Asc160 ヶ ) ヶ 28. 1 月 
: | 箇 下 小 2 て 4 年 | 69 53(77) ヶ の 28. 5 月 
含 大 道 小 6 年 | 121 54(45 め め ) ヶ ヶ 28.10 月 
有 | 西 卿 小 1<6 年 | 113 | ss④%) ヶ ヶ | 28.12 有 
、。 ノ | 富谷 小 4 年 | 50 | 27(54 久 ) | 3TCAsc180mgSt180mg) ヶ | 30.12 
幸 谷 小 4 年 | 63 | 41(65) ヶ ヶ 30. 5 月 
Asc アス カリ ドー ル 
No. 2. ee 
薬品 名 | 計 象 | 例 陰 転 数 | 投薬 。 量 | 下剤 | 期日 
、 | 西 導 村 一 般 | 1.248 | 46237%) | 5TCSt1oome) (-) | 23.1』 
了 | 丁 導 小 沢山 小 1 一 3 年 510 219(43) | 4〒T(St 80 ヶ ) ( 十 ) | 28.6 月 
1 | 同 4ー6 年 401 180(45 を ) | 6TCSt 60 ヶ ) ヶ ヶ 
計 八尾 小 1 っ 3 年 409 261(64 を ) | 3T(St 60 ヶ ) ヶ | 25.11 月 
に 高峰 小 1 っ 3 年 73 33(45) ヶ ヶ | 28.7 月 
| 同 4 年 91 47(5t) | 4TCSt 80mg) ク ク 
| 小 人 鮎 小 35 年 | 102 | 59c58%) | 曲 4T(St40. 海 240) | (+) | 28.1 月 
。 | 大 。 道 小 86 年 || 184 | 69C38 多 ) | 曲 3T(St30. 海 180) ヶ 27.11 月 
| 高 峰 小 3 年 | 1 39(64) ッ (一) | 27.12 朋 
| 村 岡 小 3 年 | 121 | 59(49) ヶ ( 寺 ) ヶ 
ク | 小 人 錠 小 1 年 | 49 | al(@8%) ッ ヶ | 28.1 有 
入 尾 小 2-5 年 | 121 | 7864 め ) / (一 ) | 29.3 月 
= | 高峰 小 1.2 年 | 41 | 24(59 多 ) | 旧 2T (St20. 海 120) ヶ | 27.12 月 
| 村岡 小 1.2 年 49、| 24(9 多 ) ヶ (+) | ヶ * 
ッ 4 和 。 義 。 事 ます 名 50 | 24(48) | 濃 2T (St33.3 次 200) | (一 ) | 28. 5 月 
| 市 沢 小 1 年 | 55 19(35%) | ヶ 本 ー- 
| 拍 小 1 っ 3 年 47 20(43) | 新 2 (St33.3 ヂ 33.3) | ヶ | 29.3 月 
9 | 野川 水 1- 和 年 | eu 4066%) | ヶ > | ヶ 
| 入 尾 小 1 っ 3 年 | 96 20(73 め ) | 生生 50. ヂ 50) ヶ ヶ 
| 球 更 ホホ を 年 | 楓 27(64 多 ) | ヶ | 30.6 月 
| 西郷 小 1<6 年 | 148 98(63 を ) | ベラ 4 中 (St33.3 海 400)| ヶ | 30.6 月 
パ | 富 谷 小 6 年 | 63 32(51 め ) ヶ 2 29. 7 月 
| 同 4-6 年 | 307 113(37) ク ヶ | 29.20 月 
2 | 入 尾 小 4-6 征 131 68(52) ッ ヶ | 29.11 月 
ド | 宮谷 小 1<3 年 | 350 | 11533) | ベラ 3T (St25 導 300) 29.10 月 
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薬品 名 | 対 旬 | 負数 | 陰 転 数 | 投 量 | 到 | 期 日 
ce 入 。 尾 小 -1 こ 9 年 168 | 10068 め ) ヶ | ヶ | 29.11 朋 
に 示 小 1 一 6 年 120 | 58C48 め ) | 新 バ ラ 3TCSt37.5 海 300) | ヶ 29.12 月 
示 中 1 っ 3 年 31 | 11(35%) ヶ | ヶ ヶ 
西郷 小 1 一 年 86 | 3440%) ヶ ヶ ヶ 
ら 入 尾 小 1 年 191 117(61 3 中 CSt 60 海 有 90) ヶ 30. 3 月 
直 小 1 一 3 年 63 Pe ヶ ヶ 30. 5 月 
幸 谷 小 1 一 6 年 86 64(74 め ) ヶ ヶ ヶ 
浜 小 1 て 6 年 95 51(54 め ) ケ 2 2 
ス 萩 袋 小 1 っ 6 年 95 68(72 め ) ヶ ヶ 30.11 月 
西 部 小 1 っ 6 年 95 84C88 め ) ヶ ク ヶ 
宮 。 谷 小 1 一 5 年 467 324(69) ヶ 3 藤 30.12 月 
ジ 三 . 沢 小 5.6 年 40 3177 を ) | 2TCSt50. ぁ 10) ヶ 30. 6 月 
ゲ | 自 帳 。 小 5.6 年 41 | er ク ヶ 30.12 月 
ン 同 2 一 4 年 91 62(68% を + (St 25. ヵ 5) | ヶ ヶ 
チル 同 1 年 | 54 | 36@7%) | 1 頓 St 50. ヵ 2.5) 机 ル 
5 永野 小 1ー6 年 109 | 70(64) ヶ に 31. 1 月 
^ ン | 由 下 小 1 て 6 年 94 | 55(59) | ヶ | ヶ | 31.2 有 
St 一 サン トニ ン 衝 一 海 人 草 エ キス 海 有 一 海 人 草 有 効 エ キス カー カイ ニン 酸 
Studies on the anthelmintics for hookworms. 
66. 釣 下 駆 目 剤 の 研究 B. Yoshinaka et al. 
我々 は 種々 な る 釣 虫 駆虫 剤 を 用 いて , 小学 生 , 中 学 
横浜 市 立 医科 大 学 寄生 上 学 教 ・ 一 般 記 人 に 使用 し た 。 そ の 結果 際 転 素 は 次 表 の 如く 
吉 仲 武 仁 , 其他 で ある 。 
な 琶 人 p『 NA 半 独 | AD,NA 混 合 | 
薬 品 名 | 対 殺 は = | 用 量 
症 際 転 数 還 際 数 例 数 AD 附 帳 INA 陰 四 
ーー 休学 / 横 美馬 | 2 | k 
〔 9 ( 計 基 な ms 9958C7) 90 だ の | 5C564 の | 7784 の 2 5ce+ 下 開 8 
本 ”” | 四 学 生 ( 直 】 80 6 4(@7% -66| 55(882 の | 9 6752 %)8Q004 の 8. Oce+ 下 到 
トト と ョ 一 一 ei ーー 
ー 細 ( 電 相 ラ ) 301 15l7Csl を ) 66 5888) 8439(46% 69C822 と )| 4.0cc 9 3.5cc 十 下 前 
四 塩 化 = チ レジ 学生 ) a 44C1004 の | 2 20@0%)| 6.0cc( 四 = 2.0) 
。 Ser co = キー 
と マシ 油 合 剤 |- 毅 UI mi ba 7 4(57% と)) 8 8(100% の 44doo%)| 3(75 め 10. Occ( 四 =3. 3 
| 小 中 / 横 浜 。 八尾 | ae | Ma 
ーー 。 ン 隊 回 朱 | 231 -7357(784 の) 142 | n7(@2%) 16I4C88 どの)| 958 め ) 3 志 3 昌 
1 一 プロ ー を 2 
トキ ee 29 19h4C74 を )| 10 7⑳ め ) 63 晶 
4 | < cr 2 vec ーーーーーーーーーー 一 一 敵 
2 e 同 ( 合 戸 )| 10 10 7(704 の | 員 6 瓦 4 日 
SN* 小学 / 横 浜 。 | 記 の | 四 = 原 2.5cc 十 下剤 士 
生 \ い 「( 衝 すり 欧 1 11990(76)| | 3 2@74 の | 38Q004 | (88 を) よー ミン 3 互 
時 午 衝 の テ レン 穫 の 崎 ) 4 5S0e9%) 9 の 14 1400 め ) ポー 記 る と 生生 
ォ ー ミ シ 人 併用 | 一 般 ( 旭 - 硝 )| 16 16I4(88 多 K | ジャ 人 
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ド 剤 二 


3.5cc 
ン 3 瓦 
ト 剤 二 
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67. 四 塩 化 = テ チレ ン を 下剤 史 き で 


投 軸 する 釣 理 駆除 法 (3 ) 
人 体 諾 臓器 に 対す る 影 絡 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
吉 田 幸 雄 


Hookworm treatment by tetrachlorethylene 
without purgative (3③) The effects of 
tetrachlorethylene to the human 
liver, kidney and heart. 

Yukio Yoshida 


変 者 は 1954 年 以来 四 塩 化 エチ レン (以下 四 エ , と 略 
記 ) の 下剤 ぬき 投与 法 に つき 種々 検討 を 重ね , その 駆虫 
効果 並び に 副作用 の 点 か ら 従 来 の 下剤 併用 法 に 劣ら ず , 


集団 駆虫 に 応用 し 得る 事 を 報告 し て きた が , 人 体 の 肝 
臓 , 心臓 等 之 この 間 林 者 程度 に 就 て 更に 詳細 な 検討 
が 必要 で ある と 考え 本 実験 を 行 つた 。 ae 時 騰 に 有 こ - は 
17 例 の 人 体 に 四 エ , 各種 量 ( 8.9g, 4.5g, 5.45, 


4.5g 2 日 連続 及び 3 日 連続 ) を 下剤 上 ぬき て 投薬 し 

の 前 後 (投薬 後 検査 は 原則 と し て 48 時 間 後 と 約 1 ヶ月 後 
の 2 回 ) に ウロ ビリ フー ゲン , ビリ サリ ルビン, プ ブロム スム サ ル 
ファ レイ ル ゴ ー ル 等 , 一 般 臨床 検査 
: 初 め 。 cadmium, Weltman, picric acid, SAA 
Kunkel, thymol, phenol 等 一 連 の 血清 反応 , 更に 電 
気 泳動 法 に よる 血清 蛋白 分 玉 像 及び 血清 コリ ン エ ステ ラ 
ー ゼ , ムスコ 蛋白 等 の 諸 検査 実施 し , 従来 の 下剤 併用 法 
に つい て も 5 例 に 同様 の 検査 を 行い 比較 し た 所 , 両者 の 
間 に 殆 ど 差異 な く , 且 殆 どの も の が 正常 範囲 内 で , 下剤 
各 き で 四 エ , を 与え て も 肝臓 え の 影響 は 増加 し な いも の 
と 考え る 。 

次 に 腎臓 に 関し 
験 等 の 検査 を 行い , 
て 両者 を 比較 し た 所 , 


ン 。 商 田 。 グロ ス 。 


尿 蛋白 , 尿 溶 , rest-N, 大 濃縮 試 
下剤 併用 並 に 下剤 ぬき 各 7 例 に つい 
下剤 併用 時 に は 沈 溶 中 に 赤血球 








4| 375 を ) 76| 62(824 と )| 33 
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- 間 ine | し 6 オー ミン 6 瓦 
小学 桂 村 , 田 麦 | 7 

9 座 Ui 西 】 本 9 り ei 64(95% り 2 150% [ 1(50)| 5 cc 

( 四 = ェ 32 を 十 ア 桂 村 
は ( 周 ma 山 61| 6| 17%)| 47 38C81%)| 8 | 50)| 675%)|]7 

レス | 0 トー ト | | ェ ae っ 
ke 一 般 ( 田 麦 山 ) 18 13 6(46 め ) 5 4C80%) | | 10cc 
アス キス E ( 四 | 小学 / 永 野 | au PP ik が 
1 由 ロ 時 本 euro 2(6724 ら ) | 5cc キ オー ミン 3 巨 

液剤 60 多 7 oy ー 
Pe 9 | 大 ( 電 和 , 剖 昌 269| 13582(61)| 103 96(@4%) 。3120(65 あ を 2974 の POce キ オー ミン 6 万 





(4 例 ), 白 血球 (5 例 ), 上 皮 細 胞 ( 4 例 ) 等 が 増加 する 事 
が 多い の に 反 し , 『 剤 を 用 いな い 場 合 は 1 例 に 赤面 球 , 

1 例 に 白血球 の 増加 を 認め た の み で あつ た 。 双 他 の 検査 
結果 は 両 法 は Me 男 内 て あつ た 。 


心臓 に 及ぼ 『 に 関し , 7 例 に つい て EE。K。G. の 


所 見 を 比較 し Pr 両 投与 法 共 認 む べき 変化 は な か つ 
以 の 成績 か ら 四 エ , を 下剤 ぬき で 与え て も 肝臓 。 腎 


臓 。 心臓 等 ( At 。 影 下剤 億 用 時 に 比 し 増加 する る 
の で は な いと 考え る 。 双 384 名 に た 就 て 自覚 的 副作用 を 比 
た 所 , 下剤 ぬき の 方 が 反 つ て 訴え が 少 い 結果 を 示し レ 


と =) 一 


痢 者 は 現在 迄 に 総計 446 名 に 四 エ , の 下剤 ぬき 投与 法 


て きた が , . 副作用 の 為 に 医療 の 必要 を 感じ た る 
1 例え ツン アド 釣 
2 団 駆 虫 普 及 の 上 に 役立つ も の と 考え て いろ る 。 
68. 四 塩 化 エ チレ ン に よる 駆虫 後に 


見 る 残存 物 是 の 運命 に 就 て 


門 語 市 ・ 開 業 
財 津 吉 憲 
Studies on the destiny of hookworm remained 


after treatment with tetrachlor ethylen. 


Yoshinori aitsu 


四 塩 化 エ チレ ン (以下 四 ・ ェ ) 

, 銘 虫 の 運命 を 虫 卵 度 に よ つ て 追求 し て みた 。 駆 昌 後 
第 2 回 後 検便 を 実施 し 得 た 症例 76 例 中 , 釣 束 卵 ( 士 ) の 
の は 19 例 (252%)。 こ の うち 第 1 回 後 検便 時 より る ゃ 由 卵 

度 の 増大 せる も の 9 例 あ り 。 そ の うち の 5 例 は 駆 東 後 一 
時 消失 し て いた 症状 が 第 2 回 後 検便 の 直前 に な つて 再 公 
レ て いる (恐らく 再 感染 )。 叉 4 例 は 症状 が 駆 昌 後 も 継続 
レ し て いる (恐らく 重 感染 ), 即 ち 再 感染 又 重 感染 を 思 は 呈 
る る の が 11.822 あ つた 。 次 に 第 1 回 後 検便 時 (231 日後) 


和 を 用 いて 狗 息 駆 除 を 行 
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も 第 2 回 後 検便 時 (218 日 後 ) も 虫 卵 度 の 不変 な 症例 が 
1 例 あ つた 。 双 第 2 回 後 検便 時 より も 東 卵 度 が 減少 さる 
も の 9 例 あ り 。 そ の うち の 8 例 は 症状 が 消失 し 

( 四 ・ エ 麻痺 残存 釣 虫 ), 1 例 は 症状 が 継続 し て いた が , 

と れ は 第 1 回 16 日 ) ど 第 2 回 (2 日 ) の 後 検便 日 が 近 
いせ いも ある 。 

次 に 第 2 回 後 検便 で 釣 虫 卵 (一 ) の も の は 57 例 (75 
多 ) あつ た 。 と の 場合 止 ・ エ 本 町 感 を 示し た も の は 43 例 
(75.422), 私 の 経験 で は 釣 虫 駆除 の 時 四 ・ ェ 本 町 感 3 
訴え る も の は 434 人 中 66.1 用 を 示し て いる か ら , 四 ・ 
エ 楓 町 感 の 有る も の に 陰性 が 多い 。 また 四 ・ エ の 用 量 
は 大 体 被 験 者 の 体重 に 比例 させ て いる の で 大 し て 間 題 

こす る 程 で も な い が , 駆虫 回 数 の 少 い こと が 有意 の も の 
yp と 来る 。 。 即ち 駆虫 2 回 以下 の も の は 54 例 (94.7 
) あつ て , その うち 1 回 の も の が 87 例 (64.9 狐 ) を 占 
め て いる 。 ま た 最終 駆虫 日 より 14 て 438 日 を 経て 行 つ た 第 
1 回 後 検便 と 最終 駆虫 日 より 81856 日 後に 行 つた 第 2 
回 後 検便 日 の 聞 に , 卵 陰 転 が 行 は れ て いる 答 で ある が 

便宜 上 大 事 を と つて , 駆虫 後 初め て 卵 陰 転 を 認め た 第 2 
回 後 検便 日 を 上 四 ・ エ に よる 麻痺 残存 釣 虫 の 卵 陰 転 日 と 
て 考え る と , 3 ヶ月 以内 に 卵 陰 転 の 行 は れ た も の は 41 例 
(71.92), 6 ヶ月 以内 に は 52 例 (91.2 タ ) で ある 。 こ と 
の 様 に 四 ・ ェ の 洗礼 を まう けた 残存 麻痺 釣 虫 は 大 な り 小 た 
り 生 活力 の 減 史 を 来 し , きめ は 提 レ し 。 遂に は 駆虫 後 大 
体 8 ヶ月 乃至 6 ヶ月 も 経て は , 自然 に 死滅 する か 或 は 長 
弱 し た ま ょ ゝ 排出 され る も の と 考え て よい の で は ある まい 
か 。 従 つ て 駆 2 週間 矯 の 効果 判定 の 場合 不全 駆虫 で 
あつ て も , 臨床 的 に 自覚 症状 が 軽 似 また は 消失 し て お 
ば , 即ち 還 重 感 we kp W 
いな いな ら ば , 卵 陰 転 を 見 る 迄 必ず しゃ 徹底 的 に 駆虫 
行う 必要 は な いも の と 因 : 

69. 静 培 養 法 に よる 釣 是 仔 昌 発 生 数 

と スト ー ル 法 に よる 釣 晶 卵 数 
と の 関係 に 就 て 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 坪 雄 ・ 藤 縄 和 鞭 ・ 水 野 哲夫 


On the quantitative relation between the 
生 
clayplate culture method and the Stoll's. 
Rikio Yanagisawa, Kazutosi Fujinawa 


Tetsuo Mizuno 
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スト ー ル 法 に よ つ て 推定 し た 釣 虫 卵 数 と 瓦 培養 に より 
発生 し た 仔 虫 を 糞便 1 g に 換算 し た 場合 の 関係 に つい て 
次 の 実験 を 行 つ た 。 

実験 方 法 

材料 , ツジ ビニ 銘 虫 及び アメ リカ 釣 下 単独 保有 者 の 便 を 
使用 し た 。 

実験 , 1) 前 述 の 便 を よく 携 排 し て 各所 より 夫々 0.1 
g, 0.5g, 1.0g, の 糞便 量 を 各 10 枚 づつ 素 焼 (直径 
約 8 cm) に 塗 拓 し て それ より 発生 せる 仔 虫 の 平均 隻数 を 
算定 し た 

2) 同時 に 上 述 の 同一 便 を スト ー ル 法 に よ つ て 糞便 の 
各所 か ら 10 回 採取 し 虫 卵 の 平均 数 を 算定 し て 上 述 の 発生 
他 下 数 と 比較 し た 

結 び 

1) 瓦 培養 に よ つ て 発生 する 釣 虫 仔 虫 は 糞便 培養 量 が 
少 い 程 発生 仔 虫 の 割合 は 大 で , 1.0g の 糞便 量 を 包 培 養 

て 発生 する 仔 虫 数 は スト ー ル 法 に よる 卵 数 に 比 し て 
体 そ の 70 一 80 程 度 で あつ た が , 中 に は 100 錠 を 超え る 
ぅ る の も あつ た 。 

2) スト ー ル 法 , 培養 法 共 に その 変動 は 大 で ある 。 

3) m=0.32 (スト ー ル 法 で 由 卵 が 見 』 as 1 ない 場合 
が ある も の ) の 場合 の スト ー ル 管 中 の 帳 卵 分 布 状 況 は ボ 


アソ ン 分 布 で ある 。 


70. 釣 是 卵 の 発育 に 及ぼ す 酸 素 の 
影響 に 就 て (1) 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 大 津 璧 
The jnfluence of oxygen on the development 


of the hookworm eggSs. (1) 
Rikio Yanagizawa, Hajime Otsu 


了 oes の 培養 に 於 て 温度 , 水分 を 略 々 一 定 条件 に 保 
, 酸素 即ち 空気 が 虫 卵 に 接触 する 多少 に 依り 発育 に 如 
合 2 よる 影響 が ある か , 更に 同様 の 条件 で 嫌気 培養 を 行 つ 
た 場合 に 空気 に 触れ し め な か つた 日 数 の 長短 に 依り 嫌気 
開放 後 の 培 養 に 於 て , 発育 に 如何 な る 影響 が ある か を 観 
祭 せ ん が 為 に 実験 を 行 つ た 。 
実験 材料 及び 実験 方 法 
排便 後 約 4 時間 (10~ て 12'C の 室内 に 置い た ) 経過 < 
ツ ビ ニ = 単独 保有 便 を 水 で 泥 状 と な し , 和 傍 で 濾過 し , 濾液 
5 分 間 2000 週 転 の 遠心 沈 汰 器 に か け , 上 浴 を ピペット 
に に て 失 て 沈 浴 を 材料 と し た 。 培養 は 瓦 培養 を 行 ひ , 其 の 
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際 A の 表 に は 材料 を 極め て 薄く 一 面 に 塗り , B の 所 に は 
真中 に 直径 約 3 cm 深 さ 0.5cm の 円 形 の 穴 を ち , 虫 卵 保 
有 便 を 其 の 中 に 充満 し た 。 嫌気 培養 に 於 て は , 材料 を A 
群 同様 に 塗り , 培養 シャー レ は 嫌気 鐘 内 に 蔵 め , 黄 焼 法 

に 依る 嫌気 培養 を 行 つ た 。 

A 群 より は 表層 より , B 群 より は 最 下層 より , マツ チ 
の 軸 で 少量 採取 し て , 水 及 び グ リセ リン 各 一 滴 づ つ 滴 下 

て 良く 混和 し , カバ ー 硝 子 を 覆 つ て 鏡 検 し た 。 面 か も 
A, B, 両 群 よ り 一 時 間 間 隔 を 以 つ て 同時 に 検体 を 採取 
鋭 察し , 卵 100 個 を 数 へ て , 其 の 発育 段階 を 百分率 で 以 

て 記し た 。 嫌気 培養 は , 2 日 間隔 で 22 日 間 行 い , 開放 

は 27.O の 身内 に 於 て 普通 知美 を 行い 。 24 時 間 准 
察し た 。 

実験 成績 は , 普通 培養 を 行い た る A 群 の 虫 卵 で は 発育 
は 速 に 進行 し 15 時 間 後 に は , 仔 虫 卵 を 認め , 24 時 間 後 に 
we こ 。 然し , B 和 群 の 虫 卵 で は , 培養 24 時 間 経 

初期 舟 堪 期 以上 に 発育 を 見 な か つた 

時 ah 

, 幽 後 速 に 発育 を 開始 し , 嫌気 培養 22 日 間 行う も 
Over 即ち 最低 2 日 間 の 嫌 
気 培養 を 行 つ た 場合 半生 
期 に 達する も の は , 95% に し て , 最高 22 日 間 の 嫌気 培養 
: 行 つた 場合 に は , 僅か に に 過ぎ な か つた 。 婦 変 性 
卵 は , 前 者 で 32 Myerse 1 現 を 認め た 。 以上 の 
事 を 要約 すれ ば , 釣 虫 卵 の 培養 に 当り , 虫 卵 が 空気 に 充 
か 接触 せ 場合 に は 発育 は 速 か た る $ 接触 し な い 場合 
- は 殆 ん ど 発 育 を 認め な い 。 空気 左 断 の 培養 を 行 つ た 場 
合 , 虫 卵 の 発育 を 認め ぬ ぬ が, 再び 空気 を 接触 せしめ る と 
直 に 発育 を 開始 し , 嫌気 間 日 22 の も の に た 於 て も 仔 虫 卵 を 
交 > ンジ 


更に , 空気 遮断 の 長短 に 依り , 仔 虫 卵 の 形成 率 並 に 


変性 卵 の 出現 率 を 異 に する 。 
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71. 釣 昌 卵 継続 錦 祭 の 一 方 法 に 
つも 6 まう 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜雄 ・ 水 野 哲 夫 ・ 方 波 見 重 兵 術 


A method of continual observation on the 
development of hookworm eggs. 1) 
Rikio Yanagizawa, Tetsuo Mjzuno, 
Jubei Katabami 


釣 虫 卵 の 発育 に 就 て は 種々 報告 され て いる が , 我々 は 
アメ リカ 釣 虫 及び ツ ビ ニ 多 虫 に 就 て 同一 の 東 卵 群 の 発育 
を 継続 的 に 観察 する 方 法 を 試み た 。 排便 直後 の 全 業 便 を 
硫 苦 加 飽和 食塩 水 (比重 1280) で 混和 失 排 す 。 綱目 の 異 
な る 金網 で 数 回 濾過 し , その 濾液 を 三角 コル ベン に 入れ 
20 分 聞 放 置 す 。 カ バー グラ ス で 採取 し た 東 卵 を 水洗 し 。 
速 心 沈 汰 (1000 廻 転 5 分 間 ) し た 。 継続 観察 の 方 法 と し 
て Thoma-Zeiss 氏 計 算盤 を 用 い , 上 記 の 集 卵 方 法 で 得 
と 沈 浴 を 毛細 管 ピ ペッ ト で Thoma-Zeiss 氏 計 算盤 に 注 

Fs 水分 を 含 

+ た ガー ゼ を 入れ た シヤ ー レ ( Ne に 納 
> ら , 1 時 間 毎 に 卵 の 発育 を 24 時 間 観 察し た 。 商 録 察 時 に 
は 毛細 管 ピ ペッ ト に て 水分 き < 捕 給 し た 。 対照 と し て 素 
瓦 に 直径 1 cm 深 0.5cm 位 の 数 個 の 凹み を 作り , その 中 に 
上 記 の 集 卵 方 法 で 得 た 同一 沈 溶 を 入れ 遇 卵 器 に 納め , 1 
時 間 毎 に 虫 卵 の 発育 を 観察 し た 。 又 水 で 携 振 し た 糞便 を 
金 綱 に て 濾過 し , 遠心 沈 源 し て 沈 注 を 可 及 的 に 薄く 素 焼 
瓦 に 沙 抹 し 鋼 卵 器 に 納め , 1 時 間 毎 に 虫 卵 の 発育 を 観察 
し た 。 上記 の 方 法 で 行 つ た 成績 は 次 の 通り で ある 。 Tho- 
ma-Zeiss 氏 計 算盤 を 用 いた 場合 の アメ リカ 釣 虫 及び ツ 
RE 

, 最初 に 見 た 時 間 を 原点 と し て , 16 細 胞 は アメ リカ 釣 
Fe : 釣 過 0.4 時 間 , 桑 実 期 は アメ リカ 釣 息 
3.9 時 間 ツ ビニ 釣 虫 0.9 時 間 , 昭 時 期 は メリ カ 釣 虫 9.8 
時 間 ツ ビニ 釣 虫 5.4 時 間 , 仔 虫 期 は アメ リカ 釣 虫 12.6 時 
前 ツ ビニ 釣 虫 6.9 時 間 , 仔 虫 ( 負 化 し た ) アメ リカ 釣 委 
22.2 時 間 ツ ビニ 釣 虫 15.8 時 間 で ある 。24 時 間 後 の 仔 昌 難 
化 数 は ツ ビ ニ = 釣 虫 94% ア メリ カ 釣 虫 702% で あつ た 。 ツ ビ 
ニ 釣 虫 は アメ リカ 釣 虫 に 比 し 著しく 早い 。 ao 
で 瓦 培養 法 に よる 卵 発 育 と Thoma-Zeiss 氏 計 算盤 に 
る 卵 発育 《 - 誰 て は 10 細 有 は 元 多 半 法 3:99 間 秋 計 名 
2.6 時 間 , 桑 実 期 は 瓦 培養 法 83.8 時 間 継続 観察 3.9 時 午 

旭 衝 期 は 瓦 培 養 法 10 時 間 継 続 観 察 9.8 時 間 , 仔 虫 期 は 瓦 
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培養 法 12.6 時 間 継 続 観察 12.8 時 間 , 仔 虫 ( 映 化 し た ) 下 
培養 法 22.2 時 間 継 続 観察 22.5 時 間 で ある 。24 時 間 後 の 仔 
虫 笛 化 数 は 瓦 培養 79 多 継続 鈴 察 法 702% で あつ た 。 継続 観 
察 法 及 び 瓦 塔 養 法 と 比較 し て みる と , 殆ど 同様 の 成績 で 
あり 著しい 差異 は な か つた 。 と の Thoma-Zeiss was 
盤 を 用 いた 場合 個々 の 卵 に 就 て は , 卵 数 が 少 い 場 合 は 

トド et 


罰 の 移動 する 場合 か め る が 次 の 機会 に 発表 する 。 
72. 多 下 卵 の 般 化 條 件 に 関す る 研究 
大 阪 市 立 医 科大 学 小田 内 科 
島 居 生 


Studies on the hatching factors of hook- 
WOrm GggS. 


Tatsuo Torii 


先 に 教室 の 野田 , 松本 が 釣 虫 の 血清 内 飼育 に 成功 し た 
が , 銘 虫 培養 の 研究 の 一 己 と し て , 今回 私 は 種々 要約 の 
加わ つた 血清 内 に 於 ける 釣 虫 卵 の 骨 化 率 を 検索 し た 。 

実験 方 法 と し て , 飼育 液 は 凡 て 犬 血 清 を 用 い , 卵 は 大 
釣 昌 卵 を 用 いた 。 飼育 容器 は 化学 実験 用 No. 4 グラ ス フ 
ィ ル ター を 使用 し た 。 

上 記 容 器 に 夫々 実験 材料 を 入れ 87 で 遇 守 内 に 24 時 間 放 
置 し , 昧 化 状態 を 仔 虫 , 仔 虫 形成 卵 及 び 未 遇 化 卵 の 三種 
に 別け 検索 し た 。 

1) : 各種 溶液 肥 ち , 犬 浴 血 血清 , 3.8 多 ,。 202 ポ 
リタ ミン 溶液 , 5 , 20% 衛 共 糖 溶液 及び 水道 水中 の 釣 
虫 稲 化 率 を 比較 し た が , 落 血 血清 , 3.322 ポ リタ ミン 溶 
液 , 5 多 世 共 精 薔 液 及 び 水 道 水 で は 752% 以 上 で 極め て 遇 
化 率 が 高 か つ た 。 

H) : 飼育 血清 の 採取 各部 位 等 の , 即ち , 障 際 か 
血 , 24 時 間 水 審 内 放置 心血 動脈 血 及 り 静脈 血 に 就 い 
比較 し た が , 何れ も 90% 以 上 の 骨 化 を 認め た 。 

) : 飼育 血清 中 に 運動 活発 な 雄 釣 虫 成虫 を 共に 入 
れ た 場合 5 隻 飼育 群 で は , 遇 化 が 策 押 制 さ れ , 60~70 
2 で ある が , 10 隻 群 で は 殆ど 抑制 され 僅 に 10 以 内 に と 
導 朱 の た 。 

IV) : 偶々 沖 見 に て 心 内 に 100 条 以上 の ": フ ィ ラ リ 
ア を 認め た 大 血清 で は , 昧 化 が 完全 に 抑制 され た 。 

V) : 呈 期 仔 虫 1500 隻 皮下 注入 感染 させ た 成 犬 血清 
に 就 いて 順次 経過 を 追い , 同様 の 方 法 で 骨 化 率 を 検索 し 
た が , 感染 後 第 8 ~ Y 日 に は 処 化 率 が 5 以下 と な り , 
第 12 日 で は 昧 化 率 8022 に 復 し , 第 20 日 に 再び 抑制 され , 
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第 81 日 に は 感染 前 と 略 々 同率 の 遇 化 を 認め た 。 和尚 剖 見 に 
より 成虫 674 隻 寄生 を 確認 し た 。 
VI) : 釣 東 (50 隻 ) 飼育 中 の 培地 に 酸素 注入 群 及 び 
人 


広 ゝ か 
結語 ・ 以上 の 実験 に より 欧 下 卵 の 遇 化 に は 酸素 の 不 
可 欠 の 因子 で あり , 釣 虫 飼育 液 及 び 釣 虫 を 感染 せ し め た 


場合 , その 血液 内 に 酸素 の 不足 を 来 す 事 を 了 虫 卵 の 遇 化 事 
より 推定 され た 。 


73. 有機 焼 農 薬 に 対す る 多 仔 虫 の 
抵抗 性 に 就 て (続報 ) 


岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
武 田 勝美 
Studies on the resistance of infective hookworm 
larva (4. cgzzzzz) to organic phosphate 
insecticides. ( 2 ) 
Katsumi Takeda 


沈 に , 第 11 回 西日本 支部 大 会 に 於 て 四 種 の 有機 灯 農 薬 
に 対す る 犬飼 仔 虫 の 抵抗 性 に 就 て , 主として 仔 虫 の 死亡 
率 及 び 特有 な 運動 性 の 面 か ら 報告 し た が , 今回 は 続い て 
次 の 実験 を 試み た 。 

1) 10" 妃 至 10*?22 に 稀 駅 し た 4 種 の 有機 婚 農 薬 (Pa 
rathion, Diazinon, Chlorthin, Sumicide) 乳剤 中 に 於 
ける 仔 昌 の 死亡 事 ・ 毎 分 の 頭 端 電動 数 及び 脱 宮 率 を in 
vitro に 於 て 測定 し た 。Parathion 液 中 に 於 ける 仔 虫 の 
死亡 率 の 時 間 的 経過 は 前 回 報告 の 如く で ある が , 仔 虫 頭 
端 の 毎 分 皇 動 数 を 同時 に 計測 する と , 死亡 事 と は 丁度 導 
の 関係 を 示し て , 10-! 乃至 10**2 液 中 で は 急速 に , 10* 
22 液 で は 緩 か な 減少 を 認め , 且つ 全 仔 虫 の 完全 停止 時 間 

, 仔 虫 の 完全 死滅 に 2 4 日 先行 する の を 語 め た 。 

沿 。 薬液 中 の 仔 虫 は , 初め 興奮 状態 に あつ て 対照 に 比 
し 明らか に 兵 動 数 の 上 昇 え 示す が , や が て 著 明 に 低下 す 
る に 至る 。 次 いで 脱 要 率 は , 提 動 数 と は 逆 に , 死亡 率 と 
平行 関係 に あり , 初期 に は 急激 に 脱 概 事 が 増加 する が 最 
高 70% を 越え る 事 は な い 。 商 対照 液 中 に 於 て は 殆 ん ど 脱 
畑 を 認め ず ,。 有 つて も 精々 1022 以 内 で ある 。 上 記 の 相互 
関係 は Diazinon, Chlorthion, Sumicide 液 中 に 於 て 
ちる 多 少 の 程度 の 差 を 以 て 同様 に 認め られ る 。 即ち 有機 灯 
農薬 中 に 於 て 仔 虫 は 薬液 の 作用 に より 初め 過激 な 運動 状 
態 に 入る と 同時 に 脱 斉 を 開始 し , 次 いで 運動 の 減少 と 共 
に 死滅 状態 に 入る っ も の と 思 は れる 。 
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2) 自律 神経 右 断 の 釣 仔 虫 に 及ぼ す 影 響 を in vitro 
に て 検討 する た め , 学内 水道 水 , atropin 溶液 (122, 
0.012), Ace 溶 液 ( 1, 0.01), Parathion 溶液 (10"* 
2, 10* 多 , 10*%) を 対照 に と り , 次 いで 上 記 攻 断 剤 
添加 Parathion 溶液 に 於 ける 仔 虫 の 運動 状態 及び 全 仔 
了 虫 の 運 動 停止 に 至る 時 間 を 測定 し た 。 即 ち 対 嶋 液 に 就 て 
は , 周 種 右 断 剤 0.012% 液 は , 1 多 液 及び 学内 水 に 比 く 約 
20 日 以上 運動 停止 時 間 の 延長 を 認め る が , 運動 状態 より 
観察 すれ ば , 何れ の 舌 断 剤 中 に 於 て も 学内 水道 水 に 比 し 
初期 に 苦 問 状 の 運動 増 多 , 次 いで ト グ ロ 状 の 静止 を 認め 
る 。 即ち 多少 毒性 を 及ぼ す 様 で ある 。 一 方 Parathion 
液 に 添加 きる 時 は , 何れ に 於 て も 運動 停止 時 間 の 延長 
即ち 死亡 率 の 減少 を 認め , Parathion の 毒性 の 緩和 作用 

を 呈す る 。 

この 現象 は Parathion 10**2 液 に て 迄 断 剤 1 の 割 
に 添加 し た 時 に 最も 著 明 に 見 られ 約 10 日 の 生命 延長 を み 
る る 。 一 般 に 運動 状態 よ たり すれ ば 1 2 液 に て は atropin 
の 分 が , 0.012 液 に て は Ace の 分 が 寺 性 緩和 作用 が 策 
強い 様 で ちる 。 以上 の 実験 より Parathion の 仔 虫 に 及 
ミ す 土 性 が cholinestelase 阻害 作用 に 基く も の で ある 
事 が 裏付け れる と 共に , 仔 虫 の 運動 と 神経 支配 の 関係 を 


此 か 究 ひ 得 た も の と 思 は れる 。 


74. 東洋 毛 様 線 是 及び 釣 下 仔 虫 の 
経 皮 威 落 実験 の Evans Blue 
に よる 欠 察 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
帖佐 博 


Observations on the penetration of larvae of 
アァ cos77 の gY/z4S の OZ76227277S and 47y/os7 の 7 
gzogezg/e Dubini through the skin by 
evanS blue staining. 

Hiroshi Chosa 


1954 年 Robart M. Lewert と Chang-Ling Lee は 
evans blue 静脈 内 注入 その 他 の 染色 法 に ょ つて 各種 の 
げ 虫 が 宿主 の 組織 を 通過 する 状態 を 研究 し た 。 と れ に よ ょ 
る と 仔 虫 が 皮膚 を 容 也 し て 侵入 する 際 に 皮膚 に 生ずる 傷 
の 部 分 は evans blue に よ つ て 他 の 部 分 より 濃く 染 ま 

然し これ に は 東洋 毛 様 線 虫 (以下 東毛 ) の 記載 が な 
い 。 私 は 東毛 及び 銘 虫 仔 虫 の 経 皮 感染 の 模 模 を evans 
ゎ lue 静 注 に よ ょ つて 比較 観察 し た 。 
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東毛 と 釣 孔 (4z&y/osZozzZ の zogezg7e Dubini) の 感 
染 仔 虫 は 便 の 瓦 培養 法 に よ つ て 得 た も の で 培養 後 1 週 
1 筒 月 の も の を 使用 し た 。 ラ ッ テ の 背部 に 傷 を つけ な い 
様 に 毛 を 短く 切り , 此処 に 両者 の 仔 虫 水 ( 各 : 500<10 

00 匹 を 含む ) を 区 別 し て 置き 一 定時 間 後 1 2 evans blue 
生理 食塩 水溶 液 を 体重 100gr に 付 1 cc の 割合 で 尾 静脈 か 
ら 注入 し た 。 約 20 分 後に は 皮膚 の 青色 は 最高 に 達し 仔 下 
水 を 置い た 皮膚 に は 特に 濃く 染まる 針 先 大 一 粟 粒 大 の 点 
状 部 が 現れ る 。 此 の 部 分 が 仔 昌 の 侵入 し た 部 と 推定 し そ 
の 数 を 数 へ た 。 後に 此 の 部 分 の 組織 (皮膚 及び 筋肉 ) を 
切除 し 圧 平 標本 に よ つ て 組織 内 の 仔 虫 数 を 数 へ た 。 対照 
と し て マウ ス の 腹部 皮膚 に 傷 を つけ 此処 に 実験 に 用 いる 
仔 虫 水 を 置き 仔 虫 が 体内 に 侵入 する の を た し か め た 後 実 
験 し た 。 

東毛 で は 10 例 中 8 例 だ け に ラッ テ 背 部 の 皮膚 に 濃 染 部 
が 現れ , その 数 は 1 ・ 2 ・ 1 箇所 で あ sw 
て 釣 虫 の 方 は 10 例 と も 濃 染 部 が 現れ , その 数 は 4 88 箇 
所 で あつ た 。 組織 内 に 仔 虫 を 認 % た の は 物 下 の 方 だ ひで 
皮下 に 80 匹 位 の 仔 虫 を 見 た も の も あつ た 。 

以上 の 実験 か ら evans blue 表 注 ラッ テ の 皮 誠 は 
20 分 位 で 最も 青く な り , 有 傷 部 皮膚 は 殊 に 青く 染まる 
此 の 濃く 染 ま つ た 部 位 に 一 致し て 他 由 が 友 膚 を 寒 孔 し て 
侵入 し た 事 が 推定 出来 る 。 此 の 皮膚 に 現れ た 状況 か ら 釣 
et \ 易 に 皮膚 を 空 乾 し て 体内 に 侵入 する 事 が 出来 


・ 地 衝 げ So ら は 体内 に 侵入 す 
ら 才 は 極め いと 云う 事 が 暗示 され て いる 。 
75. 和夫 生 性 里 束 類 の 組織 化学 的 研究 


(3) 
釣 虫 仔 虫 体 の 組織 化学 的 研究 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
山 ロ 正 


Histochemical studies on parasitic helminths. 
3) Histochemical studies on 
hookworrn 1arvae. 


Tadashi Yamaguchi 


先 に 日 本 住 血 吸 虫 , 占 虫 及 び 釣 虫 体 に つい て 核酸 , グ 
リコ ー ゲ ン 及 び フ ォ ス ファ ター ゼ (フォ ス , と 略 ) の 分 
布 に つい て 組織 化学 的 検索 を 行 つ た が , 前 回 に 引続き 同 
様 に 釣 虫 仔 虫 体 に つき 次 の 如き 時 期 の も の に つい て 行 つ 


た 。 


1) 瓦 培養 (28 度 ) 2 日 目 , 即ち 培養 水中 に 未だ 遊 出 
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し な い 仔 虫 ( 二 期 仔 虫 ) 。 

2) 培養 10 日 前 後 の も の , 即ち 感染 力 最も 吐 盛 で ある 
と 思 は れる 仔 虫 ( 三 期 仔 虫 ) 。 

8) マウ ス 皮 膚 組織 内 仔 虫 ( 径 皮 感 染 後 15 分 ) 。 

4) マウ ス 肺 臓 内 仔 虫 ( 径 皮 感 染 後 6 日 前 後 ) 。 

核酸 : DNA は 各 時 期 を 通じ て 密 に 認め られ , 特に 
生殖 原 基体 線 及 び 神 経 細 胞 は フォ イル ゲン 反応 陽性 度 
強く , 腸 壁 細胞 及び 筋肉 細胞 は 策 々 弱く 認め られ る 。 ピ 

ロニ ン 可 染物 質 は 諸 構 造 組織 は 明確 に MR 二 期 
仔 虫 体 に 最も 密 に , 次 いで 肺 臓 内 仔 虫 体 に 認め られ , 三 
期 及 び 皮 膚 内 仔 虫 f ee : 腺 原形 質 ( と 共 て 
は 同様 密 に 認め ら # 

フォ ス : 二 期 仔 虫 体 に 於 て は 虫 体 全体 が 黒色 に 染色 

> 特に 栄養 頼 粒 と の 関係 は 明らか で な い が , 積 々 栄 

導 迷 に 相当 す : る 部 に 粒 状 と し て 強度 に 認め られ た 。 
三 期 仔 東 体 の フォ ス , ee \ 江 少 し , 食道 俊 
部 及び 上 部 腸 壁 に の ろ 強 陽性 と し て 認め られ る に 過ぎ な 
みつ た 。 然し 肺 臓 内 仔 虫 体 に 於 て は 二 期 仔 虫 体 と 同様 . こ 


強 陽性 と し て 認め られ た 。 ・ ズ ズ 肺 胸 上 上 及 こ * 気 管 枝 粘 騰 上 
皮 細 胞 に まき 強 陽性 と ee て 認 らら れ た 。 
クリ コー ゲン : 生 時 期 を 通じ て 認め られ , フク シン 


に 濃 染 し て 赤色 無 構造 又は 粒 状 ヒ し て 体 線 , 筋肉 組 
胞 , 食道 及び 腸 部 に 認め られ た 。 し か し 頭 部 及び 尾 癌 に 


cc た 7 お し と 
於 一 は 粗 か 或いは 殆 ん ど 認め られ か ! い 場 合 も あつ た 。 


76. 昭 是 体 壁 筋 細 胞 の 位相 識 題 
微 負 所 見 
名 古屋 大 学 医学 部 解 前 学 教室 
石 川 道 雄 


Observations of the muscle cells in the 
body wall of ascaris with 
phase-contrast microscope. 

Michio Ishikawa 


上 束 筋 細胞 は , 収縮 繊維 部 と , 核 及 び 筋 形質 か な っ 
いる 身 胞 部 か ら で き て いる 。 Butschli (1870) が 筋 形質 
に 綱 状 構造 物 を 記載 し て 以来 , この 構造 物 に つい て は , 
神経 終 繊 維 説 4Apathy 等 ), 支持 繊維 説 CRohde,Bilek 
等 ), ク ロミ ヂ ア 説 (Goldschmidt 等 ), プ ラス ト ゾ ー メ ン 
説 (Plenk) 等 の 種々 の 学説 が か あり, 今日 に 至る も , 尚 
明らか で な い 。 こ の よ ょ うな 論争 は , 従来 , 筋 細胞 の 発生 
由来 を 検討 し た 研究 が な か つた た めで あろ う 。 環 虫 筋 細 
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69 か Ra 組織 化学 的 に 考察 する と と 
が 望ま ほ し い 。 筋 細胞 の うち , 蘭 胞 部 は , 外 肛 葉 性 の 上 皮 
MONTFG 机 水 と : 中 有 葉 性 の 層 板 の 鍼 右 
形成 に よる 。 即ち 筋 細胞 は , 外 豚 葉 性 部 と 中 豚 葉 性 部 と 
の 合併 し た も の で , デ 筋 細胞 で ある と 同時 に , 神経 細胞 の 
役 を 演じ て いる の で は な いか と 思わ れる 。 面 し て , 従来 
諸 学 者 の 等 し く 認 め て いた 筋 形質 内 の 粒 の 一 部 は , 神 
経 分 泌 に よる も の か と 思わ れる 。 

(1 ) 繊維 部 の 所 見 

(1 ) 筋 維 は , 長い 一 様 の 太 さ の 線 で , . C.M. 
鏡 下 で , 明る く 見 える 部 分 と , 暗く 見 える 部 分 と が , 
交互 に 配列 し て , 規則 正しい 横線 を 示す と と が ある 。 と 
の 所 見 は , 筋 繊維 部 が 層 板 に 由来 し て いる と と を 物語 つ 


- い る 。 


( 2 ) 繊維 問 に , 少量 の 明る い 小 頼 粒 が 散在 する 。 
Carnoy 固定 , Schi 寿 染色 に ょ より, 赤色 に 濃 染 す る グリ 
コー ゲン 玉 粒 に 一 致す る 。 

(3 ) 繊維 部 の 辺 縁 部 に , 明る い 粗大 頼 粒 が 散在 す 
る 。Sudan III 可 染 の 脂肪 所 見 に 一 致す る 。 

(H ) 簡 胞 部 の 所 見 

(1 ) 簡 胞 部 は , 胞体 か ら 2 て 数 個 の dendriten 様 の 
突起 を 備え , 突起 は , 体腔 の 方 向 に , 胞体 か ら 放 線 状 に 
突出 する 。 . C. M. 所 見 で は , 核 は 不 著 明 で ある が 
Zenker 並び に フォルマ リン 固定 HX-A 0 アザ ン 
染色 で は , 核 は 円 形 , 本 計 考 明 て , 染色 質 に 乏しく , 巨 
大 な 核 小 体 1 一 2 個 を 算 え る 。 この 所 見 は , 神経 細胞 所 
見 を 思わ せる 。 

2 ) 胞体 内 に , 明る い 粗 大 な 頸 粒 が 散在 する 。 と の 
所 見 は 。 Sudan IT 可 の 脂肪 所 見 に よく 一 致す る 。 

(3 ) 胞体 内 に , 暗い , 塊状 又は 虎 斑 状 を 呈す る 物質 
が 存在 する 。 Sc dendrites 様 突 起 内 に は 存在 
し た な い 。 と の 物質 は , 凍結 切片 , toluidinblue 可 染 We 
斑 物 質 に 一 致し , 多 Carnoy 1 Schiff 染色 ( 

濃 青 染 性 物質 に 一 致す る 。 

( 4 ) 胞体 内 に , 細い 平滑 な , 微細 な 神経 原 織 維 様 の 
繊維 が あつ て , 突起 内 に 進入 する 。 フ ォ ル マリ ン 固 定 , 
だ よる 


ー CgD 昌和 厨 り , 明暗 の 小 斑 形 粒 及び 
細 和 糸状 頼 粒 が 充満 し て いる 。 之 等 粒 は , Kolster 固定 
鉄 古文 染色 , 或 は マー ヌス 緑 超 生 体 染 色 に 応ずる 。 

(6 ) dendrites 様 突 起 か ら , 体腔 の 方 向 に , 大 小 不 
同 の 明る い 微 細 頼 粒 が 放出 する の を みる 。 放出 著 明 の 場 


(90) 
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合 は , 胞体 内 の 処 斑 状 物質 は , 少く , 反対 に , 放出 不 著 
明 の 場合 は , 虎 斑 状 物質 は 多い 。 こ の 思 粒 は , Bouin 固 
定 , クロ ー ム 耳 文 染色 に よる Gomori 陽性 の 題 粒 に ょ 


= ネネ ケ す - 
9 う を っ 。 


77. P" の 央 虫 体内 分 布 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
必 田 野 邦 和 ・ 内 田 健一 ・ 藤 本 滋 


The distribution of radioactive Phosphorus 
(P?) in Ascaris. 
KKunikazu Hadano, Keniti Utida, 
Sigeru Fujimoto 


昔々 は P*? を 利用 し て 上 虫 の 新陳代謝 を 研究 し て 居る 
が , 今回 は P9 添加 飼養 液 試 験 。 P% 体腔 内 注入 , P% 
角 皮 通過 の 3 実験 を 行い , P%? ok 布 を auto- 
radiographie (こよ り 検 索 し た 。 材料 は , ! 必 殺 場 より 得 
た 豚 串 中 を 用 い , 何れ も 37 で の 昧 卵 器 内 1 隻 当 り 20cc の 
0.922 NaCl 水中 に 飼養 し た 。P*? は 中 7.0 の 炎 酸 組 
衝 液 で 稀釈 し , 飼養 液 添加 飼養 実験 で は 1 隻 り 10 て 80zc 

を 飼養 液 に 混 じ , 体腔 内 注入 実験 で は 体重 1 巨 当り 1 
IO0zc を 注入 量 は 0.1cc, 又 角 皮 遂 過 実 験 で は 1 隻 当 り 
10~30c を 飼養 液 に 混 じ て 使用 し た 。 固定 液 は アセ ト 
ン , 無水 アル コー ル , 10 中 性 ホル マリ ン , 1 塩 基 性 


散 酸 欠 液 。 ホルマリン 塩基 性 酷 酸 鉛 液 を 用 いた が , P%: 
は 水溶 性 の た eee リン は P3? の 固定 性 が 他 に 比 


し て お と る や う で ある 。 同じ 理由 か ら 。 霞 ! HH 前 に 染色 す 9 
: と, 陽性 度 が 著 減 す る 故 現像 後 カ ルミ ン 単 染色 , メ タニ 


ー ル 黄 , 鉄 へ マト キシ リン 及び カル ミン , ピク リン 酸 ア 
ルコ ー ル 染色 を 行 つ た 。 固定 後 型 の 如く 脱水 , 包 埋 し , 


約 6 の 切片 作製 , 脱 パ ラフ ィ ン , セ モロ イデ ヂ ン 被覆 後 叉 
いて contact 法 に より , 更に ゼ テ チン 
下 塗 乾燥 の 上 , 富士 autoradiograph 用 (strip 用 ) 乾 
板 を 用 いて stripping emulsion 法 に 依り , 駐 線 フイ ル 
ム は 3 て Y7 日間, 8 一 孔 法 で は 50 一 60 日 間 の 露出 を 与え 
た 後 , 何れ も , FO III, 20 で C, 4 分 間 現 像 し, その 
ェ ル ー ペ 及び 顕微 鏡 で 観察 し た 。 処置 

分 布 は 虫 の 各 組 織 に 認め られ る 
より 濃度 差 の ある 事 を 知る 。 特 に 腸管 
を 示し , 注入 実験 で も 腸 上 皮 , Wi 


線 2 イ ノレ 和 へ を 


autoradiograph る 
和俊 24<72 時 間 の P3 
が , 夫々 erg 
黒 化 像 を 


た の 
\ よ 『 げ 行 を 


に に 出 て いる 事 は , 腸管 ょ より の 排 洪 を 考え さ 
れる 。 角 皮 遂 過 試 験 で も P% は 24 時 間 俊 ( - は 各 租 織 に と 分 
布 す る の が 見 ら 


れる 敵 , P*% は 角 皮 は 通し て 占 虫 体内 に 


液 と 上 四 つ の 液 に つい て 


(91 ) 
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侵入 する と 考え られ る 。 次 に 注入 部 位 と 注入 後 の 時 間 的 
経過 に 伴う P%% の 拡 か り 方 を 見 る と , 注入 後 1 時 間 迄 は 
注入 部 より 頭 部 迄 , Mew ( 世 ) に 見 られ , と 
の 傾向 は 12 時 間 後 も 認め られ る が , 24 時 間 後に な る と 注 
入部 を 除 り て は 略 々 ャ 等 か る 様 に な る 。 と の 事 か 
らし て や も , P*? の 貞 虫 各 組 織 え の 移行 分 布 系 路 を 知る に 
は 処置 後 80 分 12 時 間 迄 の 所 見 に つい て 検討 する 必要 か 
ある と 考え , 目下 実験 を 続行 中 で ある 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

Ps 液 を 虫 体内 に 注入 し て コロ ヂ ウ ム の 膜 を は り 央 


虫 各部 を 液 に 漬 す 方 法 で 排 港口 の 部 を 潰し た も の に 放射 
能 が 最も 多い 。 
( 問 ) (岐阜 医大 ) 小 林 端 相 


オー トラ ヂ オ グラ フ 露 出 時 間 を 問 ふ 


( 加 ) 私 の 所 で 顕 虫 排 洪 分 の 調査 の 後に P% 体内 注 
射 そ キ し て いま す が , 体外 排出 は 排 洪 に 部 に 多 し , 従来 の 
角度 透過 度 が 極め て 少 い 成 績 を 待て いる 。 和尚 色 素 注入 で 
は 従来 の 所 見 通り で , 各種 飼 名 動 の 体腔 度 免疫 血清 と の 
間 の 沈 了 攻 反応 は P*? の 成績 と 一 致す る 事 を 追加 し ます 

( 答 ) 

レ 線 フイ ルム に 対し て は 3 て 6 日, スト リッ ピン グ 乾 
様 に 対し て は 380 日 万 至 60 日 。 


78. 大 腸 菌 の 句 虫 体腔 液 及 び 個 育 液 
の 拓 原 性 に 及ぼ す 影 響 に つい て (②) 


悪 恵 会 医科 大 学 林内 科 


松本 晋三 ・ 井 加 邦 男 ・ 年 沢 久 次 了 ・ 佐 際 辰 美 


Effects of coli bacili on antigenicity of 
coelomic fuid and cultural medium 
of ascaris (2) 

Sinzo Matsumoto, Kunio 1mawari, 


Kyuziro Hanzawa, Tatsumi Sato 


緒 論 , 我々 は 丘 回 前 回 に 引続き 台 虫 体腔 液 及 び 飼育 液 
の 抗原 性 の 追求 と 大 腸 菌 が その 抗原 性 に 如何 な る 作用 機 
転 で 影響 を 及ぼ すか を 検 し た の で と ゝ 発表 する 。 

(実験 方 法 〕 動物 は 海 手 た 用 い 飼育 液 感 作 群 と 体 迷 
液 感 作 群 に 分 け , 前 群 に は 感 作 終了 2 週 後 普通 飼育 液 
= の 除 看 白 液 , 除 蛋 白 後 大 腸 菌 を 混入 し た 液 , 除 算 白糖 
皮 内 反応 , 腸管 反応 , 沈降 反応 を 
行い , 後 群 に る 同様 の 操作 した 四方 面 の 体腔 液 を 作製 
し 。 そ れ を 誘発 抗 元 と し て 上 記 の 実験 を 行 つた 。 更に 角 


トン * 
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育 液 , 体腔 液 叉 夫々 の 大 腸 菌 混入 液 に つい て ペー バー ク 

ロマ イグ ラフ ィ ー に 依り 含水 炭素 分 謀 を 検 し , 併せ さて 各 
液 の アセ チル コリ ン を Hesterin 氏 光 電 比 色 法 に より 比 
較 検 定 し た 。 

実験 成績 〕 1) 皮 内 反応 及び 沈降 反応 で は 共に 飼育 
液 感 作 感 で は 普通 飼育 液 と 其 の 除 蛋 白 液 で ご は その 成績 に 
間 寺 0 半 半 失 衝 縛 大 り 除 糖 液 で は 抑制 され る 。 体 
膝 液 感 作 群 で は 体腔 液 で は 陽性 度 が 非常 に 高い が 除 息 白 
液 及び 除 和 邊 後 大 腸 菌 を 混入 し た 液 て は 抗原 性 が 可 成人 
下す る が 両者 の 間 に 著 変 た 見 な い 。 

2) KOK な AG 
白糖 液 で 陰性 , 体腔 液 感 作 群 で は 除 蛋 白糖 液 で の み 陰 性 
他 の 液 ご で は すべ て 陽性 で あつ た 。 

$) 飼育 液 , 体腔 液 及び 夫々 の 大 腸 菌 混入 液 の 含水 炭 
素 分 謀 を 折 出 し 糖 定性 反応 及び ペー パー クロ マイ グラ フ 
ィ ー を 応用 し て 糖 構成 を 検 し た 所 , 大 腸 菌 混入 飼育 液 に 
含 糖 量 の 減少 を 思 は せる 成績 を 得 た 。 

4) 3 項 の 各 液 の アセ チル コリ ン の 定量 を 行 つ た が 閉 
変 を 見 な か つた 。 

[結語 〕 以上 の 実験 か ら 飼育 液 に 大 腸 菌 を 混入 する と 
その 抗原 (が 低下 する の は 。 その 用 な 所 因 子 の つっ 
と 考え られ て いる 多糖 類 を 大 腸 菌 が 分 解す る か ら で は な 
いか と 思う 。 体腔 液 て 大腸 菌 か 余り 影響 し な か つた この は 
その 抗原 の 濃度 の 為 か , 又は 他 の 複雑 な 因子 の 問題 か 不 
明 ぐ で ある 。 ア セチル コリ ン は 関与 し な い 様 で あ 


79. XX 線 学 的 に 見 た 胃 内 六 是 症 の 
2, 3 の 了 臨床 的 並 に 実験 的 研究 


日 本 大 学 医学 部 比企 内 科 
奥田 興 ・ 吉 田 池 ・ 萩 原 忠 文 


Several clinical and experimental roentgenologic 
Studies on ascariasiSs of stomach. 

Ko Okuda, Tadashi Yoshida, 
Tadafumi Hagiwara 

胃 内 顕 虫 症 の 主 症 は , 心 軍 部 疹 痛 と され て いる が , 吾 
の 症例 に 於 て も , 赤 そ の 大 部 分 に 心 客 部 次 痛 を 認め 

この 参 断 に 当 つて は , 同様 状 を 呈す る 他 の 重要 な る 諸 

疾患 と の 鑑別 に 困難 を 極め た 。 耐 し て ,。 主として その 支 

線 学 AA こ 当 り , 胃 内 頭 虫 症 と 認め 得 た 24 例 の 症例 に 

人 胃 内 ! ける 魚 取 の 珠 学 的 形 能 及 び 軍 重 状態 


を 観察 と 共に , 駐 線 学 的 に 虫 体 を 証明 出来 る 条件 


と に で い 


【 寄 生 躍 学 雑誌 * 第 5 巻 * 第 2 号 


を モデ ル 実 験 を 通じ て 確か め た 。 騙 胃 内 ぼ 顕 虫 侵入 の 意義 
及び 画 虫 生存 に 対す る 外 的 環境 の 変化 が 上 虫 生存 一 習性 
ー に 及ぼ す 影 響 を 豚 頭 虫 に よる 実験 を 通じ て 観察 し た 。 
時 ち App 的 に 見 た 胃 内 虫 は , 12 指 腸 球 部 か ら 幽 門 
て 捧 状 に 及ぶ 部 分 は ブッ ツリ 切断 され た 様 な 陰影 

っ 3 Ace ら 事 が 多い 。 こ れ は 虫 体 を 包 な バリ ウム 飛 
人 AS な ME 
Me を 異 に し て いる バリ ウム ュ 池 に 顕 虫 を ひたし 
て 実験 し た 結果 確 め 得 た 。 双 透視 に よ つ て 胃 内 上 虫 の 運 
Piyo 例 の 大 多数 に 於 て , 静止 状態 に あり 
運動 を 示し て いる も の も , 極 く 僅か な 緩やか な 運動 に 
過ぎ な い 。 と の 事 は 心 宙 部 痛 が 顕 虫 運動 に よる 胃 壁 の 
直接 刺 戦 に よ つ て 起 る る の で は な いこ と と を き を 文 線 学 的 に 証 
明 し た よう に 思ふ 。 由 体 と 吊 。 温 度 及 びそ の 両者 の 組合 

, 諸 種 楽 物 , 体外 人 胃液 に 於 ける 顕 虫 運動 及び 習性 ( 
迷 入 ) の 影響 を 観察 し た が , 相 2 又 下 10 近 傍 或 は それ 以 
上 で は , 虫 体 は 硬直 状態 と な る 。 温度 の 影響 で は 15C 以 
下 45C 以 上 で は 硬直 状態 と な る 。 面 し て , と れ 等 の 忠 及 
温度 に 近づく 時 , 問 虫 運動 は 活 湊 と な り , と の 時 レフ 
アス の ゾン デ を 投入 する と 顕 虫 は , その 小 孔 内 へ の 迷 入 
性 を 高度 に 示し て 来る 。 猫 この 時 。 塩 リモ , マク ニン 液 
或 は へ キシ ー ル レゾ ル シ ン 液 等 を 附 加 する 時 は , 更に 顕 
著 と な る と と を 知 つ た 。 と の 事 は , 胃 内 虫 を レフ アス 
の ゾン デ を 用 いて 釣り 上 げ る と 云う 赤木 教授 等 の 報告 を 
ト り 高 率 な らし め , 胃 内 ザ 虫 症 の 診断 及び 胃 内 占 虫 の 駆 
> 吾 さ は 人 体 に 症 用 し て , 価値 ある 好 
結果 を 得る こと が 出来 た 。 

( 加 ) (鹿児島 大 1 内 ) 概 屋 富 一 

① 胃 内 環 虫 ! ne ひま し た が , 我々 
は 展 に 胃 内 で 円 く ぅ > あわ て る と 潰瘍 = ニ ツ シェ の 正面 
像 で ご で な いか と 誤る が よく こし の 際 来る の で 診断 
が 明か と な る 場合 を 経験 し て いる 。 

② Sonde を 用 いる と 迷 入 を 促す と 仰 言 つた 様 に 伺い 
※ し た が , 戦前 , 胆石 様 発作 後 の 数 年 問 固 に 続い た 夫人 
で Sonde 立 法 に より 上 虫 体 を 偶然 に 釣り 上 げ , 以後 駆 旧 
に より 難 症 治癒 し た 経験 が か ある 。 
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80. 実際 的 銅 虫 症 の 病理 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
谷田 末 高 ・ 岡 村 一 郎 
Pathological studies of experimental 


aSCariaSiS. 


Suetaka Yatuda, Ichiro Okamura 


我々 は 数 年 染 他 の 共同 研究 者 と 共に 顕 虫 症 の 発生 病理 
に 関す る 研究 を 行 つ て 居る 。 所 詩 実 験 換 虫 症 な る 命題 
の 5 本 電 湯 の 生年 たよ や 提 待 生生 
際 じ Moharrpnon る の で ある 。 

先 年 既に 本 学会 に 報告 し た , 肝 , 腎 , 心 等 の 実質 

馬 Pom か 
剤 の 生体 反応 に 初期 病変 し て 指摘 し 得る 可逆 的 細胞 変 
性 を 主体 と する も の , 晩期 病変 と し て 指摘 し 得る 不可 逆 
的 組織 反応 を 主 と す る も の が 存在 する 事 を 知 つた 。 後者 
の 不可 逆 的 組織 反応 の 本 熊 を 追求 し て 居る 時 , 顕 虫 乳剤 
on こ 動 物 の 臓器 動脈 に 再 感 作 する こと に よ ょ 

傘 易 に その 臓器 に 所 詩 組 織 allergy 所 見 の 現 出 を 期 
待 し 得 た 。 

即ち , 肝 に 於 ける 子 痢 肝 類 似 の 信 血 性 或 は 出血 性 壊死 
門 脈 系 の 限局 性 血行 停止 , fibrin 血栓 形成 , 脈 管 衣 の 
fibrinoid 膨 化 , 又は 胃 に 於 ける allergy 性 胃潰瘍 形 
成 , heaven 胡 び 財 机 上 管 の 各種 allergy 性 
変化 の 発現 等 これ で ある 。 

故 ( ES 
も の だ と の 相 定 の 下 に 久 虫 成 作 の 組織 allergy 抗 元 性 
に 関し て 本 回 実験 を 企図 し た の で ある 。 

現在 迄 。 豚 虫 を以て 和 蛋白 分 謀 2 , 多糖 体 分 大 2, 計 
4 を 製作 し , これ 等 を 以 て 夫々 長短 各 期 腹腔 内 注入 法 に 
ト り 感 作 し た 家 兎 門 脈 に 再 感 作 し て 肝 に 発現 する 組織 反 
応 を 指標 と し て 観察 し た 。 

我々 の 製作 し た 和 蛋白 分 誠に は 糖 , 脂肪 が , 多糖 体 に は 
邊 白 が 含有 され て 居 な い 事 は 予め 化学 的 に 定性 され て 居 


各 分 社 の 動物 毒性 試験 は Mouse に より 行い , 第 2 蛋 

白 分 社 に 極め て 強烈 で ある と と を 知 つ た 。 

面 し て 現在 迄 の 組織 学 的 検索 に よれ ば , 対照 実験 た る 
肝 門 脈 内 へ の 注入 実験 で は 毒性 度 の 強弱 に 比例 し て 肝 実 
質 細 胞 の 変性 像 を 招来 する , 即ち 第 2 蛋白 分 玉 , 第 1 蛋 
白 分 玉 , 第 1 糖分 調 , 第 2 糖分 社 の 順に 高度 で ある 肝 細 
胞 障 得 を 来 す が , と れ の み で は allergy 像 は 出現 し な 


(93 ) 





い 。 
再 感 作 の 実施 に より , 蛋白 分 社 こ 組織 抗 元 性 を 認め , 


多糖 体 分 謀 に は 認め 得 ざ る や う で ある 。 特に 第 1 息 白 分 
神 に は 更に 高度 な 組織 抗 元 性 が 存在 する 。 と れ は 皮 内 反 
応 に よ つ て も 裏付け され て 居る 。 

我々 は 以上 の 分 訓 の 更に 細分 し た 抗 元 性 に つい て 検 計 


中 で ある 


81. 咽 虫 の 威 染 度 と 環境 調査 


森山 寄生 虫 研究 所 
森 山 和 典 


The examination for infection of 4scgzzs 
7 の 77co2 の es and its environment 


Kazunori Moriyama 


私 は 今回 昭和 二 十 六 年 九 月 以降 愛知 県 下 の 学校 十 九 校 
(名 古屋 市 内 で は 小学 校 七 校 ) の 学童 を 対象 に , 虫 の 
感染 速度 と その 季節 的 消長 並び に 環境 を 調査 し た 。 

名 古屋 市 内 七 校 の 各 学 校 学童 に 於 ける 顕 虫 感染 率 の 推 
移 形 態 は 各 学 校 共 略 々 同形 で あつ て , 毎年 同じ ょ うか 形 
態 を 示し て いる 。 

検便 上 に 遇 虫 陰性 者 が 陽 転 し た 時 期 か ら 二 ケ月 を 逆 つ 
て 凡そ その 感染 時 期 と 見 人 区 し て , 名 古屋 市 の 推定 感染 期 
の 感染 率 は 毎年 一 月 より 急激 に 上 昇 し , 二 月 , 三 月 が 最 
高 と な り , 四 月 は 急 に 下降 し 六 月 以下 より 潤 次 下降 し , 
十 一 月 , 十 二 月 が 最低 率 と な る 。 年 間 平 均一 ヶ月 の 感染 
率 は 昭和 二 十 七 年 度 が 7.55 多 , 二 十 八 年 度 7。12 名 , 二 十 
九 年 度 5.8422, 緩 温 た な がら 池 次 低 率 と な る 。 

占 虫 稀 薄 地域 と 濃厚 地域 と は 感染 率 に 於 いて も 大 き な 
eo 稀 薄 地域 と 中 間 地 域 と の 間 の 差 は 小 な が 
ら 認め られ : 

名 古屋 市 に 於 る 虫 の 高 感 当期 は 月 。 三 月 て . 
その 気象 は 気温 , 地温 共に 最低 , 気圧 高く , 湿度 小さ 
く , 降水 日 並 に 降水 量 の 少 い , 風 の 強 い 日 の 多い 季節 に 相 
当 す る 。 図 上 に 画 か れ た 山 は 殊 に 感染 率 の 山 型 と 一 ケ月 
平均 風速 の 山 型 と は 類似 し て いる 。 と れ は 性 も 名 古屋 市 
に 於 いて は , 顕 虫 卵 が 風塵 と 共に 飛散 し 感染 する の で は 
な いか と 思わ せる 節 も る ある 。 又 と の 季節 に 出 廻 る 野菜 類 
と し て は , みず 菜 , も ち 菜 , し や くし 葉 。 大 根 切干 , 大 


根 浅 潰 , 白葉 潰 等 が あり , と れ ら も ゃ 了 赤 往 意 す べき で あ 


と 。 
ウフ oc 


名 古屋 市 の 糞尿 処理 の 状況 を 調査 する に , 糞尿 量 は , 


年 間 約 二 百 余 万 石 で , その 36 多 が 市 で 淫 取ら れ , 13% が 
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水洗 便所 で 放流 され , 残り の 5022 内 外 の 糞尿 が 各戸 に 於 
いて 自宅 処理 され て いる 。 市 民 の 顕 虫 感染 源 と し て 考え 
らち れ る 一 因 は , この 自家 処置 の 糞尿 も 原因 と 思 は れる 。 
月 別 自 家 処置 量 に つい て 調査 し て みる と , 高 素 感染 期 
に は 自家 処置 量 が 増加 し, 市 の 小 取 量 が 減少 し , 低 素 感 
染 期 に は 自家 処置 量 が 減少 し 肖 取 量 が 増加 する 。 曽 し て 
地区 別に 観察 する に , 低 事 感染 地区 の 中 区 , 西区 に 於 い 
て は 自家 処置 量 は 少く , 高 率 感染 地区 の 港 区 に 於 いて は 
自家 処置 量 が 多い 。 こ れ を も つて みる と 顕 虫 の 感染 予防 
の 対策 に は 糞尿 処理 の 問題 も 関与 する 事実 は 公衆 衛生 上 
有意 義 と 考え る 。 

( 問 ) (慈恵 医大 ) 長 野 寛 治 
曲線 の 高い 所 は 下 卵 の 感染 し た 時 期 な の で すか , それ 
と も 虫 卵 の 陽 転 し た 時 期 な の で すか ? 

( 答 ) 

員 の 感染 し た 時 で あつ て 検便 上 で 陽 転 し た 時 で は ぁ 
り ま せん 。 


82. 栄養 の 名 虫 威 染 に 及ぼ す 有 影響 


千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
柳 堀 宣 与 志 


The relationships between nutrition and 
susceptibility for ascariS infection. 
Kiyoshi Yanagihori 


動物 性 粗 算 白 を 多量 に 含有 する 牛肉 「 エ キス ] 混合 食 
餅 , 乳 製 「 カ ゼイ ン 」 混合 食餌 , .vitamin A 過多 混合 
食餌 , vitamin B-complex 過多 混合 食餌 , vitamin 
で 過多 混合 食餌 、 低 栄養 食餌 に て 「 マ ウス 」 を 飼育 し , 
これ に 豚 顕 虫 成熟 卵 を 感染 せしめ , これ ら の 栄養 x 素 の 釧 
虫 感染 に 及ぼ す 影 響 に つい て 観察 し た 。 基礎 食餌 は 「 マ 
ウス ] 体重 10g に つき 小 妻 粉 3.0g, 水 1.5g, 新鮮 野 
業 (て と まつ な ) 83.0 g で ある 。 和 牛肉 「 エ キス 」 混合 食 餅 
は 0.015g を 基礎 食 に 混合 す 。 以後 世 増 す 。「 カ ゼイ 
ン 」 混合 食餌 は 基礎 食 に 18 多 の 割合 に 「 カ ゼイ ン 」 を 混 
合 す 。 vitamin A 過多 混合 食餌 は 基礎 食 に 水 薔 性 vi 
-tamin A 300 1.U. を 混合 す 。 vitamin B-complex 混 
合 食餌 は 基礎 食 こ vitamin B, 0.025mg, vitamin B 
*0.5mg, vitamin B。 0.01mg, vitamin Biz0.057 を 混 
合 す 。vitamin C 過多 混 食餌 は 基礎 食 に vitaminC1 
ymE を 混和 す 。 栄養 失調 症 群 は 1 週間 基礎 食 投与 後 尊 次 小 
麦 粉 と 精製 米粉 と を 切替 え 投与 し 其 の 後 投与 食餌 の 量 的 
: 制 限 を 行 つた 。 和 牛肉 「 エ キス 」 「 カ ゼイ ン 」 投与 群 の 平 





【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


均 体重 増加 事 は 対 に 比 し て 勝つ て いる 。 vitamin B- 
complex。 vitamin C 投与 群 の 平均 体重 増加 は 対照 に 
比 し 策 勝 つて いる 。 vitamin A 投与 群 の 平均 体重 増 
加 率 は 対照 に 比 し 策 劣 つて いる 。 顕 仔 虫 感染 後 72 時 間 ょ 
り 192 時 間 迄 の 6 日 間 , 24 時 間 毎 に 「 ェ エー テル 」 麻酔 に ょ 
り 「 マ ウス | を 殺し , と の 6 日 間 の 肝臓 及び 肺 臓 内 の 感 
染 移行 仔 虫 を 検索 し た 。 和 牛肉 「 エ キス 」 投与 群 は 対照 群 
に 比 し 肝臓 内 仔 虫 数 は 3 日 より 6 日 迄 の 4 日 間 に 於 て 著 
し い 減 少 を 示し , 肝臓 内 は 3 日 より 8 日 迄 閉じ い 減 少 を 
示 し て いる 。 「 カ ゼイ ン 」 投与 群 の 肝臓 内 仔 虫 数 は 3 日 
より 6 日 迄 に 於 て か な り の 減少 を 認め , 肺 臓 内 に 於 て 3 
日 より 8 日 に 同様 減少 を 示し て いる 。 vitamin A 投与 
群 は 対照 群 に 比 し 肝臓 内 に 於 て 4 日 より 7 日 迄 の 3 日間 
に 減少 を 認め 肺 臓 内 に 於 て は 4 日 より 6 日 迄 に 著しい 減 
少 を 認め た 。yvitamin B-complex 投与 群 は 対照 群 に 比 
し 肝臓 内 に 於 て 4 日 より 6 日 迄 に 著しい 減少 を 示し , 同 
臓 内 こ に 於 て も 4 日 より 7 日 迄 に 減少 を 示し て いる 。 wi- 
tamin C 投与 群 は 対 賠 群 に 比 し 4 日 目 に 著しい 増加 を 
認め た が 他 の 経過 時 間 に 於 て は 相 異 を みな か つた 。 栄養 
失調 症 に 於 て は 肝 , 肺 内 共に 3 日, 4 日 , 5 日 , 6 日 8 
日 の 各 日 に 於 て 対照 より 減少 せる を 認め た 。 以 上 の 成績 
を 考察 する に , 牛肉 「 エ キス 」 及 乳 製 「 カ ゼイ ン 」 に よ ょ 
り 和 宿主 の 栄養 を 良好 に せる 時 , 及び vitamin A, vita- 
min Becomplex の 大 量 摂取 を 持続 する 時 は 名 虫 感染 に 
対し 著 し い 阻止 作用 を 示し , vitamin C の 大 量 摂取 を 
持続 する 時 は 顕 虫 感染 を ある 程度 容易 よら し め , 低 栄 養 
状態 に 於 て は 顕 虫 感染 は 減少 する も の と 思 は れる 。 


83. 犬 遇 是 威 染 に な ける 犬 の 年 齢 
の 影 故 


大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 学科 
野 田 喜 三 


Effects of host age on the infection of 
dog ascarids, ooc の 7 の 2S. 
Ryoji Noda 


40 日 令 (1 群 ) 及び 70 日 信 (CH 群 ) の 犬 各々 8 頭 並 に 
成 犬 ( 自 群 ) 4 頭 に 含 仔犬 映 虫 卵 を 夫々 体重 毎 克 1.500 
科 宛 経口 感染 させ , 臨床 観 窪 及 び 血 液 検査 を 行い , 感染 
後 3・6・9 日 目 に 各 群 1 頭 宛 並 に 102 日 目 に 軒 群 の 1 
頭 を 沖 検 し て 体内 の 虫 体 数 及び 体長 を 調べ , 双 肉 眼 及 び 
組織 学 的 所 見 を 観察 し た 。 
臨床 所 見 で は 頭 著 な 差 は 見 られ な か つた 。 血液 所 見 で 
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は 好 酸 球 の 増 多 は 年 齢 の 進む な と 共に その 程度 が 著しい 様 


で ある 。 東 体 は T 群 に 於 いて は 腸 間 膜 漁 巴 節 (以下 腸 
汐 ) ・ 肝 ・ 肺 以外 の 実質 臓器 で は 騰 に 認め た の み で ある 
が . I・ 是 群 で は 腎 ・ 脳 ・ 心 ・ 有 に も 認め た 。 特に 腎 に 
於 て は HI 群 で は 9 日 目 に 少数 , 又 目 群 で は 6 日 以後 多数 
認め られ た 。 腸 壁 で は 1 群 は 8 日 目 の み に , ・ 自 群 で 
は 9 日 目 に も 認め られ た 。 筋 で は 年 群 の 6・9 日 月 の ミ 

の に 認め られ た 。 消化 管内 に 於 て は T・H 群 で は 時 日 の 
経過 と 共に 増 数 し た が , W 群 で は 1 群 に 比べ て 少数 で あ 

り , 又 征 群 で は 盲 ・ 大 腸 に 於 て 3 日 目 に 腸 壁 侵 入 前 と 思 
われ る 虫 体 を 認め た の み で ある 。 1T 群 に 於 いて は 腸 汐 で 
は 3 日 目 の み に 検出 され ,。 肝 で は 3 日 目 に 多数 認め られ 
た が 6 日 目 に は 急激 に 減少 し 9 日 目 に は 検出 され な か つ 

。 之 に 反し 及 で は 3 日 目 に は 肢 の それ より も 人 知 か に 少 
族 ご み > つた が 6 日 目 に は 急激 に 増 数 し , 9 日 目 に も 多数 
検出 され た 。 本 群 に 於 て は 腸 光 で は 何れ の 時 期 に も 検出 
まれ 肝 で は 初期 多数 め ら れ 瀬 炊 減 数 し た が 9 日 目 に も 
は 多数 検出 され た 。 肺 で は 初期 に は 肝 よ ょ り 僅 か に 少な 
みつ た が 潤 次 増 数 し 肝 内 の それ を 僅か に 上 回 つた 。 中 群 
む JMNCP ぺ 時 に も 朋 ら し れ 4 日 
は 極め て 多数 検出 され た が 助 に は 認め られ ず , 6 日 後 肝 
Ne 
重 和 太 宛 の 犬 体内 全 他 由 数 は T 群 て は 時 日 の 経過 と 共 
に 著しく 減少 し た が , 』 群 で は 減数 は 低 度 で あり , 又 和 
群 で は 泊 数 は 殆 ん ど 認め られ な か つた 。 下 体 の 体長 は 1 
群 で は 時 日 の 経過 と 共に 急激 に 増大 し た が , ・ 邊 群 で 
は 成長 は 認め られ な か つた 。 以 上 の 諸 所 見 よ り 宿 主 の 年 
般 の 増加 が (1 ) 仔 虫 の 体内 移行 速度 を 低下 させ , ( 2 ) 
正常 移行 経路 を 逸脱 せしめ (8 ) 更に 体内 に 永く 虫 体 を 
保留 せしめ (4 ) 正体 の 成長 を 阻止 する 事実 が 明らか と 
な つた 。 病理 所 見 に 於 て は 1 群 で は 肝 ・ 肺 等 に 著 明 な 肉 
眼 的 変化 は 認め られ な か つた が , 』・ 還 群 で は 腫 大 充血 
りら られ, 面 も 時 群 の 方 が よく 著 明 で あつ た 。 


に 訟 て は 75~85% の 家庭 に 於 て 叱 の 元 則 が よく 守ら れ で 






84. 富山 蒲 中 新川 郡 に むけ る 昭 是 , 
釣 下 の 分 布 と 誰 便 処理 の 問題 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
佐 藤 淳 夫 
Investigation upon the distribution of human 
intestinal helminthes, and disposal of 
human faeces in Nakaniikawa-Gun, 
Toyama Prefecture。 
Atsuo Sato 


会 来 富山 県 中 新川 郡 内 の 腸管 寄生 虫 の 調査 を 行 つて 来 
た が 釣 息 感染 率 は 50 て 75 の を 示す が 遇 上 昌 は 20ー88 の 感 
染 率 で 特異 な 分 布 を 示し て いる 事 を 認め た 。 

今回 更に 海岸 部 , 平地 部 , 山地 移行 部 (標高 200m 以 
下 ), 山 地 部 (標高 860 m 以 上 ) の 4 地区 に 分 け て 19 部 沙 
を 選び 一 般 住 民 の 検便 を 行 つた 。 海岸 部 一 山地 移行 部 に 
於 て は 釣 虫 の 感染 率 88 一 6022) が 釧 昌 の それ (9~16 
) より ゃ 濃厚 で ある が , 山地 部 に 於 て は 虫 51%, 釣 
虫 18 と 逆 の 関係 で ある 。 

本 検査 地 は 裏 日 本 単 作 地帯 に 属し 海岸 部 山地 移行 部 
は 純 農村 で 水田 を 主 と し 畑作 は 極め て 少く 常 畑 は 水田 の 
2 > 3 多 で 秋 の 刈 入 後 の 田 を 秋野 菜 に 一 部 利用 し て 自家 
の 需要 を 満 す 程度 で ある 。 山地 部 は 耕地 が 少く 林業 を 主 
と する 者 が 多い が 自家 の 野菜 は 自作 し て 居り 全 地 域 に わ 

つて 自家 の 糞尿 は 自家 で 消費 し て いる 。 

海岸 部 及 平地 部 に 於 て は 近接 の 市 町 より 糞便 を 肖 取 る 

合 と , 衛生 組合 に より 移入 する も の が ある が と れ 等 の 
使用 場所 は 水田 で り 量 的 に も 僅少 で ある 。 

自家 尿 は 大 小便 を 別々 の 便 池 に 取り 分 け て 居り 11 月 
上 旬 よ ょ より 翌年 3 月 に 到 る 冬期 間 は 便 池 に その ま ゝ 薔 へ て 
3 月 末 ょ り 春 作物 に 用 い , 夏秋 に は 必要 に 応じ て 使用 

し 秋野 菜 に 用 いて 便 池 を 空 に し て 冬 に そ な へ る 。 此 の た 
ぶ 便 池 は 大 型 ( 約 5 尺 立方 ) と な り 野 憲 は 使用 せ ず 直 接 
淡 取 つて 施肥 し て いる 。 

自家 芝 尿 の 使用 は 大 部 分 畑 で 
へ 用 いる 。 

畑 へ の 大 便 の 使用 は 元肥 と し て 全 畑 作物 に , 又 追 肥 と 
し て 根菜 類 , 果菜 類 に 用 いて いる 。 葉菜類 の 追肥 と し て 
は 大 便 を 用 い ず 小 便 又 は 化学 肥料 を 用 いる 事 が 元 則 と な 


つて いる 


あり , 余裕 が あれ ば 苗代 


O 


葉菜類 の 追肥 の 状況 を 調査 する に 海岸 部 一 山地 移行 部 
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いる が 山地 部 で は 約 30 レ し か 守ら れ て いな い 。 本 元 則 は 
清潔 感 より 習慣 的 に 昔 か ら 行わ れ て 居る も の の 様 で あ 
る や 6 

本 地方 に 於 て は 釣 虫 上 虫 の 分 布 が 山地 部 と その 他 の 地 
域 に 於 て 特徴 が な ある が 庫 便 の 肥料 へ の 使用 状況 を 調査 し 
て 葉菜類 の 追肥 と し て の 使用 法 に 両 地域 の 差 を 認め , 之 
が 本 地方 の 釣 虫 上 虫 分 布 の 差 の 一 要因 で な いか と 考え ら 


> プ 
4 し の 。 


85. 農村 に 於 ける 多 虫 及び 上 の 
撲滅 に 関す る 研究 (3) 
尿 尿 処 理 部 落 に 於 ける 釣 虫 駆除 効果 に つい 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 坪 雄 ・ 内 田 昭夫 ・ 小 関 芳 昌 


Studies on eradication of hookworm and ascaris 
in ruralarea (3) Extermination effects 
of hookworm in those inhabitants 
kept under nightsoil 
control. 
Rikio Yanagisawa, Akio Uchida, 


Yoshirmmasa Koseki 


吾 さ は 群馬 県 吾妻 郡中 之 条 町 高津 部 落 (現在 28 戸 181 
名 ) 及び 千葉 県 市 原 郡 姉崎 町 片 双 木 部 落 (現在 87 戸 281 
名 ) に 於 ける 釣 息 駆除 効果 に つい て 報告 する 。 

欄 境 条件 : 高津 は 標高 400m の 山間 地 に あり , 養 
褒 , 畑作 物 を 主 と す る 純 農村 で , 冬季 最低 平均 気温 は 零 
度 以下 の ズ ビ = 釣 虫 浸 淫 部 沙 。 片 又 木 は 標高 10m, 米 作 
地帯 で 冬季 の 最低 平均 気温 は 1 度 内 外 , アメ リカ 釣 息 , 
ズ ビ ニ = 釣 虫 混合 浸 淫 部 落 で ある 。 

尿 尿 処理 : 高津 は 各戸 毎 に 肥 溜 を 設置 , その 中 に 選 
尿 量 の 約 り 。。。 量 の CS, 投入 , 2 週間 後 施 8 に 使用 , 
又 木 は 全戸 8 槽 隔壁 式 尿 尿 貯溜 槽 が あり 3 月間 放置 腐 熟 
させ 施肥 し て いる 。 

成績 (1 ) 陽性 者 率 推移 : 高津 は 既に 第 14 回 本 学会 
関東 地方 部 会 で 発表 し た や うに 1953 年 2 月 第 1 回 釣 了 集 
団 駆除 (陽性 者 率 28.6 多 ) 以来 8 回 駆虫 を 実施 , 1954 年 
Y 月 陽性 者 0 ( 浮 洛 法 1 本 値 ) その 後 本 年 1 月 迄 5 回 
検便 何れ も 陽性 者 皆無 , な お その 間 駆虫 陰 転 者 4 名 に つ 
き 了 瓦 培養 を 行 つ た が 仔 虫 の 発生 を 認め ず 。 片 又 木 は 硫 苦 
食塩 水 浮 渡 法 1 本 値 , 駆虫 後 陰 転 者 に は 瓦 培養 法 併用 , 
陽性 者 率 の 推移 は 下 表 の 如 し 。 
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検査 1954 1955 1956 
人 


者 到 | 136 0 68. 攻 3 科 : け 6 


月 上 es.8 32.4 27.2 11.3 7.0 5.6 2.8 3.8 


駆虫 は 1954 年 9 , .12 月 1955 年 4, 7, 9, 12 月 実施 し 
た 。 駆 虫薬 は 主として 四 塩 化 エ チレ ン を 使用 。 陰 転 者 
は 50 て 60 多 で あつ た 。 

(2 ) 陽性 者 の 駆虫 回 数 と 累積 陰性 者 率 

集団 駆虫 効果 を 累積 陰性 者 率 で みる と 1 回 の 駆 束 で 陰 
転 し た も の 約 60 の それ 2 回 駆虫 後 陰 転 し た 者 を 加え る 

と 約 80 少 , 同様 3 回 90% と 非常 に 効果 を 挙げ 得 た 。 

( ) 内 は 当 切 ょ り の 継続 駆虫 者 数 














記 遇 回: 缶 は 」、 る は 人 9. 6。、 4 


高 | 果 積 陰性 者 数 | 36 53 58 59 60 60(@1) 
尿 入 論者 率 59.0 95.1 98.3 100.0 











澤 | | を | 86.9 96.7 98.8 
| 現在 
| 駆虫 回 数 | 1 2 3 4 議 修 
県 衝 除 條 者 数 | 84 116 129 134 8( 計 142) 
| 果 積 陰性 者 率 59.2 90.9 Q00.0) 
本 | 多 81.7 94.4 





な お 片 又 木 に 於 ける 駆虫 後 排 虫 数 は 感 虫 毎 に 激減 し 。 
1 人 当 平 均 数 を 各回 毎 に 列記 する と , 14.8 隻 , 8.8 隻 , 
3.1 隻 1.0 隻 を 示し た 。 以上 の 点 よ り 。< ぇ て 集団 到 は 2 
回 か ら 3 回 行 へ ば 部 落 の 感染 素 及 寄生 濃度 は か な り 引 下 
げ ら れる と 考え られ る 。 (4) 新 再 感染 者 の 瀬 度 。 な お 
両 部 落 の 新 , 再 感染 状況 は 次 の 表 の 如く 非常 に 少 か つた 。 
ws 中 了 eoe: 0 還 7F 





高 | 15 の レ メ 
33.1 を 1.7 多 5.5 を 
146/。」。 リ 」 70 3 

片 文 木 | 1 年 半 8 

『 到 オ F 68.5 を 4.3 多 5.6 を 








以上 を 総括 する と (1) 高津 , 片 欠 木 の 尿 処理 二 
落 に 於 いて 集団 駆 由 を くり か え し 高津 で は 釣 虫 皆無 に 
片 双 木 で は 殆 ん ど 皆 無 に 近く 感染 率 を 引下げ た 。 (2 
集団 駆虫 は 2 回 乃至 3 回 くり か へ せ ば 充分 感染 率 及 び 濃 
度 の 引下げ が 可能 で ある 。 (3 ) 集団 駆 東 及 尿 尿 処理 部 


落 で は 新 再 感染 者 は 極め て 少 い と 考え られ た 。 
( 問 ) ( 茹 恵 医大 ) 長 野 寛 治 
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各 駆 昌 間 の 日 数 は どれ 位 で すか ? 
( 答 ) 内 田 昭 夫 


群馬 県 高 当 部 落 は 月 娠 の 時 も あり 不定 で あり まし た が 
千葉 
千葉 


県 姉崎 片 木 部 沙 は 8 ヶ月 間隔 年 4 回 行い まし た 。 


86. 宮崎 叔 下 に 於 ける 寄生 昌 
(特に 多 下 ) の 研究 (1 ) 


宮崎 県 宮崎 保健 所 
小牧 共 夫 


Studies on the hehninthes, especially on the 
hookworm in Miyazaki Prefecture. 
Sachio Kormnaki 


調査 の 方 針 首 題 の 研究 に 当り 先 づ 全 県 下 の 寄 生息 分 
布 の 実態 を 把握 する た め , 県 下 を 次 の 3 群 に 分 ち , 分 布 
の 概観 を 得 ベ く 調査 を 開始 し た 。A 群 一 ( イ ) 海岸 地帯 
(pg) 山岳 地帯 (へ ハ ) 中 間 地 帯 , B 群 一 地形 , 気象, 交 
通 等 より 考察 し て 4 地域 に 分 割 , C 群 一 海岸 線 よ ょ り 山岳 
地帯 に 至る 垂直 地帯 を 8 ケ所 選定 。 以下 今 衝 の 結果 を 述 
べ る 。 感染 源 と し て の 土 中 の 釣 了 虫 仔 貝 調査 , 本 年 1 月 , 
2 月 に 行 つ た 宮崎 市 を 中 心 と し た 44 ヶ 所 の 検索 で は 釣 息 
仔 虫 は 1 隻 も 発見 出来 な か つた 。 本 年 1 月 の 宮崎 市 に お 
ける 平均 気温 は 6.4*C, 平均 湿度 は 70, 2 月 は 6.7 で 
63% で あつ た 。 

宮崎 市 周辺 の 寄生 虫 卵 保 有 者 昭 30.6 以 降 昭 31.3 迄 の 
検便 で は 小学 7 校 7507 名 , 釣 虫 最高 18.0, 最低 2.2 
2, 平均 6.2, 顕 虫 最高 28.122, 最低 83.022, 平均 14 

5, 中 学校 1258 名 , 釣 虫 最高 28.6 多 , 平均 12.82%, 
引 最 21.322, 最低 7.122, 平均 13.02% の 陽性 率 を 示 
し た 。 純 農村 国富 村 の 小学 校 ( 約 1200 名 ) は 釣 虫 3.2 
22, 上 虫 8.022 で 他校 に 比 し 低 率 を 示し 注目 に 価 す る と 
思 は れる 。 一 般 で は 町村 9 剖 和 検査 人 員 1536 名 , 
釣 昌 最高 50.02, 最低 8.1 2, 平均 83.0 多 , 顕 虫 最高 
25.0 多 , 最低 3.0, 平均 12.9 タ で あつ た 。 検査 法 は 沙 
抹 法 1 枚 , 浮 江 法 1 > 2 枚 に よ つ た 。 

宮崎 市 周辺 に 於 ける 4 塩化 エチ レー ン に よる 駆虫 成績 
駆虫 法 は 前 夜 硫 マ 大 人 30 g, 小児 15 g, 翌朝 テト レン 球 
大 人 4.5g, 小児 年 齢 に 応じ て 0.9 一 8.0 g を 使用 , 2 
時 間 後 硫 マ (前 記 同 量 ) 服用 , 採 虫 は 投薬 の 翌日 朝 迄 の 
排便 に よる 。 小学 8 校 117 名 , 釣 虫 排出 68 名 53.0%), 
排 虫 総数 204 隻 , 一 人 平均 3.8 隻 ,A.qd 対 N.e は 1 対 


1.4, 最大 排 虫 数 12 隻 。 中 学 2 校 41 名 , 釣 邊 排出 28 名 
(68.322) 排出 総数 189 


隻 , 一 人 平均 6.8 隻 , A.d 対 N.a 
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は 1 対 1.1, 最 大 排 虫 数 29 隻 。 一 般 で は 1 町 8 村 6 部 落 , 
駆 昌 人 員 127 名 , 釣 虫 排出 107 名 (84.8%), 排 息 総数 
8261 隻 , 一 人 平均 80.5 隻 , N.a 対 Ad は 1 対 5.0, 最大 
排 虫 数 448 隻 で あつ た 。 即ち 小 , 中 学校 で は 釣 虫 の 多数 
寄生 は み ら れ な か つた 。 双 そ の 排 虫 率 は 一 般 よ り 20%% 以 . 
下 の 低 事 を 示 し た 。 釣 虫 の 混合 寄生 は 小学 27.42, 中 学 
が 

出 事 は 小学 60.72, 中 学 80.5, 一 般 48.5 多 , 顕 虫 の 同 
時 俳 出 な は 1 例 も な か つた 。 本 研究 開始 に 当り 京都 府立 医 
科大 学 小林 財 治 郎 構 師 並 同 教室 員 各 位 の 絶大 な る 件 指 導 
を 深 席 す る 。 


87. 多 下 及 虫 剤 服用 後に 於 ける 釣 下 
の 寄生 炎 況 と 形態 に つい て 


大 阪 医 科大 学内 科学 教室 
中 村 名 期 ・ 三 浦 本 楼 ・ 好 井 敏昭 


Parasitic condition and form of hookworm 
after anthelmintic administration. 
Itsuro Nakamura, Goro IMiura, 
Toshiaki Yoshii 


緒言 私 達 は 先 に 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 第 11 回 大 
会 に 於 て , 釣 虫 寄生 犬 の 腸 内 に 於 ける 釣 虫 の 寄生 状況 と 
形態 に 就 て , 報告 を 行 つ た 。 今回 は 薬剤 投与 後 一 定時 間 
内 の 腸 内 釣 虫 の 状態 に 就 て 報告 する 。 

実験 方 法 先 に 行 つた 方 法 と 同様 , 生後 2 て 3 ヶ月 の 
幼 犬 に , 犬 釣 虫 仔 虫 を 感染 せしめ , 感染 1 2 ヶ月 後 , 
1 プロ モナ フト ー ル (2) (オー ミン ) 1 g, 四 塩 化 エ 
チレ ン (テト レン ) 1.5cc を 胃 ゾ ン デ に て 注入 し , オー 
ro 2, 3, 時 間 毎 , テト レン で は 2, 38。, 

, 時 間 毎 に 層 殺 切開 後 , 直 に 胃 , 12 指 腸 , 小腸 大 腸 , 
馬 eye 学 的 鈴 祭 を 行 つ た 。 ( 先 に 行 つ た 
実験 成績 を 対 賠 と し た 。) 

実験 成績 (T) 薬剤 投与 後 腸 内 釣 虫 総数 の 時 間 的 推 
移 , オー ミス 1 時 間 に し て 腸 上 部 の 釣 虫 は 減少 し , 時 間 
の 経過 と 共に 腸 中 間 部 及び 腸 下部 の 釣 虫 の 増加 を 認め 
た 。 テ トレ ン の 場合 2 時 間 で は 対 と 殆 ん ど 同 様 で ある 
が , 3, 4, 時 間 で は 殆 ん ど 腸 下部 に の み 認め た 。 (』) 
薬剤 授与 後 腸 内 流離 釣 虫 , 吹 着 釣 虫 の 時 間 的 推移 , オー 
ミン で は 1 時 間 で 対照 と 比 し , 着 釣 虫 は 著しく 少く な 
る が , 2, 3 時 間 で は 1 時間 に 比べ て , 着 釣 虫 は や や 

多く 認め た 。 テト レン で は 2 時 間 で 対照 と 同様 ご で ある 
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が , 8 時 間 で は 殆 ん どの 釣 虫 は 渡 離 し た 。 ( 邊 ) 薬剤 投 
与 後 吐 着 釣 虫 の ろ の 時 間 的 推移 , ー ミ ン で は 投与 後 
ae 
比較 的 増加 を 認め た 。 テ トレ ン で は 2 時 間 で は 対照 と 
トド ae 
減少 を 認め た 。 (IV) 薬剤 投与 後 腸管 粘膜 に 時 着 する 釣 
Se オー ミン の 場合 雄 は 雌 に 比べ て は 
みか に , 流離 し 易い 傾向 を 認め た 。 テ トレ ン で は 2 時 時 

トド RNN 
も 僅か に 雌 の 方 が 雄 より 流離 し 難い 傾向 が ある 。 (\) 
薬剤 投与 後 の 腸 内 釣 虫 死滅 の 時 間 的 推移 , オー ミン で は 
2 時 間 で 882, 3 時 間 で 5422 の 死 減 を 認め た 。 テ トレ ン 
で は 2 時 間 で は 対 と 変り な い が , 3 時 間 で 91 多 , 4 時 
間 で も 91% の 死滅 を 認め た 。 

結語 生体 内 に 於 ける 釣 虫 駆除 剤 の 駆除 機転 に 就き 実 
験 を 行い , 次 の 結論 を 得 た 。 

i オー ミン と テト レン は 作用 機 序 が 異な る 。 

記 テト レン 1.5cc 投 与 群 と , オー ミン 1 g 投 与 群 で 
は テト レン の 方 が オー ミン より 作用 が 強 か つ た 。 

ii ー ミ ン は 腸 上 部 寄生 虫 体 に 早く 作用 し , テト レ 
ン 一 定時 間 後 広範 囲 に 作用 する 。 


88. 釣 是 威 路 の 疫学 的 研究 


三井 鉱業 所 
共 田 口 利 幸 


Studies on the mode of hookworm infection. 


Toshiyuki Mutaguchi 


で の の kat 
pe 間 市 地方 千野 部 落 住民 (186 名 ) を 対象 と 
, Stoll 法 の 検 680 Sg 間 養 な どき 施行 更 

に 務 上 後 か ら 21 日 を 経過 し た あと の 再 検 便 を 実施 し , 
の 如き 成績 を 得 た 

1) 当 部 落 は 。 期 虫 19.4, 陽性 者 平均 卵 数 (EEG ) 
6875, 釣 虫 2922 (Ad 11.8 2, Na 28.5 ) 陽性 者 平均 
卵 数 1892, (Ad 878, Na 1262) 鞭 虫 0.522 卵 数 100 て 
釣 虫 は 一 般 農村 同様 濃厚 感染 状態 に あつ た た 。 

2) 集団 駆虫 作業 に よ つ て , 駆虫 され た 釣 虫 保有 者 は 
35 名 (Ad= 1, Adq 十 Na=16, Na=18) 排 洪 虫 体 数 952 
CNa=895 Aaq=5gy) を 得 , 培養 は Na=14, Na 十 Aqd 
= 5 を 得 た 。 

3) 年 齢 別に 上 虫 , 釣 虫 の 感染 状態 を 比較 する と , 経 
口 感染 の 画 虫 は , 感染 率 ・ 度 共に 小児 成 人 で ある が , 
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両 種 釣 虫 で は , 感染 率 ・ 度 共に 小児 < 成人 で あつ た 。 
4) 性 別 の 顕 虫 , 釣 虫 の 感染 状態 と 比較 する と , 顕 刺 
の 場合 , 感染 率 は 男 二 女 , 感染 度 は 多少 , 男女 で ある 
が , 両 種 釣 虫 の 場合 は , 感染 率 ・ 度 共 男 こ 女 で あつ た 。 
5) 遇 虫 の 家族 集 種 性 は 確認 され た が , 両 種 釣 虫 の 家 
旋 集 積 性 は 認め られ な か つた 。 

以上 の 成績 か ら , 本 部 落 に お いて , 両 種 釣 虫 の 感染 状 
態 は ほ ゞ 一 致し , 経口 的 な 感染 経路 を 営む 上 虫 の 感染 状 
態 と は 著しく 相違 し た 。 し た が つて と の 地域 で は 釣 虫 感 
染 経路 は 経 皮 主 道 と 一 応 推定 し た 。 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 鈴 木 了 司 
ツジ ビ ニ = 釣 虫 の 感染 経路 に つい て 経口 的 と 言 は られ た 
の 半生 た 人 生 も の 押 
⑧) 

現在 の と こと ろ 小 区 域 し か や つて お り ま せん の で 私 の 実 
5 し た と と ろ の は ツジ ビニ 釣 虫 は 経 皮 主 道 を 推定 し て いま 
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89. 特殊 環 井 下 に 於 け 4 る 和 寄 生 昌 調査 
成績 に つい て (3) 
釣 是 Carrier の 症 睦 並 に 血液 所 見 


枚方 市 民 病 院 
石 場 達 


Investigation of parasite-Carriers im SDecific 
environment (3) On clinical symptoms 


and blood pictures of hookworrm-CarrierS. 


Tatu Ishizuka 


昭和 30 年 5 月 静岡 県 磐田 郡 竜山 村 峰 之 沢 鉱山 に お い 
-, 従業 員 629 名 に 対し 浮 流 法 に よる 一 NM 
釣 虫 保有 者 129 名 20.522, 顕 虫 保有 者 839 名 58.9 多 3 
出し た 。 と の 寄生 率 は 29 年 度 より 策 低 下 し て 居る 。 

釣 昌 保有 者 129 名 の 中 82 名 に つき 間 診 表 に 記入 する 事 
に よ 本 詳 交 を 。 又 打 聴診 触診 に よ つ て 他 覚 症状 を 調 
和信 し た 。 更に 耳 箇 採血 に より 赤 白 血球 の 算定 , ザー リー 
氏 法 に よる 血色 素 量 測定 , 沙 抹 標本 に よる 白血球 の 分 
類 , 好 酸 球 多 , 好 中 球 核 数 。 赤血球 直径 の 測定 を 行 つ 


= 
7 こ O 


自覚 症状 と し て は 疲労 し 易い , 肩 凝 , 全身 備 怠 , 等 が 何 
れれ ゃ 402 2 以上 あ り 。 下肢 借 怠 38. 5, 頭重 31.9, 其他 








骨 








が 何 
他 
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之 に 次 ぐ 。 消化 器 症 状 で は 中 腹部 痛 が 26.4 多 で 最高 , 
AA 常 元 進 19.52, 呑 酸 18.12%, 腹部 膨満 威 16.722, 
其他 の 順 で あり , 循環 器 症 状 で は 皮膚 蒼白 88.8%, 睦 算 
26.42, 心 怪 元 進 19.5 多 が 之 に 次 ぎ , 他 覚 的 に は 第 肺 
動脈 音 元 進 40.322, 心音 不純 36.5 多 , 其他 の 順に な つて 
居る 。 又 肝 を 触診 し 得 た 者 は 2.8% で あつ た 。 

血液 検査 に 於 て は , 白血球 数 は 平均 58388 で あり 5000 以 
下 の 者 15.522。 赤血球 平均 数 は 411 万 で 平常 値 より 低 
。 400 万 以下 は 85.2% あ つた 。 ザ ー リ ー 氏 法 に よる 血 


色素 量 の 平均 は 77.75 多 で あつ て 75% 以下 の 者 は 被 


検 人 員 の 40.822 で あり , 血色 素 係数 の 平均 は 0.95 で あつ 
白血球 の 分 類 に お いて , 好 酸 球 は 最低 1 最高 272 を 
示し, 平均 9.792%。 好 酸 球 が 102% を こえ る も の は 86.6%% 
存在 し た 。 叉 光 巴 球 正常 , 単 核 球 減少 , 好 中 球 減少 の 傾 
向 が 見 られ 。 好 酸 球 に 於 ける 平均 核 数 は 2.04 で あつ た 。 
赤 血 天 の 平均 直径 は 7.454 で あり , Price-Jones 曲線 
は 策 左 方 に 移動 し て 居 た 。 
( 問 ) (鹿児島 大 内 科 ) 枝 屋 富 一 
釣 虫 症 と 欧 虫 carrier と の 区 別 を 何処 に お く 可 き で せ 
> か , 演者 の 御 発 表 で は carrier の 中 に 相当 の 苦 訴 も 
り , 又 , 400 万 以下 , 時 に は 300 万 程度 の 食 血 が あり , 叉 , 
小 球 性 で ある と な つて いる が , 本 問題 は 保険 診療 と も 関 
連 し て 重要 で ある の で 特に 御 教 示 を 願い 度 い 。 
( 答 
私 は 臨床 的 に 自ら 症状 を 訴 へ 治療 の 為 来 院 する 程度 に 
等 状 を 有する 者 を 魚 下 症 , 多少 の 症状 は あつ て も 自ら 昔 
痛 と 感 ぜ ず 或 は 又 全 く 無 自覚 で あつ て 検便 に より 釣 虫 卵 
性 の 者 ? と 銘 由 carrier と 考え まし た 。 
私 の 症状 調査 に よ ょ つて 判明 し た 自覚 症状 は 何れ る 軽 度 
の も の で あつ て 間 診 に より 始め て 成る 程 。 確か に その 様 


に 
あ 


な 症状 が ある と 答え た 者 ば か り で あり ます 。 

dm ae 。 逸 朗 

銘 虫 carryer と いう 言葉 は 集団 検便 に 際 し て 釣 虫 卵 陽 
性 者 に 計 レ ほえ られ た 言葉 と し で se が ある 。 鋼 孔 
症 と は 一 は 釣 虫 卵 陽性 者 全体 に 対し て 言う べき で 
es て 総 て 取 東 すべ き で ある と 思う 。 我々 臨床 家 


に し て も , 刀 集団 駆虫 に 際 し て の 角 察 で も 虫 体 数 , 下 体 
種別 食 血 や その 他 自 位 所 見 と は 人 関係 を ろ 
な いと と も あり ・ 集団 上 対策 に 座 て も 可 成 り の 自 他人 
所 見 の 顕著 た も の が ある 。 


( 加 ) (大 阪 医 大 内 科 ) 岩 田 繁雄 
私 は さき に 森下 教授 監 集 の 最新 寄生 息 病 学 な る 刊行 物 


(99 ) 
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て 顕 虫 病 を 句 虫 症 及び 無自覚 性 下 症 の 3 つ に 分 け て お 
り ま す が , 釣 虫 定 で も キヤ リヤ ー と 到 う の は と の 無自覚 
性 釣 虫 症 と 理解 し て よい と 考え て お り ま す 。 

次 は 健康 保険 に 於 ける 診療 対象 で す が , 之 は 糞便 内 卵 
陽性 者 は すべ て 保 検診 療 の 対象 と し て 当然 認め られ る る 
の で あり ます 。 

( 加 ) (新潟 大 医 ) 大 鈴 正 満 

区 虫 保有 者 carrier と は 一 般 の 集団 検便 の 際 に 検出 さ 
れる 同 虫 卵 の 陽性 者 と 考え て いる 。 と の よう に 定義 すれ 
ば , も と より その 中 に は 各 様 の 症状 程度 の も の が 含ま れ 
て いる わけ で ある 。 強い て 保有 者 と 患者 を 分 ける た め に . 
は , た と えば 貧血 の 程度 な ど を 目標 と し て 釣 虫 無 卵 者 に 
電界 半 と の 関 と 上 抽 誠 は 宙 寄 工 の 剖 め られ る 席 お 了 
て , 両者 の 間 に 線 を 引い て は 如何 か と 考え る 。 

( 加 ) ( 予 研 ) 小 宮 義孝 

釣 虫 保有 者 と 釣 虫 症 患者 と の 関係 に つい て は , その 発 
症 が 信 血 を 中 心 と する と 考え れ ば , 大 鈴 氏 の 発言 を 重要 
視 す る 。 し か し 一 般 に 用 いら れ て いる carrier と いう 概 
念 に は 人 に ょ つて 多少 の ズレ が ある や うに 考え られ る 。 
むし ろ と の 問題 は 将来 明確 すべ き 問 題 で も ある と 思う 。 


90。 物 虫 Carrier の 研究 (8) 
五井 保健 所 管内 に お ける 部 落 住 民 の 血液 
所 見 特に 血清 等 白 に つい て 
五井 保健 所 
山田 義男 ・ 五 十 嵐 和子 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

柳沢 利 坪 雄 ・ 矢 島 か き ・ 町 田 喜一 


Studies on the hookworrmn carriers (8) 
On the blood pictures of inhabitants 
in Goi district, especially 
on the serurnprotein。 

Yoshio Yamada, Kazuko lgarashi, 
Rikio Yanagisawa, Fuki Yajima, 
Riichi Machida 


全 来 釣 虫 症 に 於 いて 血清 蛋白 中 alb. の 減少 7-glo. の 
増加 を 来たす と と は 先 人 の 研究 業 踏 に より 認め られ る と 
と ろ で ある 。 前 総会 に 於 いて 我々 は 五井 保健 所 外来 釣 息 
症 患 者 の 一 般 血液 所 見 を 発表 し た が 今回 管内 部 落 住民 中 
いわ ゆる 釣 虫 carrier に つい て 血液 検査 特に 血清 蛋白 定 
量 を 行い 検査 成績 を 得 ま し た の で 報告 する 

対象 保健 所 管内 部 半 民 の 多 寄 生 忠 者 中 2060 
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歳 の 男子 Y9 名 撰 出 。 
検査 期日 昭和 30 年 11 月 昭和 381 年 3 月 迄 。 


対象 の 分 類 排 虫 数 及 包 培養 法 に より 寄生 種別 を 分 け 
る と 我 く の 対象 は すべ て 「 ズ ビ =」 「 ア メリ カ ] 混合 感 


染 者 の た め 「 ズ ビ =」 「 ア メリ カ ァ の 病害 比 1 : 5 と し 


て 統計 的 処理 を 行う 上 に 次 の 如く 分 類 し た 。 
1 301D>N( ズ ビニ 換算 30 隻 以上 の ズ ビ ニ = 優 占 群 ) 


2 801N>D ( ズ ビ = 換算 30 隻 以上 の アメ リカ 優 占 


[寄生 中 学 雑誌 ・ 第 5 巻 * 第 2 号 


3 29!D>N( ズ ビニ ミニ 換 算 29 隻 以下 の ズ ビ ニ = 優 占 群 ) 

4 29!N>D ( ズ ビ = 換算 29 隻 以下 の アメ リカ 優 占 
群 ) 

検査 項目 及 方 法 赤血球 , 白血球 , 網 赤 血球 , 好 酸 
球 , 血色 素 量 (光電 比 色 計 定 量 ) 血清 総 重 白 量 (チロ チ 
ン 法 に ょ より 発色 , 光電 比 色 計 定量 ) 蛋白 分 肩 小林 式 濾紙 
電気 泳動 装置 (泳動 条件 , 0.3mA/cm 100 150,Volt 
ヴェ ロナ ー ル 緩衝 液 中 8.6) B. P. B 染 色 光 電光 度 計 
























































群 定量 ・ 
検査 成績 各 群 別 一 般 血 液 所 見 
| | 排 東 数 | 正 色 。 業 | 精 赤 | 
| 例 数 | | 赤 和 球 | 素 量 用 半身 球 | 自 血 球 ] 好 酸 球 | 一 
| Oo N | ーー| 粗 | 
| | | 
し 條 押 | 4 | 一 ー | 々 4 | 94.0 | 1.0 | 13.5 | 5900 | 259.8| 4.4 
| 
陽 。 性 娠 | 79 19 111 | 427 | 88.9 | 1.0 | 16.5 | 5941 | 518.2| 8.7 
| 20-29 歳 5 | 41 44 | 406 | 79.8 | 1.0 | 19.8 | 7400 | 788.4| 10.6 
。 | 3039 歳 7 52 37 | 387 | 76.9 | 1.0 | 21.0 | 6900 | 978.9| 14.7 
301D>RN | 
40 一 49 6 50 32 | 404 | 79.6 | 1.0 | 16.1 | 一 ー ー 
合 計 | 18 48 31 | 399 | 78.7 | 1.0 | 19.0 | 7200 | 917.0| 12.6 
sfN>D| 30-59 | 5 | 16 | 379 406 90.2 | 11|ise| 一 | 一 | 一 
] [ の [ 「 [ 
20-29 | 16 | 12 | 12 | 497 | 941 | 1.09 | 15.0 | 6500 | 577.4| 8.9 
30-89 | 4 | 6 | 19 | 417 | 90.0 | 1.08 | 10.0 | 5900 | 238.0| 4.0 
26ID>N | 40-49 | 12 | 9 | 14 | 430 | 94.8 | 1.11 | 16.0 | 5600 | 454.1| 8.3 
| 5060 | 7 | 9 | 11 | 402 | 84.1 | 1.05 | 16.0 | 5400 | 222.1| 4.2 
合 計 | 39 | 9 | 12 | 421 | 90.8 | 1.07 | 14.0 | 5850 | 372.9| 6.3 
20-39 | 10 | s れ 1 | 428 | 94.1 | 1.09 | 16.4 | gl60 | 416.0| 8.0 
29IN>D| 40<59 | 7 | 1 | 27 | 404 | 88.1 | 1.10 | 14.6 | 4750 | 314.4| 6.2 
| 合計 | 17 2 24 | 416 | 91.1 | 1.09 | 15.5 | 4955 | 365.2| 7.1 
各 群 別 碧 清和 者 白 所 見 
| | 排 虫 数 | 総 屋 | ア ル |g グ ロ |8 グ ロ |7 グ ロ | 総 グロ 
群 別 | 例 数 一 | 折 量 | プ ミ ン | ブ リン | プリ ン | プリ ン | プリ ン C/ 人 な 
MOEESES UE 人 放 
陰 。 企 閣 | 12 こと ee (23 細 隊 和 4 | 15.9 | 20.3 | 4e.e | 1.e 
腸 任 半 | 47 20 12 | 7.2 | 49.7 | 11.4 | 17.2 | 24.2 | gm.8 | o.9 
| 2039 歳 | 6 52 | s5 | z.3 | 45.7 | 1.8 | 6.7 | 26.4 | 54.4 | 0.84 
301D>N | 4059 5 50 | 13 | 7.0 | 49.6 | 10.4 | 17.5 | 22.4 | 50.3 | 0.98 
* 合 計 | 11 51 24 | 7.2 | 47.4 | 10.9 | 17.1 | 24.5 | 52.5 | 0.91 
301N>D| 30-59 | 5 16 | 379 | 6.8 | 49.4 | 10.7 | 16.8 | 28.6 | 50.4 | 0.98 
| 20-29 | 11 | 1 10 | 7.6 | 46.8 | 11.7 | 18.1 | 22.1 | 53.1 | 0.84 
29:iD>N| 30-39 | 2 6 8 | 7.2 | 50.7 | 12.83 | 17.2 | 19.8 | 49.8 | 1.01 
| お | 2 



































瑞 和 31 年 6 月 (1956)] 





| 40-49 | s | 1 | el 7.4 
| 50-60 | | 線 相 : 吾 
| 合 畔 | 24 | 10 | m| 7.2 
| 2ocs9 | 4 | 45 | 8.0 
29iN>D| 40-59 | 3 | 1 21 | 7.2 
| 合 計 | 「 3 33 7, 6 





総括 五井 保健 所 管内 部 落 釣 虫 carrier 79 名 を 対象 に 
一 般 血 液 検査 その 中 47 名 に 血清 衝 白 定量 を 行い その 成績 
を 次 の 如く 総括 する 。 

1 ) 網 赤血球 , 好 酸 球 に 軽度 増加 を 見 た 301D>KN 群 
に 著 明 。 2 ) 総 午 白 量 は 殆 ん ど 正 常 範囲 内 で あつ た 。 3 ) 
蛋白 分 層 中 「 ア ル ブ ミ ン 」 は 減少 傾向 を 示し 301D ニ N 
群 に 著 明 (5 以下 の 危険 率 で 有意 ), 「z。 6 グロ プリン. 
は 多少 増加 ある も 有意 差 は な か つた 。「7 一 グロ ブリ ン . 
は 増加 傾向 が 見 られ 301D >N 群 に 明瞭 で あつ た 。 


91 . 鈴 虫 Carrier の 了 臨床 的 研究 ( 2 ) 
ー 般 症状 , 貧血 , 血清 7-globulin 及び 焦 性 
ブ ド ー 酸 の 消長 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 
石崎 達 ・ 佐 藤 澄 子 ・ 久 津 見 晴 疹 ・ 小 林 昭 夫 
安田 一 務 ・ 小 宮 義 考 


jinical studies on the hookworm carrierS. 
(2 ) With respect to subjective syptomeS, 
anemia, 7-globulin in sera and pyrubic 
acid in blood. 
Tatsushi Ishizaki, Sumiko Sato, Haruhiko 
Kutsumi, Akio Kobayashi, 
Ichiro Yasuda, Yoshitaka Komiya 


昭和 30 年 1 月 下旬 より 3 月 上 旬 に か け て 千葉 県 船橋 市 
郊外 の 基部 落 民 24 名 を ( 釣 昌 保有 者 21, 非 保有 者 3 ) を 
対象 と し て 問診 , 打 聴診 , 血色 素 量 g/dl (塩酸 hematin 
法 ), 赤血球 数 , 網状 赤血球 数 (Brillantkresilblau 浴 
色 , 塗 抹 標本 ), 好 酸 球 数 /cc(Thorn の 方 法 ), 血清 笛 白 
量 22 (日 立 届 折 計 ), 血清 7-globulin g/dI(Kunkel 法 ), 
血 中 焦 性 六 攻 酸 mg/ql (清水 , Friedemann 及 Haugen 


法 の 改良 ) 等 の 検査 を 行 つ た 。 対象 24 名 は 2040 誠 の 男 


子 て 農業 に 専 問 に 従事 する 者 で ある 。 双 V Bi 欠乏 者 の 
症状 は 釣 虫 定 と ま ぎ ら は し い の で , Y B,5 中 静 注 前 後 
の 血 中 焦 性 蘭 惹 酸 値 を し ちら べ て Y B, 欠乏 者 を 除外 し た 
(福田 法 ) 。 双 感染 濃度 は テト レン 15 球 と 硫 苦 20 g 服用 


( 101 ) 
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49.8 | 10.2 | 15.6 | 24.2 | 50.1 | 0.99 
48.4 | 9.5 | 17.1 | 24.8 | 51.5 | 0.98 
48.9 | 10.9 | 17.0 | 22.6 | 49.6 | 0.98 
49.7 | 11.6 | 14.9 | 24.5 | 51.1 | 0.98 


45.8 | 12.9 | 18.8 | 22.3 | 54.1 | 0.84 
47.7 | 12.2 | 16.8 | 23.4 | 53.1 | 0.96 


に こよ ょ る 駆虫 を 1 週間 の 間隔 で 2 回 繰返し 行 つ て , 濾 便 法 
で 駆虫 され た 虫 体 を 採取 し , 集め られ た 虫 数 を も つて 感 
共 濃度 と し た 。 

その 成績 を まとめ て みる と : 

(Ca) 被 検 者 24 名 は 主として N.a. 寄生 で , 若干 
A. d. の 寄生 も 混在 し て いる 混合 感染 者 で ある 。 感染 濃 
度 は N.a. 数 換算 (A.q.= 5N.a.) で 50 隻 以下 の 軽 感染 
者 が 大 部 分 で , 血色 素 量 も 18 g/d1 以上 の 者 が 多く , 臨 
床 的 に は 貧血 患者 と は 言え な い 人 達 で ある 。 

(b) 感染 虫 数 に 比例 し て 増加 し た 症状 は 療 労 し 易い , 
四肢 供 食 感 , 腹痛 , 釣 虫 性 皮膚 炎 で あつ た 。 供 意 感 は Y 
B 欠乏 と は 関係 の な い 症 状 で ある 。 

(Cc) 血色 素 量 , 赤血球 数 共に , こと の 程度 の 軽 感染 者 で 
は 下 数 と 相関 な し 。 従 つて 上 記 症 状 は 凶 血 に 先行 し て 現 
れる も の と 考え る 。 平均 赤血球 内 血色 素 量 を 求め る と 軽 
感染 者 で 既に 血色 素 量 と の 間 に 正 相関 が あつ て 低 色 素性 
貧血 の 潜在 する こと と が わか つた 。 

(d) 血清 邊 白 は 正常 範囲 内 で , 釣 虫 の 影響 が な か つ 


(e) 網状 赤血球 婦 は 血色 素 量 と 正 相関 が ある 。 これ 
は 第 1 回 報告 と 同じ 結果 で ある 。 

(f) 血 中 好 酸 球 数 /cc は 釣 虫 感染 で 増加 する よう に み 
える が 感染 濃度 と は 無関係 で ある allergy 体質 の 人 は 
普通 の 人 より 増加 る よう に みみ える 。 

(g) 血清 7-globulin g/dl は 血色 素 量 及び 網状 赤 血 
球 数 と 正 相関 が あり , 貧血 の 発現 に は 個人 の 免疫 力 が 関 
係 す る と 仮定 出来 よう 。 

(h) 血 中 焦 性 衛 六 酸 mg/q1 は 血色 素 量 及 び 綱 状 赤 血 
球 と 逆 相関 が ある 。 個 人 抗 力 の 弱 人 で は い 含水 炭素 代 
謝 障 理 が 起き 易い と 考え る 。 

以上 の 所 見 か ら , 貧血 の な い 人 (血色 素 量 の 高い 人 ) 
は 網状 赤血球 数 も , 血清 7-globulin も 多く , 焦 性 世 攻 
酸 は 少く て , 即ち 個人 の 括 抗 力 が 強 か つ た 結果 貧血 が 超 


ら な か つた と 考え る や の で ある 。 





92. 多 是 carrier の 了 臨床 的 研究 (3) 
銘 虫 寄生 の 農民 労働 力 に 及ぼ す 影 響 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 忠 部 
石崎 達 ・ 佐 藤 澄子 ・ 久 津 見 晴 疹 ・ 小 林 昭 夫 
安田 一 度 ・ 小 宮 義 孝 


Clinical studies on the hookworm carriers 
(3 ) Infence upon the physical 
ability of farmers. 

Tatsushi Ishizaki, Sumiko Sato. 
Haruhiko Kutsumi, Akio Kobayashi, 
Ichiro Yasuda, Yoshitaka Komiya 


妥 和 30 年 1 月 下旬 より 3 月 上 旬 に か け て 千葉 県 船橋 市 
郊外 の 某 部落 民 24 名 ( 釣 東 保有 者 21 名 , 非 保有 者 3 名 ) 
を 対象 と し て 作業 負荷 試験 ( 高 さ 30cm の 踏 台 昇 降 毎 分 20 
回 宛 , 5 分 間 連 続 実 施 ) を 行 つ た 。 了 臨床 症状 は 第 2 報 の 


通り で ある 。 


此 の 負荷 試験 前 後に 脈 腸 , 血圧 , Flicker 値 , 作業 呼 


気 量 を 測定 し た 。 そ の 結果 を まとめ る と : 

(1 ) 負荷 試験 に よる 脈 腸 の 増加 数 は 寄生 虫 数 と は 関 
係 な く , 血色 素 量 と 逆 相 関 が か ある 。 即 ち 血 色素 量 の 少 い 
人 が 脈 隊 増 加 が 多 か つ た 。 但 し 之 は 血色 素 量 18g/ql 以上 
の 者 が 大 部 分 で ある の に みとめ られ た 現象 で ある と と が 
興味 深い 。 

( 2 ) 負荷 試験 に よる 脈 圧 の 増加 度 は 寄生 虫 数 と も 血 
色素 量 と も 関係 か みとめ られ な か つた 。 

( 3) Flicker 値 ( 労 研 式 ) は 負荷 試験 に より 減少 す 
る 傾向 が ある 。 減少 度 は 寄生 虫 数 と は 相関 が な い が 血 色 
素 量 と の 間 に は 相関 が ある ょ うに 思わ れ た 。 

(4 ) 作業 呼気 量 か ら 算出 し た エネ ルギー 代謝 率 
(R.M.R.) は 平均 4.05 で あつ た 。 之 は 寄生 虫 数 と も 血 
色素 量 と も 相関 が な か つた 。 

以上 の 検査 成績 を みる と , 負荷 試験 の 影響 は 招 血 と 密 
接 な 関係 が あり , 寄生 虫 数 と は 関係 が な い 。 即ち 軽 感染 
者 の 作業 能力 を 言え する 場合 に は 寄生 虫 数 ご なく, 結果 
と し て 起 つ た 貧血 が 問題 と な る 。 と の 貧血 は 個人 の 釣 虫 
に 対す る 括 抗 力 の 大 小 が 関係 し て 来る 。 


( 問 ) (日 本 医科 大 学内 科 ) 赤 木 勝 雄 
血 沈 キ を し ちら べ まし た か 。 
( 答 ) 石崎 舌 
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93. 釣 了 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 


岡山 大 学 医学 部 平林 内科 
中 塚 銀 太 


Studies on iron metabolism in anchylostomiasiS. 
Ginta Nakatsuka 


1 ) 釣 昌 感 染 犬 の 臓器 non-hemin 鉄 量 

実験 的 犬 釣 虫 症 を , 肉眼 的 に 血便 を 認め る 濃厚 感染 A 
群 と , 糞便 潜血 反応 陽性 に 止ま る B 群 と に 盆 け て 実験 し 
た 。 測定 臓器 は 肝 , 肝 , 腎 , 骨 簡 及び 十二指腸 上 部 と し , 
測定 方 法 は 米山 , 引 野 氏 の non-hemin 鉄分 訓 法 を 用 い 
た 。 実験 成績 は A 群 で は 貧血 速 か に 発生 し , 血清 鉄 量 も 
著 明 に 減少 し , 臓器 鉄 量 は 全体 に 減少 を みた 。 殊 に 肝 に 
於 ける 減少 が 目立ち , 1 分 宮 (へ モジ デリ ン 分 大 ) も 減 
少し た 。 然し 肛 に 於 ける 減量 は 軽度 で あつ た 。 

高 分 子 構成 物 の non-hemin 鉄 及 び IV 所 詩 遊 離 鉄 
分 禄 も 減少 し た 臓器 が あつ た 。 之 等 は 混血 名 血 と 同一 條 
向 で ある 。 所 が B 群 で は 貧血 発現 し 血清 鉄 量 も 低下 し て 
いる に 拘ら ず 臓 器 鉄 量 は A 群 と は 逆 に 全体 に 増加 が み ら 
れ た 。 衝 分 玉 間 相互 の 関係 に は 著 変 は な い が , 骨髄 及び 
菅 の 生 分 宮 に は 他 分 割 以 上 の 増量 が あつ た 。 

2 ) 欧 虫 症 血 清 注射 家 兎 の 臓器 の non-hemin 鉄 量 

正常 家 兎 に 釣 虫 症 血 清 を per Kg2 cc 連続 七 日 間 皮下 
注射 する と と に より 委 血 と 血清 鉄 減少 と を 招来 し , 臓器 
鉄 量 は 軽度 な が ら ゃ 増加 の 傾向 を 示し た 。 此 の 増加 は 各 
臓器 , 各 分 許 に みみ られ , 骨 身 邊 分 謀 の み は そ の 程度 が 著 
明 で あつ た 。 和尚 正 常 家 兎 及び 健康 血清 注射 家 兎 を 比較 対 
照 と し た 。 

3 ) 釣 虫 症 患 者 の 鉄 吸 収 試験 

早朝 空腹 時 に 還元 鉄 一 官 を 内 服 せ し め 。 その 前 及び 
二 , 四 , 六 の 名 時 間 後 の 血清 鉄 量 か ら 吸 収 の 良否 を 推定 
し た 。 結果 は 4 例 中 一 例 を 除き 基 く 吸収 の 障 則 を みとめ 
た 。 胃液 酸度 正常 な る に 拘ら ず 吸 収 不 良 な 例 も あつ た 。 
駆虫 後に 於 て は 矢 張り 一 例 を 除き 吸収 状態 は 逆 に 良好 で 
此 の 場合 に は 駆 上 前 と 異な り 胃 液 酸度 に より 或 程度 左右 
され る も の と 思わ れる 。 血清 鉄 上 昇 の 山 は 駆虫 前 は 低く 
て 四 時 間 目 に ある も の 多く , 駆虫 後に は 高く て 二 時 間 貞 
に ある も の が 多 か つ た 。 鉄 吸収 は 一 般 的 に 云 つて 障 旭 さ 
れ た 例 の 方 が 多い 。 

以上 の 諸 実 験 か ら 釣 虫 症 に 於 て 鉄 動員 障 得 の 存在 する 
と と を 確認 し , 又 出 血 も それ 単独 で 或 は 鉄 代 謝 を 介し て 
貧血 発生 に 関与 し , 更に 多く の 場合 鉄 吸 収 障 各 も み ら れ 
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る も の と 考え る 。 之 等 が 相 伺 つて 骨 和 髄 の 造 赤血球 系 へ の 
鉄 供給 不足 と な り , と ゝ に 鉄 欠 乏 性 貧血 が 発生 。 之 が 釣 
玄 性 名 血 の 本 態 で , 血清 中 に は か ゝ る 状態 を 惹起 する 因 
子 が 存在 する も の と 考え る 。 


94. 実験 的 釣 下 症 に 於 ける 肝臓 機 
能 に つい ぃ いて 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
原 敬 造 
Hepatic function in experimental 
ancylostormniaSiS. 


Keizo Hara 


4zcy/os/ozz6 cg の 2 を 感染 せしめ た 12 例 。 及び 5 
例 の 対照 大 に つき , 血清 高田 反応 , Gros 反応 ,。 へ パト 

サル フ ア レ イン の 肝 機 能 検査 及び 電気 泳動 決 に よる 血 黄 
履 白 分 層 の 測定 を 行い , 之 等 の 結果 と 摘出 肝 の 組織 化学 
的 所 見 。 並 に 検出 虫 体 数 と の 比較 考察 を 行い 次 の 結果 を 
得 た 。 

1. 肝 病 変 は 主 に 実質 組織 に 局 限 し , 肝 細 胞 の 混濁 風 
眼 , 空 胞 様 変性 , 小葉 中 心 部 の 笑 壊 死 , 反 upffer 氏 細 胞 
の haemosiderosis を 主 徴 と し , 核酸 (DNA, RT 
A) や , glycogen の 減少 。 mitochondria の 退行 性 変 


化 2 し が 認め ら の < し ただ た 。 


2. 肝 機 能 検 査 の 結果 は , 必ず し ゃ 肝 病 変 の 程度 や , 
感染 虫 体 数 と 併行 関係 を 示さ な か つた が , 高田 及び Gros 
の tests は 浦 慢性 病変 の 例 に 於 て 。 展 々 一 致し て 陽性 
結果 を 与 へ 。 双 , to 織 h 

3. 総 蛋 白 量 は 一 般 に 減少 し , albumin 及び fibri- 
nogen の 減少 と , 間 び Z-globulin の 増加 が 認め られ 
か ゝ る 結果 は 何れ も 肝 に 於 ける 蛋白 及び 脂肪 代謝 の 示す 
ゃ の と 思わ れる 


以上 の 結果 より , 現在 まで 釣 東 症 に 於 いて 主として 問 


曲 と され て 来 た 質 血 に よる 障 以 外 に 虫 体 毒素 に よる 肝 
機能 障 得 の 発生 が 予想 され る 。 


( 103) 
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95. 久 下 体 成分 の 家 兎 血液 像 並 に 
肝 機 能 に 及ぼ す 影 響 つい て 
の 実験 的 研究 
東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 

高 柳 義 男 
Experimental studies on infHuences of body 
Substance of 42zc ん y/79s7 の 2 の と 77276 UDOn 
blood cells and liver function in rabbits. 

Yoshio Takayanagi 

釣 虫 体 成分 を 用 いて 以下 の 実験 を 行い , 血液 像 , 並び 
に 肝臓 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た 。 

犬 釣 虫 を 採取 し , 生理 的 食塩 水 で 洗 水 。 水分 を 拭い , 
アル コー ル , エー テル 等 量 混合 液 中 に て 3 て 6 カ ヵ月 間 抽 
出 , 後 虫 体 を 取り 出し , 乾燥 後 科 量 し , 細 挫 研磨 し , こ 
れ を 更に 新 な た アルコール,。 エー テ メ 等 量 混 合 液 で 3 日 間 
抽出 。 前 者 及び 後者 の アル コー ル ,。 エー テル 溶液 を 混 
合 。 濾過 し , 此 よ り 減 圧 蒸溜 を 行い 。 得 られ た エキ ス 分 
を 生理 的 人 塩水 に 落 湯 乳剤 と と し 先 の 残 済 を 乾燥 俊 生 理 的 
食塩 水 で 浸出 し その 上 澄 を 残 深水 浸 液 と し た 。 実験 に 用 
いた 虫 体 は 0.88g で ,。 アル コー ル , エー テル 乳剤 も , 
敏 済 水 浸 液 も や 夫々 < 100cc づ つ に 調製 し , この 1.0cc を 体 
才 2000 2500 を の 侍 康 家 売 に 皮下 又は 有 注 財 し 正 液 
に 於 いて は , 赤血球 , 血色 素 , 白血球 , 血液 像 , 網状 赤 
血球 や 。 肝 機 能 に 於 いて は , 血清 tyrosin の 定量 を 経 

過 を 追 つて 鈴 察 し , 最後 に 開腹 に より 肝臓 片 を 採り , そ 
の 組織 像 を 観察 し た 。 各 々 に つき 2 例 の 家 兎 を 用 い 平 均 
を 求め た 。 

1. アル コー ル ,。 エー テル エキ ス 乳 剤 及び 残 溶 浸 液 を 
1.0cc づ つ 毎 日 皮下 注射 16 日 間 連 続 の 場合 , 両者 共 赤 血 
球 , 血色 素 に 著 変 は 見 られ な か つた 。tyrosin は アル コ 
ー ル ,。 エー テル エキ ス 乳 剤 の 場合 や ゝ 増量 し た 。 

2. エキ ス 乳剤 , 残 溶 水 浸 液 を 1.0cc 静 注 し , 注射 
前 , 1, 3, 5, 8 時 間 ま で 観察 し た 場合 。 エ キス 乳剤 
で 赤血球 。 血色 素 共に 減少 し た 。tyrosin は 両者 共 増 量 
する が , エキ ス 乳 剤 に 於 いて ,. その 度 が 大 で ある 。 

3. 1.0cc 1 図 静 注 24 時 間 , 48 時 間 後 に 観察 し た 場 
合 , 両者 共 赤 血球 , 血色 素 共 減少 する が エキ ス 乳 剤 で そ 
の 傾向 が 大 で ある 。tyrosin は エキ ス 乳 剤 で 増量 する が 
残 溶 水 浸 液 で は 減少 し た 。 

4 . 毎日 1.0cc づつ 静 注 5 日 間 連続 し た 場合 。 赤 血 


球 , 血色 素 共 に 両者 に 於 いて 減少 する が エキ ス 乳 剤 で そ 


の 傾向 が 大 で ある 。tyrosin は エキ ス 乳 剤 で 著 明 に 増量 
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る が 。 残 溶 水 浸 液 で は 軽度 で ある 。 

l. 灯 人 に は k 主 て 打 れ の 和 人 る 拓 因 か 
が , エキ ス 乳 剤 , 残 溶 水 浸 液 間 に 差 は 見 られ な い 。 
暫 . 白血球 像 百分率 に 於 いて は , 何れ の 場合 も 一 定 し 
た 傾向 は 見 られ な か つた 。 エ オデ ヂ ン 嗜好 白血球 は エキ ス 
乳剤 友 下 15 日 間 連 続 注射 の 場合 に 増加 が 見 られ た 。 

IV. 肝 組 織 像 の 所 見 に 於 いて は , 肝 細 胞 の , 空 胸 形 
成 , 天 粒 状 変性 , 濁 腫 妥 , 中 心 静 脈 拡張 出血 , 壊死 巣 
の 出現 , 等 軽度 に より 高度 まで 種々 の 程度 に 於 いて 鍋 察 
せら れ た が , 一 般 に アル コー ル , エー テル エキ ス 乳 剤 の 
場合 に 。 より 著 明 に 認め られ , 更に アル コー ル エ ー テ ル 
WC 
度 の 変化 が 認め らち れ た 。 と れ は 前 述 Tyrosin の 増量 
一 致す る 。 

今後 商 対 照 例 と の 比較 に 於 いて 検討 を 加え た い 。 


す 


や 


96. 多 虫 に 因 る 異 味 症 の 研究 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 
浅田 順一 ・ 提 房子 ・ 青 景 金 吾 ・ 越 智香 一 


Studies on the abnormal appetite in 
hookworm diseaSe.。 
Junichi Asada, Fusako IKazi, 


Kingo Aokage, Goichi Ochi 


余 等 は 先 年 来 釣 虫 に 因 る 異 味 症 に 就き 研究 せる 概要 を 
直 に 報告 する 次 第 で ある 。 釣 虫 保有 者 と 異 味 症 発 現 と の 
関係 に 就き 附属 診療 所 に 於 て 昭和 2 年 度 より 昭和 30 年 度 
の 8 箇 年 間 の 検索 人 員 33867 名 中 男子 (32.5 め ) 女子 ( 
36.8 多 ) に 栓 患 し て 居り , その 内 異 味 症 発現 者 は 男子 49 
名 ( 0.9) 女子 94 名 ( 1.52%) で あつ た 。 釣 虫 に 因 る 
異 味 症 は 釣 虫 自体 を 完全 に 駆除 する 事 に より 神 然 と 極め 
て 速 に 異 味噌 好 症 が 消失 し 平常 に 復 す る の で ある 。 本 症 
の 成因 は 恐らく 虫 の 排 江 する 一 種 の 毒素 が 吸収 され 発 


症 を 醸成 する に 重要 な る 因子 を 与え る の な らん と の 見 解 
を 潤 次 深 な る に 至 27 を っ 
( 加 ) (慈恵 医大 ) 長 野 寛治 


異 味 症 が 駆虫 後 1 一 両日 の 間 に 消失 する と と は 私 も 最 


近 2 3 例 を 経験 し て その 早い の と 興味 を た いだい て お つ 
た 次 第 で あり ます 。 

( 加 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 
非常 に 興味 深く 拝聴 。 


戦前 に も 異 味 症 の も の が , 往々 に あつ た 。 釣 虫 寄 生 者 
に こる 往 さ に ある 。 釣 虫 寄生 者 の 何れ に 多い か は , 簡単 に 
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は いえ な い 。 
少数 の 釣 虫 の 寄生 で 異 味 症 あり , 特に 木綿 糸 を 食う と 
と は 始め て 承 つ た , 私 の 今日 迄 は 綿糸 か む 等 の Geopha- 
gie の も の が 多 か つ た 。 神 経 症 状 が 強い , 子供 の 数 例 の 


経験 だ が Vagotonie を と つて いる も の を みて いる 。 と 


の 方 面 で 御 研 究 を 願い た いと 思う 。 
( 間 ) (大 阪 医 大 内 科 ) 岩 田 繁雄 
興味 深く 拝聴 レ し まし た が 次 の 2 点 に つ き 件 感想 を し \ た 


ゞ き 度 い 。 
1 . 異 味 症 は 終戦 後 の 寄 生 虫 の 多 か つ た 時 に 比べ 最近 
多く な つた よう な 事 は な いで し よう か 。 


2. か ゝ る 患 者 に 他 の 身体 的 特異 所 見 例え ば 血液 像 な 
ど に 変 つ た 事 は な いで し よ う か 。 
和 浅 田 順 一 


・ 戦後 の 寄生 虫 が 多 か つ た 時 よ ょ りゃ も 暴 味 症 は 最近 特 
軸 e am MD な いか よ の 半生 ね ぐ 
ます が ,。 そ の 点 ハ ッ キ リ 認 識 し て 居り ませ ん 。 
2. 血液 所 見 と し て に 釣 取 に 因 る 異 味 症 を 解説 する 
程 の 変化 は 認め ませ ん で し た 。 


97. 共 楽 病 に 関す る 研究 (5) 
実験 的 釣 虫 人 体 経口 感染 に つい て (その 2 ) 


九州 大 学 医学 部 第 2 内 科 
光井 庄 太 度 
若松 市 立 病院 
芝 野 治彦 
三井 田川 院 病 
川嶋 弘 


Studies on Wakana-byo( 5 ) 
Shotaro IMitsui, Haruhiko Hino, 


Hiromu Kawashima 


今 迄 3 例 の 経口 感染 実験 を 行 つ た が 更に 今回 は 2 例 の 
釣 虫 症 患者 に ツ ビ = 釣 虫 に よる 経口 感染 実験 を 行 つた 。 
使用 せる 釣 虫 は 培養 20 日 後 の 被 輌 幼 昌 で ある 。 

第 4 例 は 自律 神経 の 薬効 学 的 検査 ご で ビビ ロカ ル ピ ン (一 ) 
アド レナ リン 試験 は 高血圧 の た め 行え な か つた 。 喘息 放 
発 試験 は 陰性 で ある 。 被 賛 幼 虫 10000 隻 乳剤 を 内 服 せ し 
め た が 無 症状 で , 次 に 527 隻 を 200ml. の 水 と 共に 内 服 
せしめ た 所 , 悪心 , 吸 吐 , 揺 准 感 , 喫 声 , 軽度 の 咳 蹴 発 
作 発 熱 , 下痢 等 の 症状 が 現れ た 。 


第 5 例 は 自律 神経 の 薬効 学 的 検査 ど ご アド レナ リン ( 十 ) 
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ビ ピロ カ ル ピ ン (一 ) ,。 アト ロ ピ ン ( 十 ) , 喘息 誘発 試験 
(一 ) で , 被 輌 幼虫 5000 隻 の 乳剤 を 内 服 せ し め た が 無 症 
状 で ある 。 更に 15 時 間 6 *C に 冷却 し た 後 27C の 水 200 

ml. に 入れ 活発 に 運動 する 950 隻 を 内 服 さ せ た 所 , 悪 
心 , 反 准 感 , 喫 声 , 咳 蹴 発作 等 の 症状 が 現れ た 。 

血液 像 で ご は 血色 素 及び 赤血球 数 は 第 4 例 に は 変化 な 
く , 第 5 例 に 20 日 以後 に 軽度 の 減少 を 示し た 。 白 血球 及 
び 最 球 は 同 例 茨 雰 加 し た が 第 を 例 て は 参 織 共 こ が わ 

れる 発熱 時 に 好 酸 球 の 著 明 な 減少 を 来 し た 。 

肺活量 は 第 4 例 に 第 12 日 頃 よ り 軽 度 の 減少 を 来 し た が 
第 5 例 で は 変化 を 認め な い 。 

路 欠 は 第 5 例 に 増加 及び 悪臭 を 認め , 好 酸 球 は 両 例 共 
出現 し た が 釣 幼 虫 は 発見 出来 な か 

胸部 レン トゲ ン 検 査 で は 両 例 共 浸潤 像 を みず , 心電図 
も 感染 前 と 比較 し て 著 変 を 認め な い 。 

以上 第 4 報 の 3 例 を 合せ て 5 例 に 経口 感染 実験 を 行 つ 
た が それ を 総括 する と 。 

1 ) ツ ビ ニ 釣 了 虫 被 賛 幼 虫 241~ 950 隻 の 経口 感染 で 全 
例 に 若菜 病 様 症状 を 発現 せしめ る と と が 出来 た 。 

2 ) 喘息 誘発 試験 及び 自律 神経 薬効 学 的 検査 に て 陽 性 
を 示し た 1 例 は 喘息 様 発作 を 伴う 若菜 病 症状 を 呈し た 。 

3 ) 釣 虫 症 患 者 に 被 軸 幼 虫 乳 剤 を 内 服 せ し め た が 無 症 
状 で あつ た 。 

4 ) 釣 虫 非 保有 者 と 保有 者 の 症状 は 条件 が 異 る の で 比 
較 は 出来 ぬ が , 私 共 の 実験 で は 釣 虫 保有 者 に 特に 重 篤 な 
各 菜 病 様 症状 の 発現 は みな か つた 。 

5) 胸部 レン トゲ ン 検 査 に て 1 例 も 浸潤 像 を 発見 出来 
ず 。 心 電 図 も 感染 前 と 比較 し て 1 例 に 軽度 の PQ 間 隔 の 
延長 を みた 以外 に 著 変 を 認め な か つた 。 


つか 
ン / こ o 


(本 (大 阪 必 大 ) 中 村 逸 朗 
只 の 検査 所 見 は 如何 で し た か 。 
( 党 ) 


こつ いて は 性 状 は 粘 艇 な 粘液 性 で 悪 

臭 は 3 例 に , 好 酸 球 は 全 例 に 認め らち れ ま し た 。 釣 幼虫 は 
3 机 り 発見 し まし た 。Charcot-Leyden 氏 結 卓 は 1 例 
も 発見 出来 ます せん で し た 。 

( 問 ) (岐阜 医大 ) 江 口 季 雄 
人 体 実験 で 貴重 な 研究 と 存じ ます 。 路 療 中 の 好 酸 球 の 
数 量 は 如何 , 他 の 浴 出 細胞 と の 比 は 如何 , 喘息 様 症状 と 
単に 路 療 と の 間 の 好 酸 球 の 数 の 差 如 何 御 教 示 下 さい 。 

私 は 数 年 前 教室 で 誤 つ て 小 使 て 釣 虫 を 前 か ら も つて い 
No 

配 し た が 咳 貴 や 喘息 様 症状 は 起 ら な か つた 。 と の 人 小 使 は 
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偶然 の こと な が ら 貴 君 の 実験 例 と 似 て いる 。 

( 答 ) 

細胞 中 に は 上 友 細 胞 や 破壊 し た 細胞 が あり , は つき り 

た と と は 云え ませ ん が 喘息 様 発作 を 呈し た 第 1 例 で は 

殆 ん ど 全部 が 好 酸 球 の 様 に みえ まし た 。 症状 の 軽度 な も 
の は 出現 率 も 低い 様 に 思い ます 


ご 


98. 多 虫 卵 稲 化 に 関す る 研究 (5 ) 


大 阪 医科 大 学内 科学 教室 
須 永 徹 


On the hatching of hookworm eggS。 
Tetu Sunaga 


SV が か 3 
て も ゃ 同様 の 報告 が な され て いる 。 
の ホー ルク ラ ス 人 に でき 同様 の 所 見 を 冬 潮 犬 
釣 虫 卵 で 得 た の で 報告 す 

実験 方 法 

12 月 下旬 より 2 月 下旬 の 仔犬 の 新鮮 有 型 便 を 採取 し 。 
飽和 食塩 水 集 卵 法 に 小宮 氏 の 時 計 皿 採卵 法 を 併用 し 余 の 
ホー ル グ ラ ス 観察 法 に 依り 観察 し た 。 

扱 察 点 8) 恒 温 30'C 内 。 D) 信 温 15C 内 , c) 4 15C 室 
Me 一 1 C<10 で 屋外 , を 別表 の 如く Me 
8) 信 温 30'C で は 発育 速度 は 夏季 卵 と 差異 な い が , 鋼 化 
は 80.7 多 と 低い 

信昌 1 で て は 発 速度 遅く 脱 殻 は 72ー96 時 間 で 行 
われ た 。 届 化 率 は 58 多 と 低 率 。 
c) 室 内 観察 で は 更に 著 明 に 発育 遅延 を 示し 骨 化 率 も 極め 
て 低 率 で あつ た 。 
屋外 観察 ご は 全く 発育 に 
及 変性 異常 罰 に 終 つた 。 
発育 不良 卵 及 変性 異常 卵 
発育 不良 卵 の 発生 に 就 い て は Looss 及 中 路 氏 も 報告 し 
て 居る が , 余 の 観察 で も 適応 環 況 の 下 に 置か れる 程 発生 
が 少 い 。 即 ち 同 一 糞便 中 の 卵 で も ad と 比較 する に 温 
度 の 低下 に つれ 逆 に 発生 が 著 明 に 増加 し て いる 。 一 方 便 
温 30'C 内 観察 で も 夏季 に 少く 冬期 に 発生 が 多い 。 と の 事 
は 母体 肥 ち 仔犬 の 環境 に 影響 され る も の と 相 像 され る 。 

変性 異常 卵 

と の も の は いづ れ の 卵 よ り 発生 し た か 相 像 の 困難 な も 
の で あり , 適応 本 況 下 で は 発生 が 少 い 。 と の も の の 中 に 


いと 云わ れ 釣 虫 卵 に 就 い 


適 で 殆 ん ど が 発育 不良 卵 
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は 既に 実験 当初 に 見 られ る 型 の も の 及び 発育 の 途上 で 見 
られ る も の と が ある 。 前 者 の 中 に は 不 受精 卵 及 死 卵 が 含 
まれ る 。 後者 の 中 に は 各 期 の 卵細胞 の 変性 に 依り 発生 す 
る も の と 考え られ る 。 変性 異常 卵 が 各種 薬剤 ご 生じ 得る 
と と に だ 有 就 いて は 先 に 報告 し た 。 発 育 不 良 卵 及 変性 異常 卵 
の 本 体 は 先天 的 に 抵抗 の 弱い 卵 が 種々 の 不適 の 環境 の 変 
化 で 容易 に 生ずる も の と 考 へ られ る 。 

結論 

釣 虫 卵 は 環境 に ょ り 左 右 さ れ 易 く 特 に 一 10~10C ( 平 
YA 
卵 を 生じ 易く 従 つ て 遇 化 率 も 低下 し 易い 。 と の 時 間 に 農 
9 の 信 糞便 に 混入 する 事 に 依り 釣 虫 卵 の 殺 減 も 容 
易 に 考え られ る 。 


99. 多 虫 仔 昌 に 関す る 研究 (6) 
堆肥 中 に お ける 成熟 仔 虫 の 行動 一 基礎 実験 
神奈 川 県 衛生 研究 所 
原 田 文雄 


Studies on hook-worm larvae (6) On the 
behaviour of infective larvae living in 
CoOrnDOSt mnamure. 


Fumio Harada 


堆肥 を 製造 する 場合 は , 展 尿 の 混入 に ょ る 源 の 補給 
が し ば し ば 行わ れる 。 と の 際 添 加 尿 尿 中 の 寄生 虫 卵 が 死 
滅する か どう か は 問題 で ある が , 従来 の 研究 に よれ ば, 
少く と も 顕 虫 卵 は 堆肥 の 極 2 の で あ い 半 陸 替 の た 3 め に た 。 完 
全 に 死滅 する と と が 明か に され て いる 。 と と ろ が 殿 尿 の 
処理 の 療 及 し て いる 農村 も, 釣 点 成 染 者 の 導 外 ( に 
多い 場合 が あり (水島 等 , 1952) , 釣 虫 卵 は 堆肥 中 で 骨 
化し, その 仔 虫 が 周辺 部 に 中 出る た め に 感染 の 機会 が つ 
くら れる の ご は な いか と 失 仙 され て いる 。 即ち 夫 中 で 
映 化 し た 仔 了 虫 の 行動 が 問題 と なる 。 私 は これ を 究明 する 
た め に , 釣 虫 卵 は 堆肥 中 で 購 化 し て 成熟 仔 虫 に まで 発育 
する も の と し , と の 仮定 に 基 い た 基礎 実験 を 行 つ た 。 ま 
づ 数 本 の ワラ の 適宜 の 部 位 に 多数 の 培養 成熟 仔 虫 (4. 
cg の 22272) を 置き も, それ を 長 さ 60cm の ガラ テス 管 中 に 挿入 
し た の ち 一 適 に ネム 栓 を 施し , 温湯 中 で 室温 か ら 60'C に 
達する まで 徐々 に 加 温 し た 。 仔 虫 が ワラ の 上 を どの 方 向 
に 移動 し た か を みる た め に は , ワラ を 3 cm 毎 に 切 取 り , 
衝 部 か ら 仔 虫 を 分 離し て その 数 を か ぞ え ぇ 且 生 死 を 判別 し 
た 。 そ の 結果 ま づ 加 温 部 か ら 策 < 隔 つた 部 位 に 仔 昌 を お 
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いた 場合 は , 夏季 冬季 を 問わ ず 非 加 温 部 に 分 布 する 仔 過 
の 方 が 多数 で , し か る 夏季 に は その 最 端 部 に 多数 の 仔 虫 
Me る と と が わか つた 。 堆 肥 中 で も 同様 の 現象 を 予想 

る と と が で きる が , その 際 は 堆肥 周辺 部 か ら 仔 虫 を 証 
Pe らち ろう 。 次 に 仔 虫 を 加 温 部 
と 非 加 温 部 の 境界 点 に お いた 場合 は , 反対 に 加 温 部 に 侵 


入 し その まま 死滅 する 個体 の 方 が 多数 ご あつ た 。 仔 虫 の 
ae thermotropism か ら 云 つて 当然 で あろ う 。 し か 
と の 場合 で さえ , 一 部 の 仔 下 は 非 加 温 部 に 分 布 し 且 末 
区 に 多数 集合 する こと が 際 め ち れ た 。 同 同様 の 現象 は , 仔 
虫 を 最初 広く 加 温 部 に お いた 場合 に も みみ られ る が , と の 
際 は 加 温 部 に 止ま つて 死滅 する 個体 数 が 極め て 多い 。 騙 
と れ ら の 例 と 異 つて , PR 堆肥 
中 央 部 は 既に 50'C 以 上 の 高温 に な つて いる も 考え ら 
Ne 
C に 1 ー 部 の 仔 虫 は その 高温 域 に 侵入 し て 
死滅 する が , 大 多数 は 非 加 温 部 に 広く 分 布 す る と と が 明 
か に され た 。 
再 の を 顧 慮 し て 行わ れ た 以上 の 基礎 実験 
みか ら 推測 する と , 堆肥 中 の 成熟 仔 虫 の 一 部 或 は 大 部 分 は 
堆肥 の 周辺 部 に 向 つ て 移動 し , そ と で 人 体感 染 の 機会 を 


作る と と が ある と 思わ れる 。 


100. 物 虫 の 仔 忠 培養 法 の 唄 味 に 
りう 
瓦 培養 法 と 濾紙 培養 法 の 比較 
東京 都 交 通 局 病院 
大 野 俊雄 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜雄 ・ 矢 島 ふ き 


Studies on the methods of culture of hookworm 
eggs. (1) Comparative study on Kawara 
(rough tile) and lterpaper methods. 

Rikio Yanagisawa, Fuki Yajima, Toshio Ono 

我々 は 釣 虫 卵 及 東毛 卵 の 培養 に つい て , 瓦 及 濾紙 培養 
法 の 吟味 を 行い , 次 の 結果 を 得 た 。 

1 ) 培養 法 別 の 仔 虫 数 の 変動 

スト ー ル 氏 法 に より 区 .P.G. 釣 虫 卵 555, 東毛 卵 3, 
の 糞 便 0.2g 及 び 0.5g を 8 枚 宛 , 瓦 , 濾紙 培養 を 行 つ 
た 。 瓦 は 直径 7.5cm 厚 = 1.5cm。 糞便 を 塗り 硬質 シャー 
レ に 入れ 水 を 瓦 の 半分 の 高き 迄 注い だ 。 濾紙 は 長 さ 10, 
cm。 巾 2.5cm。 先 に 斜 に 切り 便 を 塗り , 直径 2.8cm。 
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長 さ 10.8o ゅ の 通 作 管 に 入れ 水 を 約 oc 注ぎ 。 特 に 委 布 部 
が 水 に ひ た ら ぬ よ う 注 意 し た 。 培 養 温度 29 で , 培養 時 間 
2~ こ 5 週間 。 各 虫 と も 瓦 法 は 鹿 紙 法 に 優れ 0.2g 群 は 
0.5g 群 に 勝る 傾向 が 見 られ る 。 


き 状 方 、 湖 抑 導 開 LPGI 湊 抵 培養 LPG 





トコ 





障 | 





布 便 基 | 0.2g | Ogg | 0.2g| ome 
| | 
ッ と = 箇 豆 平均 | 158 | 119 | wl | ss 
ネ カ ト ー ル 銘 虫 | 
| 339 | 243 | 92 | 36 
東洋 毛 様 線 虫 平均 | 45 23 | 16 


| 1 


2 ) 瓦 培養 法 に よる 便 量 の 吟味 。 

スト ー ル 法 に よる 也 . P. GQ 釣 虫 卵 270, 東毛 卵 30 の 
糞便 を 0.01, 0.05, 0.08, 0.1, 0.8。 0.5g を 各 和 群 8 
枚 養 。 0.01 か ら 0.08 g 迄 は 石崎 式 ガ テス 製 微量 衝 使 
用 。 ネ カト ー ル に つい て は 0.。01 g 群 が 有 意 の 差 を も つて 
発生 仔 束 数 が 少 い 。0.05 か ら 0.3g 群 迄 は 差 が な い 。 東 
毛 卵 で は 0.01 及び 0.05 と 0.8g 群 と に 差 が み ら れ た 。 
0.1, 0.8 と 0.5g と の 間 に は 差 が な い 。 ス トー ル 法 と 
比較 し て 卵 数 が 多けれ ば 0.05 か ら 0.8g が 適当 便 量 と 思 
息 卵 数 が 少 い 場合 は 0.1 か ら 0.5g が 適当 と 思わ 








疫 布 便 時 0.010.050.08 0.1 0.3|0.5 


に 均 | | ネ カ トー ル 共 昌 | 87 282 275 231| 275 191 


| 
時 。 昌 : 人 東洋 毛 様 線 | 12 5 19 21 31 22 








9 ) 濾紙 法 の 各種 条件 と 瓦 塔 養 法 の 比較 。 

以上 の 二 実 験 より 濾紙 法 を 更に 吟味 する 為 下 表 の 如く 
塔 養 条件 を 変化 させ て みた 。 即 ち 濾 紙面 の 乾燥 の 如何 , 
培養 水 の 汚染 (微生物 の 発生 ), の 如何 に よる 発生 仔 虫 





数 の 変動 を みた 。 用 いた 便 中 の スト ー ル 法 也 . P. G は 
釣 和 虫 卵 3080。 東毛 卵 500 で ご あつ た 。 使用 便 量 は 0.2 g。 
: | | | 同 蓋 有 渡 紙 
瓦 培 | 渡 紙 同 著 有 途 中 引 上 

培養 方 法 | 養 世 | 革 無 | 暗 養 後 | 養 後 
A | B | C [3 日 目 7 日 目 

| | 引 上 DI 引 EE 





| ズ と = 釣 | 2ss| 190| 144| sg | ie9 


0.2g 中 の 際 
平均 発生 hk が 345 | 262| 105| 12 | 169 





仔 虫 数 | 東洋 毛 様 
康 東 | 針 | 34| 40| 7 29 
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各 虫 と も 極め て よく 傾向 が 似 て 居り , ズ ビ = 釣 過 に つ 
いて 特に 吟味 し て みる と , A と B と の 間 , B と D と の 間 
に 有意 差 が 認め られ , B と CO, B と 也 , D と の 間 に は 
差 が な い 。 

即ち 瓦 培 養 は 他 の どの 方 法 よ り も 優れ , 濾紙 法 中 で は 
蓋 有 , 培養 8 日 後 引 上 が 最も 発生 仔 虫 数 が 少 か つた 。 

以上 を 総括 する と 

1 ) 釣 虫 卵 , 東毛 卵 の 培養 法 は 定量 的 に は 瓦 培養 法 が 
濾紙 法 よ り 優れ て いる 。 2 ) 次 布 便 量 は 従来 より 造 か に 
少量 の 方 が 発生 仔 虫 数 が 多い と と 。3) 培養 時 の 酸素 量 , 
培 状 水 の 汚染 (アン モニ ヤ の 発生 , 茸 の 変動 , 微生物 の 

発生 に 伴う 酸素 量 の 不足 と 代謝 物質 に よる 汚染 ) 等 が と 
れ ら の 発生 仔 虫 数 を か な り 多 きく 動 進 させ る と と が 推定 


され た 。 
( 問 ) ( 鳥 大 二 内 ) 原 田 義 道 
御 追試 を 感謝 致し ます が , 濾紙 端 は 塗り 残し て いた だ 
きま し た で せ う か , 水 を 補給 し て いた だ きま し た で し ょ 
_OD ( 鳥 大 二 内 ) 原 田 義 道 


時 期 的 に 寒 谷 の 冬期 に は 仲 々 骨 化 し に く ゝ 平 実験 が 2 月 
に 行わ れ て いる 様 で す が 冬 期 の 培養 は 極め て 不利 な る こ 
と を 追加 致し ます 。 


( 答 ) 
補給 し た 。 
( 加 ) (東京 女医 大 ) 長 野 寛治 


Ma か ーー も 可 成 り 差 が あ 
ee で て お り ま で す O 粟田 氏 の 経験 に よる る と 蒸溜 水 が 
ろ し い 様 で : あり ます 。 


101. 勉 是 本 虫 の 無菌 的 培養 法 


鳥取 大 学 医学 部 第 2 内科 
原田 義道 ・ 伊 藤和 敬吾 ・ 三 上 義昭 
松島 正 東 ・ 宮 武 明 一 ・ 野 田 長 吉 


A new method in stelic culture of 
hookworm larvae 
Yoshimichi Harada, Keigo Ito, 
Yoshiaki Mikami, Masaharu Matsushima, 
Meiichi Miyatake, [Ryokichi Noda 


吾 々 は 釣 虫 飼育 液 を 使用 し て , 種々 の アレ ルギー 実験 
殊 に シュ ワル ッ マ ン 現 象 を 行う 都合 上 , 釣 息 仔 虫 の 無菌 
的 飼育 の 必要 (に せま られ た 。 釣 仔 昌 の 柴 集 は 如 々 の 濾 
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紙 培 養 法 に ょ より, 多数 の 仔 虫 を 集め , 先 づ 0.5 久 カル ボー 
ル 加 生理 的 食塩 水 及 減 菌 蒸溜 水 で 数 回 洗 敬 し 仔 虫 に 影響 


は 無い が , 多少 の 狭 雑 物 と 雑菌 の 介入 は 免れ な いと と を 
知 つ た 。 そ と で 仔 了 虫 浮遊 液 を 濾紙 で 濾過 し , 濾紙 を 畳 ん 
で その 関 放 敵 が シャ ー レ の 水中 浸る 様 に すれ ば , 仔 虫 
Mo に ょ つて 水中 に 漠 出す る の で , 此 の 操作 

ー 二 回 繰 返 せ ば 。 完全 に 狭 雑 物 を 除去 する と と が 出来 
た 。 之 だ け で は 大 腸 菌 其 の 他 の 雑菌 の 生育 を 認め た の 
で , 飼育 蒸 水中 1 cc 中 に 5, 10, 15, 20, 40, 50, 70mg 
の 割合 に ヒド ラジ ッ ド を 投入 し , 一 方 1 cc 中 1257, 
2507, 5007, 10007 の 割合 に スト レプ トマ イシ ン を 
溶解 混入 し て 雑菌 の ov 
14 日 飼育 し て 見 た 。 ヒ ドラ ジッ ド 加 入 群 で は 15m 迄 は 仔 
euro 二 週 間 後 も 
殆 ん ど 見 られ な か つた が , 雑菌 の 生育 は 免れ な か つた 。 
20mg で は 仔 虫 の 活動 性 は 上 3 者 に 積 々 劣る が , 雑菌 は 
週 俊 迄 完全 に 抑制 し た 。 念 の 為 枯草 菌 , カン デー ダ ・ ア 
ルビ カン ス を も 移植 し て 見 た が , 7 日間 の 培養 で 5 て 
10m 迄 は 発育 阻止 出来 な か つた が , 20mg 以 上 に は 全く 生 
し な か つた 。 

一 方 飼育 液 中 に スト レプ トマ イシ ン を 投入 し た 群 で 
は , 仔 虫 に 与え る 影響 は ヒ に ドラ ジッ ド より 少く , 仔 虫 は 名 
濃度 の 液 中 で 2 週 後 迄 活発 に 活動 する と と を 認め た 。 然 
し 雑菌 は 4 日 目 か ら 各 濃度 の も の に 生育 し 始め , 10007 
の 高 濃度 の も の で も , 雑菌 の 生育 を 阻止 出来 な か つた 。 
以上 の 実験 成績 か ら , 吾 々 は 釣 虫 仔 虫 の 無菌 的 飼育 に 
は 。 濾紙 培養 法 に て 柴 集 し た 。 仔 虫 を 0.5% カ ル ボ ー ル 
水 並 に 減 菌 燕 溜 水 で 交互 数 回 洗 敬 し , 濾紙 か ら 潮 出さ 
せ て , 狭 雑 物 を 除き , 飼育 液 1 cc 中 に 20mg の ヒド ラジ ッ ド 
を 含む 割合 に 浴 液 と し て , と の 中 で 仔 虫 を 飼育 すれ ば 仔 
虫 に 与え る 障 則 すく な く , 大 腸 菌 其 の 他 の 雑菌 並 Pilz の 


生 育 * や な な 無菌 的 に 飼育 出 の と と を 確 め た 。 
( 加 ) ( 予 研 ) 安 維 岡 一 男 
向 水性 と いう 表現 は 仔 昌 が 水 と いう 刑 電源 に 向 つて 進 


# ぶ 。 い わ め る tropism, taxis 様 の と と で ,。 私 の 観察 で 
且 際 間 生 は で の よう うな 行動 は 全く 示さ な い 。 あ た か も る 水 
中 に 多数 集合 1 し レ た も ジブ う 人 見 られ る の は 。 一 旦 水 中 に 入 つ 


た 仔 虫 が ま * や う て で と か ら 出 られ な < < な か の な iv る ど ち よ る 


と 考え ます 。。 
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102. 大 鈴虫 の 生体 外 飼育 (1) 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 卵 
安 座 岡 一 男 ・ 佐 藤 温 重 ・ 小 宮 義 孝 


Survival test of 422cy/257 の 2722 742224772 
2 の 7 の (1 ) 
Kazuo Yasuraoka, Atsushige Sato, 
Yoshitaka Komiya 


筆者 ら は 釣 虫 成虫 の 生体 外 飼 育 を , 犬 釣 由 を 用 いて 3 
験 中 で ある 4 今日 まで 知り 得 た 結果 を 報告 ナ る 。 

飼育 容器 は 径 4 cm の カレ ルフ ラス コ を 用 い 。 medium 
2 し 
nicillin 500z/cc, streptomycin 1007/cc お よび dehy- 
dro acetic acid 507/cc を 添加 し た 。 し ん と う , 赤外線 
(に よる 加熱 等 に よ つ て も な お 不動 の 個体 を 死 と 判 列 し 


最初 に 28C で 各種 生理 平衡 液 を 用 いて その 生存 期間 を 
観察 し た が , Krebs-Ringer bicarbonate sol. が 3 最 
長 10.5 日 , 平均 6.6 日 , ? 最長 11.5 日 , 平均 7.3 日 の 生 
存 期間 を 示し て 最も 良好 で ある と と が 分 つた の で ,。 こ とれ 
を 以後 の 人 工 合成 飼育 液 の basal medium と し て 用 い 
る < さら に と の medium に 0.01, 0.1, 

0.5 お よび 1.02% に な る よ ょ う 殴 黄 糖 を 加え る と , 表 1 の 
ト う に 0.5 で * 最長 21.5 日 まで その 生存 期間 を 延長 き 


せる と と が 出来 た 。 
Table 1 


Concentration S し NN gth ed wa (day5) 
of Glucose Max. Min. 











Mean 

0 め 6$ 5.5 4.5 4.8 
ゃ 8.5 4.5 6.5 

0.01 $ 6.5 4.5 5。 さ 
ゃ 8.5 4.5 6.0 

0.1 $ 10.5 『 仙 : 9.0 
ゃ 12.5 7.5 10.3 

0.5 $ 9.5 6.5 8.2 
ゃ 21.5 9.5 14.5 

1.0 $ 2.5 8.5 9.5 


ゃ 13.5 7.5 12.0 





次 に 健康 犬 血 清 を KKrebs-Ringer bicarbonate sol. 
で 種々 の 濃度 に 稀 し や くし, 28 で で 飼育 する と 表 2 の ょ 
うに 50 多 。7522 お よび 100 久 血清 で 有意 の 差 は な く , 最 











Concentration 8 


昭和 31 年 6 月 


Table I 






存 せ し め た 事 を 1 昨年 消化 機 病 学会 で 報告 し た 。 
体外 飼育 に 依る 成虫 の 生存 時 間 は 幼 , 老成 虫 に 依り 相 









Length of life (days) 








f serum に 
SS あ  SEP 守 ( 共 ) 
0 $ 6.5 3.5 5.2 座 本 氏 の 原著 論文 を 見 た が 1 カ ヵ月 生存 せしめ た と いう 
コー は 感染 後 17 日 目 の 虫 体 で , 溶解 赤血球 含有 血清 と 等 量 
25 8 拓 作 3 款 2 アミ ノ 酸 液 を 加え た 溶液 中 で 。 し か る 380 個体 中 の 
時 ko Py 9 個 に し み 通 ぎ な い 。 そし て その 所 交 旨 は 見 ら 
2 れ な か つた と 述べ て いる 。 双 感染 後 1 カ月 目 の 釣 で 
75 8 28.5 18.5 22.2 血清 の み を 用 いる 場合 は わずか 1 日 し か 生存 し て い な 
e 45.5 25.5 34.2 。 筆者 ら の 血清 の み の 飼育 で ? 最高 84.5 日 , 平均 68.2 
100 8 23.5 15.5 16.5 日 , 4 週間 に わた る 受精 卵 の 産出 ,82 日 に わた る 卵 の 排 
? 44.5 24.5 33.5 出 , 又 そ の 間 に お ける 交尾 の 欠 察 等 と 対比 し て 松本 氏 の 
ee 実験 は 何 か 大 き な あ や まち を 犯し て いる と 考え られ る 。 
長 45.5 日 の 生存 期間 を 示し た 。 ( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 
次 いで 75 2 犬 血清 に 血球 浮 漠 液 (へ パリ ン 加 血液 を 成虫 と 共に ある と 水中 で も 仔 虫 が か える こと は 興味 が 
K-Ringer で 数 回 洗 汐 し た 化 , 等 量 の 氏 -Ringer を 加え ある 。 5 
た を 1 滴 加 えた も の に つい て , 28 で お よび 837 て で 飼 ( 問 ) (大 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁 雄 


育 し た 。( 表 3) その 結果 血清 の み の も の と の 間 に 有 意 1 ) 28 日 目 の 卵 の 写真 で 不 受精 卵 と 云わ れ た が $ は い - 
は 認め らち れず, 血清 に お いて 最長 84.5 日 の 生存 期 た の で し よ ょ うか 。 

間 を 示し た 。 そ し て 37 で で は 血清 中 で も 血球 加 血 清 中 で ( 答 ) 

る 交尾 が 見 られ , 飼育 後 588 一 54 日 まで medium 中 に 多 $ も 居り ます 。 し か Mi 熊 的 に は 川本 氏 (1956) の 不 
数 の 分 裂 卵 , 仔 虫 包 蔵 卵 お よび 遇 化 仔 虫 を 認め た 。 そ れ 受精 卵 の 写真 と 全く 同じ よう な も の で あり ます 。 $ が 居 


以 化 と これら は 認め られ な く 


最長 $ 


いて 交尾 , 排卵 が らち 寺 あ と v 


な つた が , 82 日 に いた る まで つて ぁゃ 飼育 液 が fKrebs ys の みみ とい う よ う な 釣 虫 に 
発育 し な い (ある い は 不 受精 卵 か ) 卵 の 産出 を 認め た 。 と つて 悪い 条件 の と き は 発育 し な いて 退化 する 卵 を 生む 
$ 40。5 日 , \84.5 日 と いう 生存 期間 と , その 間 に お の で あり ます 。 


う 事 実 か ら , 37O の 犬 血 



































清 中 と いう 環境 は 釣 虫 に と つて そう 悪い 条件 で は な いと 
2 Pe 103. 釣 昌 の 「 固 有 和 宿主 腸管 」 外 発 
育 に 就 て 
Table 3 
ュ そ 。、 / 大 阪 市 立 医科 大 学 小田 内 科 
Temp. ee Length of life (days) 2 TE 
Max. Min. Mean 
75 め Serum お 5 が 728 Studies on the experimental growth of the 
29* ら 人 4 th and 5th stage hookworm out 
5 Serum る 本 が 8 は 5.8 intesti 
し o 395 255 30.5 of the host intestine. 
Masatomo IKusunoki 
75 め Serum $ 40.5 8.5 24.2 
土 Blood cells ? 47.5 15.5 33.2 
37? 記 に け る と 培 和 ド の ) ん を で : 思 の 55 
75 を Serum 8 35.5 8.5 17.8 宿主 体外 に が ee 葉 ey 
? 84.5 37.5 .68.2 有 宿 主 腸 管 外 即ち 非 固有 宿主 た る 家 兎 腸管 内 及び 固有 宿 
放 主たる 犬 腹腔 内 に 於 ける 釣 虫 の 生存 及び 発育 状態 を 追及 
( 問 ) (大 阪 市 立 大 学 医学 部 内 科 ) 野 田 昇 レ た 。 
共 の 教室 で 松本 が 犬 釣 虫 成虫 を 体外 飼育 し 1 カ月 生 家 兎 腸管 内 に 自然 感染 成虫 を 観 血 的 に 注入 し た 場合 。 
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釣 了 虫 は 24 乃 至 96 時 間 後 に も 着 生存 し , 温水 中 で 活 深 に 
運動 し た 。 家 兎 腹腔 内 に 犬 諸 臓 器 即 ち 肝 , 有 , 血液 等 を 
封入 し た 場合 に も 同様 の 結果 が 得 ら れ た 。 商 ゾン デ を 用 
い 成 昌 を 注入 し た 場合 24 時 間 後 に 生存 せる 釣 昌 は 見 られ 
な か つた 。 

犬 腹腔 内 に 自然 感染 成虫 を 注入 し た 場合 に た も 120 時 間 
後に 注入 釣 虫 の 半数 以上 が 主として 大 網膜 及び 腸 間 膜 に 
腫 約 を 形成 し 虫 論 様 の 間際 を 作り 唆 着 す る の を みとめ 
た 。 

IW 期 仔 虫 を 同様 に 犬 腹腔 内 に 注入 し た 例 で は 1 乃至 2 
週間 後に 釣 虫 は 全て 死滅 し , V 期 幼 弱 成虫 注入 例 で は 4 
週間 後に も 商 生 存 し 且つ 著 明 に 発育 し , 自然 感染 完熟 成 
東 と 体制 上 大 差 無く , 第 2 週 以後 の も の に 於 て は 東 体 内 
に 多数 の 虫 卵 を 包 蔵 する の を みとめ た 。 

V 期 幼 弱 成 昌 の 雌 虫 の み を 犬 腹腔 内 に 注入 し た 例 で は 
2 週間 後に 於 いて 体内 に 虫 卵 ち らし きも の は 認め ず 。 従 つ 
て 末 受 精 卵 と 確認 し 得 ベ ほ きも の は 発見 出来 な か つた 。 

商 犬 腹腔 内 注入 例 で は 全 例 に 於 て 回 盲 部 , 腸 間 膜 等 の 
光 巴 腺 が 著 明 に 腫 肛 する の を みとめ , 又 温 水 に よる 誘 出 
法 を 試み た が 他 臓 器 え の 迷 入 は みとめ られ な か つた 。 

以上 , V 期 犬 釣 虫 幼 弱 成 虫 を 犬 腹腔 内 に 注入 し , 長期 
間 生 存 せ し め た の みな ら ず , 体制 上 自然 感染 成熟 成虫 と 
大 差 な き 迄 発育 せしめ , 2 週間 以上 後 の 躍 体内 に 多数 の 
卵 を みとめ た が , V 期 幼 弱 成虫 の 雌 虫 の み を 注入 し た 例 
で は 末 受 精 卵 は 確認 出来 な か つた 。 

本 研究 は 又 釣 虫 養 資 問題 の 解明 に も 一 つの 示 差 を 与え 
る も の と 信ずる 。 

商 此 の 場合 得 た 了 虫 卵 , 本 実験 に 伴 な う 血 液 の 変化 , 及 
が 末 受 精 卵 等 に 関し て は 更に 追及 中 で ある 。 


104. 広島 地方 に 於 ける 双 是 の 淫 浸 
奉 に つい て 


広島 県 寄生 東予 防 協会 
松 田 鎖 雄 
On the pinworm incidence in 是 iroshima 
district 

Sizuo Matuda 
昭和 29 年 11 月 よ り 翌 30 年 12 月 に 至る 間 , 広島 市 2606 名 
肥 山間 農村 (西条 保健 所 管内 即ち 山陽 本 線 西 条 駅 を 中 心 
と し て 約 590 平 方 首 の 地域 ) 2185 名 の 園児 に 就き , 検 肛 


(28.1 多 ) , 727 名 (83.3%) の 感染 児 を 証明 し た 。 
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性 別に みる と , 前 者 で 男児 28.3 多 , 女児 47.82% で ある 呆 
か ら 著 差 な く , 年 齢 別 で は , 前 者 で 夫 歳 児 の 37.5 め 2, 人 後 
者 で 3 歳児 の 38.9 が 最高 感染 率 を 示し て いる 。 

次 に 検 肛 と 検便 ( 塗 抹 法 ) と に よる 時 昌 単 独 感染 児 の 
発育 , 体型 , 知能 , 向 性 , 家庭 の 職業 の 調査 成績 で は , 

(1 発育 に 関し て は 両 地区 を 通じ , 身長 , 体重 , 胸 較 
の 測定 値 よ り 抜 ずる に 良否 は 認め られ な い 。 

(?) 体 型 に 関し て は 両 地区 を 通じ , 時 虫 感染 児 は 肥満 

に 多く 認め られ る 。 

(3) 知 能 指数 の 分 布 は , 西条 地区 で は 低 能 級 が 増加 の 
傾向 に ある も , 広島 地区 で は 異常 が 認め られ て いな い 。 

(4) 向 性 検査 ご で は, 広島 地区 は 外向 型 に , 西条 地区 は 
内 向 型 に 傾く も の ゝ 様 で ある 。 

5) 家庭 の 職業 別 で は , 広島 地区 は , 農業 が 会 社員 及 
商業 に 比べ て 低い 感染 率 を 示し て いる が , 西条 地区 は 山 
者 の 間 に 殆 ん ど 異 同 が 認め られ な い 。 

( 問 ) ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 公 

二 次 放射 能 の 影響 で は な いか と の 御 話 が あり まし た が 
広島 の 放射 能 の 状況 は 具体 的 に 如何 で し よう か 。 

3 の 顕 虫 卵 , 釣 虫 卵 , 釣 虫 仔 虫 の 発育 に 及ば す 影 響 を 
実験 的 に 見 て 居 ま す が 現 在 迄 の 所 非常 に 大 き な 影響 を 見 
て 居 ま せ ぬ 。 

( 答 ) 松 田 鎮雄 

調査 成績 の 結果 より みて , 

爆 心地 が 感染 率 が 低い 所 か ら 或 は 二 次 放射 能 の 影響 に 


よる の で は な いか と 推定 し て いま す 。 


105. 虐 吾 の 商学 に 関す る 研究 (1 ) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教 守 
川本 伴 三 


Epidemiology of enterobiasis. (1) 
Shuii KKawamnoto 


私 は 1985 年 宇治 市 枯 島 小学 校 及 び 同 幼稚 園 に が て Seo- 


tch-tape 連続 3 回 検査 濯 に より , 時 虫 の 感染 率 を 調査 


し , 先 づ と の 検査 決 に ょ る 貝 卵 陽 性 率 と 真 の 感染 率 と の 


比較 検討 を 行い , 更に 暁 虫 の 再 速度 及び 再 感 染 の 季節 的 
消長 に 就 て の 負 察 を 行い , 次 の 成績 を 得 た 。 


1 ) Piperazine を 1 週間 投与 し て , 1 週間 毎日 濾 便 
し , 排 浴 昌 体 を 検査 する と 3 日 迄 に , その 92.4 旬 が 排 浴 
され る 事 ょ り Scotch-tape 連続 3 回 検査 法 の 後 , その 下 


(セロ ファ ン 洗 拭 法 ) に よる 暁 虫 検査 を 行い , 夫々 731 名 卵 陽性 者 に Piperazine を 与え , 3 日 間 の 全 排 港 便 に つ 


き , その 排出 状況 を 観察 し た 所 , 第 1 回 の 検査 で 曳 卵 陽 
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性 の 者 61 名 は 100% に , 第 2 回 目 で 初め て 陽性 の 者 12 名 
は 91.7 多 に , 第 3 回目 で 初め て 陽性 の 者 18 名 は 61.5% の 
割 に 虫 体 を 排出 し た 。 即ち Scotch-tape 法 に よる 第 2 
回 迄 の 虫 卵 陽 性 率 は 概ね 現在 の 感染 率 を 示し , 第 3 回 目 
に 初め て 陽性 に な つた 者 は , その 半数 以上 に 現在 も 商 暁 
虫 が 寄生 し て いる も の と 考え て よい 。 

2 ) 暁 昌 保有 者 を 駆虫 し , 虫 卵 陰 転 し た 者 (服薬 終了 
和俊 より 1 カ月 化 迄 計 7 回 検査 し , 全 回 陰性 の 者 ) 212 名 
に つき 1 年 間 陽 転 の 状況 を 調査 し た 所 , 再 感染 は 速 か に 
まり 。 す の お で 時 0 

年 須 に は 1 名 を 除き 全員 が 陽 転 し た 。 同 一 対象 に 於 ける 
遇 虫 の 感染 速度 6 カ月 55.1, 1 年 77.5 に 比 し 願 る 早 
い 。 面 も 之 等 騒 虫 の 再 感 染 は 全て 他 よ り の 感染 で , 暁 虫 
感染 上 最も 多い と 考え られ る 自家 感染 を 考慮 に 入れ る 
と , 再 感 染 は 更に 展 々 行わ れ て いる も の と 思わ れる 。 

3 ) 毎月 の 再 感染 率 は 24.8 一 52.7 多 平均 88.9 多 で , 
同一 対象 , 同一 期間 に 於 ける 顕 虫 の 再 感染 率 の 平均 4.2 
に 比 し 多い 。 面 し て その 消長 は グラ フ で 示せ ば 年 2 
性 で , 時 虫 の 寿命 を 1 カ月 と 仮定 し た 場合 , 双 虫 の 感染 
は 8。 4, 5 月 及び 9。10, 1 月 に 多く , 1 月 及 6。 7 
に 少 い 事 に な る 。 即ち 一 応 春秋 に 多く , 酷 寒 盛夏 に は 少 
な いと 云 つ て よい で あろ う 。 

4 ) 以上 の 成績 ょ り 禁 島 小学 校 及 び 幼 稚 園 に 於 て は 暁 
東 の 感染 率 は その 感染 速度 及び 再 感染 率 に 於 て も 鯛 虫 の 
それ を 竣 鈴 し , 濃厚 に 浸 淫 し て いる 事 を 知 つた 。 


106. Pac 
に 変 尾 に つい て の 考 仁 


日 本 医科 大 学内 科学 教室 
鍵 田 尽 夫 


Studies on the sperm and copulation of 
万 77eZ の の 2724S の 672722C2/77S 
Tameo Kamada 


万 7eZo の zzS 26722C72Z7S は " 他 の 線 虫 類 と 異 り 排 虫 方 
法 が 全く 特異 で , 雌 虫 が 完全 雌 虫 と な り 肛門 外 に 出 , 肛 
門 周 囲 較 に 排 始め る や 短 時 間 で 全部 産卵 し 終り 自身 は 
護 明 と な る と 共に や が て 一 生 を 終る 。 と の よう な 特異 性 
を る つ 万 7ezo の zzs 2e7228c7272S の 交尾 は 発育 過程 の 何 
時 頃 行わ れる や は 非常 に 興味 ある 問題 で ある 。 面 し 年 ら 
7ez90zz4S の 6778C27Z77S の 交尾 に つい て は 未だ 発見 され 
た 報告 が な く , 僅か に ロイ カル ト 氏 が 万 ezg の zzs の 6 ヶ - 
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4C7274S の 成熟 せる 雌 虫 より 精 虫 を 認め た こと に ょ り 
万 z7ezo0zs の 2672C2727S は 展 ス 交尾 する も の な らん と 
云い , 僅か に 赤木 教授 が 曽 て 雌雄 共に 成 点 の 約 /』 大 の 
Sy カ gczZ の の 2e7g7Z の 交尾 を 発見 され た と と に より 完全 に 
生長 せ ぬ うち に 交尾 し 終る る の な らん と 云 つ て 居 ら れる 
が , 私 や 監察 医務 院 に 於 て , 体 腸管 内 で zzezogixs 
26778C7g77S の 交尾 を 発見 せん と 検索 し た が 遂に 腸管 内 
で 交 尾 せ る も の を 認め る こと と が 出来 ず 。 止む な く ze- 
ヶ o の zzS の @22C27g77S の 精 虫 を 雌雄 別に 検索 し 交 尾 の 行わ 
れ 得 る 時 期 を 推定 せん と し た 。 ミ クロ マニ プラ トー ル を 
使用 し て 万 zzezo2zzs 9e の 2c7g が Ss の 虫 体 よ り 可 及 的 腸 
管 を 傷つけ ぬ よ うに し て , 雄 虫 に 於 て は 精 事 を , 雌 虫 に 
於 て は 腰 , 子宮 , 受精 雪 , 卵巣 を 取り 出し て 検索 し た 。 
精 虫 は 略 々 球形 を な し 大 き さ は 3.3~ 4.2&z で , 尾 は な 
く 自 働 は 認め られ な い 。 精 虫 を 保有 する 雄 は 大 部 分 2.0 
咽 大 以上 の も の で , 中 に 1.5mm の も の に も 認め られ , 雌 
に 於 て は 2 > 8 画 大 の も の に 於 て は 認め られ ず , 4 画 大 
以上 の も の に 於 て は 認め られ , 中 に 虫 体 8 画 大 以上 の も 
の に を ゃ 受精 喪 と 思わ れる 部 分 , 膝 及 び 子 宮 に 精 虫 が 認め 
られ た 。 商 雌 虫 に 於 て 検索 され た 精 由 数 は 6 ケー 数 10 ケ 
で ある 。 と の と と は 交尾 時 間 が 経過 せる 為 既に 受精 し た 
り 移 動 し て し まつ た 為 に 殆ど 認め ち れ な く な つた も の と 
考え られ る 。 和尚 9 碧 大 の も の で も ゃ 1 例 子宮 上 部 に 於 て 精 
虫 を 認め た が , それ 以上 の も の 及び 排卵 を 終 つ た 雌 虫 に 
於 て は 精 虫 は 認め られ な か つた 。 前述 の 9 咽 大 の 雌 虫 に 
於 て は 子宮 上 部 に 於 て は 未熟 卵 。 下部 に 於 て は 成熟 卵 を 
認め た 。 以 上 の 検索 成績 より 雌雄 共に 最 化 の 脱皮 2 画 大 
前 後 よ り 小 腸 下 部 に 於 て 既に 交尾 可能 と 思考 され る 。 次 
- 万 ezo の 2zeS 967222C67277S の ある 例 に 於 て 成熟 卵 及 び 
を 認め る と と 。 ター 思 の 狼 し か 人 ま 人 
Ma より 特に 小腸 に 於 て 多く 認め られ る と 
と か ら 。 交尾 は 早期 に 小腸 下部 に 於 て 行わ れ , 変 尾 後 難 
上 は 六 か に 邊 大 よる と 共 大 本 上 部 に 下り ひど > 
長 を 完成 する も の と 思考 する 。 和 商 小 腸 に 於 て 多数 の 雄 下 
が 認め られ る と と , 9 画 大 近く の 雌 に 於 て も 精 虫 を 認め 
られ る と と より 交尾 は 1 回 以上 行わ れる と と も 考え られ 
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107. 購 正 卵 の 構造 に つい て 


神戸 接 済 会 病院 
森 山 真 信 


Studies on the structure of the 
egg Of the pinworm 
Sadanobu s. Moriyama 


戸 7ezo の ZS の 267722C7Z77S の 卵 は 。 側面 より 見 る に 1 
側 は 他 側 よ り 和 比 曲 強く , 前 端 策 穴 る 。 又 , 卵 横断 面 は 
片 標 本 で 見 る と 正 円 形 で は な く 一 部 平 担 で PND 
に 共 し 大 者 か の 卵 は 全面 を 見 る 様 に 安定 す 。 卵 毅 は 内 外 
2 層 で , 此 事 は 卵 を 「 ア ンチ フォ ルミ ン 」 で 処置 する と 
両 層間 に 間際 を 生ずる の で 明 膝 で ある 。「 油 浸 ] で 見 る 
と , 外層 は 緑色 に 内 層 は 帯 紫色 に 見 ゆ 。 外層 表面 は 大 部 
分 の 卵 は 平滑 で 紋 理 を 認め ず 。 猫 同 卵 を 発生 学 的 に 見 る 
と 。 先 づ 内 層 が 出来 , 次 で 外層 が 塗り 付け られ る 様 に し 
て 出来 る 事 が 知ら れる 。 卵殻 の 内 側 に 之 と 密接 し て 卵 帝 
膜 が 存在 する 。 之 は 「 フ オル マリ ン 」 中 に 貯蔵 せる 卵 で 
は 卵殻 より 剣 離し 郊 緩 し て 明 膝 と な る 。 卵殻 の 前 極 正中 
点 よ り 強 く 郷 曲 せ る 側 に 理 れ る 一 部 に 薄く そげ た 様 に 見 
える 部 分 あ り , 仔 虫 脱 殻 部 な る 事 は 既知 の 通り で , 此 部 
と 赤木 氏 は 「 時 計 皿 様 の 栓 子 の 原始 的 な る の 」 が ある と 
云わ れ て 居る が , 正 に 此 卵 の 前 極 中 央 部 か ら 和 曲 強 き 1 
側 の 約 7, の 所 迄 の 間 の 卵殻 に 欠損 部 あり , 此処 に 上 述 
の 栓 子 に 相当 する も の を 認 む な 。 此 の も の は 卵殻 より 策 厚 
く , 質 が 軟 く , 加 圧 する と 容易 に 破壊 され る も の の 如く 
全 き 形 と し て は 離脱 し な い 。 栓 子 の 断面 に は 粒 が 1 列 
に 並ぶ が 如き 模様 を 認 む 。 栓 子 と 卵 疫 と の 接合 部 は , 卵 
殻 は 欠損 部 に 於 て 内 外 両 層 共 に 非 薄 と な り , 欠損 口 緑 断 
面 は 鋭く な り , 緑 は 氏 歯 状 で ある 。 栓 子 は 此 の 欠損 部 の 
内 側 よ り 欠 損 口 を 閉 ず , 栓 子 の 周縁 は 卵 腕 口 縁 の 内 方 に 
重 な つ て 居る 。 

Sy み ZZczZ o の 2e7272 の 卵殻 は 内 外 2 層 , 外層 断面 に 表 
面 に 垂直 な る 細線 状 模 様 あり , 卵 の 表面 より 見 る と 小玉 
点 状 に 見 ゆ 。 又 卵 朋 断面 に 於 て 表面 波状 を 呈す る 為 , 卵殻 
表面 に その 縦 軸 に 平行 な る 縮 模 様 が 現れ て 居る 。 内 層 は 
無色 透明 非 薄 に し て 平滑 。 此 の 内 面 に 卵殻 膜 が 存在 す 。 
此 卵 殻 外層 の 考 曲 強 き 側 の 頭 側 極 に 近い 部 に 小 蓋 様 構造 
あり , 小 蓋 に は 外層 同様 の 構造 紋 理 が 認め られ ,。 形 は 角 
を 落し た 知 形 。 内 層 こ は か ゝ る 構造 を 認め ず 。 又 外層 は 
腹 側 で , 卵 を 横断 せる 円 周 の 約 : に 相当 し て 欠損 し, 
此 部 は 膜 様 非 薄 な る 層 の み で ある 。 
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4s ヵ zcz7zZZS 7e7zZ の 7ezZ の 卵殻 外層 に も 表面 に 垂直 な 
る 細線 状 構造 あり , 表面 より 見 る と 居 も 餅 記 を 見 る 如 し 。 
外層 に は 一 極 に 近い 部 に 欠損 部 ある も , 内 層 に は か ゝ 
る 事 な し 。 

結 誠 ・ 1. 卵 尊 は 内 外 2 層 よ りな り , 発生 学 的 に 内 
層 先 に 生 ず 。 2 . 卵 親 膜 が 存在 する 。 3 . 人 時 息 卵 卵殻 
に は , 栓 子 Sypzzcg opge/g7g の 卵 の 卵殻 に は 不 完全 征 
ら 小 蓋 を 認め る 。 
( 加 ) (日 医大 ) 赤 木 勝雄 
人 暁 虫 卵 に 栓 子 が か ある か 否 か 問題 に な つて いま す が 演 


みな 
7 た アッ 
wie4 
= ソ 
レ た 
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者 も 明 に 栓 子 の を 証明 され て お られ る 。 栓 子 は 前 
年 図 を 標示 し ま が 愉 も 鉄 か ぶ ふと の 様 の 形 を し て い 
る 嫌 に 思い ます 。 

( 問 ) ( 予 研 ) 小 宮 義孝 


1) 婦 zzezo の zzs 2e77. の 写真 の 卵 は 子宮 内 の も の を 
押出 し た 固定 標本 か ? 

2 ) 同じ く Syphacia の 卵 は 子宮 内 生鮮 標本 か ? 

( 答 ) 

1 ) 然 り 。 2) 然 り 。 


108. 実 駿 動 物 の 内 部 寄生 虫 に 関 
する 研究 (2) 
特に マウ ス に 寄生 する S ぐ ygcz2 の 22e/27Z に つい て 


伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
高田 敦 徳 ・ 林 滋 生 


Studies on the endoparasites of the 
experimental animals. (2) Some notes of 
S ぐ y の 2c7Z の 2 の 727Z, and its control experimentSs. 


Atumori Takata, Shigeo Hayashi 


ES 

すゝ め て 来 た が , 特に マウ ス に 寄生 する Sy ん 2cz2 の の 9e- 
7g7gz は 寄生 部 位 , 産卵 状態 な ど 人 寄生 の 暁 虫 に 極め て 類 
似 し た 点 が 多く , 実験 材料 と し て 好適 な は と と を 確 め て 来 
た 。 今回 は 駆虫 試験 な どの 際 に 注意 すべ き 2 3 の 生 贈 
的 な 事実 を 検討 し ,。 あわ せ "3 の PWM ドレ ー ト に 
ょ る 駆除 試験 の 成績 を 報告 

1. 本 種 は 肛門 周 | 人 附 着 場 所 別 の 分 布 
を セロ エー プ 法 に より 調べ た と と ろ , 肛門 より 尾根 部 に 
わた る 部 位 に 全 卵 数 の 66.1% が 見 出さ れ , 反対 側 に は 
383.92 が 認め られ た 。 即ち 大 部 分 が 尾根 部 に 産卵 され る 


の で > 検 肛 の 際 注 意 を 要する と と で ある 。 六 。 セロ デー 
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プ 法 で 検 肛 する に あたり , その 添 着 回 数 と 検出 卵 数 の 関 
係 を 延 128 正 の マウ ス で 集計 し た 結果 は , 第 1, 第 2, 
第 3 回目 の 順に 5.8 : 2.1: 1.0 の 比率 を 示し , 回 を 重 
ね る に つれ て 周 直 線 的 に 7。 宛 減少 する と と が 判 つ た 。 
従 つ て 3 回 の 検査 を 合計 すれ ば 約 952% の 卵 数 を 検出 出来 
る と と が 推定 され た 。 $ . 検 肛 に よる 卵 数 の 日 変動 を , 
14 正 の マウ ス に つい て 25 乃至 1 カ月 連続 し て 調べ た 結 
果 , 日 に よ つ て 検出 成績 が まち まち で 肛 囲 卵 連 続 陽性 の 
最長 は 15 日 間 , 連続 陰性 の 最長 は 6 日 間 で あつ た 。 と の 
事実 は 駆虫 試験 な ど で 卵 の 陰 転 を 観察 する に あたり 充分 
考慮 を 要する 点 で ある 。 4 . 肛 革 卵 強 陽性 を 示す マウ ス 
の 1 下 を 剤 検 し た と と ろ , 盲腸 及び 大 腸 か み ら 総計 177 隻 
の S. gze/27g を 得 た が , 体長 の 分 布 を 調べ た 結果 , 0.18 
ー 0.6 忠 の 幼 下 群 86 隻 と 4.4~ 5.4mm の 成熟 群 91 隻 の 2 
に あき ら か に 分 れる と と を 知 つ た 。 即 ち 本 マウ ス は 2 
回 に 分 れ て 感染 し た と と を も の が た る 。 後に 述べ る よう 
に 幼虫 群 に 薬物 の 効果 が 少 い に こと が ある の で , 投薬 後 あ 
まり 長期 に 観察 する と 再 感染 群 の 影響 が 出る の で 注意 を 
要する と と を 知 つ た 。 5. ピ ペ ラ ジン ハイ ドレ ー ト を プ 
キロ 400mg10 定 の マウ ス に 経口 投与 連日 5 日 間 , 対照 
群 10 正 と し た 。 何れ も 肛 囲 卵 陽性 の も の で ある 。 投与 後 
毎日 の 便 全部 を 検査 , 肛 囲 卵 セロ テー プ 検 査 を 行い , 投 
与 後 6 日 目 に 章 検 を 行 つた 。 駆虫 成績 は S. oge/g/Z 肥 
び 4szcz/z72s 7e772 の 7e7 の 6 は 投与 後 1 ユー2 日 目 が 最も 著 明 
で , 成 熟 雌 虫 に 比較 的 強く 及ば され る 。 即ち S. og2e/272 
は 肛 囲 卵 陰性 率 は 2 日 目 以後 連続 100, 虫 体 排出 は 投 
与 群 で は 投与 後 1 て 2 日 目 で \217$ 3, 対照 群 は ?73 
$ 2,。 8 て 5 日 目 投与 群 ? 2 $ 1, 対照 群 %628 3 を 認 
め た 。 剖検 陽性 率 は 投与 群 は 70%, 虫 体 数 は * ( 幼 若 ) 
7 $ 2 で あつ た 。 対照 群 の 陽性 率 は 1002, 虫 体 数 は 
719$16 計 735 隻 で あつ た 。 4. 7efzgZ/ezg は 投与 群 で 1 
て 2 日 に 70$21 の 排出 を 見 , その 後 は 排出 を 認め られ 
な か つた が , 対照 群 で は 3 日 目 に ? 1 3 1 の 排出 が あつ 

みみ で あり , 剖検 喝 性 率 は 投与 群 で は 20 虫 体 は 幼 若 
の \ 2 の み , 対照 群 で は 陽性 率 100 多 , 下 体 数 や 146 

で あつ た 。 刀 yezo/eZs 2ZZ は 投与 群 に の み 下 体 
排出 を 見 た が , 割 検 で は 投与 群 902, 対照 群 70% の 陽性 


( 加 ) ( 岐 医 大 ) 森 下 
暁 虫 の 駆虫 効果 の 判定 に 還 暁 虫 抗 元 に よる 
用 いら る べき 方 法 で ある と 考え る 。 


哲 夫 
T.M. 法 が 


( 加 ) (日 本 医大 ) 赤 木 勝雄 
昨年 学会 で 発表 し ま し た が Ratte で 試験 され し や ゃ ? 


( 113 ) 
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昨年 る 発表 し まし た が Piperasin は 腸 内 成虫 に は 有効 
で す が 幼 虫 に は あま り 効 果 は あり ませ ん 。 量 は 増加 すれ 
ば 有効 で す が 400~ 700mg と し て も 幼 昌 に は と くに か わ 
り ま せん で し た 。 


109. [ ビ ペ ベラ デ ン | に よる 虐 下 駆 除 
並 に 駆虫 効 果 刊 定 に つい て 


日 本 医科 大 学 赤木 内 科 教室 
伊東 亭 ・ 小 竹 恵美 子 ・ 熊 谷 睦 ・ 奥 村 和 夫 


Anthelmintic effect and its determination 
of Piperazine on DinwormnS 
Toru Ito, Emiko Odake, 


Mutsumi Kumagai, KKazuo Okurnura 


IT : 駆 除 成績 : 150 名 の 小児 風下 保 有 者 に ピ ペ ラ ヂ ン 
(本 邦 製品 ヒ ペ ニ ン , ベ キ シン ) の 50 mm/kgー 250mg/kg 
の 範囲 で 駆虫 方 法 を 種々 検討 , 改善 し (単独 5 日間 又は 
Y 日 間 : 隔週 に 2 週間 : 10 日 の 休 薬 期間 を お いて 3 日 : 
5 日 服薬 , 10 日 休 薬 更に 3 日 服薬 ) 等 の 18 種 に つき 成績 
を 得 た 。 (効果 判定 は 駆虫 終了 後 , 連日 7 週間 , 検 肛 成 
績 に よる) 。 (1) 50m/kg 使 用 で は 従来 発表 され た 成績 
ょ り 低 率 で 802 に 達し な い 。(2) 100mg/kg 使 用 で は 隔週 
2 週 使 用 で 75% の 陰性 者 百分率 を 得 。 (8) 150~ 250 
中 /kg を 使用 し た 例 で は 効果 は 良く 150mg/kg 隔 週 2 週 使 
用 し て 952 を 挙げ た 。 其他 の 方 法 で も 80~- 100% の 成 
績 で 何れ も 効果 的 。 (4) 150mg/kg 使用 し て も 10 日 休 薬 
間隔 を お いて 3 日 間 2 回 使用 し た も の の み は 64.7 多 で 低 
率 を 示し た 。 5) 一方, 10 日 休 薬 期間 を お いて 5 日 間 2 
回 法 で は 90~ 100% の 良 効果 を あげ 得 た 。 以 上 要する に 
服用 量 は 150mg/kg 以 上 が 良い と と 。 服薬 期間 は 単独 7 
日 法 で も 良い が 日 10 日 の 休 薬 期間 を , お いて 2 回 に 
旧 る 時 は , 初回 に は 5 日 以上 の 服薬 持続 を 要する と と 。 
(は 産卵 母 虫 の 残存 が 再 感 染 の 機会 と な る と と を 防ぐ 
為 ) 。 ク ー ル 回 数 は 単独 一 回 法 よ り 二 回 法 が 概して 優れ 
て いる と と 。 そ し て 私 共 の 今 迄 の 研究 か ら は 10 日 の 休 薬 
期間 を お いて 初回 に は 5 日間 , 第 二 回 目 5 日 (又は 3 日 
間 ) 服用 せ し め る 方 法 は 駆虫 効果 90 一 100% の 間 に あ り 
且 駆 虫 に 要する 薬 量 , 費用 も 少く , 他 の いろ いろ の 観点 
みか ら 理 想 的 と 考え て いる 。 

HI : 駆虫 効果 判定 方 法 : 私 共 の 種々 研究 検討 の 結果 で 
は 50mg/kg 使 用 例 で は 駆虫 終了 , 3 週間 後 か ら 連 続 7 日 
間 , 100 mg/kg 以上 使用 例 で は 2 週間 後 か ら 連 続 Y 日 間 
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検 肛 せ る 成績 に より 駆虫 の 効果 を 判定 する の を 良い と 
し 。 之 を White, Standen, Bumbalo, 森下 教授 等 が 提 
唱 する 判定 方 法 に よ ょ つて 判定 し た 成績 と 比較 する と , 実 
際 に は 駆虫 終了 後 か ら 連 続 Y 週間 検 肛 し て 得 た 成績 では 
陰性 者 , 百分率 61.0 タ の も の が Bumbalo 法 で は 92.2 
少 。 White, Standen 法 で は 88.9 欠 ,。 森 下 法 で は 89.6 
と な り 効 果 判 定 上 , 可 成り の 陽性 者 の “見 落し ” が ある 
が , 私 共 は 50 mg/kg ーー 3 週間 
後 の Y 日 間 検 肛 を 行う と いう 方 法 を 取る 。 即ち White, 
Standen 法 の Modifkation 法 を 応用 する と 駆虫 効果 判 
定 上 , 実際 の 陽性 者 の “見 落し ” を 少く する と と が 出来 
79.12 の 陰性 者 百分率 と な る の で 此 の 方 法 は 効果 判定 上 
今後 試み られ て 良い の で は な いか と 考え て いる 。 

( 問 ) (広島 寄生 虫 ) 松 田 鎮 雄 

効果 判定 に 際 し て 検 肛 後 沈 腸 を 行い ます と 1 : $ の 割 
合 に 蜂 成 中 を 認め る と と が あり ます が , 如何 で し ょ う 
か 。 

( 答 ) 

私 共 の 実施 成績 に て も 同様 成虫 並び こ \ 0.7~ 0.8cm 
前 後 の 虫 体 を みつ け て 居り ます が , ビ ピ ペ ラ デ ヂ ン 200mg/kg 
7 日 間 以 上 使用 例 で は 新 る こと と は 非常 に 稀 に こし か 認め ら 
れ ま せん で し た 。 

( 新 大 医 動物 ) 伊 藤 淳一 

( 問 ) 駆虫 効果 判定 の 時 期 を 3 週 化 と し た の は 如何 な 
る 理由 か 。 

( 加 ) 我々 は 同様 ピ ど ペ ニン に よ ょ る 時 虫 駆除 判定 の た 
め , 1, 2。 8, 4, 8 週 俊 に 検査 を し た が 毎 常 新 らし 
い 卵 陽性 者 を 見 出し 投薬 後 の 検 査 の 期間 の 短 か い 程 有効 
率 が 高い 結果 を みた 。 

( 答 ) 

1 ) プロ キロ 50mg 前 後 使用 例 で は 駆虫 終了 後 第 1 第 
5 週 迄 殆 ん ど 平 均 し て 新しい 検 肛 陽性 者 を 出し て いま す 
の で , 3 週 以 前 の White, Standen : Bumbalo 等 の 方 
法 で は 和尚 陽性 者 の “見 落し ” を 出す と と に な る の で 私 共 
は 第 4 週 目 の 7 日 間 検 肛 法 を 採用 し た 。 100 mg/kg 以上 
は 'White, Standen 法 に より 差 支 えな いと 思 つ て ます 。 

2 ) 私 共 も クー ル 終 Med on ] 位 連日 検 肛 持続 し ま 
し た が , その 結果 は 御 質問 と 全く 同様 で 御座 居 ま す 。 
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110. じ ペ ラ デ ン 誘導 体 の 駆虫 効果 
(まう 


大 阪 市 立 医 科大 学 医 動物 学 教室 
守屋 何 二 ・ 訪 田 正道 ・ 大 川 真 和 
編 島 淳 他 ・ 岡 幹 健 
On the anthelmintic activities of 
Piperazine derivativeS, 
Shooii Moriya, Masamichi Fukuda, 
Zunii Fukushima, Sadakazu Tsokawa and 
Masatake Oka 


ビ ペ ラ デ ヂ ン の 種々 の 誘導 体 の 4sZzcz/ZZzS 7e7Z7/e7 の 
及び SyZZ2cZ 9 の 2e727g 駆虫 作用 を 比較 し た 結果 ピ ペ ベラ 
チ ヂ ン 水 化物 , リン ゴ 酸 塩 太 び ア ヂ ピ ン 酸 塩 の 間 に は 有意 
差 な く , 表面 活性 作用 を 持つ ピ ペ ラ ヂ ン ・ ラ テウ リル 硫酸 
塩 で は , 駆虫 作用 は 却 つ て 劣る あ 。 こ れ ら ピ ペ ラ デ ヂ ン 類 投与 
に よる 排 虫 (宿主 マウ ス ) は ピ ペ ラ ヂ ン ラウ リ 硫 酸 塩 を 除 
いて 24 時 間 以 内 に 完了 する 。 ビ ペラ ヂ ン ・ ラ テウ リル 硫 酸 
持株 和 の と ちり 半生 交 よ 
る 。 と の 相違 は 便 内 ピ ペ ラ ヂ ン の 濃度 と 関 性 が あつ 
例え ば ピ ペ ラ ヂ ン リン プ ご 酸 塩 の 場合 , 大 量 の ピ ペ ラ ヂ ン 
が 24 時 間 内 に 糞 便 内 に 排 湯 さ れる が , ピ ペ ラ ヂ ン ・ ラ ウゥ 
リ 硫酸 塩 で は 48 時 間 に 上 つ て 少量 あて 排 江 され る 。 和 前 
ビ ピ ペ ラ ヂ ン ・ リ ン ご ご 酸 塩 の 腹腔 内 注射 で は 経口 投与 の 場 
合 に 比較 し て 駆虫 効果 が 相当 劣る 。 

我々 の 導い た 推計 公式 を 用 いて ベ キ シン ( ピ ペ ベラ ヂ 

ン ・ リ ンジ ご 酸 塩 ) の 暁 豆 , 普 虫 駆虫 効果 を 約 1600 名 の 児 
畜 に つい て 実験 し た 結果 : 

(1 ) 暁 虫 駆虫 効果 : 

セル ロー ズ テ ー プ 〈( 約 5cmX19m) 法 に よる 検出 率 の 
推定 値 P が 凡そ 0.7 の 母 集団 で は 総量 50mg/Kg で 錯 陰 転 
率 約 80, 以後 , 同 量 の 増加 と 共に 卵 陰 転 率 も 上 昇 し 
て , 350mg/kg で 凡そ 80 に 達する が , 以後 用 量 を 840 
mg/kg 迄 (1 クール の 長 さ は 1 7 日) 増量 し て も る 卵 陰 転 
率 は 殆ど 変 ち ない 。 と れ に 対し て , P= 0.4 の も 母 集団 を 
la 梨 と し た 場合 に は 310mg/kg で 892, 460mg/kg で 100 

に 達する 。 即 ち P 値 が 小さ く な る に 従 つて 駆 が 容易 


か vp。 
パー / よ 、 < ジ O 


(2 ) 顕 昌 駆除 効果 : 

P テ 0.85 て 0.90 22X22mm の 被 い ガラ ス 使用 ) の 母 集団 
を 対象 と し て ベ キ シン の 虫 駆除 効果 を 実験 し た 結果 , 
総 投与 量 50mg/kg で 卵 陰 転 率 約 60%, 以後 , 用 量 の 増加 
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と 共に 卵 陰 転 率 も 上 昇 し て 30mg/kg で 殆ど 100 に 達 す 
る 。 新 様 に 時 虫 より 顕 虫 が 容易 に 駆虫 され る の は 。, 原因 
が べ キ シン 側 に ある と いう より , 寄生 虫 数 の 多少 に ある 
の で は 人 な いか と 思わ れる 。 即ち 本 実験 の 対象 に 用 いた 母 
集団 は , 魚 に 関し て は 毎年 2 回 定期 的 駆虫 を 継続 的 に 
行 つ て いた の に 対し て , 暁 昌 に 対し て は 従来 何等 特異 的 
療法 を 行わ ず , 従 つ て 顕 虫 に つい て は 稀 薄 感染 , 皮 虫 と 
> いて は 濃厚 感染 き し て いた と は 相 像 に 難く な い の で あ 
以上 さ キ シン の すぐ ' れ た 駆虫 効果 を 確認 する と共に, 
我々 の 推計 公式 を 利用 すれ ば 集団 駆虫 を 極め て 合理 的 に 
行い 得る 事 を 想定 する 事 が 出来 た 。 

( 問 ) (日 本 寄生 虫 病 予 防 協会 ) 浅 田 順 一 
釣 由 駆 虫 に 当り 其 の 使用 法 を 承り 度 し , 殊 に 下剤 使用 
の 関係 に つい て 件 尋ね 致し ます 。 


( 答 
上 薬 後 二 時 間 に 硫 黄 の 下剤 を 使用 し まし た 。 
( 問 ) ( 伝 研二 養 ァ 基 ) 内 田 元 清 


(1) 有 効 物質 の 抽出 法 。 (2) 虫 に 対す る 作用 即ち 試 
管内 に 於 ける 作用 は 死滅 さき せる の みや 。 (3⑧) 副 作用 の 
症状 等 を お 伺い し ます 。 

( 答 ) 

(1 ) 硫酸 処理 蒸溜 

( 2 ) 顕 虫 を 麻痺 死滅 

(8 ) 軽度 の 頭痛 , 腹痛 , 吸気 等 


111. 新 駆 是 化 学 薬品 の 研究 (1 ) 
フル フロ ー ル の 殺虫 駆 虫 作用 


都 衛 生 局 予防 課 
星 直利 ・ 酒 井 威 


Studies of the new anthelmintic medicines 
(1) The insectic and anthehmnintjc 
effects of ““ Furfurol ”" 


すでに と 数 回 に わた り , 新しい 駆虫 の 化学 薬品 , 即ち べ 
ン ツ アル デ ヒ ー ド C。H。CHO, ベン チー ル ア ルコ ー ル 
C。H.CH,OH 等 に つい て , その 駆虫 作用 に つい て 発表 し 


た が 。 今回 は 。 フ ルフ ロー ル (フラ ン ア ル デ ヒ ー ド ) 
で C,H。OCHO に つい て , 実験 し た の で 報告 する 

フル フロ ー ル は , 「 妻 わら 」 「 ガ マ の 穂 」 な どの まま 
分 で , 「 才 わ 


ら ] が 駆虫 に 効果 ある と と は , 戦争 中 。 終 
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戦後 の 駆虫 剤 不足 時 代 に 多く 服用 され た も の で ある 。 そ て 


の 「 表 わら 」 の 主 成 久 で ある フル フロ ー ル の 駆虫 に 関す 
る 実験 は , 未だ 不思議 に ゃ 成 書 に 記載 され て いな い 。 

本 化合 物 の 性 状 は , 無色 芳香 性 油 状 で , 比重 1.160 一 
AOI 水 と 不溶 解 
で , 沸点 は 159ー 162'C。 本 化合 物 は 動物 に 対し て の 実 

。 皮下 注射 で 多少 の 興奮 , 麻痺 作用 が ある が , 内 服 
で は 犬 に 6.0~ 9.0gr, 家 兎 に 2.0 gr 毎日 内 用 し て も 
毒性 が な く , 人 体 に も その 1.0~ 2.0gr の 少量 を 服用 し 

て も 毒性 が な い 。 そ の 体内 で は , と の 化合 物 は 直ちに 。 
Brenzchleimsure, 同一 glycocoll に な つて 全く 無害 で 
ある 。 

殺虫 作用 実験 

(Ca) ガマ 線 虫 : こと これ は ベン ツア ル デ ヒ ー ド ( べ . ア 
ル テ ) , ベン チー ル ア ル コー ル ( べ . アル コ と 同様 。 そ 

の 100 倍 溶液 中 で , 1 分 以内 で 死滅 し , その 対照 薬 の 四 
塩化 エチ レン , クロ ルカ ル バ ク ロ ル 液 中 で は 3 分 以内 。 


ノ ポ デ ヂ 油 液 中 で は 5 分 以内 で 死滅 する 。 
(本 ミズ に ミミ ズ で は , ベベ ・ ア ル デ , べ ベ ・ ア ルコ 


と 同時 に , 3 分 以内 で 死滅 する 
ク ・ カ ル バ ク は 20 分 を 要する 。 
(Ce) 豚 題 虫 : 元気 の よい 豚 束 で は , 本 化合 物 で 
90 か ご 藤 り , 1 時間 て 死亡 し 。 ヘ ノボ チ 注 , 四 貸 化 ニ 

レン は 3 時間, ク ・ カ ル バ ク で は 4 時 間 。 

l. 駆虫 効果 実験 

(ag) 回虫 駆虫 効果 : 成人 20 人 , 学童 88 人 に つい て の 
実験 は , 成人 (1 人 1.0g) 50.02, 学童 (1 人 0.5g 
) 51.2% の 完全 駆 昌 率 を 示し , その 副作用 は , 成人 1 名 
, 学童 3 名 ( 3.72) で , いづ れ を 軽度 の 腹痛 , 中 気 が 
あつ た 。 

osT 例 数 は 僅か に 15 例 に すぎ 

い が , 服薬 量 は 2.0ー 3.0g を 服用 し た 。 そ の 治療 率 
は , 53.5 多 を 示し , その 副作用 と 認め た も の 1 名 , 軽度 
の 腹痛 , 中 気 が あ つた 。 

回 虫 及 び 十 二 指 腸 虫 の 駆虫 率 は , 他 の 駆虫 剤 と 大 同 小 
異 で ある が , 可 な り 良 好 な 駆虫 効果 を 認め られ た 。 

( 問 ) (科学 研究 所 ) 田村 国 太 郎 
Furfurol と Benzaldehyde の 作用 は 大 体 等 し いと 考 
えて よい か 。 

( 答 ) 

考え て よい 。 


S。 へ ヘ ノ フ ボ デ ヂ 油 は 10 分 , 





112. 昭 虫 駆除 に 関す る 了 臨床 的 研究 
(1) カイ ニン 酸 又 は サン トニ ン 単 独 並 に 併用 に つい て 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 臨床 研究 部 
北本 治 ・ 高 原 義 ・ 高 山 久 度 ・ 阿 部 定 生 
岡田 周子 ・ 田 中 静 司 ・ 田 中 正 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
石 崎 達 
CHnical studies on the anthelmintic properties 
against ascariasiS (1 ) The effect of 
Kaininsan, Santonin and their combination. 
Osamu Kitamoto, Tadashi Takahara, 
Hisao Takayarma, Sadao Abe, Kaneko Okada, 
Seiji Tanaka, Tadashi Tanaka, 
本 atsushi Tshizaki 


海 人 草 の 有 効 成 分 と し て 抽出 され た カイ ニン 酸 及び 
の サン トニ = ニン と の 佐 用 に よる 駆虫 効果 に つい て は 。, 今 
で に 種々 報告 され た が , 我々 も カイ = ニン 酸 及 び サ ント 
ン に よる 魚 駆 除 に つい て 検討 比較 する 機会 を 得 た 。 

我 く の 対象 と し た 某 企 業 団体 従業 員 は 成人 男子 で あ 
り , 頭 虫 卵 陽性 者 120 名 の 内 , 94 名 に つい て 東 卵 陰 転 状 
況 , 排 虫 状態 。 副作用 等 を 検 し 得 た 。 サ ント ニン 単独 群 
は 0.2gm, カイ ニン 酸 単 独 群 は 40mg, サン トニ ン ・ カ 

イニ = ン 酸 併用 1 群 は ナン トニ ン 0.2 gm, カイ ニン 酸 40 
gm, 同 2 群 は サン トニ ン 0.2gm, カイ ニン 酸 12mg を 
分 服 投与 し た 。 

我々 の 得 た 成績 は 

St 生 ら 見 る と 併用 群 は 何れ も 他 単 独 群 よ 
り 高 率 で 成績 が 良く , 此 の 事実 は 虫 卵 の 定量 的 観察 に よ 
つて も ゃ Pe た 。 カ イニ ン 酸 単独 群 は 最も 低 率 で 
52。1 用 で あつ た 。 

2 ) 駆虫 前 後 の 顕 虫 卵 陽性 者 に 於 ける 定量 的 観察 で , 
カイ ニン 酸 単独 群 の 三 名 に 薬剤 投与 後 芝 便 中 普 虫 卵 数 の 
増加 が 見 られ た 。 カイ ニン 酸 投与 又は その 量 的 な 関係 
が , 虫 卵 排出 増加 を 起 さ せる 下 体 え の 何 か の 刺 電 と な つ 
た 事 が 想像 され た 。 


3 ) 排 下 率 は 併用 群 が 必 ず し も 5 


川 


l 


良い 成績 を 示さ な か つ 


た が , カイ ニ ン 酸 単独 格 は 最 パ も 低 率 ご で あつ た 。 
4 ) 魚 虫 体 排出 の 最も 多い 日 は , 各 薬 剤 共 2 刀 至 3 日 
目 で あつ た が , 排出 貝 体 数 と の 関係 は 詳 か で な か つた 。 
5 ) 副作用 で は サン トニ = ニン 単 独 群 及び 併用 群 で は サン 
トニ = ン の 副作用 と 思わ れる も の が 主 に 見 られ 。 カ イニ > 


酸 単独 群 で ご は 殆 ん ど 副 作用 を 認め な か つた 。 双 併用 群 で 
は サン トニ ン 単 独 群 よ り 副 作用 が 少く ,。 カイ ニン 酸 添 加 
が サン トニ ン の 副作用 を 抑制 する か の 如く 思わ れ た 。 
以上 の 成績 か ら , 成人 に 於 ける カイ = ニン 酸 単 独 使用 に 
際 し て は 40mg で は 不 充分 で あり , 更に 増量 する 事 に よ つ っ 
て は , 可 成 の 効果 が 期待 され , サン トニ ン と の 併用 に 於 
て も 最適 な 量 的 関係 を 発見 する 必要 が ある と 考え られ 


113. ル を ィ ュ ン 酸 類 似 化合 物 の 駆 是 
作用 に つい 


藤沢 薬 
田 村 


に 


度 


Anthelmintic effect of similar cormpounds 
of kainic acid 


Saburo Tamura 


カイ ニン 酸 は 豚 環 虫 の 運動 を 興奮 後 麻痺 し , 筋 中 の 
Keilin,Warburg 水素 伝搬 酵素 系 の 働 を 抑制 する の で 豚 
遇 昌 は 物質 代謝 を 阻害 せら れ エ ネル ギー の 消耗 に 依る 誤 
弱 の た め に 宿主 の 腸 の 峰 動 に 抗 する 事 が 出来 ず 宿 主 の 体 
外 に 排出 せら せら れる も の と 考え られ る 。Pyrrole 及び 
Pyrrolidine に は 温 血 動物 の 運動 中 枢 を 興奮 後 麻痺 する 
作用 が ある の で カイ ニン 酸 関 連 化 合 物 ,。 Proline, 及び 
Pyrroldicarbonic acid 類 に も 豚 頭 虫 に 対し て カイ ニン 
酸 同様 の 作用 が ある か 否 か を 検索 し た 。 そ の 結果 は シマ 
ミミ ズ 神 経 筋 標本 の 自動 運動 を ま 何れ も 興奮 又は 麻痺 する 
が その 最低 有効 濃度 は Pyrroliqine 誘導 体 ご は N-Ace- 
tylkainic acid (IT: 40 万 ), Dihydrokainic acid (I: 33 
万 ) Proline (H: 7 万 ) で の @ 及び 尺 に alkyl 置換 基 
(CH 一 C,H,) を 持つ た gc, が -dicarboxypyrrole 誘導 体 で 
は 2 -butyl- し 3-methy1 (又は ethy1)-4,5-dicarboxypy- 
rrole 及び 2-methy1-3-ethy1-4-carboxymethy1-5-car- 
boxypyrrole (I: 50 万 ) , 2-ethy1 (又は buty1)-3-me- 
thy1-4-carboxyl-5-carboxymethyIpyrrole (1: 50 一 60. 
万 ) で あつ て 比較 的 強い が (カイ ニン 酸 は 1 : 75 万 ) 其 
他 の 誘導 体 は 何れ も これ 等 より 弱い 。 豚 虫 頭 部 神経 

に 対し て も その 自動 運動 を 興奮 又は 麻痺 する が そ 

の 最低 有効 濃度 は 何れ も カイ ニン 酸 よ り 弱 い 。 と の 中 
Pyrroldicarbonic acid 類 及 び Proline は 麻痺 作用 比較 
Ne 
ー ト の 酸素 摂取 を 抑制 する 作用 は 上 記 の Pyrrolidyl- 
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carbonic acid 類 で は 殆 ん ど 認 め ら れ な い が , Pyrrol- 
dicarbonic acid 類 は 何れ も 強い 。 又 豚 虫 筋 中 の Kei- 
jn, Warburg 水素 伝搬 酵素 系 の 働 を 阻害 する 効力 は 
記 の Pyrroldicarbonic acid 類 は 一 般 に 強く 。 その 中 
で も Pyrrole 核 の 2 又は 3 の 位置 に buty1 又は propy1 
基 を 持つ た 化合 物 が 強い 。 4 又は 5 の 位置 に carboxy- 
methy1 群 を 持つ た 上 記 の Pyrrolcarbonic acid は カイ 
= ニン 酸 と 同等 又は それ 以上 で ,IPyrrolidylcarbonic acid 
類 で は Proline は カイ ニン 酸 よ り 策 々 強く , 其他 は 何 
れ も 有 弱い 。 次 に 上 記 の 物質 の 中 Dihydrokainic acid 
(A) , Proline (B) 及び 2-methy1l-3-ethy1-4-carboxy 
methyl-5-carboxypyrrole (C) を 仔犬 に 経口 投与 し レ て 
駆虫 効力 を 比較 し た 処 , 2,5m/kg の 経口 授与 で は 
(A) 及び (B) は 積 々 有効 の 様 に 認め られ る が 明 腰 で 
は な い の に 反し (C) は 著 明 で ある 。 5 呈 /Kkg で は CA) 
及び (B) は カイ ニン 酸 の 1 mE/Kg 投与 時 と ほ ぶ ゞ 同 程度 
の 排 虫 と 貝 卵 除 転 が 認 め ら れ た 。 

尚 2 の 位置 に ethyl 基 (a), propy1l 基 (b) 又は butyi 
基 (cO を 持つ た 3-methy1-4, 5-dicarboxypyrrole 間 
で は 2, 5 呈 /Kg の 経口 投与 で (a) は 無効 , (b) は 策 
有効 。 (c) は 有効 で あつ た 。 


114. T.M. 法 に よる 希 号 駆 除 効果 
の 抽 定 

岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 

森下 哲夫 ・ 馬 洲 正 樹 ・ 鈴 木 誠 
Judgment about the effect of ascariS- 

extermination by T. M. method. 
Tetsuo Morishita Masaki Mabuchi, 
Makoto Suzuki 


入院 患者 及び 施設 収容 児童 に つい て 各種 駆虫 薬 を 投じ 
て 駆虫 を 行い 虫 卵 と T.M. 法 (シン ポジ ウム 森下 顕 虫 症 
の 免疫 参照 ) と で 駆虫 効果 の 判定 を 行い 虫 卵 陰 転 後 2 > 
3 日 で T.M. 法 陰 転 する と と を 知 つ た 。 自家 感染 実験 を 
行い 森下 は 雌 虫 の み 3 隻 寄生 で あつ た が T.M. 法 陽性 で 
森下 を 含む 7 名 の 人 体 実験 で 駆虫 薬 ( ピ ペ ラ ジン , ハイ 
ドレ ー ト 5 日 連用 ) を 呑ん で 虫 体 を 検索 し 虫 体 出 終 つ て 
1 ~ 2 日 後に T.M. 法 陰 転 する こと を 知り , 更に 虫 卵 を 
産む 前 の 幼 題 虫 寄生 で も T.W. 法 陽性 で ある と と か と 駆 
虫 効果 の 判定 上 T.M. 法 の 値 価 の 大 で ある と と を 知 つ 


( 問 ) (大 阪 医大 内 科 ) 岩 田 第 雄 
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患者 例 で す が , 駆虫 後 2 て 3 日 し て か ら 陰 転 す る の で 
し よう か 。 

( 答 ) 

虫 卵 除 転 し て か ら 2 て 3 日 で T.M. 反 応 陰 転 する 。 

( 問 ) ( 山 日 医大 ) 細 川 修治 
卵 投与 後 .M. 反 応 陽 転 時 期 血液 像 と の 関係 如何 。 

( 答 ) 

虫 卵 を の み を 21 日 前 後 で ご す 。PEosinophilie を 起 し ま レ 


= 


この 


115. 集 較 駆虫 の 研究 


横浜 市 立 医科 大 学 寄生 学 教室 
松崎 義 周 ・ そ の 他 


Studies on the mass treatment of ascariS 
and hookworrnS。 
Y. Matsusaki et al 


寄生 虫 の 根本 対策 と し て 殿 尿 処理 と 集団 駆虫 の 二 が あ 
る 。 展 尿 処理 は 更に 便所 , 便 溜 の 改良 と 殺 卵 剤 の 問題 と な 
る が 前 者 は 費用 の 点 で , 後者 は 実用 に 適する も の が 尚 研 
究 途上 に ある の で 何れ も 難点 が ある 。 集団 駆虫 は 実行 容 
易 で 各地 に 行わ れ て 居る が 回 数 , 時 期 , 薬剤 の 問題 等 が 
充分 検討 され て 居 な い 。 我々 は 昭和 士 二 年 以来 多く の 
小 。 中 学校 と 町 村 を 選び , 之 等 の 問題 を 検討 し て 来 た の 
で 報告 する 。 

A. 頭 虫 

(1 ) 茨城 県 西郷 村 の 学童 と 一 般 村 民 に サン トニ ン に と 
て 小 , 中 学生 は 年 4 回 , 一 般 は 3 回 駆 忠 し た 。 1 年 後 小 
学生 で は 86%2 が 8022, 中 学生 で は 82% が 75, 一 般 78 欠 
が 69 多 に 低下 し た の み で 大 し た 効果 は な か つた 。 

( 2 ) 横浜 市 内 の 5 小学 校 に つい て 年 3 回 主 に アス カ 
リド ー ル 剤 を 用 いて 駆虫 し た 。 初 年 度 は 急 低下 する が 以 
後 4 年 度 迄 は 緩徐 に 下り , 5 年 度 で は 再び 急 低 下 し た 。 

(3 ) 富山 県 野 積 村 小 学校 で は 年 3 回 陽性 者 の み の 駆 
虫 を し た が 効果 が 少 か つた の で 全員 服薬 させ た 所 一 年 後 
急 低下 し , 後 の 一 年 る 緩 に 下 つ て 行 つ た 。 

B. 顕 虫 及び 釣 委 

(1 ) 富山 県 八尾 町 小学 校 で は 年 2 回 の 駆虫 を 行 つ た 
所 廿 五 年 九 月 遇 眼 512% の も の が 緩徐 に 低下 し , 電 年 九 月 
に は 25 多 と な り , 比較 的 寄生 率 の 低い 所 で は 年 2 回 で も 
有効 で ある 事 が 明 に な つた 。 釣 虫 は 廿 五 年 202, 電 年 4 
と 低下 し 銅 虫 より ゃ 急激 に 低く な つた 。 一 般 町 民 で も 
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症 五 年 99 が 廿 八 年 2322 に 低下 し た 。 


( 2 ) 茨城 県 桂 村 呈 小 , 中 学校 で は 年 2 回 駆虫 し , 顕 
虫 は 廿 九 年 七 月 65 及 び 58 多 が 電 一 年 二 月 52, 42 に 
低下 し た 。 年 2 回 で は 不 充分 で ある と と が 分 つた が 釣 虫 
は 55 多 , 54 多 が 電 一 年 に は 何れ も 7 に 激減 し た 。 

($ ) 新潟 県 田 麦 山村 一 般 村民 を 廿 七 年 四 月 より 年 1 
回 駆虫 せ し に 顕 昌 は 542, 4622, 41 少 , 3522 ( 電 年 ) と 
低下 し , 釣 虫 は 522。362, 838 め 。21% ( 電 年 ) と 低下 
レ , 低減 率 は や は り 顕 虫 よ り 強 か つた 。 

結論 

(1 ) 顕 虫 は 都市 , 農村 を 通じ て 年 3 回 の 駆虫 が 必要 
で ある 。 寄生 率 の 低い 所 で は 2 回 で も 相当 低下 する 。 濃 
厚地 帯 で は 全員 駆虫 が 有効 で ある 

3 移 取 は 項 了 に 比 し 低減 補 列 く 。 年 1 2 回 で 
有効 で ある 。 

(3 ) 集団 駆虫 を 有効 な らし むる 為 に は 駆虫 力 高き 薬 
剤 と 精密 な る 検査 が 必要 ご ある 。 

( 加 ) (宮城 県 ) 移 川 二 人 郎 

三陸 海岸 地方 の 一 小学 校 学童 に 対し て , 昭和 22 年 以来 
種々 方 法 を 変え て 集団 駆虫 を 行 つ て 来 た が , 全員 に 対し 
て 毎 学期 駆 中 を 行い , 現在 で は 後 検便 に 於 て 大 体 10 以 
内 の 感染 率 を 認め て いる 。 

( 問 ) Aa 柳沢 本 喜雄 

1 ) 全員 駆 由 を する に は , 検便 何 名 位 か ら や る と よい 
か 。 

2 ) 取 卵 陰 転 者 に 駆虫 する 意味 

( 答 ) 

1) 70, 80 多 以上 の 濃厚 感染 地 は 無 民 村 等 の 不便 な 土 
地 に 行う べき と 考え る 。 

2 ) 濃厚 感染 地 で は 了 虫 卵 陰性 者 で も 事実 上 虫 寄生 せ 
る 者 が 相当 多い か ら 有 之 等 感染 源 を た ゝ e 意味 を 以 つ て 行 
つた 。 

( 問 ) (宮崎 県 ) 永吉 康 六 
学校 な どの 集団 に 対す る 長期 に る 駆虫 効果 成績 は , 
対象 に な る 集団 に 変化 を 来 し て いる の で , その 成績 を 以 
て 。 集団 駆虫 の 効果 を 論議 する と と は 当 を 得 な いで は あ 

り ま せん で し よう か ? 御 伺い た し ます 。 

ba 

同一 対照 を 追 つた 場合 図 に 示し た より 一 層 よ い 珠 少 率 
を 示し て 居 た が 時 間 が な い の で 学校 全体 の も の を 以 て 示 


し た 。 








116. 新 集 卵 所 に つい て (2 ) 


埼玉 県 衛生 研究 所 
分 島 整 ・ 保 阪 幸男 ・ 小 津 茂 弘 


A new technic for the concentration of 
helminth eggs in faeces. ( 2 ) 
Tadasu Wakeshima, 

Yukio Hosaka, Shigehiro Ohzu 


日 本 寄生 虫 学会 第 15 回 東日本 衣 部 大 会 で 発表 し た 私 達 
の 考案 し た 新 集 卵 法 に つき 更に 検討 を 加え た の で 報告 す 


や っ o 


1) 新 集 卵 法 : ) 糞 便 約 0.5g を 中 試験 管 に と り 5 多 


ホル マリ ン 水 ( 局 方 ホル マリ ン 5 cc 十 溜 水 95cc) 10cc を 
加え 携 拝 薔 解せ し め る 。 D) 外 科 用 ガー ゼー 枚 で 濾過 し 演 
液 を 15cc 入 り 遠 心 沈 激 管 に 移す 。c)2000 て 2500 廻 転 で 3 
分 間 遠 心 沈 滅する 。d) 上 清 を ピペット で 捨て 沈 注 に 25 


塩酸 ( 濃 塩酸 25cc 十 汐 水 75cc) 5cc。 エマ ゾー ル 水 ( 花 


王 石鹸 株 式 会 社 製 エマ ゾー ル 4180 号 2 滴 十 溜 水 10cc) 1 
cc を 加え よ く 携 拝 す る 。 e) 更 (て こ エ ー テ ル 4 cc を 加え 管 口 


を お さえ 10~15 秒 間 強 く 振 湯 後 1500 て 2000 回 転 で 3 分 間 , 


遠心 沈 混 す る f) 上 層 を ピペット で 捨て 溶 を 鏡 検 する 。 
2 ) 他 の 方 法 と の 比較 実験 ・ 2) 比 較 に あげ た 集 卵 法 は 
線 虫 条 虫 の 卵 に つい て は ML TTFOC 法 食塩 水 浮 漠 法 沙 抹 3 


枚 法 で 吸虫 卵 に つい て は MTTFC 法 AMS 還 法 (Triton: 


X 100 号 を 使用 ) 塗 抹 3 枚 法 で ある 。D) 使 用 材料 及 実験 
方 法 , 比較 し た 各 集 卵 法 は 同一 糞便 か ら 0.5g 衝 量 採取 
し 同一 人 が 同一 日 に 比較 試験 を 行い 夫々 の 比較 試験 は 各 
虫 卵 に つき 10 名 の 別々 の 了 虫 卵 保有 者 の 便 に つき 実施 し 
た 。 実験 時 の 室温 は 15 て 25?C で 糞便 は 5 で の 氷室 貯蔵 7 
日 まで の も の を 使用 し た 。 

3 ) 実験 成績 : 各種 下 卵 保有 者 夫々 10 名 の 比較 試験 
の 検出 束 卵 数 合計 は , 3) 釣 虫 卵 で は 新 集 卵 法 (以下 新法 
と 云う ) で , 1,097 卵 に 対し MTTOC 法 636 卵 食塩 浮 流 
法 560 卵 藩 抹 法 21 卵 D) 虫 卵 で は 新法 1.060 卵 MTTC 
法 1.067 卵 食塩 浮 済 法 276 卵 塗 抹 法 107 卵 c) 鞭 虫 卵 で ( 
新法 1.030 卵 MWTFC 法 598 卵 食塩 浮 流 法 98 卵 塗 抹 法 28 
卵 , ① 肝 吸 昌 卵 で は 新法 1.870 卵 WITFOC 法 1.874 卵 A 
MS 還 法 2.008 卵 塗 抹 法 87 卵 e) 日 本 住 血 吸 虫 卵 で は 新法 
40 卵 MTFC 法 101 卵 AMS 法 61 卵 塗 抹 法 2 卵 f) 緒 小 条 
虫 卵 保有 者 5 名 に つい て は 新法 85 卵 MTTC 法 85 卵 食塩 
浮 済 法 29 卵 塗 抹 法 9 卵 で あつ た 。 

4) 総括 : 比較 実験 例 数 が 少 い の で 上 記 各 方 法 と の 
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優劣 断定 は 出来 な い が 他 に 実施 し た 約 5,000 名 の 本 法 に 
ょ る 集団 検査 の 経験 等 より 本 法 は 操作 が 比較 的 簡単 で 沈 
注 の 量 は 少く 視野 が 鮮明 で あり , 線 虫 条 虫 吸虫 の 各 卵 を 
同時 に 能率 的 に 集め 得る 有望 な 集 卵 法 で ある と 考え る の 
で 商 現 在 比較 検討 を 更に 続行 中 で ある 。 


117. 非 経口 的 に 投与 し た 里 昌 卵 
の 運命 に つい て 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
柳 井 富 夫 


On the fates of the helminth eggs 
in the mice bodies given 
not by Der OS. 


Tomio Yanai 


私 は 異 所 的 な 部 位 に 於 ける 虫 卵 の 運命 に つい て , 先 づ 
各種 釧 虫 卵 に より 実験 を 試み た 。 

8 1. 実験 材料 及 実 験 方 法 

実験 動物 に は マウ ス を 用 い , 豚 。 犬 , 馬 , 顕 虫 の 単 細 
胞 卵 及 成熟 仔 虫 卵 を 用 いて マウ ス の 脳 , 腹腔 , 大 逐 筋 等 
に 注射 し た 。 対照 と し て 死 卵 を 使用 し た 。 

$ 2. 実験 成績 

豚 , 犬 , 馬 , 等 の 種類 に 関 せ ず 注入 せる 卵 の 大 部 分 は 
先 づ 近接 の 筋肉 中 に 移行 し , 注射 局所 か ら 遠 く は な れ た 
筋肉 , 時 に 臓器 中 に も 発見 され る 。 

第 1. 脳 へ 注入 せる 実験 

1 ) 豚 名 虫 単細胞 卵 の 生 卵 を 脳 へ 注射 し て (a)24 時 間 
前 目 に は 脳 局所 の みな ら ず 反対 側 脳 半球 や 脳幹 に 迄 発見 
され , 組織 標 林 に よ つ て 脳 の 肘 克 体 溝 に 卵 が 集 つ て お る 
の が 見 られ る 。 そ し て 既に 筋肉 特に 項 筋 , 委 筋 , 気管 , 
喉頭 周囲 の 筋肉 中 に 移行 し て いる 。 CD)48 時 間 目 に は 早 
いも の は 2 核 又 は 3 核 に 迄 発育 し て いる 。 そ し て 筋肉 中 
の も の の 数 は 増加 し , 胸 筋 。 腹筋 中 に も 発見 され る 。 
ec7 8 日 経つ と 卵 の 一 部 の も の に 変化 が 現われ る 。 即 
ち 変 形 , 天 粒 出現 , 透明 度 を 増し て 凌 縮 , 崩壊 され て 行 
くも の が 出現 する 。 併 し 組織 反応 は 少 い 。 (⑨) 豚 顕 昌 卵 
の 発育 は 脳 , 筋肉 中 の も の に 権 ず せい ぜ い 2 核 4 核 で 
中 に 8 核 の も の も 見 られ る 。40 日 後 の も の は , 脳 に は 桑 
実状 の も の を 見 出し た が , 筋肉 中 の も の は 既に 殆 ん ど 消 
失 し て いた 。 

2 ) 次 に 豚 上 顕 虫 卵 を 60C30 分 加熱 し , ズ ダ ン 由 に て 染 
色 し て 脳 へ 注入 せる 所 , 赤く 染色 され た 虫 卵 が 24 時 間 
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で , 既に 腹筋 に 迄 移行 し て いる の が 証明 され た 。 死 卵 は 
限局 , 消失 する 傾向 が 強い 様 で ある 。 

3 ) 犬 虫 卵 も 大 体 同様 の 経過 を 取る 。 

4 ) 還 昭 虫 卵 で 注意 すべ き は 6 日 目 に は 仔 虫 包 蔵 卵 に 
迄 発育 せる も の を 多数 証明 し た 事 で , 運動 を 示し, や は 
り 筋肉 中 に も 移行 し た 。 

第 2. 腹腔 へ 注入 せる 実験 。 

(Ca) 卵 の 発育 及 移行 態度 は 脳 へ 注入 せる 場合 と 同様 で 
ある 。 (D) 腸 間 膜 根部 の 光 過 節 及び 附近 の 腹膜 中 に も 多 
い が , 同時 に 腹筋 , 横隔膜 に 多数 移行 する 。 肝臓 中 に も 
見 られ , 時 に 脳 へ 移行 し て いる 。 Cc) 注意 すべ き は 和栗 粒 
大 , 光沢 ある 白色 マユ 状 の も の が 腹腔 に 遊離 又は 固着 し 
て 存在 し, 中 に 虫 卵 を 蔵 し て いる が , 1 ~ 2 週 の 間 に こ 
の 中 の 或 物 は 同様 に 変形 , 姜 縮 , 月 壊し て 行く の が 見 ら 
れる 。 

第 8 。 大 服 筋 に 注入 し た 躍 卵 は 上 行 し て 上 ゾ 忠 製 帯 附近 
の 筋 東 又は 筋 セ ン イ の 間 に 多 数 存在 レ 一 部 腹筋 に も 移行 
する が , あま り 遠 く へ は 移行 し な い 様 で ある 。 左 大 股 筋 
に 豚 魚 昌 単細胞 卵 を 注射 し て 60 日 目 の も の 和 忌 観 察し た が 
2 ~ 8 核 に 迄 分 核 し て お り , と れ を 25 で 培養 し て 発育 す 
る の を 認め た 。 

( 問 ) (日 本 寄生 虫 病 予防 協会 ) 浅 田 順 一 

馬 の 昭 虫 卵 は 実験 室内 に 於 て 何 日 目 で 感染 型 仔 に 発 
育 す る か を お 伺い 致し 度 し 。 

脳 内 に 於 て 6 日 目 に 仔 虫 包 蔵 卵 を 認め られ て 居り ます 
が , それ は 感染 型 に 近い も の で あり まし た か 。 

( 問 ) (山口 医大 ) 細 有川 修 治 

台 虫 卵 脳 注入 の 場合 に 筋肉 等 に 移行 する 経路 如何 

筋肉 内 , 腹腔 内 注入 卵 の 脳 へ の 移行 経路 如何 

( 問 ) (熊本 大 医 ) 岡 村 一 郎 

虫 卵 の 存在 する 部 位 の 周囲 の 組織 反応 が あれ ば どん な 
も の で し よう か 件 教示 願い た い 。 

( 問 ) ( 農 技 研 ) 大 塩 行夫 

馬 虫 卵 の 発育 回 数 が 早い と 思わ れ ま す が 如 何 な も の 
で し ょ うか 。 
























118. デリ サン に よる 名 是 卵 殺 滅 
試験 に つい て (1) 


京都 府立 医科 大 学 衛生 学 教室 
木村 静子 ・ 木 村 直 次 ・ 小 時 動 


Oyocidal effects of Derisan on the 
ascariS egg. (1 ) 
Shizuko kirmura, Shinji 氏 imura. Isao Kozai 


顕 虫 感染 予防 対策 と し て の 殿 尿 の 薬剤 処理 に つい て 伊 
吹 正 薬 の デリ サン を 用 いて 殺人 卵 試験 を 行 つた 結果 を 報告 
する 。 実験 に 用 いた デリ サン は へ キシ ルレ ゾル シン , ノ 
ル マ ル カプ リン 酸 , 沈降 硫黄 の 三 つ ょ より なり, 殿 尿 一 石 に 
対し 25 g を 投入 する 。 此 際 各 成 分 の 尿 尿 に 対す る 濃度 は 
へ キシ ルレ ゾル シン 0.002 欠 。 カ プリ ン 酸 0.001 用 で あ 
り , 之 を デリ サン 1 号 と し 更に 各 成 分 の 濃度 を 変化 させ 


ビー カー 内 葵 便 実験 成績 





作用 業 品 ! 作 用 室温 作用 日 数 発表 指数 因 民 の | 仮定 条 












































デッサン | 28.8?C| 1 週間 | 2 | 500 99 
3 明 27.9 紀 2 ヶ | 0 460 | 100 
| | ーーーー ーーー| 
5 MS か 癌 500 | 100 

| 28.2 | 2 ヶ | 0 470 | 100 
便 池内 尿 尿 実験 成績 
作用 薬品 作用 室温 作用 日 数 発育 指数 六 時 | 條 定 簡 
デ テッ ッ ッ | 26.8?C| ri 通 間 | 0 | 500| 100 
| 26. 0 21 2 ヶ | 0 ヶ 100 
引 24. os ヶ | 27 | ヶ | 9 
| 2e.8 |1 ヶ | 12 405 | 96 
] | | | 
4 虹 26.0 12 ヶ | 0 ヶ | 100 
| 24.0 13 ヶ 30 | ヶ | 91 
| 24.7 ] 1 ヶ | 15 400 | 95 
3 号 | 23.6 |2 ヶ | 87 2 71 
| 21 は き " | 剖 ケ 90 
| 28.2 午 敵 。 12 420 | 97 
1 号 | 24.1 |2 ヶ 0 ヶ 100 
| 19s5 | 3 ヶ | 40 ヶ 85 
| | 4 430 | 98 
24 | ク 90 
58 | ヶ 83 
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て 2, 3, 4 号 を 作り 夫々 実験 し た 。 実験 期間 は 1955 年 
8 月 より 11 月 の 間 で , ビー カー 内 糞便 実験 と 便 池 中 殿 尿 
実験 を 行 つた 。 薬 剤 作用 顕 虫 卵 に 対す る 殺 減 効果 の 判定 
は 培 養 虫 卵 の 形態 学 的 変化 の 観察 に 依り , 培養 日 数 は 35 
日 と し た 。 成績 は 伏見 の 発育 指数 及 久 津 見 の 仮定 殺 卵 率 
で 現 わ し た 。 人 菩 養 35 日 目 に 於 ける 各 実 験 の 成績 は 表 の 如 
く で あつ て , 何れ も 高い 殺 卵 効果 を 認め る と と が 出来 


ルル 
や っ o 


デリ サン の 殿 尿 の 肥料 的 効果 に 及ば す 影 響 に 関し て は 
osー 
の 処 で は 少く と を 覧 菜 に 対す る 薬害 は 認め られ な い 。 

( 加 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 林 昭 夫 
デリ サン 1 号 の 普 虫 卵 殺 滅 効 果 を 低温 5 で 直接 々 触 
(水中 ) 試験 に より 検 し た 。 1000 倍 以上 の 稀 息 で は 
control と の 間 に 有 意 の 差 を 見 な か つた 。 ka 
場合 及び 高温 浸漬 に つい て は 目下 実施 中 で 


119. 殿 尿 中 に 於 ける 弁 子 油 の 殺 
卵 作用 (2) 


農林 省 農業 技術 研究 所 
国井 坪 章 ・ 池 内 まき 子 


The ovocidal action of mustard oil in faeces 
and urine (2) 
Yoshiaki Kunii, Makiko Ikeuchi 


弁 子 油 の 殺 卵 作用 が 尿 中 で 激減 する と と は , 尿 の 腐 熱 
(と と も な つて , 尿 中 中 及び NH。 量 の 上 昇 に 起因 する も 
の と 考え られ る が , 同一 尿 に 草子 油 乳剤 (濃度 10① を 
添加 し た 場合 に は , 1 カ月 を 経て も 尿 中 中 及び NH。 量 の 
上 昇 は 殆 ん ど 見 られ な い (夏季 室温 ) 。 こ れ は 井 子 に ょ 
つて 尿 中 Urease が 不 活性 化 さ れ た も の と 想定 され る (第 
RW 

で 更に , 25 で 人 恒温 に 於 ける 尿 中 中 及び N 古 。 量 の 
Roc 
いて 検討 し た 。 下 の 測定 は 東洋 濾紙 の 中 試験 紙 , NH。 量 
は キ ェ ル ダ ー ル 氏 装 置 に よ つ て 測 つ た 。 

結果 

1 ) 尿 中 中 と NH。 量 の 上 昇 は , 25*O 信 温 の 場合 に は 
夏 才 室温 の 場合 より 低く な つた 。 


2 ) 25 で 恒温 に 於 いて も 夏季 室温 の 場合 と 同様 , 草子 


油 は 尿 中 Urease を 不 活性 化す る 作用 が 認め られ た 。 


$ ) 草子 油 (濃度 10) は 尿 中 の 中 7.2, NH。 0.06 多 













量 


は 
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以上 に な る と , その 殺 卵 作用 が まつ た く な く な る 。 

4 ) 草子 油 (濃度 10-) 処理 尿 は , 処理 後 3 日 に は そ 
の 殺 卵 作用 が な く な る 。 

5 ) 草子 油 (濃度 10- の ひ 処理 尿 は , 再び 草子 油 (濃度 
10 の を 添加 する と と に よ ょ つて , その 殺 卵 作用 が 100 外 


し 放 


と な る 。 


( 問 ) (北海 道 衛 研 ) 長 谷 川 恩 
卵 の 生死 判定 下 の 方 法 き を お うか が いし ます 。 
( 答 ) 


瓦 培 養 307C, 30 日 末 に 於 て 形態 学 的 に 判定 しま し た 。 


120. 殺 卵 剤 の 研究 (2) 


群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 
松村 竜 雄 ・ 寺 尾 宏一 度 


Studies on the ovocides of helminth eggs 
with chemicals (2) 
Tatsuo Matsumura, Koichiro Terao 


殺 卵 剤 の 作用 効果 は , 顕 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 に 対し ほぼ 平 
ee こ 発表 し た が , その 後 の 研究 結 
果 を も 合わ せ て , と ゝ 報告 する 。 窒 材 料 と し て , 魚 
虫 卵 と し 0 釣 東 卵 と し て アメ リ 
カ 釣 息 洗 敬 卵 を 用 いた 。 使 用 し た 薬剤 は , 水 に 対し て 不 
溶 或 は 難 溶 の 為 に , tween80 を 用 い 乳剤 と し た 。 使用 温 
度 は 15C と し , 浸漬 期間 は 7 日 及び 14 日 と し た 。 顕 虫 卵 
及び 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 剤 の 効果 の 比較 は , 完全 殺 滅 限 
界 濃度 を 以 つ て し た 。 釣 虫 卵 の 殺 卵 効果 の 判定 は , 薬剤 
に 浸 潰 させ た 後 , 水 で 数 回 洗 敬 し て , 薬剤 を 除い た 。 7 
日 間 瓦 培養 を 行い , 水中 に 遊 出 し た 仔 虫 を 数 え , 薬剤 を 
作用 させ な い 対 照 の 仔 虫 数 と 比較 し た 。 

薬剤 の 顕 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 効果 は , 平行 す 
る 薬剤 と , 平行 せ ぬ 薬剤 まあ つた 。 

(1 ) 平行 する 薬剤 

激化 メチ ル , 泊 化 エチ ル , 二 臭 化 エ チレ ン は 共に 10, 
000 倍 の 稀釈 度 で , 顕 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 を 完全 に 殺 卵 し 
oo 

, 殆 ん ど 殺 卵 し た 。 又 釣 虫 卵 に 対し て は , 対照 で 

は 1 と の に , 20,000 倍 で は 2 匹 
の 仔 昌 の 遊 出 を 認め た だ け で , 著しい 殺 卵 効果 が み ら れ 
た 。D. D. 1, 2 二 塩 化 プ ロペ パン 。 1 。 $ 二 塩化 プロ 


ピレン は 4。000 倍 で , 顕 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 を 完全 に 殺 卵 し 
た 。 塩化 アリ ル , 二 塩 化 エ タン , 塩化 メチ レン は 100 倍 
で 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 に 対し 完全 な 殺 卵 効果 が あつ た 。 


濃度 で , 完全 に 殺 卵 し た 。 20,000 倍 で 


( 121 ) 






( 2 ) 平行 せ ぬ 薬剤 

カラ シ 油 は 10,000 倍 で は 顕 虫 卵 に 対し 902 の 死滅 率 
で , 完全 に は 殺 卵 し な か つた が , 釣 虫 卵 に 対し て は 同じ 
で は 玉虫 卵 に 対し 
て 殆ど 効果 は な か つた が , 釣 虫 卵 に 対し て は 殺 卵 効果 が 
著しく , 対照 で は 仔 束 が 約 28,000 匹 遊 出し た が , 浸漬 
期間 7 日 で は 9 匹 , 14 日 で は 仔 虫 の 遊 出 を 認め な か つ 
た 。 ト リク ロ ル エ チレ ン , ニトロ メタ ン る 多 虫 卵 に 対す 
る 殺 卵 効果 の 方 が , 顕 虫 卵 に 対す る 殺 卵 効果 より 著 し か 
つた 。 こ と れ ら と は 逆 に 二 硫 化 談 素 は , 顕 虫 卵 に 対す る 殺 
卵 効果 の 方 が , 釣 虫 卵 に 対す る より ゃ も 著 し か つ た 。 即ち 
2,000 倍 で は 顕 虫 卵 を 完全 に 殺 卵 し た が , 釣 虫 卵 に 対し 
て は 完全 な 効果 が な く , 対照 で は 浸漬 期間 7 日 で , 12。, 
300 匹 の 仔 虫 の 遊 出 を 認め た が , 2000 倍 で 108 匹 の 仔 東 


の 遊 出 を 認め た 。 
( 問 ) ( 予 研 ) 小 宮 義孝 
薬剤 接触 は , 殿 尿 中 試験 か 直接 接触 ( 水 ) 試験 か ? 
( 答 ) 


"直接 接触 (水中 内 ) 試験 で す 。 


121. 有 束 顎 口 是 の 新しい 絵 宿主 に 
関す る 実験 的 研究 
久留 米 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
白 川 充 


An experimental study on a new final host 
Of ご 27 の Ss7072 の S の 747g6774 が 7. 
Mitsuru Shirakwa 


1836 年 に Owen が London で トラ の 胃 か ら 有 鞍 顎 口 
ES gd ドー 
本 虫 の 終 宿 主 は , 自然 感染 で ,。 イス ヌス, ネコ 。 ヒ ヨ ウ な 
実験 的 に は , ネコ お よび イヌ の 2 種 で ある が , キッ ネ に 
つい て は , 自然 感染 例 も 実験 的 寄生 例 も , と も に 報告 さ 
れ て いな い 。 

演者 は 昭和 29 年 8 月 上 旬 , 野生 の キツ ネ (Yz/ ヵ es 
27 の es 79 の 4c6) を 入手 し , 約 4 カ 月 間 飼 育 し , 有 来 
顕 口 虫 卵 の 陰性 な る を 確 め た 俊 , 同年 12 月 15 日 , カム ル 
チイ の 筋肉 中 より 採取 され た 有 東 顕 口 虫 の 第 3 期 幼 虫 30 
匹 を 経口 投与 し , 以後 飼育 し レ つ ゝ 観察 を 続け た 。 供 食後 
約 5 ヵ 月 半 後 の 昭 和 30 年 5 月 28 日 朝 に 至り , 著しい 体重 
減少 の も と に 起 池 困難 と な り , シェ ー ヌ ・ ス トー ク 呼 吸 
を 見 る に 至 つた の で , エー テルメ ル 吸入 麻酔 下 で 解剖 を 行 つ 
た 結果 , 次 の 所 見 を 得 た 。 
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1 ) 小腸 中 央 部 の 位置 で , 腸 間 膜 附 着 部 に 大 豆 大 の 黒 
褐色 の 出血 壊死 巣 を 認め た が , 虫 体 な ど は 見 られ な か つ 
た 。 2 ) 腸 内 に は 小腸 も 大 腸 も と も に , 食 塊 や 虫 体 な ど 
は 全く 認め られ ず , 僅か に 直腸 下部 に 間 塊 の 少量 を 認め 
た 。 3 ) 肝 の 下 葉 表面 に モザ イク 様 所 見 を 数 カ所 に 認め 
た が , と れ は 幼虫 が 肝 内 に 侵入 後 与 えた 障害 の 痕 と 思わ 
れる 。 4) 気管 , 食道 , 肺 , 心 , 不 , 歪 , 腸 間 膜 . 腹 
膜 , 腹壁 , 横隔膜 , 胸膜 . 胸壁 。 筋肉. お よび 皮 下 組織 
な ど 諸 臓器 に は , 全く 著 変 を 認め な か つた 。 5) 骨 壁 の 
大 比 側 噴 門 部 に 母 指 頭 大 の 腫 約 一 ヶ を 発見 , この 腫 冶 内 
に 本 虫 の 成虫 9 ケ ( 雄 3, 雌 6 ) を 見 出し た 。 6 ) 直腸 内 
の 芝 塊 を 集 卵 法 ( 沈 激 法 ) に より 採取 , 鏡 検 する に , 有 
球 顕 口 虫 の 末 受 精 卵 や 受精 卵 を 多数 認め た 。 7 ) と の 成 
下 の 計 測 を 行う に , 雄 3 匹 の 平均 値 は , 体 幅 1.5 下 メ 体 
長 18 咽 。 雌 6 匹 の 平均 値 は 2.3mmX24m で あつ た 。 8) 
キツ ネ の 体外 部 に 多数 寄生 し て いた ノ ミ は , 検査 の 結果 
イヌ ノミ と 判明 し た 。 

これ ら の 成績 か ら キ ツネ も ネコ や イヌ と 同様 に , 有 ! 
口 中 の 完全 な る 終 宿主 と な り 得 る こと を 実験 的 に 確定 
する と と が で きた の で , 本 婁 口 虫 の 新しい 終 宿主 と し て 
追加 する 次 第 で ある 。 

な お , 引続き キツ ネ に 対す る 有 球 上 吾 口 虫 の 自然 感染 の 
有無 に つい て も 研究 中 で ある 。 


122. 日 本 に な ける 顎 口 是 の 分 布 


宮崎 一 度 ・ 大 観 正 満 ・ 北 村長 彦 ・ 小 宮 義 孝 
・ 森 下 医 ・ 長 花 操 ・ 山 口 富雄 
塚本 赴 夫 ・ 岡 部 浩 洋 ・ 岡 村 一 郎 
北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 


Geographical distribution of Gnathostoma 
in Japan 
Ichiro Mixazaki, Masamitsu Otsuru. 
Kanehiko Kitamura, Yoshitaka Komiya, 
Tetsuo Morishita, Kaoru Morishita , 
Misao Nagahana, Tomio Yamaguchi, 
Takeo Tsukamoto, Koyo Okabe, 
Ichiro Okarmmura, Seiichi Ki*amura, 
” Daisuke Katamine 


昭和 30 年 6 月 に , 六部 省 科 学研 究 費 に よる 福 口 虫 研究 


班 が 結成 され , 各地 の 同好 者 が 協力 し て 研究 を 進め る こ 
と に な つた 。 (た だ し 実際 に 研究 費 が 配分 され た の は 10 


(122 ) 
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月 。) 班 全体 と し て の 共同 研究 の 1 つ は , 「 日 本 に お け 
る 分 布 調査 ]」 で あつ て , 斑 員 手 わ けし て , 各地 を 調べ , 
予定 の 3 年 間 に , で きる だ け く わし い 人 分布 図 を 作製 し ょ 
うと いう の で ある 。 と と に の べ る の は , 第 1 年 度 の 成績 
で , 昭和 31 年 2 月 末 ま で の も の で ある 。 

1 ) 有 束 名 口 躍 : その 地 で 感染 し た と と の 確実 な 串 
者 を みとめ た 新 し い 府県 は , 長崎 , 大 阪 , 和歌 山 , 滋 
賀 , 岐阜 , 愛知 , 千葉 , 栃木 の 8 つ , これ 既知 の 11 都 
府県 を 加え る と , 計 19 に な る 。 新しい も の の 中 で , 患者 
の 比較 的 多い の は 長崎 , 大 阪 , 岐阜 , 愛知 な ど で あ る 。 
虫 体 の 証明 に は , 主として 雷魚 と ゴイ サギ を し ら べ て い 
る が , 雷魚 か ら 新しく 幼虫 を みつ けた の は 長崎 ( 602 中 
104) と 愛知 Y6 中 1) の 2 県 , 新しく ゴイ サギ か ら み 
つけ た の は 長崎 (2 中 1) と 新潟 (82 中 1 ) の 32 県 で , 
愛知 県 では, すでに 46 中 7 羽 に 証明 され て いた 。 以 上 の 
成績 か ら み て , 患者 も 発生 し , 雷魚 に 幼虫 も 証明 され , 
し た が つて 分 布 の 確実 な の は 長崎 , 愛知 の 両 県 で あつ 
て , 新潟 県 は まだ 確実 と は いえ な い 。 な お 長崎 県 で は , 
ハゼ クチ が し ば し ば 生食 され , これから 感染 し た と 思わ 
れる 患者 も 発生 , さら に 72 尾 を し ら べ て 1 尾 に 幼虫 を み 
つけ て いる の で , と の 魚 は 新しい 感染 源 と し て , 相当 重 
視 す べき も の と 思わ れる 。 雷魚 を し ら べ た が , まだ 婦 昌 
が みつ か ら な い 府 県 は 宮城 。 新潟 , 群馬 , 埼玉 , 茨城 , 
千葉 , 岐阜 , 三重 , 京都 , 淡路 島 , 岡山 , 鳥取 , 島根 , 
徳島 , 高知 , 大 分 , 宮崎 , 鹿児島 な ど で あ る 。 雷魚 の 種 
類 は 大 部 分 カス ムル チイ で ある が , 京都 と 岡山 に は ライ ヒ 
イ ゃ 混在 し て お り , 淡路 島 の は 全部 ライ ヒ イ で あつ た 。 
な お , と の 種類 が 兵庫 と 大 阪 に いる と と は , すでに 報告 
ずみ で ある 。 

2 ) ドロ レス 魚 口 虫 : 主として イノ シシ を 調べ て い 
る が , 新しい 分 布 県 は 長崎 (22 中 10) , 島根 (21 中 3) 
鳥取 て 5 中 1) の 8 県 で あつ た 。 な お , 高知 県 の サン シ 
ヨウ ウオ 925 中.3 に 幼虫 を みつ けた が , 九州 以外 で は 最初 
の 知見 で ある 。 

$ ) 日 本 顕 口 忠 : イタ チ を し ら べ て いる が , 新しい 
分 布 県 は 鳥取 (27 中 1 ) と 岡山 (18 中 7 ) で あつ た 。 
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123. ラン ッ ン 杏 了 仔 の 豚 体 内 
移行 速度 に つい て 
農業 技術 研究 所 
大 塩 行夫 


Studies on the migration speed of 
S/Z の 2g7/ の 2 の eS 724SO227 14rVaG 1n Dig 
Yukio Oshio 


生後 5 一 6 日 の 仔 豚 は ラン ソン 相 虫 SZyogy/ozges 
7225 の 72 の 貝 卵 を 排 江 する 。 双 仔 豚 に 経口 或 は 経 皮 感 
トン Soufse 
加 す る が , 感染 後 の 体内 移行 速度 を 更に 明らか に する た 
め フ ィ ラ リヤ 弄 仔 虫 (感染 仔 虫 ) に ラヂオ アイ ソン トー プ 
Pi で 標識 を つけ て 感染 させ た 。 

仔 昌 は P*? の 放射 能 の 量 が 強い と 死ん で し まう の で 約 
10,.000 匹 の 仔 虫 に 対し 2 。c 以 下 の PO, 溶液 中 で P 
を 摂取 させ た 。 仔 虫 に P% を 摂取 させ る 方 法 は , 仔 豚 の 
糞便 を 濾紙 培養 法 に よ つ て 30'C, 48 時 間 培 養 し て 発育 し 
た フィ ラリ ヤ 型 仔 虫 の 培養 水 に 0.1N NaOH で 中 和 し 
た PO,。 浴 液 を 加え 30'C, 72 時 間 放置 し , その 後 遠 沈 
に より 虫 体 と 液 と を 分 離し 。 虫 体 は 更に 生理 的 食塩 水 で 
約 回 洗 敬 する と 虫 体内 に は 約 1822 の P** を 摂取 し て い 


と の よう に し て 得 た 仔 虫 を 用 いて 豚 に 経 皮 感 染 を 行う 
と 感染 後 4 日 で 小腸 に 達する が 発育 途上 の 幼虫 期 の も ゃ の 
が か な り 存 在 し て いた 。 感 染 後 5 日 に な る と 総 べ て 成虫 
と な り 幼 東 は いな か つた 。 即ち ラン ソン 相 虫 の 豚 体内 移 
行 速度 は 。 感染 後 4 日 て 小腸 に 到達 する カ 成虫 と な り 排 
卵 す る まで に 至る に は 5 日 を 要する の で は な いか と 思わ 
れる 結果 を 得 た 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

生音 と 放射 能 を 保持 し て 居る こと は 興味 
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124. 豚 虫 症 に 関す る 研究 (1) 


日 本 獣医 科大 学 
磯田 政 恵 ・ 加 藤 奏 次 


672s7zoxgy/zs e/ozgg7zS の 中 間 宿主 及び 
肺 昌 症 の 間 延 に つい て 


Studies on swine lung worm disease. 
On the intermediate host of 67Zs7 ヶ ozgy/zzs 
@7 の gg7zS and spreading of its disease. 
Masae Isoda, Takezi Kato 


豚 肺 虫 定 は 我が国 の 豚 に は 極め て 広範 囲 に 墓 延 し , そ 
の 投 害 は か な り 高 度 で ある 。 と くに 子 豚 の 発育 不良 や 第 
死 の 主要 な 原因 と な つて いる 場合 が 少く ない 。 最 近 養 豚 
業 が 盛ん に な つて きた が , 肺 虫 症 の 被害 は 養豚 地帯 に お 
いて は 展 々 集団 発生 が 認め られ て いる 。 

(1 ) 募 延 状況 

(8) 受 浦 必 場 に お ける 必殺 豚 で , 肺 虫 定 の た め に 肺 臓 
を 廃棄 する 豚 は 非常 に 多く , 昭和 29 年 度 に お いて は 総数 
262,572 頭 中 149,966 頭 , 57.5 多 の 多き に の ぼ つ てい 
る 。 〈D) 豚 の 生産 地 と し て 有名 な 群馬 県 吾妻 郡 下 に お い 
て は 次 の よう な 現状 と な つて いる 。 即ち と の 地方 は 数 年 
前 より 養豚 業 が 盛ん に な つた が , 昭和 28 年 頃 か ら 肺 和 症 
の 被害 が ひど く , 養豚 業 を 断念 する 者 が 多く な つて き 
た 。 と くに 種 豚 飼育 者 は 育成 子 豚 が 殆 ん ど 全 滅する ほど 
の 被害 を うけ て いる 所 も ある 。 ま た 東京 都 下 に お いて も 
被害 は 多く , 最近 三 座 市 の 国際 キリ スト 教 大 学 農場 に 於 
て は 26 頭 の 子 豚 が 集団 感染 の 被 書 を うけ て いる 。 

CH ) 中 間 宿 主 

我が国 に お ける 豚 肺 虫 の 中 間 宿 主 は 主として シマ ミミ 
ズ 万 ZsezzZ 7oe7792 で , 次 いで フト スジ ミミ ズ ア /eze- 
凍 が YSR 
ミズ は 90 以 上 が シマ ミミ ズ で フト スジ ミミ ズ は 極め て 
た A&CP Raget 
生 す る gs7zoxgy/zs e7oxgg が es の 和 被 論 幼 虫 の 数 は 多 
い 。 キ リス ト 教 大 学 農場 に お いて 採集 せる フト スジ ミミ 
ズ に は 一 匹 に 1,200 個 の 被 宴 幼虫 を 認め た 例 が ある 。 シ 
マミ ミズ で は 通常 100ー 500 個 が 普通 で ある 。 今日 まで 
東京 都 下 府 中 市 お よび 国際 キリ スト 教 大 学 お よび 群馬 県 
群馬 郡中 之 条 町 に お いて 豚 肺 虫 己 患 豚舎 周囲 か ら 採集 せ 
る ミミ ズ に は 例外 な く 夏 . e/oxgg7zs の 被 要 幼 虫 を 認め 
て いる 。 
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( 明 ) 中 間 宿 主体 内 に お け 
ミミ ズ 体 内 こ に お ける 7. eoxgg7zs の 寄生 は 食道 台 , 
骨 壁 , 腸管 壁 (前 部 ) お よび 心臓 内 で ある 。 消化 管 有 に 

お いて は 粘膜 固有 層 に 多く 寄生 し て いる 。 


125. 琉 球 八重 山地 方 の ハブ プロ ネ 
ー マ 症 の 疫学 に つい て 


東京 医科 歯科 大 学 医 動物 学 教室 
大 志 任 ・ 加 納 六 了 ・ 大 志 記 毅 ・ 小 林 準 三 
高 橋 登 
伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
佐藤 才 惹 ・ 林 滋 生 


Studies on habronemiasis of Yaeyama 
Islands, Ryukyu. 
Jin Otsuka, Rokuro Kano, Takeshi Oshirna, 
Junzo Kobayashi, Noboru Takahashi, 
Koii Sato, Shigeo Hayashi 


我々 は 米国 琉球 民政 府 並び に 琉球 政府 の 要請 に 依り , 
1954 年 及び 1955 年 に 各々 6 月 か ら 10 月 まで , 5 カ ヵ月 づつ 

琉球 八重 山 に 於 て , 馬 の 伝染 性 皮膚 及び 眼 疾患 の 調査 を 
行 つ た 。 そ の 結果 , 之 ら は ハブ ロ ネ ー マ 症 で あつ て , 此 
の 地方 に 存在 し て いる 3 種 の ハブ プロ ネー マ , 即ち 刀 g の - 
2 の 6 272SC の 6, . 76g の S7 の 6, 万 . 222C7 の 57 の 26 の う 

ち 前 2 者 が , 之 ら の 症状 を 起 し , 万 iczosZo2 は , 
之 ら の 症状 に 無関係 の 如く 思わ れ た 。 前 2 者 は 数 種 の 
イエ バエ に よ ょ つて 媒介 され , 者 は 。 サシ バエ に よ つ 
て の み 媒 介 き ほれ る と と が 判明 し た 。 即 ち 現地 で , 約 400 
頭 の 馬 を 調べ , その 症状 の 軽重 , 割合 , 感染 率 と 年 齢 及 
び 雌 雄 の 関係 , 馬 の 品 種 と 夫 患 率 の 関係 , 地域 別に よる 
堆 患 率 の 差 等 の 検討 を 行 つ た 。 双 傷 創部 を 反 季 し て 病原 
体 と 思わ れる ハブ ロ ネーー 仔 昌 を 検出 し , 之 の 媒介 者 た 
る 昌 類 の 調査 を 行 つ た 。 更 に イエ バ ェ の 効 虫 を 用 いて 。 
実験 室内 で 飼育 し た ハブ ロ ネ ー マ 感染 仔 虫 を 用 いて 健康 
馬 に 実験 的 に 皮膚 疾患 を 惹起 せ し め た 。 

双 重 症 栓 患 馬 を 層 殺 し , その 愚 部 及び 各 臓 器 の 病理 組 
織 学 的 検索 を も 行 つ た 。 


( 問 ) ( 志 大 医 ) 宮 崎 一 郎 
種類 は いく つ あ り ま すか ? 
( 答 ) 加 納 六 郎 


3 種 あ り ま す , 即ち 万 25zozeyz2 SC の e, 万 . 76g25- 
の 2 の, 万 . 227CZ の S7 の 6 で す 。 


( 問 ) (東京 農工 大 学 ) 久 米 清治 


る 47e7ozgg7zes 幼虫 の 分 布 
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. 万 . cz の 57 の 22 は 原因 に な ら ざ る や 

旦 PF 
況 の 相違 に よる や ? 

( 答 ) 加 納 六 郎 

沖縄 で は 互 . zosozzZ が 少 い と と ,。 之 の 媒介 

者 が サシ ベ バエ で 眼 や 傷 に 集 ら ちぬ と と , 更に 馬 の 傷 の 拉 肌 
に より 互 . czos/o@ の 仔 虫 を 発見 出来 な か つた と と 
か ら , 之 は 重要 な 原因 と は な ら ぬ と 考え ます 。 

2. 雑種 の 方 が 価額 る 高い の で , その 様 な 事 も 考え ら 
衝 雑種 は 比較 的 新しく 入 つ た と と も 関係 し て い 
る と 思わ れ ま す 。 


( 問 ) ( 予 研 ) 小 宮 義 却 

Habronema の 人 体感 染 な いし 迷 入 に 関す る 知見 は な 
か つた みか? 

( 答 ) 加 納 六 郎 


此 の 点 に 関し 特に 西表 島 で 調査 致し まし た と と ろ , ハ 
ブロ ネー マ 仔 虫 を 保有 し た 遇 が 盛ん に 子供 の 涙 や 湿疹 の 
浴 出 液 を な め に 集 つ て いる の が 見 られ , その 子供 は 結膜 
炎 を 起 し て し まい ま し た 。 し か し 馬 に 見 られ る 様 な 典型 
的 な グラ ヌス ローム を 作る 様 な 例 は 見 られ ませ ん で し た 。 


126. 鹿 見 島 に 於 ける 糸状 虫 症 の 
疫学 的 研究 (3) 
鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
阿 部 康 男 
鹿児島 大 学 医学 部 第 二 内 科 
米沢 藤 士 
鹿児島 県 立 大 島 病 院 
指宿 英 造 
Epidemiological study on filariasis in 
Kagoshirma prefecture. 

Yasuo Abe, Toshi Yonezawa Eizo Tbusuki 
鹿児島 県 離島 地区 の フィ ラリ ア 率 状 虫 症 の 疫学 的 研究 
の 一 端 と し て 日 本 最 南 端 の 与論 島 の 調査 を 行 つた 。 村 構 

成 の 3 地区 (与論 区 , 茶花 区 , 那 間 区 ) より 任意 抽出 に 
より 小字 部 落 を 指定 し 総計 877 名 に つい て の ミク ロフ 
ィ ラ リア 保 虫 者 並 に 具 症 者 (既往 及 現 症 ) の 調査 の 結 
果 , 保 虫 者 率 は 10 歳 台 よ り 50 歳 台 迄 の 問 に 高位 を 示し 平 
均 30.50% (与論 区 80.15, 茶花 区 28.81%, 那 間 区 
84.78) で 具 症 者 及び 健康 保 虫 者 に よ つ て 形成 され る 
堆 患 率 は 平均 56.482 (与論 区 55.28, 茶花 区 89.06 
多 , 了 間 区 61.5422) で ある 。 健康 保 虫 者 , 具 症 者 の 最 
低 年 齢 は 夫 れ 夫 れ 満 6 歳 に 見 られ て いる 。 
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具 症 者 の 有 症 部 位 は 『 く さ ふ る い ” , 汐 巴 腺腫 が 最高 
位 で 50 多 前 後 を 示し , 陰 坦 水 昨 が これ に 次 ぎ , 象 皮 病 , 
乳 ビ 尿 (血尿 を 含む ) は 10 多 以下 の 低 率 と な つて いる 。 
人 口 8292 名 (昭和 30 年 4 月 現在 ) の 与論 村 は 隆起 弄 黄 
礁 より 成 つ て いる が , 年 代 順に 3 層 よ りな り 与 論 区 に 水 
田 が 見 られ 那 間 区 は 一 部 に 低 湿地 を 見 る た め 伝 播 到 の 発 
生 箇 所 も 多く , 茶花 区 は 西方 に 向 つ て 斜面 を 形成 し て い 
る 為 め 比較 的 高 操 で ある 。 そ の た め 島 内 で の 山 族 発生 箇 
所 は 最も 少 い 。 と の 茶花 区 が 保 貝 者 率 並 に 尼 患 者 率 が 最 
低位 を 示し て いる 原因 と な つて いる も の と 考え られ る 。 
政 族 は 4 属 Y 種 が 調査 され た が , フィ ラリ プア 系 状 虫 の 伝 
播 者 と し て は アカ イエ カ , コガ タ ア カイ エ カ 。 シナ ハマ 
ダラ カ が 関与 し て いる も の と 思わ れる 。 表 族 の 活動 時 刻 
は 28 時 頃 よ り 初 まり 2 時 頃 で 終 鳩 する 1 山 性 で ある 。 
村民 は その 約 95 多 迄 が 農耕 を 営み , 家畜 と し て 和牛 942 
頭 , 馬 18 頭 , 豚 1857 頭 , 山羊 82 頭 が 飼育 され , 鶏 数 4750 
羽 を 保有 し て いる 。 住居 , 巡 舎 , 鶏舎 は 何れ も 草 募 屋根 
の 開放 性 で , その 位置 的 関係 る まち まち で ある が , 住居 
より 人 各 舎 の 距離 は 特に 県 内 陸 部 に 見 られ る 様 に 接近 し た 
も の は 少 い が , 表 族 に 対し て の Zoophylaxis の 現象 を 
思わ せる よう な 関係 は 見 られ な か つた 。 


127. 自衛 際 に 於 ける 系 災 虫 症 (2) 


長崎 陸上 自衛 際 
伊集院 武 文 


Survey of filariasis in Self-Defence Force( 2 ). 


Takefuni Ijuin 


我々 は 状 下 の 最近 に 於 ける 全国 の 其 婚 の 状況 及 未 記 
寺 の 浸 涯 地 の 発 見 件 さて レイ 種 の 存否 を 知ら ん と し て 
全国 の 自衛 隊 に 於 ける 素 状 四 検 索 を 実施 し つ ゝ ある が 今 
回 第 4 管区 駐 と ん 部 隊 に 於 ける 成績 を 一 括 し て 報告 


〆 


調査 成績 
検査 を 行 つ た の は 針 尾 , 都城 , 竹松 , 大 村 , 中 津 , 
根 , 小 月 , 山口 の 計 8 カ 駐 と ん 部 隊 総 員 11190 名 で その 
中 ME を 発見 し た の は 85 名 で その 率 は 0.8 タ に あたる 。 
部 隊 別 に は 全 駐 と ん 地 に 陽性 者 を 発見 し 特に 針 尾 5982 
名 中 51 名 0.9, 大 村 106 名 中 16 名 1.5% で 多く 小 月 5 
名 1.2 多 山口 5 名 0.4 多 竹松 4 名 都城 2 名 中 津 曽根 に 夫 
1 名 の 陽性 者 を 得 た 。 

年 齢 別に は 18 歳 より 27 歳 迄 が 多い 。 

役 検 者 の 出身 県 は 85 都 道府県 に 及ぶ が , 陽性 者 を 得 た 
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の は 九州 各 県 及 山 口 の 8 県 で 特に 鹿児島 1846 名 中 47 名 2 
.5 旬 が 最も 高く 長崎 1439 名 中 25 名 1.7 多 , 熊本 1478 名 中 
6 名 0.4 狐 , 佐賀 , 福岡 に 各 2 名 高崎 , 大 分, 山口 に 夫 
々 1 名 の ME 陽性 者 を 得 た 。 

福岡 の 2 名 は 若松 市 及 小倉 市 , 山口 県 の 1 名 は 宇部 市 
出身 で いづ れ も 20 年 在住 し て いる 。 佐賀 の 2 名 は 呼子 及 
田野 で ご いづれ も 長 崎 県 に 近い 附近 より 出 て いる 。 

市 郡 別 に は 郡部 出身 者 が 多く 0.9% を 示し て いる 。 
職業 別に は 農業 従事 者 3707 名 中 50 名 陽性 で 1.8% を 示 
し その 他 漁 業 林業 等 農 漁村 の 職業 に 多い 。 

以上 の 成績 か ら 見 て 鹿児島 , 長崎 , 熊本 の 三 県 に 最も 
多い が 他 の 九州 各 県 及 山口 に 濃厚 で は な い が 局 地 的 の 浸 
涯 が ある と と が 究 わ れる 。 


128. 自然 界 に 於 ける 物 是 寄 生 数 の 
季節 的 変動 より 見 た る 釣 是 の 毒 
命 に 関す る 一 考察 
大 阪 市 立 医科 大 学 小田 内 科 
野田 昇 ・ 島 居 達 生 ・ 松 本 峠 夫 ・ 頂 正 知 


Observation of the life span of dog hookwornr 
from the standpoint of their nummnerouS 
alteration conditioned by 
Se4Son21 variation. 

Noboru Noda, Tatsuo Torii, Tsuneo 


Matsumoto, Masatomo 民 usunoki 


釣 虫 自然 感染 犬 を 1 カ年 余 に 古 り 調 査 し , 季節 的 に 寄 
生 数 に 著 明 な 変動 の ある 事 を 認め 其 の 成績 より 犬 釣 昌 の 
寿命 に 就 て 推定 を 試み た 。 

大 阪 府下 より 集め た 野犬 に 就 て , その 十二指腸 空腸 湾 
曲 部 より 回 腸 終末 部 迄 の 腸管 を 切開 し , 48C の 温水 に 約 
10 分 間 浸 漬 し 釣 虫 の 遊離 を 計り 喧 着 残留 せる も の は 遂 1 
促 離 採集 し た 。 切 断 成虫 は 体 半 部 以上 の も の を 取り , そ 
れ 以 下 を 捨て , 且 肉 眼 で 認め 得 ぬ も の は 除外 し た 。 調査 
期間 は 昭和 80 年 2 月 上 旬 よ り 昭 和 31 年 3 月 下旬 迄 で 章 見 
頭数 は 1154 頭 , 1 回 45 よ り 8 頭 を 月 3 一 6 回 検索 し た 。 
各 時 期 の 釣 虫 数 は 1 頭 宛 の 平均 値 を と つた 。 

昭和 30 年 2, 3 月 に て は 3 月 上 旬 11.6 隻 を 認め た の み 
に て 他 の 8 例 は 10 隻 以下 で あつ た 。 然るに 4 月 に 入り 
2030 隻 に 増加 し , 以後 階段 的 に 増加 , 6 月 30 日 75.6 隻 
に 達し た 。 其 後略 々 階段 状 に 減少 し 12 月 に 4 例 共 20 隻 以 
下 と な り , 昭和 381 年 に 入り 1 月 16 日 20.1 隻 で あつ た の みみ . 
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に て 8 月 上 旬 迄 5 回 共 10 隻 以下 で あつ た 。 上 記 期 間 中 の 
各 旬 の 最高 及び 最低 気温 の 平均 値 の 変動 は 釣 虫 数 の 変化 
と 略 一 致し , 最高 気温 た 示し た 6, 7 月 に て 忠 体 数 も 最 
も 多 か つ た 。 各 旬 の 雨量 は 昭和 30 年 1 2, 12 月 及び 昭 
和 31 年 1 , 2 月 に は 非常 に 少く ,。 や は り 虫 体 数 の 増減 と 
略 々 一 致し た 。 

昭和 80 年 1, 2 月 中 で の 15*C を 越し た も の は 15.7 や と 


18.1'C の 2 回 で , 昭和 31 年 1 2 月 に て も 15.4C の 2 回 
の み に て , 残り 全部 15'C 以 下 に し て , と れ 以 下 の 温 度 に 
て は 仔 虫 の 発育 が 非常 に 悪く 且 完 熟 仔 虫 は 静止 状態 を 保 
つも の な る 故 , 此 の 期間 を 不感 染 期間 と 1 応 認 め た 場 
合 , 3 月 以後 4 て 5 カ月 に て 増加 し た 限 体 数 が それ 以後 
潤 減 する 事 は 死滅 し は じ め た 為 と 推定 され , 仔 虫 感染 後 
腸管 に て 発見 し 得る 迄 を 1 カ月 と し て も その 生命 が 6 カ 
月 位 で ある 事 を 思わ せる 。 

不感 染 期間 を 除い た 夫々 の 月 毎 , 1 隻 宛 感染 し た と 仮 
定 し て の 3, 6, 9 カ月 生命 の 曲線 は 3 カ月 以上 は 増減 
の 券 が 少 い 。 怒 任 意 の 数 を 入れ た 場合 も や は り 生 命 の 長 
い 程 差 は 少く な る 管 で ある 。 以 上 ょ り 犬 釣 虫 の 生命 は 半 
カ年 位 で ある 事 を 推定 し た 。 


129. 所 調 若 楽 症 の 一 流行 例 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
三谷 和合 
A case of epidemy of wakana-disease. 
Wago Mitani 


京都 市 内 北 区 に 於 て 1955 年 9 月 所 調 若 菜 症 を 呈し た 患 
者 9 例 を 経験 し た の で 報告 する 。 愚 者 は 4 家族 9 名 で 職 
業 は 西陣 織 工 及び その 家族 で ある 。 症状 は 急性 胃腸 症状 
それ に つぶ ゞ いて 起 る 咽喉 部 異常 感 及 び 頑 固 な 咳 蹴 発作 招 
血 等 で あり , 胸部 所 見 及び 血液 所 見 に 於 て 従来 の 若菜 症 
に 新た に 附 加 すべ き 所 見 は 認め られ な い 。 た で ゞ 12 例 に 誰 
て は 下腹 部 及び 下肢 に 尋 麻 疹 様 発疹 を 生じ 昼夜 と も 挿 送 
感 が つよ か つた 。 摂取 し た 若菜 は 自家 菜園 を ま 作 つて いる 
W 氏 が 近所 四 軒 に 与 えた 大 根 若 葉 (3 5 寸 の び た も 
の ) で あり 塩 モ ミ に よ ょ つて 食し て いる 。 な お 発症 当時 全 
例 に 於 て 釣 虫 卵 陰性 ご あり 若葉 症 の 前 病歴 な く 自覚 的 に 
釣 虫 に 感染 し た 経験 を も つて いな い 。 発症 後 釣 虫 卵 陽 性 
まで の 時 期 は 4669 日 (平均 58.5 日 ) で ある 。 駆虫 に よ 
つて ヅ ツ ビ ミニ 銘 虫 1 隻 て 14 隻 を 得 , アメ リカ 釣 虫 は 1 隻 も 
見 出さ な か つた 。 対症 療法 と し て エフ ェ ド リン , アドレ 
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ナリ ン は 咳 発作 に 対し て や ゝ 部 果 を 認め られ る の み に し 
て 他 の 鎮 咳 剤 は 全く 無効 で ある 。 な お 化学 療法 と し て 
1-diethylcarbamy1-4-methyl-piperazine citrate (スパ 
トニ ン ) を 1 日 量 0.5g 分 三 5 日 間 投与 を 4 例 に 於 て 行 
つた が 全く 無効 ご あつ た (但し 発症 後 20 日 以上 経過 し て 
いた ) 。 双 抗ヒスタミン剤 の 内 服 肥 び 注 射 も 試み た が 特 
に 著 効 を 星 し た と は 思わ れ な い 。 駆虫 は テト レン 球 4.5 
g 及 び 硫 苦 80 g 頓 用 投与 に よ つ て 全 例 2 回 行い 。 3 例 の 
み は 3 回 投与 ま を し た 。 後 検便 は 駆 点 約 1 カ月 後に 行 つ た 
が 全 例 と も 塗 抹 , 集 卵 法 に よ つ て 陰性 で ある 。 

以上 本 症例 の 経過 より 考え れ ば 若菜 症 は 必ず し も ツ ビ 
ニ 釣 虫 の 再 感染 又は 大 量感 染 に よ つ て 発症 し た と は 考え 
られ な い 。 本 症 の 本 態 及 び 治療 に 関し て は 更 た 検討 し て 


ゆき た いと 考え る 。 
130. 若 楽 症 の 自 駿 例 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
薄 正 毒 


Human experiments of Wakana-disease. 
(A disease caused by eating fresh 
young vegetable.) 

Masahisa Kaba 


T ) ツ ビ ニ 釣 息 経 口 感染 自 験 例 

昭和 30 年 12 月 25 日 ツゲ ビニ 釣 虫 (以下 A.d. と 略記 ) 仔 
虫 75 隻 を 経口 摂取 し , 所 調 若 菜 病 を 惹起 し た 。 即 ち 2 日 
目 よ ょ り 咳 蹴 , 咽喉 部 の 挿 洋 感 劇 し く , 約 2 カ 月 続い た 。 
下痢 , 中 吐 等 の 胃腸 症状 は 呼吸 器 症状 に 比 し 軽度 で あつ 
た 。 又 5 日 目 よ り 3 日間 発熱 が あつ た 。 実験 前 より 虫 卵 
陰性 を 続け た が , 実験 後 12 日 目 に 釣 虫 卵 の 出現 を 見 ( 昭 
和 30 年 11 月 頃 自己 の 自然 感染 と 推定 ) 駆虫 に より A.d. 
* 1 を 得 て その 後 の 虫 卵 は 陰性 で あつ た が , 55 日 目 に 釣 
息 卵 陽 転 し , A.d. * 3 $ 2 を 得 た 。 白 血球 数 は 9 日 目 
に 最高 10400 を 算 し , 約 1 ヵ月 で 実験 時 に 復帰 し た 。 好 
酸 球 は 9 日 目 よ り 上 昇 し は じ め , 2 週間 目 に 最高 (8 を 
示し , 2 カ月 後 商 14% で あつ た 。 赤血球 は 1 カ月 後 よ り 
軽度 の 減少 を 示し た 。 治療 と し て 種々 試み た が 効く , 
コー チ ゾ ン 1 日 100mg 内 服 に より 著 効 を みた 。 

I ) ツ ビ ニ 魚 虫 経 皮 感 染 自 験 例 

昭和 30 年 2 月 25 日 A.q. 仔 虫 20 隻 を 自体 前 腫 内 側 に 経 皮 
感染 し た 処 , 実験 後 2 日 目 より 咽喉 部 の 導 洋 感 。 咳 弧 , 
陣 声 を 来 し 約 2 週間 続い た 。 し か し 経口 感染 時 より 軽 度 
で あつ た 。 皮膚 炎 , 胃腸 症状 は な か つた 。 実験 当初 の 検 
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便 で は 経口 感染 に よる 釣 虫 卵 を 認め , 実験 後 7 日 目 に 駆 
東 し て A.d 8$ 2 を 得 た が , その 後 虫 卵 は 陰性 で あ 
る 。 白血球 は 2 日 目 に 最高 8200 と な り 約 1 週間 で 実験 時 
に 戻 つた 。 好 酸 球 は 全 病 日 を 通じ 16ー252% で あり , 赤 血 


球 は 実験 時 貧血 が あり , 1 カ月 後 で も 実験 時 と 差 は な 
l ) 結論 


以上 に より 自体 に A.d. が 感染 し て いる 時 二 回 目 の 同種 
感染 が 経口 的 に 行わ れる と 若菜 症 の 症状 を 起す 事 を 証明 
する も の で あり (第 一 回 自家 感染 例 ) , 同様 な 症状 は 経 
皮 感 染 の 場合 で も 起 る も る の で ある (第 2 回 経度 感染 例 ) 
が , 自体 に 予め 釣 虫 体 の な い 時 は 感染 し て も 自覚 的 に 症 
状 が 起 ら な い ( 昨 30 年 11 月 頃 推定 の 自己 の 自然 感染 例 ) 
事 を 示す も の で ある 。 

附 記 . 自家 実験 の 際 の 症状 が 第 1 (経口 ) と 第 2 ( 経 
皮 ) と 軽重 の ある の は 感染 経路 の 差 に よる も の か , 摂取 
仔 虫 の 数 (第 1 は 75 隻 , 第 2 は 20 隻 ) の 多少 に よる も の 
か 不明 で ある 。 第 2 回 の 経 皮 感 染 の 便 内 陽 転 は 目下 検討 
中 で ある 。 


131. 宮城 双 一 由 村 に 於 ける 釣 下 
の 疫学 的 調査 と その 考察 (2) 
釣 虫 卵 保有 者 と その 臨床 症状 


予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
葵 木 7 司 
宮城 県 衛生 研究 所 
青木 大 輔 ・ 白 取 半 彦 


Epidemiological studies on hookworms in 

2 village of Miyagi Prefecture (2). 

Clinical symptoms on the hookworm carrierS. 
Noriji Suzuki 

Daisuke Aoki, Takehiko Shiratori 
宮城 県 南部 の 一 農村 に 於 いて , 釣 虫 保有 者 に 対し て 血 
液 検査 を 主 と す る 健康 調査 を 駆虫 前 後に 行い , 駆虫 の 効 
果 と 双 症 状 と 排 虫 数 と の 関係 を 考察 し た , 即ち , 釣 息 保 
有 者 を アメ リカ 釣 刺 単独 , ツ ビ ニ 釣 息 単 独 及 び 両 種 混 合 
寄生 の 三 群 に わけ , 血色 素 量 , 赤血球 数 , 好 酸 球 数 を 各 
虫 種別 に 排 虫 卵 と 共に 調べ た が , 両者 の 間 に は 特に 関係 
を 認め る と と は 出来 な か つた 。 然 し, 駆虫 前 後 ご は , こ 
れ ら は 著 明 な 変化 が 認め られ , 血色 素 量 で は 平均 約 20 
増加 し , 赤血球 雪 で は 約 100 万 増加 し , 好 酸 球 数 で は 駆 
昌 前 に 好 酸 球 有 % の 5 以内 の も の が 全体 の 4522 で あつ た 
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の に 駆虫 後 で は 982 と その 大 半 が 正常 に 戻 つ て お り , 駆 
虫 に よる 効果 を 明か に 示 し た 。 

次 に , ツ ビ = 釣 虫 を アメ リカ 釣 虫 に 換算 (NA : AD 
5 : 1) し て , 排 虫 数 より , 5 隻 以内 , 30 隻 以 内 及 
び 31 隻 以上 の 三 群 に わけ , それ ぞ れ の 群 に 於 いて , 自 。 
他 覚 症状 を 調査 し た 。 虫 数 の 増加 こよ ょ り , 差 を 認め られ 
た も の は 自覚 症状 で は 供 怠 感 が 5 隻 以下 と それ 以上 を 保 
有 し て いる 群 と の 間 で , 又 他 覚 症状 で は 肝 腫 が 80 隻 以下 
と それ 以上 保有 し て いる 群 と の 間 に 認 め ら れ た 。 他 の 循 
環 , 消化 , 神経 , 呼吸 , 栄養 な どの 自覚 症状 , 舌苔 。 心 
音 暴 常 , 浮腫 。 圧痛 , デル モグ ラフ ィ ー, 爪 甲 , 異 味 症 
な どの 他 覚 症状 で は 虫 数 に よる 差 は な か つた 。 

次 に これ ら 所 見 を 駆虫 前 後に 於 いて 比較 し た と と ろ 。 
自覚 症状 で は 全体 と し て 各所 見 と も 有意 に 減少 し て 駆 
効果 の あつ た と と を 示し た が , 消化 , 神経 , 供 怠 感 は 排 
虫 数 に よる 5 隻 以内 , 30 隻 以内 , 及び それ 以上 保有 の 各 
群 共 に 駆 昌 前 後 で 減少 し , 特に 著 明 な 部 果 を 示し , 駆虫 
寄生 に ょ る 影響 を 推定 せしめ る 。 又 他 覚 症状 で は , , 舌 
昔 , 心音 暴 常 。 爪 申 な ど が 有意 に 減少 し て お り , 特に 舌 
昔 で は 各 保 有 和 群 共 減少 し て いる 。 

と の よ ょ うと 医師 の 診断 を 求め な い 軽 感染 者 に お いて も 
実際 に は 釣 虫 寄生 に よる 障 則 の ある と と が 認め られ る 。 

次 に , 虫 か ぶ ふれ, と や し 負け に な つた も の を 保有 邊 数 
に より 調 査 し た が , 31 隻 以上 寄生 し て いる 群 で は それ 以 
下 を 保有 し て いる 群 よ りこ れ ら 症状 が 有意 に 多く , 釣 虫 
の 経 皮 感染 と 関係 が ある も の ゝ 如き で ある 。 又 , と れ ら 
土 か ふれ, と や し 負け に な つた と 推定 せる 場 穫 と し て 6 
月 の 雨 上 り の 大 根 畠 が 圧倒 的 に 多い と と は , と の 地方 に 
お ける 感染 の 主たる 場 処 と 考え られ る 。 


132. 物 是 感染 時 に 於 ける 血 藤 蛋白 像 


鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 
石原 国 ・ 森 納 


Plasma protein in hookworrmn infection. 
氏 Kuni Isihara, Osamu Mori 


1 ) 健康 成人 18 例 , 釣 虫 症 患 者 19 例 , 若菜 病 患 者 57 例 
の 血 給 蛋白 像 を 比較 する と , 血 茜 総 息 白 量 は 各 平 均 8.21 
g 則 , 7.23g 個 , 7.83 g 人 凪 で 釣 虫 症 , 若菜 病 に 少く , Al 
量 は 5.26 g 人 名, 3.83g 個 , 4.16 g 個 で 釣 虫 症 , 若菜 病 
は 著しく 少 い 。w, /G-G1 量 は 釣 虫 症 , 若菜 病 に 策 増 量 
する 傾向 を 示す 。 7 -G1 量 は 健康 成人 1.19 g 人 岬 。 釣 虫 症 
1.88 g 人 箇 。 若菜 病 は 1.54 g 個 で 後者 程 増 時 し て いる 。 る 











228 


降 は 0.57, 0.67, 0.70 g 回 で 釣 虫 症 , 若菜 病 に 増量 し て 
いる 。 

2 ) 500 隻 の 釣 仔 虫 感染 犬 10 頭 の 血 上 蛋 白 像 は , 平均 
Al 量 の 減少 と , Y-G1l 量 の 増量 , 及び め 降 増大 が 認め 
られ た 。 

3 ) 500 隻 の ツ ビ ニ = 釣 仔 虫 感染 家 兎 で は 総 息 白 量 , Al 
量 は 著 変 な く , 7-G1 量 の 著 明 な 増量 と ぁ 峰 の 平均 増大 
が 認め られ た 。 仔 虫 飼育 液 感 作家 兎 で は 総 息 白 量 , Al 
量 低下 , % 蜂 増大 が 認め られ た 。 

4 ) ツジ ビ ニ 多 成 虫 乳 剤 煮沸 上 清 液 , 同 精 質 分 社 液 , 属 
自分 玉 液 で 家 兎 を 感 作 す る と, 総 算 白 量 , Al 量 は 減少 
する も の が 策 多 い が 著 差 な く , @, -G1 量 も 一 定 の 傾 
向 は 認め な い 。 7 -G1 量 は いずれ も 明らか な 増量 を 認め 
た 。% 降 は 一 定 の 傾向 な く , 著 差 を 認め な い 。 

5 ) 前 記 感 作家 和束 に 同一 感 作 抗原 を 再 注射 する と 7- 
GI 量 は 一 時 減量 する が , 後 増量 する 。 

6 ) 釣 虫 症 患 者 血清 , 感 作 家 兎 血清 を 仔 虫 或 は 成虫 分 
入 液 で 吸収 試験 を 行う と , Y-G1 量 の 一 部 が 吸収 され 
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7 ) 感 作家 兎 血 壌 7-G1 量 と 沈降 反応 抗体 価 と は 策 平 
行 す る が , 感 作 赤血球 凝集 反応 凝集 価 と は 平行 し な か つ 
た 。 

8 ) 釣 虫 症 , 若菜 病 患 者 , 仔 虫 感染 乃至 感 作 動物 の 血 
中 好 酸 球 と 7-G1 量 と は 相関 性 は な い 。 

9 ) 若菜 病 , 釣 虫 症 の 赤血球 数 , 或 は Hb 量 と め 量 と 
は 策 逆 相関 人 性 を 認め た が , ツ -G1 量 と の 間 に は いづ れ の 
相関 人 性 も 認め が た い 。 多 息 感染 症 の 総和 蛋白 量 の 低下 は 著 
し い Al 量 の 低下 に 起因 し , 東 体 寄 生 に よる 吸血 , 出血 
更に 蛋白 吸収 障 如 に よる も の と 思わ れる 。 釣 下 感 染 時 の 
7 -G1 量 の 増量 は , 釣 虫 に 対す る 抗体 増量 が 関係 する 。 

133. 多 虫 症 の 血清 看 白 に 及ぼ す 
治療 の 影響 に 就 て 
群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

馬場 繁治 ・ 永 田 蒸 治 ・ 相 沢 利 一 ・ 沢 田 利 頁 

Effect of the anthelmintic admministration 

on the serum proteins in hookworm 
anemia by paper-electrophoresiS。 
Shigeomi Baba, 氏 yoji Nagata, 
Riichi Aizawa, Toshisada Sawada 


20 例 の 合併 定 な き 釣 虫 症 患 者 に つき 駆虫 剤 ( 四 塩 化 エ 
チレ ン , 新 ネ マト ー ル ) 投与 前 後に 於 ける 血清 慣 白 像 を 
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濾紙 電気 泳動 法 に より 欠 察 し , 之 と 血液 像 並 に 尿 ウ ロビ 
リン 値 と を 比較 検討 し て 次 の 結果 を 得 た 。 

駆虫 前 

血清 総 邊 白 量 , albumin 及び 7-globulin は 一 般 に 減 
少 を 示し , ge-globulin は albumin の 減少 に 反比例 し て 
増加 し , 低 albumin 血 症 に 対す る gc-globulin の 代償 
的 増加 を 示し , 多 Z-globulin の 著しい 増量 を 認め た 。 
血液 像 は 低 血 色素 性 招 血 及び 好 酸 球 の 増加 を 主 徴 と し 
委 血 の 程度 と albumin 及 8-globnlin 値 の 間 に は 必 し 
ゃ 併行 関係 が 認め られ ず 尿 ウロ ビリ ン 値 に よ つ て も 明か 
な る 如く 失血 以外 の 下 体 毒素 に よる 肝 障 可 の 存在 が 明か 
に 考え られ た 。 

駆虫 後 

治療 化 総 邊 白 量 は 速 に 回 復 , 各 和 蛋白 分 層 も 次 正常 域 
に 近接 する が 8 偽 層 の 回 復 が 最も 遅れ て いた 。 四 塩化 = 
チレ ン 投与 後 却 つ て albumin の 減少 。 8-globulin の 
増大 , 尿 ウ ロビ リン 値 の 増量 が 認め られ た 例 が ある が 
は 何れ も 四 塩 化 テ エチ レン に よる 一 過 性 の 肝 機 能 障 得 に よ 
る も の と 考え られ る 。 

鉄剤 投与 を 伴わ な い 本 治療 例 で は 血液 像 は 好 酸 球 の 束 
な 減少 が 認め られ た に も か ゝ わら ず , 赤血球 数 , 及 Hb 
値 の 正常 化 は 極め て 遅く , globulin を 除く 血清 蛋白 分 
肩 の 回 復 が 血液 像 の 寛解 より 先行 する 事 が わか つた 。 


134. 多 晶 症 の 研究 , 貧血 度 の 分 布 
エエ オ ヂ デフ フイ リー に 各 て 


横浜 市 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
松崎 義 周 ・ 丸 田 喜 造 ・ 中 条 惨 基 ・ 富 士 田 猛 
三原 証 太 度 ・ 渡 辺 弘 夫 ・ 村 田 隆 ・ 山 崎 俊 幸 
猿田 栄助 ・ 吉 仲 武 仁 ・ 栗 本 安 基 ・ 武 川藤 吉 認 
魚沼 病院 
高橋 正文 
格 田 病院 
年 谷 眞 
Studies on anemia and eosinophilia of 
hookworm disease. 
K. Maruta et al. 


昭和 25 年 以降 6 年 間 に り 検便 し た 釣 由 陽性 の 成人 , 
学童 約 1500 名 の 血液 検査 を 実施 し 損 血 の 分 布 , エ オ ジノ 
フィ リー を 考察 し た 。 好 酸 球 の 算定 は ギ ム ザ 染色 沙 抹 標 
本 に 依り 実施 し , 種類 別 は 培養 に より 行 つた 。 

種類 別 し 得 な か つた も の を 加え て 総合 し 全 釣 虫 と し 

















昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


た 。 
対象 は 自覚 症状 の 比較 的 少 い 者 が 多く , 平時 業務 に 従 
事 し て 居る 者 で , 児童 は 農家 の も の が 大 部 分 で ある 。 
赤血球 数 (1248 例 ): 成人 男子 で は A 種 は 400 450 
万 , N 種 は 450~ 500 万 の 者 多く , 400 万 以下 の 者 は A 
く ,。 全 釣 虫 で は 8362 で あつ た 。 
女子 は A, NN 種 共 350~ 400 万 多く , 全 釣 虫 の 400 万 
以下 は 68% で 男子 に 比 し 多 か つ た 。 
学童 で は 400 万 以下 は 成人 に 比 し 少く 貧血 者 は 少 か つ 
た 。 
血色 素 量 (1455 例 ) 成人 男子 で は A, N 種 共 90~ 
100% の 者 多く , 702 以 下 は A 種 に 多く , 全 釣 虫 で は 17 
%% で あつ た 。 
女子 で は 両 種 に 大 差 な く , 全 釣 虫 で は 70<80% の 者 多 
リッ で あつ た 。 
童 は A, N 種 共 80 こ 90 の 者 多く , 70% 以 下 は 4 種 
あみ 全 釣 豆 で は 1122 で 成人 に 比 し 貧血 者 は 少 か つ 
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色素 係数 (1045 例 ) : 成人 男子 で は 0.9~ 1.1 の 者 
多く , 女子 で は 0.9~ 1.1 に 次 で 0.8~ 0.9 の 者 多く , 
児童 で は 0.8~ 1.1 の 者 が 多 か つ た 。 

1.0 以 下 の 低 色素 性 の 者 は A 種 50 多 , N 種 48 で あつ 
た 。 

好 酸 球 数 ( 567 例 ) : 好 酸 球 6 1522% の 者 は A 種 55 
名 , N 種 37, 6 以 上 は YO0, 47 多 で A 種 に 多 か つ 
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3 て 5 多 と 3 多 以 下 は 共に N 種 に 多 か つ た 。 学 竜 で は 
6 ~15% は A 種 562, N 種 65 多 , 6 狗 以上 87 狐 , 68 多 で 
学童 で も A 種 に 増 多 症 の 者 多く , 8 5 狗 と 3 多 以 下 は 
N 種 に 多く 認め られ た 。 


135. ゲ ビ = 多 量 症 に 於 ける 
痛 化 問 症 基 
横浜 市 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
山 崎 俊幸 


On the gastro-enteric symptoms of 
hookworm disease. 


Toshiyuki Yamazaki 


従来 錠 血 が 釣 虫 症 の 主要 症状 で ある と され て いた が 現 
在 病院 を 訪れ る 釣 虫 症 を 観察 する に 著 明 な 遥 血 の ある 例 
は 割合 少く , 寧ろ 消化 器 症状 を 呈す る 者 が 比較 的 多い 様 
に 思わ れる の で ツ 釣 虫 症 患 者 109 例 を 選ん で 考察 を 進め 
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次 の 如き 結果 を 得 た の で 報告 する 。 

109 例 の ツ 釣 虫 症 の 自覚 症状 を 見 る と , 疲労 供 怠 感 52 例 
(4822) 消化 器 症状 51 例 (472) , 循環 器 症 状 49 例 (45 
) , 神経 症状 28 例 (26 め ) , 無自覚 症 18 例 (12%) で 
消化 器 , 循環 器 症状 , 疲労 供 怠 感 が 略 同数 ご ある 。 更に 
消化 器 症状 の 内 訳 は 腹痛 30 (28%) , 腹部 異常 感 10, 食 
人 下痢 , 叶 中 63, 明 気 2 で あつ た 。 

に 外来 患者 385 例 を 疾患 別に 分 け て 其 の 釣 虫 寄生 素 
Se と 和 貧 血 症 3/11 (27 め ) , 六 労 義 痛 性 疾 串 
11/48 (262%) , 消化 器 疾患 22/105 (28) , 循環 器 疾 
患 3/20 (15%%), 肺結核 症 4/46 ( 9 2), 呼吸 器 疾 患 5/68 
CY%), その 他 疾 患 4/87 C11%) で 合計 54/835 (16.1 
2%) で あつ た 。 即 ち 委 血 症 , 疲労 痛 痛 性 疾患 。 消化 器 疾 
患 え 者 の 釣 息 卵 保有 率 は 他 疾 患 々 者 より 高く ,。 これ ら の 
疾病 の 発現 に 釣 虫 が 何等 か の 影響 を 与え て いる 事 が 推定 
され る 。 

次 に ツ 釣 虫 症 患 者 81 例 に つい て 腹部 圧痛 点 の 有無 を 検 
査 し た が 43 例 (53.1 多 ) が 陽性 で あつ た 。 圧痛 部 位 は A 
一 心 穴 部 , B 一 肝胆 裏 部 , C 一 有 部 , D 一 心 部 肝 中 間 
部 , 豆 一 右 季 助 部 , F 一 左 地 助 部 , G 一 肝 周 囲 , 廿 一 右 
下腹 部 。 エー 下腹 部 中 央 , ゴー 左下 腹部 と する と , 16 
例 , D15 例 , A12 例 , B, C, G 各 7 例 で 他 部 は 少な か 
つた だ 。 

叉 腹部 圧痛 点 の ある 慢性 消化 器 病 患 者 の 釣 息 卵 保 有 素 
を 検討 し た が , A11/17(65), B7/27 (26), C7/10 
(Y0) , D 16/31 (52%), E15/21 (7122) , F9/10 
(60%), G7/15 (47 多 ) で あつ た 。 

ダ タツ 釣 虫 症 27 例 34 圧 痛 部 に 就 い て 駆虫 後 の 影響 を 
aaaeoae テ テー 
(89%%) が 消失 し た が , 不 完全 駆虫 9 例 で は 4 週 後 2 例 
(22 多 ) , 8 週 後 3 例 (88 多 ) が 消失 し た の み で あつ 
た 。 と れ を 部 位 別 に 見 る と A, D, 世 部 位 は その 70 て 80 
が 消失 する に 対し B, C 部 は 4050 多 の 消失 に 止ま つ 
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以上 の 結果 か ら 釣 由 寄 生 に ょ り 消 化 器 症状 の 発現 を 来 
た す 事 は 比較 的 多く , 貧血 軽度 の ツ 釣 虫 症 で は 消化 器 症 
状 が その 主要 症状 の 一 で あり , 又 右 上 腹部 の 2 3 の 部 
位 (A, D, E) に 圧痛 点 を 認め 且 駆 虫 後 消失 する 事 よ 
り 推し て , 釣 虫 寄生 者 の 診断 の 紙 と し て , これ ら の 点 を 
臨床 上 有意 の も の と 考え る 。 











136. 釣 是 症 の 皮 内 反 鷹 に 就 て 
(protein ) 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
相沢 利 一 ・ 新 井 恭 子 


Diagnosis of ancylostomiasis by intradermal 
reaction (Protein )。 
Toshikazu Aizawa, 氏 yoko Arai 


硫酸 アン モニ ウム を も つて , 三種 に 分 太 し た 犬 釣 虫 の 
最後 の 入 分 Protein 目 を 釣 虫 保有 者 の 前 腫 皮 内 に 注入 
し て 好い 成績 を 得 た 。 尚 三種 の Protein に つい て 比較 
検討 し た 。 


137. 釣 下 体 原 で 移 肌 せる 家 束 血 
清 と 該 抗原 と の 沈降 反 鷹 に 就 て 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 凍 雄 ・ 水 野 哲 夫 ・ 片 桐 優 


On the precipitation of rabitt's serumm, 
imrnunized by hookworm antigenS. 
Rikio Yamagizawa, Tetsuo Mizuno, 

Masaru Katagiri 


稚 来 プ ビニ 釣 診 と アメ リカ 釣 虫 と の 差異 が 種々 検討 さ 
れ て いる が , 我々 は と の 両 種 が 血清 学 的 に 差異 あり や 否 
や を 検討 する 為 , 沈降 反応 術 式 に ょ り 実 験 を 試み た 。 抗 
原液 は ジグ ビ = ニ , アメ リカ 釣 息 雌雄 混合 液 (生理 的 食塩 水 
1 cc 中 に 10 隻 の 割 に 作製 , $ 対 の 比 は 1 : 1 と し た ) 
と 雌雄 別 抗原 液 (生理 的 食塩 水 1 cc 中 100 隻 の 割 に 作 
製 せ る も の を アメ リカ 3$ 釣 虫 を 基準 と し て 1cc 中 50 隻 
を 含む が 如く 重量 比 補正 し た ) と を 作製 使用 し た 。 抗 血 
清 は 上 記 抗 原液 を 免疫 前 血清 に 於 ける 沈降 反応 成績 (一 
検便 成績 (一 ) ( 塗 抹 3 枚 値 (一 ) 集 卵 法 3 本 値 (一 ) 
の 体重 2.5kg 以 上 の 健康 な 雄 家 兎 に 隔 日  ~12 回 注射 し 
て 得 た も の を 使用 し た 。 実験 方 法 は 重層 法 に よ つ て 行 つ 
た 。 ア メリ カ 釣 下 雌 雄 混合 抗原 液 で 免疫 せる 家 兎 血清 に 
アメ リカ 抗原 を 重層 せしめ た 場合 は 沈降 素 価 8 倍 , 沈降 
素 量 16 倍 を 示し た 。 該 血清 に ツ ビ = 抗原 を 重層 せる 場合 
は 沈降 素 価 2 倍 , 沈降 素 量 4 倍 を 示し た 。 該 血清 を ツ ビ 
= 抗原 で 吸収 後 (吸収 比 1 : 1) アメ リカ 抗原 を 重層 せ 
し 場合 は 沈降 素 価 4 倍 , 沈降 素 量 8 何 を 示し , ツ ビ = 
抗原 を 重層 せ し 場合 は (一 ) で あつ た 。 ア メリ カ 抗 原 で 
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吸収 後 (吸収 比 1 : 2) 両 拡 原 を 重層 せ し 場合 は 共に 
(一 ) で あつ た 。 ア メリ カマ 抗原 で 免 商 せる 家 兎 血清 に 
アメ リカ \ 抗 原 を 重層 せ し 場 合 は 沈降 素 価 32 倍 , 沈降 素 
量 8 倍 を 示し , ツ ビ = 抗原 を 重層 せ し 場 合 は 沈降 素 価 4 
倍 , 沈降 素 量 8 倍 を 示し た 。 該 血清 を ツ ビ = 抗原 で 吸 
収 後 (吸収 比 1 : 1) アメ リカ 抗原 を 重層 せ し 場 合 は 
沈降 素 価 2 倍 , 沈 隆 素 量 2 倍 を 示し , ツ ビ ニャ 抗原 を 重 
層 せ し 場合 は (一) で あつ た 。 ア メリ カ $ 抗 原 で 吸収 後 
(吸収 比 1 : 2) 両 抗原 を 重層 せ し 場合 は 共に (一 ) で 
あつ た 。 以 上 の 成績 か ら 沈降 反 応 で は 両 種 に 差異 が ある 
よう に 思わ れる 。 


138. 犬 物 昌 の サー レス 現象 の 検討 


岐阜 県 立 医 科大 学 和 寄生 虫 学 教室 
古 山幸 雄 


抄録 な し 。 


139. 釣 是 の 非 固有 宿主 体 に 於 ける 
発育 に 関す る 実験 的 研究 (7 ) 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 曳 学 部 
佐 古田 新 


Experimental studies on the development of 
hookworms in unsuitable hosts.( 7 ) 
Arata Sakoda 


余 は 数 次 に り 首 題 に 関す る 種々 な る 実験 結果 に 就 い 
て 発表 し て 来 た が , 充分 成功 の 域 に 達せ ず , 面 か や も 従来 
の 実験 で は 釣 虫 の 寄生 臓器 た る 小腸 より の 検出 仔 が 極 
め て 少数 で あつ た 。 依 て 今回 は 仔 虫 の 投与 法 を 変え て , 
固有 宿主 た る 人 の 赤血球 及び 非 固 有 宿 主として の 犬 の 赤 
血球 を 夫々 頻 回 静脈 内 注入 し た 家 兎 (前 続 を A 群 , 後者 
を B 群 と する ) に 釣 ( ツ ビ =) 一 以下 A.d と 称す 一 完 
熟 仔 虫 を 経 皮 的 に 投与 し て 家 兎 の 状態 並 に 仔 虫 の 感染 発 
育 の 状況 を 観察 し た 。 面 し て 著しい 発育 を 認め る まで と 
は 至ら ちら な か つた が , 無 処置 の 場合 と は 明か に 相違 する 成 
績 を 得 , その 結果 は 次 の 如く で ある 。 

( 1 ) 家 兎 の 状態 は , 白血球 像 に 於 て 偽 好 酸 球 増 多 , 
光 巴 腺 減少 を 示し , 肝 機 能 障 得 を 呈す る が , 障 得 の 傾向 
が A 群 より B 群 に 大 の 様 で ある 。 

( 2 ) A.d. 仔 虫 は , か ゝ る 処置 を 受け た 家 兎 体内 に 誰 
て は , 無 処置 家 兎 体内 に 於 ける より や 長く 生存 し , 且 B 
群 が A 群 に 於 ける より その 傾向 が 大 で ある 。 
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( 3 ) A.q. 仔 虫 は か ゝ る 処置 を 受け た 家 兎 体内 に 於 て 
は , 無 処置 家 兎 体内 に 於 ける も の に 比 し , 体長 体 巾 等 形 
館 的 に 大 さ の 増大 , 体内 構造 複雑 化 の 発育 傾向 を 示し , 
且 B 群 が A 群 に 於 ける より その 傾向 が 代 に 大 で ある 。 

(4 ) か ゝ る 処置 を 受け た 家 兎 体内 に 於 て は , 経 皮 的 
に 投与 され た A.dq. 仔 虫 は 経口 的 に 投与 され た 場合 より 
ゃ 長く 生存 する も の が 知 に 多い し 又 小腸 内 に 達する も の 
も 多い 。 

(5) 無 処置 の ま ゝ の 家 兎 体内 に 於 て も 。 A.d. 仔 虫 は 
経 皮 的 に 投与 され た 場合 の 方 が , 経口 的 に 投与 され た 場 
合 よ り も 長く 生存 する も の が 多い 。 

(6 ) か ゝ る 処置 を 受け た 家 兎 は 人 及び 犬 の どちら の 
赤血球 の 場合 に も , ・A.d. 仔 虫 に 対し 軽度 な が ら 非 固有 宿 
主 の 特異 性 に 変化 を 来 し 感染 に 有利 な 状態 と な り , 犬 赤 
血 生 の 方 が その 傾向 が 大 で ある が , 同 仔 虫 が 母 虫 に まで 
発育 し 寄生 状態 を 来 す こと は 困難 で ある 。 


140. 犬 多 下 成 昌 の 行動 に 関す 
る 研究 (1) 
運動 に 及ぼ す 温度 の 影響 


予防 衛生 研究 所 和 寄生 虫 部 
安 座 岡 一 男 


Studies on the behavior of dog hookworm 
2 の 7 の 。 (1.) Efect of temperature. 
氏 Kazuo Yasuraoka 


演題 102 に お いて , 演者 は 犬 釣 虫 成虫 の 人 工 合成 飼育 
液 と し て Krebs-Ringer bicarbonate sol. に 0.5 多 菊 
共 生 を 加え た も の を 用 いる と と を 発表 し た が , 後に 行わ 
れる 実験 の 基礎 と し て , と の medium 中 に お ける 成虫 
へ の 温度 の 影響 に つい て 観察 し た の で 報告 する 。 

虫 体 の 口 器 の 遊離 し た 状態 で , 頭 端 の 提 動 10 回 に 要 す 
る 時 間 を 種々 の 液 温 下 で 測定 し た 。 と の 場合 。30'C 以 下 
で は 虫 は ゆめ つく り と の た くる よう か 不 規則 運動 を 示し , 
双 39'C 以 上 に な る と 丸く 体 を 収縮 させ , けい れん 状 運 動 
を 早 す る よう に な る の で , 30'C<38'C の 箇 囲 内 で 観察 し 
た の が 表 1 で ある 。 と れ か ら 明 ら か な よう に , 温度 上 昇 
に と も な つて 運動 は 活 湊 と な り , 36Cー88C で ほ ゞ 一 定 
の , バラ ッ キ の 少 い 活 湊 な 運動 を 示す 。 

次 に 種々 の 温度 に お ける 多 成 虫 の 自発 運動 の 停止 する 
まで の 時 間 を 無菌 的 に カレ ルフ ラス コ 内 で 触 察 し た の が 
表 2 で ある 。 す な わ ち 20C 以 下 お よび 48'C 以 上 で は , 自 


(131 ) 





表 1 各種 温度 に ける 釣 虫 成虫 の 頭 端 天 動 
10 回 に 要する 時 間 
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時 間 ( 秒 ) 標準 偏差 時 間 C 徐 ) 標準 信 差 














30?C 37.4 士 15.37 30.5 土 10.04 
31 37.5 土 14.10 26.4 二 7.62 
32 26.2 士 4.72 24.1 上 3.54 
33 19.9 主 2.83 20.7 土 2.10 
34 17.2 士 2.42 20.3 二 2.05 
35 14.5 主 2.72 16.7 二 1.99 
36 13.1 土 1.30 15.3 二 1.08 
37 近 @ 本 4 相 才 ま E も 正 
38 11.9 主 1.18 14.4 土 0.90 
表 2 各 温 度 に お ける 自発 運動 停 正 時 間 

温度 $( 時 ) * (時 ) 
20?C 0.04 (107) 0.048(233) 
24 79 (177) 101 (251) 
28 181 (197) 310 (348) 
32 180 (186) 300 (310) 
37 152 141 

40 80 73 

42 67 52 

44 3.5 3.0 

46 0.02 0.05 

48 


0.008 0.018 
表 中 ( ) は 生存 時 間 を 示す 


発 運動 は ほとん ど 投 入 直 後に 消失 し , 28 で で 平均 $ 181 
時 間 , ? 310 時 間 の 最長 を 示し た 。 

極 適 な 高温 と し て 60'C に 10 秒 間接 触 さ せ た も の は $\ 
共 死 滅する の で , Lampson (1936) が 顕 虫 の 生死 の 判 
別 法 と し て 60C の 液 中 に 投入 し て 自発 運動 の 有無 を 見 る 
と いう の を 提唱 し て いる が , 釣 虫 に は と の 方 法 は 用 いら 
れ な い 、。 低温 に は 比較 的 強く 0C, 4 時 間 で も 上 商 生 存 す 
る 個体 を 認め た 。 











141. 双 是 の 逆行 威 染 に 就 て (続報 ) 


日 本 医科 大 学 赤 木内 科 
本 間 誠 


On the retrograde infection of oxyuriS. 
Makoto Honma 


T. 第 28 回 と 第 24 回 寄生 上 虫 学会 に て , 人 体 直腸 下部 に 
衝 発 育 過程 の 上 虫 卵 を 挿入 し て その 変化 を 観察 し た 実験 
と , 「 マ ウス 」 の 直腸 内 に 挿入 せる 虫 卵 及 び 幼 虫 の 変化 
を 観察 し た 実験 , 並び に 人 体 の 肛門 周囲 に 産卵 され た 
卵 の 脱 殻 有無 の 観察 か ら 逆 行 感染 に 否定 的 な 成績 を 示し 
た 事 は 既に 報告 し た が , 一 応 人 体 の 肛門 周囲 に 感染 卵 を 
付着 せしめ た 実験 と , 人 体 の 直腸 下部 に 幼虫 を 挿入 し た 
~ 実験 に つい て 報告 する 。 

HI. 人 体 肛 門 周囲 に 感染 卵 を 付着 せしめ た 実験 

2 週間 テー プ 肛 検 陰性 で あつ た 男子 4 名 の 肛門 周囲 に 
感染 卵 を 付着 せしめ て 放置 し , 付着 後 60 日 か ら 150 日 目 
まで の 90 日 間 連 続 テ ー プ 肛 検 法 を 実施 し た 成績 で は , 4 
例 中 2 例 , 虫 卵 は 付着 後 78 日 と 85 日 と 120 日 目 の 3 回 陽 
性 で あつ た 。 

. 人 体 直腸 下部 に 腹 帝 直後 の 幼虫 を 注入 し た 実験 

2 ヵ月 間 毎 日 テー プ 肛 検 し, その 間 夫 々 2 回 硫 苦 を 投 
与 し た 7 名 に つい て , 直腸 下部 に 脱 殻 直後 の 幼虫 を 注入 
レ , 其 後 連 続 テ ー プ 肛 検 を 実施 し た 実験 で , 幼 了 注 入 後 
58 日 目 と 85 日 目 に 各 1 例 陽 性 。 102 日 目 と 112 日 目 に 他 
の 1 例 に 陽性 , 合計 3 例 に 陽性 の 成績 を 得 た 。 

IV. 対照 実験 
上 記 実 験 の 対照 と し て 同時 期 に 2 ヵ月 毎日 テー プ 肛 検 

し , その 間 2 回 硫 苦 を 投与 し た Y 名 に つい て , 連日 肛 検 

を 実施 し た 所 3 日 目 と 99 日 目 に 1 例 , 68 日 目 に 1 例 , 
118 日 目 と 119 日 目 に 1 例 , 合計 3 例 に 陽性 の 成績 を 得 
た 。 ・ 

V. 以上 の 実験 成績 か ら , 昌 卵 付着 の 実験 も 幼虫 注入 
実験 も 共に 約 半数 が 肛 検 陽性 で 愉 か も 逆行 感染 可能 の 如 

で ある が , 後者 の 対照 実験 の 肛 検 陽性 の 頻度 と 時 期 に 
特に 差 胡 ? を 認め る 事 が WWR : い 点 か ら 管理 を 充分 に し た 
積 り で も 商 自 然 感染 の 機会 る 事 を 示す も の で , 逆行 


感染 の 為 と 締 の 成 問 度 が 大 て ある の で は な いと 考え 
られ る 。 Schner の 効 息 注入 実験 を 積極 的 に 否定 する 
と と は 出来 な い が , 彼 と 同様 の 方 法 に よる 余 の 実験 で , 
7 例 中 3 前 陽性 の 成績 を 示し た の も 自然 感染 に よる 陽性 
で あつ た と 判断 し て 大 過 な いと 考え られ る 。 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・* 第 2 中 


142. 暁 虫 頻 下 卵 に 関す る 二 , 三 
の 知見 補遺 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
新井 恭子 ・ 佐 野 基 人 


Observations of pinworrm GggS. 
(yzZ7sS 6927. ぐ y カ 2c72 の の の e/272 ぐ . 76/7 の の 7 の : 
万 767 の の ZS の 6 の 722C27277S) 
Motohito Sano, Kyoko Arai 


eee 卵殻 の 構造 に 就 て は , 多く の 報告 が あ 
る 。 私 共 は 数 種 の 暁 虫 卵 に 就 て その 構造 を 観察 し 若干 の 
結果 を 得 た の で 次 に 述べ る 。 

馬 暁 虫 卵 に 殆 光 色素 ThioHavin-S を 用 いて 観察 し た 
と と ろ , 蓋 の 部 に 黄色 素 の 二 次 航 光 を 発し , 卵 帝 は 4 層 
ょ りな り 色 素 の 最終 的 浸入 を 調節 する も の は 第 4 層 目 で 
ある 。 人 時 虫 卵 の 紛 曲 面 背部 に 僅か 半 円 形 の 膨 隆 し た 個 
所 が 認め られ , 斗 様 と 思わ れる ey られ た が , 此 
の 所 見 の みみ に ょ つて は 末 だ 断定 の 段階 に は 至ら な か つ 

貞 族 皮 虫 S ぐ y ヵ ZZcz2 9 の ge/272 及び SyZZ2c7Z 2 
7ez6 の 卵 を 観察 し た と と ろ , 前 者 の 卵 に は 蓋 が ある 
of 
境界 され て いる 個所 が 認め られ た 。 此 の 部 分 は 描 然 と 蓋 

認め る と と が 出来 な か つた 。 後者 の 虫 卵 は 虫 卵 の 一 方 
背面 部 の 卵 と 等 薄 で 透明 な 個所 が 認め られ た 。 と の 偶 
所 は 定型 的 な 蓋 と は 思わ れ な い が , 卵 内 仔 虫 の 骨 化 脱出 
に 関係 が ある と と が わか つた 。 


143. ベ キ シン に よる 江 中 集 園 


駆除 成 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
森下 哲夫 ・ 立 野 太刀 雄 ・ 石 原 敏 


Result of mass treatment of 
pinworm with Bexin. 
Tetuo Morisita, Tachio Tachino, Bin Ishihara 


べ ベ キ シン に より 児童 施設 の 児童 5 歳 よ り 18 歳 の 時 虫 誹 
腸 性 者 27 名 に 対し 双 虫 駆除 を 行 つた 。 

方 法 : 朝食 前 に 1 回 5 日 間 連 続投 与 し 翌日 より セロ 
ファ ン テ ー プ 法 に より 効果 を 検査 し た 。30 日 間 連 続 し て 
昌 卵 を 検査 し その 成績 は 完 か AN 
者 2 名 , 後 半 1 回 陽性 者 3 名 , 其 の 他 は 数 日 置き に 陽性 の 
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破 績 で 相当 回 数 の 陽性 者 が あり , 後半 に 至 つて は 殆 ん ど 
連日 陽性 で あつ た 。 以上 より 後半 に な つて の 卵 陽 性 者 は 
示 上 虫 の 生活 史 よ り 見 て 7 週 に 満た ず 再 感染 し た も の と は 
思わ れ な い 。 


144. 集 園 検便 に な ける 浮 渡 法 の 比較 


東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
前 川 康 治 
東北 寄生 虫 予防 協会 
大 林 基 箱 


抄録 な 


145. 糞便 内 寄生 虫 卵 概 査 に つい て 
6) 


大 阪 市 立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
守屋 価 二 ・ 岡 幹 伴 ・ 磯 川 真 和 ・ 主 島 淳 仔 
編 田 正道 


On the examination method of helminth egg. 
Shoji Moriya, Mikitake Oka, Sadakazu Isokawa, 
Junko Fukushima。 Masamichi Fukuda 


由 虫 寄生 の 動 的 な 実体 を 知る 事 は 公衆 衛生 上 極め て 重 
要 な 事柄 で ある が , こと れ に は 種々 の 因子 が 関与 する 為 に 
従来 . こと れ を 偽 析 し 研究 する 事 は 殆ど 不可 能 で あつ た 。 
我々 は 推計 学 的 方 法 を 用 いて 本 問題 を 究明 し て 来 を が そ 
の 後 の 成 績 を 報告 する 。 

(1 ) 糞便 内 に 於 ける 寄生 虫 卵 の 分 布 型 

普通 有形 便 を 対象 と し て , 釣 虫 卵 ・ 鞭 虫 卵 の 分 布 型 と 
し て ポア ッ ソ ン 型 を , 双 , 顕 虫 卵 で は ポリ ア ・ エ ッ ゲ ン 
ベル ガー 型 を 証明 する と と が 出来 た 。 

( 3 ) 糞便 内 に 於 ける 虫 卵 数 の 分 布 型 

糞便 内 に 於 ける 息 卵 数 の 母 平 均 台 の 分 布 型 と し て ガン 
マ 型 を 想定 する と と が 最も 妥当 で ある と と を 認め , 更 
に 各 硬 を 母 平均 と する ポア ッ ソ ン 下 ナオ を 複合 させ て , 理 
論 的 に ポリ り リア ・ エ ッ ゲ ン ベ ル ガ ー 型 を 得 た 。 面 し て , と 
の 型 を 想定 し た 場合 , 鞭 虫 卵 , 虫 卵 に 関す る 実測 値 と の 
間 に 有 意 差 の な い 事 を 認め た 。 釣 虫 卵 に つい て は , 充分 
な 例 数 が 得 ら れ な か つた の で 行わ な か つた が , 諸家 の 実 
測 値 か ら 考え て , 本 虫 卵 の 場合 も 同様 な 分 布 型 を と る も 
の と 思う 。 


(3 ) 我々 の 設定 し た 皮 卵 検出 率 及び 母 集団 に 於 ける 
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寄生 虫 陽性 素 推定 法 の 応用 。 
我々 は さき に 下 卵 検出 系 ? 及 び 母 集団 に 於 ける 寄生 目 
卵 陽 性 率 の 推定 値 $ 及 び ぁ を 求め る 公式 を B・A・TN 


推定 法 か ら 導 いた が , 本 委 式 を 実際 に 応用 し , その 実用 
性 を 確認 する と と が 出来 た 。 例え ば 。 

1) 特定 昌 卵 陰性 の 判定 を 下す 迄 に は , 何 枚 の 標本 を 
検査 し な けれ ば な ら な いか を , 各 母 集団 に つい て 求め る 
と と が 出来 る 。 

2) 駆虫 剤 投与 に よる 特定 虫 卵 陰 転 率 は 勿論 , 卵 減少 
率 ・ 排 虫 率 を 正確 且 容 易 に 求め る こと が 出来 る 。 

3) ある 母 集団 に つい て ある 駆 昌 剤 の ある 量 を 用 いた 

合 に , どれ 位 の 効果 が 期 持 出来 る か を 予め 想定 する と 
と が 出来 る 。 従 つて , 集団 駆虫 を 極め て 合理 的 に 行い 得 


ラフ 
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146. サン トニ ン 呈 人 色 物質 に 関す 
る 研究 (続報 ) 
大 阪 医 科大 学内 科 
柳 治 
Experimental studies on Santonin- 
coloursubstance。 
Osamu Yanagi 


第 11 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 放 部 大 会 に 於 て , Beck<- 
mann spectrophotometer (こよ る santonin 呈 色 物質 
の 定量 法 を 発表 し た が 。 と の 新 定量 法 に より , 肝臓 機能 
障 旭 家 兎 に 於 ける 尿 中 santonin 呈 色 物質 排 洪 量 を 測定 
レ た 。 

採尿 の 方 法 と し て は , 従来 勝 及 カ テー テル 法 或 は 勝 腕 
カニ ュー レ 挿 入 法 が 使用 ほれ て いた が , 此 等 の 方 法 は 時 
間 的 採尿 に は 非常 な る 困難 を 伴い 且 光 学 的 定量 に 適する 
透明 な 尿 を 採取 する と と は 不可 能 な の で , 田中 氏 勝 腕 音 
造 設 法 を 採用 し た 。 と の 方 法 に より 勝 腕 に 貯溜 する と と 
な く 輸 尿 管 開口 部 より 排 湯 さ れる 尿 を 時 間 的 に 直接 採取 
出来 る 。 
santonin 呈 色 物質 の 排 浴 量 と 肝臓 機能 と の 関係 に 就 
て は 守 中 ・ 石 川 を 始め , 伊藤 , 高杉 。 宮本 等 に より 追求 
され て いる 。 上 記 の 諸氏 は 該 物質 の 尿 中 排 浴 量 は 肝臓 機 
能 障 各 に よ つ て 著 明 に 減少 する と 云 つ て いる が , 余 も 同 
様 の 知見 を 得 た 。 
健常 家 兎 に 於 て は , 該 物 質 の 尿 中 出現 は 0.1g, 経口 
投与 に て 平均 5.8 分 後 で あり , 消失 は 平均 24.2 時 間 後 で 
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あつ た 。 然るに 肝臓 機能 障 和 家 系 に 於 て は 出現 は 平均 18 
分 後 で あり , 消失 は 平均 21.5 時 間 で あつ た 。 

商 出 現時 間 は 守 中 ・ 石 川 等 の 成績 に 比 し 著 る し く 早 く 
な つて いる が , これ は 従来 の 諸氏 の 成績 が 勝 朋 カ テー テ 
ル 法 或 は 勝 太 カ ニュ ー レ 挿入 法 に よ つ て いる 為 完全 な 時 
間 的 採尿 が 不可 能 で あつ た 為 と 考え られ る 。 

排 浴 量 の 変化 を 時 間 的 な 経過 を 追 つて 追求 し た 結 
果 , 排 洪 量 の 減少 は 各 単位 時 間 毎 の 測定 に 於 て も 著 明 に 
認め られ た 。 

以上 の 三 点 に より , 肝臓 機能 障 得 時 に は 該 物質 の 大 中 
排 港 は 絶対 的 減少 を 来 し て いる と と が 認め られ る 。 と の 
現象 は , 肝臓 機能 障 理 家 乏 に 於 ける 未 変化 santonin の 
尿 中 排 洪 量 は 正常 時 よ り も 著 明 な 増加 を 来 す と する 諸氏 
の 報告 と 合せ 考え る 時 投与 santonin の 大 部 分 は 肝臓 に 
於 て 処理 され 該 物質 を 生成 する も の と 推察 され る 。 


147. 合成 サン トニ ン の 又 是 効果 
に 関す る 研究 


大 阪 医科 大 学内 科 
岩田 演 雄 ・ 編 本 圭 士 ・ 緒 方 一 保 ・ 柳 治 


Anthelmintic effect of synthetic Santonjn 
uDOn 2SCariS. 
Shigeo Iwata, Keishi Fukurnoto, 
Kazuyasu Ogata, Osarmmu Yanagi 


我々 は さき に (日 本 臨 奈 , 18, 113, 1955) に 合成 サ 
ント ニン (ラセミ g サ ント ニン ) の 旧 虫 駆虫 効果 に 関す 
る 研究 を 発表 し , か ゝ る g@/-g-santonin は 天然 の 7-g- 
santonin と その 効果 に 差 の な い 事 を 報告 し た 。 そ の 折 
合成 サン トニ ン は 天然 サン トニ ン に 比 し , 排 浴 速 度 が 早 
い の で は な いか と 推察 し た 。 今回 は と の 合成 サン トニ ン 
Sm で 600Morroneii 
排 浴 され る 状況 を 時 間 的 に 観察 し た 。 又 合成 サン トニ ン 
と カイ ニン 酸 の 複合 剤 の 虫 集団 臣 実験 の 結果 に つい 
て 発表 する 。 

1。 合成 サン トニ ン の 排 浴 状 況 に つい て 

合成 サン トニ ン を 内 服 又 は 注射 を 行え ば , 天然 サン ト 
<rwoom 3000ReRweaokebed4ele 
り 旦 色 物質 の 性 質 は 天然 品 と 変化 。 双 実験 的 に 人 
工 勝 腕 彰 を 作 つ た 家 兎 に , サン トニ ン 0.1g を 経口 的 
に 往 入 し , 後 時 間 的 に 尿 を 採取 し , 之 を 呈 色 せしめ , 柳 
の 方 法 に て 呈 色 物質 を 定量 し た 。 大 中 呈 色 物質 の 排 洪 は 
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初発 時 間 に 両 者 に 差 は な く , 双 排 浴 持 続 時 間 は や ゝ 天然: 
品 が 長い か と 思わ れる が , 著 差 は な い 。 即ち 天然 と 合成 
サン トニ ン 両 者 の 間 に は その 吸収 排 洪 の 時 間 及び 量 的 関 
係 に 差 は な い 。 

2。 天然 及び 合成 サン トニ ン と カイ ニン 酸 の 複合 剤 の 
駆虫 効果 に つい て 

虫 寄生 事 2122 の 小学 児童 5 6 年 生 の 男女 に 合 

ど 基 te:ER2GSHoe lg 
1 回 投与 し た 。 そ の 成績 は 天然 の 方 は 卵 陰 転 率 67.1% 
卵 減少 率 , r1.4, 合成 の 方 は 久 際 転 束 64.9, 誠 上 
事 79.0% で あつ た 。 即ち か ゝ る 複合 剤 に し て も 両者 の 間 
に 差異 は 認め られ な い 。 之 は 先 に 天然 。 合成 サン トニ ン 
の 各々 単独 投与 の 場合 に 此 し , 複合 剤 の より 有効 な 事 
は , 天然 品 合成 品 と の 場合 と 相 比 較 し , 全く 差異 は 認め 
な い 。 


148. 鞭 是 に よ つ て 発生 し た と 思わ 
れる 有 テ 弟 部 痛 の 1 例 


弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
宇野 広治 ・ 吉 松 幹男 ・ 玉 井 定 美 


A case of jleocaecal cancer Dresumably 
caused by parasitism of 
coce の 7 772C/ が 7265。 

Hiroharu Uno, Mikio Yoshimatsu, 
Sadami Tamai 


臨床 的 事項 : 22 歳 の 女 。 約 10 年 前 か ら 右 下腹 部 に 慶 
々 不 供 感 と 腹痛 を 感じ た 。 2 年 前 虫垂 切除 術 を 受け た 。 
一 年 来 右 廻 盲 部 の 腫 釣 に 気付 いた 。 腫 交 は 次 第 に 増大 し 

治療 を 受け た が 軽 師 し な か つた 。 昭和 27 年 手術 し た 。 

手術 時 所 見 : 回 腸 末端 ・ 盲 腸 及び 上 行 結腸 の 一 部 が 
一 塊 と な つて , 類 球形 の 比較 的 硬い 実質 性 の 腫 約 を 形成 
し , 右 卵 巣 ・ 腸 骨 部 腹膜 及び 周辺 の 腸 間 膜 と も 癒着 し て 
いた 。 學 腸 の 一 部 (183cm) ・ 盲 腸 ・ 結 腸 の 一 部 (15cm) 
と 右 卵巣 を 一 括 し て 摘出 し た 。 

腫 編 の 肉眼 的 所 見 : 摘出 し た 腫 交 は 約 9<8X8eoW 
の 大 き さ で ある 。 腸 壁 は 厚 さ が 1.5~ 5 cm 程 に 肥厚 し て 
いる 。 腸管 腔 は 腫瘍 で 充 寺 さ れ , 極め て 狭く な つて い 
る 。 特に 盲腸 及び 結腸 の 粘膜 は 一 ra 人 ee 
増殖 が 強く , 既存 の 構造 は 全く 認め られ な い 。 双 腫 
CM ee 
生 ・ 鍼 衣 の 肥厚 が 見 られ る 。 増殖 の 強い 処 は 悪性 化 を 量 
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わし ら る 。 朋 郊 衣 及び 世に 強い 計 新 の 治 
( が 見 られ る 。 腫瘍 に は 粘液 化 の 傾向 が ある 。 そ の 傾向 は 
絆 有 表 層 で 少く , 腸 壁 内 で 強い 。 特 記す べき と と は 駐 

の 粘膜 面 に 30 匹 の 鞭 昌 が 認め られ た と と で , その 大 部 分 

は 前 体 部 を 腫瘍 組織 内 に 空 入っ せ て いた 。 

組織 学 的 所 見 : 粘 膜 表層 の 乳 状 の 部 分 は 一 層 の 円 
柱 上 度 より な る 乳 農 状 腺 癌 で ある 。 腸 壁 内 で は 腺 膝 形 
成 ・ 粘 液 変性 ・ 腺 膝 拡大 が 強い 。 間 質 は 一 般 に 少く , 炎 
症 性 細胞 浸潤 も 少 い が , 好 酸 球 ・ 形 質 細胞 ・ 汐 巴 球 ・ 単 
球 及び 好 中 球 の 浸潤 の 強い 処 も ある 。 丸 粘膜 表層 の 用 
組織 内 に は 処 々 に 虫 体 が 見 られ た 。 右 卵巣 は 腸 と 癒着 し 
て いる が , 腫瘍 は 表層 に 僅か に 侵入 し て いる に 過ぎ な 
い 。 

考 接 : 本 例 の 麺 弟 部 の 症状 は 10 年 来 ご ある 。 と れ は 
機 虫 が 比較 的 早期 か ら 寄生 し て いた 事 を 案じ させ る 。 従 
っ て この 巡 導 の 信和 原因 を 折 寄 生 に よる 尼 性 計 に 
する と と は , あな が ち 和 無理 で は な い 。 又 更 に 憶測 を 進め 
= NM2 半 DWR 
強め た と も 考え られ る 。 又 ー 方 我々 は 胃 の 前 瘍 状態 を 
me ーー 
線 虫 の 宰 入 を 認め た 例 も 経験 し て いる (40 歳 , 女 , 手術 
例 , 学会 で 標本 供覧 ) 。 と の 例 る 腫瘍 発生 に 関す る 寄生 

貝 説 に 対し , 一 論拠 を 提供 する 。 

結論 ・ 22 歳 女 に 見 られ た 盲腸 聞 の 一 例 を 報告 し 。 そ 
の 発生 原因 は 報 虫 寄生 に よる 慢性 刺 戦 だ ら う と 推論 し 
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149. 非 固 有 宿 主 に 於 ける 線 下 症 に 
関す る 研究 (3) 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
西 村 猛 
Studies on the nematodiasis in the 
unsuitable host ( 3). 
Takeshi Nishimura 


に 第 2 報 に 於 いて も 述べ た 様 に Beaver 等 に よ つ て 
We れい こ 於 ける 犬 映 虫 幼虫 症 は , 人 を 非 固有 宿主 
する 種々 な 顕 虫 の 感染 に つい て 再 検討 を 必要 と する 様 
に 思わ れる 。 
近 来 人 虫 の 感染 経路 と し て 重要 視 さ れ て いる 風 鹿 に 
よる 卵 の 経口 的 侵入 を 考え て も , 此 の 様 な こと こと は た ゞ 人 
銅 虫 卵 に 限ら ち れ た と と で は な く 人 の 生活 陣 境 に 最も 親密 
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な 関係 を も つ 家 畜 の 名 虫 卵 に つい て も 充分 その 可能 性 が 
ある も の と みて 差 支 え を な か ろう か と 思わ れる 。 此 の 意味 
みか ら 私 は 先ず その 可能 性 の 多い と 考え られ る 馬 , 犬 , 猫 
, 鶏 の 虫 の 成熟 卵 を 非 固 有 宿 主 で ある マウ ス に 投与 し 
て 之 等 の 顕 幼 虫 の 体内 に 於 ける 態度 を 観察 し た 。 1) 大 
句 虫 に つい て は 前 に も 触れ た が 投与 20 時 間 後に 於 いて 早 

く も 肝臓 内 に 幼虫 の 移行 を 認め , 第 2 日 に 於 いて は 肝 , 
肺 , 筋 , 脳 内 に その 移行 を 認め る が 特に 肝臓 内 へ の 移行 
数 が 最も 多い 。 第 8 より 7 日 迄 は 殆ど 変化 な く 之 等 の 諸 
臓器 に 認め られ る が 就 中 3 一 5 日 で は 肺 , 脳 内 に , 6 一 
7 日 で は 脳 内 に 最も 多く 認め られ る 。10 日 以降 で は 肺 に 
は 認め られ ず 脳 内 に 最も 多く 認め られ , 6 カ ヵ月 後に 於 い 
て ぁ 尚 肝 , 筋 脳 内 に 幼 束 の 生存 が 認め られ る 。 和尚 叉 感染 
後 相当 の 期間 を へ た も の で は 肝臓 及 筋 肉 内 仔 虫 は 被 栓 型 
と な り 就 中 筋肉 内 仔 虫 は 施 毛 虫 (77zzc 太 e//2 s の 77g77S) 
の 豚 筋肉 内 に 見 られ る も の と 極め て 近似 し た 型 と な つて 
存在 し て いる 。 和尚 横川 定 (1923) も 述べ て いる 様 に 脳 内 
に 多数 の 幼虫 が 移行 すれ ば 脳出血 が 起り マウ ス が 息 死 す 
る 場合 が 多い 。2) 猫 釧 中 に つい て は 投与 1 日後 より 3 
日 後 まで は 肝臓 内 に , 2 日 後に は 肝臓 内 に 夫々 幼虫 の 移 
行 が 認め られ た が , 肺 臓 内 の 幼虫 は 3 日 後 肝臓 内 の 幼 到 
は 4 日 後に 消失 し , 其 後 4 一 7 日 に 於 いて は 筋肉 ( 項 筋 ) 
内 及 脳 内 に 幼虫 の 移行 が 認め られ た 。 10 日 以降 に 於 いて 
は 脳 内 の み に 幼 虫 が 認め られ 筋肉 内 に は 認め られ な く な 
つた 。 和 沿 脱 内 の 幼虫 は 現在 まで の 処 50 日 後に 於 いて も 生 

了 し て いる 。3) 題 昌 に つい て は 投与 1 日 後 より 10 日 


後 ま で は 肝臓 内 の み に 幼 虫 が 認め られ た が , 12 日 後に は 
早 や これ も 認め られ な く な り , それ 以降 に 於 いて も 肝臓 


は も と よ ょ より 他 の 諸 臓 器 内 に 仔 虫 は 認め られ な か つた 。3) 


鶏 中 に つい て は 千葉 降 (1934) の 詳細 な 報告 が あり 
経口 投与 の 場合 幼虫 は 投与 日 後 ま で は 消化 管内 に 存在 
する が それ 以降 は 認め られ な く な る と 述べ て いる 。 私 の 


実験 に 於 いて も 他 の 3 種 の 顕 虫 と 異 り 諸 臓 器 へ の 幼虫 の 
移行 は 全然 認め 得 な か つた 。 








150. 人 結膜 より 核 出 し た る 線 
是 の 2 例 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
村 上 和 充 
熊本 中 央 病院 眼科 
萩原 英雄 

熊本 大 学 医学 部 眼科 学 教室 
策 元 中 雄 


Two cases of ん e/zz7Z Sp. found in 
human Conjuctiva. 
KKazumitu Murakami, Tadao IKKusumoto, 


Takeo Hagiwara 


1。 我々 は 農事 試験 場 に 勤務 する 日 本 人 技師 (26 歳 , 
男 ) 及び 生後 9 ヶ月 の 女児 の 眼 結膜 より , 結膜 異物 と レ 
て 各々 1 条 の 雄 及び 雌性 小 線 虫 成虫 を 検出 し た 。 

2。 本 線 虫 は 白色 , 細長 な る 小 線 昌 に いて , 両端 狂 
小 , 体 表 に は 両 測 縁 に 於 て 氏 歯 状 横線 と じ て 認 め ら れる 
著 明 な 輪 条 を 認め , 尾部 に 支 接 村 を 欠く 。 雄性 成虫 は 体 
長 約 8.5 正 , 尾部 に 長短 2 本 の 支 接 刺 を 有 し , 雌性 成虫 
は 体長 17 叫 , 食道 中 央 位 の 高 さ に 於 て 陰 門 開口 する 。 子 
宮内 に は , 仔 虫 を 包 蔵 せる 成熟 卵子 を 充満 し , 尾 端 に 鈍 
に 終る 。 即ち , 本 虫 は 眼 虫 属 に 属す る 小 線 虫 に し て , 
77e/2zzZ Sp. と し て 報告 する 。 

8。 眼 息 類 が 人 体 寄 生 を 営む 事 は 極め て 稀 に し て , 支 
那 及 び 茶 国 (カリ フォ ルニア 地方 ) に 於 て 数 例 の 報告 を 
開く の み に し て , 本 邦 に 於 て は 未だ に その 報告 を 知ら な 
い 。 

4。 即ち , 本 貝類 は , 元 来 , 家畜 ( 牛 , 犬 , 家 各 等 
の 涙 栓 に 寄生 を 営 む や も の に し て , 本 虫 の 発育 史上 に 於 
て , 家畜 に 接する 機会 の 多い 人 に , 偶々 人 体 寄生 を 営む 
も の で , その 頻度 は 極め て 低い も の と 考え られ る 。 

( 体 各部 の 計測 値 は 別表 の 如く ) 

Table. I. 
門 ・・…・ 線 形 動 物 Phy. Nemathelminthes 
網 ・‥…・ 線 虫 綱 C1. Nematoda 
上 科 ・…… 螺 尾 虫 上 科 Superf. Spiruroidea 
Railliiet et Henry 
科 …… 失 虫 科 Fam. Thelaziidae Railliet 
属 ‥… 有 眼 虫 属 Thelazia 
種 ・…・77e/zzzZ sp。 
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Table. 2 
7e/2z2 SD. 
male | female 

体 長 |85mm 17 .0mm 
体 幅 |O.2 一 0.3mm | 0.2 一 0.3mm 

食道 起 始 部 |0.07mm 0.09mm 

中 央 部 |0.30mm 0.36mm 

尾 端 |0.20mm 0.29rnm 
口腔 ・ 深 さ |O.014mm 0.026mm 

幅 0.040mm 0.015mm 
口 大 ・ 幅 0.006mm 0.007mm 
食道 ・ 長 き |O.48mm 0.764mm 

幅 ・ 前 端 |0.033mm 0.050mm 

中 央 部 |0.040mm 0.045mm 

膨 大 部 |0.059mm 0.079mm 
肛門 開口 部 
( 尾 端 よ 9 ) 0.18mm 0.607mm 
陰 門 開口 部 
交接 刺 ・ 長 1.2mm 

短 |0.11mm 

上 く 司 O.005mm | 0.005mm 
卵 0.06030x0.04069mm 
仔 虫 ( 卵 内 ) 0.39332 0.02594mm 











151. 寄生 虫 の 拡散 因子 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
加 茂 正 和 


Spreading factor of parasitGeS。 
Masakazu Kamo 


1948 年 M. D. Levine 等 は マン ソン 住 血 吸 上 セ ルカ 
リア の 感染 に 拡散 因子 が 重要 な 役割 を な す だ ろ うと 報告 
し た 。 

私 は 第 Y 回 , 第 8 回 南 日 本 支部 会 , 第 24 回 本 会 に 於 て 
日 本 住 血 吸 中 セル カリ ア 及 び 成虫 , 有 革 頭 口 虫 被 要 幼 

虫 , マン ソン 孤 明 に つい て 拡散 試験 を 行い 報告 し た 。 今 
回 は PzzggozzzzS 2 の 965767722277 の 被 概 幼虫 , の zz の 72- 
776 77272777S。 Se7277 の 6927247, 4C7/OS7O24 の の 06 の 6 
の 仔 虫 に つき 拡散 試験 を 行 つ た 。 
gzggo2222ZS 79657eZ7277 補 軍 虫 は 乾燥 幼虫 97 隻 
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0.0022 g を 10cc の 蒸溜 水 で 抽出 し (4545 倍 ), yg772Z 
7sS は 乾燥 虫 体 0.6456 g 97 隻 を 20cc の 蒸溜 水 で 抽出 
し (31 倍 ), Seigzg egzgzg 乾燥 虫 体 0.6634g, 97 隻 を 
10cc の 溜 水 で 抽出 し (15 倍 ), 4zcy/os7gyzZ の ze27e 
の 仔 虫 754 隻 を 乾燥 させ 10cc の 蒸溜 水 で 抽出 し, 夫々 家 
兎 皮 内 拡散 試験 ( 家 兎 2 頭 用 至 3 頭 ), 粘 衝 度 測定 法 を 行 
つた 。 

ア zzggoX2 が 4S 2 の 6S727222277 の 被 窒 功 虫 で は 家 兎 皮 内 試 
験 に 於 て 第 TI, 第 四 例 は 抽出 液 は 対照 に 比 し 拡散 し , 粘 
棚 度 測定 法 で は 下降 し た が 半減 値 に は 達し な か つた 。 

の zo727i2 が 8765 で は 家 兎 皮 内 拡散 試験 に 於 て 第 1 
第 四 例 は 対照 に 比 し 策 々 拡散 し , 粘 棚 度 測定 法 で は 殆 ん 
ど 下 降 し な か つた 。 

SezzzzZ e972 で は 家 束 皮 内 拡散 試験 に 於 て 3 例 共 対 
照 に 比 し 著 明 に 拡散 し , 粘 生 度 測定 法 で は 稿 々 下降 し 
た 。 SegzzZ eZ を 腹腔 内 に 挿入 し た 家 兎 に 於 て 
Sefg7zZ 69%2zg 抽出 液 (15 倍 ) の 拡散 試験 を 行い , 6 時 
曽 以内 は 対照 に 比 し 拡散 し た が 24 時 間 後 の 測定 で は 硬 結 
を 生じ 色素 拡散 は 明示 出来 な か つた 。 

4zcy7os7ozZ の zo9ex27e の 仔 虫 で は 家 束 皮 内 拡散 試験 
に 於 て 抽出 液 は 対 賠 に 比 し 拡散 し , 粘 棚 度 測定 法 で は 下 
降 し た が 半減 値 こ は 達し な か つた 。 

ア 2zgg の ZS 2706S76Z22Z227 の 被 栓 幼虫 , Se7ZZz2 6 な - 
2, 4zcy/osZoyzZ zo9exg7e の 仔 虫 に 拡散 因子 を 認め 
た 。 婦 の zzgZ72 が 2 72222774S (に 於 て は 抽出 濃度 が 薄い た 
めか 著 明 に 拡散 し な か つた 。 


152. 実験 的 寄生 下 症 に 於 ける 副腎 
皮質 の 反 應 態度 に 就 い て 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
高木 香 二 ・ 沢 田 利 頁 


On the responses of adrenal cortex under 
the experimental parasitic invasion。 
Koii Takagi, Toshisada Sawada 


Selye に より “stress "の 概念 が た て られ て 以来 , 
種々 の 刺 戦 状態 下 に ある 副腎 皮質 に 就 い て は 多く の 報告 
が 発表 され て いる が , 寄生 邊 感染 時 に 於 ける 副腎 皮質 の 
反応 態度 に つい て は 機能 的 見 地 よ り の 観 祭 は 殆 ん ど 行 な 
われ て いな い 。 著 者 は 比較 的 長期 の 経過 を と る 十二指腸 
晶 症 , 日 本 住 血 吸 虫 症 及び 急激 な 経過 を 示す trypano= 
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somiasis に つい て 夫々 , 家 兎 , 並 に マウ ス を 用 いて 感 
染 実験 を 行 つ た 。 感染 成 立 後 , 適当 な 時 間 に 摘 出し た 玉 
夏 に つき ketosteroid- 陽性 物質 に 対す る 諸 操 作 及 び , 了 
一 也 染 色 , P AS 一 染色 に ょ より 細胞 化学 的 観 守 を 行い 次 
の 結果 を 得 た 。 

T 十二指腸 虫 , アァ y22gsg222 g27 の 767S@, ァ リ カ g- 
0S の 7 6 の 2327, Sc7S7 の SO が 76 の の 2892 の 4 種 の 実験 的 
感染 症 に 於 いて 副 管 皮 質 は 夫々 の stress 条件 に 適応 す 
る 反応 態度 を た 示 レ した が trypanosomiasis に 於 ける 致死 
的 段階 の 副腎 皮質 は 生体 反応 と 一 致し た 反応 を 示さ ず , 
致命 的 死因 は 副腎 皮質 機能 不全 以外 の 要因 に あつ た と と 
が 判 つ た 。 

2。 犬 並 に 家 兎 に 於 ける 実験 で 刺 戦 状態 下 に ある 副腎 
皮質 の dark cells, cortical sinusoids, reticulo-endo- 
therial cells 中 に PAS 一 陽性 物質 の 存在 を 認め た が 
此 の 物質 は dark-cells より sinusoids 中 に 分 泌 さ れる 
も の で あり , 所 詩 , dark-cell が 分 泌 機構 を 営む や る の で 
る と と を 明 に し た 。 

3。 dark-cell は 皮質 細胞 の 退行 変性 を 示す ー つ の 型 
と 思わ れる が , 此 の senile nature と AS 一 陽性 類 粒 
と の 関連 は 明 き ら か で は な い 。 

4。 副 砂 皮 質 に 於 て 所 詩 , escalator theory を 支持 

する 細胞 所 見 を し ば し ば 認め た 。 


2 


153. 職 是 の 組織 化学 的 研究 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 
生ま 計 学 


Histochemical studies on 万 7ezo の zz$ 
の 677722C7 の 72S。 
Sadako Takeshita 


双 虫 の 諸 組 織 に つい て フォ ス フ ァ ター ゼ 及 び 糖 原 質 の 
分 布 を 組織 化学 的 に 研究 する と 同時 に フォ イル ゲン 反応 
及び メチ ル 緑 ピロ = ニン 染色 法 , チオ ニン 染色 法 を 用 いて 
核酸 の 分 布 状 態 を 研究 し た 。 此 度 は 核酸 の 分 布 状 態 の 追 
求 に 重き を お き 研 究 を 試み た 。 

その 結果 核酸 の 分 布 状態 は RNA が 認め られ た 組織 は 
体 壁 組織 の 角 皮 下層 , 筋 板 層 , 食道 , 腸 , 卵巣 の 2 
8, 4 領域 の 卵細胞 と 壁 上 皮 , 輸 卵 管 の 卵細胞 と 上 皮 細 
胞 , 子宮 の 卵細胞 , 排卵 管 の 上 皮 , 筋 層 , 膝 の 筋 層 で あ 
つた 。RNIA が 密 に 認め られ た も の は 腸 噴 門 部 , 卵巣 第 
ー 領 域 の 卵細胞 , 受精 本 の 上 皮 細 胞 , 子宮 の 上 友 細 胞 で 
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あつ た 。 

DNNA が 認め られ た 組織 は , 腸 , 卵巣 の 第 2, 3, 4 
領域 の 卵細胞 と 第 2 領域 の 壁 上 皮 , 輸 卵 管 の 卵細胞 , 受 
精 要 の 上 皮 細 胞 , 子宮 の 卵細胞 と 上 度 細胞 で あり , DT 
A が 密 に 認め られ た も の は , 卵巣 第 1 領域 の 卵細胞 , 受 
精 要 の 精細 胞 , 子宮 の 精細 胞 で あつ た 。 

次 に フォ ス フ ァ ター ゼ ぞ の 分 布 状 態 に つい て みる と 体 壁 
組織 の 角 皮 下層 , 筋 板 層 , 腸 , 卵巣 の 第 2, 4 領域 の 卵 
細胞 , 排卵 管 の 上 皮 と 卵細胞 と 筋 層 で あつ た 。 特 に 密 に 
認め られ た も の は , 卵巣 の 第 3 領域 の 卵細胞 , 子宮 の 卵 
細胞 で あつ た 。 

糖 原 質 の 分 布 状態 を みる と , 体 壁 組織 の 角 皮 下層 , 筋 
板 層 , 腸 噴 門 部 , 腸 , 卵巣 の 第 2, 3, 4 領域 の 壁 上 
皮 , 子宮 の 卵細胞 と 上 皮 細 胞 , 有 の 筋 層 と 基底 膜 で あ 
り , 精 質 の 密 に 認め られ た も の は , 卵巣 第 2, 3, 4 領 
域 の 卵細胞 , 輸 卵 管 の 卵細胞 で あ Pc 

以上 の 様 な 分 布 を 認め た 。 


154. 斑 虫 の 組織 化学 的 研究 (3 ) 
水素 イオ ン 濾 度 の 変化 に よる 酸性 
フォ ス フ ァ ター ゼ 反 応 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
松下 文 雄 


Hitochemical studies on 4sc2zzs 7422 の ZZco77es 
(3.) On the aciqd phosphatase reaction 
at various range of p 耳 . 
Fumio Matusita 


顕 虫 の 酸性 「 フ 」 反応 に 於 て , 酷 酸 と 酷 酸 ウ ソー ダ の 比 
率 を 変え る と と に より , 出現 する 反応 の 部 位 及 びそ の 強 
さ に 差異 を 認め る 。 即ち 基質 混合 液 中 の グリ モロ 灯 酸 ソ 
ー ダ , 緩衝 液 , 酷 酸 鉛 , 塩化 マグ ネ シ ウ ム の 量 は 夫々 10 : 
5 :10: 2.5 の 割合 と し , 緩 衝 液 の 混合 比 を 変え , 基質 

合 液 の 吊 を 測定 じ , 4.4, 4.6, 4.8, 5.0, 5.2, 
5.5, 5.6, 5.8, の 8 種 の 値 を 得 た 。 

反応 は 武内 。 田上 の アン モニ ヤ 銀 法 に よ つ た 。 

角 皮 層 は 総 て の 中 に 陰性 で ある 。 

角 友 下層 は 4.4 で 極 く 軽度 に 反応 を 認め る か , 或 は 全 
く 認 め な い 。 4.6 で は 中 等 度 に 陽性 , 4.8 に 至れ ば 全く 


反応 を 認め ず , 5.0 で 再び 軽度 に 出現 , 5.2 に 於 て 中 等 
度 陽性 と な り , 5.5, 5.6 に 於 て 最も 強く 認め られ , 5 
.8 で は 逆 に 尊 分 弱く な る 

筋肉 組織 , 花房 状 器 官 , 体腔 組織 こ は 全く 反応 を みな 
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い 。 

側線 , 正中 線 で は 4.4, 5.0 で 軽度 に , 4.6, 5.2, 
5.8 に 中 等 度 , 5.5, 5.6 で 最も 強く 反応 現れ , 4.8 で 
は 全く 認め な い 。 

食道 , 終 腸 に は 反応 を 認め な い 。 

中 腸 で は 条 線 層 の 反応 が 各部 位 中 最も 強く , 全く 一 様 
Nr fe 再 の 変化 に よ つ て は 認 む べき 差異 が な 

。 上 粒 層 に 於 て は , 強酸 域 に 於 ける 反応 が 肥 酸 域 に 於 
eee ie 

雌雄 生殖 器 の 上 皮 細 胞 に 於 ける 反応 は 4.6 で 軽く 陽 
性 , 5.5, 5.6 で 壮 分 強く , 4.8 で は 殆 ん ど 反 応 を 認め 
な い 。 

卵細胞 に は 全く 認め ず , 成熟 精細 胞 で は 4.4, 4.8, 
5.0, 5.8 で 軽度 , 4.6, 5.2 で 中 等 度 , 5.5, 5.6 で 
強い 陽性 反応 を 示す 。 

以上 述べ た 如く , 中 腸 を 除く 陽性 部 位 で は , 叩 4.6 の 
強酸 域 で 中 等 度 に 陽性 を 示し , 中 の 減弱 に つれ 一 見 その 
強 さ は 弱く な り , 5.2 で 再び 強く な り 5.5, 5.6 の %9 酸 
域 で 最高 と な る 。 中 腸 の 条 線 層 に は 認 な べき 差異 な いか 
頼 粒 層 で は 肥 酸 域 よ り 強 酸 域 に 於 て 強い 様 で ある 。 


155. 2, 3, 寄生 虫 の 組織 化学 的 研究 


( 肝 時 の フォ ス フ ァ ター ゼ の 分 布 に つい て ) 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
鶴田 貢 ・ 松 下 文雄 


The distribution of phosphatase on 
Zsczo72 7e の 7 の . 
Mitugu Turuta, Fumio Matusita 
和牛 の 肝臓 に 寄生 する 肝 軽 を 必殺 場 よ り 入手 し , 直ちに 
8 て 15 時 間 ア セト ン 固 定 し , xylol を 通し て パラ フィ ン 
包 埋 。 切片 は 4 ミク ロン の 厚 さ に 切り , アル カリ 性 「 フ 」 
は 武内 , 宇都 宮 等 の 酷 酸 銀 法 を , 酸性 「 フ ] は 武内 , 田 
上 の アン モニ ヤ 銀 法 を 用 いて 検討 し た 。 赤 同時 に 対照 禁 
本 を 作り 比較 考察 し た 。 


酸性 「 フ 」 は 角 皮 上 層 に 強く 陽性 を 示し , 腸管 上 皮 細 胞 


も 赤 強 陽性 , 口 吸盤 , 腹 吸盤 の 上 皮 細 胞 に も 同様 強い 黒 
色 の 陽性 反応 を みる 。 排 洪 管 に は 中 等 度 の 陽性 反応 現 
れ , 精巣 , 子宮 卵巣 等 の 生殖 器 上 皮 細 胞 に も 軽度 中 等 
度 の 陽性 反応 を みる 。 久 黄 細胞 に 於 ける 黒色 反応 は 対 賠 
標本 に も 認め る の で , 酸性 「 フ 」 反応 に 特異 的 で ある と 
は 云い 得 な い 。 卵細胞 に は 反応 を 認め な い 。 精 細胞 に ! 
軽度 の 陽性 反応 を 認め る 。 
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アル カリ 性 「 フ 」 は 角 皮 上 層 に 軽度 に 陽性 。 子宮 壁 上 皮 
細胞 に 強く , 排 洪 管 に 軽度 に 認め る 。 腸管 上 皮 細 胞 に は 
陽性 反応 を みな い 。 和尚 詳細 に つい て は 目下 研究 中 で あ 

本 の 変化 に よる 酸性 「 フ 」 反応 は 弱 酸 域 よ り も 強酸 域 
に 於 て 著 明 で ある 。 


156. X 線 及び Co-60 賠 射 の 句 下 
卵 発育 に 及ぼ す 影 故 (1 ) 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
門 多 和 


Influence of 又 -ray and Co-60 irradiation on 
the development of asocaris eggs. (1 ) 
KKai Kadota 


昌 卵 材料 は 生鮮 豚 虫 の 子宮 末端 よ り 採取 し た 受精 卵 
を 毎回 4 一 6 隻 分 宛 充 分 混和 し 子 め 4 2% ア ンチ フォ ルミ 
ン 液 に て 除 和 蛋白 膜 後 2.5% フ ォ ル マリ ン 液 を 加え て 躍 卵 
液 を 調製 する 。 試験 区 分 は 摘出 直後 , 培養 8, 5, 8, 
10, 15 日 目 の 6 区 と し 各区 の 虫 卵 液 は プラ スチ ッ ク 製 小 
四 (一 部 は 注射 用 小 ア ンプ ル ) 中 に と り , 夫々 その 上 澄 
液 を 良く 除去 し 均質 な 懸 濁 液 と し た も の を 材料 と し 対照 
に 非 照射 材料 を と つた 。 周 射 後 の 虫 卵 は 小型 シャ ー レ に 
と り 2.5 多 フォ ル マ リ ン 液 を 加え た 後 28C て 80'C 鋼 卵 器 
内 に て 培養 し , その 負 察 は 培養 開始 後 8, 6, 9, 12, 
15, 30 日 目 の 6 回 に 行 つ た 。 

培養 成績 の 表現 に は Brown 及び 伏見 に 従い , 束 卵 の 
発育 段階 を 単細胞 期 , 初期 桑 実 期 , 後期 桑 実 期 , 苗 妹 其 
運動 仔 虫 期 の 5 期 に みち 之 に 変性 卵 を 加え 夫々 の 百 分 事 
を 示し 培養 30 日 目 に 於 る 仔 虫 形成 阻 目 率 を 比較 する と 共 
に 双発 育 指数 て ( エ . V. D. ) に つい て も る 観察 し た 。 
駐 線 照射 は 25.2007, 11,.3007, 7,910 7, 4,520 
7y, 3.890 7, 2,260 7 の 各線 量 を 選び , 近接 照射 式 に 
より , 管 電 圧 40KVE ( 25,200 7 照射 時 に 限り 45 反 V 
E), 無 濾過 板 , 管 電流 2 mA の 条件 で 毎 分 文 線量 は 
2,260 7 (45KVP 時 は 4,520 Y) で ある 。 Co-60 照 射 
は 概算 線量 24.000 Y, 12.007,4,800 7, 2,400 7, 
1,200 7 の 各線 量 を 選び , 阪 大 微 研 附属 病院 所 有 の も の 
を 用 い , 照射 距離 は 30cm (1,200 一 4,800 Y の 場合 ) 及 
び 6 cm (1,200 一 2,400 7 の 場合 ) で ある 。 

実験 成績 の 大 要 は 駐 線 及び Co-60 照射 の 虫 卵 発育 に 及 
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ぼ す 影響 と し て 仔 昌 形成 阻止 率 は 何れ も 発育 中 期 の 中 拉 
養 5 日 目 卵 が 最大 を 示し , その 前 後 の 培 養 3.8 日 目 卵 が 
に つぎ , 以下 発育 未 期 卵 (培養 10 日 目 ), 仔 虫 包 蔵 卵 
(培養 15 日 目 ), 摘出 直後 の 単細胞 期 卵 の 順 で 減少 を 示 レ 
た 。 併 し 生 ら Co-60 照 射 で は 略 々 同 線量 の 駐 線 照射 に 比 

レ し て 各 発 育 期 共 に 相当 に 影響 か 現われ 難い 結果 を 得 た 
と と は Co-60 と 文 線 の 線 質 差 に 起因 する 事象 と 考え られ 


< o 


157. 放射 性 物質 Cobalt-60 照射 の 
遇 虫 卵 発 育 に 及ぼ す 影 響 (2) 
発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 
慶応 義 塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
奏 藤 昭三 


Effect of cobalt-60 irradiation on the development 
of ascariS ova。 (2) Differences of sensitivity 
in variouSs developmental stageS. 
Shozo Saito 


第 1 報 に 於 て は 名 虫 単細胞 期 卵 ( 虫 採取 直後 ) に 対 レ 
コバ ルト 60 を 照射 し て , その 発育 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し 


報告 し た の で ある が , 今回 は 照射 前 に 培養 を 開始 し た 各 
発育 時 期 の 顕 虫 卵 を 用 いて コバ ルト 60 を 賠 射 し , 夫々 の 
感受 性 の 差 を 検討 し た 成績 を 報告 する 。 


虫 卵 材料 は 豚 虫 の 新鮮 子宮 内 (下部 1.5 cm) 卵 で , 


その 十 数 匹 作 の 材料 を アン チ ホ ルミ ン で 処理 , 蛋白 膜 を 
除 表 せ る も の を ホル マリ ン 加 寒天 平板 に 入れ , 27Cー28 
“で 剛 卵 器 内 に 収め て 照射 前 に 培養 を 開始 し , 次 の 如き 発 
育 各 時 期 の 虫 卵 を 選び 実験 を 行 つた 。 


1) 単細胞 後期 (培養 第 2 日 ) 

2) 2 細胞 期 (培養 第 4 日 ) 

3) 数 細胞 期 (培養 第 7 日 

4) 早期 桑 実 期 (培養 第 9 量 ) 

5) 桑 実 期 及 早期 昭 等 期 (培養 第 9 10 日 ) 

6) 昭 昧 期 及 桑 実 期 (培養 第 11 日 ) 

上 記 各 発育 時 期 の も の を 夫々 ポリ エチ レン 製 小袋 に 入 
れ , 各線 量 問 の 巾 を 比較 的 小さ くし て コバ ルト 60 (sour 


ce の 強 さ 40curie) 照射 を 行い ( 賠 射 時 間 15.039.0 
hr, 線 源 か ら の 距離 5.030.0 cm, 照射 線量 22.68 メ 


10* ツ 0.68x10* ツ 7) その 後 も 照射 前 と 同じ 方 法 に て 培 


養 を 経 続 し , 7 線 に よる 被 昌 効 果 の 観察 を 対照 卵 が 仔 貝 
期 形 成 を 始め る 頃 よ り 開 始 し , 照射 後 各 週 毎 に 第 4 週 ま 
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で 行 つ た 。 第 1 報 と 同様 , 各 発 育 時 期 に 於 ける 各線 量 照 
射 卵 に つい て 培養 日 数 に と も な う 仔 虫 期 卵 成 率 を 求め て 
行く と , 各 発 育 時 期 共 培養 後 2 週 乃 至 3 週 に 於 て 最高 を 
示し た 。 そ と で その 時 期 に 於 ける 仔 虫 形成 阻止 率 と 照射 
線量 と の 関係 を 図示 する と , 各 実 験 と も 夫々 8S 字 状 曲線 
と な つた 。 こ と れ ら の 成績 より コバ ルト 60 照 射 に よる 各 発 
育 時 期 の 虫 卵 の 仔 虫 形成 完全 阻止 限界 と 502 仔 虫 形成 阻 
止 線量 と を 求め て , それ ら の 値 ょ り 感受 性 の 差 を みて 行 
く と, 了 卵 の 発育 が 進 な に つれ て 感受 性 は 大 と な り 。 細 
胞 分 裂 と 代謝 の 最盛 期 と 思 は れる 早期 桑 実 期 に 於 て 最高 
に 達し (50%% 仔 虫 形成 阻止 線量 0.9 万 7 ), そ の 後 再び 低 
下 し , 魚 昧 期 一 桑 実 期 に 於 て は 人 に 感受 性 は 低下 を 示し 


シコ 
て 。 


158. T.M. 法 及 び P。 に よる 名 
是 排 浴 器 系 統 に 関す る 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 昌 学 教室 
小林 瑞穂 ・ 馬 淵 正樹 
Studies on the excretory SysStemn of ascariS 
with T. M. method and P?。 
Mizuho Kobayashi, Masaki Makachi 


シン ポジ ウム の 森下 の 顕 虫 症 の 免疫 を 参照 


159. T.M. 法 に よる トリ コ ュ モナ 
ス 免疫 の 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 躍 学 教室 
中 松 正雄 ・ 森 英雄 


1mmunological studies on 7. 22gz2272S by 
T. M. method. 
Masao Nakamatu, Hideo Mori 


トリ コモ ナス の 免 商学 的 研究 は 貢 来 種々 の トリ コモ ナ 
ス に 関し て 抗原 性 の 相 異 が 報告 され て 居る 。 私 共 も TM 
法 に より 7. 2ggzg7fs と 7.7oefzs に つい て 研究 を 行 
い 次 の 様 な 結果 を 得 た 。 

培養 及び 家 兎 の 免疫 : 500cc コル ベン に 純 無菌 培養 
37C, 72 時 間 ) し た 7. gggzz272s を 0.85% 食塩 水 で 虫 
体 を 6 回 洗 浴 後 , 釣 溶 を 12mgHg の 真空 硫酸 デシ ケー ター 
中 で 乾燥 後 乳鉢 で 粉 細 し その 10mg を 5 cc の 割 に Co, Ca 
液 に 溶解 し 4 時 間 抽 出 後 , 遠 沈 , 上 澄 を Seitz フイ ル タ 
ー で 濾過 , 濾液 を 全 抗 原 と し て 使用 し た 。 な も 仙 体 数 は 
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へ モチ トメ ー ダ で 1 cc 中 凡そ 400 万 と 推定 し た 。 

体重 2.5kg の 家 発 $ の 耳 思 よ り 1 回 量 2.5cc 中 3 日 を 
置い て 3 回 静 注 し た 。 抗 体力 価 の 判定 に は 無菌 培養 後 〒 
M 法 処理 の アア . gggzzg77s を 使用 し た 。 

TM 法 に よる 抗原 製法 : 虫 体 代謝 物 の 含ま れる 培養 
濾液 を 中 を 2 2 HCI で 3.5 に し 10"C 1 時 間 加 熱処理 除 
蛋白 後 上 澄 を 中 7 に 2 Na OH で 修正 し て 前 記 家 各 抗 
血清 と の 間 に 沈 降 反 応 を 行 つた 。 

結果 : 同 法 に よる ア .2ggzg7zs の 濾液 100 倍 稀釈 で 
は 30 分 で 沈 了 反 応 陽性 を 示 し た が 同 法 処理 の 7. げ oezzs 
で は 原液 使用 2 時 間 に 至る も な お 陰性 を 示し た 。 

結論 : TM 法 に よる 酸 熱処理 も 抗原 性 を 変化 させ る 
事 な く , 虫 体 代 謝 物 を 利用 する 同 法 は 臨 床 面 に 於 て も 診 
断 に 応用 し 得る も の と 考え られ る 。 


160. T.M. 法 に よる 條 忠 免 商 の 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 旧 学 教室 
石原 敏 


Tapeworm immunity with T. M. method. 
Bin Ishihara 


72e22 Sg の 7 の 及び の の が y77 の 2077722422 72S022 出 
体 emulsion を 家 兎 に 静 注 し て 得 た 抗体 価 1 万 10 万 倍 
の 血清 に つい て 検査 し た 結果 , 共通 の 抗 元 性 が ある 事 を 
知 つた 。 和尚 各 抗 条 虫 飼養 液 間 に も 同様 の 事 が 云わ れる 。 

. sggyzg7Z 保有 者 の 便 の TM 反 応 は いづ れ も 陽 性 で 
名 虫 , 釣 虫 , 及び 吸虫 保有 者 の 便 に 対す る 条 息 免疫 血清 
の 沈降 反応 は いづ れ ゃ も 陰性 で あつ た 。 


161. T.M. 法 に よる 多 下 免 商 の 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
馬 淵 茂樹 


Investigation of hookworm immunity 
with T. M. Method. 
Shigeki Mabuchi 


シン ポジ ウム の 森下 の 釣 虫 の アレ ルギー 参照 
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162. T.M. 法 に よる 肝 蜂 免疫 の 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
今井 田 二 三 子 
Investigation on immnunity to liverfHuke by 
means of the T. M. method. 
Fumiko Irmaida 


肝 蜂 を 牛 の 肝臓 か ら 採 取 し , 水道 水 及 び 生 理 的 食塩 水 
で よく 水洗 し , 後 外部 の 水分 を 濾紙 で よく 除去 し , 1g 
に 1 cc の 割合 に Coca 液 を 加 へ , 磨 砕 し て エス ムル ヂ オ ン 
と し , 更に 源 過 し た 濾液 を 家 兎 に 静 注 し て 得 た 抗体 価 14 
乃至 1 万 倍 の 血清 と 牛 の 便 と の 関係 を FM 法 に 依り 検 す 
ら に , 肝 蜂 感染 牛 の 糞 便 に 於 て は 総 て 陽性 の 反応 を 得 
た 。 沿 と の 肝 双 を 採取 し た 牛 の 皮 上 典 反 応 を 検 す る に 8 例 
中 2 例 陰 性 で 他 の 6 例 は 陽性 で あつ た が , と の 中 肝 台 
卵 , 双 口 吸虫 卵 を 証明 出来 得 た も の は 2 例 で , 他 の 4 例 
は 何れ も 世 口 吸 昌 卵 の み 検出 し た 。 そ と で 前 記 肝 軽 と 同 
様 に , 双 口 吸虫 エス ル ヂ オン を 作り , 前 記 血 清 と の 間 の 
沈降 反応 を 検 す る に 総 て 反応 は 陰性 で あつ た が , 災 口 吸 
虫 飼養 液 と の 間 の 反応 は , 双 口 吸虫 1 隻 1 cc と の 割 の リ 
ン ゲ ル 氏 液 中 の 飼養 例 に 於 て 1 時間 後 の 判 定 で 微 謙 で あ 
る が 陽性 の 反応 を 認め た 。 と れ に 肝 飼 養 液 で は 1 隻 1 
00cc の リン ゲル 氏 液 飼養 例 で も 80 分 後に 沈 際 反応 は 強 陽 
性 と な る 。 

以上 の 事実 か ら 併せ 考え る に , 肝 軽 と 双 口 吸虫 は 極め 
て 近 緑 関係 に あり , 又 肝 軽 の 多数 寄生 例 に 於 て も , 40 刀 
到 50 隻 に 比 し , 双 口 吸虫 で は 数 千 以 上 の 例 が し ば し ば あ 
り , と の 為 に 充 口 吸 虫 か ら 排 浴 さ れる 物質 に よ つ て 得 た 
免疫 が , 肝 明 エム スル ヂ オン の 皮膚 反応 に 影響 する も の と 
考え られ る 。 こ と れ に 反し , FM 法 30 分 乃至 1 時 間 の 反応 
の 判定 に 於 て は 何れ も 肝 軽 に の み 特 異 的 に 発現 し , 肝 軽 


診断 法 と し て 従来 より 確実 な 方 法 と 思 は れる 。 


NX 


163. 新潟 脆 に なけ る 宮 口 虫 の 分 布 調査 
新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
大 鶴 正 満 ・ 片 桐 正三 
Distribution of Gnathostoma in Niigata Prefecture 
(Nematoda : Gnathostomidae) 
Masamitsu Otsuru and Shozo 氏 atagiri 

額 口 虫 症 は , 戦後 北九州 方 面 に 多発 し た の を 初め と し 

て , その 後 各地 発生 が 報じ られ て きた が , 北陸 , 奥羽 地 
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方 に お ける 頭 口 虫 の 存否 に つい て , と れ ま で 殆ど 調査 が 
行わ れ て いな か つた 。 わ れ わ れ は , 昭和 29 年 8 月 以降 新 
濁 県 に お いて , 本 虫 の 第 2 中 間 宿 主として 従来 知ら れ て 
いる 雪 魚 , 各種 の 馬 。 イ タチ , ブタ な ど に つい て 調査 を 
実施 し て きた の ぐ で 今 日 まで の 成績 の 概略 を 報告 する 。 
有 球 顎 口 躍 : カム ル チ イ (新潟 県 産 軍 魚 は すべ て カ 
ムル チイ と 同定 ) は 338 (昭和 29 年 32, 30 年 351), 野馬 
は ゴイ サギ 成鳥 8, 同 幼 島 26, カル ガ モ 14, ヨシ ゴイ 
4。 オ シド リ 1。 トモ エガ モ 1。 マガ モモ 1。 ハシ ボソ カ 
ラス 15, フク ロウ 1 に つい て 筋肉 検査 し た と とろ, 中 蒲 
原 郡 で 捕獲 し た ゴイ サギ 成鳥 3 の 中 に 第 3 期 幼虫 4 の 寄 
生 を 証明 し た の み で , その 他 は すべ て 陰性 で あつ た 。 な 
お 成虫 の 検査 ご は , 西蒲原 郡 の 野犬 5 を 検 し 陰性 で あつ 


か ー 
/ こ O 


日 本 顕 口 虫 : 県 内 各地 より イタ チ 182 匹 を 集め, 
胃 , 食道 に つい て 検査 し た が , 全 例 陰性 で あつ た 。 

ドロ レス 顕 口 虫 : 本 虫 の 濃厚 寄生 の 証明 され て いる 
イノ シシ は 当地 方 に は 棲息 し て いな い の で , ブタ 25 を 調 
べた が , すべ て 陰性 で あつ た 。 

今回 初め て 新潟 県 で 捕獲 し た ゴイ サギ に 有 鞍 顕 口 幼 東 
の 寄生 を 証明 し た が , 当地 方 で は ゴイ サギ は 大 部 分 渡島 
で 降雪 期 前 に 南方 へ 去り , 留鳥 と し て 越生 する も の は 極 : 
く 1 部 に 限ら れる の で , と の ゴイ サギ は 南方 で 感染 し て 
当地 方 へ 帰 来 し た も の か , 或 は 捕獲 地 附 近 で 感染 し た も 
の か も と より 決定 され 難い 。 し か し と の 野鳥 か ら 本 息 検 
出 の 事実 は , 今後 北日本 方 面 に お ける 顕 口 虫 の 分 布 調査 
に 1 つの 示唆 を 与え た も の と いえ ぇ えよ ょ う 。 日 本 顕 口中 に つ 
いて は , 本 州 中 部 地方 の イタ チ に 相当 高 率 に 寄生 し て い - 
る と と が 報じ られ て きた の で , 本 県 か ら も 発見 され る と 
と が 期待 され た が , 今日 まで 検査 し た 182 匹 (越後 165: 
佐渡 17) の イタ チ 全 例 陰 性 で あつ た 。 
今後 更に 規模 拡大 し て 当地 方 に お け 
査 を 実施 し て ゆく つも り で ある 


る 額 口 虫 の 分 布 調 : 


164. 日 本 顎 口 是 の 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
小林 瑞穂 ・ 岩 田 繁 雄 


Studies on C27 の S7 の 2 742 の の 7224772. 
Mizuho Kobayashi, Masaki Mabuchi 


日 本 駐 口 虫 卵 を 各種 温度 下 の 発育 状況 を 観察 し て 次 の 
様 な 成績 を 得 た 。 107C で 培養 する と , 10~12 日 後に は 変 : 
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性 を 来 し , 仔 虫 形成 は 行わ な れ な い 。20'C~ て 29' で で 培養 す 
る と , 30 日 後に は Y9~522% の 仔 下 形 成 が 見 られ る 。 20'C 
の 方 が 29C ょ り 負 化 率 が 良い 。87C で は 10 日 後 で すべ て 
死滅 する 。 卵 内 の 仔 虫 に は 被 輌 は 認め られ ず 遊 出し た 仔 
恵 が ケン ミ ヂ ンコ に 捕食 され る と 207C で は 10 日 位 で 第 2 
期 仔 虫 が 体腔 中 に 完成 する 。 と の ケン ミ ヂ ンコ 中 の 第 2 
期 仔 虫 を 各種 の 淡水 魚 , 蜂 , 蛇 , イモ リ 等 に 飼 食 せしめ 
た が 感染 せしめ る 事 が 出来 な か つた 。 


165. 吾 口 虫 症 の 一 例 


大 阪 医科 大 学内 科 
岩田 常雄 ・ 石 井 泰 延 


A case of gnathostomiasiS. 
Shigeo Iwata and Yasunobu Ishii 


35 厳 の 主婦 , 家業 洋品 雑貨 商 , 本 人 大 阪 に 生れ 高槻 
市 内 に 終戦 後 居住 し て いる 。 昭和 30 年 8 月 4 日 頃 か ら 左 
顎 部 に 限局 性 の 浮腫 を 来 し , 次 で 左 口角 部 , 右 類 部 に 移 
動 し た 。 自覚 的 に 緊 満 感 , 鈍痛 が ある が , 圧痛 は な い 。 
発赤 は 著 明 で は な い 。 主人 は 社 用 で ビル マ に 旅行 し , 3 
年 前 に 両手 , 左足 に 移動 性 浮腫 を 来 し た 事 が ある 。 又 夫 
妻 共に 海 及 び 川 魚の 刺身 が 好き で 毎日 食べ て いた 。 9 月 
15 日 に 来院 し , 狂 口 束 症 の 疑 ご いろ いろ 検査 し , 之 を 治 
療 し た 。 

諸 検査 所 見 : 尿 尿 に 異常 な し 。 胸部 心 肺 に 異常 な 
く , レ 線 検査 で も 正常 で ある 。 腹部 臓器 , 四肢 に も 異常 
は な い 。 血液 所 見 錦 血 な く , 赤 白 血球 正常 , 8 多 の 好 酸 
球 を 認め る 。 肝 機 能 検査 で も チモール 潤 濁 反応 が 軽度 陽 
性 で ある 外 異 営 は な い 。 血液 W 氏 反応 陰性 。 九 大 宮崎 孝 
援 の 御 好 意 に ょ る 名 口 虫 皮 内 反応 アン チゲ ン を 使用 し , 
皮 内 反応 を 試み た と と ろ , ドロ レス 魚 口 中 の アン チゲ ン 
に 特異 的 に 反応 し , 15 分 で 47.5 x68.5mm の 発赤 及び 10 メ 
10 中 の 丘疹 を 証明 し た 。 勿論 顔面 の た め 虫 体 の 検出 は 出 

な か つた 。 沿 か ゝ る 移動 性 浮腫 は 2 一 6 日 で 右 眼 上 下 
眼 肥 に 移動 し , 開眼 も 困難 と な つた 。 有 眼科 医 に 受診 し, 
クイ ン ケ 氏 浮 腫 と 診断 され た 。 か > ゝ る 限局 性 移動 性 浮腫 
は クイ ン ヶ ケ 氏 浮 腫 か , 寄生 虫 性 の も の し か 考え られ な 
い 。 銘 虫 , 条 虫 は 考え られ ず , と の 名 口 中 の アン チゲ ン 
に 特異 的 に 反応 する 所 見 か ら 名 口 虫 症 と 決定 し , 各種 治 
療 を 行 つ た 。 ア クリ デ ヂ ン 色素 , ズル ファ ミン 剤 は 内 服 , 
注射 共に 無効 か あつ た 。 併 し スパ トニ ン 6~8 錠 毎日 内 
服 , マフ アル ゼン 0.04 gr を 週 2 回 注射 し , 大 体 1 ヶ月 
間 で 治癒 し た 。 そ の 間 に 浮 腫 は 全く 軽快 し , その 後 現在 
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迄 全 く 再発 を みな い 。 
以上 顕 口 虫 症 に よる 移動 性 浮 種 を スパ トニ ン と マフ ア 
ル ゼ ン に より 全治 せしめ だ た 1 例 で ある 。 


166. 鳥取 , 島根 , 岡山 の 三 又 に 
於 ける 額 日 昌 


鳥取 大 学 医 学部 公衆 衛生 学 教室 
西 田 弘 


Gnathostoma in Tottori, Shimane and 
Okayama Prefecture. 
Hiroshi Nishida 


山陰 に 於 ける 名 口 虫 の 調査 は , 昭和 29 年 か ら 続け て お 
り , その 成績 の 一 部 は 既に 報告 し た が , 更に 昨年 か ら は 
岡山 県 に 於 て も 調査 を 始め た 。 今 迄 に 得 た 成績 は 次 の 様 
で ある 。 

T. 有 球 名 口 虫 : 鳥取 県 米子 市 か ら 島 根 県 出雲 市 に 
及ぶ, 実 道 湖 , 中 海 及 び それ ら に 注ぐ 河川 の 下流 地域 
に , 本 虫 の 人 体 へ の 最も 有力 な 感染 湖 で ある カム ル チ イ 
が 多数 棲 島 し て いる の で , その 65 尾 を 検査 し た が , 本 息 
幼虫 は 1 匹 も 見 出さ れ な か つた 。 又 と の 地域 で 獲れ た 本 
虫 の 中 間 宿 主 と 認め られ る 鳥類 14 羽 (ゴイ サギ ,。 シロ サ 
ギ , カイ ツブ リ ), イ タチ 5 頭 , 騙 終 未 宿主 で ある イヌ 86 
頭 , ネコ 81 頭 に つい て 検査 し た が , や は り 本 虫 は 認め ら 
れ な か つた 。 以 上 の 成績 と , 確実 に この 地域 の 魚 か ら 感 
染 し た と 考え られ る 症例 も な い 事 を 考え 合せ て , 現在 の 
処 と の 地域 に は , 本 虫 は 分 布 し て いな いも の と 考え られ 


や っ o 


と の 他 の 岡山 県 児島 郡 産 カ ルム チイ 45 尾 , 兵庫 県 水上 
郡 産 タ ダイ ワン ドジ ョ ウ 2 尾 , 京都 府 興 謝 郡 産 カ ムル チイ 
16 尾 に つい て 検査 し た が , や は り 本 虫 は 見 出し 得 な か つ 

要する に 山陰 及び 岡山 県 で の 調査 で は 有 球 顕 口 虫 の 幼 
東 , 成虫 共に 未だ 検出 され な い 。 

HI. 日 本 名 口 虫 : 本 虫 の 終 未 宿主 で ある イタ チ に つ 
いて 調査 し た 。 成績 は 鳥取 県 産 の る の 36 頭 の 内 , 米子 市 
産 1 頭 , 西伯 郡 境港 町 産 1 頭 に , 又 島 根 県 産 の も の 197 
頭 の 内 , 八 東郡 美保 関 町 産 2 頭 に 夫々 本 虫 の 寄生 を 認め 
た 。 こ と れ ら 本 虫 の 認め られ た 地域 は 海 を た 嘘 て > は いる が 
相 隣 接し て いて , 山陰 の 略 中 央 部 に 当る 。 又 岡山 県 に 誰 
て は 県 南部 で 捕獲 され た 138 頭 の 1 イ タチ の 内 7 頭 に 本 虫 の 
寄生 を 認め た 。 こ と の 内 上 道 郡 角山 村 で は 5 頭 の イタ チ 4 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


総 て に 本 虫 を 認め た 事 か ら , 相当 濃厚 な 分 布 を 示し て い 
る も の と 考え られ る 。 

. ドロ レス 獲 口 虫 : 本 虫 の 終末 宿主 で ある イノ シ 
シ に つい て 調査 し た 。 成績 は 兵庫 県 朝来 郡 産 の も の 3 頭 
の 内 2 頭 に , 鳥取 県 産 の も の 6 頭 の 内 , 八頭 郡 産 の 1 頭 
に , 双 島 根 県 産 の も の 22 頭 の 内 , 鹿足 郡 産 の 3 頭 に 夫々 
本 虫 の 寄生 を 認め た 。 岡 山県 北西 郡 産 の 6 頭 に は 本 虫 は 
認め られ な か つた 。 要する に 山陰 に も 本 虫 が 分 布 す る と 


ma と れ ら の 分 布地 は 既に 本 虫 の 分 布 す 
る 事 が 報告 され て いる 兵庫 県 及び 山口 県 に 隣接 し た 地域 
で あの 8 


167. 長崎 落下 の 顎 口 虫 分 布 ょ 中間 
宿主 に 関す る 知見 補遺 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 
片 峰 大 助 ・ 海 江田 徹 


Studies on incidence of Gnathostoma in Nagasaki 
Prefecture and the new second intermediate- 
hosts of Cz27 の 57 の 2 の S カ 47967Z4772. 
Daisuke Katamine, Toru Kaieda 


長崎 県 内 で 感染 し た と 思わ れる 魚 口 虫 症 が 最近 相次い 
で 発生 し て いる の で , 有 球 顕 口 虫 の 本 県 に 於 ける 分 布 を 
知る た め に カム ル チ イ を 中 心 と し て 第 2 中 間 宿 主 の 検索 
を 行 つ た 。 県 下 で は 3 市 8 ヶ 町 村 に カム ル チ イ の 棲息 が 
確認 され た が , 今回 調査 を 行 つ た の は 諫早 市 , 北 高 ・ 森 
山村 , 南 高 ・ 愛 野 町 , 吾妻 村 , 東 彼 ・ 宮 村 の 1 市 4 ヶ 町 
村 で 総数 602 尾 中 104 尾 (17.82) に 寄生 を 証明 し た 。 
特に 諫早 市 内 は 最も 濃厚 な 分 布 を 示し 79.2% に 達し た 。 
締 ず より に ける に 閲 っ て 提 全 衝 し 。" 符 陸 で が 
5.2% で あつ た 。 1 尾 宛 の 寄生 数 は 最高 13 隻 で ある カ ヵ 

1 ~ 3 隻 が 大 多数 を 占め , 福岡 , 佐賀 地 に 比べ る と 
染 濃度 は ずつ と 低い 。 寄生 部 位 は 1 尾 の 肝臓 に 1 隻 を 認 
め た 以外 は すべ て 筋肉 で ある 。 体重 の 増加 こつ れ て 寄生 
事 , 寄生 数 は 増加 する 傾向 が み ら れ る 。 他 に ゴイ サギ 2 
羽 中 1 羽 に 3 隻 の 幼 東 を , ハゼ クチ 72 尾 中 1 尾 た 1 隻 の 
幼虫 を 認め た が ナマ ズ 4 尾 , イタ チ 72 頭 で は 陰性 に 終 つ 
た 。 終 宿主 と し て 長崎 市 の 野犬 1200 頭 を 調べ た が 寄生 を 


改 な か た Oo 


之 と 並行 し て ドロ レス 魚 口 虫 , 日 本 顕 口 虫 の 分 布 調査 
や 行 つ た を が , ドロ レス 顕 口上 虫 で は 昭和 380 年 5 月 か ら 12 月 
まで , 主として 西彼杵 半島 の イフ シシ 238 頭 を 調べ た 結果 
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11 頭 (47.5 名 ) に 成 昌 の 寄生 が み ら れ た 。 商 その 中 , 4 
頭 の 胃 壁 筋 層 内 に 頭 球 釣 列 が 4 列 で , 体長 が 1.2cm 前 彼 
に 発育 し た 幼虫 が 多数 発見 され た 。 之 は いずれ も 夏 か ら 
秋 に と れ た イノ シシ で ある 。 と の と と は 初め て の 知見 で 
ある が ドロレス 名 口 虫 の 発育 史 を 究め る 上 に 重要 な 所 見 
ご 示 わ れる 。 革 有人 
72 頭 を 検査 し た が 陰性 で あつ た 。 

昭和 30 年 末 , 現地 で ご とれ た ハゼ を 生食 し て , 感染 し た 
と 思わ れる 頭 口 虫 症 2 例 を 見 た の で , 諫早 市 長田 海岸 , 
佐賀 県 鹿島 の 海岸 で 釣 つた 有明 海 特産 の ハゼ を 精査 し た 
結果 , 217 尾 中 1 尾 の 筋肉 内 に 被 窒 し た 第 3 期 幼 東 の 自 
然 感染 を 証明 し た 。 感染 率 は あま り 高く な い が 刺 身 と し 
て 賞 用 ほれ る の で 感染 源 と し て の 意義 は 大 きい 。 同 
長崎 港 に 注ぐ 浦上 川 の 湾口 で 釣 つ た ハゼ に カム ル チ イ か 
ら 得 た 第 3 期 功 虫 を 食わ せ て 感染 実験 を 行 つ た と と ろ , 
投与 後 1 一 4 日 で 肝臓 , 筋肉 へ の 移行 を 証明 し 45 目 で 筋 
肉 内 に 被 栓 幼虫 を 確認 し た 。 以上 の 知見 か ら 我 々 信 ハ ゼ 
クチ 4cgz7Zogo の zzs Zs7g,。 マハ 4cgz7ogo の fs 72- 
94 が ZS を 有 球 顎 口中 の 新 ら し い 第 2 中 間 宿主 と し て 
追加 する 。 淡水 と 塩水 に また が つて 生 棲 し , 海 で も 釣れ 
る 魚 も 中 間 宿 主 と な りう る 点 が 注目 され る 。 


168. 有 素 顎 口 下 虫 体 の 楼 酸 及び 
グリ ュー ゲン に 蔵 いて 


九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
植木 敏之 


On the nucleic acids and glycogen in the 
body of Cs/ の 22 の S カ Z2422 ら 7 。 
Toshiuki Ueki 


カム スル チイ の 筋肉 内 に 寄生 し て いる 有 革 顕 口 曳 第 三 期 
幼 虫 , 及び それ を 実験 的 に ダイ コク ネズ ミ に 投与 し て , 
その 筋肉 内 或 は 皮下 に 寄生 し て いる も の に つい て , 要 酸 
及び グリ コー ゲン の 分布 状態 を 比較 検索 し た 。 

核酸 に つい て は , Feulgen 反応 及び メチ ル 緑 ピ ロ = 
ン 染 色 を 。 グリ コー ゲン に つい て は , Hotchkiss Mc 
Manus の 多糖 染色 ( 嘩 液 消化 試験 を 併用 ) を 行 つ た 。 

(1 ) 核 酸 

1) 体 壁 : 両者 の 幼虫 共に 角 皮 及び 角 下 皮 上 剛 に は 核 
酸 は 認め られ ず , 筋 層 の 線維 部 に は DTNA が 密 で ある の 
に 反し て , 筋 欠 部 に は 組 で ある が , 腹 側 に は 一 部 RNNA 
ゃ 僅か に 認め られ る 。2) 食道 : 前 者 で は 前 方 と 近い 
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腺 性 部 に は RTNA が 多く て DA が 少く , 後 端 に 近く な 
る に つれ て DA が 多く て RNNA が 殆ど 認め られ な く な 
る が 。 後者 で は 後 敵 近 くに まで RA が 密 に 認め られ る 
部 分 も ある 。 核 に は DNA 或 は RNA が 共に 同様 に 認 
られ る 。3) 腸管 : 前 者 に は 上 皮 細 胞 内 に RTNA が 比 
較 的 密 に 存在 し た が , 後者 で は 褐色 頸 粒 の み が 密 で RT 
A は 殆ど な く , 核 に は 共に DNA が 和 密 に 存在 し た 。4) 
体腔 ・ 共に RYNA が 濃厚 で あつ た 。5) 球 ノ ウ 及 び 妥 
ノウ 壁 ・ 共に DA 及び RNNA が 粗 で あつ た 。6) 側 
線 : 共に DA が 僅か で あり , 核 に は DA 又は RNN 
A が 比較 的 密 に 存在 し た 。 

(2) グリ コー ゲン 

前 者 に 比較 し て 後者 の 方 が 全体 的 に や や グリ コー ゲン 
の 含有 が 多い も の と 思わ れ た 。1) 体 壁 : 角 友 及び 角 
SPA 筋 層 の 筋 税 部 に は 濃厚 で ある 

本 細 靖 計 和 か で か っ た > 2) 食道 : 前 者 で は 腺 
-PM は 殆ど 認め られ な い が , 後者 で は 僅か に 存在 し 
殊 に 腺 性 部 の 筋 線 維 に は 明か に 後者 の 方 が 濃く 見 られ 
た 。 3 ぅ ) 腸管 : 上 皮 細 胞 に は 後者 の 方 が より 閉 明 に 
認め られ た 。 4) 体腔 : 共に 殆ど 認め られ な か つた 。 
5) 球 ノ ウ 及 び 頸 ノウ 内 : 共に 濃厚 に 認め られ た 。6) 
側線 : 共に 濃厚 に 認め られ た 。 

以上 の 主 な 差異 は , 後者 の 幼虫 で は 食道 腺 性 部 の 後 敵 
近く に まで RA が 密 に 認め られ る 部 分 も あり , 蛋白 合 
成 , 新陳代謝 の さか ん に 行わ れ 
管 上 細胞 に は , 前 者 の 幼虫 に 見 られ た RNNA が 認め られ 
ず に , 褐色 粒 の み が 密 で あつ た 。 又 , グリ コー ゲン は , 
後者 の 方 が 全体 的 に より 濃厚 に 認め られ た が , 殊 に 腸管 
上 皮 細 胞 に お いて 著 明 で あつ た 。 


169. 有 束 顎 口 下 第 三 期 幼 是 の 忠 体 抽 
出 液 並び に 飼養 液 の が て 心臓 及び ウ 
サギ 小腸 に 及ぼ す 影 故 
九州 大 学 寄生 昌 学 教室 
湾 沢 一 男 


て いる と と を 思わ せ , 腸 


Effects of the fiuid extracted from the worm 
body of third stage arvae of CZ 娘 s7O7Z 
SZZ222geZ222 and its foster Huid upon the 
heaft of 万 zo zz/ggzzs and the 
Small intestine of rabbits. 


Kazuo Takizawa 


顕 口 虫 の 薬理 学 的 実験 の 一 端 と し て , 有 舟 顕 口 息 第 3 
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期 幼 昌 の 抽出 液 と 飼養 液 を 使用 し 以下 の 成績 を 得 た 。 

材料 : 虫 体 抽出 液 は カム スル チイ か ら 得 た 有 昔 顕 口 取 
第 3 期 幼 虫 を 乾燥 科 量 後 , 粉末 と し 蒸溜 水 に と か し 使用 
し た 。 

虫 体 飼養 液 は カム スル チ イ か Moss 生理 
的 食塩 水 1 cc に 28 匹 相当 を 4 *C18 日 間 飼養 し 

(1 ) 下 体 抽出 液 普 びに 飼養 液 の 家 束 摘 出 rr 
る 成績 。 

実験 は Magnus methode に 
家 兎 の 描出 小腸 を 使用 し た 。 

抽出 液 は 0.00001mg~ 1 mg/cc を 0.1cc- 0.5cc 迄 3 
88 例 に 応用 し 。 0.001me/cc 以 上 に て 腸 運 動 進 ( 拓 


より 2 kg 内 外 の 白色 雄性 


一 時 静止 以後 増大 緊張 度 上 昇 ) を 認め た 。 
増量 に て 強 く 出 る 様 で ある が , 必ず し きま 量 に 平 し な 
か つた 。 


飼養 液 中 0.1cc-1.0 画 迄 の 量 を 9 例 に 使用 し た 。 結 
果 は 全て 腸 運動 元 進 で 量 に は 平行 し な か つた 。 

(2 ) 下 体 抽出 液 並 びに 飼養 液 の 慕 大 腺 り ン バ 膝 内 注 
射 に よる 募 心 臓 に 対す る 成績 。 

実験 は Engelmann 改良 法 で urethan に て 処置 し た 

150 て 450 g の 7o gzggg7fs を 使用 し た 。 

抽出 液 は 1mg0.00001 mg/cc を 0.00025 て 0.001 
cc/jg 当 り 募 84 例 の 大 用 リン バ 膝 内 に 注射 し 0.001 mg/cc 
9 E 九 進 (振幅 増大 緊張 上 昇 ) が 見 られ 増 

こよ り 却 つて 変化 が 少 か つた 。 

ren は 抽出 液 同様 に 応用 し 9 例 に て 殆 ん ど 心 臓 機能 
に 変化 を 認め な か つた 。 

(3 ) 下 体 抽出 液 並 び 
る 暮 心臓 に 対す る 成績 。 

抽出 液 は 47 例 の zo zz7ggzs に 応用 し , 0.001mg/ 
cc 以上 に て 心臓 機能 元 進み, 
を 得 た 。 

飼養 液 も 同様 に 7 例 で 心臓 機能 元 進 を 認め た 

(4) その 外 acetylcholin と adrenalin よる 結 
果 

Magnus methode (に て acetylcholin は 0.05cc に て 
腸 運動 の 強い 元 進 を みた , adrenalin は 腸 運動 を 0.1cc 
に て 著 明 な 抑制 を 示し た 。 

Engelmann 改良 法 で は acetylcholin 0.00025cc/g で 
心臓 運動 元 進 , adrenalin 0.00025ccjg で 心臓 運動 抑制 
を 認め た 。 

総括 : Magnus methode に て 抽出 液 , 飼養 液 に よ 
る 腸 運 動 元 進 は acetylcholin に 似 た 結果 で あつ た ,。 


- 飼 養 液 の 慕 腹 蘭 静 脈 注射 に ょ 


ば コ 


EE ルー) て さ Y と 
量 に ほ ゞ 平行 し た 結果 
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Engelmann 改良 法 に 於 ける 抽出 液 , . 飼 養 液 ( リ ン バ 腔 
内 応用 を 除く ) の 心臓 運動 元 進 は 同じ く acetylcholin 
に 近い 成績 を 得 た 。 


170. 顎 口 中 アレ ルギー の 病理 学 的 研究 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
棚 測 幸 正 ・ 岡 村 一 郎 


On the allergy of experimental 
gnathostomniasis. 


Yukimasa Tanase, Ichiro Okamura 


有 球 吾 口 点々 体 2 隻 を 生理 的 食塩 水 1 cc に 含む 乳剤 を 
隔 日 に 家 兎 腹腔 内 に 注入 感 作 し , 惹起 注射 に より 超 る 皮 
眉 反応 を 検討 し た 。 又 カム ル チ イ 筋肉 10 多 生理 的 食塩 水 
乳剤 に より 同様 の 実験 を 行 つ た が , 此 際 頭 口 虫 寄生 の カ 
スル チイ 及び 陰性 の カム ル チ イ 筋肉 を 別々 < に 夫々 用 い 比 
寺 し た 。 惹起 抗原 は 額 口 虫 々 体 の 場合 は 生理 的 食塩 水 1 
cc に 1 隻 含 む 液 に 石 談 酸 を 0.5% に な る 様 に 加え た : も の 
を 原液 と し , カム ル チ イ 筋肉 の 場合 は 10% 生 理 的 食塩 水 
に 石炭 酸 を 加え た も の を 原液 と し た 。 

惹起 注射 抗原 の 濃度 は , 顕 口 由 々 体 で 感 作 し た 家 兎 で 
は 原液 の 10 倍 液 が , カム ル チ イ 筋肉 で 感 作 し た も の で は 
筋肉 原液 の 100 倍 液 が 最も 適当 で , それ より 濃度 が 高い 
と 対 照 に も 陽性 を 示す と と あり , 更に 濃度 低けれ ば 成績 
が 不定 と な る 。 感 作 終 了 か ら 惹 起 注 射 ま で の 期間 は 両者 
共に 8 一 4 週 が 最も 高く , 惹起 注射 後 の 経 過 時 間 と 反応 
度 と の 関係 を みる と 何れ も 4 て 5 時 間 目 が 強い 。 有 革 名 
日 虫 幼虫 の 寄生 し た カム ル チ イ 筋肉 及び 陰性 の 筋肉 に ょ 
る 感 作家 兎 へ の 皮 内 反応 も 全く 大 差 な く 又 惹起 抗原 相互 
に も 反応 度 に 差 は 認め られ な か つた 。 又 宮 口 虫 々 体 に よ 
つて 感 作 し た 家 兎 へ の カム ル チ イ 筋肉 の 惹起 抗原 に よる 
皮 内 反応 及び , その 逆 の 場合 に 何れ に も 認 な べき 所 見 は 
得 ら れ な か つた 。 惹 起 抗原 を 夫々 58*C30 分 間 処 理 す る と 
両者 共に 反応 程度 が 低下 し , 100'C80 分 で は 更に 低下 す 
蜂 口 虫 々 体 乳剤 及び カム ル チ イ 筋肉 乳剤 注射 に よ つ て 
家 兎 の 血球 数 並 に 血色 素 量 等 に は 著 変 は 来 さ な か つた 。 
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171. 扇 井 騒 に 於 ける 系 雇 虫 症 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
森下 牙 ・ 中 林 敏 夫 ・ 西 村 猛 ・ 森 下 衝 
勝山 病院 
坪 坂 勉 


FilariasiS in Fukui Prefecture. 
Kaoru Morishita, Toshio Nakabayashi, 
Takeshi Nishimura, Satoru Morishita 

and Tsutomu Tsubosaka 


福井 県 勝山 地方 の 糸状 虫 症 は 昭和 29 年 坪 坂 が その 存在 
を 確認 し た 。 昭 和 30 年 8 月 26 日 か ら 同 地 方 の 住民 982 名 
に つい て 調査 を 施行 し , 仔 東 陽性 者 及び 問診 に より 現在 
又は 過去 に お ける 有 症 者 を 認め た 。 

調査 月 日 , 地域 , 被 検査 者 数 は 次 の 様 で ある 。 8 月 26 日 
平泉 寺 , 114 名 , 27 日 , 鹿谷 , 208 名 , 28 日 , 野 向 , 2 
98 名 , 29 日 , 荒 土 , 821 名, 調査 方 法 は 夜間 採血 , 既往 
及び 現 症 の 調査 を 行 つ た が , 採血 は 耳 染 か ら の 血液 数 滴 
を スラ イド グラ ス 上 に 厚 層 標本 と し 自然 乾燥 和俊 蒸 水 ( 水 
道 水 又は 井 水 ) で 藩 面 せしめ メタ ノー ル 固 定 , ギ ム ザ 染 
色 を 行 つ て 鏡 検 し た 。 採血 時 刻 は 大 凡 夜 間 9 時 30 分 より 
11 時 の 間 で あつ た 。 (平泉 寺 の み は 8 時 か ら 9 時 の 間 に 
行っ た 。) 調査 の 結果 は 次 の 様 で ある 。 平泉 中 仔 虫 陽性 
者 は 1 名 , 有 症 者 は 4 名 (4 名 共 仔 虫 陰性 ) で 仔 虫 陽性 
率 0.9 多 浸 淫 率 4.4 狐 , 鹿谷 は 208 名 中 仔 虫 陽性 者 11 名 , 
有 症 者 9 名 (8 名 は 仔 虫 陰性 ) で 仔 虫 陽性 率 5.0% 浸 洋 
率 9.1 多 , 野 向 は 289 名 中 仔 虫 陽性 者 22 名 , 有 症 者 16 名 
(14 名 は 仔 虫 陰性 ) で 仔 虫 陽性 率 7.6 2, 浸 澤 率 12.1 
2, 荒 土 で は 821 名 中 仔 虫 陽性 者 16 名 , 有 症 者 87 名 (32 
名 は 仔 虫 陰性 ) で 仔 虫 陽性 率 5.0, 浸 淫 素 15.0% で あつ 
た 。 故に 線 合 成績 と し て は 982 名 中 仔 虫 陽性 者 50 名 , 有 
症 者 66 名 (58 名 は 仔 虫 陰性 ) で 仔 了 虫 陽性 素 5.42, 温 洋 
率 11.62 タ と な つた 。 浸 淫 率 は 仔 虫 陽性 者 数 に 仔 虫 陰性 で 
有 症 の 人 数 を 加え , 之 を 検査 数 に 対す る 率 と し た も の で 
ある 。 和尚 調 査 は 各地 域 を 更に 大 字 毎 の 部 落 に 細分 し て 行 
つた 。 地域 別 の 成績 で は 平泉 寺 が 最も 低 率 で あつ た が , 
之 は 採血 時 刻 が 早期 に 過ぎ た 事 が 関係 し た も の と 考え ら 
れる 。 し か し 浸 淫 率 に お いて も ゃ 同 地域 が 最低 で ある 事 か 
ら す れ ば や は り 他 地域 より は 低い も の で あろ う 。 有 症 者 
を 類別 する と , その 多数 の も の か ら 順 次 に 発作 , 乳 ビ ( 
血 ) 尿 及 び 尿 閉 , リ ンス 腺 交 腫 及び 交 痛 , 陰 論 水腫 及び 
腫 張 , 下腹 痛 , リン バ 陰 旨 と な り 象 皮 病 患者 は 発見 し え 
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な か つた 。 年 齢 別 で は 仔 虫 陽性 者 は 60 歳 以上 の 22.2 は 
検査 数 が 僅か に 18 名 で あり , 之 を 別 と し て 扱え ば 20 歳 台 
の 8.1 多 , 40 歳 台 の 7.9 , 次 で 80 歳 台 の Y.4 多 と な 
る 。 有 症 者 率 で は pe が 17.2 多 , 次 で 40 歳 台 , 30 歳 
台 , 20 歳 台 の 順 と な る 。 

同 地方 は 古く 「 シ モ ム シ 」] な る 俗称 が 存在 する 様 に 糸 
Se は 相当 古く 且つ 広く 分 布 し て いた と 考 
えら れ た が , 本 調査 に より 明確 に され た 訳 で あり , 今後 
の 調査 及び 対策 が 切 さ れる 。 


172. 奄美 大 島 群 島 の 系 秩 虫 症 調査 成績 


鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
佐藤 八 了 ・ 米 沢 藤 士 ・ 植 村 芳 
上 村 光 夫 ・ 要 幼 一 概 ・ 指 宿 英 造 


Survey of wucheleriasis in Amami-Oshima. 
理 . Sato, T. Yonezawa, Y.Uemura, 
M. Kamimura, S. Kaname, E. Ibusuki 


奄美 大 島 群島 は 戦前 我国 第 一 の 糸状 症 濃厚 浸 澤 地 で あ 

つた が , 終戦 後 米 軍 占 領 下 に あつ た の で その 後 の 本 症 浸 
淫 状 況 に つい て は 不明 で あつ た 。 所 が 昭和 28 年 末 本 群島 
が 我国 に 復帰 し て か ふら, 私 共 は 本 群島 の 各地 を 周回 し 昨 
年 。 1 昨年 て 昭和 80 年 ) の 調査 に より 概ね 本 群島 の 浸 洋 
状況 を 明らか に し た の で , 此処 に 昨年 度 の 分 を も 取 ま と 
め 報 告 する 。 

大 島本 島 : SS 
に , rf Aa 00 , 三方 村 小 
小 帝 fsc 
人 中 16 例 (28%) に し BWRWRce 145 例 中 11 
例 7.6 め ) に こ , 上 仁 屋 町 古 仁 必 こ 於 て は 83 例 中 22 例 
(26.5%) に , 西方 村 久 慈 に 於 て は 54 例 中 8 例 (14.8 め ) 
に 宇検 村 湯 湾 に 於 て は 241 例 中 43 例 ss に , 大 和 
名 音 に 於 て は 184 例 中 42 例 (31.82%) に , 同じ く 恩 勝 に 
於 て は 214 例 中 87 例 (17.2%) < 
平均 20.2 を で あつ た 。 

離島 : 大 島村 ・ 悪 石島 に 於 て は 58 例 中 8 例 (5.6 2) 
に , 宝島 で は 109 例 中 15 例 (12.12%) に , 加計 昌 麻 押 
島 に 於 - に は 78 例 中 18 例 (16.7%) に , 与 路 島 与 中 に 於 て 
は 59 例 中 10 例 Q6. 92) に , 請 島 池 地 に 於 て は 142 例 中 
30 例 (21.1%) に , 同じ 請 阿 室 に 於 て は 6 例 中 8 例 に , 

喜界 鳥 喜界 町 湾 に 於 て は 48 例 中 18 例 (87.5%) に , 徳之 
鳥山 に 於 て は -351 例 中 37 例 (14.7%) に 沖永良部 局 国 頭 
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に 於 て は 106 例 中 40 例 (37.72) に , 与論 島 与論 に 於 て 
は 199 例 中 62 例 (80.22%) に , 同じ 茶花 に 於 て は 68 例 中 
15 例 (28.8%) に , 又 同 じ 郡 間 に 於 て は 115 例 中 40 例 ( 
34.8 多 ) に 夫 え 仔 昌 陽 性 で あり , 押 め で 壮族 
を 示し て いる 。 

尚 , 以上 の 各地 区 に 於 て 調査 し た 有 症 者 は 表 ( 略 ) の 
如く 395 例 で , 熱発 作 が 最も 多く 75. 1 に, 次 に 汐 巴 腺 
腫 30.62%, 陰 旨 水 腫 28.52 で , 更に 象 皮 病 18.7, 乳 ビ 
尿 9.1%%, その 他 と な つて いる 。 双 , 今夏 観察 し た 3 例 
の 汐 巴 陰 結 の 中 の 1 例 と , 婦人 大 服部 内 面 の 恐らく 股 光 
巴 腺腫 より 発達 し た と 思わ れる 象 皮 病 の 1 例 (本 例 は 下 
肢 象 皮 病 を も 合併 ) と の 写真 ( 略 ) を 供覧 し た 。 


173. フラ ィ ラリ ャ 症 に 於 ける 拡散 因子 


鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
尾 辻 義 人 


Study on the spreading factor 
in filariasiS. 
Y.Otsuji 


昨年 の 本 学会 で .。 フ ィ ラ リア 患者 家 兎 に スパ トニ ン を 
投与 する と , 血清 内 に 抗 拡散 因子 が 増加 し て 来 て , 皮膚 
の 色素 拡散 性 が 抑制 され る と いう 事 を 報告 し た が , 今回 
は ミク ロフ ィ ラ リア 浸出 液 及 セタ リア 浸出 液 の 色素 拡散 
is ぶす 影響 , 並 実 験 的 に 起 さ せ た 際 療 の フィ ラ 

ア 様 炎症 に 及ぼ ば す ス パト ニン の 影響 に つき 報告 す 

1) 陰 井 水腫 患者 の 水腫 液 中 より 集め た ミク ロフ ィ ラ 
リア の 浸出 液 を 作り , それ に トリ パン ブラ ウ 液 を 加え 
て , 家 兎 の 背部 皮膚 に 注射 し て 色素 拡散 状況 を 鈴 察 し た 
所 , 対照 に 比 し , 著 明 な 色素 拡散 と , 注射 部 周辺 に 浮腫 
状 の 膨 疹 を みとめ た 。 

2) 和牛 よ り 得 た セタ リア 浸出 液 に つい て も 同様 の 成績 
を 得 た 。 

38) 予め スパ トニ ン を 授与 し た 象 第 に つい て , 同様 の 
実験 を な し た 所 , スパ トニ ン を 投与 し な い 家 兎 に 比 し , 
皮膚 の 反 素 拡散 性 が 抑制 され て いる の を みとめ た 。 

4) セタ リア 浸出 液 こ に, 毒 力 を 増強 させ た 溶血 性 連鎖 
状 球菌 を 混合 , 家 兎 の 陰 裏 皮 内 に 注射 する と , 先 人 が 大 
剛 強 糸状 虫 で 実験 し た と 同様 , 球菌 の を 注射 し た 側 に 
比 し , 著 明 な 陰 裏 全般 に 理 る 炎症 と 膨 隆 を みとめ た 。 更 
に 同様 の 実験 を , 子 め , スパ トニ ン を 投与 し て 置い た 家 
兎 に つき お と な つた 所 , 注射 局所 に 発赤 , 腫 肛 を みとめ 
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た の みみ で , ' 陰 裏 全般 に 理 る 閉 明 な 炎症 は み ら れ な か つ 


174. フォ ラリ ャ 症 の 了 臨床 生化 学 的 研究 
血糖 並び に 白血球 像 の 変動 に つい て 


鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
藤林 繁 ・ 樹 屋 富 一 


Biochemical investigation on filariasisS. ( 2 ). 
Blood sugar amd leukocytes. 
Shigeru Fujibayashi, Tomiichi Masuya 


緒言 : 余 等 は 本 症 の 血液 学 的 研究 に 於 いて , 赤血球 
は 夜間 減少 する る 白血球 は 増加 し , 面 も 正常 人 の それ が 
軽度 且 リ ン パ 球 を 主体 と する に 反し , 本 症 患 者 は 好 中 球 
を 主体 と する 事 を 見 出し た 。 此 事 は 仔 東 の 定期 出現 体 と 
関連 し て 有意 義 と 考え , 生理 学 的 諸 要 因 に つき 昼夜 の 変 
動 を 追求 し て いる が , 演者 等 は 特に 白血球 の 調節 中 枢 た 
る 間 脳 視床 下部 と 密接 な る 関係 を 有する 血糖 に つい て 欠 
祭 レ し た 。 

実験 方 法 : 奄美 大 島 在住 の 無 症 者 , 有 症 者 27 名 に つ 
き 朝 , 夕食 和俊 各 々 5 時 間 後 の 血糖 値 肥 ち 昼 12 時 前 後 , 夜 
11 時 前 後 の 空腹 時 血糖 を Hagedorn-Jensen 氏 法 に よ ょ つ 
て 測定 , 同時 に 白血球 測定 を 行い , 比較 検討 し た 。 

成績 : 健康 人 に 於 ける 日 内 変動 に つい て は , Fitts 
Hopmann, Mellerstr6m 等 夫々 報告 に より 若干 の 相 達 
は ある が , 朝食 夕食 各々 5 時 間 後 の 成績 で は , 夜間 全く 
変動 な きか , 又は 軽度 の 減少 も を 見 る の みみ で ある 。 

2。 健康 人 Supatonin i14 日 間 投与 せる に 血糖 値 に 
な る 変動 を 認め な か つた 。 

38。 本 症 患 者 の 昼間 の 血糖 値 を , 健康 人 と 比較 する に 
有 症 者 は 軽度 低 値 を 示し た 。 

4。 本 症 に 於 ける 昼夜 の 変動 ① 無 症 保 虫 者 昼間 平均 1 
00mgl, 夜間 107mg,d| で 夜間 軽度 増加 の 傾向 を 示す 。⑳ 
Me ee 均 昼間 91mg.| 夜 10mg( 仙 で , 夜間 増 
加 し 之 は 推計 学 的 :- 1 2 の 危険 率 で 有意 の 差 を 示す 。 ⑧ 
有人 際 性 者 18 例 時 間 ] F 均 97mgl 夜 101mg 夜 問 高 値 
を 呈し た が , 推計 学 的 に 有意 の 差 は 見 られ な い 。 ぐ 症状 
別に は 乳 び 尿 , 熱発 作 患 者 で は 夜間 高値 を 示し , 5 多 の 
危険 率 で 有意 の 差 を 示す 。 

5. 仔 虫 の 消長 と 血 籍 の 変動 , 投薬 3 日 目 仔 昌 激 減 の 
時 期 に 明か に 昼夜 共に 血糖 値 上 剰 あり , 以後 瀬 次 下降 し 
て , 投薬 7 日 目 で 概ね 前 値 に 復 す 。 併 し 昼夜 の 血糖 値 は 
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接近 し 投薬 17 日 目 で 昼夜 の 差 は 消失 する 
も 之 に 準ずる 。 
結び : 以上 本 症 に 於 て は 昼間 は 軽度 の 低 血 糖 を 旦 す 
る が , 夜間 は 10mg 人 程度 上 昇 し , 赤血球 , 血清 蛋白 , 面 
清 鉄 。 血清 銅 が 夜間 血液 稀釈 に よ つ て 低下 を 示す に 反し 
て 。。 谷 Mye 二 た 態度 を 示し た 。 面 し て 治 
り 仔 虫 消失 と 共に 昼夜 の 差 が 消失 し た 。 
Fr 併 ほ 考え , 本 症 で は 
康 人 と 逆 に 夜間 交感 神経 緊張 の 傾向 を 示す る も と 解せ ら 


れる 。 


。 仔 下 陰性 群 で 


175. ライ ラリ マ ャ 症 の 自律 逮 経 機能 


鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
有馬 陽一 ・ 枝 屋 富 一 


Vegetative nervous functions of filariasis( 1 ). 


Yoichi Arima, Tomiichi Masuya 


本 症 の 自 津 神経 機能 に つい て 検索 し, その 昼夜 の 周期 
的 変動 が 正常 人 の それと 異 る と と を 見 出し た 。 と の 事 は 
M・f の 定期 出現 性 と 併せ 考え て 興味 ある 事 と 考え る 。 

1。 水 負荷 試験 CHorten 氏 法 ) 

(1 ) 本 症 患 者 で は , 昼間 2 時 間 排 洪 量 が 健康 者 に 比 
し て 過大 排 潤 の 傾向 が ある 。 (2 ) 本 症 患 者 で は 昼夜 間 
排 浴 量 の 変動 が 健康 者 に 比 し て や や 大 で ある 。 (3) ス 
Ne 人 

, 本 症 患者 で は 減退 の 傾向 を 示す よう で ある 。 

』 C.P.T ( 杉 氏 変 法 ) 

(1 ) 本 症 患 者 で は 投薬 の 前 後 共に 昼夜 間 に 著 明 な 変 
動 を 認め な い 。 (2 ) 投薬 前 後 を 比較 する に 投薬 3 日 目 
に 変動 の 傾向 を 認め た 

(1 ) 全 症 例 (14 例 ) の 昼間 の 成績 は ピロ カル ビン 試 
験 は 陽性 を 示し た 。 (2 ) 上 田 氏 の 分 類 に 従 へ ば 上 型 8 
例 。 目 型 3 例 、 V 型 4 例 , VI 型 4 例 の 成績 を 示 し 固有 な 
一 定 傾向 を 認め な い が 一 般 的 に 自律 神経 不安 定 状態 が あ 


3 


1V Manoiloff 反応 
健康 者 , 患者 共に 昼夜 の 値 は その 分 布 に 明 ら な 相違 を 


認め ぬ 如 く で ある が , 各 症 例 別に 昼夜 の 変動 を みる と ほ 
と ん ど 金 例 に お いて 健康 者 で は 夜間 Vagotonie 型 を , 

患者 で は ほとん ど 全 例 に お いて 夜間 Sympathicotonie 
吾 へ の 動 が み られ た 。 











きす び : 以上 余 等 は 本 症 患者 に 於 て 2.8 の 自律 神経 
機能 検査 を 行い , 水 負 荷 試験 で ご は , 昼夜 間 排 浴 量 の 変動 
が 大 きく て 間 脳 機能 の 障 得 を 認め , 寒冷 昇圧 試験 は 不 
ビ , 薬効 学 的 に は 自律 律 神経 不安 定 状態 を 示す 成績 を 得 
E. Ch. E. は 本 症 で 低 値 を 示し , 血清 Manoiloff 
2 ] Vagotonie 型 へ の 変動 を 示す に 反 
本 症 で は 夜間 Sympathicotonie 型 へ の 変動 を 示し 

た 。 。 別 和 血液 学 的 所 見 , 血糖 検査 の 成績 と 併せ , 本 症 
で は 変 感 神経 優越 を 示す 。 健康 者 と 送 に , 夜間 , Hoff 
の 所 計 Ergotrop 型 即ち 交感 神経 優越 の 傾向 を 示す と 解 


すら れる を 
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176. 朝鮮 に 於 ける 邊 オン ュ セ ル ヵ 症 
(OzcZocezc の gz の soz27 Cleland 錠 
Johnston を 病原 昌 と する) 

に 関す る 争 祭 


大 阪 府立 大 学 獣 医学 科 
ー 色 於 間 四郎 


Observations on bovine onchocerciasis 
Ozc ん ocezcg g7 の soz27 Cleland 錠 
Johnston) in Corea. 
Otoshiro Isshiki 


和牛 に 寄生 する Onchocerca 属 線 虫 は , O.gz7zzzosg 
1 種 の み と 考え られ て いる が , 朝鮮 邊 に O. gsozz の 
寄生 が あり , し か も 同 牛 は 本 邦 に 多数 移入 され て いた の 
で , その 転入 土着 と いう こと が 考え られ る 。 

1。 O. gsgzz は 南 鮮 地方 産 牛 に 寄生 (9.8 ) し , 
ea 多い 。 鹿 商 南 道 ・ 同 北道 産生 に も 
認め られ , 全 維 北 道 に も 存在 する 可能 性 が ある 。 水原 産 
牛 に 1 寄生 例 - 見 た が , 中 鮮 地 方 に も 稀 な が ら 存 在 する 
と と を 物語 つて いる 。 本 虫 は 下 胸部 殊 に 胸骨 周囲 組織 用 
至 筋 膜 に ヒン ドウ 大 と ー ク ルミ 大 の 結節 ( 虫 栄 ) を 作 つ 
て 寄生 する 。 

2。 木下 ・ 藤 戸 は 南 鮮 地方 に 人 畜 吸 血性 の Cgzcoz2es 
2222Z27 (モツ ボ ヌ カ カ ) の 発生 を 報告 し て いる が , 氏 
等 に よる 同 ヌ カカ の 発生 地 と O. gsozz の 発生 地 と は 
完全 に 一致 し, モツ ボ ヌ カ カ と そ は 朝鮮 に 於 ける O 
婦 5sof の 好適 中 間 宿 主 と 仮定 され る 。 

8. 成虫 は 雌 の 体 前 部 が 得 ら れ た の み で ある が , 作 部 
の 測定 値 は の . gg が sgx の それ に 一 致し て いる 。 新 美 ・ 
佐藤 等 は の . gzosg で は 神経 輸 部 に 於 て 体 幅 が 膨大 
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5。 体 虫 の mf. は O. 0 和 の mf. Me 
藤 等 に よる ) と 極め て 類似 し ・ 
点 の 測定 値 そ の 他 に 差異 が あ 
いと と , 尾部 の 核 が 常に 程 状 で ある こと 
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10. 山形 の 1 結節 に 於 て 死滅 虫 体 の 石灰 化 が 所 見 され 
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し て いる と 述べ て いる が, は と の 部 分 に 膨大 が 
られ な い 時 の 構成 を C. gzZzzosZ と 比較 し た と と こ 
ろ , 本 虫 で は 角度 の 複 屈折 厚 板 カ er 示す の に 対 
, O. gz7zzosg で は 歯 状 斑 を 旦 
4。 子宮 内 卵 を 比較 し た と : 
形 に 僅か の 差 が 見 られ た 。 即ち 本 虫 で は 一 ke 
を 帯び た も の 多く , O. gzZzzos2 で は 椿 円 形 の も 


ささ に は 大 競 な に 


り 。 特に BNO の 休 の た た 


- 般 は Mohammed (1981) の 


レン * 結合 織 中 に も No 結節 
内 の mf. は O. gzZzzosg の y 下 に 相当 する も の の 


織 ) 間 に Moham- 
星 立 状 細胞 が 所 見 され 
多核 に < 胞 内 内 に 好 塩 基 性 の 題 粒 = 





あれ ば , mf. は 当然 皮膚 に 
る 出現 する め け で の な eo の mf. 検索 に 際 し て 


は , と の と と を 考 記 す る 








二 
球 
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之 に 反し て 居り , 之 を Hoff の 植物 性 調節 の Schema と 
涯 1 宮床 ん 4 
177. フォ ラサ ケア 症 の 中 床 生 人 学 肝 対 限 する 時 , 本 容 で は 健康 者 は 逆 に 。 夜間 所 放 活 動 


血清 蛋 自 , 鉄 , 銅 等 の 型 一 即ち 交感 神経 優越 の 傾向 を 示す と 解せ ら る 。 此 と と 

変動 に つい て は 心 カ テー テル 法 に より 得 た 肺動脈 血 , 預 動脈 血 の 血 清 
像 の 相違 ( 肺 の 咽 球 筐 出 ) と 併 さ て , 木 証 夜 間 に 於 ける 
肺 そ の 他 諾 器 宜 よ りす る 血球 及び 仔 昌江 出 機転 の 可能 任 
を 想定 さ し め る の て 追求 中 で ある 。 


鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
門田 光二 郎 ・ 枝 屋 富 一 


Biochemical investigations on filariasis (1 ). 
ーー ーー キビ IN ミリー ント フ ュー 
Serum-protein, -iron, Copper and their 178. フラ イラ リア 症 の 治療 に 関 9 る 研究 
diurnal variatiOnS). 


Ft 鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
Koichiro Kadota, Tomiichi Masuya 


佐藤 八 邸 ・ 米 沢 藤 士 ・ 号 島 英雄 ・ 尾 辻 義人 

既報, 本 定 昼夜 の 血液 像 が 正常 人 の 夫 れ と 異 る 事 を 見 花城 清 番 ・ 奥 野 盤 ・ 上 提 辰 男 ・ 要 眞一 朗 

出し た が , 更に 諸 生理 学 的 要因 を 尽 夜 比較 測定 し , 弧 合 
的 に 考察 を 加え た 。 

1. 血清 重 白 D, T, 及び Al. は 無 症 保 虫 者 , 

熱発 作 群 で 低く , 夜間 の 減少 は 健康 人 より 著しい 。 投薬 

8 日 目 仔 虫 劇 減 と 共に 更 ( - 波 少 。 以後 夜 値 共に 滋 次 下 


Studies on the treatment of filariasis. 
理 . Sato, T. Yonezawa, 廿 . Fukushima, 
YOtsujii, 民 . Hanashiro, 氏 . Okuno, 


. Kamisage and S. Kaname 


常住 に 復 し た 。 (830 日 後 ) 我々 は 数 年 前 か ら , 糸状 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 を 行 
②, yーG は 各 群 すべ て 高値 , 仔 虫 劇 減 と 共に 著 明 に ゆ , 導 次 本 学会 に 報告 し た が , こと と に その 後 行 つた 成績 
減少 , 以後 再び 上 昇 , 仔 下 消失 の 30 日 後 , 概ね 正常 に ) に つい て の べ る 。 

づく 。 唯 , 有 症 者 特に 古い 症例 で は 治療 に より 若干 の 低 1) スペ トニ ン は 従来 5 6 mg/kg (普通 量 と 称す ) 
下 は 認 む る モ pe 当 お 明 カ ヵ い に 高値 を 呈 ! だ た o 投与 レ し て きた が , 今回 は 1 mg/kg (少量 と 称す ) 授与 レ 


2。 血清 鉄 ー 役 細菌 感染 定 ご は 血清 鉄 の 減少 が 確認 その 成績 を 比較 し た 。 普通 量 投与 群 15 例 に お いて は 治療 
さら で 不 で とし 直後 18 例 中 8 例 が 仔 東 陰 転 し , 8 ヶ月 後 12 例 中 7 例 が 陰 
上 昇 を 経て 以後 仔 虫 消 失 と 共に 瀬 次 正常 に 近づい た 。 有 性 で あつ た 。 少量 投与 群 29 例 に お いて は , 治療 直後 28 例 
下 陽性 群 の 久 は 尚 お 高値 を 呈す 。 傘 か 中 11 例 陰性 と な り , 3 ヶ月 後 25 例 中 9 例 陰 性 で , 少量 投 
10 7 人 | 程度 の 減少 を 示す 。 委 血 症例 の 鉄 静 上 脈 内 負荷 試験 ケ 群 と 普通 量 投与 群 と の 間 に は 著 差 は みみ とぶ られ な か つ 


Nm 





テム AL ノラ ルー ヨ E ター も を 
交信 vw だ ーー 


非 ぎ ざる と と を 示し た 。 た o 
3. 血清 鋼 は 感染 症 で は 常に 増加 し , 免疫 成立 と 共に 2) 硫 素 剤 マフラ ァ ル ゾ ー ル を 11 例 Need な と と ろ 。 
正常 に 復 する 事 が 知ら る 。 本 症 で は 無 症 者 , 有 症 陽性 , 治療 直後 1 例 が 仔 昌 陰性 , 4 例 が 減少 し た が , 5 ヶ月 後 
上 症 除 性 の 大 に 夫々 正常 佳 の 1.5 倍 。 1。8 倍 。 1。2 倍 の 仔 下 陰性 4 例 , 減少 6 例 で 時 日 の 経過 と 共に 著 浅 し た 。 





高値 を 示し , 此 等 は 治療 に よ り 滑 炊 正 第 結 と 返 つ いた 。 383) スパ ペ ト ニ ン と マフ ァ ル ゾー ル と の 併用 群 の うち , 
介 , 無 症 者 の 夫 は 80 日 後 沿 お 高値 を 示す 。 夜間 は 健康 人 スペ パト ニン の 普通 量 と マフ ァ ル ゾー ル と の 併用 群 3 例 に 
同様, 10 回 得度 の 江 少 を 見 る が , 夜間 小 少 の 程度 は 症 お いて は 仔 貝 虫 数 が 多い せい か 陰 転 例 は な く , 全 例 に 著 
伏 群 に よ SE 減 が みみ られ , スパ トニ ン の 少量 と マフ ァ ル ゾー ル と の 俳 


4。 以上 の 記 雪 \ 別 報 血 糖 , 自律 神経 機能 査 検 所 用 群 に お いて は 治療 直後 お よび 3 ヶ月 後に 4 例 中 2 例 陰 
見 に , 昨 W お の 併せ 考察 し 次 の 如く 総括 転 。 2 例 は 著 減 し た 。 ス パト ニン 単独 で は 時 日 の 経過 と 
+ ん と 谷 す 共に や や 仔 虫 数 が 増す 傾向 が ある の に た いし , マフ ァ ル 

本 症 で は ) 民 容 モレ て の 咽 肖 の 軽度 小 。ーG ゾー ル 俳 用 に より と の 傾向 が 抑え られ , 俳 用 療法 が 優秀 
増加 , 血清 銅 増加 を 認 む る も , 血清 鉄 は 一 般 感染 症 と 趣 な こと と が わか つた 。 

ト 異 に し た 。 両 。 夜間 の 蛋白 減少 , 鉄 , 銅 の 低下 は 赤 血 4) マフ ァ ル ゾー ル と 同じ 硫 素 剤 だ ご ある サル バル サン 
球 減少 と 共に 血液 稀釈 に よる と 解せ ら る 。 然るに 白 血 に お いて は , 治療 直後 9 例 中 2 例 が 仔 虫 陰 転 し , 4 例 が 
RI A/G 比 低下 , 血清 上 昇 は 仔 虫 減少 し た が , 3 ヶ月 後 4 例 が 仔 虫 陰 転 し , 仔 由 減 少 


( 149 ) 
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2 例 で , 時 日 の 経過 と 共に 仔 昌 数 は 減少 する 。 こ と これ は マ 
ファ ル ゾ ー ル と 同様 で あつ た 。 

5) ピ ペ ラ ジン 誘導 体 ピ ペ ニ ン に お いて は , 治療 直後 
6 例 中 1 0 し , 8 例 に 減少 が み ら れ , 3 ヶ月 後 
に お いて は . 5 例 中 1 例 に 仔 虫 減少 が みとめ られ た の み 
で , 時 日 の 経過 と 共に 仔 虫 数 は 潤 炊 旧 に 人 復 す る 傾向 を 【 
めし て いる 。 と の 傾向 は スパ トニ ン で も み ら れ る と と ろ 
で ある 。 し か し 本 剤 に お いて は 副作用 が 殆ど みとめ ちら 】 
な か つた の で 投与 量 を 増加 し て さら に 試験 を 重ね た い 。 

6) ナイ トロ ミン を 5 例 に 投与 し た と と ろ , 治療 中 軽 
度 の 仔 虫 減少 を みとめ た が , 著 変 は な か つた , 

?) 以上 試み た 諸 種 薬 剤 に つい て 仔 虫 誘発 を 行 つ 
ピ ペ ラ ジン 誘導 体 ス パト ニン に は 著 明 な 仔 虫 誘発 作用 が 
ある に も か か わら ず , 同じ 誘導 体 ピ ど ペ ニン に は 誘発 作用 
は な く = を た マフ ァ ル ゾー ル ,。 サル バル サン 。 ナイ トロ 


に $ 仔 中 発 人 用 は みとめ られ な か 
179. 系 和 虫 症 の 化学 療法 に 
する 研究 (2) 


Diethylcarbamazine の 吸収 と 排 洪 に - 


K 


長崎 大 学 風 土 病 研究 所 臨床 部 
藤 巻 博 数 他 


Studies on the chemotherapy of filariasis( 2 ). 
The levels of diethylcarbamazine in 
blood and urine. 


Hironori Fujimaki, Daisuke Katamine 


(+ ) 体重 1 kg 当り 0.1mg,。 0.2mg, 0.5m セ 。 1.0mg 
2.0mg。 6.0mg の diethylcarbamazine を 一 回 投与 ! 
た 6 群 に つい て , 正中 江 度 及び 応 中 排 浴 量 を 測定 し た 。 

1) 血 中 濃度 の 消長 : 

イ ) 血 中 へ の 出現 : 2, 3 の 例外 は ある が , 服薬 後 
10 分 乃至 80 分 で , 血 中 * こ は 可 成り の 高い 濃度 に 達し て 
る 。 ロ ) 頂 中 か ら の 消失 : 0.1mg/kg 投 与 群 で は 48 時 
間 目 に , 0.2mg, 0.5mg 投 与 群 で は 72 時 間 目 に て , も は 
や 血 中 に は 認め られ な く な る が , 1.0mg 以 上 の 投与 群 で 
は , 1, 2 の 例外 き 除い て 72 時 間 目 に て も 血 中 カ 
ら 消失 し レ た い 。 中 て で も 6.0m 投 与 群 の 72 時 間 目 の 濃度 は 
0.50.7 zg で , これ は 0.1mg 投与 群 の 最高 濃度 に 略 
等 し い 。 ハ ) 各 群 を 通じ て 最高 値 こ 達する 時 間 は 2 時 則 
時 凍 あ く で の 人 和 店 め 。 炊い で 4 時 間 日 。・ 
目 と な つて いる 。 =) 平均 最高 血 中 濃度 は , 0.1 路 投与 
内 0.5。g, 0.2mg 投 与 群 は 0.6g で 共に 1/g を 越 


( 150 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 * 第 5 巻 * 第 2 史 


えな い 。 0.5mg 投 与 群 は 1 zg。 1.0mg, 2.0m 投 与 群 で 


は 1.4zg, 6.0mg 投 与 群 で は 2.6zg と 投与 量 の 増加 に 
伴 つて - その 最高 値 は 上 昇 は し て ゆく が , 芝 何 級数 的 に 
は 増大 し な い 

2) 大 中 排 洪 の 消失 : 

尿 中 排 浴 量 の 消長 は 概ね 血 中 濃度 に 平行 し て 増減 する 
が , 72 時 間 に て その 摂取 量 の 約 802 は 尿 中 に 排 湯 さ れ , 
0.1mg, 0.2me 投 に て は Y ~10 日 で , 尿 中 に 認め : 
れ な く な る 。 大 量 投与 群 , 特に 6.0mg 投 与 群 の 尿 中 へ の 
排 湯 率 は 他 の 群 の それ と 比べ て 。 明らか に 低下 し 


傾向 が 見 られ る , 又 , 0.5mg 以 上 の 投与 群 で は , 10~12 


日 に て き 尚 可 成 り の 排 洪 量 を みとめ た 。 

(CH) 2mg/kg 1 日 8 回 14 日 間 連 続投 与 群 と , 6.0mg/ 
kg 1 日 1 回 14 日 間 連 続投 与 群 と BN4 丘 血 中 濃度 の 消長 
は , 連続 投 与 する と と に ょ つて も その 最高 値 は あま り 上 
申し な か 。 双 , 前 者 2.0mg/kg 連続 投 和 格 で は 。 血 中 濃 
度 の 日 差 は 小さ <, 毎日 投薬 前 の 血 中 濃度 は 概ね 1.5。g 
前 後 を 14 日 上 Mk て いる 。 と れ に 反し て 後者 は 毎日 一 
時 的 に は 前 者 を し の ぐ 高 濃度 に な る と と は あつ て や , 急 
激 に 下 隆 し て , 翌日 投薬 前 に は 常に 前 者 を 下 ま わる 1.0 
Zg 前 後 の 濃 度 し か 維持 し て いな い 。 要する に , 同一 投 
ケ 量 の 場合 , 一 日 一 回 の 投薬 より も ゃ , 一 日 三 回 の 分 服 の 
方 が , より 高い 血 中 濃度 を 維持 する こと が 出来 る 。 

( 問 ) ( 家 衛 試 ) 石 原 忠 雄 

連続 授与 と 大 量 投与 は 何 例 に つい て 比較 し た か ? 個 
体 差 が 多い の で 例 数 が 多く な いと 比較 し が た いと 思う 


( 加 ) 原 忠 雄 
家畜 に 就 い て 消 友 を みる 和 馬 が 遅く , 和牛 。 山羊 は 吉 
、 排 洪 さ れ , 個体 差 は 極め て 大 きい 。 

( 答 ) 藤 巻 博 教 

2.0mg/kg 1 日 8 回 14 日 間 連 続投 与 例 。 5 例 , 6.0mg/ 
kg1 日 1 回 14 日 間 連 続投 与 例 。 3 例 。 に つい て 比較 【 


血 中 濃度 の 個人 差 の 高い と と は すでに 昨年 の 総会 に 於 
て 発表 ! し て いる 。 
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180. 
系 秋 下 幼 是 の 発育 に 及ぼ す 高 温 の 
影響 並び ! 


上 考 は 山 の 体内 ( 
効 昌 と 略す 2 
“を 続け て いる が , 
に 於 ける 発育 態度 並び に 


と 。 ーー 


血 さ せ た 
た 恒温 器 中 

々 10 て 11 匹 多 収 め 
し 且つ 時 々 表 体 内 に 於 ! 













































到 の 体内 に 於 ける マン クロ フト 


発育 限界 温度 に 就 いて 
鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
外 山 寛 千 


the infuence of high temperature uDon 


the development of larvae of 政 zceze72 


の ZZ の 777 and marginal temperature 

of development of the worm in 

the body of the mosquito. 

Hiroki Toyama 
- 於 ける バン クロ フト 系 状 息 幼虫 (上 
)) の 発育 と 温度 , 湿度 と の 関係 に 就 ・ 
今回 は 王 幼 束 の 30 C 以 上 の 高温 下 
発育 限界 温度 に 就 て 報告 し た 


v ナ 


夜間 ミク ロフ ィ ラ リア 保有 者 の 皮膚 に つけ て 吸 
直ちに 85*OC, 38.5C, 32'C に 調整 
ご 湿度 802 又 は 40% を 保つ た 恒温 容器 に 夫 
て 飼育 し , 1 日 2 回 宛 山 の 生死 を 観察 
ナ る 表 幼 虫 の 検索 観察 を 行 つ た 。 


アカ イエ カ を 


9 寺 ] - 


双 ー 方 , 同様 に し て 得 た 吸血 骨 を 直ちに 25'C, 20 で の 
恒温 器 に 収 (湿度 80 多 の 下 て ) 飼育 し , 日 数 の 経過 
と 共に 邊 疫 を 開 じ ア 親 株 セ 。 それ ぞ 机 店 了 ず 半 が 

F 幼 虫 の 第 1 回 , 第 2 回 脱皮 迄 に 要する 期間 を 欠 察 
, 積算 温度 の 法則 に 基 い て 『 幼 虫 の 第 期 並 びに 第 

期 に 所 ナ る 9eeeー 算出 し た 。 

本 に 欄間 - 於 て は 吸血 後 約 5 日 以内 に 死ん で いた 
敷 の 体内 か ふら 夫々 T 期 , 本 期 幼 昌 が 久 ら れ だ た に が 8 日 以上 
を 経過 し て 死ん だ 4 匹 の 表 の 体内 か ら は 何れ も 了 幼虫 は 
認め られ な か つた 。 

33.5C に 於 て は 11 日 後 及 び 14 日 後に 殺し て 剤 検 し た 表 


Wa 人 か ら 。 休み 人 に 大 し て 届 お 


た HH 期 幼虫 と 思わ れる も の が 認め られ た が て 《 幅 の 


Ks ナ 5 比 平均 14.7%), 感染 幼 由 は 認め られ な か つ 
れ ら の 効 虫 は 持続 的 高温 に ょ る 障 各 を うけ た も の 

考え られ る 

92'C に 於 て は , 2 匹 の 敷 の 体内 か ら 感 染 幼虫 が 認め ら 


れ 1 相 の 敷 の 体内 か ら は 護 泡 上 て 長 和 量 く 直交 大 う 
共に 88.5 で の 場合 に み ら れ た と 同様 に 異常 発育 を 呈し 
た 幼 東 が 3 


認め られ た 。 
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と れ ら の 事 か ら , 32*C は 『 幼 虫 の 表 体 内 発育 に 対す る 
高温 側 の 開 に あたる と 考え られ , と れ 以 上 の 高温 下 で は 
TE 幼虫 は 正常 な 発育 を 完了 し 得 な いも の と 思わ れる 。 


商 。 低温 側 の 発育 限界 温度 た と し て は 1T 期 7.6C, 本 期 
15.6 で と いう 値 が 得 ち られ, 時 其 効 昌 に - 比 し 期 幼虫 は 低 
温 に 対す る 抵抗 力 が 強い と いう 結果 が 得 ら れ た が , 1 回 
の 実験 だ け の 決定 て は 危険 と 思わ れる の で 更に 実験 の 回 
数 を 重ね て 正確 な 温度 を 算出 し た いと 思 つ て いる 。 

181. 昌 体 内 に 於 ける フイ ラリ ア 幼 皿 

の 発育 , 生存 に 及ぼ す 温 度 の 影響 (4) 

(総括 ) 
長崎 大 学 風土 病 研 究 所 
大 森 南 三陸 


The influnence of temperatures upon the 
development and duration of filarial larvae in 
Cz/ex カ 7 の ze24S の の 77ezs. (4 ) General summary. 


Nanzaburo Omori 


著者 は 昭和 27 年 来 ア カイ エ カ 体 内 で の フィ ラリ フ 幼 取 
の 発育 , 生存 に 及ぼ す 温 度 の 影響 と た みる た に 諫早 市 で 
の 冬期 室外 , 室内 温度 , 恒温 10, 18, 16, 18, 19, 22, 
24, 25, 27, 30 及 び 33 で 等 の 温度 下 で , 感染 血 摂取 直後 
の 表 を 25 一 27 で の 温 で 由 し て 人 
有する 数 群 の ゥ 骨 及び 完全 に 発育 # と 先 了 し た 万 当 幼 虫 を 保 


有する 時 を 60 一 120 ず cn こし て , 飼育 し て 表 体 内 で 
の 仔 虫 及び 幼虫 の 発育 , ee 
し て 衝 種 温度 下 に 於 ける 仔 の 発育 状況 と 不適 環 


の 1 


境 に 最 3 抵抗 性 の 強し Pk の 生存 期間 と に つい て 総 
括 的 に 報告 する 。 

表 の 生存 期間 は 大 体 , 温度 が 低下 する に 従 つ て 延長 し 
て , 10'C で は 7 ヶ月 余 も 生存 し , 上 昇 す る と 短縮 し て 83 
で は 約 40 日 と な る 。 フ ィ ラ リブ ア 幼 虫 は 18 で で は 28 日 で 
』 期 に , 48 日 で 僅少 個体 が 目 期 に 達する が 発育 途中 に 多 
ヽ は 死に , 発育 完了 後 死ぬ も の も 多く て , 到 の 頭 部 や 了 
博 に 現われ て くる も の は 稀 で ある 。 従 つて と の 温度 或 は 
僅か に 低い 所 に 発育 完了 の 下限 が ある こと を 思わ し 

る 。18'C 以 上 で は 発育 期間 が 次 第 に 短縮 する が 80'C 以 上 
で は 9 一 10 日 より 短く は な ら ず , 却って 発育 途中 の 死亡 
及び 奇形 が 現われ , 特に 88?C で は 甚 し く , 完全 な 感染 幼 
虫 と な り 得 る も の は 稀 で あり 面 も 早晩 死滅 する 。 従っ て 
19 一 90'C の 間 が 感染 を 起 し 得る 温度 範囲 で , 24 一 27 で , 
が 最高 で ある 。 と の 動 囲 内 で は 幼虫 は レ 般 の 寿命 が 終る 迄 
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感染 可能 な 状態 で 生存 する 。 然し 80'C 以 上 及び 18 で 以下 
次 第 に 甚 し く 短 縮 す る 。 感染 幼虫 も 


で は 表 の 寿命 より も 次 
18C 前 後 を 境 と し て 高温 時 に は 敷 の 寿命 の 短縮 に ょ り , 
低温 時 に は 麗 は 5 一 6 ヶ月 生存 する が 低温 の た め ? 


わか る よう に 幼虫 の 発育 の 可能 限界 並び に 生存 の た め 


Pe 
屋内 温度 下 に 於 て さえ 11 月 以後 の 半 ヶ 年 余 の 間 は 山体 内 
で 種族 を 保存 する こと は 不可 能 で ある 。 名 種 温度 下 に 於 


ける 幼虫 の 発育 日 数 と 諫早 市 で の 気温 と を 賠 合 する と 感 
染 の 危険 性 は Y, 8 月 に 高く , 9 月 に 減少 し て 10 月 に は 
更に 少な く な る も の と 思わ れる 。 我国 の 北部 に 行く に 従 

つて 危険 な 期間 が 次 第 に 短 か く な る で あら うこ と と は 当然 
で ある 。 以上 で , 我国 で 感受 性 の 最も 大 で ある アカ イェ 
人 0 の y ッ テ サ ア : 村 の 細 ま が 大 略 究 明 で きた よう 


に 皿 う 。 


182. 夏 癖 に 関す る 研究 (7) 
農林 省 家畜 衛生 試験 所 
石原 忠雄 ・ 上 野 計 


Studies on the summer mange ( 氏 asen Disease) 
of the horse in Japan. (7) Practical 
Survey in Japan. 

Tadao Ishihara, Hakaru Ueno 


夏 君 の 実態 調査 成績 

馬 の 皮 膚 炎 夏 医 は 頸 部 ネ 状 虫 の 仔 虫 寄生 に 原因 する と 
考え られ て きた が , 余ら は 発 半 素因 の 遺伝 性 並 に 病理 組 
織 所 見 か ら ア レル ギー 性 の 疾患 と 考え 更に 予防 学 的 こ 吸 
血 昆虫 に 原因 する も の と 認め た 。 し か し 疑問 の 点 る 多い 
の で 本 病 の 実態 調査 を 実施 し た の で 報告 する 。 

1) 発生 状況 : 主要 牧場 の 発病 率 は 牧場 間 に 有 意 の 
差 が あり , ー 般 に 北海 道 に 多い が 骨 去 全く 発生 し て な い 
牧場 も ある 。 地図 的 に は 同一 郡 も 町 村 に よる 差異 が 
認め られ た 。2) 種類 別 発病 素 : 人 Re 
アン グロ ノル マン ・ ペ ル シ ュ ロン が 高い が 同一 種 で る 牧 

に よ ょ つて 異な つて いた 。3) 家系 調査 : 同じ 牧場 で 
も 下る 母系 の 司 は 多発 ( 約 # 宮 ) する の に 全く 発生 が 当 
め ら れ な い 母 系 も ある 。 純系 著 将 を し て いる も の で は 近 
親 発生 例 が 多い 。 双 父 系 か ら も 認め られ , 種 牡馬 別に そ 
の 仔 の 発病 事 を 検討 する と 特異 的 に 高い 馬 が あり し か る も 
此 等 の 種 牡馬 に は 容 思 し て いる も の と し て な いも の が あ 


こそ の 
生存 期間 は 次 第 に 甚だ し く 短 か く な る 。 以上 の と 0 みか ら 
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つた 。 管 患 種 牡 馬 の あ る も 


て いる 如く 考え られ た 。4) 性 と の 関係 : ? 8 に ょ る 


発病 事 の 差 は 認め られ な か つた 。5) 初発 年 信 : 大 部 


分 は 2 て 4 歳 で 発病 し 10 歳 以上 で 発病 する も の も 認め ら 
れ た 。 多く は 一 度 容 加 したら 発 病 を 毎年 繰 返 す が 稀 に 自 
然 治癒 し 発病 を 数 年 中 止 す る 馬 か ある 。 当 歳 馬 で も 発症 
する 。 6) 毛色 と の 関係 : Kerre 人 0 
た が 栗毛 も 青毛 と 同様 発病 し 有意 の 差 が 認 # し な い 。 
7) 好 発 部 位 : 了 生 R 人 が: と 
の 長毛 部 に 限局 し て 発症 する 長毛 型 ご ある が , 本 州 で は 
産地 の 如何 と 拘ら ず 天 ・ 月 ・ 下 腹 等 の 短所 部 に 限局 する 
短 毛 型 が 大 部 分 で 混合 型 特に 長毛 型 は 少な い 。8) 争 部 
糸状 束 と の 関係 : 成 昌 と の 関係 は 未 調 査 だ が , 皮膚 寄 
生 の 仔 虫 と の 間 に は 関係 が 少な い 。 同 一 地区 で は 夏 難 馬 
と 非 夏 難 馬 と の 間 に 寄 生 率 の 差 が な く , 地形 的 に 異な っ 
た 地区 で は 夏 難 の 発病 率 と 寄生 率 と の 間 に 関係 が な か つ 
て 。 婦 仔 虫 の 寄生 数 ・ 感 染 後 の 期間 等 に も 関係 が な か 
つた 。9) 吸血 昆虫 と の 関係 : 50 メ ッシュ の 金網 で 発 
病 を 防止 で きた と と か ら 吸 血 昆 虫 が 発症 に 関係 する と と 
は 考え られ る が 臨床 的 に も 短 毛 型 夏 九 ご で は タテ ガミ に 被 
た 部 分 が 発症 し て な い 例 を 多数 認め て いる 。 

以上 の 実験 調査 成績 か ら 本 病 は 素質 遺伝 性 の 吸血 昆 東 
に 関係 する 疾患 で 部 糸状 虫 仔 昌 と の 関係 は 少 い も の と 


考 えら れる o 


183. 載 鮮 生か ら 見 出 し た CZz22 
の eszzo277 (IMarotel, 1912) の 
形 映 学 的 観察 


大 阪 府 立 大 学 獣医 学科 
ー 双 礁 弟 四 度 


Morphological observations on 7 の zz 
の es (Marotel, 1912) found in a 
Corean cattle. 

Otoshiro Isshiki 


G7o の z2z22 の eszo77 は Coccidia に 属す る 原虫 に て 和牛 
の 皮膚 ・ 皮 下 織 ・ 粘 膜 の 結合 織 ・ 筋 膜 ・ 筋 間 結 合 織 , 
の 他 結 合 織 系 統 に 寄生 し , 肉眼 的 に 灰白色 , ケシ の 実 大 
ー 砂 粒 大 の 頸 粒状 物 と し て 認め られ る 。 濃厚 感染 する と 
皮膚 は 硬化 肥厚 し , ある い は 人 象 皮 様 を 呈 し "" thick-skin 
disease ”" また は “' elephant-skin disease 等 と 俗称 
され る 。 報告 者 は か つて 済州 島 に 於 て この よう な 患 邊 に 





の は 約 半数 以上 の 馬 が 発病 し 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


さき に 中 西 (1929), 福島 ・ 一 色 (1932) は 稀 な が ら 朝 
鮮 牛 に Globidium の 寄生 ある こと を 記載 し , 何れ も 病 
原虫 は . 9eszo77 に 似 こ て いる と 述べ て いる 。 報告 者 は 
最近 , 往年 1 朝鮮 和牛 か ら 採集 し た 原虫 濃 感 染 の 骨格 筋 組 
織 を 再 入手 し 得 た の で , 10 種 の 染色 を 施し た 病原 虫 の 形 
態 並び に 組織 反応 を 再 検討 し た 。 

1。 胞 井 は 筋 膜 並び に 筋 間 結 合 織 に 寄生 し , 単発 する 
も の 多く , 2 個 万 至 数 個 が 相互 に 壁 外層 こ て 韻 合 し て い 
ら も の を 見 る 。 胞 宏 の 形 は 卵 球形 , 断面 は 卵 円 形 , 柄 円 
あ 不正 形 を 呈し , 筋 膜 に 寄生 し て いる も の は 可 み が 著 

い 。 大 き さ は 直径 34 内 外 か ら , 長径 820z, 短 径 
2004 を 算 え る も の が ある 。 

2。 胸 雲 は 壁 が 3 層 か ら 成 り , 外層 は 最 厚く く エ オジ 
ン に 淡 染 し 均質 に て 硝子 様 を 示し , 恐らく は 結合 織 細 胞 
に 由来 する も る の で あろ う 。 

中 層 は 外層 より や や 薄く , へ マト キシ リン に 淡 染 ある 
い は 濃 染 し , 外層 と 中 層 と の 間 に は 網 様 構造 が 見 られ る 
が , と れ は 中 層 に 属す る も の で ある 。 厚 さ 40g の 凍結 切 
片 を ビル ショ スキ ー 格 子 線維 染色 鈴木 氏 変 法 で 染色 し て 
見 る と , 中 層 に は 大 形 の 円 形 , PA 
簡 が 多数 に 入出 きれ て 。 恐らく は - PR で ある 
こと を 示し て いる 。 即 ち 中 層 は 遊離 増殖 し た “spore ”" 
また は く edi を 喰 取 し ょ うと し て 集 つた 細 胸 
の 癒合 に よ つ て 形成 され た も の と 思わ れる 。 内 層 は 

色 標 本 に - 胡 て 才 作 委 W 字 科 の 配 多 みか とら 成 : 和 eS し て 
認め られ る 。 これ は Sarcosporidia に 於 ける “"sporo- 
blastic membrane "に 相当 する も の と 思わ れる 。 

3。 胞 内 膝 に 集 塊 状 た な し て 介在 する sporozoite 
は 一 端 が 丸 味 を 他 端 が 失 り を 帯び て バナ ナ 形 を 呈し , 大 
ミ さ 長径 8 短 公 1.6x. 内 外 あ り , 中 央 ょ りや や 鈍 敵 
に 近い 所 に 核 を 認め , 核 と 鋭 端 と の 間 に 1 個 の 頼 粒 が 見 
れる ( 鉄 へ マト キシ リン 染色 標本 ) 。 

4。 胞 枯 周囲 に は 増生 し 合 織 線 維 の 硝子 化 が あり , 
時 に 著 明 な 好 酸 球 浸潤 を 星 す る も の が ある 。 胞 府 の 圧迫 
に 因 る 筋 線維 の 変化 と し ー 正 括 半 ちる い は 断裂 筋 線維 
の 断 端 に 於 ける 富 核 の 像 が 所 見 され た 。 

報告 者 は 狼 上 の 諸 性 質 か ら 本 原虫 を Co の Zzz 2es- 
2072 (Marotel 1912) と 同定 し た い 。 
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184. 日 本 産 肝 蜂 の 鑑別 に つい て 


大 阪 府立 大 学 獣医 学科 
東 購 弘 


Classifcation of liver fuke in Japan. 
Tanehiro Higashi 


ハワイ の Allicata ae は Fasciola gigantica( 以 
下 F.g と 略す ) に よる 人 体 寄 生 例 の 多い と と を 報告 し 
て いる 。 日 林 で は 洪 辺 (1955) に ょ り F.g type の 存 

在 が 報告 され , 筆者 は (1955) 豚 の 肝 軽 寄生 例 を F.g 
type と 同定 し 本 学会 西日本 支部 会 に 報告 し た 。 また ハ 

ワイ に お ける F.g の 中 間 宿 主 で ある と され て いる サカ 
マキ ガイ Physa と 同種 ご ある と 思わ れる も の が 日 本 に 
る 発生 し て いる と と か ら : 従来 の F. hepatica (以下 
F. h と 略す ) と 鑑別 する こと と は 重要 で ある 。 

この 研究 は 成虫 を 生き た まま の 状態 で 鑑別 し よう と す 
る NL 了 体 の 第 別 で は その 外形 の 特徴 を と ら え 

- と は 常 道 で ある 。 然し 肝 蜂 は 極 に 形態 を 変え て 活 
動 する 性 賀 で ある か ら 。 外形 は 二 次 的 条件 に 譲り , 第 1 
の 鑑別 点 を 突 丸 の 末端 の 位置 に お き , 正体 の 長径 に 対 っ 
る 比 を F. h (777), F. g (7。。) (共に Barma の 研究 
資料 か ら 算 出し た ) と 定め た 。 と の 第 1 鑑別 点 を 基 と し 
て 由 体 100 隻 を 選別 し た 結果 は F. h (23 隻 )F.g(66 
隻 ) F.x (11 隻 ) の 三 群 に 分 けら れ た 。 第 2 の 鑑別 点 
Pe ,。 排 洪 由 に お いた 。 即ち F. g で は 他 の 二 者 に 

し て 発達 顎 者 で あつ て , 明か に 内 限 的 観察 よる 艇 6 
Fe ある 。 第 38 の 和 鑑別 点 と し て 了 虫 卵 の 長径 , 巾 径 を 
計測 し た が , F, h の 長径 182 一 157 4 (SD 2.5), 巾 
公 59 一 884 (SD 1.6), F. g の 長径 160 一 190z て SD 
し 吉 5 = 和 z(SD 0.3), F. x の 長径 157 一 
178 4 (SD 5.9), 巾 径 71 一 964 CSD 6.8) を 示し た 
以上 3 Mae ょ る 鑑別 で は 三 群 間 に 夫 々 一 致し て 
中 間 的 の も の は 見 られ な か つた 。 尚 と れ を 証明 する た め 

に 夫々 染色 標本 を 作製 し て 観察 し た が , 外形 , 口 吸 盤 : 
中, . 咽 頭 : 食道 , 卵巣 (5 一 7 分 枝 )。 皮 練 (8U 
MP に よる ), 及 < 人 は 何れ も 従来 認め られ 
て いる 特徴 を 備え て いる 。 座 , 今 迄 認め られ て お ら な い 
と 考え られ る 特徴 と し て は , F. g の 腸管 第 1 内 側枝 が 
第 4 と 第 5 外側 枝 の 中 間 こ 既に 現れ て いる と と で あつ て 
F. h に も F. x に も 見 られ な いも の で ある 。 要する に 
第 1, 第 2, 及び 第 3 の 鑑別 点 を 基 に , 生き て いる 成虫 
を 分 別 し た 場合 。 従来 認め られ て いる F. h, と F. 
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に さ 明 と の <: みか に 分 ける 


あろ 
この る 。 


185. 浦 戸 内 海中 國 地方 海域 の 生 峨 水 


産 魚類 に 於 ける 吸虫 類 の 研究 
日 本 寄生 虫 研究 所 
青 景 金 香 


Studies on the trematode parasites of 
brackish water fshes in Chugoku 
coast of Setonaikai. 


Kingo Aokage 


余 は 瀬戸 内 海中 | Aero 細 2 計 3 に 
ox 種類 及び 分 布 に 関し 次 の 知見 を 捕 足 し 
1. ボラ , メ ナ ダ , サヨ リ 。 ヒイラギ ,。 スズ キ , マハ 
ゼ , ウロ ハゼ 。 シマ イサギ, シラ ウオ , コノ シロ の 十 種 
2 


類 の 魚類 に は 人 及び 大 猫 ! 有する 吸虫 類 の 中 間 


2。 基 の 主 な 寄生 唄 点 類 の 種類 は 次 の 通り で ある 。 
( 1 ) 刀 e7ezo の yes /e7eZo の ん eS の 7 0C67S 

( 2 ) 万 7ezo カ yes coZ272226S 

( 3 ) yg の s2S s24722224S 

( 4 ) S7e//Z7c ん Zs7226S / の 7C の 724S 

( 5 ) Cez7oces7zs 772720S の 7426772 


( 6 ) アア ocez の 22472 の 72724772 


(7 ) 672go772224S OOg2027 の 7 7 ん 25/277 
3。 内 海産 サヨ リ に は 人 体 に 寄生 する 可能 性 を 有する 
Ce2277oCeS/2zS oe 及び アア oceZ0 の 472 の 7722772 


の 被 要 幼虫 を 認め た 。 


が バ 出 来る 。 語 。 区 に つ v \ て は 多 


Ne 就 て 詳細 ( に 研究 し た 上 て 央 の 機会 に 報告 する 
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186. 横形 吸虫 卵 の 一 過 性 に 人 体 に 
証明 せら れ た る 三 例 及び 其 の 成 
因 に 就 い て 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 
浅田 順一 ・ 梶 房子 ・ 越 智香 一 


Three occurrence of the ova of の czocoe/zz2 
g の ez7277c22 1n human stool with 
their explanation. 
Junichi Asada, Husako Kazi, Goichi Ochi 


余 等 は 人 体 寄生 虫 検査 当り 其 の 糞便 中 に 今日 迄 一 過 
性 に 槍 形 吸虫 の 卵子 を 三 例 に 於 て 経験 し た 。 其 の 成因 に 
就 いて 検索 し た 結果 何れ も 一 , 二 日 前 野兎 の 肉 及 び 肝 臓 
を 煮 て 食べ た と の 陳述 で あつ た 。 依 つて それ 等 三 例 の 槍 
形 吸 虫 卵 の 排出 者 に 就 い て 連日 入念 に 検便 を 実施 し 二 日 
刀 至 三 日 間 に 理 り 便 中 に その 卵子 を 認め ら る る 事 を 確認 
し た 。 此 の 事実 に 端緒 を 得 三 例 の 槍 形 吸虫 卵 を 認め た 排 
卵 者 の 協力 を 得 て 各 所 在 地方 産 の 野兎 の 捕獲 を 依頼 し 合 
計 九 頭 に つき 検索 し その 内 七 例 (77.82) に 於 て 肝臓 に 
正しく 槍 形 吸虫 の 寄生 せる 事実 を 証明 し た 。 即ち 此 の 事 


実に 微 す る に 本 吸虫 卵 の 人 体 検出 例 に 就 い て は 必ず 数 日 
人 ee 検便 を 実施 し 以 て その 判定 の 正確 を 期す 


187. 四 國 産 沢 解 に 寄生 せる メタ ャ ル 
カリ ア の 一 新種 ル 7e72ceZcgZ2Z 
sz を o を ze2S2S に 就 い て 


静岡 大 学 保健 学 教室 ・ 徳 島 大 
伊藤 二 度 ・ 中 溝 勝 


国立 公衆 衛生 院 
横 川 宗 雄 


7e72cezc の 77 の S/7 を の ん Zze22S7S。n. SD. 
found in ア o7222072 の eZ77。 
Jiro Ito. Masaru Nakamizo and 


Miuneo Yokogawa. 


肺 吸 虫 の 第 2 中 間 宿 主 で も る サワ ガニ P ア 22 の 2 9 の と - 
2222 か ら は 肺 吸虫 以外 に 4 種 の 被 裏 幼虫 が , 中 川 
(1918), 安藤 (1917), 栗栖 (1981), 岡 部 (1942), 等 に よ 


つの: 告 さ れ て いる 。 



























































g 和 31 年 6 月 (1956)〕 


壮 者 等 は 以上 の 他 に 新種 と 認め られ る 被 要 幼 虫 を 愛媛 
県 及び 徳島 の サワ ガニ より 見 出し た の で 報告 し た 。 多 数 
マウ ス , ラッ テ 等 に この 新 被 裏 幼 虫 を 餌食 させ た が , 


(1 と の 母 虫 を 得る と ー と に は 成功 ! ン て いな い が , 便宜 上 
本 種 に 対し て 74e7gcezcgZ7Z sz を ozes2S n.SD. と 命名 


と の 形態 を 明か に し た 。 商 こと れ まで に 報告 され て い 
2 策 吸 虫 及 び 他 の 4 種 の 被 要 幼虫 と の 形態 学 的 特徴 に つ 
いて の 比較 を 行 つ た 
以下 簡単 に 本 種 の 特徴 を 示せ ば 次 の 如く で ある 。 
名 井 は 椿 円 形 を 呈し , 大き さ は 岡部 の も の に 次 いで 大 
きい 。 排 浴 要 の 形態 は 1 字 型 を 呈し , 和 細 胞 式 は 2 〔(4 
圭 4 十 4) 十 (4 十 4 十 4 十 4) 〕] =56 で ある 。 


188. 実際 的 犬 肺 吸 虫 症 (ZZ の go72227222S 
2o7sze72e72S2S Chen ) に 於 ける 下 
卵 蓄 積 に 因 る 縦 隔 膜 病変 の 病 
理 組織 所 見 


大 阪 府立 大 学 淡 医学 科 
一 色 於 葛 四 防 ・ 富 村 保 


Histopatholgical fndings of mediastinal lesions 
caused by the accumulation of eggs in 2 
experimental canie DaragonirniaSjS 
( ア gzZgo27224S 270 を 7Sze2622S7S Chen). 
Otoshiro Isshiki, Tamotsu Tomimura 


小型 大 平 及 吸 虫 /PZ7Zgo772224S も Chen, 
1950 を 実験 的 に 感染 させ た 一 犬 肺 吸虫 症例 に 於 て 縦 隔 有 
に 卵 に 因 る 興味 深い 病変 像 を 認め た の で 報告 する 。 

軸 間 : 維 大 8, 生後 カ月 。 メ タ セ ルカ リア の 吉 


食 は 次 の よう に 行 つ た 

クロ ベン メタ モル 

式 食 こ E 久 
- 年 月 日 ケイ ガニ = カリ プア 概 Y 致死 
ド の 数 数 1 を 1 
第 1 軸 1955,8,6 20 匹 15>20 

44 日 目 56 日 目 

第 2 回 1955,9,9 15 匹 17--18 


前 上 上 剛 は 左用 こ ぅ 右 角 き コ ( 選 邊 9 価 人) 

L べ 。 縦 隔 膜 心 突 部 附近 に 米粒 ズ キ 大 の 赤色 
な 限局 性 の 肥厚 部 ら り 。 部 を Maximow の 液 

て 固定 し , 切片 の 染色 は 下 一 也 染 色 を 主 と し た 。 

病理 組織 的 所 見 。 卵 は 縦 隔 膜 組織 中 に 散在 乃至 集合 し 
て 介在 し , 変形 と 破壊 が 著しい 。 卵 数 は 黄金 色 。 屈 光 
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性 , 線 状 , 膜 状 . 細 片 状 を 呈し , 時 に 油 滴 状 を な し て 沈 
閉 し て いる 。 卵 内 容 を 保有 する る の と 欠い た も の と あ 
り , 卵 内 容 は ヘ へ マト キシ リン に 染 る が , 核 を 弁別 し 得 た 
い 。 重要 な 組織 反応 は 卵 周囲 乃至 細 血 管 周囲 に 於 ける 著 
明 な 形質 細胞 浸潤 と 縦 隔 膜 組織 基本 細胞 (線維 芽 細 胞 様 
細 抱 ) の 増生 で ある 。 生生 乳 北 状 , 肥厚 状 
の 組織 増殖 状態 を 示し 
pri 

の は 少な い 。 核 は 偏在 し , クロ マチ ン は 車軸 状 に て 濃淡 
あめ り , 核 仁 は 1 コ が 普通 で ある が 2 コ 以 上 の も の も あ 
る 。 核 側 明 庭 が 明瞭 に 見 られ 胞体 は 好 塩 基 性 に 富む が , 
その 乏しい も の が ある 。 普通 は 無 糸 , 時 に 有 和 糸 分 裂 像 が 
あり 。 局所 増生 が 認め られ る 。 一 方 同 細胞 の 電 丈 
が 著しく , 核 濃縮 ・ 核 崩壊 ・ 空 胞 変性 ・ 膨 化 等 を 示し て 
いる 。 革 本 株 衝 誠 肥大 , 膨 化 等 を 示 し , 細 血 管 の 新 
生 る も 認 の な 6 基本 細胞 は 卵殻 周囲 に 於 て 圧迫 姜 縮 に 
陥り ,。 ある し 、 な は 相互 の 疹 人 こよ り , 細胞 提 を 作り , ある 
い は 完全 は 多核 巨 細胞 を 形成 し て いる 。 と の 細胞 が 好 塩 
基 性 を 増し , 核 濃縮 を 呈し て いる も の が ある 。 肺 組織 に 
於 て 見 られ る よう に 卵殻 < り 破 部 か ら 卵 麗 内 に 細胞 の 積 
極 的 な 侵入 像 が 殆 ん ど 見 られ な いも の る 特異 で ある 。 ま 
た 本 細胞 は 所 々 に 於 て 油 滴 状 の 卵殻 崩壊 産物 を 摂 喰 し て 
いる 。 浸潤 細胞 成分 と し て 好 酸 球 ・ 好 中 球 ・ 汐 巴 球 等 ま 


Pa 単 球 らし いま の を 見 る が , ee 民 問題 と と な 
ら な い 。 血 管内 に は 特殊 な 細胞 が 見 られ な い 。 同 吊 犬 の 
肺 組織 に 於 ける より は , en Pac 著しく , 形質 細 


胞 反 応 著 明 に て , 且つ 同 細胞 の 変性 崩壊 の 著しい 点 に 維 
了 化 学 的 な 意味 が あ る よ の 2 め る O 


189. 肺 吸 虫 の 溝 数 寄生 に 関す る 
研究 (1) 
公衆 衛生 院 寄生 虫 室 
横川 泉 雄 ・ 吉 村 誌 之 ・ 大 島 千 夫 


Experimental infection of dogs with 
metacercariae Of ア Z ァ の の 7727274S 7 の の S767772722. 
Muneo Yokogawa, Tomoo Oshima 
and Hiroyuki Yoshimura 


る モク ツゲ ガー ニ 万 77oc/ez ヶ 76 の の -- 
Zs か ら 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 分 離 採取 し , その 1 

ケ 宛 を 同 用 の 8 匹 の 仔犬 (生後 1 ヶ月) に ビ ピペット で 小 
量 の 水 と 共に 口腔 の 奥深 くに 流し 込ん で 確実 に 暗 下 し た 


肺 吸 昌 第 2 中 間 宿主 で る 
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こと を 認め た 後 , (昭和 31 年 5 月 28 日 感染 月 日 ), その後 
rr レ し た 。 


の 中 1 匹 の 仔犬 は 7 月 2 日 (41 日 目 ) に 不明 の 原 
1 , 死後 8 日 を 経過 せる た め 腐 敗 基 し く 
削 見 不能 で あつ た 。 そ の 7 匹 に つい て は 78 日 目 か ら 148 
日 目 の 間 に 順次 全 採血 を 行 つ て 死亡 させ , 主として 胸腔 
及び 腹腔 の 諸 臓 器 を も 精 検 し た 。 感染 前 及び 感染 俊 も 時 
検便 を 行 つ た が 糞便 中 に は 犬 釣 虫 卵 , 犬 句 下 卵 を 見 出 
し た 他 は 肺 吸 虫 卵 は すべ て 陰性 で あつ た 。 

7 匹 の 中 86 日 目 に 章 見 し た 一 匹 及び 143 日 目 に 沸 見 し 
た 8 匹 の 中 の 2 匹 計 3 匹 か ら は , 1 ヶ 宛 の 虫 体 を 胞 腔 内 
より 見 出し た が , 何れ も 未成 熟 で 虫 卵 の 形成 は 見 られ な 
か つた 。 又 肺 に 虫 裏 腫 の 形成 は 認め られ な か つた が , 肺 の 
各所 に 虫 が 出入 り し た と 思わ れる 点 状 の 出血 針 が み ら れ 
た 。 とれ ら の 部 に つい て は 組織 学 的 の 検索 を も 行 つ た 。 
商 昌 体 の 見 出さ れ な か つた 4 匹 の 中 3 匹 の 肺 臓 に は 前 記 
TRG2 が RCI 
ち , 由 体 の 出入 し た と 違 る 点 状 出血 が みみ られ た 。 只 
パー m 衝 86We 二 人 Tier 0 人 
即ち 7 匹 の 仔犬 中 8 匹 か ら は 了 虫 体 が 見 出さ れ , 他 の 3 匹 
に も ゃ 虫 体 の 存在 し た と 思わ れる 痕跡 が 見 られ た 訳 で ば 
る 。 即ち 僅か 1 ケ の メタ セル カリ ア を 摂取 する と と に ょ 

つて も 肺 吸虫 に 感染 する 率 が 極め て 高い こと が 認め られ 
た 。 商 検出 され た 虫 体 は 何れ も 86 日 及び 143 日 を 経過 し 
た も の で ある に も か > ゝ わら ず , 何れ る 未だ 成 熱 に 達 キ ず 
東 卵 の 形成 は 見 られ て いな いと と は 甚だ 興味 ある 点 で * 
る 。 即ち 単数 寄生 の 場合 何れ も 虫 裏 の 形成 は 見 られ ず 胞 
腔 内 に 見 出さ れ た 虫 体 は 未だ 成熟 に 達し て いな いと 云う 


点 に 2 の いそ 向 今後 追 : 求 し て みた : い と 思う 。 
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190. 糞便 内 肺 吸 息 卵 の AMS III 流 
に よる 格 出 法 の 概 討 , 表面 活性 剤 
ょ 溶液 比重 と の 関係 


公衆 衛生 院 寄 生 虫 室 
大 島 智 夫 ・ 吉 村 該 之 ・ 横 川 宗 雄 


Fecal examination of egg of ggo7422224S 
2 の eS7e7727 by A. IM. S. III mmethod. 
The effect of surface active substance 
and the specifc gravity of solution. 
Tomoo Oshima, Yokogawa Muneo 
and Hiroyuki Yoshimura 
肺 吸虫 症 羽 患者 の スク リー ニン グ テ ス ト の 際 友 内 反応 
陽性 , 補 体 結合 反応 陽性 で あり な が ら AMS 是 法 の 反 軒 
に よ ょ る 検便 で 虫 卵 を 見 出し 得 な い 場 合 が 少 か ら ず ある 
が , その 中 に は と の 検便 法 そ の も の の 検出 力 の 限界 外 の 
と ため に と 本来 虫 卵 を 排出 し な が ら も を 検出 出来 な い 例 が ある 
と 思わ れる 。 そ と で 更に 検出 能力 を 上 昇 させ る 試み を 以 
て その 表面 活性 剤 と し て 用 いら れる Triton と 溶剤 の 比 
宣 に つい て 栓 討 し た 。 先 ず 1 gr 当り 平均 83 個 の 虫 卵 を 有 
る 肺 吸虫 症 患者 の 便 を Triton の 濃度 を 変え て 各 5 様 





Triton 検 出 虫 卵 数 





原液 1 滴 22 238 26 29 26 


5 倍 液 1 滴 30 21 5 26 24 
10 倍 液 1 滴 は 10 0 15 
所 39 が 0 0 0 0 
MGL 法 10 0 5 4 





本 に つき AM 8S 是 法 で 検討 し た 。 原液 と 5 倍 液 と は 有意 
差 が な い が , 10 倍 液 で は 検出 力 が 減じ る 。 Triton を 加 
えな いと 1 個 も 見 出 だ せ な か つた 。 従 つて AMIS 四 法 に 
は Triton の 如き 表面 活性 剤 か ある 濃度 ご 必要 な 事 が 判 
明 し た 。 

ANMS 法 以外 の 集 卵 法 の 場合 に も Triton は 有効 で 


ある か を アン チ フ ォ ミ ルン , エー テル 法 で 検討 し た 。 菩 
PS か 


ご , 別に 食塩 水 を 適宜 加 えて 比重 1.100 の 202 ア ンチ 
フォ ルミ ン 液 を 作り , 落 剤 の 比重 の 差 の 東 卵 検出 に 及 


ば す 影 響 も 同時 に 検討 し て 見 た 。 材 料 は 1 gr 175 個 の 由 
卵 を 有する 便 1gr ず つ で ある 。 右 図 に その 結果 を 示す 。 
十 は Triton 2 滴 を 加え た も の , 一 は Triton を 加え 届 


や の で ある 。 通常 の アン チ フ ォ ル ミン 法 で は Triton に 





H 喜 
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1.014 | 1.100 
二 を | 雪 
52 68 154 93 
58 79 155 123 
72 97 157 132 
82 113 163 164 
84 114 183 167 
106 124 
118 128 
121 130 
136 183 
195 
平均 103.4 115.1 | 169.4 137 .8 
ト る 効果 は み ら れ な い が 。 高 比重 の 場合 に は 卵 の 沈 背 を 


促進 する 傾向 が 見 える 。 Triton を 加え た 場合 に は 比重 
の 差 に よる 虫 卵 の 検 上 1 率 は 著 明 に 増加 する が , 加え ぬ 場 
合 は , 殆ど 差 が 見 られ な い 。 以 上 の 事 か ら Triton の 集 
卵 効果 は 沈 滅 を し め る 液 の 比重 に 大 き な ch 
判 月 し た 。 商 比重 1.014 の 場合 は 1 gr の 便 の 沈 査 は 
92mm の カバ パー グラ ス を か け て 4~ 7 枚 の 標本 を 必要 0 
る の に 1.100 の 場合 は 8 枚 廷 で すむ の で 実際 上 か ら も る 肺 
吸虫 卵 の 径 卵 法 に は 1.100 前 後 の 比 重 の 液 に Triton を 
加え た も の ヵ "望ま し い 。 貞 テー テル は 単に 脂肪 を 溶解 せ 
し むる だ け で な く 虫 卵 以外 の も の を 浮上 せ し お る 際 に 必 
須 の も の と 思わ れる 。 AMS 還 法 に 於 て Triton 及び ェ 
ー テ ル は 必須 で ある が 1.080 と 云う 比重 並び に 塩酸 及び 
oc 


上 昇 さ せる 可能 性 が ある 。 


191. 日 本 住 血 吸 下 病 の 治療 に 関 


る 研究 (4) 
Sb の 解毒 実験 スチ ブナ ー ル に グロ ン サ ン 注 射 
併用 に ょ る 体内 臓器 Sb 量 の 変化 に 就 い て 


国立 甲府 病院 
小沢 慶三 


抄録 な し 。 
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192. 船底 座 料 に よる 宮入 具 の 殺 
具 に 越 い て (1) 


山梨 県 医学 研究 所 
杉浦 三陸 ・ 太 田 秀 浮 ・ 清 水 清久 


On control of Ozcozze/Z2Z 70SO カ の 7Z by meanS 
of paint-chemical used for ship-bottoms. 
Saburo Sugiura, Shujo Ota, Kiyohisa Shimizu, 


宮入 内 の 殺 上 貝 は 今日 主 に 石灰 室 素 。 PCP-Na に よ 
り 実 施さ れ て お り , 又 棲息 条件 を 変え る 目的 に て 棲息 場 
所 に コン クリ ー ト 溝 応 が 作ら れ て お る 。 し か し 今日 の 現 
地 の 状態 は 宮入 貝 の 棲息 し 易い 場所 は コン クリ ー ト 溝 素 
に し て ぁゃ 流 水 は 緩 る や か で , 且つ 土砂 が 自然 に 附 着 , 叉 
水深 が 附 着 し て 貝 の 棲息 に か え つて 好 条 件 と な る 場合 が 
居 々 ある と と を 経験 する 。 私 共 は と の 点 に 着目 し , 船底 
塗 料 を コン クリ ー ト 壁 に 塗布 する と と に より 上 内 の 棲息 , 
水 藻 の 附 着 を 困難 な らし め る の で は な いか と 考え , 室内 
実験 を 試み , その 成績 を 得 た の で 報告 する 。 

実験 方 法 は 日 本 ペイ ント 株 式 会 社 の 船底 落 料 Vinilex 
(Cu。O 85, HgO 7 多 , ワ ニス 50%%) を 使用 し , 素 焼 
の 底 に 穴 の な い 直 径 14cm の 植木 鉢 を 作り , その 内 側 に 各 
種 塗布 する 範囲 を 変え て 塗り , 8 時 間 後 に 再び 上 塗り を 
て , 乾燥 する の を 待ち て , 水道 水 に て 水洗 し て 後 , 実験 
に 呈し た 。 各 鉢 の 中 に 水 を 満 し , 20 ヶ 宛 現 地 よ り 採 取 し 
て きた 新 ら し い 宮 入 貝 を 底部 中 心 と 置き, 1 週間 の 上 貝 の 
状態 を 観察 し た 。 毎日 水 の 腐 敗 を 防ぐ 為 , 水道 水 を 変え 
騙 毎 日 一 定時 間 に 底 部 中 心 に 貝 を 集め た 。 最終 日 に 圧潰 
し て その 生死 を 判定 し た 。 各 々 同 条件 の 鉢 5 ヶ 宛 を 実験 
に 呈し た 。 対照 も 同様 に 行 つ た 。 同 一 実験 を 2 回 繰り 返 
え し た 。 実験 期間 は 昭和 80 年 6 月 29 日 より 月 14 日 まで 
室温 は 28ー307C で あつ た 。 
実験 成績 

1 内側 全 面 に 塗布 し た 場合 全く 側壁 に 伺 上 ら ず , 
底面 で の 移動 も 5 日 目 よ り 全 くみ られ ず , 日 後 全部 死 
滅 し た 。 

2 . 内 側 の 底部 の み を 残し 側壁 全体 に 塗布 し た 
全く 側壁 に 伺 上 ら ず , 底面 で の 移動 も 4 日 目 よ り 全 くみ 
られ ず , 日 後 全部 死滅 し た 。 

3 内側 の 側壁 の 上 半分 電 に 塗布 し た 場合 , 塗布 し た 
側 上 壁 に は 早 上 ら ず , 落 布 し な い 側 壁 及 び 底 面 を 移動 し て 
いる が , 4 日 目 よ り 沙 布 し な い 側 壁 に も 如 上 ら ず , 7 日 
後 の 検査 ご で 2528 多 死滅 し た 。 
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4 . 底部 の み 塗 布 し た 場合 , 側壁 に 午 上 る も の は 6522 
みか ら 10 多 た 減少 し , 7 日後 の 検査 こ て 89~912 死滅 し 


か かー 
この 


5. 片 半分 全面 に 塗布 し た 場合 , 塗布 し な い 側 に の み 
衣 上 り , 沙 布 し た 側 に は 全く 刀 上 ら な か つた 。 

6. 対照 は 7 日 後に 8~4 多 の 死滅 が なみ られ た の み 
あつ た 。 

以上 の 成績 ょ り 船 底 塗 料 は 宮入 貝 を 附 着 せしめ ず , 騙 
殺 上 由 作 用 が ある と と が 判 つ た の で , 今後 現地 実験 を 試み 
る 予定 。 

終り に 千葉 大 学 薬学 部 宮木 教授 の 御 援助 を 感謝 
する 。 


193. 無 鈴 條 虫 体 内 に 於 ける コリ ン 
類 粒 の 分 布 に 就 い て 
大 阪 弥 済 病院 
桶 谷 草 
JDistribusion of cholin granule jn 


ce2747 の S の g7727 の . 


Kaoru Tsuchiya 


人 体 腸管 内 より 自然 排出 され た 新鮮 な 受胎 体 節 を 用 い 
て 。 所 請 広瀬 氏 コ リン 頼 紡 RNN くし た 。 
体 表 の 角 皮 に は 少量 存在 する が , 特に 生殖 門 周明 に は 
多量 に 認め る 。 
基礎 騰 に は 策 多 く , 皮膚 筋 層 に は 点々 と し て 均等 に 存 
在 す る 。 
輸 精 管 朋 及 び 膝 壁 に は 多量 に 存在 する 


194. 青森 上 騒 に 於 ける マラ ッ ン 
孤 虫 の 一 例 


弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
北畠 栄 太郎 ・ 一 戸 実 


One Case of ぐ ヵ ZZg224224 222 の 72SO727 1m 
Aomori Prefecture. 


Eitaro Kitabatake, Minoru Ichinohe 


東北 地方 に が ける マン ソン 孤 虫 の 人 体 寄 生 例 は 余 等 宴 

こし て 未だ 知ら な い 。 

著者 の 一 人 , DR 人 , 壁 
交 内 に マン ソン 孤 虫 を 検出 し 得 た の で と れ を 報告 


患者 26 歳 男子 (農業 ) , 県 外 に 旅行 し た こと か な い 
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- 約 1 ヵ月 前 より 左 眼 内 部 の 上 下 眼 険 が 大 豆 大 に 腫 岩 し 
て 来 た 。 発 赤 が な い 。 軽度 の 圧痛 が ある 。 租 粒 腫 の 疑 で 
切開 する と , 両方 の 腫 禄 か ら 淡 黄色 の 液体 と 共に 小 索 状 
物 が 伸縮 運動 を な し つ ゝ 外部 に 出 て 来 た 。 

と の 小 索 状 物 は 長き 1.5cm。 幅 0.1cm (両方 と も 略 同 
大 ) で , 頭 部 に 裂 溝 は 見 られ な い 。 体 飾 も な く , 体 に は 
と と ろ ど と ろ に 横 に 走る 鍛 壁 が 見 られ る 。 頭 部 は 鈍 円 で 
尾部 に な る に つれ 細く な つて いる 。 形 態 学 的 観察 か ら て 
ン ソ ン 孤 昌 と 断定 し て も よい と 思う 。 

感染 経路 , 明白 に し 得 な か つた が , 患者 は 青森 県 
番 大 きい 由 木 川 の 表 流 , 十川 の 流域 に 生れ , 其処 に 同人 
し , 小さ い 時 か ら 川 遊び を 好み , 人 鯉 や 魚 キ よく 食べ て い 
た と いう 。 喜 等 川 負 を 「 ア ライ 」 ほ に し て 食べ た と と か ら 
感染 し た の で は な いか と 思 惨 せら れる 。 


195. 星 條 虫 の の 727267272 7 の 7227ZZ72 
の 第 一 中 間 宿 主 内 の 発育 


奈良 学芸 大 学 
岩田 正 僚 ・ 山 口 知子 


Development in the first intermediate 
host of ひ ヵ /7Zo72e227 7 の 72472. 


Masatoshi Iwata and Tomoko Yamaguchi 


奈良 市 郊外 に て 採取 し た 食用 時 Zzz cg7es の ZZ の 直 
腸 に 寄生 し し て いる 性 条 虫 OZzo72e2 ZZ の 72422 の 成熟 
卵子 を , 奈良 市 内 の 猿 沢 池 , 荒 池 , 大 仏殿 前 の 鏡 の 池 か 

ら 採 取 し て 飼育 し て お いた ケン ミ ヂ ンコ Cyclops の 数 
種 と 。 シヤ ー レ の 中 で 同棲 せしめ て , 遇 化 し た Oncos- 
phere が 入る の を 魚 察 し た 。 

と の 実験 は 7 月 中 旬 に 室温 に 於 て 行 つ た が , Cyctoys 
の 体 中 に て Procercoid が 発育 し た の は 次 の 3 種 で あつ 


コ 


7 この 


7esocyc/o カ s 7ezzc を 777 
Cyc/ の カ ZS の 2C27424S 
7 eZ の CyC70 カ S 太 y2722224S 
0 
運動 は 活 湊 で ある 
Procercoid は 1 と 隊 の Cyclops 中 に 数 個人 つて いる の 
を 認め る と と が 出来 た 。 そ の 大 さ は 収縮 する た め 正 確 な 
PWM が 。 大 約 体長 80z, 体 幅 83.5z 位 で あつ 
た 。 多く の Procercoid は 頭 部 は 体 部 に 入り 込ん で いる 
が , 鍋 察 中 に 頭 部 を 反転 し た も の も 認め た 。 
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商 と の Procercoid が 第 二 中 間 宿 主 に 入る 実験 は 未だ 
試み て な い が , 引続き と の 生活 史 を 追及 し て いる 。 


196. 幼 犬 に 於 ける 大 名 虫 威 試 駿 
大 阪 府立 大 学 獣医 学科 
野 田 売 三 
Experimental infectionS on puppies with 
dog ascarids, or の c の 7 の C の 2S. 
Ryoji Noda 
分 婚 直 後 よ り 30 日 合 に 至る 幼 犬 24 頭 に 含 仔犬 虫 卵 を 
経口 感染 せしめ , 1 日 乃至 40 日 後に 剤 検 し て 体内 の 虫 体 
数 を 数 え そ の 体長 を 計測 し た 。 
多少 に 拘ら ず 虫 体 の 検出 され た 部 位 は 腸 壁 , 腸 間 膜 , 
腸 間 膜 光 巴 節 , 腹腔 , 胸腔 , 肝 , 肺 , 及び 膝 並 びに 食 
道 , 胃 及 び 腸 内 腔 で 血液 , 横隔膜 , 腎 , 胸腺 , 脳 , 気管 
か ら は 検出 され な か つた 。 前 者 の 諸 臓器 の 中 頻 回 検出 さ 
れ た 部 位 は 腸 間 膜 光 巴 節 , 肝 , 肺 , 胃腸 内 腔 で 之 等 が 正 
の 経路 で あろ う 。 腸 壁 の 中 最も 多数 の 仔 虫 が 検出 され 
な WW は 小腸 未 敵 肥 び 大 腸 で 該 部 が 仔 虫 の 侵入 部 位 と 考 
え 。 分 怒 直 後 感染 の 功 犬 で は 仔 虫 は 5 日 後 肝 及 び 
肺 検出 きれ た が 10 日 後に は 検出 きれ 生後 5 昌和 
償 の 大 て は 感 染 10 日 後 肺 の み に 証 明 さ れ 21 日 後に は 陰 


性 と な り , 計 の coo 
後に も 尚 ほ 肺 に 証明 され た 事実 は 腸 壁 内 侵入 後 再び 消化 
管内 に 出現 よる 迄 の 体内 移 和志 2 * 犬 の 日 合 の 進む に つ 


れ て 遅延 する と と を 示す も の と 思わ れる 。 虫 体 の 成長 も 
た の 日 含 の 進む と 共に 著しく 遅延 し た 。 即 ち 分 學 直 人 後 感 
染 の 幼 犬 で は 5 日後 607 ん 10 日 後 2.6 咽 。 20 日 後 $19 
忠 。 ? 27mm。 30 日 後 $74mm * 83.5mm に 達し た が , 生後 10 
日 後 感染 の も る の で は 9 日後 1.2mm。 21 日 後 2.9 四 , 39 日 
後 新 く 3$16mm? 17 叫 に 達し た に 過ぎ な い 。 白く 分 直 後 
感染 の 幼 犬 体内 の 仔 虫 が 10 日 で 既に 2.6 叫 に 迄 成長 する 
も の が ある が , と の 体長 は 分 學 直 後 の 幼 犬 有 村内 に 認め ら 
れる 先天 感染 仔 虫 の それ の 1 咽 前 後 を 廷 か に 凌 角 す る も 
ご , 従 つて 1 下 程度 の 体長 に 成長 する に は 10 日 を 要 
る 。 先 に 余 は 先天 感染 の 虫 体 の 
攻 夫 は 生後 色 晶 で 直 ち 秘 償 と な 旬 幸 仙 者 。 と の 業 

ら 分 克 直後 の 幼 大 に 感染 し た 虫 体 は 30 日 足ら ず で 成 
開 し 得る こと に な る 。 事実 , 前 記 の 如く 分 圧 直後 感染 の 
0 の 09 格 の 8 に よ つ て 腸 内 こと 人工 感 染 に 由来 する 
と 認め られ る 充分 成熟 期 に 達し た 虫 体 を 得 た 。 併 し 年 ら 
分 友 直 後 感染 の 虫 体 で も 異 腹 幼 犬 の 体内 で は 87 日 後 菩 く 
成熟 期 に 達し た も の も あつ て , 個体 的 に も 差 が ある 。 双 


し な いと と が 明らか で あ 
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同時 に 感染 し た 虫 体 で も 其 の 成長 に は 可 成 り の 開き が あ 
り 。 先天 感染 虫 体 の それ が 概ね 一 定 の 成長 を 示す 事実 と 


相違 する 。 上 記 所 見 が 先天 感染 虫 体 の 多少 と 関大 する や 
否や は 不明 で あつ 
197. T.M. 法 に よる 名 忠 免疫 の 研究 
岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
馬 淵 正 樹 
Investigation on immunity to ascariS by 
〒. M. method. 


Masaki Mabuchi 
シン ポジ ウム の 森下 の 顕 虫 症 の 免疫 参照 


198. ビ ピ ペ ラ ジン に よる 名 下 駆 除 成 精 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
川本 人 科 三 
Treatment of 4scgzzs 7 の ZZco の es infectionS 
with piperazine hydrate。 
Shuji Kawamoto 

字 治 市 の 1 幼稚 園 3 小学 校 , 1 中 学校 の 学童 及び 1 
少年 院 の 入院 児 (1519 歳 ) , 同 職員 の 名 虫 卵 陽性 者 に 
piperazine citrate (シロ ッ プ ),。 piperazine adipate 
(錠剤 ) 及び piperazine malate (シロ ッ プ ) の 一 定 
量 を 一 定期 間 与 え , 服薬 完了 3 週間 後に 後 検便 を 行 つ 
た 。 後 検便 は 濃厚 座 抹 標 木 で 。 一 部 に は スト ー ル 氏 稀 釈 
虫 卵 検査 に よ つ て 虫 卵 数 を 比較 し , 又は 服薬 後 の 排 液 
を 採集 し て 濾 便 し , 虫 体 の 排 浴 状 況 を 観察 し た 。 

1 . 務 虫 成績 : piperazine hydrate と し て 体重 1 
kg 当り 75mg4 日 , 7 日 , 100mg3 日 , 4 日 或 は 150mg2 
日 与え て 減 卵 率 79.2~ 10022, 陰 転 率 56.3ー902% の 成績 
を 得 た 。 次 に 体重 に 関係 な く , 1 日 総量 と し て 3.0g 
(55~ 195 mg/kg) 1 回 或 は 4.0 g (84~ 116mg/kg) 1 
回 又 は 2 回 服用 で 減 卵 率 72.780.0 , 陰 転 率 69.7ー 
SS 5 良好 な 駆虫 効果 を 

本 事 を 知 つた 
. 速効 性 : 排 下 を . み 
貫 ご は 初日 に 排 取 を E 見 た 者 
が 2 例 。 5 日 目 が 1 例 で 多 
用 は 速効 的 で ある 。 

3. 末 成 熟 虫 へ の 効果 : 1 例 の 顕 虫 卵 陰性 者 に 暁 虫 駆 
除 の 目的 で , piperazine を 与え た 所 2 日 目 に 雄 1 隻 雌 
2 隻 # 排出 し た 。 と の 雌 は 長 さ 夫々 138.5, 10.5cm で 何れ 
も 末 成 熱 で あつ た 。 即ち piperazine は 末 成 熟 虫 に 対し 


た 10 例 に つい て , 5 日 迄 の 成 
5 例 , 2 日 目 が 3 例 , 3 日 目 
く は 3 日 以内 に 排 注 さ れ , 作 
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て も 有効 で ある 。 
4. 相乗 作用 : 15 名 の 小学 生 に 体重 1 kg 当り 100mg 3 
日 と 共に サン トニ ン , カイ ニン 酸 合 剤 (3 錠 中 サン トニ 

ン 0.05g, カイ ニン 酸 5 中 ) を 低 学年 に 2 錠 , 高学年 に 

3 錠 与 えた 所 , 陰 転 率 78.8 を で , 特に 併用 に よる 相乗 作 

用 は 認め られ な か つた 。 

5. 副作用 : 総数 186 例 以上 に , 殊 に 2 例 の 幼稚 園児 

に 体重 1 kg 当り 195mg の piperazine hydrate を 用 いた 

が , 著 明 な 副作用 は 人 


・ みみ 、 
等 認め られ : っ 、/ リプ 


199. 一 小学 校 に 及 け る 3 年 9 ヵ月 に 
理 る 久 虫 の 双 除 成績 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
川本 佑二 ・ 吉 田 幸雄 ・ 三 谷 和 合 ・ ト 部 昭 中 目 
200, ヵ カイ ニン 酸 並 びに 関連 化合 物 


の 駆 祭 作 用 に 関す る 研究 (6) 


カイ ニン 酸 ,。 一 アロ カイ ニン 酸 よ り 誘 導 さ れ 
る メチ ルケ トン 体 に 依る 顕 虫 駆除 成績 


大 阪 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
竹本 常松 ・ 醍 醐 貼 二 ・ 着 達 英 


Studies on the anthelmintic actions of kainic 
acid and related compoundSs.(6)。 
Treatments of ascariasis with methylketone 
derivatives of kainic acid and oc-allokainic acid. 
Tsunematsu Takemoto, Koji Daigo 
and Tatsuei Sai. 

(200, 201 は 一 括 所 演 ) 


201. ぁ イ ニン 酸 並び に 関連 化合 物 
の 叉 虫 作用 に 関す る 研究 (7 ) 
カイ ニン 酸 , @〆 一 アロ カイ ニン 酸 よ り 誘 導 さ れ 
る メチ ルケ トン 体 に 依る 顕 了 虫 駆除 成績 
大 阪 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
竹本 常松 ・ 醍 醐 周二 ・ 鶴 達 英 
Studies on the anthehmintic actions of kainic 
acid and related compounds. (7). Treatments 
of ascariasis with hydrates of kainic acid 
qand c-allokainic acid. 
Tsunematsu Takemoto, Koji Daigo 
and Tatsuei Sai 


ニン 酸 の 立体 構造 は 庄 


カイ ニン 酸 並 びに 〆 一 アロ カイ 


(160 ) 


多 の 化学 的 根拠 に 基づき 
中 守 , 日 本 薬学 会 近畿 友部 2 月 例会 (1956): 


れ た [森本 , 


竹本 , 財 , 醍 醐 


従 つ て 著 
回 大 会 (19 


Chart 1. に 掲げ む 如 く 





者 等 が 前 報 


[寄生 忠 学 雑誌 ・ 第 5 巻 


chart 1 に 掲げ 


・ 同 上 : 醍醐 : 薬学 雑誌 76, 
ドド 


・ 第 2 呈 


る 如く 改訂 さ 


109(1956)〕。 


55) 〕 に 於 て 採用 し た 生 和 培 の 立体 構造 


Chart 1. 
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カイ ニン 酸 
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HOOC-H。C 
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NN 
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ーーーー ン 届 


改 更 され る と と に な る 。 


CH, 
へ CH。 


CH。 
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N ブ 
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ジヒドロ アロ カイ テン 酸 
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HOOC- 是 。C 


HOOC -- 
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| 
9 が 
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gg 一 イツ ンカ イニ ン 酸 
mp 255“ 


HOOC-H。C 


ノ CB: 
| ヽ cgmi 


| 


県 | 
HOOC 寺本 。 


N 
CO-CH。 


N- ア セチル -6- カ イニ テン 酸 
mp 161” 





0 へ 芋 
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CH 
HOOC-H,C ーーーc ぐ 
| | CH 
HOOC 一 
ーー 
H 
cg< ア ロカ イニ テン 酸 
mp 238? 


ノン CH 


FC 民 
NwCHs 


SI 
人 1 
革 
ジヒドロ gc アロ カイ テン 酸 
mp 250" 
ノ CH。 


HOOC-HC ed 
| | へ NcH。 
H 


太 ア ロカ イニ テン 酸 
mp 240? 


O 
I 


ンー アン 


還 R も 。 


N- ア セチル -2- カ イニ ン 酸 
mp 202? 


今般 著者 等 は 更に chart 2. に 揚げ る 如き 化合 物 を 用 
いて 顕 了 虫 駆除 実験 を 行 つ た が , その 成績 は :Table 1. に 
纏め た よう に 何れ も 効果 的 で は な か つた 。 但 し 対照 の カ 
イニ = ニン 酸 , サン トニ ン 複 合 剤 服用 者 群 で は 小数 例 で は あ 
る が , 全 例 に 排 虫 並 びに 卵 陰 転 が 認め られ た 。 


Chart 2. 


1 
HOOC-H.C- 了 間 ! CーCH。 


HOOC 一 
いう 
1 
カイ ニン 酸 の メチ ルケ トン 体 
mp 196"* 
H 
了 
3 
HOOC-HH,Cー ーーー 一 ゴビ く . 
人 
HOOC 一 
Ng 


ヵ イ ニン 酸 の 水 加 物 
mp 274? 


O 
| 


H 
ge- ア ロカ イニ = ニン 酸 の メチ ルケ トン 体 
mp 213? 
芽 
O 
| ノ CH 
HOOC-H。C.- ge 7 
に 
ae ツン 
耳 


ge- ア ロカ イニ テン 酸 の 水 加 物 
mp 198? 


Table 1. 








投 | 排 
年 排 朱 者 





名 | 量 


mg | 





I( 歳 )| : | 中 
| 数 陳 数 : 多 し 


| 卵 陰 転 者 





カイ ニン 酸 の メチ | | 

ルケ トマ 体 っ 10 1 10| 1 
g- ア ロカ イニ ン | | 

の メチ ルケ トン 体 | 「 Srrs 麗 4 和 0 
カイ ニン 酸 の 水 加 | ヶ 55-14| 7|0 


物 | 
を ーー ヶ 2-15| 910: 


カイ ニン 酸 ・ サ ン | 
トニ テン 複合 剤 | 











1 : 10 








8-18| 3| 3:1005 





カイ ニン 酸 5mg, サン ドニ ン 50mg 


























れ は 前 報 に 於 て も 既に 指摘 し た 如く カイ ニン 酸 並 び 
トド 
連 性 が 存する と と を 示す も の と し て 興味 深い 。 


202. Arthus 現象 時 ( 是 飼育 液 
感 作動 物 ) の 血液 所 見 


素 恵 会 医科 大 学 林内 科 
井 名 邦 男 ・ 竿 沢 久 次 尋 ・ 石 田 敏和 ・ 佐 藤 辰 美 
Blood examination of animals sensitized with 
the ascariS culturing fuid oupon 
theArthus phenomenon。 
氏 . Imawari, 氏 . Hanzawa, T. Ishida, T. Sato 


緒 論 : 我々 は 数 回 に 理 り 寄 生 和 虫 抗原 に 及ぼ す 大 腸 菌 の 
影響 を 論 追 し た が , 今回 虫 体腔 液 , 飼育 液 及 び 大 腸 菌 
混入 飼育 液 に よる 感 作 海 須 並 びに 家 兎 に Arthus 現象 を 
者 起 せ し め , その 際 の 汐 巴 球 の 変動 を 主眼 と し た 血液 上 
の 検索 を 加え た の で 報告 する 。 

実験 方 法 : 実験 動物 に は 海 乃 及び 家 兎 を 使用 , 顕 虫 体 
膝 液 感 作 群 , 飼育 液 感 作 群 , 大 腸 菌 混入 飼育 液 感 作 群 の 
三 群 に 分 け Arthus 現象 惹起 に は 夫々 感 作 抗原 と 同じ 抗 
元 を 使用 し 閣 起 注射 前 2 時 間 後 。 4 時 間 後 , 6 時 間 後 , 
24 時 間 化 に 理 り 赤血球 , 白血球 , 汐 巴 球 数 , 血液 像 所 見 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


光 巴 球 が 抗体 産生 に 何等 か の 役割 を 演じ て いる 様 に 思わ 
れる 。 抗原 抗体 反応 の 表現 と し て の 汐 巴 球 の 態度 の 本 質 
的 相関 < 係 は 今後 の アレ ルギー 学者 の 研究 に 待つ と と し 
て , 我々 は 大 腸 菌 混入 に ょ つて Arthus 現象 の 陰性 化 と 
血液 上 の 変動 に 差異 の ある と と に 着眼 し た 。 


203. 玉座 洋 の 一 孤島 | 青ヶ島 | の 
寄生 由 分 布 


目黒 寄生 虫 館 
亀 谷 了 
Survery of intestinal parasites in the 
Aogashima Island. 
Satoru Kamegai 


青ヶ島 は 東京 都 に 属す る と は い へ , 交通 不便 の 為 め 未 
だ 未開 の 地 の 如き 条件 に 置か れ て いる 。 従 つて 寄生 虫 の 
検査 は 今回 が 初め て で ある と いう 。 

著者 は 青ヶ島 小 中 学 校 田村 教諭 。 村長 他 村 当局 者 の 
力 を 得 て 検便 を 実施 し , その 一 端 を 8 明らか に する 事 ヵ 
来 た 。 

10 月 14 日 採 便 , 船便 で 送ら れ 17 日 に 入手 直ちに 検 鏡 し 


7 こ O 


PP の ef 


の 協 
出 


















































を 比較 検討 し た 。 カリ 液 1 枚 に よ つ た 。 湿気 多い 為 め で あろ う 役 が 
実験 成績 : 和 Mp に 混 じ 原 虫 の 検査 は 困難 で , この 
海 狼 の 部 

| 赤 画 球 数 | 自 正 球 数 | リン バ 祭 数 | 准 世 半 形 浴 | 寿 粒 細胞 | 好 酸 球 多 
末 2 4 時 間 で | 理江 少 例 | 條 激減 み | ウー6 呈 間 で 絶 天 
対 称 | 不 突 | 少 加 後 正和 大 汐 下 着 変 な し 的 相対 的 増加 | 下 衝 
2 一 6 時 間 レー49 間 で 邊 ウー 義明 大 光 巴 球 の 
_ 体 朋 流 感 作 知 | で 加 放 波 少 |24 時 間 で 回 復 | 少 24 時 間 で 回 復 | 寒 失 多 し | 3 
飼育 流 感 作 知 | 同 上 | 同 上 | 同 上 | 同 上 | 同 上 | 同 上 
大 腸 菌 混入 飼育 | ウー4 時 間 で 増加 | 。。。.、 導 球 | か 
隊 。 作 | 皿 上 了 間 eee | 回 謀 牙 | 針 症 | 四 上 | 同 上 
・ 家 兎 の 部 
| 赤 画 球 数 | 自 下 球 数 | 汐 所 球 数 | 紀 革 の 形態 | 馬 尊 六 胞 | 好 酸 球 多 
対 称 | 不 諸 | 軽度 増加 | 不 次 | 特に な し 本 雪 
と 2 一 4 時 間 で | 2 一 4 時 間 で | 2 一 4 呼 間 で | 大 光 包 球 減 ウー6 呼 間 で 相対 | = 本 
剣 至 液 感 作 笑 | 二 諸 波 閉 明 減少 著 明 減少 | 少 革 明 時 的 和 加 | 生 王 放 
大 腸 菌 混入 飼育 2 一 4 時 間 で | 小 光世 減少 大 
座 感 作 | 槍 上 | 同 。 上 | 加 度 減少 | 滞 色 閉 秦 を し | 内 上 | 不 族 














結論 : 対称 及び 大 腸 菌 混入 飼育 液 感 作 群 と 比 し 体腔 液 
及び 飼育 液 感 作 群 に 於 て は Arthus 現象 の 発現 強く 血液 
上 の 所 見 も 惹起 注射 2 4 時 間 後 汐 巴 球 減少 著 明 で , 


(162 ) 


数 値 調 り が ある か も 知れ ぬ 。 双 釣 虫 は 脱 毅 し て いる も 
の が 多 か つ た 。 


検査 成績 : 全島 の 人 口 886 人 , その 中 の 166 人 に つい 











の ,-、. 妹 還 。 


ム 其 


まう 
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て 行 つ た 。 

. 彼 検 者 の 男女 別 年 令 分 布 

2 歳 迄 9 (内 男 4 以下 同じ ) 3 <7 歳 86 (19) 8 ~18 
歳 , 39 (19) 14~19 歳 9 て 7) 20~80 歳 78(34) 合 計 166 

(83) 

l. 1 人 が 所 有する 寄生 虫 の 種類 

虫 卵 な き 者 18 (内 男 12) 1 種類 59 (35) 2 種 54 (25) 
3 種 32 (10) 4 種 1 (0) 5 種 2 (1) 

l. 顕 虫 

2 歳 迄 9 (内 男 4) 3 て 7 歳 28 (16) 8 ~18 歳 25(12) 
14~19 歳 5 ( 3 ) 20 て 80 歳 48 (15) 計 115 C50) 即ち 男 
60 女 78 計 69% 

MV. 釣 虫 

2 歳 迄 0, 8 一 7 歳 4 (内 男 0) 8~13 歳 2 (2) 14 
ー19 歳 0, 2080 歳 14 (3 ) 計 20 (5) 即ち 男 6 多 , 女 
18% 計 12% 

V. 鞭 虫 

2 歳 迄 2 (内 男 1) 8 て 7 歳 16(8) 8~18 歳 18( 9 ) 
14-19 歳 8 (2) 20~80 歳 81 (10) 計 70 (30) 即ち 男 
36, 女 48 計 42 易 

VI. 不明 吸虫 卵 (と び 魚 ?) 

2 歳 迄 2 ( 男 0) 3 て 7 歳 8 て 2) 8~18 歳 9 (6) 
14~19 歳 5 (4 ) 20-80 歳 30 て 14) 計 49 (26) 即ち 男 31 
。 女 27 多 , 計 29%% 

その 他 暁 虫 5 (内 男 2) 大 腸 ア メー バ 21 (9) チ 
アル ヂ ア 女 2 

以上 の 如く 一般 に 女性 の 過当 素 が 高い 。 不明 上 は 
横川 宗雄 氏 の 同定 を 得 昌 よ り の 来 信 に より と び 魚 は 
人 久 に 近 い 重要 な 食物 と ある と いう 。 


204. 一 山村 に 於 ける 集 園 太 虫 と 
尿 尿 処理 成績 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
森下 哲夫 ・ 勝 股 光 箱 ・ 馬 淵 正 缶 


Results of mass-extermination and treatment 
of stool for parasitecontrol in a 
mountain village. 

Tetsuo Morishita, Katsue Katsumata, 
Masaki Mabuchi 


岐阜 県 大 激 は 旧 中 仙道 に 沿う 山上 の 無 医 村 で あり 人 口 
て 百 で 5 月 下旬 一 斎 検便 の 結果 は 被 検 者 221 名 で 顕 虫 88 
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22 ツ ビニ 釣 昌 19% 陽 性 で あつ た 。 と の 内 他 の 所 と 隔絶 き 
れ た 82 名 の 部 落 の 成績 は 器 虫 86 名 , ツ ビニ 釣 委 16 名 東 
毛 , 鞭 眼 保有 者 各 1 名 の 成績 を 得 た , この 部 落 キ モデル 地 
区 と し て 2 硫化 炭素 乳剤 を 以 て 野 溜 を 処置 し , 6 月 2 日 
部 落 民 に は オー ミン 駆虫 し 釣 虫 保有 者 を 16 名 か ら 6 名 と 

し 得 た 。 8 月 20 日 マク ニン グ 8 及び オー ミン 駆虫 を 行い 

釧 昌 18 名 釣 虫 8 名 に 減じ た 。10 月 2 日 検便 を 行 つ た 処 66 
名 検査 し て 台 虫 18 名 釣 虫 12 名 寄生 を 見 た の で アス カリ ド 
ー ル 駆虫 を 行い 銅 虫 7 名 釣 虫 1 名 の 成績 と な つた 。 今年 
3 月 5 日 44 名 の 検便 を 行い 遇 虫 12 名 釣 虫 4 名 の 成績 を 得 
た 。 千 倍 2 硫化 炭素 乳剤 尿 尿 処理 は 確実 に 実行 させ 投与 
5 日 で 殿 尿 を 採取 し 30 日 培養 を 行 つた が 8 月 , 10 月 期 共 
虫 卵 は 完全 に 殺 減 され て 居 た 。 


205. 6-methoxy benzoxazolone 
の 駆虫 に 関す る 実験 に 門 い て 


金沢 大 学 医学 部 病理 学 教室 
辻 守 康 ・ 今 泉 厚 二 


Studies on the anthelminthic examination 
by "6-methoxy benzoxazolone "” 
Moriyasu Tsuji, KoOji. Imaizumi 


私 共 は 先 に 第 11 回 日 本 寄生 息 学会 西日本 部 会 に 於 て じ 
ゆず だ ま 根 Cojx Lacrymas Jobie Loer var. typica 
Suzutama Makino (C. 華 . FT) の 抽出 液 が 豚 束 に 
対し 殺虫 効力 を 有する も の で ある 事 を 報告 し た が , その 
後 C. 工 . T. より 抽出 し て 得 ら れる 6-methoxy ben- 
zoxazolone の 結晶 を 入手 し た の で 両者 を 比較 せる 駆虫 
実験 を 試み た 。 即 ち 試 験 液 と し て 6-methoxy benzoxa- 
zolone の 結晶 1 分 に 対し 13" 分 の 水 を 加え , これ に 緩衝 
剤 と し て 日 局 酸 ナトリウム を 1。.5 錠 加え た る も の を 用 
いた 。 

(T〕 試験 流 に よる 4scgzzs sz7/z の 抵抗 性 に 対す 

る in vitro 実験 。 

試験 液 , 5022 液 , 102% 液 の 各 溶 液 及 びそ の 対照 液 と し 
。 リン ゲル 氏 液 を 用 いた 。 実験 温度 は 88 一 89'C で あ 
る 。 以下 成績 と し て 例 数 及び 致死 に 至る 迄 の 最短 並 に 
長所 要 時 間 を 述べ る 。 

1) リン ゲル 氏 液 : 32 例 。 5 時 間 以 上 。 

2) 試験 液 : 25 例 。 1 時 間 1 分 ~ 2 時 間 15 分 。 

2) C. 工 . 〒. 原液 : 29 例 。 7 分 40 分 。 

3) 502% 試 験 流 : 20 例 。 1 時 間 31 分 3 時 間 。 
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3) C. エ . T. 502 液 : 28 例 。 28 分 1 時 間 6 分 
4) 10%% 試 験 液 : 25 例 。 1 時 間 42 分 ~ 3 時 間 。 

4) CO. ユ . 〒. 10% 液 : 28 例 。52 分 ~ 1 時 間 18 分 

[LM〕 ゾン デ に よる マウ ス 経 口 授与 の 副作用 に 対す る 
実験 。 

マウ ス 各 体重 に 対し 各々 り 7,。, 7 7:。 也 宛 投与 し て 
駆虫 状態 を 観察 し 且つ その 諸 臓器 の 病理 学 的 変化 の 有無 
を 検索 し た 。 

成績 : 18 例 中 完全 駆 則 せる も の 僅か に 1 例 で あり , 
面 も 病理 組織 学 的 に は 8 例 の 小腸 に 軽度 の カタ ル 所 見 を 
みた 。 和尚 , 今回 比較 と し て 行 つ た C. 工 . 液 投与 マウ 
ス は 21 例 で ある が その 中 完全 駆 昌 せる も の は 9 例 で あ 
り , 又 何 れ の マウ ス に る 何等 病理 組織 学 的 変化 を 見 出す 
こと は 出来 な か つた 。 

以上 の 結果 を 考察 する に , じゅ ず だ ま 根 抽出 液 は 豚 豆 
虫 に 対し 明らか に 殺虫 効力 を 有する も の で ある が , それ 
より 得 た る 6-Methoxy benzoxazolone 単独 で は その 
効力 を 認め 得難い 。 従 つ て 他 に 何等 か の 物質 が 介在 する 
や の と 推察 きれ る の で 今後 この 方 面 の 研究 を 伺 つ て 駆虫 
剤 と し て の 適否 を 定め な けれ ば な ら な いと 思う 。 


206. 寄生 了 器 アレ ルギー に よる 肺 の 
ー 過 性 浸潤 に 関す る 実験 的 研究 


岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
石 田 豊 重 


Experiments on transitory pulmonary 
infiltrations caused by allergy from parasiteS. 
Toyosige lsida. 


鯛 仔 昌 並び に 釣 仔 虫 は ! 固 有 宿 主 , 非 固 有 宿 主 の 別 な 
く , 感染 時 , 一 定数 は 肺 を 通過 する 事 が 知ら れ て いる 。 
そ と で , 私 は , 豚 虫 仔 虫 形成 卵 35 日 培養 ) 及び 犬 釣 
仔 虫 (10 日 培養 ) ご よる 初 感染 , 再 感染 , 並び に 息 体 乳 
剤 に て 感 作 後 感染 の 三 通り の 場合 に つき 肺 の 「 レ 」 線 学 
的 並び に 病理 組織 学 的 に 海 手 , 家 束 , 仔犬 を 用 いて 実験 
だら 

実験 成績 

[1 〕 魚 虫 の 具合 : ①「 レ 」 線 所 見 : ( イ ) 初 感 染 
時 , 海 狂 で は 100 個 投 与 に より 早 き は 5 日 , 遅く と も 
8 日 俊 に は 異常 陰影 の 出現 を 認め , 該 陰影 は 逐 日 的 に 
増強 し , 綿 雲 状 , 不 規 則 塊 状 , 結節 状 。 時 に は 気管 壇 
肺炎 様 陰影 を 認め た 。 家 更 で は 200 個 以下 で は 著 変 を 認 
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め ず , 500 個 投与 例 で は 何れ も 海 手 の 場 合 と 同様 異常 陰 
影 の 出現 を 認め , 4 例 中 1 例 に 感染 後 6 日 目 に 現 は れ た 
斑 状 陰影 が 30 日 後 消失 し た も の が あり , 1000 個 , 3000 偶 
投与 で は 海 無 の 場合 と 略 々 同様 で ある 。 (P) 再 感染 及 
び 乳 剤 で 感 作 後 感染 の 場合 は 初 感 染 に 比 し 異常 陰影 の 出 
現 は 早期 且つ 広範 囲 で あり , 家 兎 で 初 感染 200 個 で は 著 
変 が な ない が , 先 に 乳剤 に て 感 作 後 200 個 投与 の 場合 は 6 
例 中 2 例 に 8 一 6 日 後に 潮 慢 性 陰影 が 出現 し た が 21-28 
日 後に は 消失 し , 所 調 一 過 性 浸潤 の 像 を 認め た 。 

② 組 織 学 的 所 見 : 初 感染 時 に は 一 般 に 初期 に は 充 
血 , 出血 が 主 で , 約 1 週 後 よ り 好 中 球 ( 家 兎 で は 偽 好 酸 
球 ), 好 酸 球 , 汐 巴 球 単 球 等 の 細胞 浸潤 , 肺 胞 上 皮 の 腫 大 
増殖 に よる 肺 胞 中 隔 の 肥厚 を 認め , 再 感染 及び 乳剤 に て 
感 作 後 感染 例 で は , 前 者 に 比 し 血管 朋 の 膨 化 及び 肥厚 , 
血管 周囲 の 浮腫 が 著 明 で , 且つ 上 記 遊 走 細胞 浸潤 も 著 明 
で 結節 状 を な せる も の 多く , 双 巨 態 細胞 の 出現 も 高 率 で 
の る を < 

Ll ] 釣 虫 の 場合 : 非 固 有 宿 主たる 家 束 , 海 狂 で は 
台 虫 感染 時 と 略 々 同様 の 結果 を 得 た 。 固有 宿主 た る 犬 で 
は 経 皮 経 口 感染 共 500 隻 程度 で は 「 レ 」 線上 著 変 な く , 
1 万 隻 経口 投与 で は 感染 後 8 日 目 広範 囲 な 肺炎 様 陰影 を 
認め た 。 経口 400 隻 感染 後 8 週 目 に 500 隻 経口 再 感染 を 
行 つた 場合 5 例 中 1 例 に 18 日 後に 消失 し た 一 過 性 浸潤 陰 
影 を 認め た も の あり 。 組織 学 的 に 本 例 で は 肺 胞 中 隔 の 肥 
厚 , 巨 態 細胞 肉芽 腫 形成 を 認め た 。 

以上 の 如く 再 感染 及び 感 作 群 で は 初 感染 に 比 し 変化 が 
強く , 少数 例 に 一 過 性 肺 浸潤 陰影 を 認め た 事 か ら 本 症 の 
成因 に 寄生 虫 ア レル ギー が 関与 し て いる と 考え られ る 。 


207. 多 虫 症 の 病 上 態 生理 に 関す る 研究 
(臓器 の 組織 学 的 概 索 ) 


大 阪 府立 医科 大 学内 科 
中 村 選 参 


Study on pathological physiology of hookworm 
disease (histological observation). 
Nakamura Itsuro 


私 は 数 年 来 釣 虫 症 の 患者 や 「 キ ヤリ ヤー」 に つい て 病 
態 生 理学 的 観察 を 行 つ て 来 た 。 そ の 結果 本 症 は 種々 の 変 
化 を 呈す る と と を 報告 し た 。 本 症 の 内 分 泌 系 の 変化 に つ 
いて は ほ 従 来 余 り 観察 され て いな い が , その 症状 や 所 見 か 
ら 可 成 り の 変化 が ある 様 に 考え られ る 。 て と で 私 は 狗 下 
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昭和 31- 年 6 月 (1956)〕 


感染 時 の 内 分 泌 系 の 変化 を 主として 検索 し た 。 

成熟 家 兎 に 釣 虫 仔 虫 400 隻 を 感染 せしめ て 1 週間 和俊 の 
変化 , 更に 400 隻 感染 せしめ て , 1 ~ 2 週 化 の 変化 , 釣 虫 
成虫 雌雄 別 2 乳剤 1 cc 注射 後 1 週間 後 の 変化 , 2 週間 
後 再度 注射 し て 数 日 後 の 変化 等 に つい て 血液 学 的 検査 と 
共に , 剤 検 時 の 臓器 の 変化 , 下垂 体 , 副 示 の 変化 , 肝 , 
心 , 腎 , 腫 の 変化 に つい て 組織 学 的 検討 を 行 つ た 。 
血液 所 見 は 赤血球 , Hb の 軽度 減少 以外 に 大 し た 変 
を 認め な い 。 肺 は 殴 血 を 認め , 特に 再 感染 せ ym 
合 は 著 明 の 般 血 , 出血 を 認め , 又 と の 場合 , 腎 , 副腎 の 
皮膜 に 充血 乃至 出血 が 認め られ た 。 叉 乳剤 注射 , 再 注射 
群 の 1 匹 で は 心 迷 液 , 腹水 の 江 留 を 認め , 又 大 網膜 に も 
雪 状 小 水泡 を 認め た も の が 出現 し た 。 こ と れ は 臓器 の 組織 
所 見 に つい て , 肝 , 心 等 に は を 程 強い 変化 は 認め な か つ 
た 。 内 分 泌 系 臓器 に つい て は 特殊 染色 を 行い , 若干 の 知 
見 を 得 た が , 和尚 検討 を 要する 点 も あり , 次 回 に 報告 す 


208. 釣 虫 症 の 際 床 的 抽 祭 


大 阪 府立 医科 大 学内 科 
中 村 眉 央 


Clinical Observation of hookworm disease。 
Nakamura Itsuro 


数 年 来 釣 虫 定 に つい て 鈴 察 し て きた が , 今回 は 終戦 直 
後 , 即ち 昭和 21 年 一 28 年 と 昭和 26 年 一 30 年 間 の 患者 526 
名 に つい て 角 察 し た 所 見 を 述べ る 。 

自覚 症 で は 終戦 直後 に は 全身 供 怠 522, 疲労 感 4822, 
肩 医 3122, 不眠 41%, 下肢 借 怠 52, 痩せ 8022 等 高度 
で , 最近 5 ヶ年 の 之 等 は 夫々 82 多 , 3 2, 102, 152%, 
7 2, 5 多 , と 何れ も 低く , 頭痛 は 却 つ て 20%% に 対 し 30 

多 と 最近 の 方 が 高い 率 を 示 レ し て いる 。 循環 器 系 の 症状 も 
難 二 終戦 後 の 方 が 高 率 を 示し , 消化 器 系 の 症状 は 大 差 を 
部 め な い 。 心 部 痛 を 訴え る も の 242, 中 腹部 痛 を 訴え 

も の 15 多 , 空腹 時 痛 を 訴え る も の 6 で , 他 覚 所 見 と 

し て 心 補 部 に 圧 圧痛 を 認め る と と が 最も 多く 25 多 で , 騰 部 
之 に 次 ぎ , 膳 の 右 下 約 2 cm の 部 分 の 圧痛 を 認め る と と が 
多い 。 肝 を 触 知 し た も の は 38% で , 男女 の 差 は な < > 大 
ウロ ビリ ノー ゲン 反応 陽性 者 は 28, 血清 ビリ ルビ ン 量 
は 全 例 正常 で あつ た 。 肝 機能 検査 所 見 は C. C. F. 7 
T. T. 本 . Gross R. 97, 高田 反応 74 が 陽性 で 


Co. R. は 7 が 右 遍 反応 を 示し た 。 血液 所 見 に 関し て 


は 先 人 の 業 頼 の 如く で ある が , 好 酸 球 増加 の な い 場 合 3 
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葬 く な く , 好 酸 球 5 2 以下 222, 好 酸 球 の 認め られ 衝 も る 
の 6.3%% が あり , 貧血 が 高度 の 場合 は 好 酸 球 の 消失 を 来 
すこ と が 多く , Hb 89 一 80% で 2 Hb29% 以 下 で 6 
に か > ゝ る 例 が 認め られ た 。 和尚 損 血 と 駆虫 虫 体 数 と は 一 般 
に 平 衝 す る と いえ る が , 寄生 虫 体 数 が 少数 で も 可 成り 貧 
血 が 高度 の 場合 も あり , 又 そ の 反対 の こと と も ある 。 ダ ヅ 
ビニ 鍋 虫 の 感染 が 可 成り 高く て も 招 血 の 低い 時 る あり , 
釣 虫 寄生 と 貧血 と の 関係 は 種々 の 要因 が ある も の と 思わ 
れる 。 駆虫 剤 と し て 四 塩 化 エ チレ ン と 1 プ ブロム ナ フ ト ー 
ル (2 ) を 使用 し て いる が , 四 塩 化 エ チレ ン 2 駐 に 中 散 
する 1BNN(2) の 使用 量 は 9 g 前 後 で , 本 剤 に 特記 する 
副作用 は 認め られ な い 。 本 剤 や テト レン 球 で 駆虫 出来 難 
い 時 に 十二指腸 ソン デ に よる 投与 が 有効 の と と が 多い が 
レ し か し 種々 の 駆虫 剤 を 併用 し て 数 回 繰返し て も 駆虫 し 難 
い 例 る 可 成 り 存在 し た 。 1 BN (2) が アメ リカ 釣 虫 は 
奏効 し 易い と する 人 も ある が , 私 の 鈴 宗 例 ぐ で は ツ ビ = 狗 
虫 で も よく 奏効 し て いる 。 尚 下剤 の 使用 は な る べく 併用 
すべ き で , 駆虫 剤 投与 3 時 間 後 4 時 間 後 に 行う の が よ 


い の で ( な いか と と 思わ れ る 。 


209. 若 茶 病 治療 剤 と し て 1-di- 
ethylcarbamyl-4-methyl piperazine 
hydrochloride の 松 討 


京 府 大 医 動物 
吉 田 幸 雄 


Studies on the clinical and experimental 
treatment of Wakana-disease (a disease 
caused by the eating of fresh young 
vegetables) by 1-diethylcarbamy1-4-methy1 
piperazine hydrochloride. 

Yukio Yoshida 


1-diethy1 carbamy1-4-methyl piperazine の 塩酸 塩 
(Hetrazan) 或 は クエ ン 酸 塩 (caricide, Supatonin) は 和 糸 
状 虫 症 治療 剤 と し て の みな ら ず Trichinosis 等 へ の 応 
用 も 行わ れ て いる 。 と の 薬剤 の 性 質 か ら 釣 虫 感染 の 組織 
内 反応 と し て 起 る と 考え られ る 莉菜 病 の 治療 剤 と し て 本 - 
剤 が 用 を 得る や 否や に つい て 若干 の 検討 を 行 つ た 。 

先ず 昭和 30 年 11 月 初旬 , 兵庫 県 豊岡 市 に 於 て 典型 的 な 
若菜 病 例 2 例 (共に 成人 女子 ) に 本 剤 を 試用 する 機会 を 
得 た 。 両 例 共 原 因 , 症状 , 経過 等 所 詩 若 葉 病 に 一 致す 
る 。 喉頭 反 準 感 及 び 激 烈 な 咳 下 を 訴え て いた 発病 各 第 9 
第 10 病 日 目 に Hetrazan を 1g 分 3 投与 し , 2 日 間 に 
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総量 各 1.8, 1.65 g の 投与 で 2 例 共 上 記 症 状 は 殆ど 消失 
し , 以後 月 余 観 察 せ る も 再発 せ ず その ま ゝ 治癒 し た 。 和尚 
各 例 51, 61 日 目 と 釣 東 卵 が 陽 転 し , 駆 由 に より ツ ビ = 釣 
虫 各 2 及び 3 隻 を 得 た 。 

上 記 の 如く 小数 例年 ら 臣 床 的 に 著 効 を 認め た の で 次 に 
実験 的 に 検討 を 行 つ た 。 先ず 1.0, 5.0, 10.0, 20.022 
の Hetrazan, Caricide 両 液 中 に 於 ける ツ ビ = 被 震 幼 
虫 の 運命 を 17 で 前 後 の 室温 及び 37 で に 於 て 観察 し た 所 , 
室温 に 於 て は 72 時 間 を 経過 する も ゃ 死滅 する も の 少く , 高 
濃度 中 に 於 て も 半数 以上 が 運動 し て いる の に 反 し , 837 で 
中 で は 人 各 濃 度 共 24 時 間 後に は Y022 以 上 が 死滅 し , 48 時 間 
後に は 殆ど 全部 死 減 す る 。 次 で ツ ビ = 被 概 仔 虫 を 家 束 
に 与え , 72 時 間 後 に 肺 臓 か ら 感染 後 仔 虫 ( 脱 裏 仔 虫 ) を 
採集 し て 同様 の 実験 を 行 つ た 。 藩 液 は Caricide 0.1, 
0.5, 1.0, 10.0 多 を 用 い , 37'"C で 欠 察 し た 所 各 濃 度 共 
24 時 間 後 は 生存 せる も 48 時 間 後 に は 殆ど 全部 死滅 し た 
(対照 は 生存 ) 。 被 坦 仔 昌 は 1022Caricide 或 は Het- 
ーー で 2 
分 後 頃 よ り 次 第 に 運動 が ざこ ちく 且 緩 慢 に な つて 行 
、 ぞ 

次 に 動物 実験 と し て モル モッ ト 及 び 家 兎 に 一 定数 の ツ 
ビニ = 被 要 仔 虫 を 経口 的 に 投与 し , 1 日 量 200~300 mm 
per kg の Caricide 或 は Hetrazan を 2~3 日 連続 注 
射 し , 48 及 び 72 時 間 後に 剤 見 し て 肺 の 肉眼 的 所 見 及び 肺 
腸管 内 か ら 体 内 移行 中 の 生存 仔 昌 を ベー ルマン 装置 に よ 
り 分 離 算定 し た 所 , 薬剤 注射 群 か ら も 対照 群 か ら も 共に 
多数 の 仔 虫 が 検出 され , 現在 迄 の 実験 結果 か ら は 両 群 間 
に 有意 の 差 が 認め られ な い 。 か く 動 物 実験 に 於 て は 現在 
期待 し た 結果 は 得 て い な い が , 投薬 も 短期 間 で あり , 是 
実験 例 数 も 少 い の で 今後 更に 本 剤 に つい て も 又 他 の 薬剤 
に つい て を 検討 を 続け た い 。 


210. 物 虫 の 集 園 太 レ 虫 成績 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
今井 田 二 三 


Result of the mass treatment of hookworm 
C2rrier. 


"Fumiko Imaida 


従来 の 寄生 虫 の 集団 駆虫 は 主として 上 顕 虫 を 対象 と し て 
行わ れ , 銘 虫 保有 者 に : 就 いて は 保有 者 の 比較 的 少 い 点 
と , 駆虫 に 際 し て の 駆虫 薬 の 副作用 及び 下剤 を 投与 し た 
場合 の 不快 感 等 の 為 , 集団 駆虫 は 余り 一 般 的 に 行わ れ て 
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居 な か つた が , 最近 集団 駆虫 の 対象 と し て 釣 昌 が と りあ 


げ ら れる よう に な つて 来 た 。 

1955 年 の 7 月 及び 10 月 に 一 村 に 於 て 乳幼児 を 除く 全 村 
民 に 就 て , 釣 昌 を 対象 と し て 四 塩 化 エ チレ ン 並 びに ジロ 
ー ム ・ ナ フト ー ル の 二 種 の 駆虫 薬 を 使用 し 集団 駆虫 を 行 
つて 比較 的 好 結 果 を 得 た の で 報告 する 。 

駆虫 方 法 と し て は , 小 中 学 生 に 対し て は 四 塩 化 エ チレ 
ン を 14 歳 以下 は 満年齢 球 数 , 15 歳 以上 は 15 球 (1 球 0.3 
瓦 ) を , 小学 生 は 2 時 間 置 き に 2 回 分割 投与 し , 中 学 

生 は 前 夜 と 翌朝 に 同様 に 2 回 に 分 割 授与 を 行 つ た 。 と の 
対象 に は 下剤 と し て 硫 苦 を 使用 し た が , 濃度 が 高 か つ た 
た め に 海 下 作用 が 現れ な か つた 。 

この 場合 の 駆虫 成績 は , 小学 生 の 釣 虫 陽性 者 8 名 中 4 
名 陰 転 , 陰 転 率 5022, 中 学生 は 陽性 者 9 名 中 後 検便 を 行 
い 得 た の が 7 名 で , その 中 4 名 陰 転 。 陰 転 素 57.122 で ぁ 
叉 , 紡績 工場 従業 員 は 四 塩 化 炭素 4.5 志 を 下剤 抜き で 
連続 2 日 間 分 割 投与 を 行 つ た と ところ, 陽性 者 64 名 中 , 後 
検便 を 行 つ た も の 45 名 に つい て ふる と 。 そ の 中 の 82 名 が 
陰 転 , 陰 転 素 71.12 で あり , 更に 一 般 村民 に 対 し て は , 
ブロ ー ム スム ・ ナ フト ー ル 1.。5 瓦 を オー ブラ ー ト に 包み 午 
前 , 午 俊 の 食間 に 同様 に 下剤 抜き で 連続 2 日 計 6 瓦 を 投 
ケ し た 結果 , 陽性 者 91 名 中 , 後 検便 を 行 つ た 62 名 の 中 で 
陰 転 し た 者 が 85 名 , 陰 転 率 56.5% を 示し た 。 

と これら 両 駆虫 薬 の 副作用 に つい て し ら べ た と と ろ , 
四 塩 化 エ チレ ン の 場合 は 頭痛 が 80.2%, 腹痛 Y.5 多 腹部 
不快 感 8.8, 悪心 30.2, 食欲 不振 7.5%, 下痢 5.7 
22。 路 吐 1.922, 柳 面 感 67.92% に 訴え を , プロー ム ・ ナ フ 
トー ル て は 豆 痛 8.6, 腹 靖 14.8, 腹部 不快 4.9 
。 悪心 11.42, 食欲 不振 2.9, 下痢 1.4, 中 吐 
1.422 の 訴え が あつ た が 何れ も 作業 継続 可能 な 程度 の も 
の で あつ た 。 

以上 の 結果 より みて 作業 及び 学業 に 支障 を 来 す こと な 
く 釣 虫 集団 駆 昌 が 可能 ご で ある と いう 確信 を 得 た 。 


211. 実験 的 魔 草 処理 場 に 於 ける 
釣 是 卵 の 運 剣 に つい て 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
三谷 和合 


ン う 


The destruction test of hookworm ova by 
the sanitary desporsal of garbage. 


都市 應 電 の 衛生 学 的 研究 は 既に 1954 年 9 月 より 行 つ て 































































昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


来 た が 特に 腸管 寄生 虫 卵 の 問題 に 関し て 報告 する 。 試験 
すべ き 寄生 虫 卵 と し て は 顕 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 を 考え た 。 
(この 他 の も の は と の いづ れ か に 準じ 得 ベ し と 思 は れ 
る 。) し か し 頭 虫 卵 に つい て は 従来 の 実験 も あり 外界 で 
の 発育 中 に 通化 移行 の 性 質 が な いか ら 一 定 温 度 以上 に 座 
草 温度 が 上 昇 す れ ば その 中 の 昌 卵 の 死滅 は 十分 推定 出来 
る 。 之 に 反 し て 明 化 し 移行 性 の ある 釣 虫 卵 は と の 点 で 危 
険 性 が 高い 。 以 上 の 理由 に よ ょ つて 本 実験 で は 専ら 釣 虫 卵 
と つい て 観察 を し た 。 

実験 は 1955 年 5 月 より 1956 年 2 月 まで 略 々 毎月 試験 を 
行 つ た 。 実験 方 法 は 釣 虫 卵 含 有 便 ( ツ ビ ニ 釣 虫 或 は 犬 釣 
虫 ) と 砂 を 含む 牛乳 瓶 を 深き 80cm の フタ 付 ブ リキ 向 , 或 
は 隙 聞 の ある 木 箱 に 封入 約 50cm の 深 さ に 鹿 弁 推 肥 内 に 

, 連日 7 日 間 毎日 一 部 を と り 出 し て 検査 し た 。 由 卵 の 
生死 判定 は 直接 塗 涼 , 集 卵 及び 濾紙 培養 法 を 利用 し, 生 
存 仔 了 の 有無 は 牛乳 瓶 内 の 砂 及 び 容 器 内 面 を 拭い た 費 花 
を 夫々 ベー ルマン 氏 分 離 装 置 で 分 離し て 検査 し た 。 成績 
' 第 1 日 目 に 於 て は すべ て が 形態 的 に 生 卵 で あり , 培養 
に よ ょ つて 多数 の 感染 仔 虫 を 得 た 。 し か し 2 日 目 以後 は 鐘 
検 上 大 部 分 が 変性 卵 で あり , ご く 少 数 生 卵 と 思 は 小 る も 
の も 認め られ た が 培養 に よ つ て 一 隻 の 釣 虫 仔 虫 も 得 ら れ 
な か つた 。 と の 場合 の 木 箱 内 の 温度 は 第 1 日 目 に 於 て は 
大 体 20 で 前後 ご ある も , 2 日 目 に は 50 で 前 後 と な る 。 従 
っ て 以上 の 実験 成績 より 釣 虫 卵 は こう し た 應 弁 処理 を 行 
う 事 に ょ つて 骨 化 する 事 な く , 殆 ん ど 死 滅する も の と 考 


+ られ る o 


212. 多 下 仔 昌 に 関す る 研究 (5) 
生育 植物 を 登 は ん する 成熟 仔 虫 に 就 いて (補遺 ) 
神奈 川 県 衛生 研究 所 
原 田 交 雄 


Studies on hookworm larvae (5) Further 
observations of infective larvae in mmigration 
towards vegetables. 

Fumio Harada 


夏季 8 月 , 釣 虫 仔 虫 が 如何 に 生育 植物 を 登 は ん す 
る か に つい て 観察 を 行い , その 結果 を 第 四 報 に 報告 し 
た 。 今回 は 気候 温和 な 春季 4 一 5 月 (1955) の 開 に 同様 
な 実験 を 試み , 仔 虫 の 登 は ん 状況 を 観察 する と と も に , 
せ は ん 午 も 変 天 開 陸 で の 大 覆 が 28 半 ずる きか 

- レ よう と し た 。 仔 虫 は 犬 釣 虫 (4. cgzzw) 成熟 仔 


( 167 ) 


267 


虫 , 生育 植物 と し て は 大 根 の 若芽 が それ ぞ れ 使用 され 
た 。 ま づ 日 中 に お ける 仔 昌 の 登 は ん 状況 は , 夏季 同様 あ 
ま yi が は な く , 時 天 無 風 の 好 条 件 下 で さえ , わずか 
8 多 程 度 が の ぼり 得る に すぎ ず , し か も 葉柄 や 葉 上 に 
Power 即ち 日 光 が き 程 強烈 ご な く と も , 日 中 
は 葉 面 が 干 爆 し て いる の で , 仔 昌 は その え う な 場所 に は 
移動 で ご き な い と と が わか る 。 従 つ て た と え 夜 間 ご も , 風 
っ 
り 仔 虫 は 葉 面 に 到達 する と と が で き な い 。 双葉 面 に 水滴 
を た らし 人 工 霞 を ま 作 つて みて も , を を みる と と 
が で き な い の で , 葉 面 の 水滴 ( 或 は 回 滴 ) 自体 が 仔 昌 を 
誘引 する の で は な く , 自然 に 填 滴 が 形成 され る よう な か 気 
象 条件 こそ , 仔 虫 の 運動 を 活 湊 に する 主要 因子 で ある と 
考え る こと が で きる 。 と の ょ うか 場合 に は 会 章 が 湿潤 し 
た 状態 に な り , その water-film (Cort, 1925) と 震 滴 
こ が 連 続 す る の で , 仔 虫 は ツ ュ の 中 に 侵入 する と と が 吾 


能 と な る 。 次 に 春季 に お ける 登 は ん 後 の 仔 虫 の 死滅 率 は 
RS に 高く , 生育 植物 を 登 は ん し た 仔 昌 の 大 部 
さ , その 日 の う ち に 死滅 する 。 仔 に 対し て て は, 直射 光 


株 に る 温度 上 昇 と 虫 体 の 干 爆 ば ぱか り で な く , お そら く 
紫外 線 も か な り 有 害 で は な いか と 思わ れる 。 何れ に し ろ 
生育 植物 を 登 は ん し た 仔 虫 は , 春 夏 を 問わ ず 央 天 の 日 に 
は 大 部 分 が その 日 の うち に 死滅 する が , 地表 に は 末 だ 残 
oe 居り , 夜間 に な れ ば その 一 部 は 新 ら し く 植 物体 

登 は ん する 箸 で , 翌日 は 生死 混合 し て 植物 体 上 に 存在 

る と と が 予想 され る 。 と の と と は 今回 の 実験 に よ ょ つて 
納め ち れ た 。 即ち 昼夜 連続 し て 野外 に 置か れ た 植物 体 か 
ら 見 出さ れる 仔 虫 の 死 減 率 は , 第 1 群 で は 87.822, 第 2 
群 で は 22.82% で あつ て , 残り の 仔 昌 は 何れ も 極め て 活 洪 
な 状態 で 見 出さ れ , 生活 力 の 阻害 は 久 ら れ な か つた 。 こ 
の 結果 か ら 推 測 す れ ば , 自然 界 で は 地表 に 生存 仔 虫 が 存 
続 す る 限り , その 仔 虫 は 生育 植物 に 対 し て 登 は ん 死滅 
ー 登 は ん 一 死滅 を 繰 返 す も の と 考え られ る 。 し か し とこ の 
場合 で も 晴天 か 或 は 風 の あ る 日 で な い 限 り , 日 中 の 登 は 
ん 後 の 死 減 率 は 高く な い 。 








213. 久 下 仔 虫 の 呼吸 及び 組織 呼吸 
に 関す る 研究 


南大 阪 病院 内 科 
幅 本 主 士 


Study of respiration and tissue respiration 
of arve of hookworm。 
Fukumoto 民 eishi 


余 は さき に 各種 駆虫 薬 , 農薬 の 釣 仔 虫 の 呼吸 に 及ぼ す 
影響 に つい て 報告 し た が , 今回 は 更に 中 に よる 影響 , 各 
種 ビ タ ミ ン , 消毒 剤 , 一 部 農薬 の 釣 仔 虫 の 呼吸 に 及ば す 
影響 を 検討 し た 。 

実験 方 法 は 前 報 に 於 て 述べ た 如く , 犬 の 糞便 より 無菌 
的 に 培養 し た 釣 仔 虫 懸 濁 液 こつ いて ワー ル ブ ル グ 氏 恒温 
槽 を 利用 し て 釣 仔 虫 の 酸素 摂取 量 を 測定 し た 。 温度 37.5 
<O 士 0.1 で , 振動 回 数 60/min S6rensen 縦 衝 液 中 7.4, 
字 虫 乾燥 重量 30mg と し, 仔 虫 懸 濁 液 を よく 混 潜 し て 各 
等 量 に 分 割 し た も の に 薬物 を 加 へ , これ を 同時 に 振 泊 
し て 夫々 の 酸素 摂取 量 を 測定 比較 し た 。 水 に 不溶 性 の も 
の は 1 多 に な る 様 に Tween 20 を 加え 乳剤 と し て 用 い 
た 。 

実験 成績 

1。 中 に よる 影響 

中 5.8 より 中 8.0 に 至る 種々 の 中 に つい て 検討 し た 
が , 中 5.8 で は 酸素 消費 量 最も 少く 以後 本 7。.0 に 近づく 
に 従 つ て 次 第 に 増強 し , 中 7.0 か ら 相 7.4 が 最も 強く , 
それ 以上 中 8.0 ま で で は 余り 差 は 認め られ な か つた 。 

2。 各種 ビタ ミン に よる 影響 
Vit Bi, BB。。 アリ ナミ ン , 葉酸 , C, 表 ,P は 1cc 
中 に 夫々 5 中 ,。 Vit. Bi。 は 1cc 中 に 57。 Vit.A は 1cc 
中 に 5000 単 位 含有 せしめ た 溶液 を 用 いて 行 つ た 。 

此 等 ビタ ミン の 中 Vit. C は 釣 仔 虫 の 呼吸 作用 を 著 明 
に 促進 し 次 いで Vit. B。, B,, 葉酸 の 順 で , 更に Vit. B 
も 僅か に 呼吸 作用 を 促進 する の を 認め た が ,。 アリ ナミ ン 
Vit. AB, 多 , P で は 殆 ん ど 何 ら と 影響 を 認め られ な か 
9 義生 

3. 作 種 消毒 剤 に よる 影響 

マー キュ ログ ク ローム 。 リバ ノ フール,。 ヨード チ ン キ , 昇 
求 , ク ロー ルカ ルキ に つい て 行 つ た が , 夫々 0.5 狗 の 測 
度 で は 釣 仔 虫 の 呼吸 に 殆 ん ど 影響 は 認め られ な か つた 。 
1 多 の 濃度 で は ヨー ド チ ン キ が 最も 強く 呼吸 作用 を 抑制 
し , 次 いで マー キュ ロク ロー ム 。 クロ ー ル カル キ ,。 リバ 


(168 ) 


(寄生 中 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


ノー ル の 順に 抑制 し, 昇 永 は 殆 ん ど 影響 は な か つた 。 
4。 2, 3 農薬 に よる 影響 
100 倍 及び 1000 倍 の ミケ ゾー ル ,  o-dichlorbenzol, 
2-4-dinitro-6・cyclohexyjphenol に よる 影響 を 検 し た が 
何れ も 釣 仔 虫 の 呼吸 に 殆 ん ど 影 響 は 認め られ な か つた 。 


214. 寄生 虫 の 血清 反共 に 就 い て 1 
犬 釣 眼 人 工 感染 犬 血 清 の 一 反応 に 就 いて 
抄録 な し 
東京 間 工 大 学 公衆 衛生 学 教室 
近藤 末 男 ・ 松 村 治 子 


215. P。 に よる 多 多 疫 の 研究 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
古 山幸 雄 


Hookworm immunity with isotope P:。 
Yukio Koyama 


シン ポジ ウム 中 の 森下 の 釣 昌 アレ ルギー を 参照 。 


216. 岐阜 , 愛 知 両 叔 下 の 有 半 社 口 昌 症 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
森 下 折 夫 


Gnathostomiasis in Gifu and Aichi Prefectures. 
Tetuo Morisita 


岐阜 県 下 で 6 名 , 愛知 県 下 で 5 名 の と の 地帯 で 容 患 し 
た と 思わ れる 有 鞍 顎 口 由 症 を 見 出し 何れ も 有意 験 口 虫 抗 
元 の 皮膚 反応 陽性 で あつ た 。 愛知 県 海部 郡 七宝 村 産 の カ 
スル チイ 5 隻 中 1 隻 に 1 の 有 束 顕 口 虫 仔 虫 を 見 出し た 。 


217. 有 素 顎 口 第 三 期 幼虫 の [「 レ 」 
線 威 受 性 に つい て 
九州 大 学 医学 部 放射 線 学 教室 
魚 佳 浩 策 


The sensibility of roentgen-rays on the third 
stage larvae of gos/ の yz $ の 7449672472. 
Uozumi KOsaku 


口 虫 症 の 移動 性 浮 肝 は 「 レ 」 線 の 炎症 量 の 照射 に 依 
つて 軽快 消失 する 事 は , 吾 々 は 多数 の 例 に 於 て 経験 し て 
いる 所 で ある 。 と の 移動 性 浮腫 の 治癒 が 顕 口 貝 幼虫 に 対 
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する 「 レ 」 線 の 直接 作用 か , 獲 口 虫 幼 由 に より 生ずる 秋 
定性 浮 瞳 に 「 レ ] 線 が , 有効 に 作用 する の か , 赤 顕 口 虫 
幼虫 の 「 レ 」 線 感受 性 に つい て の 疑問 を 解明 せん と し 


実験 と し て は , 第 一 に 鯛 魚 より 得 た 有 球 顕 口 虫 第 三 期 
幼 昌 の 「 レ 」 線 感 受 性 を 検討 し た 。 と の 冷 動 物 より 得 
た 第 三 期 幼 昌 を , 試験 管内 に て 「 レ 」 線 の 一 時 照射 を 行 
つて , その 生存 期間 を 見 た 。 大 量 一 時 照射 で は 明らか な 
影響 が 見 られ る , 即ち 対照 群 に 於 て は , 生存 虫 数 が 半数 
に ま て 減少 する の 80 日 以上 を 必要 と し , 50,000r 賠 
射 群 に 於 て は , 13 日 で 半数 に 死滅 し た 。5000r 以下 で は 
照射 群 と 対照 群 と の 間 に 著 明 な 感受 性 の 差 は 認め 得 な か 
つた 。 次 に 「 レ 」 線 照射 を 行 つ た 直後 テッ テ 及 び 猫 に 注 
入 し て , その 寄生 能 , 成熟 能 を 観察 し た 。 ラ ッ テ に 於 て 
は , 対照 郡 は 70ー90%% の 寄生 率 を 示す の に , 20,000 r 
以上 の 照射 群 に 於 て は 80 一 40% の 寄生 率 で 「 レ 」 線 照射 
の 影響 が , こと の 寄生 能 に も 見 られ る 。 終 宿主 殺 の 場合 は 
対照 群 に 於 て は 50ー91 欠 の 寄生 率 で , 寄生 せる も の は , 
殆 ん ど 成 謀 し て いた が , 照射 群 に 於 て は , 14~16 匹 の 幼 
虫 を 与え て 寄生 せる も の は , 全体 を 通じ て 1 で あつ た 。 
但し と の 1 匹 は 成熟 し て いた 。 

第 二 の 実 験 と し て 温 血 動物 (テッ テ ) に 寄生 せる 第 三 
期 幼 虫 の 「 レ 」 線 感 受 性 を 検討 し た 。 先 づ 鯖 魚 より 得 た 
有 鞍 顎 口 虫 第 三 期 幼 昌 を ラッ テ に 寄生 せしめ て 「 レ 」 線 
ー 時 照射 (500 r ) を 行 つ た が , 寄生 数 に 変化 な く 又 取 
り 出し た 幼虫 に も , 肉眼 的 な 変化 は 認め 得 ず 。 活動 性 に 
も 変化 は な か つた 。 次 の ラッ テ に 寄生 せしめ た 第 三 期 幼 
虫 を 40 日 後 試験 管内 に 取り 出し , 第 一 の 実験 と 同じ 方 法 
で 「 レ 」 線 感受 性 を 観察 し た 。 即ち 試験 管内 に て 照射 
し , その 生存 期間 を 見 た 。 対 賠 群 に 於 て は , 生存 虫 数 が 
半数 に な る の に , 30 日 以上 を 要する に 反し , 50。000 r 
照射 群 で は 8 日 で 半数 に 死滅 し 全部 死滅 する の に 25 日 を 
要 し た 。 30,000 r, 照射 で は 15 日 で 半数 に な つた 。 ラ 
ッ テ よ ょ り 試 験 管 に 取り 出し 「 レ 」 線 大 最 照射 を 行 つた 第 
三 期 幼 虫 を 照射 直後 更に ラッ テ に 注入 し て その 寄生 能 を 
見 た , 20,000 r 照射 群 で 10 て 80 多 , 10,000r 照射 群 
で 30~40%, 対照 群 は 60ー80% の 寄生 素 で あつ た 。 
以上 の 実験 に よ つ て 有 東 顎 口 虫 第 三 期 幼 昌 の 「 レ 」 線 感 
受 性 は 極め て 弱く 魚 口 正定 の 「 レ 」 線 照射 治療 に 於 て は 
「 レ 」 線 の 幼虫 その も の に 対す る 直接 作用 は な く 炎 症 治 
癒 作 用 が 行わ れる も の と 考え られ る 。 温 血 動物 に 寄生 せ 
る 第 三 期 幼 昌 と 冷 動 物 の それ と の 「 レ 」 線 感受 性 を 比 
較 す る と き 温 血 動 物 の 方 が 策 々 大 で ある と 言え る 。 
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218. 実際 的 家 兎 顎 口 旦 症 に むけ 


る 血清 蛋白 の 変化 (3③) 
ダイ コク ネズ ミ を 通過 レ し た 第 3 期 幼虫 を 寄 
生 さ せ た 場 合 


九州 大 学 医学 部 寄生 昌 学 教室 
木 附 徹 雄 


Changes in serum-protein of the rabbit 
experimmnentally infected with third stage 
larvae Of 7 の S7 の 2 の S の 747g ど 77422, 
taken out of white ratS。 

Tetsuo IKitsuki 


先 に カム ル チ か ら 得 た 有 鞍 顎 口 虫 第 3 期 幼 虫 を , 家 各 
に 感染 させ て , 家 兎 の 血清 蛋白 の 変動 を 追求 し て 。1) ア 
ルプ ブ ミ ン の 減少 。 2 ) グロ ブリ ン の 増加 特に 7ー グ ロブ 
リン の 増加 , 3 ) AG 減少 を 認め , これ ら の 変化 は 幼 昌 
が 肝臓 内 を 荒し 廻 つて 肝臓 に 肉眼 的 変化 の 最も 著 明 で あ 
る 2 て 3 週 目 に 著 明 に 現われ る こと を 述べ た 。 今回 は 一 
度 ダ イコ ク ネ ズ ミ の 肝臓 を 通過 し た 幼虫 を , 家 兎 に 感染 
させ て 同様 の 実験 を 行 つた 。 その 成績 は 次 の 通り で あ 
る 。 

(1) T.P.: 感染 後 1 週 目 に 軽度 の 減少 を 示し 
た が 2^3 週 目 に は 感染 前 の 値 に 復 し た 。 ( 2 ) アル ブ ミ 
ン : 1 週 目 は 全 例 に 減少 を 認め た が , 6 例 中 4 例 は 2 
5 週 目 に 感染 前 の 値 に 復 し た 。 (3) gw 一 グロ ブリ ン : 
アル ブ ミ ン の 増 滅 と 反比例 し て 変化 し た 。 (4 ) だ ー グ 
ロブ リン : 一 定 の 経過 を と ら な い が , 感染 和俊 軽 度 の 増 
加 を 示し 速 か に 感染 前 の 値 に 復 し た 。 (5) 7 ツー グロ ブ 
リン : 6 例 中 3 例 で は 軽度 の 増加 を 示し , 3 例 で は 殆ど 
変化 を 見 な か つた 。 20 匹 の 幼虫 を 感染 させ た 家 兎 に 於 て 
の みみ 2 一 8 週 目 を 頂点 と し た 山 型 を と つて 増加 し , 5 週 
目 に も 商 感 染 前 より 策 高 い 値 を 示 し た 。 
以上 の 変化 は , カム ル チ か ら 得 た 幼虫 を 感染 させ た 場 
合 に 比 し て 軽度 で , 只 十 例 に 於 て の みこ と れ と 同様 の 変化 
を 示し た 。 と の と と は , 温 血 動物 の 肝臓 を 一 度 通過 し た 
幼虫 を 他 の 温 血 動物 に 感染 させ た 場合 , 必ず し ゃ 肝臓 を 
通過 し な いで 筋肉 に 移行 する と いう . 植 本 の 実験 が ある 
が , ネズ ミ か ら 得 た 幼虫 を 家 和 束 に 感染 させ た 場合 に 幼虫 
は 肝臓 を 通過 し な いで 筋肉 に 移行 する か , 或 は 肝臓 に 入 
つて ぁ 短 期間 で 筋肉 に 移行 する の で , 肝臓 が 幼虫 の 通過 
に よ ょ る 機 化 的 障 万 , 幼虫 の 分 必 物 に よる 副 素性 の 障 旭 を 
受け る と と が 軽度 で ある 為 に , 血清 蛋白 の 変化 , 特に 7 
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ー グ ロブ リン の 増加 が 殆ど 見 られ な い の で は な いか と 思 
われ る 。 


219. 口 虫 症 皮 内 反 鷹 に 関す る 研究 


九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
安 藤 匠 認 


Studies on the skin-test for gnathostomiasis. 
Teturo Ando 


IT. 脂質 ・ 糖 質 ・ 算 白質 の 各 分 謀 別 抗原 性 の 検討 。 

A. 有 束 加 口 虫 第 3 期 効 虫 体 を 溶 テー テル 分 謀 ( 主 に 
脂質 を 含む ), 溶 アル ニコール 分 玉 ( 主 に 糖 質 を 含む ), 残部 
( 主 に 息 白 を 含む ) の 3 分 許 に わけ て 各々 の 抗原 性 を 比 
較 検 討 し た 。 魚 口 昌 症 患者 10 名 の 皮 内 反応 成績 は 蛋白 分 
太 100 万 倍 , 糖 質 分 神 5000 倍 , 脂質 分 許 5000 倍 , で 同 程 
度 陽性 反応 を 呈し た 。 

猫 か ら 得 た 同 成虫 に お いて は 和 蛋白 分 玉 10 万 倍 , 糖 質 分 
穫 5000 倍 , 脂質 分 社 5000 倍 で 同 程度 の 陽性 反応 を 呈し 
た 。 即ち 抗原 性 は 各 3 分 謀 と も に 認め られ た が その 内 算 
白 分 太 が 最も 強 か つ た 。 

B. 第 3 期 幼虫 虫 体 乾 燥 粉末 より 脂質 抽出 後 の 浸出 液 
(に トリ クロ ー ル 酷 酸 を 加 へ , 遠 沈 後 沈 溶 を 透析 し て 和 蛋白 
分 放 と し , 次 に 上 清 を Folin-wu 法 除 蛋白 を 行い 透析 し 
て 灯 質 分 社 と し た 。 顕 口 虫 症 患 者 の 皮 内 反応 成績 で は 和 蛋 
白 分 社 の み に 陽 性 反応 を 呈し , この 操作 で は 糖 質 分 罰 は 
全く 陰性 で あつ た 。 依 つて 抗原 性 は 尾 白 分 謀 に 含ま れ て 
いる 。 両 分 謀 と も 遅延 反応 は 認め られ な か つた 。 

猫 か ら 得 た 同 成虫 に お いて も 同様 の 結果 を 得 た 。 

』. 遇 体 部 分 別 抗原 性 の 検討 。 有 球 顎 口 虫 第 3 期 幼 息 
を 実態 顕微 鏡 下 に 食道 , 陽 管 , 体 壁 の 3 部 分 に わけ て 各 
々 の 抗原 性 を 比較 検討 し た 。 狂 口 虫 症 患 者 10 名 の 皮 内 反 
応 成績 は 各部 分 別 の 50 万 倍 液 に お いて 陽性 反応 を 呈し , 
その 内 食道 が 最も 強い 反応 を 呈し た 。 

猫 か ら 得 た 同 成 昌 を 雌雄 別に わけ て , 食道 , 陽 管 , 生 
殖 器 , 体 壁 の 4 部 分 に わけ て 抗原 性 を 比較 検討 し た 。 顕 
口 虫 症 患 者 ま 0 名 の 皮 内 反応 成績 は 各部 分 の 5 万 倍 液 に お 
いて 陽性 反応 を 呈し , その 内 食道 が 最も 強く 反応 し た 。 
即ち 幼 了 , 成虫 と も に 食道 に 抗原 性 が 最も 強力 で あ 
馬 . 飼養 液 の 抗原 性 の 検討 。 有 来 顕 口 東 第 8 期 幼 下 
200 史 を 減 菌 生理 的 食塩 水 1 cc に 入れ 4 'C5 日 間 飼 養 
し た 。. 手 口 了 症 患者 10 名 の 皮 内 反応 成績 は , その 原液 の 
100 倍 液 に お いて 陽性 反応 を 呈し た 。 即ち 飼養 液 中 に や 





( 120 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 


抗原 性 物質 の 存在 が 認め られ た 。 以 上 の 成績 か ら 
T. 虫 体 成分 を 脂質 , 糖 質 , 蛋白 質 の 3 分 許 に わけ た 
星 口 虫 症 患 者 の 皮 内 反応 は 蛋白 分 太 が 最も 強 か つ た 。 
l. 麗 体 部 分 別 の 皮 内 反応 で は 食道 が 最も 強力 で あ 


や 。o 


W. 幼虫 飼養 液 に も 抗原 性 物質 が 含ま れ て いる 。 


220. 実験 的 家 束 顎 口 虫 症 に な ける 
所 調 オ サー レス 現象 に 就 て 


元 州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
清水 喜一 央 
On the Sarles”phenomenon in the rabbits 
experimentally infected with larval 
CZ77 の Ss7 の 2 S カ 274226774272. 
KKiichiro Shimizu 
実験 的 家 兎 星 口 虫 定 に お ける サー レス 現象 発現 の 有無 
を 有 東 上 額 口 虫 第 8 期 幼 虫 を 使用 し て 一 定期 間 毎 に 観察 し 


実験 方 法 : 雷魚 筋肉 中 より 得 た 有 球 顕 口 虫 第 3 期 幼 
虫 を 針 先 で 脱 辻 せしめ , 成熟 家 兎 に 水 と 共に スポ イト で 
食道 内 に 注入 し , それ より 1 週間 毎 に 採血 , 血清 を 分 離 
し ,。 動 性 の まま 其 の 約 0.5cc を ホー ルオ ブ ェ クト 内 に 入 
れる 。 更に 之 に 前 述 の 様 に し て 得 た 幼虫 を 2 万 倍 マ ー ソ 
ニン 液 中 に 10 分 間 放 置 後 , 減 菌 蒸溜 水 で 数 回 洗 敬 し た ミ 
の を 1 2 匹 入れ , 大 型 カ バー グラ ス で 被 い , 周囲 を バ 
ラフ ィ ン (融点 52C) で 閉じ , 87 で 鋼 卵 器 中 に 入れ 以後 
毎日 沈降 物 形成 の 有無 を 観察 し た 。 尚 使用 家 兎 は 狂 口 虫 
に 感染 せしめ る 前 , 予め 採 箇 し サー レス 現象 陰性 の こと 
を 確か め て か ら 実 験 に 供し た 。 双 使用 器具 は 全部 煮沸 消 
毒 後 乾 熱 滅菌 を 行 つ た も の を 使用 し, 採血 より 幼虫 投入 
後 パ ラフ ィ ン で 閉じ る まで 出来 る だ け 無菌 的 に 操作 し 
実験 成績 : 血清 中 に 幼虫 を 封入 する と 幼 息 は 比較 的 
活 湊 に 運動 する が 負 察 期間 中 に 発育 する こと と は な い 。 沈 
降 物 は 透明 無 構造 頸 粒 状 で , 附 着 部 位 は 口唇 部 が 最も 多 
く 且つ 著 明 で 次 に 排 港口 附近 で ある が , 肛門 部 に 認め ち 
れる と と は 殆 ん ど な い 。 沈降 物 形成 は 幼虫 投入 後 早 い 時 
は 8 時間 で 既に 其 の 形成 が 認め られ る 場合 も ある が , 大 
多数 は 大 体 24 時 間 後 に 表 わ れ 2~-3 日 目 に 其 の 量 が 最も 
多い ょ よう で , 以後 時 日 の 経過 と 共に 虫 体 の 運動 が 不 活 深 
に な り , 附 着 沈 了 物 の 量 も 減少 し て 行く よう で ある 。 然 


レロ 大 附近 に 形成 され た 沈降 物 は 幼虫 の 運動 が 活 涯 な た 
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め に と れ 易 い 。 沈降 物 形成 の 有無 を 時 期 的 に 見 る と 。 次 注射 観察 し た 。 反応 は 静 注 後 1 数 分 に し て 起り , 2 て を # 























表 の よう に な る 。 時 間 で 最大 と な り 局 所 は 出血 壊死 を 呈し , 7 日 後に は 出 
[ 血 巣 も 吸収 され 治療 を 示 し た 。 準備 単位 は 1.0cc 中 300: 
家 兎 了 s 折 2 ま 感染 後 経 週 日数 信 考 。 400, 煮 起 単位 は 20008000 と 思わ れる 。 怒 当 抽 出 液 
号 | |(kg)| 加 数 | 前 |1 週 2 週 3 週 4 週 5 周 は コス ニン て 準備 され た 局所 に 対し て も 本 反応 を 発現 し 
No」 1 二天 F 得る 事 を 確認 し た 。 
js| “ 2 得 ー キ ー ト 補填 特 す を を HI Gross= 緒 方 抑制 効果 試験 。 準備 注射 前 1 時 間 に 
No 。 2.020| 一 | ょ | 村 | 生 | 二 | 千 100 倍 , 300 倍 , 500 倍 抽出 液 を 静 注 し て , 型 通り の 本 
| 反応 を 行 な つ た 。 そ の 結果 完全 な 抑制 効果 は 認め られ な 
2 すん 人 た か つた が 反応 出現 の 時 間 が 遅延 し て 約 6 ~ 9 時間 に し て 
Nol 。 d と 5 1 李 人 村谷 。 最大 と な る 事 を 確認 し た 。 
に 死亡 体 の 部 位 別 に よる 反応 。 有 球 顎 口 虫 第 3 期 幼 虫 を 


























実態 頭 微 鏡 下 で 食道 , 腸管 , 体 壁 の 3 部 に 分 け 上 述 の 方 
法 に 依り 抽出 液 を 作り 使用 し た 。 惹起 注射 を 一 定 こ し 皮 
内 注射 を 各 段 階 に 稀釈 し て 行い 食道 は 400 倍 , 腸管 は 
100 倍 に て 陽性 を 示し た が 体 壁 は 100 倍 で は 陰性 で あつ 
た と 。 有 鞍 顎 口 虫 第 3 期 幼 虫 の 抗原 性 は 主として 食道 部 に 
ある も の の 如く 思わ れる 。 

IV 飼養 液 に よる 反応 。 有 間 顕 口 息 第 8 期 幼 虫 を 蒸溜 
水 で 数 回 洗 汐 し 生理 的 食塩 水 1.0cc 中 に 200 隻 入れ 4 で 
氷室 中 7 日 間 飼 養 し た 後 虫 体 を 取り 除い た 液 を 使用 し 
た 。 皮 内 に 各 濃 度 の 飼養 液 を 注射 し 24 時 間 後 虫 体 全部 の 
抽出 液 を 静 注 し た 。 反応 は 凝 陽性 の 程度 に 止ま つた が 。 
更に 高 濃度 の 飼養 液 を 用 うれ ば 陽性 を 示さ せる 事 が 出来 
221. 有 顎 口 是 の 避 疫 学 的 研究 (1) る と 思わ れる 。 

V 復 白 分 祖 と 含水 炭素 分 誠に ょ る 反応 。 有 村 吾 口 虫 
第 8 期 幼 昌 の 抽出 液 に 3022 ト リク ロ ル 酢 酸 を 加え 沈 激 き 
九州 大 学 医学 部 寄生 東 学 教室 せ , と れ を 生理 的 食塩 水 で 溶解 透析 し た の を 和 蛋白 分 社 , 

山 中 孝 昭 上 澄 を 更に Folin-Wu 蛋白 除去 法 を 行い 残 液 を 透析 し 
た の を 含水 炭素 分 許 と し た 。 和 蛋白 分 社 に 依る 本 反応 は 完 
全 な 陽性 を 呈し た けれ ど , 含水 炭素 分 許 に 依る それ は 凝 
陽性 な いし は 陰性 を 示 し た 。 有 間 社 口 虫 抽出 液 に よる 本 
反応 の 発現 は , その 敏 白 を 主 成 分 と する 分 謀 が 主役 を 演 
有 球 器 口 昌 の 免疫 学 的 研究 を Shwartzman 反応 に 依 ずる も の と 思わ れる 。 
り モ ル モ ッ ト を 用 いて 行い , 下記 の 成績 を 得 た 。 


即ち 1 週 目 で は 1 例 の み が 僅 少 の 沈降 物 を 口 大 に 附 着 
し て いた の み で 他 は 全部 沈降 物 形成 は 認め られ な か つた 
が 2 週 以 後 5 週 目 迄 は 全 例 沈降 物 の 附 着 を 認め た 。 
結語 : 

1) 実験 的 家 束 頭 口 虫 症 に 於 て は サー レス 現象 発現 が 
認め られ , 発現 時 期 は 大 多数 は 感染 後 2 週 目 よ り で 第 5 
週 迄 持続 する 。 

2) 沈降 物 は 早い も の で 8 時 間 , 大 多数 は 24 時 間 後 に 
は 形成 され る 。 

8) 沈 降 物 附 着 部 は 口唇 が 最も 多く , 次 いで 排 港口 で 肛 
門 に は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 


シュ ワル ツマ ン 反 応 に つい て 


Studies on the allergy of Cx の 5/ の 7 の 
s が z7ge7z22、( 1 ) On the Shwartzman reaction. 
Takaaki Yamanaka 


1 有 較 顎 口 虫 全体 の 抽出 液 こ よる 反応 。 カ ムル チイ | こつ ココ 7 
ょ り 得 た る 有 球 顕 口 虫 第 3 期 幼虫 を 燕 溜 水 で 数 回 洗 藻 , 「 ン 2 | 
37 で C 笛 卵 器 中 で 48 時 間 乾 燥 , 定量 後 す りつ ぶし て 0.52% ー 
フェ ノー ル 加 生理 的 食塩 水 で 2 時 間 抽 出 し, その 抽出 液 と っ 
を 使用 し た 。 婦 補助 実験 材料 と し て 1.0cc 中 に 150 単 位 すか 】、 ま 
寺 。 ーー ゝ ai ゃ か ュ 118 シー w で OM: 
を 有 す 3 る ユン ム ニ = ニン を 使用 し た 。 前 日 脱毛 し た モル モッ 】 アデ に 
ト の 腹部 皮 内 に 100 倍 抽出 流 (重量 比 ) を 0.5cc 注 射 , | 


24 時 間 後 500 倍 抽出 液 を 静脈 に プロ キロ 1.0cc の 割合 で 


( 171 ) 































222. 鹿 兄 島 湾 洛 岩 喜 入村 瀬 々 串 
の 系 択 虫 症 調査 成績 


鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 笠 
佐藤 作 度 ・ 米 沢 落 士 ・ 編 島 英雄 ・ 尾 辻 美 人 
花城 清 著 奥野 毅 ・ 上 提 原 男 ・ 要 忠一 


Survey of filariasis in Sesekushi, Kiire-Village, 
Ibusuki-Gun, Kagoshima Prefecture. 
H. Sato, TTYonezawa, 耳 . Fukushima, 
Y、Otsuii, 氏 . Hanashiro, 氏 . Okuno. 
T. Kamisage and S. Kaname 


鹿児島 県 聞 宿 郡 喜入 村瀬 々 串 中 部 落 に お いて 部 落 員 全 
員 に た いし 本 症 の 調査 を 行 つ た 。 

瀬 々 串 は 薩摩 半島 東海 岸 に あつ て 鹿児島 湾 こ 面 し , 鹿 
児島 駅 を 南 に さる 24 km の 地点 に ある 部 落 で 農 ・ 林 業 を 
生業 と し て いる 。 

調査 人 員 Y86 名 の うち 仔 虫 保有 者 74 名 ( 仔 虫 検出 率 9 

・422), Ah (症状 具有 率 1.5), 感 染 者 80 名 
kir 1%%) で あつ た 。 仔 虫 保有 者 は 5 歳 か ら 88 歳 
人 10 歳 以下 2.222, 10 央 代 9.6 
22, 20 歳 代 12.02, 30 厳 代 12.7, 40 歳 代 5.722, 50 歳 代 
12.92, 00 競 代 15 9 70 歳 代 17.422, 80 歳 代 66.72 と 
年 齢 と と も に 高 率 と な り , 現在 も な お 新 感染 が 青少年 層 
Pc と の うち 男子 9.7 
2 タ , 女子 9.2% で 男女 間 に ほ と ん ど 差 違 は みとめ られ な 
か つた 。 な お 60mm* の 耳 季 血 中 の 仔 虫 数 は 1 482 匹 で 
ある が , 10 匹 以下 が 27 名 で 少数 の も の が 多 か つ た 。 

症状 具有 率 は 30 歳 代 0.922, 40 歳 代 1.12, 50 歳 代 5 
<722, 60 歳 代 8.7, 70 歳 代 4.3 と 年 齢 を お う て 高 率 
と な り , 感染 率 も 10 歳 以下 2.222, 10 歳 代 9.622, 20 歳 
代 12.02, 80 歳 代 12.7, 40 歳 代 5.722, 50 歳 代 14.2 

22, 60 歳 代 22.822, 70 歳 代 21.722, 80 歳 代 66.722 と 年 齢 
を ます に つれ て 高 率 と な つて いる 。 

家族 感染 例 が 多く 180 世 帯 の うち 65 世 帯 86.12) に 
感染 者 が みろ られ , 59 世帯 (32.7 ) に 仔 由 保 有 者 が あ 
り , 1 家族 中 2 人 が 8 世帯 , 3 人 が 2 世帯 , 4 人 が 1 世 
帯 あ つて , 地域 的 に 仔 虫 保有 者 が 密接 し て いる 。 

相 近 接し た 地 城 征 ら 仔 下 検 出 素 に お いて 班 別に 濃淡 の 
差 が み ら れ , 財 の 発生 し や すい 環境 に ある 小村 , 畑中 , 
黒石 班 が 検出 事 が 高い が , 症状 具有 率 は 必ず し も とれ と 
平行 関係 は 示 し て いな い 。 小村 班 は 糸状 虫 症 感染 の 上 昇 
期 に あり , 榎田 上 班 は 下降 期 に ある と 思わ れる 。 


( 172 ) 


天 別 の 感染 状況 は 次 表 の 通り で ある 。 


調査 仔 虫 仔 虫 検 症状 症状 感 
調査 地 保有 具有 具有 楽 感 栄 率 
人 員 者 出 率 者 率 者 








小村 斑 108 15 13.9% 4 0.3 多 15 13.9% 
畑中 疾 81 9 111 を 0 0 9 11.1% 
黒石 提 176 19 10.8 を 2 1.1% 20 11.4% 
今村 更 116 12 10.3 を 1 0.8 多 13 11.2% 
- 義和 
4 


榎田 上 
班 182 7 3.8 め 


0.8% 13 10.5% 
2.1 10 5.4% 





計 786 74 9.4 12 1.5% 80 10.1 め 


有 症 者 12 名 と うち , 熱発 作 9 名 , 乳 魔 ( 血 ) 尿 2 名 , 
陰 裏 水 上 7 名 , 象 皮 病 4 名 で ある 。 有 症 仔 虫 保有 者 は 6 
名 (50.0%) で , 熱発 作 5 名 (41.622), 乳 魔 ( 血 ) 尿 1 名 
(50.022), 陰 衰 水腫 1 名 (14.2%) 象 皮 病 1 名 (25.022) 


ンプ き 、 フ 
て あめ る 。 


223. 八重 山 群 島 及び 沖縄 久米 島 に 
むけ る 人 系 状 虫 症 に 就 い て 


伝染 病 研究 所 寄生 虫 研 胸 部 
佐藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 


Studies on the human flariasis in Daito, 
Kume, Ishigaki Islands, Ryukyu. 
Koji Sato, Shigeo Hayashi 


1955 年 6 月 より 11 月 迄 6 ヶ月 の 間 , 琉球 八重 山地 方 で 
家畜 の 疾病 の 調査 に 従事 し た が , その 際 に , 石垣 島 で 人 
の フイ ラリ ア 症 を 調べ , また 従来 報告 され て いな い 大 東 
島 及び 久米 島 で も 調査 する 事 が 出来 た の で , て ゝ に 概要 
を 報告 する 。1。 北大 東島 , 戦前 殆 ん ど 東 京都 人 水島 か 
ら の 渡島 者 で 占め られ , 砂糖 の 裁 培 に 従事 じ て い た が , 
現在 は 八丈 島 よ り の 渡来 者 は リ 』。 を 占め る の み で ある 。 
465 名 の 検 血 を 行い , 10 名 2.222 の 仔 虫 陽性 者 が 認め ら 
れ た 。 と の 中 男 は 3.3% 女 は 0.92 で 男 に 陽性 者 が 多く 
又 20 て 59 哉 の 年 齢 層 に 陽性 率 は 高く , 約 4 多 を 示し た 。 
症状 の 認め られ る も の 10 名 に つい て 調べ た 所 , 熱発 作 9 
名 で 甚だ 多く , 乳 魔 尿 3 名, 依 皮 腫 を 呈す る も の が , 4 
名 見 出さ れ た 。2。 南大 東島 ・ 検 査 人 員 760 名 中 仔 由 保 
有 者 は 28 名 , 3.7 名 で 北 犬 東島 と 同様 男 に 陽性 者 が 多 
く 。 男 5.5% に 対し 女 1.9% を 示す の み で あつ た 。20 歳 


(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 号 
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か ら 69 歳 の 間 に の みろ 陽性 者 が 見 出さ れ た 。3。 久米 島 , 
沖縄 本 島 の 西方 に ある 小島 で ある が , 中 学生 1140 人 を 検 
査 し て 58 名 5.1 多 に 仔 保有 者 を 見 出し た 。 ま た 高校 生 4 
82 名 中 85 名 8.1%% が 仔 虫 を 保有 し て いた が , 中 学生 より 
や ゝ 高い も の と 思わ れる 。 学生 以外 に 仲 地 部 落 の 一 般 住 
民 全員 に 検 面 を 行 つ た が 432 名 中 60 名 18.9 多 に 陽性 者 が 
見 られ , 中 で も 20-29 歳 の 年 齢 層 は 28.1%% の 高 率 を 示し 
た 事 は 注目 を 要する 。 又 男 18.4 多 に 対し 女 は 9.3 

は り 男 に 著しく 保有 率 が 高い 。4。 石垣 島 , ! 球 最 南 
敵 の 八重 山 群島 に 属す る 石垣 島 で , 大 浜町 の 調査 を 行 つ 
た 。 調査 対称 は 農家 が 殆 ん ど を 占め , 衛生 状況 は 不良 で 
ゎぁ つた 。 検査 人 員 1181 名 中 212 名 18.72 に 仔 虫 陽性 者 を 
見 た 。 年 齢 別 で は 1 歳 か ら 10 歳 衝 は 5.8%% の 低 事 で ある 
が 11 歳 より 20 歳 迄 で は 23.82 と 上 昇 し 以後 年 齢 と 共に ゆめ 
る や か な 上 昇 が か み ら れ た が 70 歳 以上 か ら は 1 例 日 仔 虫 は 

見 出さ れ な か つた 。 

尚 大 浜町 に 属す る 5 つの 字 の 感染 事 の 比較 で は 真栄 里 
部 落 の 25.022 が 最高 で , 最低 は 室 良 部 落 の 12.422 で あつ 


224. フイ ラリ ア 症 の 身体 内 リン 
メ 腺 の 臨床 的 観 侍 


鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
指 宿 英 造 


Clinical study of lymphsystems in 
filaria patientS. 
EE. Ibusuki 


私 は 昭和 29 年 4 月 か ら 同 381 年 2 月 迄 の 約 2 ヶ年 間 , 奄 
美 大 島 県 立 大 島 病 院 入 患 165 名 を 主体 と する 302 名 の フ 
ィ ラ リア 有 症 者 (熱発 作 の み 61 名 , 乳 魔 尿 78 名 。 陰 間 水 
腫 188 名 リン 腺腫 60 名 , 象 皮 病 50 名 ) に 就 い て その リ り 
ン パ 腺 並び に リンパ 管 の 変化 を 観察 し て 次 の 成績 を 得 


観察 方 法 と し て リン パ 腺 は フィ ラテ リア 性 熱発 作 と 関係 
を 有 し て 腫 央 肥大 ( 指 頭 大 以上 ) を 触 知 せ し も の を 指 
し , リン パ 管 は 検査 時 に 発赤 腫 及 門 須 等 を 確認 し た も の 
で ある ( 陰 斉 水腫 は 全 例 に お いて 手術 時 又は 塞 刺 排 液 時 
所 見 ) 

成績 

1) 802 例 中 リン ペ 腺 は 257 例 (85.1%) リン ボ 管 は 
168 例 (55.62%) に 変化 を 認め た 。 リ ン パ 腺 の 中 で は 上 
径 腺 217 例 (Y1.92) が 断然 多く 股 腺 188 例 (44%) が 


島本 島 (42.92) 徳之 島 (41。 ) の 順 で 
鳥 に 高 率 で 他 の 二 島 間 に は 殆 


6 仔 由 別 : 


(273 ) 





273 


に 次 ぎ 肘 官 腺 41 例 (13.6%) 肘 腺 22 例 CY.8 多 ) の 順 
で 以下 ずつ と 少く 頸 腺 18 例 (4.3 名 ) 乳腺 8 例 (2.7 
) 耳 下 後 腺 5 例 (1.7 多 ) 頭 下 腺 3 例 (1%) と な つっ 
。 リン パ 管 は 168 例 (55.6%) に 変化 を 認め 就 中 
精 未 126 例 (41.7) 多 副 宣 丸 周囲 82 例 (27.2%) 少 径 63 


で 


こい る 


例 (20.9%) 股 部 88 例 (12.6 め ) 下肢 35 例 (11.6%%) 以 


下 ず つと 少く 乳房 8 例 ( 2.7) 下腹 部 , 預 部 , 膝 穴 は 
各々 5 例 (1.7 2%) 上 肢 2 例 3 7 多 ) と な つて いる 
2) 症状 : リン パ 腺 の 変化 は リン 腺腫 (100 2) 
に 次 いで 陰 坦 水腫 (96.82) pp (6.7 
2) 熱発 作 の み (70.522) の 順 で , リン バ 管 は 陰 氷 幅 
(82.6%) が 高く 依 皮 病 (56%%) 乳 魔 尿 (52.12) リン 
パ 腺 腫 て 650) と 大 差 な く 熱 発作 の み (19.72) だ けが 


低 率 を 示し た 。 


3) 性 別 : 
リン スパ 腺 は 男子 (91.8%) は 女子 (72.6 多 


男子 196 例 女子 106 例 計 802 例 の 対象 で 
より 高く 就 


中 単 径 腺 は 2。 4 倍 股 腺 2。 0 倍 き を 示 し た 。 リ ピン % 管 に お い 


て も 男子 (67.9%) は 女子 (38 多 ) の 2 倍 以上 を 示し た 
が 本 と 副 宰 丸 周囲 を 除外 し て 比較 する と 上 湿 径 と 股 部 で 
は 軽度 に 下肢 乳房 膝 穴 妥 部 で は 何れ も 高度 に 女子 の 方 に 


高 系 に 変化 を 認め た 。 


4) 年 齢 別 : 30 歳 未満 YY 例 ,3049 上 121 例 , 50 歳 以 


上 104 例 計 302 例 の 対象 で リン パ 腺 は 二 者 は 同 事 の 81 
・82 で 。 50 歳 以上 が 85.62 で 僅か に 高い 。 リンパ 管 は 30 
歳 未 満 (81.4 %) 80 一 49 歳 (40.82) 50 歳 以上 (55.7 
%%) と 低 齢 程 低く 高齢 程 高 く な つて いる 。 


5) 島 別 : 大 島本 島 184 例 徳島 43 例 与論 島 63 例 計 2 


90 例 の 対象 で リン バ 腺 は 与論 島 (93.6%%) 大 島本 島 84 


。22) 徳之 島 (81.42) リン パ 管 は 与論 島 (55.7 め ) 大 
, 何れ も 与論 
殆ど 差異 が 認 め ら れ な ふか つ 


仔 束 ( 十 ) 82 例 (一 ) 160 例 計 242 便 
の 対象 で 。 リン バ 腺 は 仔 虫 ( 十 ) (82.1 名 ) が 仔 虫 (一 ) 
(81.8 多 ) より 積 < 高 く リ ン パ 管 は 逆 に 仔 虫 (一 ) (43.1 
久 ) が 仔 昌 ( 十 ) (42.7) より 策 々 高 率 を 示し た 。 此 
の 原因 は 当地 方 の 有 症 者 の 仔 虫 系 が 高い 為 で ある と 考え 


1 ンス 
られ る 。 





































225. トリ 9 リコ マイ シン に よる フ オ イラ 
リア 症 の 治療 


鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
佐藤 八 度 ・ 米 沢 藤 士 ・ 編 島 英雄 ・ 指 宿 英 造 


On the treatment of filariasis with 
trichomycin. 
H. Sato, T. Yonezawa, 革 . Hukushirna 
and EE. Ibusuki 


DR 
症 の 治療 に 用 い 興 味 ある 成績 を えた の で 報告 

0 あの り 単位 を 内 服 さ さ 
て 流血 中 の 仔 虫 誘発 を 試み た が , 誘発 作用 は み ら れ な か 
つた 。 

つぎ に 8 例 の フィ ラリ ア 仔 虫 保有 者 に トリ コマ イシ ン 
を 1 日 量 1.5 万 ~ー 6 万 単位 総量 12ー72 万 単位 内 服 さ せ て 
流血 中 の 仔 虫 に 及ぼ す 影 響 を 調べ た 。 投薬 終了 直後 5 例 
に は な お 仔 昌 は み ら れ , と の うち 3 例 は 仁 昌 数 も ほとん 
ど 変化 は みみ られ な か つた が , 他 の 3 例 は 仔 虫 が 流血 中 か 
ら 消失 し て お り , 1 年 後 も 4 例 中 1 例 は 仔 怠 が み ら れ た 
が 残り の 8 例 は み ら れ な か つた 

フィ ラリ ア 仔 虫 に た い し 章 交 を 呈す る スペ トニ ン も 約 
半数 に し か 奉 効 し な い 乳 魔 ( 弄 ) 尿 患 者 81 例 に トリ コマ 
イシ ン を 1 日 量 1.5 万 ~ 9 万 単位 , 総量 10.5 万 800 万 
単位 投与 し た と と ろ 19 例 (61.22) に 著 効 を みとめ , 6 
例 が 軽 供し , 残り 6 例 は 殆 ん ど 変 化 は み ら れ な か つた 。 
将 効 例 に お いて は 2 て 3 日 か ら 大 の 清澄 化 が みとめ ら 
れ , 凝 塊 , 尿 和 蛋白 , 尿 乳 魔 等 が 消失 し, か つ 原 沈 溶 中 の 
赤血球 , 白血球 , 上 皮 細 胞 等 も みとめ られ な く な つた 。 
この な か に は スペ パト ニン の 長期 の 内 服 に より 著 効 を み と 
め ら れ な PPP 本 3905008 和 Da 
いて 16 例 に は 乳 魔 尿 の 再発 は み ら れ ず , 2 例 は 軽快 残 
り 2 例 は 乳 魔 尿 の 再発 を みて いる 。 

つぎ に 血液 お よび 尿 に た いす る 影響 を みる と , 赤血球 
数 白血球 数 血色素 景 は 殆 ど 変 化 は な く , 自 血球 分類 
で は 好 酸 球 が 軽度 に 増加 し て いる 例 が あり , 血清 蛋白 分 
玉 に お いて は アル ブ ミ ン は や や 減少 の 傾向 が みみ られ, グ 
ロブ リン は と れ に 反し て 軽 度 増加 し て いる 。 従 つて A/G 
。ー ド pe 
少 の 傾向 に あり , 8 一 グロ ブリ ン , 7ー グ ロブ リン ( 
も に 増加 の 傾向 が みとめ られ , 血清 比重 ( WAR 
変化 は みとめ られ な か つた 。 


血清 昇 衣 反 応 は 軽度 の 悪化 が みとめ られ た 。 
尿 中 の 糖 お よび ウロ ビリ ノー ゲン に は 変化 は み と 
れ な か つた 。 


い Y 


226. Microfilaria の 集 是 法 に 関 
する 研究 


伝染 病 研究 所 寄生 躍 学部 
若杉 幹太 葉 


Studies on the concentrating method of 
microfilariae. 
Mikitaro Wakasugi 


人 畜 糸 状 下 症 に お いて , 臨床 学 的 検索 また は 疫学 的 調 
92 
は 重要 で ある 。 そ の 為 種々 の 検出 法 , 集 虫 法 の 考案 
RE 
ホル マリ ン そ の 他 の 薬物 で 落 血 集 昌 を し て お り , 未だ 完 
全 に 良好 な 成績 を 得る と は いい が た い 、。 佐々 (1944) は 
マラ リア 原虫 集 虫 法 と し て 凍結 法 の 優れ て いる と と を 発 
表し て いる の で ,。 著者 は これ を mf の 集 虫 に 応用 し た 
と と ろ , 良好 な 結果 を 得 た の で 概要 を 報告 する 。 
材料 と し て の zzo 娘 2 722785 感染 犬 の 血液 を た 用 いた 
が , と の 1 cc 中 mf を 平均 2554 隻 含む も の で あつ た 。 確 
酸 カ リ 又 は クエ ン 酸 ソー ダ で 凝固 を 防ぎ 採 箇 し た も の を 
1 cc 宛 ス ピッ ツ グ ラ ス に と り , 1 多 食 塩水 を Yー8 倍 量 
加え て 携 拝 洗 敬 後 , 1000 回 転 10 分 遠 沈 し て 上 清 を 除去 し 
て か と 寒 剤 (ドラ イア イス ・ メ タ ノ ー ル 法 双 は 氷 ・ 食 塩 
法 を 用 いた ) 中 に 約 10 分 入れ て 完全 凍結 せしめ , 上 直ちに 
387 で の 微 温 湯 で 融解 し , 10~20 倍 容 の 食塩 水 で 1 回 洗 洛 
遠 沈 し , と の 洗 浴 を 鏡 検 する 。 同時 に 行 つ た 他 の ホル マ 
リン 。 メタ ノー ル , 水 等 を 夫々 用 いた 溶血 法 に 比較 し 
沈 潜 の 量 が 少く 従 つて 検 鏡 の 邪魔 物 が 殆ど な <, 且 結 
(に ゃ も 抱 ら ず , mf が 10022 活 湊 な 運動 を 示す と と は 検出 
を 著しく 容易 に し 。 検査 上 優れ た 方 法 で ある と と が 分 つ 
た 。 因みに ドラ イア イス ・ メ タ ノ ー ル 法 に て 一 60 で 凍結 
を 5 時 間 経 続 し た も の で も 100% に mf は 生存 , 運動 を 
認め た 。 上記 の 血液 を 脱 フ ィ ブ リン 還 血液 で 倍々 稀釈 し 
その 検出 限界 を 求め た が , 1 cc 中 平均 約 1.8 隻 の 策 釈 段 
階 に お いて も 確実 に 検出 し た 。 各 稀釈 段階 か ら 20 cmm 
の 濃 塗 漆 標 本 を 夫々 30 枚 宛 と り , 溶血 し て ギ ム ス ザ 染 色 に 
ょ り 検 出し た が , 1 cc 中 平均 mf 約 45.7 隻 の 段階 まで し 
か 陽性 と な ら な か つた 。 20cmm の 塗 漆 約 80 枚 の 検査 に 
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比 し 本 法 が 約 42 倍 の 検出 力 を 示す と と が 分 る 。 尚 20cmm 
塗 洒 法 に よる 検出 素 と 検査 枚数 の 関係 を 調べ た と と ろ , 
上 記 血 液 の 16 倍 稀釈 ( 1 cc 中 平均 mf 数 95.5 隻 ) の 濃度 

で は 1 枚 法 で 75%%, 2 枚 法 で 95, 3 枚 法 で 100 多 の 検 
出 素 を 示し た が , 32 倍 稀 札 ( 1 cc 中 平均 mf 数 45.7 隻 ) 
の 段階 で は 1 枚 法 40%, 3 枚 法 682, 3 枚 法 78%, 4 枚 
法 で 9422, 5 枚 法 で よう や く 100 旬 が 検出 され た 。 従 つ 
て 従来 広く 用 いら れ て いる 60 cmm の 検査 で は 100 易 検 
出 出来 る の は 1 cc 中 平均 mf 数 約 100 隻 の 程度 の も の ま 
で に 過ぎ ぬ と と が 判明 し た 。 


227. 野鳥 に 答 生 する 系 大 虫 に 関 
する 研究 


ホホ ジロ に 見 出さ れ た 一 糸状 虫 に 就 い て 


伝染 病 研究 所 寄生 躍 学部 
林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 惹 ・ 若 杉 幹 太 了 


A new flariid parasite (Aproctidae, genus 
Eufilaria ) frorn a japanese wild bird, 
どの e77Z の C7077es CO の s7S Bonaparte. 
Shigeo Hayashi, Koiji Sato 錠 
Mikitaro Wakasugi 


本 邦 の 鳥 寄生 の 糸状 に つい て は , 従来 調査 が 充分 で 
な く , 燕 雀 目 の 鳥 から は , 僅か に ホホ ジロ , クロ ジ , イ 
カル , シメ に 仔 虫 の 見 出さ れ た 登 倉 (1949), 加納 ・ 木 村 
(1950) の 記録 が ある の る み で ある 。 著者 等 は 1955 年 4 
月 より 1956 年 3 月 まで の 間 に , 富士 山麓 , 千葉 , 高知 等 
て 捕獲 され た 野鳥 36 種 91 羽 を 検索 する 機会 に 恵まれ た 。 




























と れ ら の 中 富士 山麓 で 得 ら れ た ホホ ジロ 1 羽 か ら , その 
腹腔 内 に ネネ 状 虫 の 成虫, 雌雄 各 1 隻 宛 を 得 た 。 と の 鳥 
の 流血 中 に 証明 され た 仔 虫 は , 雌 成 昌 が 食塩 水中 に 産出 
し た も の と 一 致し , 被 輌 を 欠き , 体長 145.6z, 体 幅 43.6 
な , 神経 輸 , 排 港 也 , 排 港 細胞, G,-G, 細胞 , 肛門 也 を 
認め , 頭 端 か ら の 距離 が 夫々 80.9, 59.5, 66.2, 100.8 
118.5, 120.8, 123.2, 125.6z を 示し た 。 と の も の 
は 先 に 加納 等 が 報告 し た も の の 中 で , クロ ジ か ら 見 出さ 
れ た 系 状 虫 仔 虫 と よく 一 致し , 当 教 室 に 保存 され た 加納 
ら の 標本 と 比較 し た と こと ろ 全く 同一 の も の で ある と と が 
確 め られ た 。 本 種 は ホホ ジロ と クロ ジ に 共に 寄生 する も 
の と 思わ れる が , 本 邦 で 従来 記録 され た 燕 雀 目 の 和 糸状 由 
仔 虫 の 一 種 に つい て , 今回 親 虫 が 初め て 発見 され た わけ 
で ある 。 成虫 は 腹腔 に 寄生 し , 白色 透明 糸状 を 呈し , 雄 
は 体長 11.8m。 体 幅 192 で 両 敵 に 細 ま り , 尾部 は 軽く 
1 ^ 2 回 巻 弄 する 。 雌 虫 は 体長 17.4m。 体 幅 338 み で 両 
端 に 細 ま り 共 に 鈍 に 終る 。 口 部 は 単純 で 口唇 を 欠き , キ 
チン 様 や 肩 状 構造 を 示さ な い 。 微小 な 頭 部 乳頭 4 ケ を 持 
っ - ン い る 。 交接 天 は 左右 隊形 同 長 で 。 険 門 は 食道 の 
端 の 後方 に 位置 する 。 消 化 管 は 雌雄 共に 未 端 部 で 索 状 に 
退化 を 示し , 肛門 を 明らか に 認め る こと が 困難 で て ある 。 
従 つて 本 糸状 虫 は Aproctinae 亜 科 に 属す る と と は 確実 
で ある が , と の 中 で る genus Aprocta また は Euflaria 
に 属す る も の に 最も 近い 。 元 来 と の 2 属 は 極め て 類似 し 
独立 性 を 疑わ れる ふし も あつ て 明瞭 に 分 離し に くい と 思 
われ る の で ある が , 燕 省 目 の 鳥 の 腹 肝 に 寄生 し , 被 輌 を 
欠く 仔 虫 を 流血 中 に 出す 点 な ど を 考慮 し て 一 応 Eufla- 
ria 属 に 属す る も の と し た 。 詳細 に つい て は 別に 報告 す 


る 。 









「 研究 の 思 出 」 に つい て の 挨 反 
座 長 富 川 米 爽 


本 会 の 二 十 五 周 年 を 迎え る に 当 つ て , 色々 の 記念 行事 
を や つて みた い 。 そ の 中 で な ん と いつ て も 本 会 の 長老 数 
氏 に 研究 の 思い 出 を 語 つ て 貰 つた と と が , 最も 意義 の あ 
つた と と で あつ た ろう 。 本 会 を し て 今日 の 大 を な さ し 
め , 世界 的 に 重き を お か し め え た の は , 全く 魏 界 の 注目 
に 価 す る よう な 大 き な 業 頭 が な あめ つた か ら で あ ろう 。 と れ 
に 向 つ て の 諸 先 生 や 大 先輩 達 の 大 き な 学 績 を 観る こと は 
本 会 と し て は 意味 極め て 大 ほ きい と と は , 何 ん に も 異議 あ 
る まい と 思 つ た か ら で あ る 。 人 飯島, 五島, 藤浪 , 桂 田 , 
宮入 等 の 諸 先 生 の 大 業績 は , 真 に 不滅 の も の で , 現在 に 
お いて も ゃ も 董 の 改訂 を 要 し な い 程 に 菊 々 た る も の で ある 。 
と れ ら 諸 先生 の 燕 陶 に よ つ て 多く の 先覚 者 が 輩出 し て , 
或 は 寄生 虫 の 新種 の 発見 と な り , 中 間 宿 主 の 決定 と な 
り , 感染 経路 の 追及 。 病理 の 解明 と な り , 予防 治療 の 方 
面 に お いて も 佑 大 な る 多く の 不滅 の 業績 と な つた の で あ 
つた 。 現存 し て お られ る と れ ら の 先 賢 に , 氏 等 の 大 研究 
の 思い 出 を 語 つて 貰 つ た と と は , 若き 学徒 に は また と な 
いよ い 機 会 で あり , 本 当 に 生き た 教訓 で あつ た と と は い 
うま で も ある まい 、。 中 川 博士 は 人造 夏 卿 か ら 来 会 せら れ 
て , 台 落 , 新竹 の 任 地 に 研究 陣 を 張り , 甘 地 に 計 入 つて 命 
が け の 研究 に よ つ て , 終 に 肺 吸 虫 の 中 間 宿 主 が 陸 角 の 類 
で ある と と を 決定 せら れ た 当時 を 目 に 見 える よう に 話 
し て 下さ つた 。 こ と これ に 継い で 肥大 吸虫 の 第 2 次 中 間 宿 主 
を も 決定 せ ち られ た り も せら れ た 。 小林 博 士 の 肝 吸 下 の 第 
2 次 中 間 宿 主 が , 鯉 科 の 淡水 魚 で ある と と の 発見 は , 中 川 
氏 の 研究 と 相 前 後 し た も の で あつ た 。 と の 発見 に つい て 
語ら れる だ ろう と 予期 し て いた が , 全く 見 当 が は づれ て 
晶 の 研究 を 東京 の 真 只 中 で 苦心 惨 胆 し て や つた 青年 時 代 
の 研究 の 一 断面 を 物語 られ た 。 近 時 螺 や 明 を 追放 し ょ う 
と うる 声 が 潤 く 高く な りつ ゝ ある 際 に お いて 若い 学徒 を 
教え た と と は , 一 方 な ら ぬ ぬ も の が あつ た 。 由 来 同 博士 
研究 は 極め て 多 方 面 で あや つて, 今 も な お 第 一 線 に お いて 
青年 に 相 人 缶 し て 活躍 し て お られ る と と は , 心強い 限り で 
ある 。 安藤 博士 の 肺 吸虫 の 第 一 次 中 間 宿 主 の 発見 は 。 実 
に 氏 の 和 郷里 岐阜 県 に お いて の 研究 が その 第 一 歩 で あり , 
名 大 ょ り 京 大 へ と 足跡 を 印 し ,。 し か も 開業 の 多忙 の 間 に 
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頭 の 下る も の が あつ た 。 そ の 間 に 副 研究 と し て エキ ノ ス 
トー マ の 新種 を 多数 発見 せら れ た り も し た 。 熱心 さえ あ 
れ ば , 研究 な ど は ど と で も 出来 る も る の だ と いう と と を 如 
実に 示し て 具 れ た と と は 嬉し い 極み で ある 。 立派 な 研 
究 機関 に あり な が ら 革 な 業績 を あげ えな いも の が , 決し 
て な いで は な いと と を 思う と , 正 に 頂 門 の 一 針 と いえ ば 
いえ な いと と や も かない よ ょ よ う 計 思 われ て な ら な か つた 。 し レ し 
か も る 氏 の 酒 ベ 落 ベ えた る 態度 と 100 タ の ユー モラ ス と は , 
聴く も の を し て , 思わ ず 微 笑 ま ず に は お か な か つた 程 で 
あつ た 。 武藤 博士 は , 凡そ 対象 的 の 態度 を も つて , 肝 吸 
虫 の 第 一 次 中 間 宿 主 が マメ ダニ シ で ある と いう 結論 に 達 
する まで の 数 年 間 の 並 大 低 で な い 研 究 振 り を , じゅ めん じ 
ゆん と し て 説き 来 り 。 説き 去 つ て ゆか れ , 自 か ら も その 
当時 を 追憶 し て , 目頭 を あつ くせ られ た りゃ も せら れ た 。 
一 夏 玩 礁 湖 で の 舟 遊 を 友 と 共に せら れ た と き に 偶然 に も 
マメ ダニ シ を 発見 し , 直ちに 内臓 を 鏡 検 し た の に , 見 
慣れ ぬ ぬ モル カリ ア を 発見 し た の に 端緒 を つか ん で , 研 
究 を は じ め , と れ を 第 二 次 中 間 宿 主 に 包 要 せしめ, それ 
を も つて 実験 的 感染 に 成功 する まで に 非常 な る 苦心 を せ 
られ た と いう と と だ 。 で それ は , 無 感染 の 河 魚 を うる と と 
が 非常 に 難 か し い 要 求 で や つた か ら で あ る 。 終 に 氏 は 金 
魚 , 鯉 等 の 人 工 般 化 に よ つ て , その 目的 を 達する と と が 
出来 た と いう の で ある 。 如何 に も 面白 い 思い 付き で ある 
と 思わ せら れ て な ら な か つた し , と の 種 の 研究 は , 実際 
他 の 面 に も 多分 に 利用 し うる に 相違 ある まい 。 

吉田 博士 は , 健康 の 関係 で 筑 ら 参 会 する と と が 出来 な 
か つた の で , 氏 の 顕 幼虫 の 肺 循環 に 関す る 重要 な 研究 の 
思い 出 を 録音 し て , 寄せ られ た り も し た 。 氏 の 研究 が 緒 
に つか ん と し た 当時 阪 大 の 火災 に よ つ て , 貴重 な る 研究 
所 見 を 鳥 有 に 帰し た り し て 発表 に 徒 ら に 時 を 費 し た と と 
な ど 涙 ぐま し い 程 の 経験 を , 氏 の 肉声 に よ つ て 聴く と と 
が 出来 た の は , な ん と も いえ な い 感 深い も の で あつ た 。 
釣 虫 天 と 共に 幼虫 の 体 循環 の 意義 が 次 第 に 世 人 に 認め ら 
れつ 、 ゝ ある 今日 , 極め て 感銘 すべ きも の が あつ た 。 と の 
外 に 上 商 横川 博士 , 大 平 博士 等 は 都合 が つか な く て 終 に そ 
の 肉声 を 御 聴 きす る と と の 出来 な か つた の は , ま と と に 
残念 至極 で あつ た 。 

以上 は と の 記念 講演 の 邊 長 と し て の , 感想 の 一 端 で あ 
る 。 廊 字 通 り 貴 重なる 研究 の 思い で で あり , 実 と 寄生 虫 


寸 閑 を 求め て の 心血 を 注い で の 研究 振り に は , ま と と に 学 更 と し て , 研究 の 美談 と し て 。 久遠 の 語り 草 と な る と 
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と を 信じ て 疑わ な いも の で ある 。 


私 の 研究 思い 出 の 数 々 
安 藤 克 


1) 緒 言 私 は 只今 宮川 会 長 よ り 身 に 余る 讃 本 を 戴き ま 
し て , 基 だ 恐縮 致し ま し た 。 本 会 の 創立 25 周 年 と 云う 目 出 
度 い 盛大 な る 記念 講演 会 に 於 て , 面 か も 新 か る 多数 同好 
の 皆様 の 前 に , 又 先 輩 , 小林 , 中 川 , 武藤 の 諸 賢 と 共に 
椅子 を 列 べ て 臨席 する の 光栄 を 得 て 思 い 出 の 話 を し 得る 
と と は 無限 の 感謝 感激 の 次 第 で す 。 (2) 次 に 私 が 寄生 
東 研 究 の ヒン ト を 得 た の は 忘れ も せ ぬ 明治 4 年 の 秋 , 
京 大 皮膚 科 に 入局 し て 診療 の 御 指導 を 受け て 居 た 当時 , 
同 医 局 で は 松浦 , 山本 両 先生 其他 , 病理 学 教室 に 於 て は 
藤浪 先生 の 御 一 門 が 同様 に 日 本 住 血 吸 虫 の 研究 に 奉 力 せ 
られ て , 広島 県 下 に 出張 し て 偉大 な る 業績 を 挙げ られ た 
事 を 見 開 し , 以来 風土 病 の 研究 は 甚だ 興味 深く 脳裏 に 植 
付け られ まし た 。 其 後 3 カ年 を 経て 名 古屋 に 帰り 皮膚 科 
を 開業 し , その 寸 躍 を 得 て 母 校医 専 ( 現 名 大 ) 病理 学 孝 
室 に 林 先 生 の 膝下 で 研究 し て 居 た 。 其 後 孝 室 で は 宇佐 
美 氏 が 長良 川 の 鮎 を , 武藤 氏 が 名 古屋 近 在 の 魚類 を 検索 
する に 際 し , 直接 に 観察 する に 至り , 益々 寄生 虫 の 研究 
に 熱中 する に 及び (3) 次 で 肺 吸 虫 の 研究 に 歩 を 進め る に 
到 つ た 。 之 れ が 発端 を 申す と , 元 来 岐 阜 県 の 木曽 川 の 友 
流 で ある 可児 川 , 久々 利 川 の 流域 に は 既に 明治 28 年 頃 の 
文献 が 在 つ て , 私 の 少年 時 代 に 風土 病 と し て , 一 般 に 知 
られ 何人 も 生 水 を 飲む か と 「 ヂ スト マ 」 に 航 る と 申 伝 へ た 
の で し た 。 其 後 し か も 私 の 祖先 の 墓場 の 存在 する 山間 の 
部 落 に 最も 高 率 に 患者 が 淫 浸 し て 居 た 事 を 知り , 之 れ が 
大 正 元 年 以来 本 病 の 研究 を 継続 し た 一 つの 理由 で し た 。 
尚 本 流行 地内 に は 有名 な 文化 財 24 体 を 保有 する 蟹 薬 師 寺 
が 意 存 する 事 は 本 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主 の 沢 熊 が 極め て 多 
数 に 棲息 する 事 よ り 考 慮 し て , 之 れ た 相応 し て 何等 か の 
因果 関係 ある べき か を 思 は し むる の で あつ た 。 之 れ は 後 
ょ り の 思い 出 に 過ぎ ませ ん 。 面 し て (3④) 私 の 寄生 虫 研究 
の 場所 は 名 大 病理 で は 林 先 生 , 京 大 で は 病理 に て 藤浪 , 
清野 , 同 皮膚 科 で は 松浦 , 松本 の 諸 先 生 の 御 指導 を 受 
け , 商 東大 の 五島 , 神戸 の 桂 田 両 先生 に は 多大 の 御 教示 を 
員 い て 居り ま し た 。 今日 此処 で 以上 の 諸 先 生 に 対し て 対 
ん で 感謝 の 至 意 を 表し ます (5) 次 で その 研究 は 大 正 元 年 
乃至 昭和 15 年 迄 継続 致し 内 3 カ年 は 京 大 で 研究 に 専念 し 
まし た が 他 の 27 カ 年 は 開業 の 片手 間 の 仕事 で あつ た 。 今 
(6) 之 れ の 研究 概要 を 述べ る に 肺 吸虫 一 般 殊 に 本 吸虫 の 
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第 二 中 間 宿 主 か 角 で ある 事 を 台湾 に 於 ける 中 川 氏 に 次 い 
で 本 土 で は 私 が 先鞭 を つけ た の で し た 。 其他 。 人 , 犬 , 
猫 , に 自然 寄生 する 以外 に 動物 実験 に よる 本 吸虫 の 発育 
状態 , 寄生 部 位 の 病理 学 的 所 見 , 虫 体 の 移行 径 路 異 所 的 
寄生 発育 , 冷血 動 物 と の 関係 , 小動物 実験 , 生物 学 的 関 
係 , 又は 診断 に は 駐 線 , 補 体 結合 反応 , 或 は 本 最 の 治療 
的 方 面 , 予防 法 , 撲滅 法 等 < 殊 に 第 一 中 間 宿 主 の 河上 由子 
で ある 事 は 実験 的 に 決定 され 先輩 諸家 の 御 認 定 を 得 た の 
で し た 。 其他 無 を 中 間 宿 主 と せ る 一 新 吸 虫 , 「 エ キス ト 
マ 」 吸虫 の 新 四 種 (尾崎 氏 共 著 ) 及 「 リ グラ 」 条 虫 一 般 , 
其他 淫 類 腸 内 寄生 吸虫 等 ご で し た 。 次 に .(@⑥) 研 究 の 成果 と 
レ て 大 正 11 年 1 月 京都 大 学 に 於 て 旧 学 位 命 に 依 つ て 医学 
博士 を 得 , 同年 4 月 に は 船員 病 及 熱 帯 病 奨励 会 ( 現 桂 田 
賞 ) を 授 領 致し , 昭和 25 年 4 月 に は 本 会 の 名 准 会 員 に 
推挙 せら れ ま し た 。 次 で (?) 私 の 考案 と し て 本 邦 寄 生 由 
研究 者 の 類似 苗字 考 と で も 申す か 小 の 字 で は ム へ 小泉 , 小 
林 。 小宮 田 の 字 で は ム 桂 田 , 吉田 , 田部 , 浅田 , 川 の 
字 で は 宮川 , 中 川 , 横川 , 藤 の 字 で は 藤浪, 武藤 , 安 
藤 , 森 の 字 で は 森下 ( 阪 ) 森下 ( 岐 ) (へ は 故人 で す ) 
以上 を 極め て 便利 で 記憶 を 確か な らし な る に は , 小田 川 
の 畔 の 森 に 咲く 藤 の 花 で は 如何 で す 。 (8) 最後 に 結論 と 
し て 申 上 げた き は (1) 肺 吸虫 の 第 一 中 間 宿主 の 決定 が 皆 
様 に 依 て 確定 し て 頂い て 其 石 柱 が 京 大 皮膚 科 境内 の 池 畔 
に 永久 に 建立 せら れ た 事 , (2) 開 業 医 で あつ て も 本 業 の 
片手 間 で 研究 が 年 数 を 経 れ ば 多少 と も 出来 得る 事 。 (⑧) 
戦災 で 凡 て を 失い 研究 力も 同時 に 消失 し た 事 は 一 生 の 不 
覚 で し た 。 面 し 家 居 の 復旧 を 得 て 生 活力 を 失わ な か つた 
事 は 何より も 心 の 慰め で し た 。 (31, 4 , 25 脱 稿 ) 


私 の … ェ 研究 
小林 晴 治 


他 の 名 准 会 員 の 諸氏 か ら は 多分 寄生 虫 に 関す る 御 話 が 
ある と 思 つ た の で , そし て 以前 は 寄生 上 虫 学 会 で も 昆虫 の 
題 が 出 て いた の で , 私 は ハエ の 昔話 を する 。 

明治 41 年 東大 理科 大 学 動物 学 教室 で 飯島 , 渡瀬 両 教授 
御 指導 の 下 に イエ バエ ェ の 研究 を 始め た 。 渡瀬 教授 の 御 紹 
介 で 東京 市 役所 に ゆき , 研 究 の 便宜 を 頼ん で , 当時 の 東京 
市 内 各区 の 鹿 草 処分 場 を 廻 つて 材料 を 集め る と 共に , 座 
弁 所 置 の 実地 を 視察 し た 。 処 分 場 に は 各 家 庭 か ら 大 八 車 
で 集め られ た 鹿 井 が 積ま れ 水 利 の 便 の ある 所 で は 之 を 船 
に 積み 込ん で , 東京 落 の 対岸 上総 , 安房 ) で 肥料 に さ 
れる 。 航行 中 に 塵 井 か ら は い 出 た 昭 は すべ て 舟 底 に 集 
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る 。 麻井 を 陸 に 上 げた 人 後 で , と の 明 (及び 虹 ) は 皆 海中 
に 捨て らち れ て 魚の 餌 に な る の だ 。 と は その 時 船頭 か らき 
いた 話 で あつ た 。 私 は 此 の 難 を 拾い と り , 上 化 , 羽化 さ 
せ て 種類 を 分 け , 各 時 期 の 形態 の 区 別 を する の が 当時 の 
私 の 仕事 で あつ た (室内 飼育 も や つた )。 水利 の 便 の ある 
所 は よい が , 山の手 で は よく 鹿 電 を 土地 の 埋め 立て に 合 
つた 。 之 に よる ハ ェ の 大 発生 は 附近 の 人 家 の 苦情 の 種 
で , 私 も 当時 の 本 郷 の 埋め 立地 に 行 つ て 慕 大 な イエ バエ 
の 発生 と , その 市 内 へ 散 つて 行く 実地 を 見 た も の で あ 
る 。 

明治 43 年 伝染 病 研究 所 に 入 つ て か ら , 又 前 の 続き で ハ 
エ を や つた 。 発 表 の 方 は 明治 42 年 夏 短い 論文 を 動物 学 雑 
誌 に 書き , 其 後 も 少し 宛 発 表し た が , 甚だ 微々 た る も の 
で あつ た 。 大 正 5 年 か ら 終戦 迄 朝鮮 に 居り , 此 地 は 有名 
な ハエ の 多い 所 故 , 機会 ある 毎 に と の 方 面 の 観 察 を 続け 
た 。 此 頃 か ら 内 地 で も 同好 の 方 が 次 第 に 出来 て 来 て , 終 
戦後 は 昆虫 方 面 の 演題 は 別に 独立 し た 衛生 動物 学会 で と 
り 扱 われ る 事 に な つた 。 私 が 始め た 頃 不 十分 で あつ た 種 
の 区 別 も 新進 の 学者 に よ つ て 精 し く 検 討 さ れ た 。 宮 種別 
の 消長 も 各地 で し ら べ られ て いる 。 撲滅 に つい て は 最近 
特に 注目 され , 実行 され て 来 た 。 か く て 明治 の 末年 頃 に 
比 し て 格段 の 資料 が 集 ま つ た 。 本 年 の 衛生 動物 学会 で も 
明 後 9 日 千 後 に は ハエ の シン ポジ ウム が 開か れ , 多数 の 
研究 発表 と 討議 が され る 予定 で ある 。 盛ん に な つた も の 
だ と 感謝 し , 喜ん で 居る 。 

新 く 研究 が 進ん だ 現在 と し て は , 基礎 の 調査 は 大 体 す 
ん で , 今後 は その 応用 と し て , ハ ェ の 予防 撲滅 法 の 実施 
検討 が 主要 な 問題 で ある と 思わ れる 方 も ある か も 知れ ぬ 
が , 私 は そう と 考え られ ぬ , 実に 多数 な 主要 問題 が 尚 解 
明 さ れず し て 残 つ て いる と 思わ れる 。 少く も 私 自身 の ハ 
ェ の 知識 は 実に 質 弱 で ある の を 痛感 する 。 1 , 2 例 を あ 
げ て 見 る と, 

1. 便所 の ハエ . 日 本 式 の 便所 に は 色々 な 種類 の 螺 が 
出来 る 。 一 応 皆 伝染 病 媒 介 の 有害 昌 と し て 駆除 の 対象 と 
な つて いる 。 然し と ょ で 考え る べき は , 動物 選 の 腐敗 す 
る と き , その 成分 の 分 解 順 序 に よ つ て , 発生 する ハ ェ の 
種類 が 異 り , 或 る 時 代 の 難 は 前 の 時 代 の 明 を 食 つ て いる 
と いう 周知 の 事実 ど で あ る 。 と の 際 全 部 の ハエ を 簡単 に 皆 
有 寄 と は いえ ぬ 。 前 の ハエ が 有害 な ら , 後 の ハ エ は 人 生 
に 有益 と も 云え る (と れ は 漂 洲 の 羊 選 で の 実状 で ある ) 
似 た 様 な 現象 は 便所 で も 起 る らし い 。 便所 に 発生 する 或 
る 種 の ハエ が 人 工 の 培地 で 育て 難い 事 は よく 経験 する 事 
で ある 。 之 も 便所 内 螺 相 互 の 関係 を 暗示 し て いる の で は 
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な い だ ろ うか 。 

2 . 便所 の が 人 中 の 寄生 虫 卵 及 微 生物 に 有 双 ば す 作 
用 , 婦 に は その 発育 中 釣 虫 及 顕 虫 卵 を 殺す 作用 が ある の 
を 認め る 。 病原 微生物 に も 影響 か あり そう で ある 。 昭 の 
わく 日 本 式 便 所 が 世界 一 の 不 衛生 な も の と 決定 する に は 
尚 検討 の 余地 が あり は し な いか 。 (但し 之 は 根本 研究 題 
と し て で ある 。 便所 の 盟 を 殺し , 発生 防止 を する 案 に 不 
養成 と いう の で は な い ) 

38. 人 糞 は 各種 ハニ (イエ バエ を 含む ) の 絶好 な 栄養 
源 で ある (人 糞 は 腐敗 と 共に 中 た 酵母 が 繁殖 する らし 
い )。 然 る に イ エバ エ は 日 本 式 便所 と は 普通 発生 し な い 。 
何故 か 。 

以上 便所 の ハエ だ け で も と ん な 問題 が ある (便所 と ハ 
エ の 関係 は まだ まだ 色々 未 解決 な 点 が ある 。 今 は 省略 す 
る ) 。 

現在 や つて いる 所 詩 ハ エ ェ 駆 除 作業 に も 検討 の 余地 が 多 
い が , 要する に 基礎 研究 の 不 十分 な を た めで ある 。 

研究 問題 は いく ら で も ある 。 若 き 研 究 家 各位 の 将来 に 
御 期待 し ます 。 私 も また , 初め て 研究 と いう も の た 手 を 
か けた と の ハエ と , それ に 関係 し た 事柄 の 究明 に , 少 い 
私 の 残 年 を さ > げ る 積 り で す 。 


研究 時 代 の 思い 出 の 一 端 
武藤 昌 知 


横川 氏 吸 虫 と 肝 吸 虫 の 第 一 中 間 宿主 に 関す る 研究 時 代 
の 思い 出 に つい て 少し く 述 べ る 。 

私 が 寄生 虫 学 に 対し て 興味 を 覚え た の は , 母校 愛知 医 
専 の 病理 学 教室 で , 同級 生 の 宇佐 美 鍵 一 君 が 長良 川 の 鮎 
を 中 間 宿 主 と する 横川 氏 吸 虫 に つい て 熱心 に 研究 し て い 
る の を 見 学 し た の が 始め で ある 。 と の 興味 の 下 に 寄生 上 
に 関す る 書籍 や 諸家 の 論文 を 汎 く 読ん で , 当時 の 寄生 上 
学 の 越 勢 の 大 要 を 究 う と 共に , 林 教 授 の 命 で 錠 を 検索 し 
て 欠 も 赤 横 川 氏 吸 虫 の 第 二 中 間 宿主 で ある と と を 確認 し 
た りす る と 共に , 宮入 博士 の 日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 発 
見 に 関す る 論文 を 読む な ど 大 いた 新知 識 を 得 た 様 な 気持 
に な つた の で ある が , その 頃 は 肝 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 に 
つい て の 小林 博士 の 論文 を も 熟読 し て いた が , と れ に は 
実験 的 証明 が な い の で , と れ を 証明 し た な ら ば 面白 いで 
あろ う , そう し て 文 横川 氏 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 を も 決定 

た いも の だ と いう 様 な 夢 を 抱く 様 に な つて いた の で あ 

秋 の 或 日 , 教室 へ の 途 次 , 田園 道 を 通る と 小川 に 魚 と 
共に 河 具 子 の 棲 島 し て いる の が ふと 眼 に 入 つ た の で , と 
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玉 和 31 年 6 月 (1956)〕 


れ を 捕え て 検査 し て みる と , 小 魚 に は メタ セル カリ ア の 
寄生 が あり , 河上 由子 に も 小林 博士 の いわ れ た セル カリ ア 
が 認め られ た の で 大 いと 興味 を 覚え た 。 次 いで とれ ら の 
小 魚 を 子犬 に 手 えて みる と, 横川 氏 吸 虫 の 寄生 の み を 認 
め 肝 吸 虫 は 一 条 も 寄生 し て いな いと と を 確か め た の で あ 
や o 

その 人 後 諸 種 セル カリ ア に 無 感染 な 幼 金魚 , 幼 鯉 を 用 い 
て , 右 の 河 貞 子 は 横川 氏 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 で ある と と 
を 決定 する と と が 出来 た の で ある 。 

次 いで 種々 研究 の 結果 , 河 貝 子 は 肝 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 
Mt の で 1 の Da 

ある 違い な いと いう 信念 を 得る に 至 つた の で ある 。 
あれ 
検索 し て みる と , 横川 氏 吸 虫 の メタ セル カリ ア が 確か に 
寄生 し て いる の を 認め た の で , と の 例 奪 湖 に は 肝 吸 虫 の 
第 一 中 間 宿 主 が 確か に 棲息 し て いる に 違い な い , 「 求 め 
よさ ら ば 与え られ ん , 叩け よさ ら ば 開か れん 」 で ある と 
いう 信念 の 下 に 種々 検索 を 続け て いる うち に , 湖 中 の 河 
由 附 着 し て いる 一 種 の 小さ い 上 員 「 マ メタ = ニシ | を みつ 
け , そ の うち に それ らし い セ ルカ リア の 寄生 を 認め , とれ 
を 無 感染 イシ モロ コ に 感染 せしめ , 一 定 日 後 こ の 魚 を 動 
に 与え て 肝 吸 虫 の 寄生 を 確認 する に 至り , 終 に 多年 需 
め て 得 ら れ な か つた 肝 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 は と の 「 マ メ 
タニ シ |] で ある と と を 確定 する と と が 出来 た の で ある 。 
制限 が ある の で 詳し く は 略し て 述べ な い が 以 上 が 私 の 
横川 氏 骸 虫 と 肝 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 に 関す る 研究 時 代 の 


. 則 い 出 の 一 端 で や る 。 お と が ま し い 言 い 方 で ある か も る 知 


れ な い が , 私 の と れ 等 の 研究 を 成し遂げ 得 た の は , 寄生 
東 学 に 対し て 興味 を 覚え 始め た 頃 , 文献 を よく 読ん だ と 
と , 教室 へ の 道すがら 田 賠 道 の 小 川 に 小 魚 と 河 具 子 が 一 
緒 に 棲息 し て いる に の フト 眼 を つけ こと れ に 注意 し た と 
と , 力 を 尽 し て 直 め た 結果 無 感染 試験 魚 と し て 幼 人 金魚 , 

幼 舞 に 気 の つ いた と と , 双 工 夫 し て 無 感染 イシ モロ コ を 
得る と と が 出来 た と と , 種々 検索 の 結果 生 秦 湖 に は 必ず 

肝 吸 明 の 第 一 中 間 宿 主 が 棲息 し て いる に 違い な いと いう 
信念 を 抱い て 検索 に 努力 し た と と 等 で ある が , 今 思 えば 


何れ も な つか し い 極 み で , 尽く る と と ろ を 知ら な い 思い 
出 で あ る 。 と れ 等 の 事柄 が 少し で も 若い 学徒 の 何 か の 参 
考 に も な れ ば , 私 は と の 上 な く 嬉 し く 思 う も の で ある 。 
終り に と の 光栄 ある 壇上 か ら 今 は 亡き 恩師 諸 先生 の 霊 
に し 感謝 の 誠 を 捧げ て 御 冥 福 を 祈り , 尚 と の 機会 を 与 
えて 下さ つた 宮川 会 長 始 め 先輩 各位 に 対し て 裏 心 敬意 を 
( 自 抄 ) 
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中 川 幸 庵 
私 は 数 え 年 八 十 三 歳 , 恐らく 会 員 中 最 年 長者 で ある と 
思い ます 。 本 学会 第 二 十 五 周年 を 御 祝 申 上 げ , 記念 講演 
を 致す と と は 誠に 光栄 と 存じ ます 。 大正 十 四 年 七 月 台湾 
を 引上げ て か ら は 研究 に 遠 ざ か つ て お り ま し た の で , と 

ゝ に 申 上 げ る と と も ゃ る 四 十 年 前 在 台 当時 の も の , 即ち 。 
肺 吸 虫 研究 の 思い 出 に 就 て 陸 か 述べ た いと 思い ます 。 勿 
論 学 問 上 の と と は 既に 其 都度 報告 済 に つき , と ゝ で は 専 
ら 研究 の 動機 其他 に 止め ます 。 小 も ゃ 此 事 に 関し て は , 昭 
和 二 十 五 年 五 月 予 防 医学 第 一 巻 第 二 号 に 大 要 掲 載 し て あ 
る か ら 更 た 二 , 三 追加 する 。 

肺 吸虫 の 研究 は 其 当 時 我国 医学 界 研究 の 焦点 の 一 で あ 
つて 。 其 研 究 熱 の 姓 盛 な る と と 驚く ば か り で し た 。 就 
中 。 九 大 の 宮入 先生 , 岡山 の 田村 教授 , 新潟 の 川村 教授 
愛知 の 林 教 授 , 神戸 熱帯 病 研究 所 長 桂 田 博士 , 朝鮮 京城 
大 学 の 小林 教授 , 台湾 医学 校 の 久保 , 横川 両 教授 ( 共 と 
桂 田 博士 の 高弟 ) 殊 に 横川 教授 は 肺 吸 虫 の 目的 を 抱い て 

台 , 専心 同 虫 の 研究 に 没頭 せら れ , 横川 吸虫 の 発見 は 
有名 で ある 。 其 後 吉田 (大 阪 ) , 安藤 (名 古屋 ) 小林 て 
新潟 ) 森安 (朝鮮 ) 信 ( 朝 鮮 ) 末 盛 (台湾 ) の 諸氏 が 此 
研究 に 参加 せら れ た 。 

私 は 明治 三 十 七 年 八 月 渡 台 , 台南 医院 に 勤務 , 同 四 十 
二 年 五 月 台 南 医院 長 代理 , 同 四 十 三 年 一 月 花 連 医院 長 , 
大 正 元 年 十 月 新竹 医院 長 に 転任 , 妨 と 始め て 肺 吸虫 研究 
の 好機 会 に 恵まれ 研究 の 仲間 入り を し た の で ある 。 然し 
生 ら , 浅学 非 才 , 明治 二 十 七 年 十 一 月 第 四 高 等 学校 医学 
部 を 座 業 , 金沢 病院 に 一 年 余 , 東京 永楽 病院 (内 務 省 
立 ) に 満 六 ヵ年 間 勤 務 , 内 科 病 に は 一 通り 経験 を 積む な こと 
を 得 まし た 。 当 時 母校 に は 病理 の 大 家 居 られ ず , 元 よ り 
細菌 学 や 寄生 虫 専 門 の 分 科 も な く , 又 私 は 大 学 と の 関係 
が な か つた 。 従 つて , 指導 を 仰ぐ 先生 が な い 。 地 方 病院 
な の で 診療 に 忙し く , 研究 の 暇 も あな けれ ば , 設備 は 元 よ 
り , 研究 に 要する 経費 の 出所 も な く , 此 研 究 は 非常 に 困 
難 を 極め た も の で あつ た 。 
寄生 虫 方 面 の 研究 は 全く 素人 な の で , 研究 の 方 針 も 立 
た ず , 只 , 先輩 の 跡 か ら 懸命 に 中 間 宿 主 の 探求 に 専念 し 
た 。 然し, 如何 に あせ つて も 容易 に 成績 拳 か ら ず , 依 
て , あら ゆる 条件 が 簡単 で あり , 蕎 人 に も 本 病 者 の 存在 
する と と 知ら れ て いた の で , 山地 に 入り 研究 せん と 軸 立 
つた 。 人 台湾 の 山 は 名 く 著 界 で ある 。 当 時 要 所 要 所 に 警察 隊 
駐屯 し 鉄条 網 を 張り 廻ら し 電流 を 通ずる な ど , 隔離 居 断 
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され た 別天地 で ある 。 其 所 へ 入り 込む と と は 全く 命 掛 で 
ある 。 元 より 一 命 を 賭し て の 覚悟 で ある 。 幸 い , 大 正三 年 
生 著 大 討伐 の 結果 善 界 入り の 危険 緩解 し た る 好機 に 乗じ 
入 著 を 決行 し た 。 前任 地 花 連 港 は 基 地 か ら 包 囲 さ れ た 台 
薄 東 海岸 の 小 港 で , 先 年 , 七 脚 川 著 反 抗 掃討 の 地 に 内 地 
移民 を 招致 する た め 医 院 を 新設 せら れ 初 代 医院 長 と し て 
約 三 カ年 間 勤 務 し た る 関係 上 , 善 界 の 事情 も わか り , 著 
人 の 気質 を も 知る と と が 出来 ,。 こ とれ が 新竹 の 著 界 入り に 
勇気 と 決心 を 与え 大 に 役立つ た 。 同じ 著 界 で も 平地 に 接 
近 せ る 住 善 は 王 化 に 浴 し 従順 な る 著 人 も あり , 私 が 研究 
の 本 拠 地 一 カラ ペイ 著 地 は 平穏 な 所 で 仕合 せ で あつ た 。 
著 界 に 於 ける 苦心 協 力 の 甲斐 あつ て , 研究 を 始め て 僅 


か 二 年 三 カ月 の 短 月 日 で 肺 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主 を 発見 確 
定 し た 。 蟹 を 見 付 て か ら こ と れ を 確認 する 迄 に は 壮 多 の 辻 


曲 , 波 潮 が あつ た と と は 云う まで も な い 。 と れ 偏 と, 天 
の 財 , 地 の 理 , 人 の 和 , 上 叱 三 者 に 恵まれ た 為 , さしも の 
難問 題 を 解決 すろ る こと と が で きた の で 誠に 幸運 で あつ た 。 

(予防 医学 参照 ) 

な お 追加 事項 が ある 。 

a. 肺 吸虫 の 研究 殆 ん ど 完 成 し 概 報 を 発表 せん と し た 矢 
先 , 九 大 宮入 先生 の 『「 肺 チ ディ トマ 」 の 中 間 宿 主 』 な る 演 
題 が 医 海 時 報 (第 1070 号 ( ? ) し か と 記憶 せ ず ) 上 に 載 
せ て ある を 見 て 驚き 大 「 シ ョ ッ ク ]」 を 蒙 むつ た 。 宮入 先 
生 は 御 承 知 の 様 に 日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 宮入 貝 ) を 
発見 せら れ た 大 家 , 私 の 如き 到底 大 刀 打 ち で きる 柄 で な 
い , 私 の 苦労 も 徒労 に 終 つ た か と 一 時 は 落 騰 し た が , 各 
に 角 , 早速 台北 に 赴き , 台 六 総 府 研究 所 長 高 木 先生 と 
御 相談 の すえ , 研究 背 末 を 宮入 先生 に 御 報告 申 上 げ , 御 
示 教 を 受け る 方 然 る べ し と 決ま り , 直 に 御 願 致し まし た 
処 , 大 正四 年 一 月 二 日 付 左 の 御 返 書 を 頂き まし た 。 

芳 墨 拝見 

小生 の 供覧 は 尚 末 行 に 候 て れ は 題 を 出し て 後 自 ら 欠 け 
た る 所 ある に 心 づ きた る が た め に 候 然 る に それ が 出題 の 
ま ゝ 伝わり 候 こ と と 遺 憎 千 万 に 候 御 報告 を よみ て いよ いよ 
我 が 居 る 所 の まだ まだ 目的 地 に 遠き を 知り 候 従 て 貴 下 の 
御成 功 を 祝 し て 我 が 行く 方 に 光明 を 得 た る を よろ と び 候 

右 御 返 事 ま で 草々 頓 首 

大 正四 年 正月 二 日 

中 川 幸 誠 様 

私 の 研究 が 水泡 に 帰 さ な か つた と vba 
スト マ 中 間 宿 主 発見 概 報 (東京 医事 新 誌 1910 号 台湾 医学 
会 雑誌 148 号 ) を 発表 し た 。 


宮入 慶 之 助 


b. 大 正四 年 一 月 初旬 肺 吸虫 の 中 間 宿 主 が 角 で ある と 


- と な つた 為 め , 各地 に 於 て 研究 勃興 し , 作 ち , 
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と , 九 大 宮入 先生 か ら 愛 知 医 専 の 林 教 授 に 報 ぜ られ , 局 
教室 の 安藤 之 氏 は 一 月 早々 数 回 に 古 り 流 行 地 か ら 数 尺 の 
積雪 を 除い て 採集 し た 多数 の 蟹 を 取寄せ 検査 され た が 目 
的 を 達せ られ ず , 三 月 一 日 同氏 自ら 郷里 に 帰り 患 家 に 近 
い 小 川 の 柚 に 始め て 多数 の 包 斉 幼 虫 を 見 出 , 着 々 研究 
を 進め られ , 同年 四 月 東京 に 於 ける 日 本 病理 学会 に 同氏 
の 出題 が あつ た 。 (中 外 医 事 新報 第 八 四 五 号 参照 ) これ 
に は 邊 か 狼 狼 し た 。 僅 か の 日 数 でかく も 迅速 に 研究 を 送 
げ ら れ た と と 敬服 の 至り 驚く の 外 な い 。 其 館 私 も 上 京 , 
北里 研究 所 に 於 て 研究 を 継続 中 , 今 会 頭 に 御 願 し て 及 チ 
スト マ 中 間 宿 主 並 に 包 裏 幼虫 供覧 の 機会 を 与え られ た と 
と を 心から 感謝 致し まし た 。 

c. 同年 四 月 北里 研究 所 に 於 て , 浅川 賞 を 授け られ , 
大 に 面目 を 施し た 。 

d. 翌年 の 台湾 医学 会 総会 に が て , 北里 研究 所 長 北里 。 
先生 の 特別 講演 あり , 特に 私 の 肺 チ スト マ 中 間 宿 主 発見 
を 賞 揚 せ られ , その 御 言葉 の な か に 「 広 瀬 中 佐 が 軍神 で 
ある な ら ば 中 川 氏 は 将 に 学 神 で ある 云々 」 と 激賞 を 賜っ 
た と と は 身 に あま る 光栄 で , 恐 則 , 感激 , 終生 忘 る > と 
と の 出来 な い , 何者 に も 代 い 難い 喜び で あつ た 。 

央 が 肺 吸 虫 の 第 二 中 間 宿 主 ざ で ある と と の 発見 は , 多年 
求め て 能 は ざり し 問題 だ け に , 我国 医学 界 に 及ぼ ば し た 友 
響 は 甚大 で あつ た 。 中 間 宿 主 が 判明 し , 動物 試験 が 容易 
同 虫 の 発 
育 史 , 体内 移行 路 , 病理 学 的 変化 , 予防 法 , 並 に 治療 法 
等 幾多 の 懸案 も 急速 解決 を 見 た る こと と は 誠に 鹿賀 に 堪え 
な い 。 こ とれ で 肺 吸虫 問題 も 終 符 を 打つ た も の と 皿 われ た 
が 中 々 そう 簡単 に 片 付 か な い 。 昭和 十 四 年 来 九 大 宮崎 教 
授 の 御 研究 に 依り 肺 吸虫 に も 大 平 , 小型 大 平等 数 種類 あ 』 
る と と を 看破 せら れ , 肺 吸虫 問題 も 双 複 雑 と な り 益 々 研 
究 を 要する と と ゝ な つた 。 

六 に 肺 吸虫 中 間 宿 主 発見 の 当時 を 回 顧 し 感 収 無量 で あ 
トコ 


に 


御 静 聴 を 感謝 致し ます 。 


思 ん e 出 
大 下 得 三 


寄生 虫 に 関す る 私 の 思い 出 と 言え ば , 宮入 先生 に 関す 
る と と ば か り と 言 つ て よい 。 

宮入 先生 は 眼科 医 と し て の 開業 や , 台湾 総督 の 後藤 
新平 さん の も と で , 衛生 行政 官 と し て の 数 年 間 の 後 , 当 


時 開設 に 定 ま つた 福岡 の 医科 大 学 の 衛生 学 教授 と し て 前 
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昭 和 31 年 6 月 (1956)〕 


逸 に 留学 せら れ た 。 独逸 で は レフ レル 先生 の も と で 一 般 
細菌 学 の 仕事 を な さ つ た 。 と と で は 日 曜日 な ば に レフ レ 


ル 先 生 と 共に 散歩 を され た り も し な さ つ た そう だ が , 散 . 


歩 に 出 た か と 思う と , 途中 で 単 の 死 ん だ の を 見 つけ ,。 そ 
れ を さげ させ られ て 教室 に 帰 つ て 来る と 言う よう な 事 も 
あつ た と 言う 。 

独 賜 留 学 も 僅か で 帰り , 福岡 で 直ちに 寄生 原虫 の 研究 
を 始め られ た 。 眼 に ふれ る 鳥獣 は 何一つ 残さ きず , 消化 管 
か ら 血 液 や 筋肉 に 至る 迄 , 丹念 に 調査 され , それ 等 を 全 
部 序列 正しく まとめ あげ , それ に 先 哲 の 業績 か ら , 模 衝 
的 な も の 一 式 一 式 つ さり 合わ せ た 。 と れ が あの 「 寄 生 由 
研究 の 」 で あつ た 。 

私 が 紐 育 の ロッ ク フ ェ ラー 研究 所 に 居 た 時 此 本 を 机 の 
上 に の せ て 置 つ た の を , 野口 先生 が 見 つけ て が かせ と 言 
う 。 暫 くし て か へ し に 来 ら ちら れ た が , 中 々 か へ す と 言 は な 
ぃ 。 善い 本 だ ね 君 , 善い 本 だ ね 君 と 言う きり で , あと は 
林 を パラ パラ や る 。 研究 所 で は 禁断 の 日 本 語 で それ を や 
そん な に 気に入ら れ た ら , 差し 上 げ ま し ょ 2 う , . 私 は 
ば いく ら で も ゃ も 買え る の で すか ら と 言う と , と て も 喜 


@ ぐ * 
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こま っ 


ん で 持つ て 行か れ た 。 こ と れ は 寄生 原虫 と いう も の を 正確 
と 学ぶ 最も よい 本 だ と 私 は 思う 。 此 本 と , 稲田 先生 か ら 
送 つ て 下さ つた , ワイ ル 氏 病 の スピ ロ ヘ ー タ と が 。 野口 
先生 の 原虫 知識 を 少な か ら ず 刺激 し た に 相違 な いと 私 は 
思 つ て いる 。 

其 頃 高山 正雄 先生 の 法医学 の 教室 は , 衛生 学 教室 と は 
隣り 合わ せ だ つた が , 此 高 山 先生 は 日 曜 毎 に 手拭 を か ぶ 
っ て 川 に 出かけ て 魚 と り を され て いた が , 其 所 得 は 全部 
宮入 先生 の と と ろ に 持つ て 来 ら れ て 調査 に 供 さ れ た 。 宮 
入 先 生 自 身 も 当 や 伺か を 持つ て 来 ら れ た し , 私 も 多少 は 
持つ て 来 た と 思う 。 

私 は 教室 入 りす る と すぐ に は , 窒 扶 私 菌 を 材料 に し 
て , 一 時 細菌 学 の 事 を や ら さ れ た が , 其 後 は 原 上 の と と 
を や ら さ れ た 。 ト トリコモナス, ラム ブリ ア , ザル コチ ニ 
スチ ス , トリ ペ ノ ゾー マ 。 口腔 アメ ー バ 。 赤痢 アメ ー バ 
等 々 。 何で る 原 上 束 を 追 か け ま わす 仕事 を や ら さ れ た 。 ア 
メリ カ で も , ロッ ク フ ェ ラー に 入る 前 に は , コロ ム ビ ア 
大 学 の 動物 学 教室 に 誤 入 つて , 単細胞 動物 と し て の 原 皮 
を 勉強 し た 。 
原虫 の 次 は 多 細胞 寄生 昌 で ある 。 先生 は 日 本 住 血 吸 虫 
に 中 間 宿 主 あ る べき を 確認 せ られ て , キチ ン と 計画 を 建 
て て 其 通 り に 始め られ た 。 先 づ 鳥 栖 , 久留 米 地方 の 田 瑞 
を ある きま わり , 獣 類 の 糞便 を 拾い あつ め , 最 も 多く 寄生 
明 を 有する 動物 を つき と め よ うと され た 。 こ とれ に は 私 も 
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度々 お供 を し た 。 シ ヤー レ を 二 十 個 位 と 。 長 大 な ピン セ 
ッ ト を 持つ て 出かけ る 。 拾 つ た も の に は 一 る 場所 と 時 日 
を か いた 紙 を シヤ ー レ に は りつ ける 。 此 仕 事 は 私 の あと 
に は , 鈴木 稔 君 の 受け 持ち , 鈴木 君 の 精細 な 手 が 先生 を 
お 助け し て あの 大 発見 と な つた の で ある 。 

私 の 仕事 は 先生 か ら 命ぜ られ た スト ロン ギ ロ イ デス を 
始め た が , 其 後 し ば らく 線 虫 天 え いち ぢ くり まわ し た 。 と 
れ ら に 関す る 仕事 を 雑誌 に 書い た りす る と, 先生 は いつ 
の 間 に か , 私 共 の 研究 室 に 中 入 つ て 来 ら ちら れ て , ボー ルド 
に それ に 対す る 批評 や 激励 を 書い て 置い て 下さ る の で あ 
つた 。 と れ に は いつ ゃ 感激 させ られ た も の で あつ た 。 

私 の 思い 出 は も うつ ま ら な い の で , 最後 に 先生 の 学 勲 
碑 の と と を か きた い 。 そし て 写真 を 一 葉 の せ て 頂き た 
い 。 多 分 未だ どの 雑誌 に も ちの せら れ た 事 は な いと 思う 。 
と れ は 鳥栖 保健 所 長 が 日 本 住 血 吸 虫 に 関す る 昔 か ら の 論 
女 を 集録 し た も の に の せら れ た も の で ある 。 石碑 の 裏面 
に は 私 が 門弟 代表 と し て 先生 の 仕事 の 億 大 さ を 書 いた も 
の が 。 ほ り 込 まれ て いる 。 











二 た の 。 遂 者 
横川 と よ 子 

台湾 生活 三 十 五 , 六 年 間 大 過 も な く 終 戦後 二 十 二 年 五 
月 六 日 東京 現在 の 所 に 引上げ て まい り ま し た 。 当時 は 
すべ て が 不安 に て 日 常 の 生活 も お われ る 有 様 で し た 。 
主人 は 足 の 不 自由 歩行 困難 の 為 外出 も 不可 能 に て 毎日 の 
た の し み は 毎 日 の 机 の 前 に て 読み 書き いた し ます 事 が 此 
上 も な く 大 き な 喜 び で し た 。 所 が 何 分 に も 引上げ 者 の 事 
と て 本 も な けれ ば 女 献 も な くそ れ に は 主人 も ほとほと よ 
わ つ て 居 ま し た 。 そ うし た 中 に 同学 の 皆様 や 米 軍 406 医 
学研 究 所 の 方 の 御 深 切な 御 芳 志 に ょ り ま し て 御 本 や 娘 
献 な ど お 借 出来 る 様 に な り ま し て 私 が 主人 の 足 と な り ま 
し て 用 を し て 参り まし た 。 お 共和 様 に て それ か ら は 主人 も 
大 変 な 喜び 方 に て 毎朝 早く より 夜 ま で 机 を は な れ ま せ ず 
嬉し い 毎 日 で 御座 居 ま し た 。 そ ば で 見 る 私 も どん な た 感 
謝 し た 事 で し ょ う 。 主 人 も 体 の 健康 の 為 に と 一 日 一 回 は 
近く の 郊外 に 散歩 する 事 も 一 つの た の し み で 御座 居 ま し 
た 。 

だ ん だ ん 世の中 の すべ て が よく な り 月 刊 医学 雑誌 な ど 
や 発行 され , 主人 の 読書 奴 は 本 の 校正 な ども 還 か な が ら 
する 様 に な り ま し た 。 な お 双 東 京 に いま す 関 係 上 何事 も 
早く 見 出す 事 が 出来 諸 学 会 や 寄生 自学 会 な ども だ ん だ ん 
御成 に な り 雑 誌 に て 見 る 事 も 開き 出す と と も 多く な り 常 
に 感謝 の 中 に 過 し て まい り ま し た 。 所 が 本 年 一 月 末 頃 か 
ら 病 気 の 為 , 少 し づ ゝ 足 の 痛み が 増し , 苦し な 様 に な り 毎 
日 起き ほてい ます 事 に 堪 え られ な く な り ま し て と うと 2 う 三 
月 半 頃 より 陰 味 の 身 と な り ま し た 。 毎日 の 痛み も ひど く 
食欲 も あり ませ ん で し た が , お 薩 様 に て 五 月 に 入り 開 分 
痛み も うす ら ぎ 食欲 も 出 て まい り ま し た 。 愚息 宗雄 が 時 
折 寄 生 虫 学 に 関す る 研究 や 色々 の 話 を 開か せ て くれ ます 
の で それ も 大 き な 喜 びに し て いつ も 待つ て いる 有 様 で ど ご 
ざい ます 。 

此 の 度 は 日 本 寄生 虫 学会 の 二 十 五 周年 記念 講演 の 御 招 
待 を 頂き 何と し て で も 出席 し て , 皆様 に 久し振り に 御 会 
いし 度 い と 楽し み に し て 居り まし た の に , それ も な ら ず 
残念 が つて 居る 次 第 で す 。 私 と 致し まし て も , と の 最後 
の 機会 に 何と か し て 出席 させ た いと 考え て 居り まし た の 
に , と れ ぎ か り 心 残り で ご ざい まず す 。 

皆様 の 御坊 情 を 感謝 し , 益 ベ 寄生 虫 学会 の 御 発展 を 心 
か ら 御 祈り 申し 上 げ , 主人 に 代り 近況 述べ させ て 頂き ま 
し た 。 








寄生 昌 学 研究 の 流 に 就 いて 
吉田 真 雄 


今回 我 が 日 本 寄生 貝 学会 第 25 回 総合 が 。 か くも 盛大 に 
開か れ ま す と と は , お 互 と 誠に 御 同 度 に 堪え な い 処 で あ 
り ま す 。 丈 に 本 会 創立 以来 , 中 心 と し て 御 活躍 下さ いき 
レ た 宮川 博士 を 会 長 と し , 同氏 が 30 有 余年 の 久 し き 人 曲 
り 輝 か し い 御 仕事 を な され た 拠 城 の 叱 の 伝 研 を 会 場 と せ 
られ た と と は くし き 因 緑 と し て 目 出 た い 極 で あり ます 。 

さて , 本 会 が 会 長 初め 各 当 事 者 の 御 考 に より 色々 の 行 
事 が 行わ れ ま す 内 に 特に 記念 講演 の 部 を 設け られ た と と 
は , 本 総会 の 性 質 上 に 有意 義 の こと ゝ 存じ ます 。 で それ に 
つけ て も 本 会 の 創立 前 後 か ら 一 方 な ら ぬ 御 協 力 を 賜り , 
初期 敷 代 に 理 り 会 長 の 重任 を 負い 本 会 の 発展 に 貢献 せら 
れ た 五島 先生 を 初め , 藤浪 , 桂 田 , 宮島 , 林 , 小泉 博士 
の 各 先 輩 が 幽 明 境 を 異 に し 六 に 上 叱 の 盛況 を 共に 楽し な と 
と の 出来 な い の は 最も 遭 憎 の と と で 皆様 と 共に 哀悼 の 意 
を 表し 各位 の 御 冥福 を 祈り た いと 思い ます 。 

本 日 此 の 講演 会 に 於 て 御 話 こ な り ます お 方 は 御 承 知 の 
通り , 私 を 除い て は 何れ も 我が国 寄生 虫 学研 究 の 一 黄金 
時 代 と も 云う べき 明治 の 末 葉 か ら 大 正 を 経 , 昭和 の 初め 
に か け 輝 か し い 活 動 を 展開 せ られ た 所 調べ テラ ン で あり 
ます か ら , その 追憶 談 は 必ず や 花々 し いも の が 沢山 ある 
と と ゝ 存じ 喜び に 堪え な い 次 第 で あり ます 。 

処 が その 一 員 に 御 指 命 下さ いま し た 私 は 特に 之 と 云う 
程 の 話題 の 持 主 でも な く 且 つつ 病床 に ある 身 の 一 応 御 稀 退 
すべ きか と 思い まし た が , 折角 の 御 計画 と 思い 御 受け 致 
し まし た 次 第 , こと れ と 云う 御 話 も 出来 ませ ん が , 私 は 数 
年 前 か ら 柄 に も な い 事 で あり ます が 研究 生活 五 十 年 の 体 
験 か ら 見 た 日 本 寄生 虫 学 の 発達 史 と も 云う べき も の を き 企 
て , 既に 多く の 方 々 か ら 貴 重 な 資 料 を 沢山 御 寄贈 し て 頂 
いて 居り まし た が 不幸 不眠 の 病魔 に 犯さ れ 只今 中 絶 の 美 
と な り 誠 に 申 訳 な い 次 第 で ご ど ざいますが , 病床 中 に あり 
な が ら 最 早 大 体 の 腹 案 も 出来 , 一 日 も 早く この 目的 を 達 
成 し た い の が 唯一 つの 念願 で 健康 の 避 復 に 努力 静養 し て 
いる の で あり ます 。 

私 の 言う の は 皆様 の 百 も 御 承 知 の 事 で 何等 耳 新 し いと 
と は あり ませ ん が , 「 寄 生 虫 研究 の 流 」 と 云う と と に つ 
き 私 の 所 感 の 一 端 を 述べ て 責 を ぎ た いと 思う の 刀 過ぎ 
ませ ん 。 ど うか その 御 つ も り で お 聞き 願い た いと 存じ ま 
す 。 

他 の 科学 研究 の 流 に 見 る 如く 寄生 虫 研究 に 於 て も 第 一 
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に 現われ る の は 形態 , 分 類 の 流 で あり ます 。 そ れ が 策 々 
進み ます と 発生 , 感染 の 研究 が 起り ます 。 之 と 共に 一 方 
で 寄生 虫 その 物 の 研究 の 外 に 寄生 由 の 生理 に より 宿主 に 
及ぼ すず 影響 肥 ち 寄生 虫 病 の 研究 の 流 が 起り ます 。 本邦 に 
於 て も 初 の 間 は 人 体 寄生 虫 学 の 研究 著書 が 多 か つ た が 宮 
川 博士 に より 臨床 寄生 虫 病 学 が 現われ 或 は 内 科 全 書 の 一 
部 と し て 氏 の 寄生 貝 病 編 が 現われ た 如き その 一 例 で あり 
ます 。 

本 邦 に 於 ける 普通 の お 医者 様 は 寄生 虫 研究 者 で な い 限 
り , 多く は その 知識 を 宮川 博士 の 著書 か ら 得 られ て いる 
と 思う 。 次 に 別 の 見 方 か ら 考え る と 外国 で も 日 本 で も 第 
ー に 現われ た の は 央 虫 研究 の 流れ で , 十 九 世紀 の 末 葉 に 
至り マラ リア 病原 虫 の 発見 , トリ パ ノ ゾ ー マ , バ ベ シ ア , 
カラ アザ ー ル , 赤痢 アメ ー バ 等 病原 々 虫 に より 起 る 人 畜 
の 疾患 が 重要 視 せ ら る る に 至り , 六 に 病原 々 了 虫 研究 の 流 
が 起 つた 。 本 邦 で は 幸 に 此 等 の 病害 が 多く な い が 満 洲 台 
湾 等 に 於 ける 研究 が 行わ れ た その 先達 開拓 者 と し て は 宮 
島 博 士 , 宮入 博士 , 小泉 博士 等 を 掲げ ねば な ら ぬ 。 和 来 
此 等 諸 教授 の 後輩 に より 其 後 の 発達 が 続け られ て いる 。 

更 ら に 此 等 原虫 症 の 伝播 を な す 敷 , 賜 , ダニ の 研究 , 所 
調 医 用 昆虫 学 の 流 が 起 つた 。 本 邦 に 於 て と の 流れ を 起 し 
た も の に 宮島 博士 , 小泉 博士 小林 博士 , 山田 博士 の 諸 
氏 が ある 。 面 し て 20 世 紀 以 後 完全 な 寄生 息 学 と 云 へ ば 必 
ず と の 農 貝 学 , 病原 々 虫 学 及び 医用 昆虫 学 の 三 つ の 流 を 
含む な と と に な つて いる 。 

新 の 如く 寄生 虫 研究 の 流 が 多種 多様 に な り 本 研究 の 発 
展 を 来 す の で ある が 本 邦 寄生 虫 学 の 発達 に 最も 輝 か し い 
足跡 を 残し た 寄生 虫 の 発育 感染 研究 の 流 に つき 一 考 し て 
見 ま しょ う 。 単 宿主 の 吸虫 や 条 虫 の 発育 感染 は 古く か ら 
知ら れ て いた が , 複 宿主 の それ に つい て は 久しく 不明 で 
あつ た 。 本 研究 の 新しい 流 を 起 し た の は 小林 博士 の 淡水 
魚体 内 の メタ セル カリ ア の 試食 試験 に より 肝臓 チ ス トマ 
の 母 虫 が 発見 され た と と で ある 。 之 は 僅 大 な 発見 で が 
導火線 と な り 幾 多 の 吸虫 の 発育 史 や 新 吸 虫 の 発見 が 行わ 
れ た と と は 皆様 の 御 承 知 の 通り で , 横川 博士 に よる メタ 
ゴ ニ ム ス の 新 発 見 を 初め 浅田 , 恩 池 , 西尾 博士 に より へ 
テロ フイ エス 族 及 近似 の 新 吸虫 発見 , 安藤 , 尾崎 博士 , 
田部 博士 , 小泉 博士 , 横川 博士 門下 の 新 吸 虫 の 発見 の 如 
き そ の 一 例 で ある 。 

更 ら に 特筆 すべ き は 中 川 博士 に よる 肺 チ スト マ 肥 大 吸 
昌 の 生活 史 , 浅田 博士 一 派 の 異形 吸虫 属 の 発育 開明 , 山 
田 博士 の リグ ラ 状 条 虫 の 母 虫 発見 , 奥村 博士 に よる 同 虫 
生活 史 の 研究 等 枚挙 する に 違 な き 程 で ある 。 と の 流 の 研 
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究 は 今日 尚 増大 拡張 せら れ 宮 崎 博士 の 肺 吸虫 其他 の 研究 
の 如き 見 る べき も の が 甚だ 多い 。 

次 に 皮膚 感染 研究 の 流 , 従来 径 口 感染 と の みみ 考え られ 
て いた 十二指腸 虫 の 度 膚 感染 径 略 か が ビー ス に よ ょ り 発 見 さ 
れ た こと と は 寄生 虫 の 感染 研究 に 一 新 路 を 開い た も の で こ 
れ に 導 か れ 内 外 学 者 の 此 種 研究 が 勃興 し た の で ある 。 そ 
の 内 , 特に 述べ た いと と は 従来 全く 径 口 感染 の み 知ら れ 
て いた 吸虫 が 皮膚 感染 を 行う こと が 我 が 宮入 , 鈴木 両 博 
士 に より 日 本 住 血 吸 虫 に 於 て 発見 せら れ た と と で ある 。 
本 研究 に 導 か れ 半 世紀 以上 も 不明 で あつ た 住 血 吸 此 の 生 
活 喝 や マン ソン 住 血 吸虫 の 発育 史 が 明らか に され た と と 
を 思う と き , 本 邦 の この 研究 が 如何 に 重要 で あつ た か が 
知ら れる 。 又 此 の 研究 に 伴い 盛 に な つた の は 住 血 吸 虫 セ 
ルカ リア に よる 放 虐 炎 の 研究 で ある が , 之 に 就 いて も 最 
近 本 邦 に て は 田部 博士 の 湖畔 病 の 研究 の 如き 重要 な 発見 
が な され た 。 

次 に 仔 幼 虫 の 宿主 体内 移行 研究 の 流 , ロー ス が 十 二 指 
腸 虫 の 皮膚 感染 に 伴い 仔 虫 の 肺 径 由 の 重要 性 を 説い て 以 
来 , 内 外 の 学者 の 研究 が 之 に 傾注 せ られ , 本 邦 に 於 て も 宮 
川 博士 , 横川 博士 の 両 門下 生 に より 長年 月 に 理 り 詳細 な 
研究 に よる 論戦 が 続け られ た 。 日 本 住 箇 吸 セ ルカ リア 
の 浸入 に より 皮膚 か ら 常住 地 の 肝 門 脈 系 に 至る 詳細 の 研 
究 も 多く の 学者 就 中 宮川 博士 に より 討 究 せ られ た 。 消化 
管内 で 脱 朗 し た 肺 吸 虫 の 仔 虫 が 腸 壁 を 破り 組織 を 突破 し 
て 母 虫 の 常住 地 た る 肺 臓 其他 に 移行 する 横川 博士 の 研究 
は 最も 注目 に 値 し た も の で ある 。 新 の 如く 仔 虫 の 侵入 門 
と 母 虫 の 常住 地 を 異 に する も の が 宿主 の 体内 を 移行 する 
の は 必然 の 結果 と 思わ れる が , 此 等 の 研究 に 導 か れ た 一 
つの 不思議 な 現象 は 仔 虫 の 侵入 地 と 母 虫 の 常住 地 が 同一 
所 で ある と いふ と と で ある 。 顕 虫 が 腸 内 で 脱 殻 し て 態々 
肺 循 舞 を な し 又 再 ぴ び 腸 に 理 り 母 虫 と な る と と が 私 共に ょ 
り 発 見 せら れ た の も や 放 面 白い 事 で ある 。 事 は 余談 に 理 る 
が 銅 幼虫 の 肺 径 由 に つき スチ ュ ワ ー ト 氏 は 専ら 血行 に ょ 
る と し た 。 私 も 之 を 実験 し た 外 , 他 の 実験 に 基き 名 幼 虫 
は 組織 を も 突破 する 力 が ある と 説い た の が 何時 の 間 に か 
誰 に よ つ て か , ス 氏 の 血行 説 。 吉田 の 組織 突破 説 両 々 相 
対す る が 如く 思い な す 人 が ある と と は 私 に と つて は 誠に 
遺 憎 な と と ゝ 思 つ て いる 。 最近 顕 幼 昌 の 宿主 体内 移行 に 
就 い て は 外人 間 に も 研究 せら れ 殊 に 米 の Beaver 博士 
の 如く 熱心 に 研究 し Visceral larva migrans な る 言葉 
を 用 い 研 究 し 面白 い 結果 を 得 て い る 。 将 に 附 記し て 参考 
と し た い 。 

以上 述べ た 寄生 虫 発育 感染 研究 の 流 に 於 て 本 邦人 の な 
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し 遂げ た 業績 は 実に 輝 し いも の が ある 。 之 に より 新た な 
寄生 虫 の 発見 や 其 生活 史 の 明 に せら れ た と と は 勿論 母 虫 
発見 後 三 十 年 , 四 十 年 乃至 は 半 世 紀 以 上 も 生活 史 の 判ら 
な か つた 多く 重要 な 寄生 虫 の 発育 感染 径 路 が 明らか に せ 
られ た と と は 世界 寄生 虫 学 発達 史 に も 門 て 見 な い 輝 か し 
い 偉業 の 数 々 で 本 邦 学界 の 誇 と し て 史上 を 飾る べき も の 
と 思う 。 

皮膚 感染 の 一 種 で 御 承 知 の 接種 と も 言う べき も の が あ 
る 。 此 の 研究 は 1877 年 頃 履 門 に 居 つ た マン ソン の 研究 に 
よる フィ ラリ ア の 表 に よる 伝播 説 に 源 を 発し た も の で 人 後 
その 高弟 ロッ ス の 体験 に より 明 に され た マラ リア の 敷 伝 
播 説 と な り 稚 来 ト キリ パ ノ ゾ ー マ , バ ベ シ ア 等 の 病原 原虫 
に よる 恐る べき 人 畜 の 疾患 が チェ チェ 昌 及 び ダ = 等 に よ 
り 伝播 せ ち れる と と が 明 に な つた 。 我が国 で は 幸 に 此 等 
病原 原虫 に よる 恐 し い 疾 患 が 少 い た め 僅 か に 台湾 及び 満 
州 に 於 ける マラ リア と 敷 の 研究 位 で あつ た が に 特記 す 
べき 一 事 は 地 虫 の 研究 で ある 。 本邦 の 慈 虫 症 が 米国 ロッ 
キー 山 斑 点 熱 酷似 し て いる と と は 貝 に 知ら れ て いた 。 
私 が 米国 に 居 た 頃 ハ ー バ ー ト 大 学 の ウォ ル ・ バ ッ ハ が 同 
病 を 研究 レダ ニ に より 伝播 する と と を 唱え 盛 に ダニ を 研 
究 し て いた 。 私 も 沢山 の ダ = の 写真 や 標本 を 貰 つ た こと と 
が あつ た が , その 後 ロ ッ キ ー 山 斑点 熱 の 病原 体 が り リ ケ ッ 
チア で ある と と が 知ら れ た 。 本邦 で も 長興 先生 の 下 に 三 
田村 博士 その 他 の 研究 に より 慈 虫 の 生活 史 が 明か に な り 
之 と 同時 に 林 , 川村 , 緒方 博士 と 共に 病原 体 が り ケ ッ チ ア 
で ある と と を 明 に せら れ 従 来 の 慈 虫 病 の 研究 は 一 段落 が 
つい た の で ある が , 最近 佐々 博士 その 他 に より 別 の 方 面 
か ら 本 邦 の 若虫 の 研究 が 各地 に 於 て 徹底 的 に 行わ れ , 種 
類 の 同定 , 之 に よる 未知 諸般 の 疾病 病原 体 の 検討 等 が 行 
われ る 様 に な つた と と は 誠に 慶 ば し いと と で 恐らく と の 
研究 は 目下 の 衛生 動物 学研 究 中 の 白眉 で 将来 最も 嘱望 せ 
られ る 領域 で あろ う 。 

と の 研究 は 只 に 惹 足 その も の ゝ 研究 に 止ま ら ず 伝 播 す 
る 病原 体 , 併 に 宛 に よる 疾病 等 各 方 面 の 研究 の 弧 合 を 必 
要 と する 所 詩 領 塊 線 域 (グレ ン ツ ・ ゲ ビー ト ) の 研究 で 
最も 困難 で ある が 最も 重要 な も の に 思わ る る 。 

と の 外 寄 生 の 病理 , 毒素 , 免疫 , 寄生 虫 自体 の 生理 , 
新陳代謝 , 理化 学 的 研究 , 治療 , 駆虫 , 予防 等 幾多 の 研 
究 流域 が あり , 此 等 は 従来 も 色々 研究 せら れ た が 今後 一 
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層 努 力 す べき 諸 問 題 で ある 。 治療 駆 虫 に 就 て は 従来 多く 
の 業績 が あり , 殊 人 に 最 近 サ ント ニン の 合成 や カイ ニン 酸 
の 発見 等 根本 的 業績 の 挙げ られ た 事 は 誠に 喜ば し い 。 騙 
予防 に 就 て は 終戦 後 官民 の 関心 が 強く な り 諸 研究 所 , 学 
校 は 勿論 地方 自治 団体 に 於 て も 色々 顕著 な 功績 が 挙げ ら 
れ て いる 。 殊 に 各地 に 起 つた 寄生 虫 予防 協会 の 如き も 昨 
年 より 全国 的 組織 と な り 活 躍 を 始 む る 様 に な つた 事 は 時 
代 の 要求 に 伴 な う 学 界 の 慶事 で ある 。 

此 等 の 諸 研 究 は 前 に 述べ た 所 主 領 堺 線 域 の 研究 で 独力 
で は 中 々 遂行 し 難く 協力 的 統合 研究 に よら ね ば な ら 汐 誠 
に 非常 に 困難 で ある と 共に 最も 重要 な も の で ある と 云わ 
ね ば な ら ぬ 。 之 に 関し 大 書 すべ き は 故 小 泉 博士 の 顕 虫 研 
究 で 之 は 御 承 知 の 通り 氏 独 特 の 整然 た る 構想 の 下 に 多年 
に 呈 り 数 十 名 の 協力 に ょ り 各 々 其 部 署 に 応じ 専門 的 に 研 
究 さ れ た 統合 的 の 偉業 で 恐らく 数 多い 同 博士 業績 中 最 
な も の で あろ う 。 同 研究 が 出版 せら れ た 当時 著者 か ら も 
出版 者 岩波 氏 か ら ゃ 推薦 批判 の 一 文 を 電 め られ た と と が 
あつ た 。 潜 越 を 顧み ず 之 に 応じ , 本 書 は 小泉 博士 に 取 つ 
て は 「 後 世 へ の 最大 遺物 で ある 」 と 云う 内 村 鑑 三 先生 の 
女 旬 を 借り た 。 

之 は 当時 小泉 博士 が 編集 員 の 一 人 と し て 岩波 書店 か ら 
発行 され て いた 「 科 学 」 誌 上 に 掲載 むせ られ た が 同誌 は 医 
学界 に は あま り 読 まれ な い の で 皆様 は 御存じ な いと 思い 
ます 。 其 後 著 者 か ら も 出版 者 か ら も 何 の 言 葉 る な か つた 
が , 小泉 博士 の 遺稿 「 馬 留 胆 久 」 に 同氏 が 簡単 な が ら 私 
の 言葉 に 深き 感銘 を 持つ て いた と と が 述べ られ て ある の 
を 見 て 私 は 心から 嬉し く 思 つた 。 

終り に 寄生 虫 の 研究 を する も の 及び 之 が 指導 の 任 に あ 
る も の は 世界 に 於 ける 新 学 研究 の 流 を 洞察 し 達観 する と 
と は 誠に 快 心 な と と で , 之 に より 何 の 流 を 開拓 増大 すべ 
きか , どん な 新 し い 流 を 起す か を 考慮 し 研究 を 進む る と 
と は 研究 者 な ら で は 味 えな い 満 悦 感 を 得る と 共に 之 が や 
が て 学界 に 貢献 する 唯一 の 道 で ある と と を 会 得 し 自己 の 
天職 に 安住 得る ちる の と 信ずる 。 

長 時 間 に 古 り ょ し な き 老 の 繰り 言 に 御 静 聴 を 損 わし ま 
し た と と を 厚く 感謝 致し ます 。 

飯島 先生 第 三 十 五 回 祥 月 命日 誌 す 。 

(1956,。 3 , 14) 
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Pe る シン ボン ジン ウム 


座 長 挨 拉 
森 下 薫 


終戦 直後 の 未 曽 有 と 云 つ て い ゝ 墓 延 状況 か ら み る と , 
最近 の 魚 虫 感染 は 著しく 減少 し て 居る と は 云 え 尚 全国 平 
均 検出 系 は 48 多 を 示し 居り , その 点 だ け か ら 云 つて る も 凡 
虫 の 重要 性 は まだ まだ 大 きい の で あり ます が , 学問 的 に 
み ま し て も 顕 虫 に 関連 し て 解決 すべ き 問 題 が 少な か ら ず 
残さ れ て 居り ます 。 本 日 の シン ポジ ウム は 宮川 会 長 の 特 
別 な 件 趣旨 に 従い 何れ も 極め て 重要 な 課題 が 取り 上 げ ち 
れ て いる の で あり ます 。 

駆虫 剤 に つい て は 戦後 目覚 し い 研 究 が 行わ れ 種 々 な る 
も の が 提供 され まし た が , その 活用 の mechanism を 
明らか に する と と は 極め て 必要 で あり , それ と 化学 構造 
と の 関連 に 基 い て , より 効果 ある 薬剤 の 発見 に 進む こと 
が 今後 駆虫 剤 研究 の 進む べき 本 道 と 思わ れ ま す が , と れ 
に つい て 小林 教授 の 御 講 演 に 大 きい 期待 が も て る の で あ 
り ま す 。 

次 に 頭 昌 の 感染 は 簡単 に 起り 得る よう に 見 えま す が 実 
際 に は 果して 何 う か 。 殊 に 豚 虫 の 人 体 え の 感染 性 の 問 
題 は 疫学 的 に も 非常 に 重大 で あり ます 。 松林 教授 は この 
問題 に つい て 多年 御 研 究 で あり ます の で , 多く の 示唆 を 
お 与え 下さ る と と ゝ 思い ます 。 

戦後 顕 目 定 が や か まし く な り ま し た が , その うち 極め 
て 重要 な 位置 を 占め る 上 腹部 痛 の 原因 に つい て , 横 教 授 
は 外科 的 立場 か ら 胆道 内 寄生 を 重要 視 さ れ , 叉 松村 教授 
は 臨床 的 又は 実験 的 の 立場 か ら 胃 , 十二指腸 寄生 に 重点 
を 置い て 研究 し て 来 ら れ ま し た 。 本 日 は と の 両 教授 が 揃 
つて 年 来 の 主張 に つい て お 話し 下さ る 訳 で ,。 さぞ か し 討 
論 に も 華 が 咲く と と ゝ 思い ます が 何 雄 充分 に 御 論 議 願 い 
度 い と 思い ます 。 

更 ら に 従来 虫 の 確実 な 診断 或 は 宿主 体内 に 於 ける 熊 
度 に つい て の 鍋 察 は 誠に 不 充分 な 点 が あり まし た が , 桂 
殿 博 士 は その 専門 と され る 駐 線 を 駆使 せら れ , 生態 に つ 
いて 種々 興味 ある 観察 を され , 又 薬 剤 投与 後 の 態度 に つ 
いて 直接 眼 を 以 つ て 見 届け られ , 従来 知り 得 な か つた 点 
を この ちか 暫 され まし た 。 顕 虫 の 研究 に 一 新 面 を 開拓 され 

も の で , 本 日 その 結果 に つい て お 話し 下さ る と と に な 

り ま し た の は 私 英 の 大 いと 灰 快 と する 所 て あり ます 。 

最後 に 顕 虫 の 免 商 の 本 態 に つい て は 尚 不明 な 点 が 多々 
あり ます が , 森下 教授 は 新 ら し い 観 点 か ら 種々 興味 ある 
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研究 を 行 つ て 来 られ ま し た 。 免 商 の 研究 が 大 いと 進展 し 
て 確実 な 診断 に 役立つ と 共に , 更 ら に 予防 面 に も 有効 な 
方 法 の 発見 せら れる 日 を 期待 する 所 で あり ます 。 

と れ ら の 問題 に つい て 大 いな る 示唆 を 与え られ ん と と 


を 切望 致し ます 。 
映 虫 訴 除 薬 の 薬理 


東京 大 学 薬理 学 教室 
小林 芳 人 

駆虫 薬 の 実験 方 法 に は 種々 く の も の が ある が , 対象 と な 
る 寄生 虫 の 種類 と 薬物 の 作用 機 友 と に ょ つて 適当 な 方 法 
が 選ば れ な けれ ば な ら な い 。 薬物 が 殺 下 を 主 と す る 場合 
に は シヤ ー レ 法 に よ つ て も 目的 を 達し 得る が , 殺虫 作用 
を 示さ ず 運 動機 能 の 異常 に よる 場合 に は 別 の 方 法 に ょ ら 
ね ば な ら な い 。 従来 の Magnus 法 に よる 運動 描記 法 は 
運動 量 の 変化 は 記録 し 得る が 顕 虫 全体 に 於 ける 作用 の 意 
義 を 知り が た い 民 みみ が ある 。 わ れ わ れ の 考案 に な る DU 字 
型 ガ ラス 管 容 器 内 実験 は と の 欠点 を 補い , 顕 虫 の 運動 の 
変化 を 長 時 間 に り 詳し く 観 察する と と が 出来 る 。 
薬物 の 運動 機能 に 対す る 影響 を 知る た め に は 鮮 虫 の 正 
常 な 運動 状態 を 知る 必要 が ある が , U 字 型 が ラス 管 容 器 
を 用 いる と 魚 最 が 一 定 の 前 進 運動 を 行う こと が わか る 。 
と の 運動 は 線 虫 類 の 1 種 ご ある 顕 虫 が 持つ 独 得 の 運動 型 
式 で ある と と は , Straub の 系 統 的 研究 より みて も 明らか 
で ある が , 前 進 の 原動力 と な る 波形 形成 に 着目 し , 波形 の 
周期 を 測 つ て みる と , その 測定 値 は 正規 分 布 を 示し , 下 体 
毎 に 略 々 一 定 の 値 を も つて いる と と が わか る 。 周期 と 前 
進 速 度 , 周期 と 管内 径 と の 間 に ゃ 一 定 の 関係 が 認め られ 
溶液 温度 が 大 切な 実験 条件 で ある こと と は , 周期 , 前 進 
速度 に 対す る 温度 変化 の 影響 が 意外 に 大 きく 且つ 鋭敏 で 
ある か に ょ つて 知ら れる 。 前 進 運動 は 80 一 383C に 於 いて 
最も 安定 且つ 円 滑 に 行わ れ , それ より 高温 又は 低温 に な 
る に 従い 異常 な 運動 が 現れ る 。 こ と の 異常 運動 は 頭 部 の 切 
除 に ょ り 発現 が 防止 され 又は 消失 する の で 頭 部 の 神経 中 
枢 に 関係 が ある も の と 思わ れる 。 実験 を 行う に は , 安定 
た 運動 状態 に 於 いて 行う こと が 理想 で ある の で , われ 
われ は 実験 温度 た し て 30<38?C を えら ん で いる 。 
薬物 は Locke 改変 液 中 に 溶解 又は 添加 し て 用 いる が 
本 法 に よる と , 殺 和 作用 を も つ を mn-hexylresorcinol の 
1000 倍 溶液 に 於 いて も 硬直 前 に 一 過 性 の 間 納 様 運動 を 見 
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る と と が 出来 , 硬 直後 も 時 間 の 経過 と 共に 姿勢 の 変化 し 
て ゆく の が 認め られ る 。 

santonin は 従来 それ 自体 は 句 虫 に 無効 で ある と 考え 
られ て いた が , 本 実験 法 を 用 いる と , 5000 倍 沙 液 で 虫 
は 先ず 前 進 運動 の 機能 た 失い , 虫 体 を 伸展 静止 し, 次 い 
で 前 端 よ り 体 を 輸 状 に 推 ほ は じ め , 甚だ し い 場 合 に は 全 
虫 体 が 糸 球 の よう に な つて し まう 。 と の 作用 は 長 時 間 持 
続 し , 玉 虫 は その た め に 死亡 する と と は な い 。 

虫 の 前 進 運動 は 寄生 動物 の 小腸 内 に あつ て 生命 を 保 
持 す る た め に 必要 で あり , 小腸 の 安静 時 に は と の 運動 に 
より 必要 な 位置 の 移動 を 行う も の と 考え られ る の で , と 
の 機能 の 喪失 は 虫 に と つて 致命 的 で あり , 系 球状 に な 
る と と は 更に 腸 映 動 運 動 に よる 大 腸 側 へ の 移送 を 容易 に 
する と と も 十分 に 考え られ る 。 と の 事実 は santonin 駆 
由 の 機 序 に 大 き な 示 唆 を 与え る る の で ある 。 従来 駆虫 効 
力 を 有する と せら れ た 所 調 ア ルカ リ 呈 色 物質 が と の 機 序 
に 如何 に 関与 し て いる か は 今後 の 問題 で あわ つて , と の 物 
質 が 化学 的 純粋 に 分 離せ られ た 後に 明らか に せら れる で 
あろ う 。 

一 方 小腸 疹 を 作 つ た 犬 の 腸 液 中 に , 投 与 し た santonin 
が 排 洪 せ られ る 事実 は , santonin の 作用 が 腸管 内 に 於 
いて も in vitro の 場合 と 同じ く 発現 し 得る 可能 性 を 大 
な らし め る も の で ある 。 

顕 虫 に 対す る santonin の 作用 は 1 種 の 災 と 考え ら 
れ , 作用 点 は 頭 部 神経 中 枢 に 関係 が あり , 頭 部 の 切除 に 
ょ つて 発現 を 防止 又は 消失 せしめ る と と が 出来 る 。 

薬物 の 化学 構造 と 作用 と の 関係 に つい て は 多く の 研究 
が ある が , Lamson に よれ ば , n-alkylresorcinol の 作 
用 は alky1 の C 数 6 の 場合 に 最も 強力 で ある と せら れ 
る 。 板東 に よれ ば , piperazine alkylsulfate の 作用 も 
alky1 の C 数 12 の 合 場 に 作用 が 最も 大 で ある と いう 。 

santonin の 化学 構造 と 作用 と の 関係 に つい て は 策 複 

雑 で ある 。 santonin 核 の 3 の 位置 の keto 基 , (1, 
2 ) , (4, 10) 箇 2 所 の の 2 重 結合 , lacton' 本 の 有無 
等 と 種々 の 因子 が 同時 に 関係 し て 居り , 更に 1acton 環 
の 立体 構造 を も 考慮 せ ね ば な ら ぬ の で , 簡単 に は 解決 が 
望ま れ な い 。 し レ しかし, 合成 <-santonin の acemir 体 , 
左旋 性 , 右 旋 性 の も の に つき 。 そ の 作用 を U 字 管 法 に よ ょ 
り 比 較 す る と , 左旋 性 は 天然 の <-santonin と 同じ く , 
racemi 体 は 略 ※ その "/:, 右 旋 は 甚だ 弱い と と が 知ら 
れ , 1 般 'alcaloid の 光学 異性 体 の 場合 と 同様 の 結果 が 得 
られ た 。 


海 河 類 ( 緑 , 紅 , 褐 党 ) , 山 板 実 の 揮発 油 中 の 駆虫 成 
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分 を 上 と 同様 の 実験 方 法 ご しらべ, 有効 物質 を chroma- 
tostrjp 法 で 推定 する と linalool・phellandrene, gera- 
niol 等 の 存在 が 知ら れ た 。 

顕 虫 の 代謝 に つい て は , 抗 カ ビ 剤 , 抗生 物質 の 適量 添 
加 に より 生存 日 数 の 著しい 延長 を 認め る と と が 出来 た 。 


人 体感 菜 実 駿 


慶応 義 地 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
松 林 久 吉 

高田 , 矢島 。 赤松 の 3 人 が 別々 の 場所 で 互 と 連絡 な く 
行 つた 人 体感 染 実験 に 就 て 報告 する 。 そ れ ら の 成績 は 多 
く の 点 で 一 致し て は いる が , 又 互 に 異 つた 所 見 も ある 。 
不一致 の 点 に 就 て は 今後 その 原因 を 追求 し な けれ ば な ら 
高田 は 結核 療養 所 の 愚者 を 被 検 者 と し て 人 顕 昌 卵 を 7 
人 , 豚 融 虫 卵 を 19 人 に 与え た 。 虫 卵 数 は 何れ も 25 個 前 後 
を 与え た 。 人魚 虫 卵 で は 7 人 全員 が 感染 し , 67Y6 日 後 
に 排卵 が 始ま つた が , 豚 顕 虫 卵 で は 19 人 中 Y 人 が 感染 し 
た に すぎ ず ,。 し か も その うち 5 人 まで が 25 一 29 日 後に 排 
卵 が 始ま つて いる 。 祥 排卵 の 始ま つた も の で や も, 早 き は 
1 週間 後 , お そい も の で も 100 日 後に は 排卵 が 見 られ な 
く な つた 。 と の こと と か ら 。,。 豚 顕 虫 は 人 に 感染 する が , 人 


虫 に 較べ れ ば 感染 し 難く , 一 般 に 早期 に 排卵 が 始ま 
り , 又 早 く 自然 排 注 され る と し , 両者 の 間 に 生物 学 的 な 
差異 の ある と と を 認め た 。 


矢島 は 人 顕 虫 卵 を 18 人 に 与え , 11 人 が 感染 し 58 一 79 日 
後に 排卵 の 開始 を 認め た が , 2 例 に お いて は 夫々 384 日 及 
び 85 日 後に 夫々 排卵 が 始ま り , 共に 数 日 で 消失 し て , YO 
日 後に 再び 本 格 的 な 排卵 が 始ま つた 。 即 ち 高 田 が 豚 虫 
卵 投 与 の 際 に 見 た と 同じ 早期 排卵 が 人 顕 了 虫 卵 で も 少数 例 
で は ある が 見 られ た 。 豚 虫 卵 を 与え た 4 人 で は 3 人 ま 
で が 感染 し , 2 人 で は 82 日 後に 排卵 が 始ま り , 1 旦 消 失 
レ て 68 日 後 か ら 再び 始ま つて いる 。 他 の 1 名 は 69 日 後に 
排卵 が 始ま つた 。 又 人 顕 虫 で も 豚 夢 虫 で も 長期 間 に 理 つ 
て 排卵 が 続け られ た 。 な お , 家族 全員 が 感染 する と いう 
陣 境 に あり な が ら , その うち の 1 人 だ け 長 期 に 理 つて 感 
染 を まぬがれ て いる と 云う 人 を 4 人 だ け 見 出し 得 て , そ 
れ に 人 顕 虫 卵 を の ませ た 例 で は 2 人 が 感染 し , 他 の 2 人 
は 感染 を まぬがれ て いる 。 之 等 は 感染 し 難い 体質 を も つ 
と 想像 され る 。 

赤松 は 乳幼児 に 就 て 感染 実験 を 行 つ た 。 人 顕 虫 卵 5 個 
又は 20 個 を 与え た 第 1 回 試食 で 19 人 中 18 人 が 感染 し , 61 
ー80 日 後に 排卵 が 始ま つた 。 排卵 継続 日 数 は 比較 的 短い 
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も の が 多く , 18 人 中 9 人 まで が 2 カ月 以内 に 排卵 が 見 ら 
れ な く な つた 。 と の よ ょ うに 自然 除 転 し た も の 再び 住 
昌 卵 を 与え る と , 初回 試食 か ら 10 カ ヵ月 以内 の も の で は 全 
て 排卵 が 認め られ る に 至 つた 。 即ち 初回 感染 か ら 10 カ ヵ月 
間 位 は , 再 感染 に 対す る 抵抗 性 が 認め られ る よう で あ 
る 。 な お 初回 感染 で は 排卵 継続 日 数 は 大 部 分 が 1 カ月 前 
後 で あつ た が , 第 2 回 感染 が 成功 し た 5 例 で は 1 例 だ け 
が 62 日 と 云う 比較 的 短い 期間 で あつ た が , 他 は 300 日 前 
後に 達し て いる 。 恐らく 乳児 の 腸管 内 は 虫 の 生存 に 必 
し ゃ 好適 な も の で な く , 顕 虫 は 成育 し て も 早期 に 排 浴 さ 
れる 傾向 に ある こと と が 考え られ る 。 第 2 回 感染 に 際 し て 
は , 彼 検 者 が 既に 成長 し て 乳児 の 域 を 脱し て いる た め に 
長期 間 生 存 し た も の で あろ う 。 

赤松 は 又 , 感染 に 際 し て , 好 酸 球 百分率 の 変化 を 詳し 
く 追求 し た 。 初 回 感染 の 時 は 極 く 少 数 の 例外 を 除い て は 
好 酸 球 の 百分率 に あま り 変 化 は 見 られ ず , 再 感染 の 場合 
に は , 感染 が 成功 し た 場合 も , 不 成 功 に 終 つ た 場合 も 
多く の 例 で 著 明 な 増 多 が 見 られ , 殊 に 感染 が 成功 し た 例 
で は その 増 多 が 甚 しい (17 一 28 多 に ゃ 達し た ) 。 初 回 感 
染 で は な お 排卵 が 続い て いる 時 に 重 わ て 虫 卵 を 投与 し た 
場合 で も 好 酸 球 は 閉 明 に 増加 する 。 こ と の よう な 所 見 か ら 
考え る と 初回 の 感染 に よ ょ つて 侵入 し た 幼虫 に 由来 する 物 
質 に 対し て , 宿主 は アレ ルギー の 状態 と な つて いて 。 後 
に 再び 幼虫 が 侵入 し た 際 に 好 酸 球 の 増加 お と る も の と 
考え られ る 。 

小泉 教授 の 許 で 広範 に 且つ 詳細 に 行わ れ た 線 虫 類 の 後 
感染 に 対す る 抵抗 性 に 関す る 動物 実験 に よる と 。 腸 壁 
みか ら 幼虫 が 組織 内 に 侵入 する 種類 で は , 初 感染 に よ ょ つて 
宿主 が 抵抗 を 獲得 し た 場合 , 再 感染 の 幼虫 は 腸管 月 に お 
いて 先 づ 侵 入 を 妨げ られ , 又 侵 入 し 得 た 幼虫 も 体液 性 の 
免 商 に よ つ て その 生存 を 障害 され る と 云う と と に な つて 
いる 。 人 体 で も 恐らく 同様 な 現象 が ある も の と 考え られ 
る の で あつ て , 比較 的 短期 間 後に 再 感染 を 行え ば 侵入 す 
る 幼 和 束 も 少く , 侵入 し た 幼虫 も 組織 内 で 死 減 す る と と が 
考え られ , 感染 が 成就 し な いも の と 思わ れる 。 一 方 好 酸 
球 の 増 多 が と の 場合 は 感染 の 成就 し た 場合 程 甚 し く な い 
と と か ら 考 える と , と の 好 酸 球 増 多 な る も の は 主として 
侵入 し た 幼 昌 に よ つ て 惹起 され , し か も それ が 組織 内 で 
充分 に 発育 する に 際 し て , その 体 か ら 遊 離す る 物質 に よ 
つて 高度 に され る も の と 解す 可 き で あろ う 。 同一 被 検 者 
に 4 回 に わた つて 反 覆 し て 虫 卵 を 与え た 場合 の 各回 に お 
ける 好 酸 球 百 分 率 の 変動 も , 上 の こと と を 裏書 き し て いる 
よう に 見 える 。 
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( 問 ) (大 府 大 ) 野 田 亮二 
好 酸 球 は 虫 体 の 排 港 又 は 冊 到 後 減少 し た か 。 
( 加 ) 高 橋 安 雄 


人 体 実 験 12 名 に 実施 し こそ の 排卵 が 65 日 以上 で 排卵 を 
開始 し て いま す 。 

( 問 ) (市 立 若 松 病院 ) 飯 野 治 彦 
人 体 と 顕 虫 を 経口 感染 させ た 際 に 見 られ た 咳 了 に つい 
て 初 感染 と 再 感染 又は 重 感染 と の 間 に 差 は あり まし ょ よう 
みか 。 (その 際 の 咳 原 中 の 好 酸 球 は 如何 で し よう か ) 

( 答 ) ( 慶 大 小児 科 ) 赤 松 高 之 
咳 天 は 初 感染 15 例 中 3 例 , 第 5 日 より 第 11 日 間 1 例 中 
等 他 軽 度 

再 感染 は 5 例 中 4 例 , 1 例 中 等 , 他 軽度 


胆 道 問 昌 症 


弘前 大 学 医学 部 外科 学 教室 
楓 折 夫 


過去 10 年 間 に 手術 経験 し た 胆道 虫 症 81 例 に 就 て , 主 
と し て 本 症 の 臨床 上 の 特徴 を 述べ た 。 と の 81 例 に は 到 
卵 や 顕 虫 角 皮 等 虫 要素 を 胆石 内 や 胆 裏 胆汁 , 或 は 肝 実 
質 内 に 発見 し た 症例 は 含ま れ て 居 な い 。 こ とれ 等 を 含め る 
と 自 験 胆道 疾患 手術 例 の 過半 数 が 顕 虫 の 関与 を 受け て い 
る と と が 推定 され る 。 即 ち 本 症 は 極め て 多い 疾患 で あり , 
我国 の 胆道 疾患 の 中 で も 最も 重要 な 位置 を 占め て いる 。 

環 虫 の 発見 され る 部 位 は 総 胆管 が 最も 多く (95) , 
大 多数 は 成 吾 し た 生 顕 昌 の 単数 迷 入 で , 雌 虫 が 雄 虫 より 
も 策 多 い 。 迷 入 の 動機 は 小 孔 に 潜入 する 顕 虫 の 本 能 的 性 
交 に よる も の で . 一 旦 迷 入 し た 顕 虫 も 腸管 に 復帰 が 可能 
で ある 。 但し 死滅 し て 胆石 楼 と な る も の も 少く な い 。 容 
愚 年 信 は 中 年 層 と 多い が , 10 才 以下 の 小児 に も 展 ベ 見 ら 
れる 。 既往 歴 で は 約 70 多 以前 胃 間 縮 様 腹痛 発作 を 訴え て 
いる と と が 注目 され る 。 症状 は 概ね 心 窟 部 の 疹 痛 で 始ま 
り , 展 々 激しい 蹴 吐 , 殊 に 魚 虫 吐出 を 伴う 。 疹 痛 の 背部 
へ 放散 する も の が 多い 。 体温 は 最初 殆ど 平熱 乃至 は 微熱 
程度 で , 黄 哲 も 極め て 稀 (8 2) に し か 見 られ な い 。 
疹 痛 の 激しい 割 に 他 覚 的 所 見 に 乏しく , 腹部 は 平 担 で 
軟 か く , と れ 等 の と と が 所 調 胃 痺 給 刀 至 胃 下 症 と 誤 
られ る 大 き な 原因 と な る 。 但し と の 際 強 い 圧痛 点 が 分 
状 突 起 下 に 証明 され , と れ が ボア ス , マウ バン 等 の 圧痛 
点 と 共に 診断 上 の 拠り 所 と な る 。 白 血球 数 は 約 半数 が 正 
常 で あり , 胃液 酸度 は 無 酸 の も の が 多い 。 肝 機能 は 高度 
に 侵さ れる も の は 少 い が , 尿 デ アス ター ゼ 値 は 肉眼 的 騰 
変化 が 無く と も 軽度 上 昇 を 見 る る の が 多い 。 診 断 は 上 述 











288 


症候 上 の 特徴 や 十二指腸 プン デ 法 更に 新しい 胆道 造影 剤 
の 使用 に よ つ て 必ず し ゃ 困難 で な く , 教室 の 診断 適 中 素 
は は 80 で あつ た 。 本 症 で は 展 々 肝 に 鞭 縮 病変 の 見 られ る 
と と , 胆 宮 より も 総 胆管 の 拡張 が 著 明 に 見 られ る と と が 
特徴 的 で ある 。 と れ は オッ チ ヂ 氏 筋 に 強い 機械 的 刺 較 が 加 
わる 為 で , その 際 起 る オッ チ ヂ 氏 筋 の 肥大 , 増殖 , 更に こ 
の 部 の 線維 性 変化 等 を 確認 出来 た 。 手術 療法 を 行 つて 
も , 1 年 以上 の 遠隔 成績 を 知り 得 た 40 例 中 24 例 に 発作 の 
再発 を 見 た 。 こ とれ は 顕 下 の 再 迷 入 や 上 述 オ ッ ヂ 氏 筋 部 の 
変化 に よる 胆道 の 二 次 的 ゲス キネ ジー に よる も の と 思わ 
れる 。 

以上 を 総括 し 本 症 が 特に 胃 顕 虫 症 と 誤認 それ 易い と 
と , 即ち 胃 部 に 圧痛 が あり , 顕 虫 の 吐出 や 吸 吐 を 伴い 
更に レ 線 的 に 胃 に 虫 を 発見 し て も 簡単 に 胃 顕 虫 症 と 断 
定 の し 難い と と を 述べ た 。 


( 加 ) (秋田 県 立 中 央 病院 ) 参 木 鐘 司 


胆道 問 虫 症 と 胃 , 十二指腸 鮮 虫 症 の 両者 は その 立脚 点 
を 異 に する な ら ば 何れ も 存在 し て 差 支 な い 疾患 か と 思 
う 。 余 は 我 が 内 科 創 始 以来 の 自 験 例 を 通じ て こと れ 等 両 疾 
愚 の レ 線 像 に 就 て 述べ る 。 当 内 科 過 去 6 年 余 の 入院 愚 者 
総数 3251 名 中 胆 衰 症 の 範 剛 に 入る も の 590 名 (18.1) そ 
の 中 胆道 顕 虫 症 104 名 (17.8) を 算 し , 胆 裏 症 手術 例 
総数 227 名 中 胆道 虫 症 40 例 (17.62) を 見 た ( 当 院 前 
多 外科 ) 。 帳 転 反 側 性 心 窟 部 激痛 を 主訴 と する 愚者 の 発 
作 時 に 敢 て レ 線 透視 を 行い 上 記 両 疾患 の 何れ か を 判定 せ 
ん と 試み た 。 一応 内 科 的 に 胆道 虫 症 の 確 診 を 附 し た る 
ゃ も の 21 名 に 就 て の レ 線 透視 上 の 共通 所 見 と し て は その 総 
て に だ 於 て 十二指腸 下行 部 CPars descendens) の 膨 隆 普 
に 逆 暑 動 及び Treitz 帯 を 境 と し て パリ ウム の 停滞 を 来 
レ し て いた 。 と の 際 一 例 は 十二指腸 腔 内 に 虫 体 を 認め 他 の 
一 例 は 手術 に て 胆道 内 に 匹 の 虫 体 を 発見 し た 。 主 つて 胃 
内 題 虫 症例 の 場合 は 患者 の 主訴 は 殆 ん ど 軽 度 の 胃 部 交 痛 
刀 至 は 不快 感 に と ゞ まり 胃 内 に 於 ける レ 線 的 虫 証明 例 
は むし ろ 偶 然 性 の も の が 大 多数 で あつ た 。 と の 際 は 上 述 
の 胆道 喘 虫 症 に 於 ける が 如き 十二指腸 管 腔 の レ 線 所 見 像 
ゃ も 呈 せ ず , 双 胃 幽門 部 痺 紛 像 も 見 られ な か つた 。 以上 内 
科 臨 床 医 の 立場 より 日 常 実 地 診療 に 於 て 心 客 部 激痛 を 主 
訴 と する 患者 を 取扱 いそ の 原因 を 顕 虫 定 に 求め た る と き 
余 の 経験 より すれ ば レ 線 的 客 鈴 的 観察 に て は 胆道 怠 虫 症 
の 場合 で あつ た と と を 認め た い 。 更に 胆道 問 虫 症 と 胃 , 
十二指腸 虫 定 と に 於 ける 疹 痛 の 程度 に は 相当 の 差 を 有 


する も の と 考え た い 。 
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胃 や 十二指腸 内 の 虫 を レン トゲ ン で 証明 する た め に 
は , 胃 で は バリ ウム の 層 を 薄く し , 十二指腸 で は バリ ウ 
へ ム を 停滞 せしめ る と と が 大 切 で あり , その た め に は シヤ 
ウル の 圧迫 帯 を 用 いる の が 便利 で ある 。 従来 胃 顕 虫 症 
と 呼ば れ て いた 症例 を レン トゲ ン で 調べ る と , 顕 虫 は 胃 
の 中 ば か り で な く , 十二指腸 内 に も 証明 され る 。 こ と れ ら 
は 心 鶴 閣 痛 を 中 心 と し て 症状 が 同じ で あり , 治療 も 同じ 
で ある 。 私 が 胃 顕 虫 症 と 呼ば ず に , 胃 , 十二指腸 虫 症 
と 呼ぶ 理由 で ある 。 既往 歴 で は 同様 な 心 癌 痛 発作 の 反 覆 
性 が 特徴 で ある 。 現 症 の 中 心 は , 所 調 胃 疹 症候 群 で あ 
り , 即ち , 心 窟 聞 痛 発作 と 路 気 と 忠 吐 で ある 。 腹痛 発作 
は 突然 に 始ま り , 間 伏 的 に 一 日 数 回 か ら 十 数 回 現われ 
る 。 中 吐 と 共に 顕 虫 を 吐出 する と と が あり , それ と 同時 
に 癒 る と と が あり , 尚 も 病気 が 続く こと が ある 。 多く は 
無 熱 。 心 癌 部 正中 線上 で , 剣 状 突起 と 膳 と の 間 の 上 半分 
の 所 に , 圧痛 点 を 認め る 。 尿 ウ ロビ リノ ー ゲ ン 反 応 腸 
性 。 胃 液 は 減 酸 は 無 酸 。 本 症 の 治療 法 と し て , 私 共 は 
殺虫 法 。 酸 療法 及び 抗 ア レル ギー 療法 の 8 つ を 工夫 し 

本 症 の 成因 と し て は , 第 1 に 顕 虫 の 胃 や 十二指腸 へ の 
上 行 の 原因 と し て , 主として 胃酸 の 分 泌 の 減少 を 考え て 
お り , 第 2 に 腹痛 発作 の 原因 の 主 な も の と し て , 顕 虫 ア 
レル ギー を 考え て いる 。 

て , 所 調 問 虫 土 に つい て 再 検討 し て みる と , その 毒 
性 な る も の の 大 部 分 は 句 ア レル ギー で 説明 し 得る こと 
が わか る 。 従来 。 虫 アレ ルギー を 所 調 上 虫 書 と 考え た 
根本 原因 は 実験 動物 に ある と 思わ れる 。 人 に も 動物 に も 
顕 虫 感染 の 少な く な い 我 国 で は , 実験 動物 が 既 住 に お い 
て , 駐 虫 の 固有 宿主 寄生 の みな ら ず , 非 固有 宿主 寄生 を 
受け て いな いと は 言い 得 な い 。 私 共 は 独特 な 寄生 貝 無 感 
染 飼育 を 行 つ て , か ゝ る 無 感染 動物 を 感染 動物 と 比較 し レ 
て , 所 詩 上 虫 毒 に つい て 顕 虫 アレ ルギー の 立場 か ら 再 検 
討 を 行 つ て いる 。 

体腔 液 を 経口 投与 する と , 無 感染 海 用 で は 特に 差 が な 
い が , 感染 海 無 で は 胃 , 十二指腸 粘膜 に 発赤 。 充血 , 出 
血 , 浮腫 及び 於 畑 を 生ずる 。 又 , 胃 に 著 明 な 縮 縮 及び 交 
動 の 元 進 を 認め る (映画 供覧 ) 。 シ ュ ル ツ , デー ル で 融 
昌 体 腔 液 を 作用 させ る と , 小腸 の みな ら ず , 胃 だ が 収縮 す 
る 。 か か る 胃腸 管 の 収縮 は , 抗ヒスタミン剤 。 アト ロ ピ 
ン , アド レナ リン 等 の 抗 ア レル ギー 剤 に ょ つて 抑制 され 
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る 。 顕 虫 の 新陳代謝 産物 を 含む と 考え られ る 顕 虫 飼養 液 
も 感染 海 手 腸管 に 対し て 同様 に 収縮 を 起 し , 腸管 反応 か 
ら み て 飼養 液 と 体腔 液 と の 間 に 共 通 抗原 の ある と と が わ 
みか つた 。 生体 の 胃腸 管 が 題 虫 に よ つ て 感 作 せら れ て 抗体 
を 有する 場合 に , 胃腸 管内 に 存在 する 顕 虫 か ら 抗原 物質 
が 出さ れ て , その 抗原 抗体 反応 の 結果 と し て , 胃腸 管 粘 
膜 に 炎症 性 変化 が 起り , 同時 に 胃腸 管 の 収縮 を 起 し て , 
その た め に 疹 痛 を 発する と 考え られ る 。 

最近 に 胃 融 虫 症 に 肉 つ た 人 に , 顕 虫 体腔 液 を バズ リウ ム 
に 混ぜ て 飲ま せる と , 心 導 痛 発作 が 現われ , 中 気 , 中 
吐 を 伴 な い , 心 穴 部 に 圧痛 点 を 証明 し た 。 と の 腹痛 発作 
は 間 誤 的 に 襲来 し て , 胃 台 虫 症 を ほう ふつ せしめ , 6 時 
間 に 及 び , エフ ェ ド リン , 抗ヒスタミン剤 等 に よ つ て 抑 
え 得 た 。 レ ント ゲン で は 胃 の 緊張 及び 峰 動 の 元 進 や , 幽 
門 の 汽 縮 性 閉塞 を 認め た 。 

最後 に , タン ニン 酸 処 理 , 体腔 液 感 作 赤血球 に よる 凝 
集 反応 を 応用 し て , 血 中 抗体 を 測定 し , 又 , 体腔 液 に よ 
る 搬 破 試験 を 用 いて 謀 反応 を 行い , 一 方 。 顕 虫 体腔 液 
服用 に よる 腹痛 発作 惹起 試験 と , 体腔 液 吸 入 に よる 喘息 
発作 惹起 試験 を 行 つた 。 現 在 迄 の 負 察 科 囲 で は , 血 中 抗 
体 は 遇 虫 寄生 と 関係 が 深く , 皮膚 反応 は 釧 昌 アレ ルギー 
と 関係 が 深い よう に 思わ れる 。 以 上 の 報告 に より , 胃 , 
十二指腸 虫 症 が 名 虫 症 に お ける , 一 つの 独立 し た 型 で 
ある と と を 主張 し , その 成因 と し て 斑 虫 アレ ルギー を 重 
視 せ ん と し た 。 

( 問 ) * ( 予 研 ) 小 宮 義孝 
豆 性 アレ ルギー な いし 発症 と 宿主 の 自律 性 神経 系 統 
(た と えば その 緊張 , 平衡 ) の 素因 的 特質 状態 に 何 か 関 
係 あ る よう な 御 知 見 あり まし た ら 御 教示 願い ます 。 

( 答 ) 松 村 竜 雄 
アレ ルギー 症状 発現 に 際 し て , 一 部 の 学者 は アセ チル 
コリ ン が 産生 され て , 迷走 神経 末端 に 働く ょ 考え て お り 
ます 。 と の よう に , アレ ルギー 症状 の 発現 と 自律 神経 の 
関係 は 密接 で あり ます 。 顕 虫 症状 発現 の 際 に も , 迷走 神 
経 緊張 の 所 見 が あり ます 。 そ の 腹痛 の 治療 と し て , 迷走 
神経 抑制 介 ア トロ ピン や 交感 神経 興奮 剤 アド レナ リン が 
腸管 の 継 縮 を 除去 し て 効果 の ある こと は 只今 述べ た 通り 
で あり ます 。 

( 加 ) 松 村 竜 雄 

1 ) 胃腸 管内 の 顕 中 は バリ ウム に 対す る 陰影 久 損 と し 
て 認め られ る の で あり ます が , その 際 パ リウ ム の 量 が 多 
く て , 顕 虫 の 前 後 を 厚く 取 囲 ん で いる と, 虫 に よる 陰 
影 灸 損 が 消さ れ て し まい ます 。 禁 さん や , 参 木 さん の 写 
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真 を 拝見 し まし て も , 顕 虫 は 幽門 部 や 小 組 附近 に の み 証 
明 さ れ て いる よう で す が , パリ ウム の 量 を も つと 少な く 
レ , 圧迫 帯 で 圧し て バリ ウム の 層 を 薄く し な いと , 胃 体 
部 殊 に 大 杉 附 近 の 虫 は 見 逃さ れる 危険 が あり ます 。 私 
共 は 少量 の バリ ウム を 飲ま せ て , 手 や 圧迫 得 で 押す 他 
に , シヤ ウル の 圧迫 帯 を ま 使 つ て お り ま す 。 十二指腸 で も 
バリ ウム を 停滞 させ る と と が 必要 で す 。 

2 ) 顕 虫 が た また ま 胃 内 に 発見 され て も , それ が 病気 
の 原因 で ど あ る と は 勿論 言え を ませ ん 。 私 共 は 臨床 症状 , レ 
ント ゲン 証明 の 他 に , 特殊 治療 法 殊 に 酸 療 法 の 効果 を 併 
せ 考 えて 診断 を 下 し て いま す 。 又 , 胃 や 十二指腸 の 如 縮 
は , アモ チル コリ ン や ワ ゴ ス チ グ ミ ン に よる 人 工 的 な 暴 
常 納 は さて お き , と れ が 直ちに 疹 痛 を 惹起 する と は 思 
われ ませ ん 。 具 痛 を 起す た め に は , 胃腸 管 の 軸 縮 の 他 
に , 局所 の 炎症 が 必要 か と 思い ます 。 雑 縮 の みな ら ず , 
その 炎症 の 原因 と し て も , 虫 アレ ルギー を 考え て いる 
わけ で す 。 収縮 の みな ら ば , 顕 虫 の 機械 的 刺 較 に よ つ て 
も 或いは 起り 得 ま し ょ よう 。 ア レル ギー を 考え る 場合 に , 
個体 に より 程度 の 差 が 甚だ し いと と を 思わ ね ば な り ま せ 
ん 。 横 教授 が お みせ に な つた , 幽門 部 に 顕 虫 が いて , 収 
縮 が 起り , 面 も 痛 を 訴え な か つた と いう 症例 に つい て 
も , 以上 の 諸点 か ら 考 接する こと が 大 切 で し ょ う 。 

3 ) 心 宮 痛 を 発する 上 腹部 顕 虫 定 と し て は , 胃 , 十 二 
指 腸 問 昌 症 の 他 に , 以前 か ら 胆道 問 虫 症 が 知ら れ て お 
り ,。 両者 の 異同 鑑別 が 問題 と な り ま す 。 これ に つい て . 
は , 以前 に 発表 し て お り ま す が ( 児 科 診 療 , 16 (3) : 
147 一 153 ( 昭 28.3)), 次 に その 要点 を 述べ まし よう 。 
骨 や 十二指腸 及び 胆道 と いう よう に 近接 し て いる 臓器 の 
中 に , あの 大 き な 顕 虫 が 迷 入 し て いる 場合 に , その 呈す 
る 症状 が か な り に 似 て いる と と は 容易 に 想像 し 得る 所 で 
あり ます が , 両者 の 間 に は 又 自 か ら な る 差異 が 認め られ 
ます 。 両者 に 共通 な 症状 は , 心 窟 導 痛 発作 。 吸気 , 路 吐 
心 癌 正中 線上 の 圧痛 点 , 胃液 の 無 酸 及 び 減 酸 , 既往 歴 に 
お ける 心 癌 軸 痛 発作 の 反 覆 性 と , 白血球 数 に お いて 概ね 
増 多 を みる と いう 諸点 で あり ます 。 次 に 両者 の 異な る 点 
と 致し まし て は , 体温 は 胃 , 十二指腸 題 虫 症 で は 概ね 無 
熱 で あり , と れ に 反し , 胆道 虫 定 で は 有 熱 の 場合 が 多 
い の で あり ます 。 前 者 で は 3, 4 日 , 数 日 経つ て も 無 
熱 で す が , 胆道 映 虫 症 で は 遅かれ 早かれ 発熱 する の で 
あり ます 。 悪 塞 は 前 者 で は 全く 認め られ ませ ん が 。 後 
者 で は 約 半数 に お いて 認め られ て いま す 。 右 衝 助 部 の 圧 
痛 は 前 者 で は 全く 認め ませ ん が , 後者 で は 大 多数 に お い 
て 認め られ て お り ま す 。 尿 チア スタ ー ゼ 値 は 前 者 で は 将 
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えて お り ま せん が , 後者 で は 殖 え て いる 場合 が 多い の で 
あり す 。 十二指腸 ソン デ に よる 胆汁 の 検査 を 行い ます 
と , 胃 , 十二指腸 問 虫 症 で は 何等 変化 が な く , 時 に 顕 虫 
卵 が 少々 認め られ る と と も あり ます 。 胆道 虫 症 で は , 
B 胆 汗 を 中 心 と し て 著 明 な 秋 症 所 見 が あり , 即ち , B 腸 
填 が 混濁 し , 多数 の 白血球 を 混 じ て いる の で あり ます 。 
殊 に 雌 成 点 の 完全 迷 入 の 場合 に は , 多数 の 顕 虫 卵 を 認め 
る の で あり ます 。 十二指腸 ゾン デ 法 で 顕 虫 卵 さ え 証明 す 
、 れ ば , 胆道 虫 症 で ある か の よう 人 考え て , 報告 し て い 
る 方 も あり ます が と れ は 正しい と は 思わ れ ま せん 。 胆道 
魚 由 症 と 言う に は , 炎症 反応 の 証明 が 重要 で あり ます 。 
即ち , 胆汁 を 中 心 と し て 混濁 が あり , 白血球 が 殖 え て 
いる と と が 大 切な の で あり ます 。 レ ント ゲン 検査 で は , 
前 者 で は 虫 を 胃 や 十二指腸 内 に 証明 し , 後者 で は ビリ 
グラ フィ ン 等 に よ つ て 魚 虫 を 胆道 内 に 証明 し ます 。 酸 療 
法 。 即ち , 培 酸 リモ ナー デ 100cc を 頓 用 致し ます と , 
骨 , 十二指腸 昭 虫 定 で は 顕 虫 は 胃 , 十二指腸 内 か ら , 下 
或いは 上 に 脱出 し て , 座 痛 は 急速 に 消失 致し ます 。 胆道 
虫 症 の 場合 に は , 酸 療 法 を 行 つ て も , 私 共 の 経験 で は 
よく な ら な い の で あり ます 。 以上 の 種々 の 点 か ら , 両者 
を 鑑別 致し ます 。 

( 問 ) ( 鳥 大 第 二 内 科 ) 原 田 義道 
無菌 飼育 され た 動物 に 付い て の 寄生 虫 感染 実験 は それ 
と し て 必要 性 を 認め る が , 自然 界 に は 実際 に は 寄生 虫 に 
和 作 され る 機会 は 極め て 多く その 中 で 寄生 虫 ア レル ギー 
病 患 は 起り 得る の で ある か ら 寄 生 虫 アレ ルギー の 解明 に 
特に 無菌 飼育 され た 動物 の 必要 は な い の で は な か ろう 
か 。 

( 答 ) ( 群 大 小児 科 ) 松 村 竜 雄 
毒 作 用 と アレ ルギー 反応 と を 区 別 し , ア レル ギー 反 
応 を 正しく 研究 する た め に は , 寄生 虫 無 感染 飼育 は どう 
し て も 必要 で す 。 

( 加 ) * ( 家 衛 試 ) 石 原 忠 雄 
山羊 を 金 綱 張 り の 畜舎 に 飼育 する と 指 状 水 状 虫 抗原 の 
導 内 反応 は 陽性 と な ら な い が , 普通 に 飼育 し て いる と 秋 
迄 に は 大 部 分 が 陽 転 し て いる 。 双 感染 仔 を 9 匹 山 羊 の 
眼 房 水 内 に 接種 し て も 陽 転 する こと と か とら 検査 材料 に は 注 
意 す る 必要 が ある 。 

( 加 ) ( 阪 大 微 研 ) 猪 木 正 三 
寄生 虫 の 感染 に さち され て いる 我が国 の よう な 所 で 寄 
生 了 虫 免 商 の 研究 を 行う に は 寄生 邊 感染 か ら 隔 離し て 飼育 
し た 動物 を 用 うべ きだ と 思う 。 


(190 ) 
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遇 是 症 の レン トゲ ン 像 
桂 大 順 


消化 器 の レン トゲ ン 検 査 に 当 つて 硫酸 バリ ウム 弟 を 与 
えて 胃 よ り 腸 えと 追 つ て 参り ます と , 其 の 間 に 顕 虫 が 寄 
生 し て 居り まし た ら 硫 酸 パ リウ ム 背 の 中 に 生き た 異物 と 
し て 陰性 の 像 を 与え ます 事 は 皆様 の 御存知 の 通り で あり 
ます 。 1922 年 独 乙 で は OttorFritz, 吾 が 国 で は 宮川 教授 
の も と で 今 か ら 80 年 前 に は じ め て 報告 され て 居り ます 。 
箇 来 今日 迄 に レン トゲ ン 学 的 に 虫 を 見 付け て 臨床 上 に 
貢献 し た 報告 は 枚挙 に 違 あ り ま せん 。 併 し 年 ら 遺 懐 征 ら 
今日 迄 器 虫 の 人 体内 に 於 ける 生態 を 系 統 的 に 追求 し た 業 
績 は な い の で あり ます 。 吾 ベ は 先 づ 次 の 様 な 疑問 を 優 か 
ず に は 居 ら れ な い の で す 。 

(1 ) 顕 虫 は 一 体 人 体 の 何処 に 一 番 多く 寄生 し て いる 
の だ ろう か 。 

(2 ) どん な 型 で 寄生 し て いる だ ろう か 。 

(3 ) どん な 型 で 移動 する だ ろう か 。 

(4 ) 大 小 , 数 , 性 別 , 生殖 は どん な だ ろう か 。 

(5 ) 駆虫 剤 を 適用 し た ら ど ん な に な つて 下降 する の 
だ ろう か 。 

等 <, 次 々 と 疑問 が 出 て 参り ます 。 

と の 謎 キ 解 く の は レン トゲ ン 像 に 伺 つ ょ り 他人 方 法 は 
あり ませ ん 。 幸い 私 は 20 年 間 了 臨床 放 射線 医 と し て 毎日 の 
如く と の 顕 虫 の 生態 を 眺め て 居り まし た の で 之 を まとめ 
まし て 一 応 公 表 致 し まし た が , 今日 自家 経験 例え を ス テイ 
ド で 御覧 に 入れ まし て と の 謎 を 解い て 参り 度 いと 存じ ま 
す 。 

(1 ) 私 が 588 虫 体 に つい て の 統計 で は 87 旬 が 空腸 に 
11.62% が 廻 腸 に 寄生 し , 残り が 胃 や 十二指腸 に 寄生 し て 
いた も の を 確認 致し ま し た 。 従 つて 空腸 廻 腸 を 正常 寄生 
部 位 , 他 は 異 所 的 寄生 と 云う 事 に な り ま す 。 異 所 的 寄生 
の 顕 虫 を 詳細 に 時 間 的 に 観察 し ます と 一 日 中 で も 胃 よ り 
正常 寄生 部 位 に 帰 つ た り 又 上 行 し た り , 即 ら 正常 寄生 部 
位 を 根城 と し て 散歩 に で も 出かけ た と 云う 如き 事実 を 確 
認 し た の で あり ます 。 と の 事実 は 駆虫 上 重要 な 事 で あり 
まし て 双 胃 内 上 顕 虫 症 と か 胆道 虫 症 と か の 症 の 字 は 不要 
で あり 一 括 し て 銅 虫 の 異 所 的 寄生 症 と すべ き で な いか と 
考え ます 。 空腸 内 の 分 布 は 上 中 部 に 多く 寄生 し, 成熟 虫 
は 上 部 に 多く 寄生 し て , 此処 で 生殖 を 営み ます 。 

( 2 ) 八 上 の 92% は 虫 体 は 腸管 の 長 軸 に 一 致し て 伸展 
し 頭 部 を 腸 の 口 側 に 向け て 居り ます 。 と の 姿態 は 腸 の 緊 
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張 , 蝶 動 , 内 容 に 何等 影響 を 受け る 事 な く 悠々 自適 の 姿 
で あり まし て , 愉 も 流れ に 浮 ぶ 魚の 如 し で あり ます 。 私 
は 之 を 第 一 静止 型 と 称 へ ます 。 次 に 残り の 8 多 は 移動 の 
姿 で あり まし て 腸管 の 口 側 に 進む な も る の を 前 進 型 , 肛門 側 

に 向う も の を 人 後退 型 と 称し まし て 之 を 一 括 正 常 運 動 型 と 
名 付け ます 。 と の 運動 は 腸 壁 斑 は 自己 の 体 部 に 拠点 を 持 
ち 円 孤 を 描い て 廻 転 する 如き 運動 で の ぶり まし て , と の 円 
陣 が 腸管 の 外力 に 抗 し て 自体 を 保持 する に 最も 都合 の よ 
いと と は 物理 学 的 に 考え て 自ら 明か で あり ます 。 勿論 移 
動 を 終 れ ば 第 一 静止 型 で 悠々 と 寄生 し て 居り ます 。 

(3 ) 大 き な 成 熱中 が 自然 排出 を 見 ます と と と は よく 
御 経 験 と 存じ ます が 大 体 3 一 5 年 巨大 成虫 は 人 体 に 寄生 
し て いる 様 で あり ます 。 と の 老 虫 と 宿主 の 疾病 系 の 場合 
の 顕 虫 に 次 の 様 な 姿態 を よく 認め ます 。 

頭 と 尾部 を 略 々 同一 水平 に 於 て 虫 体 の 中 程 で 双曲線 状 
に 折れ 曲 つ た 型 で あり ます 。 此 の 姿態 に な り ま す と 腸 の 
緊張 , 映 動 , 内 容 に 影響 され て 下降 排出 の 態勢 を と り ま 
す 。 全 く 自 主 性 を 失 つ た 姿 で あり まし て , 私 は 之 を 第 二 
郡 止 型 と 名 付け ます 。 愉 も 流れ に 浮 ぶ 木の葉 の 姿 で あり 
ます 。 と と ろ で と の 姿態 は 駆虫 薬 を 適用 し ます と , サン 
トニ ン , カイ ニン 酸 , マク ニン 等 の 如き 神経 書 に し て 
も 。 赤 ,。 へ キシ ー ル レゾ ル シ ン , アス カリ ドー ル の 如き 
殺虫 姓 に し て も 薬効 が 現われ まし た ら 100% に と の 姿態 
を と る の で あり まし て ! 上 の 巨大 虫 体 の 場合 と 併せ 考 へ 
ます と と の 姿態 は 虫 体 の 弱 力 化 さ れ た 姿 と し て 普遍 的 に 
考え て よい と 思う の で あり ます 。 

(4 ) 薬物 を 適用 致し ます と 虫 体 は 一 時 狂乱 的 な 異常 
運動 を 呈し まし て 環 転 , 旋回 , 等 無秩序 な 運動 を 自ら 行 
いま す 。 愉 も 渦中 に 投じ た 糸 塊 の 如く で あり ます 。 併 し 
間もなく 由 体 は 静か な 第 二 静 止 型 を と つて 下降 し て 行き 
ます 。 私 は 之 を 異常 運動 型 と 名 付け , 薬物 の 刺 較 に よる 
電 奮 期 と 考え ます 。 と の 姿 は 第 二 静 止 型 と 共に 駆虫 上 最 
も 重大 な 姿態 で あり まし て , 薬効 判定 , 惑 虫 効果 決定 の 
重要 な 因子 で あり ます 。 

(5) レン トゲ ン 像 と し て は 了 虫 体 の 頭 部 尾部 の 判定 , 
暴 雄 の 別 , 生殖 体位 , 虫 体 の 硫酸 パリ ウム ュ 緑 取 等 細か く 
観察 致し ます と 面白 い 問題 が あり ます 。 雌雄 の 別 は 排出 
され た 雌雄 の 相違 と よく 知 つ て 頂け ば 充分 判定 され ます 
し , 生殖 体位 は 性 殖 器 の 位置 に より て 決定 され ます 。 頭 
部 は 常に 腸管 の 口 側 に 位置 し て 微細 な 運動 に よ つ て 常に 
外力 を 排 し 能 を と つて いま す 。 
紙面 の 都合 上 詳細 は 朱 著 「 魚 虫 駆除 の 理論 と 実際 」 医 
学 書院 発刊 に 割愛 させ て 居 き ます 。 
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( 問 ) (慈恵 医大 ) 長 野 寛治 

稲垣 が 初島 で 無精 卵 排出 者 に 就 て の 観察 に より ます と 
(寄生 虫 学 雑誌 発表 ) 雌 虫 だ け 寄 生 し て お る 場合 は その 
寿命 は 大 体 1 カ年 内 外 の も の と 考え られ る の で あり ます 
が , 唯 今 , 3 カ年 位 生 ほ て お る と の と と を き ゝ まし て 
る 興味 深く 感ずる 次 第 ご で あり ます 。 和 尚 撮影 の 間隔 は どの 
位 な の で し ょ うか 。 

( 答 ) 机 殿 順 

一 体 人 体内 に 一 匹 の 名 虫 が 何 年 位 生存 する か と 云う 問 
題 は 臨床 窒 に と つて は 興味 ある だ け で な く 重 大 な 賠 題 で 
あり ます の で 終戦 後 か ら こ の 問題 を 追 末 致し て 居り ます 
が , 仲 々 同一 人 を 追う こと は 色々 な 困難 が と も な いま 
す 。 一 尺 近く 巨大 な も の が 半年 乃至 一 年 排出 され な いで 
之 を し 線 学 的 に 追求 可能 な こと は 枚挙 に 違 あ り ま せん 。 
私 は 今日 迄 度々 臨床 症状 に 疹 痛 を 出し , 排 虫 を 見 な い 愚 
者 を 3 カ月 お き に 追求 し て 居り ます 。 今日 迄 確実 な 例 数 
は 7 例 で あり ます が , 巨大 な る も の は 小さ い 時 か らち 計算 
レ て 3 年 位 す る と 老 虫 と し て 自然 に 出る の を 認め て 居り 
ます 。 疾 つぶ いて と の 問題 は 追求 し て 誤り は 訂正 し 度 因 
う 。 


銅 昌 症 の 免疫 


岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
森 下 折 夫 

占 虫 症 の 免疫 を 考え る 場合 に 重要 な と と は 固有 宿主 と 
非 固 有 宿 主 と で 発生 機転 の 異な る こと で ある 。 先 づ 犬 鯛 
仔 虫 卵 を 家 兎 に 二 千 隻 経口 投 与 する と 1 週 後に 顕 成 下 抗 
元 に 対し て 皮膚 反応 が 陽性 と な る 。 と の 特異 反応 を 示す 
期間 は 7 週 迄 で 感染 後 9 週 の 家 束 は 皮膚 反応 を 示さ な く 
な る 。 酷 酸 鉛 法 に よ つ て 抗 元 分 析 を 行い 含水 炭素 分 六 の 
反応 は 30 分 後に 最 頭 著 で 4 時 間 後 に は 消失 する 発赤 が 認 
め ち られ る 。 一 方 復 白 分 調 の 反応 は や や 遅れ て 3 時 間 後 か - 
ら 現われ 浮腫 を 伴い 6 時 間 後 に 最 顕著 で 48 時 間 後 迄 認め 
られ る 。 と の 独白 分 謀 は 電気 泳動 法 に よる 映像 で 純 ! な 
も の で あつ た と と が 分 る 。 犬 咽 虫 を 骸 員 させ た 家 兎 と 人 
及び 豚 顕 成虫 抗 元 を 皮 内 注射 し て も 皮膚 反応 陽性 で 共通 
抗 元 の 存在 が 認め られ る が , 多 成 虫 抗 元 に 対し て は 反応 
し な い 、。 犬 虫 を 37*C24 時 間 飼 育 し た 液 の 皮膚 反応 は 前 
述 の 含水 炭素 分 調 に 相当 する 反応 を 示し , 名 虫 飼養 液 の 
抗 元 分 析 で も と の と と が 証明 され る 。 同一 腹 の 仔犬 4 豆 
が 予め 皮膚 反応 陰性 で ある と と を 確 め て 後 5 百 >1 千 隻 
顕 虫 仔 虫 を 容 加 させ て 2 週 後 の 皮膚 反応 は 陽 転 し 対照 は 
陰性 で ある が , 蛋白 分 社 の 反応 は 出 ず 。 し か る ゃ 含水 炭素 
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分 凛 の 皮膚 反応 は 陽性 で ある 。 と の と と は 顕 虫 飼養 液 の 
場合 と 一 致し 固有 宿主 で は 虫 体 成分 の 分 解 し て 吸収 され 
る と と の な いと と を 示す も の で ある 。 顕 虫 体 抗 元 を 保存 
する 場合 蛋白 分 社 は 割合 安定 で ある の に 含水 炭素 分 六 は 
抽出 後 百 日 位 で 抗 元 性 を 失う 。 顕 虫 体 成分 と 飼養 液 の 含 
水 炭 素 分 罰 に つい て エチ ー ル アル ユール, エー テル で 
処置 し て 各 分 層 に 分 ける と P。 の 部 に 抗 元 性 が あり , 
融点 や , ペー パー クロ マト グラ フン で 顕 虫 体 成 分 及び 飼 
養 液 の P* 分 肩 は 同一 物質 で ある こと と が 証明 出来 た 。 
虫 起 患 家 各 の 腸 に 対す る シュ ルツ デー ル 反 編 は 含水 炭 
素 分 太 の 方 が 閉 明 に 陽性 で ある が , と と で も や PP。 分 翌 は 
主たる 役割 を 果す 様 で ある 。 抗 元 の 復 白 分 太 を 硫酸 安 門 
で グロ ブリ ン ,。 及び アル ブ ミ ン の 各 分 層 に 分 つと 多少 の 
差 は ある が 何れ の 分 翌 で も 皮膚 反応 は 陽性 で ある 。 顕 虫 
卵 発育 途上 の 抗 元 性 の 変 移 を 虫 卵 数 を 一 定 と し て 抗 元 を 
作る と と で 検討 する に , 単細胞 期 で は 陰性 で , 顕 仔 虫 卵 
か ら 作 つた 抗 元 の 皮膚 反応 は 一 万 倍 稀釈 迄 陽性 で こと の こ 
と は 顕 仔 虫 体 を 形成 する 実質 細胞 の 増加 こよ る も の らし 
い 。 単細胞 期 虫 卵 抗 元 を リ z。 に 濃縮 し て も 反応 は 陰性 で 
ある の に , 双 横 期 虫 卵 抗 元 は り :。 に 濃縮 する と 皮膚 反応 
が 陽 転 する 。 顕 虫 各 臓器 の 抗 元 性 に つい て 検討 する に 大 
差 な く , 体 腔 液 も 百倍 稀釈 迄 陽性 で ある 。 Levene の D. 
NN. A. 抽 出 法 で 抽出 し た 犬 遇 昌 成分 は 人 及び 豚 顕 虫 秩 串 
家 兎 に 対 し て 友 膚 反応 陰性 で 同 法 で 豚 虫 成 信 か ら 抽出 
し た も の は 陽性 で ある 。 各 顕 虫 間 の 共通 抗 元 性 に も 多少 
差異 の ある と と が 分 つた 。 膚 反応 の 人 体 へ の 応用 で あ 
で PSP に 示す も の も ある し 虫 卵 が 
く て 強い 反応 を 示す も の も ある 。 と の 間 の 事情 を 説明 
ドド ドイ PP 
られ , 更に 寄 策 虫 か ら 出 され る 物質 が 人 体 に 吸収 され 
ーー ドー" mewsharieymatuaSCoReN 
の 沈降 価 は 皮膚 反応 と 略 平行 する 。 以 上 述べ た 様 に 
免疫 の 成立 機転 は 固有 宿主 の 場合 大 量 に 感染 きせ る と 
液 的 な 免疫 を 起す も の で ある が 二 十 日 単に 釧 虫 卵 を 与え 
た 場合 に は 初 感染 時 に 比べ て , 再 感染 の 場合 は 排出 され 
る 虫 卵 数 が 多く な る と と か ら 腸 管 局所 の 獲得 免疫 の 成立 
が 覗 わ れる 。 私 が 顕 虫 保有 者 の 大 便 中 の 顕 虫 新陳代謝 物 
質 を 抗 元 と する 顕 虫 定 の 新しい 診断 法 た る T〒. M. 法 を 
考え る 至 つ た 起因 は , 虫 が 大 形 の 腸 内 寄生 虫 で あり そ 
の 新陳代謝 の 産物 は 人 体 皮 膚 反応 の 不安 定 な と と か ら も を 
ーー ツア ーーymrtewymeetsrd 
た も の で ある 。 顕 虫 体 抗 元 は 家 束 に 静 注 3 回 で 抗 血 清 の 
体 抗 元 に 対す る PPPNPNar テキ や の 
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降 反 応 の 判定 は 写真 の 如く で , 了 昌 体 抗 元 の 力 価 と 温度 , 
抽出 時 間 の 関係 は 温度 の 高い 程 , 時 間 の 長い 程 大 で ある 。 
抗 血清 の 沈降 価 の 画 後 の 消 長 は 第 4 6 回 静 注 時 に 最も 
高い 。 し か し 免疫 血清 を 得る 目的 の 為 に は 顕 虫 の 体腔 液 
を 抗 元 と し て 静 注 し た 家 兎 で 第 1 回 静 注 後に 既に 1 万 倍 
を 示す も の が ある の で 体腔 液 免 商 の 方 が 有利 で ある 。 抗 
血清 の 保存 に よる 光 降 価 の 減少 は 石炭 酸 を 加え な いも の 
は 120 日 後 で も 認め られ な い 。 顕 虫 体 抗 元 で 免疫 し た 抗 
血清 に は 体 抗 元 が 体腔 液 よ り 強 い 反 応 を 示 し 後に 述べ る 
様 に 体 抗 元 と 体腔 液 と は ある 程度 の 成分 上 に 差 の ある と 
と が 判る 。 顕 虫 の 雌雄 , 大 小 に よ つ て 著 し い 抗 元 性 の 差 
は な く , 豚 釧 足 と 人 上 虫 と の 間 に ゃ 差異 は な い 。 し か も 
と の と と は 交互 に 成立 する 。 体腔 液 免疫 の 抗 血 清 に は 体 
膝 液 が 体 成分 より 強く 反応 する 。 豚 目 を 色々 な 方 法 で 
飼育 し た 液 の 抗 元 性 は 1 隻 10cc リン ゲル 液 飼育 で 体腔 液 
の 百倍 稀釈 程度 の 抗 元 性 を 有する 。 と の こと と を 色々 な 条 
件 下 て 確 め た 。 雌雄 より 大 は 湖 虫 より 多く の 抗 元 物 
質 を 排 演 す る 。 雌 の 飼育 液 の 場合 排卵 の 多い 程 反応 強く 
と の こと と は 子宮 内 分 泌 液 の 抗 元 性 が 考え られ , 雄 飼育 液 
で は 尾部 に 生殖 器 末端 が ある の で と の と と の な い の は 勿 
論 で ある 。 飼育 液 に 対す る 酸 ・ 熱 処理 の 影響 は 和 蛋 白 分 禄 
の 除去 に 関連 する が 高度 稀釈 で の み カ 価 の 減少 が 見 られ 
る に 止 つ た 。 と の 抗 血 清 に 対 し て 釣 虫 , 肝 軽 , 双 口 吸虫 
体 抗 元 は 反応 し な い 。 顕 下 の 各 臓器 の 抗 元 性 に は 著 差 は 
な く 消 化 管 有 成 分 も 反応 陽性 で ある が , 顕 虫 腸管 内 容 を 
採取 し た も の に は 僅か し か 抗 元 性 が 認め られ な い 。 顕 昌 
寄生 の 豚 の 大 便 5 g を 生理 的 食塩 水 10cc 中 で 充分 携 拝 し 
21'C 2 時 間 放置 し 3 千 廻 転 5 分 遠 沈 し た 上 清 に 2 多 塩 酸 
を 加え 中 8.5 と し 100 で 1 時 間 コ ツ ホ 人 多 中 で 処理 し 濾 低 
で 濾し 音 性 ソー ダ で 叩 7.0 と し 再び 濾し た 液 を 抗 元 と し 
て 体腔 液 で 免疫 し た 抗 血 清 に 重層 する と 百倍 稀釈 迄 陽性 
で , 遠 沈 の 代り に 東洋 濾紙 No 2 で 吸引 濾過 する か 10%% 
の 割 に 獣 炭 末 を 加え て 画 後 の 処理 は 同様 に し た 大 便 の 抗 
元 は 2 時 間 後 の 判 定 で 差 異 は な は い 。 と れ ら の と と か ら 酸 
処理 で 除 和 蛋白 され た 含水 炭素 分 社 が こ の 反応 の 主役 を 演 
じ て 居 る と と が 分 り , 更に 体腔 液 免疫 の 家 束 血 清 に 対し 
て 魚 昌 体 成分 の 蛋白 分 太 は 沈降 反応 を 示さ ず 含 水 炭 素 分 
六 の み 陽 性 で ある と と 等 を 併せ 考え れ ば 興味 が ある 。 顕 
了 虫 寄生 局所 前 後 の 豚 腸 内 容 の 抗 元 性 は 前 方 に は な く 後 方 
この み 存 在 す る 。 10 て 21 で の 室温 に 上 虫 保有 者 の 大 便 を 
放置 し その 抗 元 性 が 6 日 後 ま で 認め られ る が , 8 日 後に 
は な く な る 。 広島 机 尻 か ら 送 られ た レ 線 診断 に ょ る 雄 久 
虫 症 の 大 便 も 4 日 後 〒.M. 法 で 陽性 で あつ た 。 体腔 液 と 
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体 抗 元 の 抗 元 性 に 対す る 酸 熱処理 の 影響 を 見 る に 体腔 液 
免疫 血清 に よる 検査 で 体腔 液 の 場合 は 影響 され ず , 体 抗 
元 の み が 著 し い 抗 元 体 の 低下 を 見 る の は 顕 虫 の 新陳代謝 
の 産物 が 体腔 液 と ある 程度 の 関係 の ある と と を 示す も の 
で ある 。 衝 姓 臓 器 別 の 酸 熱 処理 の 影響 は 消化 管 , 皮質 
雌雄 生殖 器 共 に 沈 降 価 の 減少 を 認め る 。 人 体 の 場合 虫 卵 
検査 と 沈降 反応 の 関係 は 虫 卵 数 の 多い 程 反応 強く 虫 卵 陰 
性 の も の 28 例 は 陰性 で 釣 昌 卵 の み の 者 も 陰性 で あり 東 卵 
を 有する 場合 は 必ず 反応 は 陽性 で あつ た 。 さ き に 述べ た 
様 に 頭 虫 の 消化 管内 容 中 に は 著しい 抗 元 性 物質 は 含ま れ 
て 居 な い 様 で あつ て 体腔 液 と 関連 が ある 顕 虫 の 排 浴 器 系 
統 の 究明 を 試み た 。 と れ に つい て は 土橋 , 村瀬 等 は 顕 虫 
体 の 前 敵 部 に ある 排 港口 は 実質 的 に は 殆 ん ど 排 洪 に 関与 
し て な く て 皮 質 を 通し て 行わ れる と 述べ て 居る 。 事実 組 
織 標本 で 見 る と 側 管 と 側線 部 の 肌 講 と は 直接 の 連絡 は な 
く , 角度 下 の 模 形 状 裂 口 前 2 者 と 直接 の 連絡 は な い 。 
花房 状 器 官 は 私 の 見 た 所 で は 組織 標本 上 排 洪 と 関係 が ある 
る と は 考え られ な い 。 土橋 , 村瀬 等 の 皮質 を 通し て の 排 
浴 の 有力 な 根拠 で ある 色素 を 顕 虫 に 注入 し た り , 色素 液 
中 に 映 虫 を 飼育 し た りす る 実験 の 結果 は 同氏 等 の 説 の 如 
く 角 皮 を 通し て 色素 の 出入 が 証明 出来 る が , 呈 .M. 法 の 
新陳代謝 産物 の 証明 の 実験 で は 排 港口 部 を 浸し た 液 中 に 
の みみ 抗 元 性 が あり , 尾部 や 後 体 部 の み を 浸し た 液 で は 色 
素 の 着色 は ある が 抗 元 性 は な い 。 と の と と は 正 体 各部 を 
別々 に 浸漬 し て 雄 の 場合 排 港口 部 の み に 呈 .M. 反 応 陽 性 
で あつ た と と と 一 致し 色素 の 顕 忠 皮質 を 通し て 出入 する 
と と と , 排 湯 と は 一 致し な い 様 で ある と と が TIM 法 で 明 
ら か に され た ょ 信 ん ずる 。P*2 液 を 排 港口 の 3 ~ 4 cm 後 
方 で 正中 線 と 側線 の 中 間 に リ , の 注射 針 を 後方 へ 向け て 
さ し , 顕 虫 の 生殖 器 の 前 端 千 入れ て 注入 し , コロ ヂ ウ ム 
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の 膜 で 刺 口 部 を 蔽 つて , 顕 昌 体 の 色々 の 部 分 を 浸 潰し た 
液 の 放射 能 を 測定 する と 排 港口 を 含め た 頭 部 の み を 入れ 
た 液 の 放射 能 が 著しく 大 で ある 。 と の 場合 針 の 刺 口 部 が 
何れ の 場合 も 液 に 浸 つ て 居 な い 様 に し た 。 以 上 の 諸 実験 
に よ ょ つて 上 虫 症 の 免 商 の 成立 機 庁 の 一 斑 を 窮 え た も の と 
伝 ん ずる 。 最後 に 教室 上 負 各 位 の 御 協 力 を 深 席 す る 。 

( 問 ) (大 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁 雄 

御 2 人 (松林 , 森下 氏 ) の 人 体 実験 で 排卵 時 期 に 30 晶 


の 違 が あり ます が 之 に つい て 。 


( 答 ) 森 下 哲 夫 
早い 時 期 の 虫 の 卵 は どく 少く 出る 犬 で す 。 
( 答 ) 松 林 久吉 


本 格 的 な 排卵 の 始ま る の は 60 一 Y0 日 後 か ら で す が , 30 
日 後 か ら 排 卵 の 始ま る 場合 も 確 に あり ます 。 そ の 理由 は 
わか り ま せん 。 豚 鯛 虫 卵 を 試食 し た 場合 に 早期 排卵 の も 
の が 多い 傾向 に あり ます 。 

( 問 ) (大 府 大 ) 野 田 二 

1. somatic migration を 行う 犬 銅 虫 感染 家 束 の 反応 
が 9 週 後 (一 ) と な つた と と に 対す る 見 解 如何 。 

2. 供 試 大 の 日 令 如 何 。 

( 答 ) 森 下 哲夫 

①④ 我々 の 所 で 犬 久 虫 仔 虫 卵 を 二 十 日 沙 に 経口 感染 き 
せ て 筋肉 , 脳 等 に つい て 仔 虫 の 移行 を 見 た が 脳 中 に 仔 至 
の 移行 する の を 見 る と と が で き な か つた し , 筋肉 中 に も 
少 い 数 し か 移行 し な か つた 。 犬 上 虫 感染 家 吉 で は 大 部 分 
の 犬 釧 上 虫 は 肺 を 経て 腸管 に 至り や が て 排出 され , 顕 仔 虫 
の 体内 で 死 減 す る も の も 比較 的 早期 に この こと が 行わ れ 
る と 想像 し て 居る 。 そ の 結果 獲得 免疫 も 9 週 後 に は 失わ 
れ た も の と 考え て 居る 。 

②③ 生後 2 ケ月 の も の で す 。 
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寄生 虫 性 アレ ルギー に 関す る シン ボ ジ ウ ム 


座 長 挨 挑 
宮 川 米 次 


生体 の 現 わ す 諸 反 応 の 中 で アレ ルギー 位 そ の 人 性状 の 判 
然 と し な いも の は 他 に あま りあ る まい と 思う 。 ピ ルケ ー 
の 提唱 以来 。 こ と れ を 抗原 抗体 反応 の 一 つの だ と いう と と に 
な つて いる 。 そ の 抗原 に つい て は 色々 の も の が あげ られ 
^oslae その 抗体 は どん な も の か と いう と , 全く わか 

e 緒方 富雄 氏 は , アレ ルギー は 抗原 , 抗体 反応 の 
we 病 的 性 状 を も つた 生体 反応 だ と いつ て いる 。 寄 
生 虫 学界 に お いて も 近 時 諸 種 の 病 的 反応 に アレ ルギー 人 性 
だ と いう も の が , か な り 多 く な つて き て いる し , 服 か 乱 
用 せら れ て いる の で は な いか と さき さえ 思わ れ な いで も な 
い 。 み か か る 見 地 か ら , 本 総合 に お いて は , 寄生 虫 病 学界 
ドド ROHStMiRsDe 寺 2 
て , 夫々 の 権威 に 多年 の 研究 並 に 経験 に よ つ て , その 導 蓄 
ーーー の NWPeNwe 従来 斉 を 通し て 見 て い 
WS か な り ,。 は つき り し て きた よ 

ぅ > な ん と いう て も アレ ルギー 反応 と の も の の 定義 が か 
ce ぐら つい て いる 点 が な いと は いえ な い の で 。 研究 は 
多分 に 今後 に 残さ れ て いる よう に 思う 。 7 項目 に 耳 る 講 
演 の 後に , 時 余 に 理 つ て , 全会 員 か ら 自 由 に 質疑 を 寄せ 
られ た の に 対し て 応答 し て 貰 つ た 。 し か も ま と と に 和 や 
か に , 少し ゃ 角 の 立た な い 有 雰囲気 の 中 に , 意見 の 交換 を 
し て 頂い た と と は , 近 来 嬉し い 極み で あり , 満 堂 , 真 に 
立 雛 の 余地 の な い 程 の 盛会 で あつ た 。 こ と れ ま た 新しい 試 
み の 一 つ で あつ た と いう て よい で あろ う 。 

以上 の 7 項目 で 寄生 虫 性 アレ ルギー カ が すべ て で ある と 
思う て は 素 よ り よく な い 。 エ ヒ ノ コッ クス 等 
oe 
種 の 皮膚 反応 の 如 ほ に は , 多分 に 将来 性 が あり , か な ! 

ーー ンー ャ カッ maho 
が あつ た の も 決し て 偶然 で は な か つた と 思う 。 と と に そ 

一 端 を 述べ 失 長 の 挨拶 と し た い 。 


敵 是 性 アレ シギ ー 
長崎 大 学 風土 病 研究 所 
池 田 稔 正 
従来 , 顕 虫 物質 又は 新陳代謝 に 依る 顕 眼 症 の 病因 論 に 
対す る 研究 は , 体 物質 , 体腔 液 , 飼養 液 に 就 い て は , 毒 


う 思う に 


に お いて 
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作用 及び ア レル ゲン 作用 の 両面 か ら 行わ れ て いる が , 基 
礎 的 研究 成果 と 臨床 的 実際 と の 関係 を 説明 づけ る に 足り 
る 総合 的 な 理論 と 処 見 の 得 ら れ て いな い 幾 多 の 面 が 遺 き 
れ て いる 。 演者 は 独自 の 方 法 を 用 い , 顕 虫 体 に !/』 量 の 
食塩 又は 白糖 丸 は ブ ド ー 糖 を 散布 し , 塗 透 圧 に よ つ て 生 
ナ る 淡 間 色 の 透明 た 流体 を 得 。 こ の 抽出 液 を 用 いて Sh 
wartzrman 現象 , Arthus 現象 , Schultz-Dale 現 依 に 
より , 魚 虫 物質 の アレ ル ゲ ン 性 を 証明 し , その 特異 性 が 
含水 炭素 調 分 ( 反 神 依 ) に よ つ て 支配 され る 事 を 確認 し 
た 。 顕 虫 物質 に よる 沈降 反応 を 観察 し , や は り 和 蛋白 割 分 
(ER 玉 分 ) より 到 副 分 に 特異 性 の 著しく , 抗 元 価 測定 よ 
り 抗体 価 測定 の 成績 に 特異 性 の み ら れ る 事 を 知り , 沿 , 
K 訓 分 に よる Arthus 現象 と 沈降 反応 と の 価 の 並行 する 
事 を 認め た 。 又 , 顕 虫 抽出 物質 に よ つ て 感染 人 体 に 於 け 
る 皮膚 反応 を 実施 し , 顕 虫 普通 感染 者 80, 顕 貝 症 患 者 
96.86 多 の 陽性 率 を 得 , 顕 虫 感染 後 80 日 で 陽 転 し , 完全 
駆虫 後 14 一 65 日 迄 同 反応 の 持続 する 事 を 認め た 。 
EAR 
特異 性 の 逐 し い 事 が 指摘 され て いる が , 演者 の 成績 に 
ば 。 双 六 分 に よっ て 牙 加 度 の 電 必 か 得 ら れ た 。3 
18 歳 の 小児 20 名 を 実験 に 供し, 顕 虫 物質 の 皮 内 注射 及 
び 経 口 投与 或 は 吸入 に ょ つて , 15 例 に 喘息 様 発作 を 誘 著 
する 事 に 成功 し , 9 例 に 幕 麻 疹 様 発疹 の 併 玩 し た 事実 を 
認め た 。 

Shwartzman 型 反 応 及び Arthus 型 反応 に 就 いて , 
具 結 膜 に 於 て 皮膚 に 於 ける より 反応 が 鋭敏 《 と 迎 速 に 発現 
する 事 を 知 つ た 。 商 。 名 虫 物質 に 対す る レア ギン 又は 
降 素 の 産生 が 釣 虫 物質 の 介在 に よ つ て 量 的 に 抑制 され る 
事 を 実証 し , H.G. Wells の 所 主 , 抗 元 角 逐 作用 の 仮 
説 を 以 て 説明 し た 。 重要 な 事 は , Shwartzman 現象, 
Arthus 現象 , Schultz-Dale 現象 , 沈降 反応 に ょ より, 魚 
虫 症 患 者 の 体液 に 釧 中 アレ ル ゲ ン の 分布 する 事実 を 
清 3 例 , 乳汁 2 例 , 腹水 2 例 , 涙 液 2 例 , 鼻汁 2 例 , 貴 
液 2 例 , 尿 5 例 , 背 膳 液 2 例 , 助 膜 液 2 例 , 陰 誤 水 凡 液 
2 例 で 証明 し た 事 で あり , 又 患 者 9 例 に 於 いて , Praus 
nitz-Kiistner 反応 に より , 普 由 物質 に 対す る レア ギン 
の 存在 を 証明 し た 。 以 上 の 実験 成績 を 総括 し て , 演者 は 
環 昌 症 の 徴候 の 中 , 少く と も , 胃腸 障害 の 一 部 , 甘 麻 疹 
様 発疹 , 喘息 様 発作 等 は , 顕 虫 物質 に よる アレ ルギー の 
発現 に 帰せ られ る と 結論 し た 。 





























明和 31 年 6 月 (1956)〕 


釣 是 性 アレ ルギー 


岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
寺下 二 
釣 虫 性 アレ ルギー の 研究 は 釣 虫 体 成 分 及び 仁 虫 培養 液 
の アレ ル ゲ ン 性 の 間 題 を 追求 し て 鳥取 大 学 の 石原 内 科 の 
諾 氏 が アル ツ ュ ス 現 象 。 プラ ウス ニッ ツ , キュ スト ネル 
現象 と アレ ル ゲ ン の 中 和 試 験 。 アナフィラキシー シヨ ッ 
ク , シュ ルツ デー ル 反 応 の 起 る こと を 免疫 と 密接 な 関係 
の ある も の と する 立場 か ら 釣 虫 症 の 免疫 の 成立 機転 を 知 
り , その と と か ら ア レル ギー の 起り 方 を 検討 し た 。 多 貝 
9 人 
有 宿 主 で その 態度 の 異 る こと で , こと れ は 釣 仔 虫 の 体内 侵 


入 後 の 運命 の 異な る と と か ら ed ら か で ある 。 ジ ビニ 区 


他 昌 を モル モッ ト に 肉 串 させ た 場合 経 冊 の 方 経口 より 
皮膚 反応 が 強く 出る 。 経口 感染 で も 大 量 に 与え る か , 少 
量 づ ゝ 頻 回 に 与え る と 強い 反応 が 期待 出来 る 様 に な る 。 
ツ ビ ニ = と 犬 釣 虫 と の 間 に は 共通 の 抗 元 性 が うり , と の と 
と は 変 互 に 成立 し , 同一 数 の 場合 虫 卵 成 分 に は 抗 元 性 が 
認め られ な い の に , ラブ ヂ チ ス 型 仔 虫 成 飼 や フィ ラリ ア 
型 仔 虫 成分 に は 抗 元 性 の 生ずる こと は 体 細胞 の 増加 に 基 
因 す る の で あろ う 。 抗 元 分 析 に よ つ て 含水 炭素 分 罰 の 反 
応 は 30 分 後に 顕 著 で 6 時 間 後 消 初 する の に , 和 蛋白 分 禄 の 
に は 3 時間 作 に 暗 われ よ す 4 半 間 で 記 織 和合 つ だ 発 
が 最 顕 著 で 24 時 間 後 に も 認め られ る 。 釣 成虫 を 88'C18 時 
義人 に 構 


い 


と を 裏書 き し て / 1 で 表 沿 の 半 の 人 志和 攻め と ない: 匠 
由 5 百 1 千 隻 感染 犬 に 対す る 犬 釣 虫 体 成 分 の 皮膚 反応 
は 含水 炭素 分 謀 に 相当 する 部 分 の み の 皮膚 反応 を 示し 

感染 犬 に 於 ける 免疫 の 発生 が 主として 多 虫 の 新陳代謝 産 
物 の 吸収 に 起因 する と と を 示し て 居る 。 抗 元 の 含水 炭素 
分 宮 の 感染 犬 に 対す る 反応 も と の と と を 示す が 。 と の 含 
炭素 分 劇 は 挑 元 の 貯蔵 の 場合 158 日 迄 は 有効 て ある が 
268 日 後 の も の は 無効 で この 際 算 白 分 太 の み は 多 少 弱 ま 
る が 有効 の 様 で ある 。 犬 釣 虫 感染 bk エル モッ ト の 講 村 導 ナ 
る 釣 虫 抗 元 の 含水 炭素 分 禄 の 作用 は 経口 及び 経 詳 感染 共 
シュ ルツ デー ル 反 応 陽 性 で あり と の と と は 体液 的 免 商 の 
成立 と 共に 経由 感染 の 場合 も 後に 述べ る 様 に 直接 喝 管 に 
侵入 する 仔 虫 の ある と と を る 示し て 居る 。 免疫 家 束 等 
の 抗 血清 に つい て 多 虫 体 抗 元 の 沈降 反応 の 強 さ を 検討 す 
る の に 1) 釣 東 30 隻 感染 犬 , 2) 釣 仔 虫 2 千 隻 , 経口 感染 家 
兎 , 3) 釣 成 虫 抗 元 免疫 家 兎 の 各 血 清 が 釣 成虫 抗 元 に 対す 
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る 反応 を 見 る に 3)>1>2) の 順に 沈降 価 が 低く な る 。 と 
の 沈降 反応 と サー レス 現象 と を 比較 する に 犬 釣 仔 昌 を 用 
いて サー レス 現象 の 発現 は 従 輔 仔 虫 に 殆 ん ど 認め られ , 
無 感 染 の 家 兎 血清 ご で も 0.05 多 程 度 に は サー レス 現象 は 起 
る 様 で ある 。 2 千 隻 経口 感染 家 各 の 血清 中 で は 5 日 目 に 
2.2 て 8.652% の 仔 虫 に サー レス 現象 が 現われ , 頭 敵 に 沈 
降 物 の 見 られ ろ と と が 最も 多く 他 の 部 は どく 少数 で あ 
る 。 釣 成虫 抗 元 免疫 家 兎 血清 で は 5 日 目 に 5.2~ 6.8 易 
陽性 に 見 られ , この 場合 沈降 物 は 排 浴 口 部 65 頭 適 34% 
で ある 。30 隻 釣 虫 感染 犬 の 血清 は サー レス 現象 を 起 さ せ 
な か ら た この と と は 興味 が あり サー レス 現象 は 抗 元 の 
邊 白 分 記 に より 多く 関係 が ある の で あろ うか 。 多 成 昌 抗 
元 に よる 家 兎 の 抗 血清 の 沈降 価 の 消長 は 5 ~ 6 回 注射 時 
に 最高 と な る が 5 百倍 を 越え を な いで より 大 量 虫 体 抗 元 を 
静 注 する と 家 兎 は 死ぬ 場合 が あり , この と と は 交 下 体 に 
有毒 物質 の 含ま れ て 居る と と を 示す 様 で ある 。 と の 様 に 
作 つ た 抗 血清 に 対す る 銘 成虫 の 飼育 液 の 沈降 反応 は 十 倍 
稀釈 迄 陽性 で , 30 隻 釣 虫 感染 犬 の 大 便 の 酸 , 熱処理 し た 
も の を 抗 元 と する と 〒WM 反 応 陽性 で ある 。 又 釣 虫 卵 保有 
者 の 大 便 の 酸 , 熱処理 抗 元 の 沈降 反応 は 陽性 で この 際 顕 
虫 卵 の み 保有 の 人 の 大 便 の それ に 対し て は 陰性 で ある 。 
と の と と か ら 釣 虫 症 の 場合 に も FM 反応 は 陽性 で 大 便 の 
中 に 釣 虫 の 新陳代謝 産物 は 大 部 分 排出 され その 一 部 の みみ 
が 宿主 腸管 か ら 吸 収 さ れ て 体液 的 な 免疫 を 起す も の で あ 
ろう 。 P*3 を 用 いて の 釣 虫 免疫 の 究明 の 問題 を 試み る 
場合 仔 虫 に P** を 含有 させ る 方 法 と し て 小型 シャ ー レ 中 
で 釣 虫 卵 を 含む 犬 の 大 便 を P%? 液 中 で 飼育 する と 鐵 酸 塩 
の 濃度 は 本 実験 に 関す る 限り 仔 虫 の 発育 に は 影響 し な く 
て 100zc 程度 の 放射 能 が と の 実験 に 最適 で ある 。 110 
。c を 越す と 被 杜 し た ラブ ヂ チ ス 型 や フィラ リア 型 で 被 
要 し な いも の 等 変形 の 発育 を する 仔 束 が 現われ る 。 と の 
釣 仔 虫 中 に 放射 能 を 有する こと は ガイ ガー 計数 管 で 仔 虫 
の 処理 し た も の が 同 量 の 最終 洗 敬 液 よ り 圧倒 的 に 高い 放 
射 能 を 示す と と や , ラジ オオ ー ト グラ フン で 証明 出来 る 。 
P% 処理 釣 仔 虫 を 経 剛 及び 経口 感染 後 の 二 十 日 渦 各 臓 器 
内 の 放射 能 の 比率 を 時 間 を 追 つ て し ら べ る と 余り 時 間 を 
経過 する と 仔 虫 体内 の P* が 排 洪 され 尽 し 仔 虫 の 存在 と 
放射 能 の 多 宴 と が 平行 し な い の で 私 の 実験 は 感染 後 4 時 
間 の 価 を 中 心 に 検討 する と と ゝ し た 。 商 , 焼き 多く 含む 
骨 は と の 実験 で は すべ て 除外 し た 。 P** 液 を 経口 授与 し 
た 場合 と 経口 感染 の 場合 の 間 に は 有意 の 差 が 認め られ, 
叉 度 内 注射 し た 場合 と 経 剛 感 染 の 場合 の 間 も 同様 で この 
に し て 仔 虫 の 体内 に 於 ける 行動 の 一 班 が 覗 わ れ 例 えば 
経 剛 感染 4 時 間 後に 二 十 日 湯 の 消化 管 中 に 仔 虫 が 侵入 し 











て 居る 。 二 十 日 単 の 様 な 小動物 と 犬 と で は 異 る 結果 が ぁ 
る か と 思い 犬 釣 虫 を 犬 に 容 患 し て 4 時 間 後 に は , 経口 感 
染 で は 肺 , 心臓 に 放射 能 が 少く , 経 良 感染 で は 犬 の 消化 
管 中 に 仔 虫 は 存在 し な い 様 で ある 。 以 上 の 様 に P** 処理 
陸 て 移行 する 径 略 を ガイ ガー 計数 管 で 知 
- と が 出来 る の で 釣 虫 の 後 感 RE 究明 に 
応用 し た 。 前 感染 が 経口 で ある 場合 の 経口 後 感染 の 時 は 
二 十 日 少 の 肺 , 心臓 に 束 めす トド * あ る 様 で , 経 
層 後 感染 の 時 に は と の と と は 認め られ な い 。 こ と の こと と は 
若菜 病 を 考え る 場合 に 興味 が ある の で 更に 追加 実験 を 行 
つた 処 前 感染 仔 虫 数 を 50ー1000 隻 と 様々 の 場合 を キ 作 つて 
みる と 無 免疫 の 場合 より 多少 多く 心 , 肺 に 移行 する 程度 
に 止 つ た 。 き さき の 実験 は 冬期 後 の 実験 は 夏期 に 行 つ た の 
ご その 差 が ある か と も る 思い 今冬 更に 追加 実験 を 行 つ た 成 
績 も 夏期 より 上 廻る 移行 を 認め た が 第 1 回 の 時 程 ご で は な 
みか つた 。 し か し 夏 よ り 冬 に より 多く 肝 , 肺 , 心 に 移行 する 
釣 昌 の 増す こと は 人 後 感染 抵抗 性 の 一 時 的 な 乱れ を 示し 
種 の アレ ルギー 状態 が 消化 管 系 統 に 見 られ る の で あろ う 
み 。 前 感染 が 経 劇 で ある 場合 著しい 特徴 は 経 劇 後 感染 仔 
虫 が 局所 に 止 つ て 体内 に 侵入 し 難く 殊 に 消化 管 中 に 殆 ん 
昌和 
で の み 起 り 体 液 的 免疫 の 余り 成立 し な いら し いと と は 前 
感染 経口 で 経 識 後 感染 し た 二 十 濃 の 仔 虫 は 消化 管 中 に 侵 
入 す る と と か ら 和 想像 され る 。 と の と と を 前 感染 仔 虫 数 か 
ら 検 討 する と 50 隻 で は 差異 な い の に 百 隻 以上 だ と 有意 の 
差 が お 生ずる 。 銘 仔 昌 体 抗 元 を 皮下 注射 又は 経口 投与 し た 
eeyeab0MeBtehEye 
る と 経 形 感染 の 場合 に の み 判 然 と し た 免疫 の 成立 を 見 て 
ーー 
感染 で は 特に 肝 , 肺 , 心 に 侵入 数 は 増 さ きず この こと と は 興 
味 が ある 。 固 有 宿 主 で 経口 前 感染 し て 経口 後 感染 する と 
肝 , 肺 。 心 に 移行 する 仔 虫 数 の 割合 が 放射 能 の 比率 で 
15.42% で ある の に , 経 剛 前 感染 し て 経口 後 感染 の 場合 は 
mer ceo 
は 仔 虫 が 肝 , 肺 , 心 に 侵入 し 易く な る 様 で ある 。 以 上 
ayhveowy HRPavinem 
た が 釣 由 新陳代謝 産物 に 起因 する 免疫 の 成立 機転 は 固 
有 宿 主 の 場合 釣 虫 体 の 含水 炭素 分 社 に 特に 深い 関係 を 持 
つら し い 。 友 膚 反応 や シュ ルツ デー ル 反 応 が 含水 炭素 分 
玉 で も 起り , 釣 虫 権 患 者 の 大 便 を 酸 熱処理 し た も の , 抗 
元 で 由 体 免疫 家 免 血清 と の 間 に 半量 計 の は 
水 炭素 分 禄 の 役割 り を 証明 する も の で ある 。 P%? 処理 
釣 仔 虫 で 証明 出来 た 経口 後 感染 時 の 異常 な 体内 侵入 は 若 
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oy: 
る と 思う 。 最 後に 教室 員 一 同 の 御 授 助 の 大 で あつ た と 
を 記し て 置く 。 
( 問 ) 田 末 高 
所 主 含水 炭素 分 放 と 云わ れる に 有機 の 反応 は 如 
何で し ょ うか 。 
( 答 ) 三 下 才 夫 
化学 的 な 意味 で は よく 分 り ま せん 。 


若 楽 病 


鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科学 教室 
石 - 江 還 


電 計 は 表 の あな し お も 症 C 衝 
こり , 引 き 続 き 頑 固 な 喘息 様 咳 了 を 来 す 疾病 で ご あり, 

日 木 に 於 て は 北海 首 。 青 県 を 際 き 多 ん ど 全国 に 利 つ 
発生 し , 今 迄 の 報告 例 は 1008 例 に 達し て いる 。 演者 等 ( 
昭和 28 年 以降 米子 地方 に 於 て 246 例 に つい て 調査 し , 
その 成績 の 概略 を の べ , その 本 態 に つい て 考察 を 加え た 

折 葉 病 の 原因 と な つた 若葉 の 種類 は 大 根 某 か 最も 多い 
が , その 他 の 若菜 で も 原因 と な る 。 若菜 病 は 若菜 の 浅 沖 
を 食べ て 起 る 場合 が 多い が , 定型 的 な 咳 蹴 症状 は 経 皮 感 
染 こ 於 て も 赤 お ことり, 少数 例 ぐ ご は ある が , 者 て 食べ た も 
の に 於 て も 起 つ て いる 。 臨床 症状 は 悪心 , 忠 吐 を 訴え る 
時 期 , 咽喉 頭 の 挿 塗 を 訴え る 時 期 及 び 喘 息 様 咳 了 歌 を 訴え 
る 時 期 の 8 期 に 分 ける こと が 出来 る 。 

若菜 病 の 血液 像 に 於 て 特有 な と と は , 白血球 増 多 症 と 
好 酸 球 の 増加 と で ある 。 

Ro シヤ ルコ ライ デン 氏 結 
卓 を 認め た 例 も あり , 又 釣 虫 仔 虫 を 認め た 例 も ある , 
PP に 釣 虫 卵 を 認め 
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や o 


釣 成虫 乳剤 煮沸 上 清 液 , 虫 体 蛋 白 分 社 液 , 多糖 類 分 工 
液 , 仔 虫 乳剤 煮沸 上 清 液 及 び 仔 虫 飼育 液 を 用 いて 次 の 実 
験 を 行 つ た 。 

皮 内 反応 に 於 て は , 類 属 反応 は ある が , 若菜 病 に が て 
は , 100 多 に 陽性 で ある 。 

アル チ ウ ス 現 象 。 プラ ウス ニッ ツ ・ キ ュ ス ト ネ ル 氏 現 
人 象 。 モル モッ ト に 於 ける アナ ヒラ キシ ー シ ョ ヨッ ク 。 シネ 
ルツ デー ル 氏 現象 , 沈降 反応 , 釣 虫 抗原 に よる 感 作 赤 箇 
球 凝 集 反応 等 何れ も 陽性 , 又 釣 虫 エキ ス を 以 て する シ ユ 
ワル ツマ ン 氏 現象 は 陽性 で あつ た 。 


若菜 病 の 本 態 は 釣 虫 仔 虫 の 感染 に よ つ て 起り , その 仁 
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東 が 肺 通過 時 の 機械 的 刺 較 に よる と すろ 説 は 否定 出来 な 
い が , その 他 に 釣 虫 アレ ルギー, シュ ワル ツィ ャ ン 氏 現象 
も て その 一 因 と な る と 考え る 。 

き 導 の 治療 は の と と 2 ろ 決 定 的 な 方 法 が な い 。 


日 本 住 血 吸 息 性 アレ シギ ー 


山梨 医学 研究 所 
杉浦 三 了 
日 本 住 血 吸虫 感染 に よる アレ ルギー の 問題 は 皮膚 反応 
主体 と し て 研究 せ られ た が 最近 血清 学 的 に 証明 せら れ 
抗 [ 体 2 発現 する 事 が 明か と な つた 。 最 近 ]. Oliver-Gon_ 
2ales, 及 Bauman 等 に よ つ て 詳細 な 研究 が 発表 せら れ 
た 。 著 者 は 之 等 の 研究 を 追試 し 更に 病理 組織 学 的 に アレ 
ルギー の 問題 を 研究 し た の で 発表 する 。 
血清 反応 に ょ る 最近 の 研究 
を 方 法 
) 抗原 の 分 離 , 吸虫 の 成虫 セル カリ ア 卵 の 十分 に 
し 2 
室温 に 一 昼夜 放置 し 次 の 朝 に よく 混和 し て か ら 4000 麺 転 
10 分 間 遠 沈 上 清 液 1 : 100 原 液 と し て 保存 。 
2 ) 沈降 反応 
成 足 , モル カリ ア 卵 に つい て の 沈降 反応 は 沈降 試験 用 
小 試験 管 を た 用 いる 。 血清 は 稀 息 せ ず , 原液 の ま ゝ 用 い 血 
清 の 上 に 抗原 の 稀釈 液 を 重層 させ る 。 即 ち 抗原 減量 法 を 
用 い ら 。 反 応 時 間 は 87'C で 2 時 間 , 沈降 反応 の 読み 方 は 
H 清 し 抗原 と の 反応 の 強 さ に ょ り 4 十 , 3 十 , 2 十 , 1 
上 。 . よ まや 。 
3 ) モル カリ ア 凝 集 反応 
1950 年 Lin Chin and Bang に より 記載 ' さ れ た 旋法 
に ょ り 更 に 之 に 変更 を 加 う 食塩 水 稀 血 清 を 0.1cc と し 10 
rm の 近 を 用 い 20 倍 拡大 で 見 る 。 
) Circumoval precipitins (Oliver-Gonzales) 1954 
ーー 
感 水 動物 の 肝 及 腸 か ら 虫 卵 を 採取 し 其 の 虫 卵 と 血清 と 
en C で 反応 させ る 方 法 。 
) 皮 内 反応 
2 十分 消 寺 的 処置 を 行い 皮 内 注射 する 。 注射 
後 15 分 で 直径 4 正 或 は 其 れ 以上 を 紅斑 を 示し た も の を 陽 
性 と する 。 
実験 成績 の 結論 
1 ) 住 血 吸虫 に 感染 し た 人 間 の 血清 に つい て 抗体 の 研 


究 を セル カリ ア 沈 降 素 , セ ルカ リア 凝集 素 , 抗 昌 卵 沈降 素 


の 存在 に つい て 研究 する と, 成虫 沈降 素 は 証明 出来 る カ 
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甚だ 低 力 価 ご で 双 わ ず か の 了 李 率 に し か 血清 中 に 証明 され な 
2 ) これ ら の 抗体 の 量 的 差異 は セル カリ ア 感 染 後 40 
日 一 240 日 位 の は や い 時 期 に は セル カリ ア 沈 隆 素 と 凝集 
02 % 染 
は 沈 降 素 価 , 凝集 素 価 は 低く な る か, 陰性 と な る 。 抗 昌 
久光 際 素 は 早期 晩期 いづ れ の 感光 に ゃ 認め られ る が 長 
い 感 染 経歴 の 患者 血清 中 に は ょ り 高 い 価 を 示し て くる 。 
3 ) 家 兎 に 人 工 的 免疫 を 行 つ て 作り 得 た 成東 , モル カ 
リア 及び 卵 抗体 は それ ぞ れ 時 期 的 特異 性 を も る つ て いる 。 
凍結 工 解 し た 成虫 , モル カリ ア 材 料 で 家系 抗 面 清 を 処理 
する と 同種 抗原 で の 吸収 は 出来 る が 異種 抗原 で の 吸収 
は 出来 な い 。 即 ち 同 種 抗体 吸収 試験 と 異種 抗体 吸収 試験 
と に より 成虫 抗体 。 セル カリ プア 抗体 , 卵 抗体 と が 鑑別 出 
来る わけ に な る 。 然し な が ら 虫 卵 か ら の 抗原 で 抗 成虫 血 
清 , 抗 セ ルカ リア 血清 , 抗 虫 卵 血 清 を 吸収 し て みる と 下 
卵 抗体 と セル カリ ア 抗 体 と が 吸収 され る 。 此 の 事 は 虫 卵 
に モル カリ ア 因 子 が ある 事 を 示す 。 即 ち 了 虫 卵 に は モル カ 
リア の 抗原 因子 を も つて いる 事 が わか る 。 

4 ) マウ ス に だ 単 性 寄生 され た 血清 中 に は 抗 昌 卵 沈降 素 
が 証明 され な い 。 と の 事 は 虫 卵 の 存在 の み に ょ つて 出来 
人 

5 ) 完全 な 治療 を 行 つ た 場合 に も 抗 虫 卵 抗体 は ー カ 年 
以内 は 残 つ て いる 。 

6 ) 虫 卵 を アン チゲ ダン と し た 皮 内 反応 は 成 昌 や セル カ 

リ 了 みち 縛 際 し た 岳 果 る つて 和 容 患 者 に 陰性 反応 を 示 
す が , 治療 後に は 陽性 に な つて くる 。 

病理 組織 学 的 に 観 た アレ ルギー 

日 本 住 血 吸虫 感染 に よる アレ ルギー の 問題 は 従来 皮 
反応 及 血 清 反応 を 中 心 と し て 研究 され た が 一 方 虫 卵 に ょ 
る 組織 病変 の 成立 に つい て も アレ ルギー が 関与 し て いる 
事 ぶ が Deschamps 等 に よ つ て 強調 され た 。 著 者 は 最近 桜 
林 の 実験 的 家 兎 住 血 吸虫 病 及 市 川 の 実験 的 ヘム スタ ー 住 

血 吸虫 症 の 病理 組織 的 研究 を 指導 し 次 の 知見 を 得 た の で 
之 に 基き アレ ルギー の 問題 を 考察 し て 見 た 。 東 卵 結節 
に は 浴 出 型 と 増殖 型 が か あり 其 の 病変 は 血管 内 に 始ま る 。 
湊 出 型 結節 で は 血管 内 虫 卵 に ょ り 誘 発 さ れる 血栓 性 静脈 
笑 が 円 箇 芝 浸 届 と 実質 作 填 死 を 主体 と する 病変 に 発展 す 

。 増殖 性 結 餅 で は 虫 卵 の 刺 電 に よる 血管 内 上 の 増殖 か 
と 内 し 折 法 細 kc 
関与 な し に 形成 され る 。 決 出 型 と 増殖 型 に ある 下 卵 の 成 
熟 度 や 新旧 に は 差 が 認め られ な い の で 両 型 の 成り 立ち は 
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組織 の 反応 状態 の 差 , 即ち 虫 体感 染 に よる 局所 の アレ ル 
ギー 状態 の 差 に よる も の と 考え られ る 。 と の 点 は 結核 の 
場合 , 浴 出 性 病変 を 急性 な 高度 の アレ ル ME と し , 増 
殖 性 病変 を 軽度 な アレ ルギー 性 反応 と 見 区 し て いる が 。 
昌 卵 結節 で も 同様 な 発生 機 序 に 依 て 血栓 性 静脈 疾 か ら 決 
出 性 が 増殖 性 静脈 炎 か ら 増 殖 型 が 生ずる も の と 考え る 。 

次 に ハム スタ ー に 感染 させ た 実験 に よる と 肝 , 肝 , * 
た 著 明 な Amyloid の 沈着 を 認 
病理 に つい て は まだ 決 定 的 で ない が , Loeschke や Let- 
lere 以来 Amyloid は 抗 元 抗体 反応 に 基く 沈着 物 ご * 
る と 云う 説 が 有力 で あり , 此 の 実験 の 場合 日 本 住 血 吸虫 
と ハム スス 特種 休 凍 守 の 上 ( 0 り 立 つ ア レル 
ギー 反応 と し て の Amyloid 沈着 症 ] る と 一 応 推定 さ 
れる 。 
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1. 棟 鳥 住 血 吸 虫 定 に 於 ける アレ ル ギ 

梗 鳥 住 PR セル カリ ア ア の 感染 に よる 皮 諾 炎 は 我国 に 
広汎 に 墓 延 す る 水田 皮 護 炎 の 主要 な る 病 型 で き 
病 症 に 対 け る アレ ル ギー の 成立 に つい * て は , 昭和 328 年 
松 に より 棟 鳥 住 血 吸虫 モル カリ アプ 乳剤 に ょ る 選 P 以 応 肥 
が 同 乳剤 に 対す る Prausnitz-Kustner 反応 陽性 成績 2 
本 症 発生 地 住 人 に 実験 的 に 証明 され て いる 。 

棟 鳥 住 血 吸虫 皮膚 炎 の 病理 組 細 像 は セル カリ ア 冠 入 
に ょ る 表皮 上 層 の 破壊 炎 巣 の 他 湿 診 性 皮 憎 炎 に 類似 し , 初 
感染 の 場合 乳頭 層 の 水腫 , 真皮 中 層 血 答 の 液 性 及び 紙 狗 
性 浴 出 , 外 謀 細胞 の 増 多 放 走 に 始ま り 次 第 に 血 束 の 遊 出 
遊走 が 著 明 と な る が 好 中 球 と 主 と し 好 酸 球 の 出現 は 未だ 
見 られ な いか 或 は 少数 で ぁ し と OR 自然 
感染 例 に 認め られ る 。 械 鳥 人 血 吸 か ルカ ! 
表 友 膚 に て 死滅 し 遊走 細 肥 に 包ま れ て 吸収 消失 する , こ 
と に と 好 酸 球 出現 の 乏 し き と ェ と ー は 5 線 に 
と が アル メル ギー 所 見 の 主 な 特徴 で 3 

標 鳥 住 血 吸虫 セル カ リア 反復 感染 て で は 血管 結合 織 の 
反応 性 変化 が 著しく , 感染 3 時間 俊 に 真皮 中 層 血 管 上 よ 
り 多数 の 好 酸 球 の 遊 遊走 が あり , 結合 織 の 類 線維 素性 
変性 も 認め られ る 。 好 酸 球 は 時 間 の 経過 に 伴 ひ 増加 し 血 

管 調 及び 周囲 に 於 て 胞体 の 変形 , 粒 放出 , 核 の 変形 を 
示し 双 放 出題 粒 は 次 第 に 裾 色 する 。 好 酸 球 は 更に 真 友 の 
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上 中 層 に 遊走 し 結合 織 の 類 線維 素性 変性 き と 起 し た 局所 に 
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[寄生 昌 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 2 是 


撰 択 的 に 集まり , 面 か も 胞体 崩壊 , 核 の 濃縮 破壊 を 来 す 
も の が 少く な い 。 と の 好 酸 球 の 態度 は 甚だ 特典 で あり , 
表 ! cJ4 の 大 セル カリ ア の 体内 に は 殆ど 侵入 せ ず その 局 
辺 部 及び 真皮 に 於 ける 抗原 抗体 反応 の 場 に 対す る 超 向 性 
を 有 し , - と の 他 の 部 位 で は 胞体 静止 型 で 粒 の 動揺 を 示 

_Ec より 棟 鳥 住 血 吸虫 皮膚 炎 に 於 ける 好 酸 球 の 態度 
は 多く の 学者 の 見 解 と 異 り 明か に 皮膚 アレ ルギー の 一 が 
標 と な し 得る と と を と と ! を 2 も の で ある 。 

2。 棟 鳥 住 : 面 吸 邊 の 抗原 性 

様 鳥 住 血 吸虫 セル カリ ア の 抗原 性 の 証明 dt の 


役 , 我 は pA 血 吸虫 re 


験 を 行 つ 出来 る 限り 成熟 な 虫 卵 を 集め と れ よ り Ms 
エキ スト ラク ト を 作り , 主として その 年 E に 要 島 信 到 下 


ee 応 を 実施 し た 結果 , 対 
Nate 見 る に 過ぎ な い が , 患者 に て 
ど 全 例 に 発赤 硬 結 を 認め 明か に 槍 患 者 は 虫 卵 抗原 に 

計 し B 導 記 応 を 示す と と が 知ら れ た 。 

次 に ウサ ギ を 用 ひ 虫 卵 エ キス を 以 て 免 商 し , 同一 の 抗 
原 に て 効果 注射 を 試み , 発赤 浮腫 硬 結 を 認め た が , 非 旬 
疫 ウ サギ に 於 て は 発赤 浮腫 軽度 に し て 両者 の 間 に 明 か な 
差違 が あつ た 。 Ok 
張 , 和 鬱 血 , 血管 内 皮 細 胞 の 分 裂 増殖 を 示し , 所 に より 


ん 


日 血 を も 未 た 。 We 組織 球 , リン バ 球 の 浸 
油 2 * あ り , RA Ve く 。 且 頸 粒 の 放散 像 
G こ 。 結合 織 は 膨 化 し に 浮腫 を 招来 し た 。 以 
PER る ア 量 あ MOch20e 
致す る 。 
虫 卵 エキ ス に て 免疫 せ 
ラ キス 及び セル カリ ア ・ エ キス を 以 つ て 
層 反 応 を 行 ふ に , 軽度 な が ら 皮 膚 反応 陽性 に し て 反応 
9 の 皮膚 組織 像 と 赤 上 記 の 所 見 に 近似 し , 虫 卵 と ミラ 
キ ヂ ウム 及び 虫 卵 と セル カリ ア と の 間 に 抗 原 性 の 類 性 を 
確 め 得 た 。 


- る ウサ ギ に 於 て 棟 鳥 住 血 吸虫 の 


こ キチ ヂ ウ み 、* 


肺 吸 回 性 アレ ルギー 


国立 公衆 衛生 院 寄生 虫 研究 室 
横 川 宗 雄 
肺 吸虫 の アレ ルギー 反応 と し て の 虚 内 反応 を 中 心 に そ 
の 本 態 及 び 信 頼 性 に つい て 他 の 血清 学 的 反応 ( 補 体 結合 
反応 び ベン トナ イト 抗原 に よ る rapid-floc-test) と 
比較 考 祭 を 試み た 
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先 づ 皮 内 反応 の 本 熊 に 関し て は , passive-transfer 
(Prausnitz-Kustner reaction) . を 多数 の 人体 に 試み 
次 の 諸点 を 明か に し 得 た 。 即ち 本 皮 内 反応 の 抗体 
(skin-sensitizing antibody) は 容易 ( こ passive trans- 
fer され る が , 非 動 化 C66C30 分 ) する と と に より その 
性 質 を 失う 。 又 抗 原 及 び 抗 体 を in vitro で 反応 き 
。 ep は 起 ら な い が , Prausnitz-Kistner 反 
応 に より 中 和 の 現象 を 証明 ke し , 双 エー 表 反 応 で 抗 
原 及び 朱 体 の 定量 も 可能 で ある と と を 明か に し た 。 和尚 患 
者 に 最初 に 抗原 を 皮 内 注射 すれ ば 陽性 反応 を 呈す 
日 及び 翌々 日 と 連続 同じ 局所 に 抗原 を 皮 内 注射 し て も 
本 反応 は 陰性 で ある 。 然し 8 日 目 に 更に 同じ 局所 に 抗原 
を 皮 内 注射 すれ ば , 再び 初回 の と き と 同 じ く 陽性 反応 を 
呈す る と と を 認め た 。 と の 事 は 一 藤 反 応 で 患者 血清 を 
皮 内 ( 本 5 と 反応 は 陽 
性 に 出現 する が , 同 部 位 に 更に 翌日 抗原 を 注射 し た 場合 
は 初回 の 抗原 或いは 抗体 の 注射 量 に 比例 し て 本 反応 の あ 
ら わ れ 方 が 非常 に 規則 正しい と と が 認め られ た 。 
以上 の 結果 か ら 本 上 内 反応 は 即時 性 反応 の 中 で Eva. 
nescent type ( 菱 麻疹 様 皮膚 反応 ) に 属す べき も の で , 
Arthus type と は 明か に 区 別 さ れる べき も の で ある と 考 
える 。 次 いで 補 体 結合 反応 及び ベン トナ イト 抗原 に よる 
rapid flocculation test を 252 例 の 血清 に つい て 実施 
し た 結果 , 了 虫 卵 陽性 者 で は , C.F-test 及び floc-test と 
も 8322 に 陽性 に 出現 し , 非 感染 者 で は 10 多 が 陽性 反応 を 
呈す る に すぎ ず 。 和 暴 時 に 出現 する と と を 明か に し た 。 
伏 か ゃ も C.EF-reaction と floc-reaction と の 成績 は 極め 
5 うまく 一 致し て いる 。 向 C.EF-reaction と floc-re 
action ュ の 抗原 抗体 反 記 系 は 同一 の も の と 考え られ る が 。 
多め の 地層 二 で や 半 肝 あと 補 人 
に し た 。 本 ay 
団 に 実施 し た } こつ いて の 結果 は , 
1 ) 4 4 以上 を 陽性 反応 と すれ ば , 
非 感染 者 で 陽性 に 出現 する 率 は (誤認 事 ) 0.912 で 。』 
染 者 で 陰性 , 呈す る 率 は 1.042% で ある 。 
l ) 本 反応 に よる 陽性 者 群 の 402 前 後 か ら は 1 刀 至 3 
回 の 検 療 , 或いは 検便 に より 虫 卵 を 証明 し 得る 。 
) 虫 卵 陽 性 者 の 66 例 の 血清 に つい て 行 つ た C.F-test 
及び floc-test の 陽性 率 は 共に 882% で あつ た 。 
IV) 本 反応 陽性 で 虫 卵 を 証明 し 得 な た か つた 群 の 50 め 前 
和俊 は C.F-test 或いは rapid floc-test に より 陽性 反応 


= = ンジ の 


Y ) 従 つて 本 皮 内 反応 陽性 者 の 群 の 70% 前 後 は 肺 吸虫 


(199 ) 





症 と 診断 し 得る 

VWD 條 衣 の 既往 を 有 し , 治療 或いは 自然 治 瓶 し , 
昌 卵 を 証明 し 得 な く な つて $ 尚 度 内 反応 は 陽性 に 出現 す 
る が 。 (〈 虫 卵 を 証明 し 得 く な つて か ら 8 年 以上 80 年 経過 
の 場合 ) C.F-test 及び floc-test で は 陰性 を 示す 。 

尚 皮 内 反応 の 抗原 の 分 析 を 行 つた 結果 次 の 如き 性 質 を 
有する 物質 で ある と と を 明か に し 得 た 。 

1 ) thermostable で ある 。 ( 100'C 1 時 間 ) 

I』 ) 非 透 析 性 

) 超 遠 心 で も 沈 浅 し な い 。 ( 30,000 r.p.m.) 

TV) phenol-insoluble substance (多糖 類 ? ) に は 活 
性 は な い 。 soluble substance に は 活性 が ある 。 

V) 活性 物質 は すべ て 硫 安 に ょ り 沈 湯 する が , 0 飽 
和 及 び "。 飽和 一 全 飽和 沈 湯 物 で は 著しい wo 

VI) 活性 物質 は methanol に より 沈 滅する が , me 
thanol の に は 著しい 関係 は な い 。 

M) 電気 泳動 で は 分 別 出来 な い 。 

MD) trypsin 消化 に より 活性 を 失う 。 


以上 の 事実 を 明か に し 得 た 。 即 ち 3 応 の 抗原 性 物 
質 は 低 分 子 の 蛋白 分 謀 と 思わ れる 部 る と 云え よう 。 


系 刀 昌 性 アレ ルギー 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡 部 浩 洋 


ー 説 を 発表 し て 以来 多数 の 学者 に 
ょ より 研 究 き され , 定義 も 変遷 し て 来 た が , 緒方 教授 は アレ 
ルギー と は 抗原 抗体 反応 が 生体 に 及ぼ す 作 用 の うち , 病 
的 の 過程 を 示す も る の を いう と 定義 し て いる 。 

系 状 虫 (バン クロ クト ) は 光 巴 系 に 寄生 し て 仔 虫 を 産 
arte 虫 体 及 び 仔 虫 の 新陳代謝 物質 , 毒素 , 死 小 

物 が 体液 , 或 は 組織 こ 入 る 事 が 想像 され , これ が 抗 礎 

な つて 抗原 抗体 反応 が 起 る 5 Mg 出来 る 。 

- 朱 状 取 の 急性 期 即 ち 谷 と こ 「 く さ ふ る い 」 の 時 期 は ,. そ 
の 起り 方 或 は 経過 か ら ア レル ギー 反応 で は な いか と 考え 
られ て いる 。 そ の 熱発 作 の 原因 に つい て は , (1) 和 糸状 委 
説 (Manson, 谷口 , yr 人 0.5 多 犬 和 糸状 
虫 乳 剤 を 但 皮 病 患 者 の と 注射 し , 全身 反応 と 局所 
反応 を お と し た 例 を 報告 ho 私 * も 千 倍 出 流下 尿 者 
の 皮 内 に 注射 し 局所 の 広範 囲 の 発赤 と 汐 巴 管 災 を お と し 
た 事 を 経験 し て いる 。 pe NPD か 松下 ) 
は 球菌 が 原因 ご ある と 考え て いる が , 本 菌 の み で は 地方 
PP な の ch * あ る 。 (8⑧) 和 糸状 虫 
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と 球菌 の 混合 感染 説 (松岡 文 ) は 両者 の 共同 作用 に ょ 
よ ょ る も の で , 細 上 は 拡散 因子 が 重要 な 役割 を し て いる と 
考え て いる 。 

皮 内 反応 

Taliaferro and Hoffman が 犬 糸状 虫 抗原 を 使用 し て 
度 内 反応 を 行 つて 以来 各種 の 線 虫 特に 糸状 虫 が 抗原 と し 
て 試み られ て いる が , 最も 多く 使用 きれ て いる の は 犬 糸 
状 虫 抗原 で ある 。 そ の 濃度 6 8000 倍 稀釈 を 適当 と し て 
いる が , 私 の 実験 で は 使用 出来 な い 。 私 は 犬 糸 状 虫 の 精 
玉 分 が 比較 的 特異 的 に 反応 する 事 と 証明 し た 。 尚 研 究 の 
余地 が 残さ れ て いる 。 

拡散 因子 

犬 糸 状 虫 及 び 馬 糸状 虫 抽出 液 の 家 兎 皮 内 注射 に よる 拡 
散 試験 で は 馬 和 糸状 虫 抽出 液 が 著 明 に 拡散 し た 。 然し 粘 重 
度 測定 の 結果 は 半減 値 に 達し な か つた 。 

溶連菌 ワク チン と 馬 糸状 虫 抽出 液 を 用 いて 家 兎 陰 誠 皮 
下 注射 に よる 反応 で は , 正常 家 兎 で は 両者 混合 の 場合 が 
反応 が 強く , 馬 糸 状 虫 を 腹腔 内 に 移植 し た 家 兎 で は 幾 分 
弱い 傾向 が ある 。 還 和 糸状 虫 抗原 に よる 免疫 家 兎 で も 詩 
い 。 と の 本 態 に つい て は Arthus 現象 が 関与 し て いる の 
で は な いか と 考え て いる 。 

以上 に より 第 3 説 の 糸状 虫 と 球菌 の 共同 作用 に よる と 
考え る が 適当 と 思わ れる が , 発作 の 諸 因 の 中 に 過労 , 寒 
冷 。 産 得 に よる と 思わ れる も の の 説明 は 困難 で ある 。 山 
崎 達 雄 は 愚者 を 一 定 の 運動 後 両脚 を 水 に 15 分 間 つ ける 事 
に ょ り 発作 を 誘 玩 し て いる 。 更 に 運動 後 ス パト ニン 内 服 
に ょ つて も 誘発 し て いる が , よる 仔 虫 誘発 
と 関連 が ある の で は な いか と 考え て いる 。 双 胎盤 笠 に よ 
る 誘発 は 内 分 泌 に も 関係 が ある の で は な いか , 目下 研究 
で ある 。 北村 教授 は アレ ルギー 病変 の 発生 機 序 に つい 
て Selye の Stress の 概念 を 入れ て いる が, と れ に ょ れ 
ば 過労 , 寒冷 , 産 得 に よる 発作 は 説明 が つく が , 尚 検討 
の 余地 が ある 。 度 内 反応 は 抗ヒスタミン剤 を 30 分 前 に 注 
射す る 事 に ょ り 抑 制 さ れる の は 発作 機構 に に スタ ミン が 
関与 する 事 が 想像 され る が , 他方 Mellanby (1955) は 
の zz の 272Z72 7e カ eS の 仔 虫 が 2.4wg/g の acetyicholine 
を 有する 事 を 報告 し て いる の は 中 村 教 授 の acetylcho- 
line 説 の 根拠 に な る の で は な いか と 思う 。 
( 問 〕 、 (日 本 化 薬 株 式 会 社 ) 中 島 
1) の zo7. 7272s 貝 体 に よる 抗原 性 は 私 は 認め る が 
その 抗原 性 は , 蛋白 六 分 が その 作用 が 強い と 私 は 思 つ て 
いる が , 岡部 先生 は 糖 謀 分 に その アレ ル ゲ ン 性 が 強い と 
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いう と と を 報告 され まし た が , な つと くい か な v 
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私 は 抗原 性 は 蛋白 が 最も 強く , 糖 が その 作用 に も 弱い 
が 存在 する と 思う が 如何 。 

2) 彼 白神 分 も 精神 分 に 於 て も zo7,. ZZ7s 
S@ の 7677 の gg27 の 7Z と の 間 に 類 属 反応 (アレ ル ゲ ン 性 ) 
有する 。 

( 答 ) 岡 部 洗 洋 

1) 同一 方 法 で 抗原 を 作ら な い の で , 精 質 , 蛋白 と 反 
応 の 差 は 比較 し て いな い 。 糖 太 分 が 私 例 で 比較 的 応用 性 
で は な いか と 思 つ て いる 。 

2) 森下 教授 の 方 法 で 策 , 蛋白 を つか い 此 皮 内 反応 を 
試み た が 余り 差 は な か つた 。 

3) 第 2 の 間 に つい て は 方 法 が 異 る の で 比較 出来 な 
い 。 

〔 加 〕 (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

体腔 液 免疫 の 家 兎 抗 血清 に は 顕 虫 体 抗 元 の 蛋白 分 宮 は 
沈降 反応 を 示さ な い 。 多糖 類 と か 蛋白 各 分 謀 に 対す る 反 
応 と 云う 場合 , 寄生 虫 の 固有 又は 非 固有 宿主 の 場合 で る 
アレ ル ゲ ン (免疫 抗 元 ) に 色々 差 が ある と 思い ます 。 
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吾 口 中 性 アレ ルケ ギー 
元 州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 宣 崎 一 郎 ・ 


有 口 虫 研究 斑 で 申し あわ せ た 共 同 研究 の 1 つ は , アレ ー 
の 拉 て お の Ro 他 の 班 員 諸 兄 か ら も 追加 発言 が 
う の で , 私 は 当 教 室 で えた 成績 の あら まし を お 
話す る に と ど め た い 。 

シュ ワル ツマ ン 反 応 : カム ル チ イ か ら え た 有 ! 顕 品 
虫 第 三 期 幼虫 の 抽出 液 を 用 いて , テン ジ ク ネ ズミ に 試み 
た 結果 , 相当 つよ ょ く 反 応 す る の を みとめ た 。 さらに, 効 
虫 を 解剖 し て , 食道 , 腸 , 体 壁 の 3 部 分 に わけ , それ ぞ 
れ の 抽出 液 を 作 つ て 試み た 結果 , 食道 抽出 液 が 最も つよ 

く 反 応 し た 。 特 に 興味 深い の は , 食道 抽出 液 (な ら び に 
食道 を 含む 全体 抽出 液 ) の 場合 , 注射 部 位 ば か り で な 
く 。 相当 広範 囲 に わた つて 出血 の 起 る あこ と で あつ て , と 
れ は , 強力 な 拡散 因子 を 認め る 事実 と 密接 な 関係 が ある 
うに 思わ れる 。 幼 了 虫 全体 を 蛋白 分 層 と 糖 質 分 層 と に わ 
け て 試み た 結果 で は , 前 者 に よ つ て の み 陽 性 を 示 レ し た 。 
また , 幼虫 200 匹 を 生 塩 水 1 cc に 入れ , 4'OC に 7 日 間 飼 
養 し た 液 で は 疑 陽性 の 程度 で あつ た (No. 221, 山中 
昭 を 参照 ) 。 

皮 内 反応 : . と れ は , 顕 口 虫 症 の 臨床 診断 法 と し て , 
また クィ ング 浮腫 , 皮膚 肺 吸 虫 症 , マン ソン 孤 虫 症 な ど 
と の 和 鑑別 診 断 法 と し て , 現在 の と ころ , 最も 便利 な も の 
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体 に 比 し - 
Mo サー 


た 。 一 方 , 前 述 の よう に 


倍 に うす め て 試み 


中 に 生き た 幼 東 を 入れ て お く と 。, 


ーッ ー 浸し っ トー 
! (と 感染 さ = (で っ こ か ら 。 


位 が 興味 深い 。 す 


と 考え て いる 。 3 種 名 口 虫 の 成虫 抽出 液 で 比較 し て みる 
と , 日 本 台 口 虫 が や や 弱く , 有 球 と ドロ ビレ ス は 大 体 同 程 


度 に 反応 し た (江頭 正義 , 医学 研究 , 28, 昭 28) 。 


て 成東 と 幼 東 の 抗原 性 を 比較 す 
とこ れ は , 効 東 の 方 が 
つて いる た め と 思わ れる 。 
(生殖 器 ) に わけ て 
出 液 を 作り ,。 患者 に つい て 試み る と , 食道 が 最も つよ 
区 
- わ け て 計 彼 白 分 層 が 最も 著しく 反応 し 
し て 効 虫 を 飼養 し た 原液 を 100 
と 結果 で も , 陽性 反応 を 示し た (No. 
219, 安藤 哲郎 ) 。 
ーー 5 
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フ . =。)。、 テラ 
> プア / 
次 / こ ご この 


ウサ ギ に だ 幼虫 を 感染 きせ, その 血清 
や が て 沈降 物 が 付着 す 
> サー レス 現象 と 解 さ れる が , ウサ 
2 週間 た つと , 全 例 に 認め る よう 
に 2 ケ月 と 4 ヶ月 で は 認め た が , 8 ヶ月 に 
な る と 陰性 を 示 し た 。 顕 口 虫 の 場合 , 沈降 物 の で きる 部 
な わ ち 。 の 財 に 最も 者 明 に みち れ 

排 港 孔 付 近 に も 少し は みみ られ る が , 肛門 付近 に は 全 
ヽ 認め られ な い 。 と の 事実 は , 幼 東 が 口 か ら 何 か 液 を 出 
し , その 中 に 抗原 性 物質 が 含ま れ て いる と と を 物語 る も 


っ ッ ユエ 
ッ o これ ひ 


ぅ > いわ ゆる 


こ 恋 示 。 さら ( 


の で あろ う (CNo. 220, 清水 喜一 朗 ) 。 
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幼 昌 の 薬理 学 的 作用 : 幼虫 の 抽出 液 な ら び に 飼養 液 
の 中 に は , Magnus 法 ご で ウサ ギ の 腸 運 動 元 進 を , また 
Engelmann 改良 法 ご で ガマ の 心機 能 元 進 を お と させ る も 
の が 含ま れ て いる こと を 証明 し た (No. 169, 滝沢 一 男 ) 

以上 を 要する に , 顕 口 虫 , 特に 有 半 顎 口 虫 は 成虫 も 第 
三 期 幼 東 も , 相当 つ ょ い 抗 原 性 物質 を も つて いる が , と 
PSNR こ 最 も 多 
く 含 まれ て いる ば か り で な く , 主として 口 を 通じ て 体外 
に 出さ れ て いる らし いと と , か つ 和 履 白 分 層 に 最も 多く 含 
PP 
用 を 示す 物質 も 出し て いる と と , な ど を 知り えた 。 

WNW 
道 と 思わ れ , と れ の 大 部 分 を し め る 食道 腺 こ そ , 抗原 妊 
物流 みか お 本 
は , 組織 学 上 , 背 腺 と 亜 腹 腺 と に わけ られ , さら に 人 後者 
は , 染色 上 , 2 
究 , 25, 昭 30) 。 ふ この 複雑 な 分 泌 腺 か ら 出 され る 物質 
も 決し て 単純 な も る の と は 思わ れ な い 。 と れ ま で の 研究 に 
ト つ て 。 宿主 に つ ょ い 秋 症 を 起 さ せる 主因 と し て も 《( 森 
田 ), 利和 いわ め る 拡散 因子 一 一 ゼラチン 溶解 酵素 を 含 
# 一 一 を 出す 源泉 と し て も (松田 ), と の 食道 腺 が 注目 き 
れ て いる と と を 併合 考え る と , 人 体 顕 口 虫 症 を 論ずる 場 
合 。 と の 分 泌 腺 は 。 ます ます ,。 その 重要 性 を まし て き 
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員 各 2 自 (昭和 81 年 4 月 80 日 現在 ) 


〇 印 昭和 30 年 4 月 1 日 以降 の 新入 会 員 


大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 教 室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
埼玉 県 大 宮 市 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 

高崎 市 九 蔵 町 2 

浦和 市 白幡 586 3535 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 日 本 医科 大 学 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
東京 都 目 黒 区 中 目黒 3 の 990 

甲府 市 錦町 4 山梨 県 立 医学 研究 所 
東京 都 新宿 区 大 久保 資源 科学 研究 所 
鹿児島 市 山下 町 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 附属 病院 第 一 内 科 
呈 岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

名 古屋 市 中 区 春日 町 19 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 昌 病 研究 所 
高崎 市 北 通 町 24 

席 児 島 市 鹿児島 大 学 農学 部 

長崎 県 練 早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 学 病 研究 所 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 丁 外 科 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 教室 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 新宿 区 信 渡 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
大 阪 市 大 阪 大 学 医学 部 生化 学 教室 

第 一 薬品 工業 株 式 会 社 研究 所 富山 県 放水 郡 小 杉町 


広島 県 尾道 市 吉 和 町 83 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

た 阪 市 東 局 区 内 道修 町 三 ノ ニ 五 

部 

大 分 県 北海 部 郡 佐賀 関 町 日 鉱 佐賀 関 製 錬 所 病院 
岐阜 市 比 野 町 岐阜 県 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 
新潟 県 小千谷 町 408 魚沼 病院 内 

東京 都 千代 田 区 九段 4 の 15 東京 顕微 鏡 院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 賊 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
神奈 川 県 相 横 原市 406 医学 統 合 研究 所 

岐阜 県 岐阜 市 岐阜 局 区 内 北野 町 1 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


〇 権 藤 高 春 大阪 府 三島 郡 島 本 町 東大 寺 
群馬 県 学校 保健 会 群馬 県 前 橋 市 群馬 県 店 教育 委員 会 事務 局内 


昌 の 部 


浜 田 義 雄 大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 阪 大 微生物 病 研究 所 寄生 躍 部 
〇 浜 本 問 二 大阪 府 高槻 市 大 阪 医 大 病理 学 教室 
Hunter III,G.W. 神奈 川 県 模 原 市 406 医学 統合 研究 所 
原 田 文 雄 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 3 神奈 川 県 衛生 研究 所 
道 鳥取 県 米子 市 西町 386 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科学 教室 
京都 市 左京 区 聖護院 川原 町 53 京都 大 学 医学 部 内 科 第 一 講座 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
千葉 県 習志野 市 藤崎 順天堂 大 学生 物 学 教室 
鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 第 一 内 科学 教室 
孝 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
長 谷 川 恩 札幌 市 北 三条 西 6 丁目 衛生 研究 所 
長 谷 川 恒 神戸 市 灘 区 畑 原 町 通 3 の 22 
橋 本 紳 宏 千葉 市 支 鼻 町 千葉 医大 病理 
O 南 風 原 泰 大阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
〇 羽 田 野 邦 和 人 能 本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
血 田 青 l 新潟 県 新発田 市 寺町 畠田 病院 
林 田 正 典 熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
林 和 東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 2 の 105 東京 慈恵 会 医大 内 科 
林 滋 = 東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝 研 寄生 虫 研究 部 
東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 大 医学 部 比企 内 科 
塊 市 大 仙 町 浪速 大 農学 部 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 病理 学 教室 
鹿児島 市 西田 町 154 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 第 一 内 科学 教室 
: 多 新潟 県 直江 津 市 安国 寺 区 直江 津 保健 所 
C 平 林 1 東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 寄生 虫 室 22 号 
: 香川 県 三豊 郡 桁 田村 
弘前 大 学 医学 部 横 外 科 教 室 弘前 市 本 町 53 
〇 北 条 昌 中 千葉 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
本 田 信 義 東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学内 科 
本 削 誠 山形 県 酒田 市 下 中 町 57 
堀 口 武 二郎 東京 都 千 代田 区 神田 錦町 1 の 6 日 本 基督 教団 診療 所 
堀 克 重 金沢 市 仙台 町 金沢 大 学 理学 部 生物 学 教室 
〇 堀 栄 太 郎 鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
堀 見 利 昌 東京 都 武蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 寄生 邊 学 教室 
堀 愛 福井 県 志 比 国 町 福井 県 衛生 研究 所 
星 直 利 東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 虫 病 診療 所 
保 科 利 . 一 横須賀 市 久里 浜 東京 水産 大 学 増殖 学科 
保 坂 幸 男 埼玉 県 大 宮 市 大 字 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 科学 部 第 二 科 
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山口 医科 大 学 病理 学 教室 

福岡 市 墜 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

群馬 県 勢多 郡 木 瀬 村 駒形 町 24 

東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 再生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 内 科学 教室 
長崎 市 坂本 町 長崎 医大 衛生 学 教室 
横浜 市 金沢 区 六浦 市 立 大 学 

福岡 市 塩原 町 226 福岡 学芸 大 学生 物 学 教室 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
大 阪 市 住吉 区 中 加賀 屋 町 南大 阪 病 院 
鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研 究 月 

大 阪 市 福島 区 上 福島 北 1 ノ 13 吉 矢 方 

丘 庫 県 芦屋 市 東 芦屋 132 

京都 市 上 京 区 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 

山形 県 酒田 市 酒田 病院 

京都 市 下京 区 西 七 条 上 る 比 輸 田 74 藤沢 薬品 工業 株 式 会 社 京都 研究 所 

横浜 市 戸塚 区 原宿 町 252 国立 横浜 病院 内 科 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 会 上 衛 生 学 教室 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医大 寄生 虫 病 学 教室 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 

京都 市 河原 町 広小路 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 

仙台 市 北 6 番 町 東北 大 学 農学 部 畜産 微生物 学 教室 

東京 都 文 京 区 向 ケ 岡 到 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 病理 学 教室 

山口 市 山口 県 衛生 部 

長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

Department of Zoology National Taiwan University. Taipeh, Formosa China 
丘 庫 県 豊岡 市 立野 公立 豊岡 病院 

東京 都 武蔵 野市 境 日 本 獣医 畜産 大 学 


所 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 
F 葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公 衆 衛生 学 教室 

大 阪 市 東住吉 区 田辺 東 ノ 町 (8 の 5) 

福岡 県 若松 市 堺 町 市 立 若松 病院 内 科 

名 古屋 中 央 局内 西区 押切 町 5 の 40 

長野 県 南佐久 郡 臼田 町 佐久 病院 

山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 

静岡 県 伊豆 長岡 町 公立 伊豆 長岡 病院 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 病理 部 
東京 都 北 区 西ヶ原 2 1 農業 技術 研究 所 経営 土地 利用 部 生活 環境 研究 室 
奈良 県 高 市 都 麗 修 町 奈良 県 立 医 大 小児 科 

大 阪 市 北 区 西屋 町 大 阪 市 立 医科 大 学 公衆 衛生 学 教室 
岐阜 市 岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
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大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 東 
広島 物 療 専門 学校 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
東京 都 港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 医科 大 学 薬理 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 

東京 都 世 田 ケ 谷 区 上 馬 町 1 の 528 

静岡 県 田方 郡 藻 南 村 柏 谷 62 . 

東京 都 杉並 区 西 萩 窪 2 143 

岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 阪 大 微生物 病 研究 所 寄生 貝 部 
東京 都 北 多摩 郡 小 金井 町 東京 学芸 大 学 小金 井 分 校 
宮崎 県 宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 獣医 学科 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

大 阪東 局 区 内 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 外科 
岡山 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

東京 都 文京 区 向 ヶ 岡 疫 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 病理 学 教室 
浜松 市 中 ノ 町 1217 

山口 県 下関 市 長 府 町 山口 大 学 農 学部 家畜 病理 学 

川崎 市 市 役所 衛生 課 

米子 市 西 所 鳥取 大 学 医学 部 

千葉 市 支 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 
東京 都 北 多 護 郡 小平 町 家畜 衛生 試験 場 小平 分 場 

岐阜 県 養老 郡 養老 町 高田 945 4 

神奈 川 県 川崎 市 木 月 法政 大 学 教養 学部 生物 学研 究 室 

東京 都 港 区 麻布 我 善 坊 20 

東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 征 試験 場 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 寄生 息 部 

東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 農大 医学 部 寄生 虫 学 教室 

名 古屋 市 西光 心 町 2 の 11 

福岡 市 堅 組 1276 九 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 

福山 市 府中 町 1 

名 古屋 市 中 村 区 笹島 町 名 古屋 鉄道 管理 局 衛生 試験 室 
東京 都 目 黒 区 平 町 88 

東京 都 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 寄生 虫 部 

大 阪 府 枚方 市 楠葉 1048 千葉 診療 所 

福岡 県 大 牟田 市 不知 炎 町 3 の 4 大 牟田 市 立 病院 小児 科 
熊本 県 上 番 城 郡 御 船町 御船 保健 所 

武蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 病理 学 教室 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

千葉 市 神明 町 千葉 衛生 研究 所 

東京 都 婦 京 区 向ヶ丘 半 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 太子 堂 町 842 
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藤 康 夫 
岡 朝 高 
ーー 二 記 
岡 四 貸 
財 女 著 

湯 勉 
井 吉 兵衛 
井 浴 雄 
間 春 夫 
田 正 俊 
田 繁 雄 

崎 孝 
崎 敏 雄 
崎 弘 三郎 
崎 寿 太 郎 
城 保 仁 
倉 利 明 
山 富 雄 
紅 の 部 

多 穫 


江 


田 
田 


移 


うい 


虫 台 欧 弄 


大 阪 府 堺 市 大 仙 町 浪速 大 農学 部 獣医 学科 
東京 都 新宿 区 信濃 町 賊 応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
長崎 県 諫早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
鳥取 県 米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 附属 病院 第 二 内 科 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 大 病理 学 教室 
北海 道 帯 広 局 区 内 帯広 畜産 大 学 

静岡 市 大 岩 町 3 丁目 静岡 大 学 教育 学部 保健 学 教室 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 大 衛生 学 教室 
札幌 市 南 八条 西 15 ] 目 

東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 2338 

岩手 県 花泉 町 県 立花 泉 病院 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
愛知 県 知多 郡 横須賀 町 

奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医大 第 一 内 科 

山口 県 宇部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 

大 阪 市 東成 区 大 今 ノ 里 北 之 町 4 丁目 145 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
広島 市 天神 町 178 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 日 本 医大 第 一 病院 内 科 
宮崎 市 清水 町 65 宮崎 衛生 研究 所 
長野 県 下高井 郡中 野 町 北信 病院 


大 阪 市 北 区 大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 


鹿児島 県 恒 吉 家 畜 保 健 衛生 所 鹿児島 県 購 誤 部 垣 吉村 
鹿児島 県 知覧 家斉 保健 衛生 所 鹿児島 県 川辺 郡 知覧 町 


熊本 県 荒尾 市 原 方 田倉 持 

長崎 市 坂本 町 98 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学内 科学 教室 
京都 府 何 鹿 郡 賀 村 何 鹿 中 央 病院 

佐賀 県 嬉野 町 国立 嬉野 病院 内 科 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 大 学 附属 病院 第 2 内 科 
東京 都 目 黒 区 下 目黒 8 の 541 亀谷 医院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
山口 県 防府 市 栄町 山口 大 学 医学 部 病理 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 字 高 槻 1,863 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
福岡 市 大 字 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 
広島 県 府中 市 府中 町 60 の 3 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
東京 都 江東 区 深川 藤倉 電線 診療 所 
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北 川 徳 三 人 
北 原 経 太 
北 健 栄 太 侵 





茨城 県 勝田 市 日 立 製作 所 日 立 病院 水戸 分 院内 科 
東京 都 文 京 区 湯島 東京 歯科 医科 大 学 医 動物 学 教室 
千葉 市 支 邊 町 千葉 大 医学 部 会 衆 衛生 学 教室 
浜松 市 発 町 34 本 田 技術 工業 K 表 浜松 診療 所 
長崎 市 坂本 町 98 長崎 大 学 医学 部 風土 病 研究 所 

大 阪 市 北 区 堂島 西 大 阪 大 学 微 生 学 病 研究 所 
滋賀 県 坂田 郡 相原 村 大 字 相原 2222 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 会 衆 衛生 学 教室 
新潟 市 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 町 4 の 60 公衆 保健 協会 中 部 日 本 寄生 虫 予 防 協 会 
大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 3 丁目 大 阪 大 学 歯学 部 病院 
名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 農林 会 館 4 階 
東京 都 大 田 区 雪 ヶ 谷町 396 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
愛知 県 立春 日 井 保健 所 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 研究 所 第 一 病理 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
現 市 東 浅香 山 町 16 

台 手 県 盛岡 市 志 家 2 の 22 

東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 高校 

千葉 県 館山 市 北条 1708 川名 医院 

千葉 県 館山 市 北条 1708 川名 医院 

福岡 市 千代 町 九州 大 学 医学 部 第 二 内 科 

長崎 県 長崎 市 大 橋 町 200 長崎 大 学 医学 部 保健 科 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

福岡 市 密 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 枯 外 科 教 室 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

神奈 川 県 相模 原市 古淵 河本 勝 重 方 
横須賀 市 久里 浜 自 衛 隊 衛 生 学校 

岡山 市 岡山 大 学 寄生 和 虫 学 教室 
岡山 県 都窪 郡 早 島町 

大 津 市 橋本 町 大 津 市 役所 衛生 課 

山形 県 北村 山 郡 東根 町 東根 赤十字 病院 内 科 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 水産 学科 

福岡 市 西 中 洲 西 町 885 

剛 山 市 津島 岡山 大 学 官舎 

東京 都 練馬 区 小竹 町 2852 

山形 県 酒田 市 本 町 5 の 28 

三重 県 度 会 郡 七 保 村野 原 
鹿児島 市 際 池 町 51 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 第 1 病理 (寄生 虫 部 ) 
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凍死 美 
古 賀 孝 
小 和泉 鹿 全 
〇 小 池 保 


〇 小牧 。 問 


E \ 山 


小松 責 商 
小 松 寿 子 
小 松 周 作 
小 浜 暫 人 郎 
小 宮 義 考 
小 宮 山 隆三 
小 宮 山 新 一 
久 保 道 雄 
久 保 田 仲 雄 
久本 用 一 
洪 江 男 
引替 志 
小 1 カ 

子 


小竹 恵 美 
〇 ん 4| の 机 引 之 


近 藤 末 男 
近藤 化学 工業 株 式 会 社 
エエ 藤 素 介 
上 熊 沢 俊 彦 
訣 田 . 三 有 
久 米 清 治 
国 井 喜 章 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 臨床 研究 部 
東京 都 北 区 志茂 町 1 の 2340 日 本 化 薬 王子 製薬 工場 
長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 医学 部 皮膚 科 教室 

大 阪 市 福島 区 大 阪 大 学 附属 病院 第 二 内 科 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

大 阪 府 豊中 市 桜塚 本 通 3 の 88 

松山 市 樽 味 町 松山 農 科 大 学 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 

栃木 県 栃木 市 下都賀 病院 

北海 道 旭 川 市 北門 町 9 北海 道 学芸 大 学 旭 川 分 校生 物 学 教室 
岐阜 市 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 

東京 都 文 京 区 本 富士 町 1 番地 東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
千葉 市 旭 町 19 加藤 方 

福井 県 衛生 研究 所 

神奈 川 県 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 185 神奈 川 県 衛生 研究 所 
福岡 市 鴻 州 町 88 古 損 胃 腸 病院 

宮崎 市 広島 通り 8 の 15 医療 法人 同心 会 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 会衆 衛生 院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 了 虫 学 教室 
宮崎 市 権現 町 三 葉 荘 

東京 都 港 区 芝 新 橋 3 の 18 

高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 

東京 都 北 多摩 郡田 無 町 1765 

川崎 市 高津 保健 所 

東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 都立 農業 高等 学校 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 

島根 県 浜田 市 朝日 町 97 

熊本 県 荒尾 市 大 島 52 

兵庫 県 豊岡 市 新屋 数 兵庫 県 立 豊 岡 保健 所 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 研究 所 寄生 下部 

東京 都 千代 田 区 飯田 橋 2 日 本 医科 大 学 第 一 医科 内 科 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 衛生 学 教室 

東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 都 東 京 農工 大 学 衛生 学 教室 
福岡 市 下 州 崎 町 57 

岡山 県 勝山 局 区 内 勝山 保健 所 

広島 市 西新 町 91 の 1 広島 県 衛生 部 予防 課 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 

東京 都 北 多 摩 郡 府 中 町 東京 農工 大 学 農学 部 獣医 学 教室 

東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経営 土地 利用 部 生活 民 境 研究 室 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


栗 林 . 海 男 
1 田 道 義 
量 川 訪 
栗 本 安 基 
楠 正 和 
久 津 見 晴彦 
茶 原 明 
業 野 世 だ 
MM の 部 

前 川 康 治 
概 殿 順 
概 折 夫 
真 島 啓 治 
1 万 納 寺 徳 貞 
丸 田 喜 章 
正 本 幸 男 
増 田 正 典 
増 田 陸 郎 
板 屋 富 一 
町 国 寺 一 
松 林 和久 吉 
松 田 鎮 雄 
松川 弁 一 郎 
相 基本 ヨ ヨ 
松 本 繁 雄 
綴 元 陽 郎 
松 村 竜 雄 
i 〇 O 松 下 文 雄 
松 岡 広 次 
松 浦 利 次 
松 崎 義 周 
松 山 雄 吉 
松 瀬 幹 也 
CO 馬 見 塚 まき 子 
光井 庄 太郎 
に 2 
代 者 “ご 短 。 登 
水 町 央 重 
三原 諸 太 郎 
美 土 正 友 
堂上 姜 : 章 
に っ 拉 - 正 俊 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 動物 学 教室 

東京 都 杉並 区 和泉 町 18 

東京 都 千 代田 区 神田 鎌倉 町 8 中 央 診療 所 

東京 都 港 区 芝 赤 羽 町 3 専売 公社 東京 病院 

宮崎 県 南那珂 郡 福島 町 国民 健康 保険 組合 診療 所 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
長野 県 下水 内 郡 太田 村 

熊本 県 八代 郡 鏡 町 大 字 鏡 町 字 郷 開 1159 日 産 化学 工業 株 式 会 社 鏡 工 場 


九州 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 福岡 市 堅 邊 


仙台 市 新 河 原町 52 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
広島 県 猿 獲 橘 町 84 

弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 外科 学 教室 

鳥取 市 上 段 

福岡 県 小倉 市 小倉 市 立 病院 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
京都 市 上 京 区 柴野 南部 若草 町 9 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 胃腸 科 
兵庫 県 社 町 社保 健 所 

鹿児島 率 鴨 池町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 整 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
広島 市 掌 町 1825 

新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 

横浜 市 鈴 見 区 北 寺 尾 1592 

岡山 県 邑久 郡 愛 掛 村 虫 明 6253 国立 療養 所 邑久 光明 園 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
前 橋 市 岩神 町 905 群馬 大 学 小児 科 
熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
大 阪 市 生野 区 林寺 町 3 の 96 大 阪 赤十字 病院 研究 科 
滋賀 県 高 郡 朽木 村 字 市 場 

横浜 市 南 区 浦舟 町 2 の 32 横浜 医科 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


・ 和歌 山 衛 生研 究 所 


久留 米 市 旭 町 久留 米 医 科大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
大 分 県 日 出 保健 所 

福岡 市 千代 町 九州 大 学 医学 部 第 2 内 科 教 室 

山梨 県 中 互 摩 郡 大 鎌田 村 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
岐阜 県 稲葉 郡 鏡 島 18G3 岐阜 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
神奈 川 県 愛甲 郡 高 峰 村 三 増 773 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 
鳥取 市 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
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秋田 市 上 中 城 町 県 立 中 央 病院 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 虫 部 
福岡 市 今泉 町 3 の 10 山口 方 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 

熊本 県 熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

東京 都 大 田 区 田園 調布 1 の 3 の 10 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 内 科学 教室 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 玉川 奥沢 町 1 の 480 

藻 館 市 春日 町 7 の 1 

西宮 市 圭 町 103 

大 阪 市 西区 南 堀 江 通 1 の 40 

千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 

福岡 市 大 字 了 世 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
鹿児島 市 嶋 池町 610 

千葉 市 矢作 町 785 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

大 阪 市 西区 阿波 堀 通 4 の 20 ガラ シア 痕 院 

静岡 市 静岡 衛生 研究 所 

北海 道 札幌 市 北海 道 大 学 農学 部 

鳥取 県 米子 市 西町 86 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科 

京都 市 中 京 区 王 王 下溝 町 88 の 2 日 本 新薬 株 式 会 社 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 

岐阜 県 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

島根 県 那賀 郡 江東 村尾 浜 

福岡 市 荒戸 町 288 の 7 

福岡 市 堅 和 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

名 古屋 市 中 村 区 花 車 町 2 の 80 有限 会 社 衛 生 科学 サー ビス セン ター 
神戸 市 生田 区 中 山 平 通 6 の 19 神戸 披 済 会 病院 内 

大 阪 市 北 区 西 ! 町 大 阪 市 立 医 大 医 動物 学 教室 

千葉 県 市 川 市 鬼 高 1283 

福岡 県 大 牟田 市 山 ノ 上 町 7 三井 病院 保健 課 
鳥取 県 米子 市 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

熊本 県 熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 一 病理 学 教室 

山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 

甘 庫 県 豊岡 市 新屋 敷 兵庫 県 立 豊岡 保健 所 
富山 市 下 奥 井 八 富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支店 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 

東京 都 中 央 区 八重 州 6 1 日 東 紡 ビ ル 内 台 糖 ファ イザ ー 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
大 阪 府 布施 市 薦 屋 西 106 の 6 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 


綱 


〇 日 本 医大 第 一 病院 内 科 
日 本 薬品 株 式 会 社 
日 本 専売 公社 東京 病院 東京 都 港 区 芝 赤 羽 町 3 
日 本 冷蔵 株 式 会 社 研究 所 東京 都 中 央 区 湊町 83 の 8 食品 研究 課 






長崎 県 諫早 市 長崎 医科 大 学 風土 病 研究 所 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 皮 膚 科学 教室 
千葉 県 館山 市 保健 所 
横須賀 市 野比 2769 国立 久里 浜 病 院 官舎 
東京 都 港 区 芝 白 金 三 光 町 北里 研究 所 
門司 市 貴船 町 4 浅尾 外科 
東京 都 品川 区 北 品川 6 の 387 財団 法人 長尾 研究 所 
福岡 県 三世 末 佐 木 八丁 牟田 三 其 診 療 所 
千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 
長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
串間 市 国民 健康 保険 診療 所 
徳島 市 蔵本 町 2 丁目 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 息 学 部 
大 阪 市 北 区 堂島 西 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝原 虫 学部 
富山 県 秦 波 市 三郎 丸 油田 診療 所 
新潟 県 直江 津 市 直江 津 保健 所 
東京 都 台東 区 上 野 東京 都 因 賜 上 野 動物 園 獣 医 衛生 室 
岐阜 市 岐阜 医大 寄生 貝 学 教室 
大 阪 府 高 槻 市 大 阪 医科 大 学 第 1 内 科学 教室 
岐阜 県 郡上 郡 和 泉 村 診 療 所 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 
東京 都 港 区 芝 愛 内 町 215 東京 慈恵 会 医科 大 学 薬理 学 教室 
大 阪 市 北 区 中 之 島 8 の 3 朝日 新聞 大 阪本 社内 厚生 文化 事業 団 
東京 都 北 区 志茂 町 2 の 1670 日 本 化 薬 株 式 会 社 
熊本 市 京町 2 の 178 
大 阪 府中 河内 郡 嗜 川村 大 阪 府立 衛生 研究 所 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 卵 町 2 の 12 中 島 病 院 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 中 部 
甲府 市 山梨 県 立 医 学研 究 所 地方 病 科 
東京 都 港 区 赤坂 新町 1 の 1 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 ニノ ー 〇 
福岡 市 西 堅 粗 二 丁 目 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
静岡 市 北 安 東町 74 

大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 研究 課 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 下 部 
鹿児島 市 鹿児島 大 学 農学 部 
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細 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 獣医 学科 
宮城 県 紫 田 郡 船 岡町 

静岡 県 吉原 市 昭和 通り 小野 医院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
横須賀 市 野比 国立 久里 浜 病院 

富山 県 西 波 郡 石動 町 後 右 5 番地 


岡山 市 岡山 医科 大 学 病理 学 教室 
佐賀 県 東 松 浦 郡 相知 町 大 字 平 山上 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
久留 米 市 旭 町 久留 米 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
大 阪 市 天王 寺 区 大 通 4 の 59 
福岡 県 朝食 郡 甘 木町 横内 矢野 倉 次 郎 方 
函館 市 鍛治 町 31 岡本 病院 
広島 県 深 安 郡 神辺 町 片山 病 予防 研究 所 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
中 央 区 日 本 橋 室町 4 の 2 日 本 新薬 内 
福岡 市 堅 向 九州 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
広島 市 南 観 音 町 3 丁目 県 公 舎 
横須賀 市 佐野 町 4 の 28 衣笠 療 周 
東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 比企 内 科 
兵庫 県 篠山 町 兵庫 農 科 大 学 
札幌 市 北海 道 大 学 獣医 学部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 
仙台 市 東北 大 学 医学 部 衛生 学 教室 内 東北 寄生 息 予 防 協会 
東京 都 渋谷 区 円 後 町 11 
福岡 市 西新 町 西南 学院 
福岡 県 筑紫 郡 筑 紫野 町 字 下 日 焼 642 西鉄 二日市 診断 所 
東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 農工 大 学 農学 部 
東京 都 娘 区 向 ケ 岡 嗣 生 町 東京 大 学 虐 学 部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 
東京 都 娘 京 区 本 郷 本 宮 士 東京 大 学 医学 部 姉 沼 内 科 教室 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
東京 都 渋谷 区 青葉 町 22 文通 局 病院 
大 阪 市 北 区 中 之 島 $ の 3 朝日 新聞 厚生 文化 事業 団 内 
群馬 県 多野 郡 鬼 石町 町 立 鬼石 病院 
福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 虫 室 
名 古屋 市 愛知 県 衛生 研究 所 
千葉 市 矢作 町 農業 技術 研究 所 
彦根 市 橋 向 町 44 志賀 薬品 工業 所 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
広島 県 三原 市 木原 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
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埼玉 県 行田 市 長野 3704 行田 保健 所 
東京 都 千 代田 区 神田 松 富 町 14 富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支部 
甲府 市 県 立 医学 研究 所 

新 潟 市 旭 町 通り 1 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 


東京 都 千 代田 区 丸の内 3 の 2 三菱 東 号館 406 医学 弧 合 研究 所 寄生 東部 
福井 県 武生 市 東 元 町 53 


旭川 市 宮下 通 6 丁目 

横須賀 市 佐野 町 6 の 35 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 由 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 息 病 研究 所 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 


_ 大 阪 府 高槻 市 大 阪 医大 第 一 内 科 


久留 米 市 旭 町 67 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉住 内 科 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 

台湾 台北 市 国立 台湾 大 学 医学 院 寄生 虫 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
広島 市 広島 大 学 動物 学 教室 

甲府 市 古 府中 町 560 国立 甲府 病院 

埼玉 県 大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 科学 部 第 2 科 


東京 都 新宿 区 信 渡 町 慶応 大 学 寄生 息 学 教室 


神奈 川 県 相模 原市 上 鈴 間 


大 阪 市 東 区 法 円 寺町 6 衛生 試験 所 大 阪 支 所 
東京 都 文 京 区 東京 大 学 医学 部 物 療 内 科 教 室 

堺 市 南 三国 丘 町 1 の 15 

東京 都 太田 区 雪 ヶ 谷 895 在原 病院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

前 橋 市 烏 取 町 八 三 二 芳賀 診療 所 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
高知 県 高岡 郡 浦 ノ 門 村 奥 浦西 分 1085 

高知 市 国立 高知 病院 内 科 

大 阪 府 河内 郡 長 野 町 木戸 国立 大 阪 療院 長野 分 院 

東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 寄生 虫 部 
仙台 市 北 4 番 町 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 県 立 医大 第 1 内 科 

前 橋 市 岩神 町 280 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

東京 都 中 央 区 銀座 3 の 1 

甲府 市 橘 町 18 山梨 県 衛生 民生 部 予防 課 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 下部 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 
三重 県 員弁 郡 東 藤原 村西 野尻 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 
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山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 榎 外科 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 息 研 究 部 
栃木 市 優 町 栃木 保健 所 

奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 

福岡 市 博多 局 区 内 大 字 堅 和 九州 大 学 医学 部 内 科学 教室 
前 愉 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

京都 市 下京 区 吉祥 院 西 の 庄 門 口 町 日 本 新薬 研究 所 
佐世保 市 島 池 町 市 民 病 院内 科 

鳥取 市 吉 方 町 鳥取 大 学 異 学部 獣医 学科 内 科学 教室 
久留 米 市 旭 町 ・ 人 久留米 医 大 寄生 虫 学 教室 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

神奈 川 県 逗子 市 沼 間 147 

久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 務 学 教室 

千葉 県 館山 市 北条 1941 

久留 米 市 旭 町 久 略 米 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 1 の 16 

埼玉 県 大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 

埼玉 県 大 宮 市 大 成 町 6 の 2853 

福岡 県 小倉 市 北方 国立 小倉 病院 

山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 第 二 内 科 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 
武蔵 野市 吉祥 寺 2214 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 江東 区 深川 枝川 1 の 6 

千葉 市 支 鼻 町 313 千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 

高田 市 大 手 町 新潟 県 高田 保健 所 


塩野 義 製薬 株 式 会 社 学術 課 大阪 市 東 区 道修 町 8 の 12 
白 井 ・ 俊 


武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
福岡 市 堅 組 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

富山 市 西 会 文 名 1 の 1 

松本 市 旭 町 信州 大 学 医学 部 病理 学 教室 内 
鎌倉 市 小町 865 郊 文 雄 方 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
京都 市 佐 京 区 下 陽 宮崎 町 40 の 2 

京都 市 佐 京 区 聖護院 川原 町 京 大 医学 部 小児 科 教 室 
東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
東京 都 目 黒 区 駒場 町 861 東京 水産 大 学 増殖 学科 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 
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静岡 県 田方 郡 函南 村 仁 田 函南 病院 

群馬 県 前 橋 市 岩神 町 6 の 5 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 微生物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
塩釜 市 山 ノ 寺 161 

静岡 県 賀茂 郡 下田 町 相 玉 548 

大 牟田 市 三井 病院 


東京 都 品 川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


宮城 県 登米 局 区 内 登米 保健 所 


千葉 県 香取 郡 東庄 町 笹川 

福岡 市 堅 九州 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 獣 疫 部 
岐阜 県 岐阜 市 北野 町 1 岐阜 県 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 
熊本 県 荒尾 市 荒尾 市 立 病院 

東京 都 新宿 区 柳町 20 新井 方 

広島 市 西 引 御堂 町 14 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 杏 雲 堂 病院 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 六 院 

富山 市 北新 町 9 番地 の 1 日 本 新薬 株 式 会 社 高山 出張 所 
東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
豊中 市 邊 ケ 池 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 生薬 学 教室 
宇部 市 中 宇 郡 山口 医科 大 学 病理 学 教室 

栃木 県 大 田原 市 滝沢 355 

小倉 市 真 鈴 町 74 九州 歯科 大 学 

大 津 市 橋本 町 大 津 市 役所 衛生 課 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 臨床 研究 部 
仙台 市 北 4 丁 目 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
学術 第 二 部 学術 課 大 阪 市 東 区 道修 町 2 の 27 

中 央 町 銀座 4 の .2 聖書 館内 

諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 研究 所 第 一 病理 
豊中 市 向 ケ 池 大 阪 大 学 薬学 科 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 胃腸 科学 教室 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 


名 古屋 市 中 区 西 州 崎 町 86 公衆 保健 協会 中 部 日 本 寄生 邊 予防 協会 


福島 県 石城 郡 植田 町 格 田 病院 

福岡 市 孔 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
下関 市 後田 町 国立 下関 病院 

広島 市 段原 末広 町 218 広島 市 西 保 健 所 予防 課 
東京 都 新宿 区 信 渡 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
大 阪 市 旭 区 大 宮 町 2 丁目 城北 市 民 病院 内 科 
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茨城 県 衛生 部 子 防 課 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 

千葉 部 富士 見 町 118 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

東京 都 新宿 区 信濃 町 諾 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 

広島 県 佐伯 郡 平 良 村 廿 晶 市 病院 

大 阪 市 同 部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
大 阪 市 東 局 区 内 道 覆 町 3 丁目 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 

東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 貝 病 診療 所 

埼玉 県 川口 市 本 町 4 の 28 川口 市 民 病院 

徳島 市 蔵本 町 徳島 県 中 央 病院 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 

新潟 県 新発田 市 寺町 畠田 外科 病院 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

高槻 市 古 曽部 大 阪 医 大 病理 学 教室 

熊本 市 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 

熊本 市 熊本 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 

神戸 市 長田 区 運 宮 通 2 の 2 

京都 市 中 京 区 千本 松原 日 本 新薬 株 式 会 社 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 学 農 誤 医 学部 獣医 学科 

千葉 市 支 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 

千葉 県 夷隅 郡上 野村 上 野村 診療 所 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 日 本 海員 抜 済 会 神戸 病院 

東京 都 品川 区 大 井倉 田町 3219 

東京 都 文 京 区 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 

大 阪 府 堺 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 獣医 学科 教室 

福岡 市 密 向 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 

東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 

名 古屋 千種 区 覚 山 通 1 の 2 名 古屋 市 立 城東 病院 

愛知 県 一 宮 市 一 宮 保健 所 

米子 市 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

大 阪 市 大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 教 室 

金沢 市 金沢 大 学 医学 部 第 3 病理 学 教室 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 家畜 衛生 試験 場 小平 分 場 寄 生 貝 部 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 石川 内 科 

大 阪 府 三 島 郡 山田 村 大 阪 市 立 弘 済 院 附属 病院 

熊本 市 西 外 坪 井町 5 
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4 の 部 
革 寺 
5 コ 修 三 
田 英 幸 
田 康 雄 
岸 芳 雄 
用 細 。 潮 
口 左 促 
口 富 雄 

本 度 

本 人 答 太 郎 
本 好 明 
中 考 昭 

之 内 製薬 株 式 会 社 学術 課 
崎 敵 正 
下 博 
下 次 獲 
9 他 半 況 
牙 邦 夫 
脇 知 
崎 節 
崎 俊 幸 
崎 英 明 
崎 孝 久 
品 正 
穫 医 学研 究 所 
堀 吉 ょ 志 
内 震 
沿 

沢 利 喜 雄 
ヾ 十 四 男 
症 擬 寺 
田 義 男 

井 広 

維 岡 一 男 
明 ご 区 
島 Se 扶 
島 和 夫 
崎 訪 夫 
川 宗 雄 

田 楼 
尾 秀 典 
N 藤 士 





松坂 市 京町 116 数 本 内 科 診療 所 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 江東 区 深川 平 ふ 久 町 1 の 4 藤倉 診療 所 内 

中 央 区 京橋 2 の 1 東京 寄生 東予 防 箇 会 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 1 病理 学 教室 
茨城 県 行方 郡 潮来 村 潮来 保健 所 

東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 融 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 病理 学 教室 
京都 市 右京 区 竜 安寺 塔 の 下町 2 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟町 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
鹿児島 市 嶋 池町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
札幌 市 北海 道 大 学 獣 医学 部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 
山口 県 宇部 市 山口 県 立 医大 病理 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 放射 線 教室 

千葉 県 東 葛 飾 郡 南 行徳 町 相之川 1267 

千葉 市 千葉 寺 216 

川崎 市 登戸 病院 

中 野 区 西町 6 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
甲府 市 錦町 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

埼玉 県 所 沢 市 仲町 576 

高槻 市 奈 佐原 948 大 阪 阿 武山 赤十字 病院 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 研究 所 寄生 貝 部 
尼崎 市 西本 町 8 の 326 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 
愛知 県 幡豆 郡 横須賀 村上 横須賀 池 瑞 82 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1790 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 慈恵 会 医科 大 学 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 息 
京都 市 上 京 区 河原 町 広 小 牙 京都 府立 医科 大 学 川井 内 科 
長崎 県 諫早 市 船津 名 205 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 
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田 応 
田 邦 男 
田 責 雄 
田 才 雄 
凍 い 9。 一 
川 政 市 
松 幹 男 
村 俊 文 
村 裕 之 
時 = 販 天 
野 常 男 
を 灯具 

先 佑 
仲 武 仁 
佳 好 夫 


Yogore, M. G. 


勇 

野 広 治 
住 浩 人 男 
井 治 郎 
電 廊 : 半 
時 遂 一 
田 昭 夫 
野 人 背 
川 仁 郎 

部 昭 
部 。 条 也 
W の 部 
還 . 、 存 一 
艇 埋 太 郎 
田 政 孝 

島 整 
~ 辺 清 
し 
辺 昇 蔵 
辺 造 見 


Wagner, E. D. 


東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 比企 内 科 
奈良 県 奈良 市 奈良 医科 大 学 小児 科学 教室 

大 阪 府 豊能 郡 笑 面 町 桜井 70 の 2 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
広島 県 西条 町 広島 農業 短期 大 学 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

大 津 市 神 出 小関 町 105 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 寄生 息 


布施 布 鞭 屋 西 1 布施 診療 所 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

大 阪 市 福島 区 上 福島 北 8 の 14 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 

久留 米 市 旭 町 67 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉 好 内 科 

Institute of 是 ygine, University ofthe Philippines, Aerran Street, Manila, 


Philippines 


山形 県 尊 田 市 酒田 病院 

福岡 市 密 向 九州 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 584 

福岡 県 遂 手 郡 古 月 村木 月 1296 

茨城 県 勝田 市 東 石川 住宅 

弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

福岡 市 九州 大 学 医学 部 放射 線 学 教室 

大 垣 市 鹿児島 町 二ノ ー 大 垣 保 健 所 

東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 靖 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 
東京 都 目 黒 区 駒場 町 780 

† 葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

字 部 市 中 宇部 山口 県 立 医 大 病理 学 教室 

宮城 県 本 吉 郡 階 上 村 2 移 川 病院 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


弘前 市 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 寄生 虫 部 

東京 都 渋谷 区 竹下 町 3 東京 酵素 医学 研究 所 

埼玉 県 大 宮 市 大 宮 3535 埼玉 県 衛生 研究 所 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

新潟 県 相崎 市 松波 町 農林 省 家 畜 衛 生 試験 場 北陸 支場 

久留 米 市 旭 町 69 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉住 内 科 

Department of Parasitology, School of Tropical and Preventive Medicine, 
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昭和 31 年 6 月 (1956)〕 
Loma Linda, California, U.S.A. 
William 神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 
光 


Richie L.S. 神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 


松 生 ヶ ヶ ヶ 


和 恵 会 医大 古閑 内 科 教 室 東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 2 の 105 慈恵 会 医科 大 学 東京 病院 南 病棟 


津 吉 憲 門司 市 大 里 御所 町 4 丁目 


慈恵 医大 林内 科 教 室 東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 3 の 105 


昭和 31 年 5 月 25 日 印刷 
昭和 31 年 6 月 1 日 発行 


本 に を 小 宮 義 孝 
印刷 人 向 党 久 雄 


東京 都 品川 屋上 大 崎 3 丁目 300 番地 


印刷 所 一 ツ 橋 印刷 株 式 会 三 
東京 都 品川 必 上 大 崎 3 丁目 300 番地 


行 所 日 本 寄生 昌 学 会 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 
( 國 立 予防 衛生 研究 所 内 ) 
電話 大 崎 (49) 2183-2188 
林寺 座 長束 1451 








小宮 博士 が 学年 の 研究 及び 実際 指導 上 の ウン チク を この 一 載 に 解説 
集団 検便 ・ 駆 上 の あら ゆる 面 か ら の 技術 指導 書 。 
小宮 義孝 閉 B6 本 交 117 長 写真 図 布 等 82 葉 定価 300 円 〒40 四 


集団 概 便 - 集 団 由 虫 指針 


上 下 卵 の 種類 、 卵 の 変化 、 倍 率 等 一 目 で わか る よ 5 写真 に よる 人 解説 書 。 











続 に 写真 解説 鹿 大 基 教 授 浅見 散 三 著 B6 ア ー ト 16 柄 定価 150 円 〒10 円 





_ 人 体 寄生 = の 検査 法 


申込 み は 東京 都 中 央 区 京橋 2 ノ 1 日 本 寄生 虫 予防 会 tel.(56)4340・6826 
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禄 舎 1 | 塞 早 11 | 宗 (1 〇 〇 ぶ ) 
篤 語 朱 汽 約 由 つね お ? りり 6 本 路 昭 
EC を SE も 1 ド さ っ そうい 
さこ 

( く 呆 度 胃 肖 絶交 紙 央 邊 ) 


丹 紅 き 


て AA ロ P や 記 | 四 送 剛 | 
恨 親 ふ 1 ・ 国 8 医 早 1 回 理 医 
つ ^ 黒 定 塞 @ 旦 陣 急 環 り 1 や 
材 公則 宗 将 則 つ おお? 足 避 11ー 
KK 回 記 G 心 2⑳ 紋 臣 選 17 軍 11 
に に SE SS 上: エナ 
客 興 記 症 忠 公 だ ン そ 選 及 ゴ ン 
議 忠 つい G 青龍 朱 @ 近 旬 痢 


ワ aS SQ 
も もり そり り ) 


趣 叱 時 1 地 C8) 和 SN HE 


N 時 1 詳 (8) 着 ら 7 SHE 











